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1.  はじめに 

当社はこれまで、「新潟県中越沖地震を受けた柏崎刈羽原子力発電所の設備の

健全性に係る点検・評価計画について（経済産業省 平成 19・11・06 原院第 2

号 平成 19 年 11 月 9 日）」を受け、新潟県中越沖地震（以下、「本地震」という）

後の特別な保全計画として、「柏崎刈羽原子力発電所 3 号機 新潟県中越沖地震

後の設備健全性に係る点検・評価計画書」（以下、「点検・評価計画書」という）

を定め、原子炉の蒸気発生前までに健全性確認ができる設備を対象に点検、およ

び評価を実施してきた。 

本報告書は、点検・評価計画書に定められた対象設備における設備点検ならび

に地震応答解析が概ね終了したことから、これらの結果について取り纏めるとと

もに、総合評価を実施したものである。 
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2.  地震の概要 

2.1  新潟県中越沖地震の概要 

平成 19 年 7 月 16 日午前 10 時 13 分頃、新潟県中越沖において、大きな地震

が発生し、新潟県と長野県で最大震度 6 強を観測した他、北陸地方を中心に東

北地方から近畿・中国地方にかけて広い範囲で地震動が観測された。気象庁発

表（平成 19 年 7 月 地震・火山月報（防災編））によれば、マグニチュードは

6.8、震源の深さは 17km であり、震央距離 16km、震源距離約 23km に位置して

いた柏崎刈羽原子力発電所は地震発生により大きな地震動を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.1.1 平成 19 年新潟県中越沖地震の震央と柏崎刈羽原子力発電所の位置 

 
2.2  柏崎刈羽原子力発電所での観測結果 

柏崎刈羽原子力発電所の地震計の配置図を図-2.2.1 に示す。各号機の原子炉

建屋基礎版上の加速度時刻歴波形（東西方向）を図-2.2.2 に示す。 

全号機で顕著なパルス波が発生しており、特に荒浜側（1～4 号機）で時刻歴

波形の後半に大振幅のパルスが見られる。一方、大湊側（5～7 号機）では時刻

歴波形後半に荒浜側のような大振幅のパルスは確認されていない。 

原子炉建屋基礎版上で観測された最大加速度および設計時の最大加速度応答
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値を表-2.2.1 に示す。原子炉建屋基礎版上での最大加速度の中で最大のものは、

1 号機東西方向で 680gal である。なお、加速度波形については、記録の主要動

を含む 50 秒間を標記している。 
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図-2.2.1 柏崎刈羽原子力発電所における地震観測点の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.2.2 原子炉建屋基礎版上で観測された加速度時刻歴波形（東西方向） 
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表-2.2.1 原子炉建屋基礎版上で観測された最大加速度と設計時の最大加速度応答値 
（単位：gal） 

南北※1 東西※1  上下※1 
観測値 

観測 設計※2 観測 設計※2 観測 設計※3 

1 号機 最下階（B5F） 311 274 680 273 408 （235）

2 号機 最下階（B5F） 304 167 606 167 282 （235）

3 号機 最下階（B5F） 308 192 384 193 311 （235）

4 号機 最下階（B5F） 310 193 492 194 337 （235）

5 号機 最下階（B4F） 277 249 442 254 205 （235）

6 号機 最下階（B3F） 271 263 322 263 488 （235）

7 号機 最下階（B3F） 267 263 356 263 355 （235）
※1 スクラム設定値：水平方向 120gal、上下方向 100 gal 
※2 設計時の基準地震動 S2（１号機は EL CENTRO 等）による応答値  
※3 上下方向については、(  )内の値を静的設計で用いている。 

 

2.3  3 号機での観測結果 

3 号機原子炉建屋の地震計の配置を図-2.3.1 に、基礎版上で観測された加速度

時刻歴波形を図-2.3.2 に示す。また、観測された記録に基づく加速度応答スペク

ルを、設計時の基準地震動 S2 に基づく床応答スペクトルと比較したものを図

-2.3.3 に示す。原子炉建屋基礎版上の最大加速度値は、設計時の基準地震動 S2 に

よる最大応答加速度 193gal に対し東西方向で 384gal であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.3.1 3 号機原子炉建屋地震計配置図（赤星部） 
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図-2.3.3 3 号機 原子炉建屋基礎版上の加速度応答スペクトル 

 
 

2.4  3 号機の状況 

地震発生当時、柏崎刈羽原子力発電所 3 号機は定格熱出力一定運転中であった

が、地震波が到達した直後に原子炉が自動停止し、その後の運転操作により安定

的な冷温停止状態に移行した。 
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図-2.3.2 3 号機 原子炉建屋基礎版上で観測された加速度時刻歴波形
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3.  本報告書の概要 

3.1  点検・評価に関する基本的な考え方 

3.1.1  機器レベルの点検・評価 

機器レベルの点検・評価とは、設備点検、地震応答解析による評価および

両者の結果を踏まえた設備健全性の総合評価をいう。 

設備点検では各設備の特徴に応じて各設備が受けた地震による影響を点

検･試験等によって確認し、地震応答解析では本地震の観測波に基づく各設備

の解析的な評価を実施する。 

設備点検は、各設備に共通的に実施する目視点検、作動試験等の基本点検

および基本点検の結果や地震応答解析結果等に応じて実施する分解点検、非

破壊試験等の追加点検からなる。 

 

点検・評価に関しては、以下の基本的な考え方に従った（図-3.1.1 参照）。 

① 原子炉安全上重要な設備※については、基本点検とあわせて地震応答

解析を実施し、さらに、基本点検において異常が確認された設備お

よび地震応答解析により裕度が比較的少ないと判断された設備につ

いては追加点検を実施する。 

② その他の設備については、設備点検を主体に実施し、基本点検にお

いて異常が確認された設備に対し追加点検を実施する。 

③ また、異常が確認されなかった設備に対しても、さらなる設備の健

全性の確保および知見拡充の観点から念のために、予め計画する追

加点検を実施する。 

④ 設備点検および地震応答解析による評価の両者の結果を踏まえ、設

備健全性の総合評価を行う。 

 

※ 原子炉安全上重要な設備： 

重要度分類クラス 1 の設備および重要度分類クラス 2 の設備であって、耐震安全

上重要度が高い設備（耐震クラスが As、A のものおよびその他動的地震動による耐

震評価の対象としているもの）を指す。 
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3.1.2  系統レベルの点検・評価 

系統レベルの点検・評価とは、系統レベルの健全性を確認する試験（以下、

「系統機能試験」という）および系統レベルの健全性の評価（以下、「系統健

全性の評価」という）をいう。 

系統機能試験では、系統の運転等によって、インターロック、警報の作動、

弁の作動、系統流量等の状況を確認し、系統健全性の評価では、系統機能試

験の結果から、系統全体の機能が正常に発揮されることを総合的に評価する。 

なお、系統機能試験は、試験に係わる設備の健全性が、機器レベルの点検・

評価によって確認された後に実施する（図-3.1.1 参照）。 
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図-3.1.1 点検・評価の全体フロー 
 

 

 

 

【設備点検】 【地震応答解析】 

【設備健全性の総合評価】※3 
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追加点検 
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※1：重要度分類クラス 1 の設備および重要度分類クラス 2 の設備であって、耐震安全上重要

度が高い設備（耐震クラスが As、A のものおよびその他動的地震動による耐震評価の

対象としているもの）を対象として実施。 
※2：地震応答解析の結果、評価基準値を満足するものであっても、解析の妥当性を確認する

ため、必要に応じ追加点検を実施。 
※3：ここで実施する設備健全性の総合評価は、個別の設備（機器レベル）を対象として実施。

※2 
裕度が比較 
的少ない 

機器レベルの点検・評価
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系統レベルの点検・評価の範囲 

赤太枠内が今回の報告範囲 



 9  

3.2  機器レベルの点検・評価結果の概要 

柏崎刈羽原子力発電所では設計基準地震動を上回る地震動を観測したため、

設備の健全性を確認する目的で、「点検・評価計画書」に基づき、機器レベルで

の点検・評価を実施してきた。現時点において、 

・ 「点検・評価計画書」対象設備の基本点検のうち、目視点検が完了し、実

施可能な作動試験および漏えい試験等が概ね終了したこと 

・ 地震応答解析が概ね終了したこと 

から、これまでの点検結果における設備の健全性について評価を行った。 

 

設備点検は、点検対象総数約 1,580 機器を抽出して、これらに対して点検を

実施した。その結果、105 機器に不適合が確認された。これまでに確認されて

いる不適合事象においては、いずれも原子炉安全を阻害する事象ではなかった。 

不適合が確認された 105 機器のうち、6 機器は評価中であり、地震に起因しな

いと評価した事象は 60 機器であった。また、地震に起因すると考えられる事象

を、39 機器に確認し、その中で構造強度や機能維持へ影響を及ぼすと評価した

ものは 10 機器であった。これらは、主タービンの内部構造物接触等の部品等の

ずれや原子炉建屋クレーンケーブルベアの脱輪等の事象のように先行号機と同

様な傾向が見られた。先行号機で確認されていない事象として、所内変圧器の

火災や高圧・低圧タービンの車室のずれを確認した。 

所内変圧器の火災の原因は、変圧器基礎部と接続母線ダクトの基礎が不等沈

下して、それぞれに変位が生じたため、二次ブッシングとダクトが接触して碍

管が破損し、破損部からの漏油および地絡が発生し、火災に至ったものであっ

た。 

所内変圧器を交換するとともに、火災対策として、接続母線ダクト基礎の杭

基礎化と変圧器基礎との一体化、ならびにブッシングの破損および地絡を防止

するために、変圧器取合部の変位吸収量の増加、ダクト接続部の位置変更、ダ

クト内面の絶縁強化を実施した。 

なお、その他の機器については、いずれも部品の取替、補修、手入れ等によ

り原形復旧できる事象である。 
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4.  機器レベルの点検・評価 

4.1  設備点検 

4.1.1  対象設備 

対象設備は、電気事業法に基づく事業用電気工作物の工事計画書に記載

のあるすべての設備とした。耐震上考慮している支持構造物等については、

工事計画書に記載がないものも点検対象とした。 

上記の選定の結果、設備点検の対象設備として、約 1,580 機器（このうち

原子炉安全上重要な機器は約 730 機器）を抽出した。 

 

4.1.2  点検方法 

(1)  対象設備の分類 

各設備の種類、設置方法等により地震時に想定される損傷の形態が異な

ることから、「原子力発電所耐震設計技術指針」(JEAG4601)における機種

分類を参考にして、対象設備を地震による機能・構造への影響が類似して

いると考えられる機種に分類した（表-4.1.1 参照）。 
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表-4.1.1 点検対象設備分類一覧 
動的機器 静的機器 

19） 原子炉圧力容器および付属機器 
20） 炉内構造物 
21） 配管 
22） 燃料ラック類 
23） 熱交換器 
24） 復水器、給水加熱器、湿分分離器

25） プールライニング 
26） 変圧器 
27） 蓄電池 
28） 遮断器 
29） 計器、継電器、調整器、検出器、

変換器 
30） 原子炉格納容器および付属機器 
31） アキュムレータ 
32） ろ過脱塩器 
33） ストレーナ／フィルタ 
34） 空気抽出器 
35） 除湿塔 
36） タンク 
37） 計装ラック 
38） 制御盤・電源盤 
39） 空調ダクト※ 
40） 燃料体（燃料集合体およびチャン

ネルボックス） 
41） 再結合装置 
42） 電気ヒータ 
43） 特殊フィルタ 

支持構造物等 

1）  立形ポンプ 
2）  横形ポンプ 
3）  往復動式ポンプ 
4）  ポンプ駆動用タービン 
5）  電動機 
6）  ファン 
7）  冷凍機※ 
8）  空気圧縮機 
9）  弁 
10） ダンパ※ 
11） 非常用ディーゼル発電機 
12） 制御棒 
13） 制御棒駆動機構 
14） 主タービン 
15） 発電機 
16） 再循環ポンプ 
17） 燃料取替機 
18） クレーン 

44） 基礎ボルト 
45） 支持構造物 

※ 対象機器なし 

 
 



 12  

(2)  各機種の点検方法 

設備点検では、設備の特性に応じて分類した各機種の構造を考慮し、地

震による設備の損傷形態を整理した上で、以下の「a.動的機器」、「b.静的機

器」、「c.支持構造物等」に例示するように、それぞれの損傷形態に適した

点検方法を選定する。整理した損傷形態のうち、特に地震力による影響を

受けやすいと考えられるものを「発生の可能性が高いと想定されるもの」

とし、それが検出可能な点検方法を策定した（添付資料-1-1 参照）。各設備

の点検にあたっては、これら点検方法をもとに要領書等を定めて実施した。 

なお、埋設された機器や狭隘部に設置された一部の機器（9 機種 19 部位）

には、目視点検が困難な箇所があることから、周辺部位の目視点検、漏え

い試験等の代替点検、あるいは地震応答解析によって、健全性確認を実施

するよう計画する（「4.1.3 各機種の設備点検結果」参照）。 

 

a.  動的機器 

動的機器は、立形ポンプ、ファン等の機器であり、回転機能および水

力性能等を要求している。 

地震力によるこれら機能の喪失要因としては、軸受、ロータなど各部

材の損傷、変形を想定した。これらの損傷の検出には、外観による目視

点検や作動試験が有効と考えられるため、基本点検として目視点検等を

計画し、さらに、基本点検により異常が確認された場合には、分解点検

等の追加点検を計画する。 

① 基本点検：目視点検、作動試験、漏えい試験 等 

② 追加点検：分解点検 等 

なお、作動試験等の実施にあたっては、定期事業者検査等における作

動試験の判定基準を用いることを基本としたが、診断技術の活用※、過

去複数回の作動試験時の記録（地震前データ）との比較も可能な範囲で

実施するよう計画する。 

 
※ 診断技術の活用にあたっては、「原子力発電所の設備診断に関する技術指針－

回転機械振動診断技術」(JEAG4221-2007)を参考に振動診断（振動速度値の管

理と異常な振動周波数の有無）を実施し、設備の状態を評価した。 
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b.  静的機器 

静的機器は、配管、熱交換器等の機器であり、内部に流体を保持する

機能、送水機能等を要求する。また、制御盤、電源盤、計器等の電気・

計装設備に対しては検出、伝達、制御等の機能を要求する。 

地震力によるこれら機能の喪失要因としては、各部材の変形、割れ、

断線等の損傷を想定した。これらの損傷の検出には、外観による目視点

検や漏えい試験等が有効と考えられるため、基本点検として目視点検、

漏えい試験を主体として計画する。なお、復水器等、プラント運転状態

が負圧となる設備については、真空上昇操作を実施し、インリーク試験

による漏えい確認を計画する。さらに、基本点検により異常が確認され

た場合には、非破壊試験、分解点検等、追加点検を計画する。 

① 基本点検：目視点検、漏えい試験、ループ試験 等 

② 追加点検：非破壊試験、分解点検 等 

 
c.  支持構造物等 

支持構造物は、各機種に共通であり、地震力による影響を受けやすい

と考えられることから、機器本体とは別に損傷形態および点検方法につ

いて検討を行う。 

耐震上考慮している支持構造物は、主に機器基礎部、支持脚、静的レ

ストレイント、動的レストレイント等から構成され、これらには、機器

の支持機能等を要求している。 

地震力による機能の喪失要因としては、支持構造物本体の変形やコン

クリート定着部の損傷（基礎ボルトの損傷、コンクリートの割れ）等を

想定し、これら損傷の検出には、当該部および周辺コンクリート部に対

する目視点検等が有効と考えたため、基本点検として目視点検等を計画

し、さらに、基本点検により異常を確認した場合には、基礎ボルトの非

破壊試験等、追加点検を計画する。 

① 基本点検：目視点検、打診試験 

② 追加点検：非破壊試験、低速走行試験 等 
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(3)  予め計画する追加点検 

基本点検にて異常を確認した場合、あるいは地震応答解析の結果から追

加点検を実施するものとしたが、これ以外にも知見拡充を目的に実施する

追加点検および、蒸気タービンなどプラント停止中における基本点検が困

難な設備に対する追加点検（以下、「予め計画する追加点検」という）に

ついて、以下の対象を選定し、点検を行うこととした（表-4.1.2 参照）。 

なお、地震応答解析の結果を踏まえ、他の箇所に比べて地震の影響が比

較的大きい箇所に対して、必要に応じて、追加点検を計画・実施していく。 

 

【Ⅰ】基本点検と地震応答解析による評価により、十分に健全性の確認が

可能であるものと考えられるが、より確実な設備健全性の確認およ

び知見拡充の目的で実施する追加点検。 

・ 機器内部に摺動部、駆動部等を有する設備（動的機器） 

・ 一般的に地震力による影響が大きいと考えられる部位 

（基礎部、支持構造物等を選定） 

・ 地震による相対変位の影響が大きいと考えられる部位 

（原子炉圧力容器ノズル、建屋間貫通部等） 

・ 構造が複雑でかつ性能に対する地震力の影響が懸念される機器 

（主変圧器、復水器等） 

 

【Ⅱ】プラント停止中に基本点検の実施が困難な設備における、停止中の

設備健全性を確認する目的で実施する追加点検。 

・ 駆動源が蒸気である等の理由により、プラント停止中に作動試

験の実施および作動状態の確認が困難な設備 

（主タービン等） 

・ 内包する流体が蒸気である等の理由により、プラント停止中に

運転圧による漏えい確認ができない設備 

（主蒸気系配管、給水加熱器等） 
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表-4.1.2 予め計画する追加点検範囲と実施理由 
点検対象 

追加点検理由 
対象範囲 対象機種 対象機器 

点検方法 

機器内部に摺動部、駆
動部等を有する設備 

(a)動的機器 ・機種および建屋ごとに代表 1
機器 

分解点検 

一般的に地震力による
影響が大きいと考えら
れる部位 

(c)基礎部 ・機種ごとに代表 1 機器および原
子炉建屋フロアごとに代表１
機器 

詳細目視点検 
基礎ﾎﾞﾙﾄのﾄﾙｸ確認 
（全数の 10%） 
超音波探傷試験 
（全数の 10%） 

(b)配管 ・建屋間貫通部に施設される箇所 詳細目視点検 
浸透探傷試験 
超音波探傷試験※2 

(d)支持 
構造物等

・建屋間貫通部に施設される配管
近傍の支持構造物等 

浸透探傷試験 

地震による相対変位の
影響が大きいと考えら
れる部位 

(e)原子炉 
圧力容器

・ノズルセーフエンド 浸透探傷試験※3 
超音波探傷試験※2 

(f)変圧器 ・主変圧器 
・所内変圧器 
・原子炉冷却材再循環ポンプ可 
変周波数電源装置入力変圧器 

【Ⅰ】 
基本点検と地震
応答解析による
評価により、十
分に健全性の確
認が可能である
ものと考えられ
るが、より確実
な設備健全性の
確認および知見
拡充の目的で実
施する追加点検 

構造が複雑でかつ性能
に対する地震力の影響
が懸念される機器 

(g)復水器 ・主復水器 

分解点検 

(a)動的機器 ・主タービン 
・主発電機 
・原子炉隔離時冷却系ポンプ 
・タービン駆動原子炉給水ポンプ 
等 

分解点検 駆動源が蒸気である等
の理由により、プラン
ト停止中に作動試験の
実施および作動状態の
確認が困難な設備 

(d)支持 
構造物等

（メカニカル
スナッバ） 

・設計時の評価および地震応答解
析の結果において、他の箇所に
比べて地震の影響が比較的大き
い箇所 

低速走行試験 

(b)配管 
 

・主蒸気系配管 
・抽気系配管      等 
 

詳細目視点検 
 

【Ⅱ】 
プラント停止中
に基本点検の実
施が困難な設備
における、停止
中の設備健全性
を確認する目的
で実施する追加
点検 

内包する流体が蒸気で
ある等の理由により、
プラント停止中に運転
圧による漏えい確認が
できない設備 (h)給水加熱

器等 
・給水加熱器 
・湿分分離器      等 

分解点検 

 
※1 構造強度評価の評価基準値は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-補・1984、JEAG4601-1987、

JEAG4601-1991 追補版」に規定される許容応力状態ⅢAS における許容応力を基本とした。 
※2 解析結果等を考慮し、代表を選定して実施 
※3 作業性、被ばく線量等を考慮し、可能な範囲で実施 
※4 地震応答解析において、詳細評価等を実施した箇所 
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4.1.3  各機種の設備点検結果 

本項では、各機器の基本点検、追加点検および予め計画する追加点検の

結果について、機種ごとに整理した（添付資料-1-2 参照）。このうち、「異

常あり（不適合）」と判断した事象について以下に記載する（添付資料-1-3

参照）。 

 なお、点検結果で確認された異常（不適合）に対する地震による影響の

有無、原因分析等の検討は、地震応答解析の結果を踏まえて、「4.3 総合評

価」において実施する。 

 

4.1.3.1  基本点検および追加点検結果 

      現時点（平成 22 年 11 月 10 日現在）において、設備点検は概ね完了し

ており、全体の 88％（このうち原子炉安全上重要な設備については 88％）

が完了している（表 4.1.3 参照）。 

      なお、現時点で点検が完了していない設備は、燃料が炉内に装荷されて

いる状態で作動、漏えい試験を実施する設備（約 110 機器）、主タービン、

復水器等、点検に長期間を有する設備（約 80 機器）である。これらの設

備については、順次点検を実施していく。 

 

(1)  基本点検結果 

a.  基本点検結果 

基本点検は、対象機器約 1,580 機器に対して、適切な点検を選定して

実施した（表-4.1.3 参照）。基本点検の結果、異常（不適合）が確認さ

れたものは 87 機器※であり、先行号機で確認されなかった所内変圧器(B)

の火災や高圧・低圧タービンの車室のずれ等が確認されている。 

その他の機器については、地震によるこすれ等の事象のほか、通常の

保全で確認される経年劣化事象等が確認されており、設備健全性評価が

完了している 1、5、6、7 号機と全般的に同様の傾向が確認されている。 

※その他、異常（不適合）が確認された、18 機器については、「（2）予め計画 
 する追加点検」参照 
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表-4.1.3 基本点検実施数 

点検種別 
対象機器数 

（約 1,580 機器中） 

左記のうち 
原子炉安全上重要な機器 

（約 730 機器中） 
備 考 

目視点検 約 1,580/1,580 機器 約 730/730 機器 ※ 

作動試験・機能試験 約 1,100/1,160 機器 約 520/530 機器  

漏えい確認 約 530/700 機器 約 250/330 機器  

※ 一部代替点検を実施 
 
 

b.  目視点検が困難な箇所に対する点検結果 

埋設された機器（躯体へ埋設される配管やグラウトに埋め込まれる基

礎ボルト、取付ボルトなど）の点検では、躯体の健全性の確認、グラウ

ト表面における目視点検、機器移動痕の確認によって、これら機器の健

全性を確認した。また、狭隘部（原子炉圧力容器内側基礎ボルト、原子

炉圧力容器ドレンノズル、サーマルスリーブ等）については、周辺部の

目視点検、漏えい試験等を行い、健全性を確認した（添付資料-1-4 参照）。 

なお、炉内構造物、原子炉格納容器及び付属機器、一部の配管につい

ては、今後の地震応答解析結果を踏まえて、健全性を評価していく。 

 

(2)  追加点検結果 

a.  基本点検の結果に基づく追加点検 

基本点検の結果、異常（不適合）が確認されたものは 87 機器であった

が、このうち、通常の保全において確認される経年劣化事象等、明らか

に地震の影響ではないもの、あるいは直接機能に影響を及ぼさない軽微

な異常（不適合）であって、簡易な部品の交換等で直ちに復旧可能な事

象については、追加点検は不要と判断した（62 機器）。一方、それ以外

の異常（不適合）については、原因究明および補修、取替、補強の要否

判断を行うため、分解点検等の追加点検を実施した（25 機器）（表-4.1.4

参照）。 

 



18 

b.  地震応答解析の結果に基づく追加点検 

現時点において、地震応答解析の結果、算出値が許容応力状態ⅢAS 等

の評価基準値を超えているものはなかった。よって、地震応答解析の結

果により追加点検を実施した機器はない。 

 

表-4.1.4 追加点検実施数 

 
 

c.  予め計画する追加点検（添付資料-1-5 参照） 

(a)  動的機器の追加点検 

1)  機種および建屋ごとの代表機器 

機能上影響のない微細な傷等の有無を確認するため、念のため、ポ

ンプ、弁、ファン等の分解点検を実施した結果、 

・原子炉補機冷却海水ポンプ(A)、原子炉補機冷却水ポンプ(C)及び

循環水ポンプ(A)のインペラーに、浸透指示模様 

・高圧炉心スプレイ系ポンプ電動機、高圧復水ポンプ電動機(C)及

び電動機駆動原子炉給水ポンプ電動機(B)の固定子巻線楔に緩み 

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル機関の燃料弁のニードル弁先端に

折損 

等の劣化事象を確認した。 

現時点で点検が終了していない低圧復水ポンプ(A)等は、引続き点検

を実施する。 

 

2)  駆動源が蒸気等の理由で作動試験が実施できない機器 

作動試験が実施できない機器（主タービン等）について分解点検を

実施した結果、原子炉給水ポンプ駆動用蒸気タービン(B)において、

ロータのバランスウェイト浸食等の劣化事象のほか、 

項 目 実施数 
左記のうち 

原子炉安全上重要な機器 
備 考 

基本点検において異常が

確認された設備 25 機器 4 機器 
 

地震応答解析の結果、比

較的裕度が少ないと判断

された設備 0 機器 0 機器 
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・高圧および低圧タービンにおいて動翼と静翼に磨耗および接触痕、

各部キーに隙間、変形、車室に移動 

・主発電機本体において、回転子シャフトと軸受廻り油切りの接触 

等の地震による損傷等を確認した。 

現時点で点検が終了していない原子炉給水ポンプ駆動用タービ

ン(A)等は、引続き点検を実施する。 

 

(b)  配管の追加点検 

1)  建屋間貫通部に施設される箇所 

異なる建屋間を貫通する配管で、貫通部からそれぞれ第一支持構造

物までの配管および支持構造物すべてについて、保温材を取外した状

態での目視点検（維持規格 VT-3※等）、溶接箇所における外表面の浸

透探傷試験を実施した結果、異常がないことを確認した。 

※ 維持規格 VT-3 とは、機器の変形、心合せ不良、傾き、隙間の異常、ボル

ト締め付け部の緩み、部品の破損、脱落および機器表面における異常を

検出するために行う試験。（眼から被験面までの距離は 1,200ｍｍ以内）

（直接目視試験の場合）発電用原子力設備規格 維持規格 2004 年版より

抜粋 
 

2)  内包する流体が蒸気である等の理由により、現時点で運転圧による漏

えい確認が出来ない箇所 

保温材を取外した状態での目視点検（維持規格 VT-3 等）を実施し、

異常が無いことを確認した。 

 

(c)  基礎部の追加点検 

原子炉建屋の各階ごとおよび機種ごとに代表設備を選定し、基礎ボ

ルトの締付トルク確認（以下「トルク確認」という）および超音波探

傷試験（設備に応じて、トルク確認のみ実施）を実施した結果、異常

が無いことを確認した。 
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(d)  支持構造物等の追加点検 

1)  建屋間貫通部に施設される配管近傍のサポート等 

建屋間貫通部近傍第一支持構造物までの範囲内で、配管とラグの溶

接部および支持構造物鋼材と金物溶接部の浸透探傷試験を実施した

結果、廃スラッジ系配管支持構造物に浸透指示模様、補給水系配管支

持構造物（Ｕボルト）に地震の影響による変形を確認した。 

2)  プラント停止中に作動状態の確認が困難な設備 

配管が入熱された状態における作動状態の確認が困難なメカニカル

スナッバについて、設計時の評価および地震応答解析の結果、他の箇

所に比べて地震の影響が大きいと考えられる箇所について、低速走行

試験を今後実施する。 

 

(e)  原子炉圧力容器の追加点検 

相対変位が生じる可能性が高いと考えられるノズルセーフエンドに

ついては、浸透探傷試験を今後実施する。 

 

(f)  変圧器の追加点検 

構造が複雑でかつ性能に対する地震力の影響が懸念される変圧器に

ついて、分解点検を実施した結果、地震の影響による損傷として、 

・主変圧器における、基礎ボルトの折損、放圧管からの油漏れ、本

体ガス検出装置の動作、上部及び下部ヨーク側脚の鉄心積層面に

擦れ痕、内部部品にずれ 

・所内変圧器(A)における、巻線部の絶縁物の一部にずれ、放圧管か

らの油漏れ 

・所内変圧器(B)における、基礎ボルトの曲がり、二次ブッシングの

破損、放圧管からの油漏れ 

・原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置入力変圧器(A)にお

ける、測温抵抗体(予備用)の絶縁抵抗値低下 

を確認した。 
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(g)  復水器の追加点検 

構造が複雑でかつ性能に対する地震力の影響が懸念される復水器に

ついて、分解点検を実施した結果、地震の影響による損傷として、  

・復水器(A)(B)(C)に上部伸縮継手整流板ずれ、内部構造物のへこみ 

・復水器(B)(C)にタップ溶接部の割れ 

・復水器(B)にタービンバイパス蒸気ダンパの移動痕等 

を確認した。 

 

(h)  湿分分離器、給水加熱器の追加点検 

内包する流体が蒸気である等の理由により、現時点で運転圧による

漏えい確認が出来ない給水加熱器、湿分分離器等について、分解点検

を実施した結果、 

・第 3 給水加熱器(A)(B)(C)等に摺動側脚部の変形 

        ・第 5 給水加熱器(A)(B)(C)に摺動側ボルトの変形 

        ・第 1 給水加熱器(A)(B)点検用マンホールボルトの固着 

・第 3 給水加熱器(A)第 4 給水加熱器(B)に本体座のへこみ 

・第 6 給水加熱器(C)伝熱管のスケールによるつまり 

・湿分分離器(A)(B)に浸透指示模様 等 

を確認した。 
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4.2  地震応答解析 

4.2.1  解析評価方針 

重要度分類クラス 1 の設備および重要度分類クラス 2 の設備であって、耐

震安全上重要度が高い設備（耐震クラスが As、A のものおよびその他動的地

震動による耐震評価の対象としているもの）について構造強度評価および動

的機能維持評価を実施する。 

なお、評価にあたり、下記の観点から解析対象設備を選定した。 

① 同一の設備が複数存在する場合は、据付床の床応答等を考慮して解

析対象設備を選定した。 

② 配管系のように類似設備が多数存在する場合は、設計時の余裕度（算

出値と許容値の余裕度等）、仕様、使用条件等を考慮して解析対象設

備を選定した。 

具体的には、表-4.2.1 に示す主要設備に属するポンプ、タービン、容器、熱

交換器等の機器、配管系、および電気計装設備である。 

また、耐震クラスが B の設備のうち、燃料取替機および原子炉建屋クレー

ンは、その破損が As、A クラス設備に波及的破損を生じさせるおそれがある

ことから評価を実施する。 
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4.2.2  解析評価方法 

(1)  地震応答解析の概要 

新潟県中越沖地震（以下「本地震」という。）に対する設備の地震応答

解析は、本地震時に観測した水平方向および上下方向の地震記録を用いた

動的解析によることを基本とし、機器・配管系の応答性状を適切に表現で

きるモデルを設定した上で応答解析を行い、その結果求められた応力値、

または応答加速度をもとに評価する。 

原子炉建屋内の大型機器である原子炉格納容器、原子炉圧力容器および

炉内構造物等の評価にあたっては、水平地震動と上下地震動による建屋・

機器連成応答解析を行う。また、それ以外の機器・配管系の評価について

は、当該設備の据付床の水平方向および上下方向それぞれの床応答を用い

た応答解析等を行う。水平地震動と上下地震動の応答結果の組合せについ

ては二乗和平方根（SRSS）等により行う（表-4.2.2 参照）。 

構造強度評価に際しては、設備の評価部位として、地震力の影響が大き

いと考えられる部位（固定部等）、設計時の評価にて余裕度の小さい部位

（許容値に対して算出値が厳しい部位）を選定する。 

動的機能維持評価に際しては、地震時に動的機能が要求される動的機器

を選定する。また、選定した動的機器の据付床における応答加速度と機能

確認済加速度との比較を基本として動的機能維持評価を行う。 

 
a.  地震応答解析に用いる建屋応答加速度 

(a)  原子炉建屋応答加速度 

本地震が観測された階（2 階: TMSL +12.8m および基礎版上 TMSL: -32.5m 

（TMSL: 東京湾平均海面））については観測記録に加え観測記録をもとに

建屋応答解析で算出した建屋応答加速度を用いる。それ以外の階について

は、観測記録をもとに建屋応答解析で算出した建屋応答加速度を用いる。

原子炉建屋のモデルは多軸であるため、原子炉建屋に設置される設備の評

価に用いる床応答スペクトルを作成するにあたっては、同じフロアの多数

の建屋応答解析結果を包絡する。建屋応答加速度は、総合資源エネルギー

調査会原子力安全・保安部会耐震・構造設計小委員会（以下「耐震・構造



24 

設計小委員会」という。）にて審議された値を用いた。 

なお、設計時の床応答スペクトルの作成においては、建屋の地震応答の

不確かさ（地盤物性、建屋剛性、地盤ばね定数の算出式および減衰定数、

模擬地震波の位相特性等）を考慮して拡幅が行われるが、本評価では、観

測記録、または観測記録にもとづく建屋応答解析による応答加速度を用い

るため拡幅は行わない（表-4.2.2 参照）。 

原子炉建屋各階の床応答スペクトルの例（減衰定数 1%）を図-4.2.1(1)～

図-4.2.1(18)に示す。また、原子炉建屋各階の最大床加速度を表-4.2.5 に示す。 

 

(b)  タービン建屋および海水熱交換器建屋の応答加速度 

タービン建屋および海水熱交換器建屋に設置される設備については、耐

震・構造設計小委員会にて審議されたタービン建屋および海水機器建屋の

応答加速度を用いて評価を実施した。 

タービン建屋各階の床応答スペクトルの例（減衰定数 2%）を図-4.2.2(1)

～図-4.2.2(4)に示す。タービン建屋のモデルは多軸であるため、同じフロア

の多数の建屋応答解析結果を包絡して設備評価用の床応答スペクトルを作

成した。タービン建屋各階の最大床加速度を表-4.2.6 に示す。 

また、海水熱交換器建屋の床応答スペクトルの例（減衰定数 1%）を図

-4.2.3(1)～図-4.2.3(6)に、最大床加速度を表-4.2.7 に示す。 

3 号機原子炉建屋、タービン建屋および海水熱交換器建屋の配置図を図

-4.2.4 に示す。 

 

b.  建屋・機器連成応答解析モデル 

原子炉建屋内の大型機器（原子炉圧力容器、原子炉格納容器および炉内構

造物等）は、建屋から各点で支持されているため、建屋と連成した解析モデ

ルにより本地震による地震応答解析を周波数応答解析で実施する。解析は水

平方向および上下方向について実施した。 

建屋・機器連成応答解析モデルには、原子炉格納容器‐原子炉圧力容器解

析モデルと炉内構造物解析モデルがある（図-4.2.5(1)～4.2.5(4)参照）。床の柔

性を考慮した多軸モデルを建屋応答解析に採用したことに伴い、これらのモ
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デルも新たに作成した。（表-4.2.2 参照）。 

 
c.  地震応答解析に用いる減衰定数 

機器・配管系の地震応答解析に用いる減衰定数を表-4.2.3 および表-4.2.4 に

示す。原則として「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1991 追補版」

に規定された値を用いるが、既往の試験・検討等で妥当性が確認された値も

評価に用いる（表-4.2.2 参照）。 

 
(2)  構造強度評価の方法 

地震応答解析のうち構造強度評価は、設計時と同等の評価（スペクトルモ

ーダル解析法等）を実施することを基本とする。また、余裕度（評価基準値※

に対する算出値の余裕度）の大きな設備については、簡易評価（応答倍率法

等）の結果を算出値とする。評価の手順を図-4.2.6 に示す。 

なお、疲労による影響が比較的大きいと考えられる設備については、構造

強度評価にあわせて疲労評価を実施する。 

 
※ 下記 d.参照 

 
a.  簡易評価（応答倍率法による評価） 

大型機器である原子炉格納容器、原子炉圧力容器および炉内構造物等につ

いては、本地震にもとづく地震力（加速度、せん断力、モーメント、軸力）

と設計時における地震力との比を求め、設計時の応力に乗じることにより算

出値を求め、評価基準値と比較する。 

また、それ以外の機器については、本地震にもとづく床の最大応答加速度

と設計時における床の最大応答加速度の比、またはそれぞれの床応答スペク

トルの比を求め、設計時の応力に乗じることにより算出値を求め、評価基準

値と比較する。 

 
b.  設計時と同等の評価 

設計時と同等の評価を行い算出値を求め、評価基準値と比較する。 

配管系は、スペクトルモーダル解析法、あるいは時刻歴応答解析法により
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算出値を求め、評価基準値と比較する。 

 
c.  詳細評価 

余裕度（評価基準値※に対する算出値の余裕度）の小さい設備については、

解析モデルへの有限要素法の適用、構造強度評価により求めた部材強度の評

価基準値への採用等をおこない、算出値を評価基準値と比較する。 

 

※ 下記 d.参照 

 

d.  評価基準値 

構造強度評価の評価基準値は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-

補・1984、JEAG4601-1987、JEAG4601-1991 追補版」に規定される許容応力状

態ⅢAS における許容応力を基本とし、また、「発電用原子力設備規格 設計・

建設規格 JSME S NC1-2005」で規定されている値を用いる。その他、他の規

格基準で規定されている値および実験等で妥当性が確認されている値等も用

いる。 

 
(3)  動的機能維持の評価方法 

動的機能維持に関する評価は、評価対象設備の本地震による応答加速度を

求め、その加速度が評価基準値以下であることを確認する。評価基準値には、

機能確認済加速度を用いる。なお、機能確認済加速度とは、立形ポンプ、横

形ポンプ、ポンプ駆動用タービン等、機種ごとに試験あるいは解析により動

的機能維持が確認された加速度である。 

機能確認済加速度は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1991 追補

版」に準拠するとともに、試験等で妥当性が確認された値も用いた（参考文

献 6 参照）。 

制御棒の地震時挿入性（制御棒およびチャンネルボックスの健全性）につ

いては、本地震による燃料集合体の相対変位を求め、その相対変位が、試験

により挿入性が確認された相対変位以下であることを確認する（参考文献 7

参照）。 

 



27 

(4)  地震応答解析で用いた条件 

基本的には設計時と同じ条件を適用しているが、点検・評価計画書にて必

要に応じて考慮するとした条件のうち、地震応答解析に適用したものを表

-4.2.2 に示す。 

3 号機は本地震時に、定格熱出力一定運転状態から地震加速度大により原子

炉自動停止に至っている。原子炉自動停止の際、設計時に考慮していた機械

的荷重のうち実際に作用したものと実際には作用していないものがあり、そ

れらについては本評価に反映する。（下記 a.）原子炉建屋クレーン、燃料取替

機については、本地震時の機器配置等を本評価に反映する。（下記 b.）時刻歴

解析により算出値を求める配管系については、地震時の状態に応じた温度（運

転状態に対する配管の設計温度、待機状態に対する配管の設計温度、通常状

態に対する原子炉建屋内及び原子炉格納容器内の環境温度）を本評価に反映

できる場合、その温度を本評価に反映する。（下記 c.） 

 

a.  原子炉自動停止時の機械的荷重 

● 制御棒挿入 

⇒制御棒駆動系配管の解析に制御棒挿入による機械的荷重を考慮する

（設計時と同じ） 
 

● 主蒸気逃がし安全弁の吹出しなし 

⇒主蒸気系配管の解析に主蒸気逃がし安全弁の吹出しによる機械的荷

重を考慮しない 

 

b.  本地震時の機器配置 

● 原子炉建屋クレーン 

⇒本地震時の機器配置および吊り荷がない状態を解析に反映する 

● 燃料取替機 

⇒本地震時の機器配置を解析に反映する 

 

c.  時刻歴解析を実施する配管系の評価温度 

⇒地震時の状態に応じた温度を解析に反映する 
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4.2.3  解析結果 

(1)  解析の進捗状況 

構造強度評価については、評価対象設備（111 設備）のうち 85 設備の評価

を終了した。動的機能維持評価については、評価対象設備（41 設備）のうち

35 設備の評価を終了した。 

  構造強度評価  ・・・ 85 / 111 設備 

  動的機能維持評価 ・・・ 35 / 41 設備 

 

(2)  構造強度評価結果 

a.  構造強度評価 

構造強度の評価結果を表-4.2.8に示す。評価を実施した 85設備の算出値は、

いずれも評価基準値以下であることを確認した。 

 

b.  疲労評価 

地震による 1 次+2 次応力が厳しくなる設備を選出し疲労評価を実施する。 

 

(3)  動的機能維持評価結果 

動的機能維持の評価結果を表-4.2.10 に示す。評価を実施した 35 設備の応答

加速度は、いずれも評価基準値以下であることを確認した。 

制御棒の地震時挿入性については、本地震による燃料集合体の相対変位を

求め、試験により挿入性が確認された相対変位以下であることを確認し、制

御棒の地震時挿入性に問題のないことを確認した。 

 

 

4.2.4  まとめ 

地震応答解析の対象設備（構造強度評価：111 設備、動的機能維持評価：

41 設備）のうち 85 設備の構造強度評価及び 35 設備の動的機能維持評価を実

施し、地震応答解析の算出値が評価基準値を満足することを確認した。 

評価中の設備については継続して評価を実施し、追って評価結果を報告す

る。 
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疲労による影響が比較的大きいと考えられる設備については疲労評価を

実施し、追って評価結果を報告する。 

また、原子炉建屋応答解析結果と観測記録との相違による影響が比較的大

きいと考えられる配管系については、その影響を考察し、追って考察結果を

報告する。 
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表-4.2.1 柏崎刈羽 3 号機 As、A クラス主要設備一覧 

  As、A クラスの定義 主要設備 

ⅰ 

原子炉冷却材圧力バウンダリを構

成する機器・配管系 
・ 原子炉圧力容器 
・ 原子炉冷却材圧力バウンダリに

属する系統※1 

ⅱ 
使用済燃料を貯蔵するための設備 ・ 使用済燃料貯蔵設備 

 

ⅲ 

原子炉の緊急停止のために急激に

負の反応度を付加するための設

備、および原子炉の停止状態を維

持するための設備 

・ 制御棒 
・ 制御棒駆動機構 
・ 制御棒駆動水圧系 

ⅳ 

原子炉停止後、炉心から崩壊熱を

除去するための設備 
・ 原子炉隔離時冷却系 
・ 高圧炉心スプレイ系 
・ 残留熱除去系 
・ サプレッションチェンバ 

As 

ⅴ 

原子炉冷却材圧力バウンダリ破損

事故の際に圧力障壁となり、放射

性物質の拡散を直接防ぐための設

備 

・ 原子炉格納容器 
・ 原子炉格納容器バウンダリに属

する系統※2 

ⅰ 

原子炉冷却材圧力バウンダリ破損

事故後、炉心から崩壊熱を除去す

るための設備 

・ 高圧炉心スプレイ系 
・ 低圧炉心スプレイ系 
・ 原子炉隔離時冷却系 
・ 残留熱除去系 
・ 自動減圧系 
・ サプレッションチェンバ 

ⅱ 

放射性物質の放出を伴うような事

故の際にその外部放散を抑制する

ための施設で上記ⅴ以外の設備 

・ 残留熱除去系 
・ 可燃性ガス濃度制御系 
・ 非常用ガス処理系 
・ 原子炉格納容器圧力抑制装置 
・ サプレッションチェンバ 

A 

ⅲ 

その他 ・ 燃料プール水補給設備 
・ ほう酸水注入系 
・ 炉内構造物 

 
※ 1 主蒸気系、給水系、原子炉冷却材再循環系、原子炉冷却材浄化系、残留熱除去系、原

子炉隔離時冷却系、高圧炉心スプレイ系、低圧炉心スプレイ系、ほう酸水注入系 
※ 2 主蒸気系、給水系、原子炉冷却材浄化系、残留熱除去系、原子炉隔離時冷却系、高圧

炉心スプレイ系、低圧炉心スプレイ系、不活性ガス系、原子炉補機冷却水系、可燃性

ガス濃度制御系、放射性ドレン移送系、ほう酸水注入系 等 
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表-4.2.2 地震応答解析に用いた設計時と異なる条件 

建屋応答解析、建屋・機器連成応答解析、床応答スペクトル 

①建屋応答解析モデルとして、床の柔性を考慮した多軸モデルを

採用 

②建屋応答解析モデルの見直し（床の柔性を考慮した多軸モデル

の採用）にあわせ、建屋・機器連成応答解析モデルを見直し 

原子炉格納容器、原子炉圧

力容器、炉内構造物の解析

に適用 

③床応答スペクトルの拡幅なし 
床置き設備、 
配管系の解析に適用 

試験・研究等により妥当性が確認された評価手法、パラメータの取込 

①水平と上下方向の応答を二乗和平方根で組合せ（上下方向地震

力は動的に扱う）（参考文献 1 参照） 
配管系の解析に適用 

②配管系、クレーン類の評価について検討された減衰定数の見直

しを適用（表-4.2.3、4.2.4、参考文献 2、3、4 参照） 

配管系、クレーン類(燃料取

替機、原子炉建屋クレーン)
の解析に適用 

③疲労評価における新 Ke（割増係数）の適用（参考文献 5 参照） 配管の疲労評価に適用 

④形状係数α(全断面降伏荷重と初期降伏荷重の比または 1.5 の

いずれか小さいほう)の適用（参考文献 5 参照） 
容器に適用 

⑤水平と上下方向の応答の組合せにおける組合せ係数法の適用 
 （参考文献 7 参照） 

原子炉本体の基礎のアンカ

ボルトに適用 

現実の運転状態の反映※ 

①制御棒駆動系配管  制御棒挿入による機械的荷重を解析に反映 

②主蒸気系配管    主蒸気逃がし安全弁の吹出しによる機械的荷重なし 

③原子炉建屋クレーン 本地震時の機器配置および吊り荷がない状態を解析に反映 

④燃料取替機     本地震時の機器配置を反映 

⑤時刻歴解析を実施する配管系

の評価温度 
地震時の状態に応じた温度を解析に反映 

※ その他の荷重条件、温度条件、圧力条件等は設計時と同一 
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表-4.2.3 機器・配管系の減衰定数 

減衰定数(%) 
対象設備 

水平方向 上下方向 

溶接構造物 1.0 1.0※1 

ボルトおよびリベット構造物 2.0 2.0※1 

ポンプ・ファン等の機械装置 1.0 1.0※1 

電気盤 4.0 1.0※1 

燃料集合体 7.0 1.0※1 

制御棒駆動装置 3.5 1.0※1 

配管系 0.5～3.0※1 0.5～3.0※1 

燃料取替機 2.0※1 1.5～2.0※1 

天井クレーン 2.0※1 2.0※1 

※1 試験・研究等にて妥当性が確認された値。参考文献 2、3、4 参照。配管系の減衰定数の

詳細を表-4.2.4 に示す。 
 
 

表-4.2.4 配管系減衰定数 
減衰定数(%)※2 

配管区分 
保温材有 保温材無

Ⅰ スナッバおよび架構レストレイント支持主体の配管系で、その

支持具（スナッバまたは架構レストレイント）の数が 4 個以上

のもの 
3.0（2.5） 2.0 

Ⅱ スナッバ、架構レストレイント、ロッドレストレイント、ハン

ガ等を有する配管系で、アンカおよび U ボルトを除いた支持具

の数が 4 個以上であり、配管区分Ⅰに属さないもの 
2.0（1.5） 1.0 

Ⅲ U ボルトを有する配管系で、架構で水平配管の自重を受ける U
ボルトの数が 4 個以上のもの 

3.0 
（―） 

2.0 
（－） 

Ⅳ 配管区分Ⅰ、ⅡおよびⅢに属さないもの 1.5（1.0） 0.5 

※2 「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1991 追補版」から変更した箇所を下線で示

す。また、変更前の値を括弧内に示す。変更内容は下記の 2 点。 

・無機多孔質保温材の付加減衰定数を 0.5％から 1.0％に変更。ただし、金属保温が混在

する場合は、配管全長に対する金属保温材の割合が 40％以下の場合に限り 1.0％の付加

減衰を適用できる。 

・配管自重を受ける U ボルト支持具を４個以上有する配管系に対しては、減衰定数を

2.0％に設定。 
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海水機器建屋水平方向床応答スペクトル 
（NS/EW 包絡 減衰 1.0%） 

図-4.2.3(3) 地下 1 階（TMSL-3.8 m）

図-4.2.3(5) 地下 2 階（TMSL-12.2 m）

海水機器建屋上下方向床応答スペクトル 
（減衰 1.0%）

図-4.2.3(4) 地下 1 階（TMSL-3.8 m）

図-4.2.3(6) 地下 2 階（TMSL-12.2 m）

図-4.2.3(1) 1 階（TMSL+5.3 m） 図-4.2.3(2) 1 階（TMSL+5.3 m） 
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表-4.2.5 原子炉建屋最大床加速度 

床加速度×1.2（G） 高さ 
TMSL(m) NS 方向 EW 方向 上下方向 

36.0 0.99 1.24 0.75 
24.5 0.75 0.99 0.75 
18.0 0.75 0.97 0.73 
12.8 0.65 0.90 0.71 
5.3 0.49 0.76 0.66 
-2.7 0.45 0.68 0.59 
-9.7 0.42 0.62 0.51 
-16.1 0.40 0.58 0.44 
-25.1 0.39 0.49 0.41 
-32.5 0.39 0.47 0.39 

 
 

表-4.2.6 タービン建屋最大床加速度 

床加速度×1.2（G） 高さ 
TMSL(m) NS 方向 EW 方向 上下方向 

5.3 1.53 1.09 0.81 
-4.5 1.17 0.77 0.75 
-11.9 0.90 0.71 0.69 
-18.7 0.77 0.74 0.63 

 
 

表-4.2.7 海水熱交換器建屋最大床加速度 

床加速度×1.2（G） 高さ 
TMSL(m) NS 方向 EW 方向 上下方向 

5.3 0.88 1.13 0.85 
-3.8 0.78 0.95 0.77 
-12.2 0.72 0.83 0.66 
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1 号機 
タービン建屋 
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図-4.2.4 3 号機各建屋配置図 
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4 号機 
海水熱交
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ｻｰﾋﾞｽ 
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図-4.2.5(2) 原子炉格納容器‐原子炉圧力容器解析モデル 
（上下方向） 

原子炉建屋 原子炉遮 
へい壁 

圧力容器 

原子炉本体基礎 原子炉格納容器 

図-4.2.5(1) 原子炉格納容器‐原子炉圧力容器解析モデル 
（水平方向：NS 方向の例） 

圧力容器

原子炉 
格納容器 

原子炉建屋 

原子炉 
本体基礎

原子炉 
遮へい壁 

圧力容器

原子炉格納容器 

原子炉建屋 

原子炉 
本体基礎

原子炉 
遮へい壁 
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図-4.2.5 (3) 炉内構造物解析モデル（水平方向：NS 方向の例）

図-4.2.5 (4) 炉内構造物解析モデル（上下方向） 

圧力容器 

原子炉建屋 

原子炉本体基礎 

原子炉 
遮へい壁 

制御棒案内管 

制御棒駆動機構 
ハウジング

炉心シュラウド

原子炉建屋 圧力容器 

原子炉本体基礎 

制御棒 
案内管

制御棒駆動機構 
ハウジング

炉心 
シュラウド

原子炉遮へい壁 
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図-4.2.6 地震応答解析の手順 

大型機器地震応答解析 建屋地震応答解析 

地震力の算定 
（加速度、せん断力、モーメン

ト、軸力） 

機器 

設計時と同等の評価 
（スペクトルモーダル解析法）

 

配管系 

算出値が評価 
基準値以下か 

設計時と同等の評価 
（スペクトルモーダル解析法等）

 

評価終了 詳細評価 

※1 設備によっては、簡易評価を行わず設計時と同等の評価に移行する場合もある 
※2 次ページに詳細説明を記載 

YES 

YES YES

NO 

NO 

NO 

詳細評価 

床応答スペクトルの算定（水平、上下） 
・拡幅なし 
・本地震が観測された階は観測記録を適用

算出値が評価 
基準値以下か 

算出値が評価 
基準値以下か 

YES 

 

機能が維持できる

ことを確認 

簡易評価※1 
（応答倍率法※2等による評価）

算出値が評価 
基準値以下か 

評価終了 

NO 

簡易 
評価 

設計時 
と同等 
の評価 

詳細 
評価 
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※2 応答倍率法による評価 
  
  地震観測記録にもとづく地震力による算出値は、以下の方法で求める。 
 

① 地震観測記録にもとづく地震力 ＝   設計時の応力      × 応答比 
による算出値          （地震および地震以外による応力） 

 
② 地震観測記録にもとづく地震力 ＝ 設計時の応力 ＋ 設計時の応力  × 応答比 

による算出値           （地震以外による応力）（地震による応力） 
 

上記の応答比は以下による。 

（a） 原子炉圧力容器や炉内構造物等、算出値を求めるにあたり、加速度、せん断力、

モーメント、軸力を用いる機器 

応答比 1 ：地震観測記録にもとづく地震力と設計時の地震力との比（加速度、せん断

力、モーメント、軸力ごとに応答比を算定） 
 

（b） ポンプの基礎ボルト等、算出値を求めるにあたり、水平加速度、上下加速度を用

いる機器 

応答比 2 ：水平方向及び上下方向のそれぞれについて算定した地震観測記録にもとづ

く応答加速度（剛な設備は最大床加速度）と設計時の応答加速度（剛な設

備は最大床加速度）との比のうち、大きい方の比 
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表-4.2.8 構造強度評価結果（1/10） 

算出値
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

原子炉圧力容器円筒胴 胴板 膜 174 303 A  

制御棒駆動機構 
ハウジング貫通孔 

ｽﾀﾌﾞﾁｭｰﾌﾞ 膜＋曲げ 182 285 A  

原子炉圧力容器 
スカート 

スカート 座屈 0.21 1 B 
発生値は評価基準値に

対する比率で示す 

原子炉圧力容器 
基礎ボルト 

基礎ﾎﾞﾙﾄ 引張 38 207 B  

再循環水出口ノズル 
（N1） 

 

     

主蒸気ノズル（N3）       

給水ノズル（N4）       

上蓋スプレイノズル 
(N7) 

      

原子炉圧力容器 
スタビライザ 

ﾌﾞﾗｹｯﾄ 曲げ 110 228 B  

原子炉格納容器 
スタビライザ 

 

     

制御棒駆動機構 
ハウジング支持金具 

ｽﾌﾟﾗｲｽ 
ﾌﾟﾚｰﾄ 

曲げ 95 192 A  

原
子
炉
本
体 

原
子
炉
圧
力
容
器 

ブラケット類 

 

     

注） 評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C: 詳細評価 

   

評価中 

評価中 

評価中 



45 

 
表-4.2.8 構造強度評価結果（2/10） 

算出値
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

給水スパージャ ヘッダ 膜＋曲げ 19 139   

高圧及び低圧炉心 
スプレイスパージャ 

ヘッダ 膜＋曲げ 26 139   

高圧及び低圧炉心ｽﾌﾟﾚｲ
系配管（原子炉圧力容器
内部） 

パイプ 膜＋曲げ 74 214   

残留熱除去系配管（原子
炉圧力容器内部） 

リング 膜 17 57   

差圧検出・ほう酸水注入
系配管 

パイプ 膜＋曲げ 23 85   

ジェットポンプ 
ﾗｲｻﾞ 
ﾌﾞﾚｰｽ 

膜＋曲げ 196 241   

中性子束計測案内管 
 

     

蒸気乾燥器 
耐震用ブ
ロック溶
接部 

せん断 31 34   

シュラウドヘッド 
ｼｭﾗｳﾄﾞ 
ﾍｯﾄﾞ 

膜＋曲げ 131 214   

炉
内
構
造
物 

気水分離器 
気水分離
器下端 

膜＋曲げ 51 85   

炉心シュラウド 下部胴 膜 78 128   

シュラウドサポート レグ 軸圧縮 101 217   

上部格子板 
グリッド
プレート 

膜＋曲げ 52 214   

炉心支持板 支持板 膜＋曲げ 60 268   

燃料支持金具 
燃料支持
金具 

膜 13 173   

炉
心
支
持
構
造
物 

制御棒案内管 
長手 
中央部 

膜 13 143   

アンカボルト 
 

     

原
子
炉
本
体 

原
子
炉
本
体 

の
基
礎 

ベアリングプレート       

注） 評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C: 詳細評価 

評価中

評価中 
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表-4.2.8 構造強評価結果（3/10） 

算出値
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

制
御
棒 

駆
動
系 

水圧制御ユニット ボルト 引張 173 475 A  

ほう酸水注入系ポンプ 
ポンプ 
取付ﾎﾞﾙﾄ 

せん断 18 118 A  
ほ
う
酸
水
注
入
系 

ほう酸水注入系貯蔵 
タンク 

基礎ﾎﾞﾙﾄ せん断 48 133 A  

局部出力領域計測装置 
検出器集合体 

ｶﾊﾞｰﾁｭｰ
ﾌﾞ 膜＋曲げ 88 168 B  

中性子源領域計測装置 
／中間領域計測装置 
ドライチューブ 

ﾄﾞﾗｲﾁｭｰﾌﾞ 膜＋曲げ 91 268 B  

現場盤 取付ﾎﾞﾙﾄ せん断 3 133 A  

ベンチ形制御盤 取付ﾎﾞﾙﾄ せん断 3 133 A  

計
測
制
御
系
統
設
備 

計
測
装
置 

直立形制御盤 取付ﾎﾞﾙﾄ 引張 8 173 A  

注 1） 評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C: 詳細評価 

 

 

 



47 

 
表-4.2.8 構造強度評価結果（4/10） 

算出値
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

残留熱除去系熱交換器 胴板 膜 160 248 A  

残留熱除去系ポンプ 
原動機 
取付ﾎﾞﾙﾄ 

せん断 10 350 A  

残
留
熱
除
去
系 

残留熱除去系ストレーナ ｱｳﾀｰﾘﾑ 膜＋曲げ 139 169 A 
本地震時の荷重が設計

荷重を下回るため設計

値を算出値として記載

原子炉補機冷却水系 
熱交換器 

胴板 膜＋曲げ 229 415 B 海水熱交換器建屋 原
子
炉
補
機 

冷
却
水
系 原子炉補機冷却水ポンプ 

原動機 
取付ﾎﾞﾙﾄ 

せん断 9 122 A 海水熱交換器建屋 

原子炉補機冷却海水 
ポンプ 

原動機 
取付ﾎﾞﾙﾄ 

せん断 15 366 A 海水熱交換器建屋 
原
子
炉
補
機
冷
却 

海
水
系 原子炉補機冷却海水系 

ストレーナ 
基礎ﾎﾞﾙﾄ せん断 6 133 A 海水熱交換器建屋 

原子炉隔離時冷却系 
ポンプ 

基礎ﾎﾞﾙﾄ 引張 49 169 A  原
子
炉
隔
離
時 

冷
却
系 原子炉隔離時冷却系 

ポンプ駆動用 
蒸気タービン 

基礎ﾎﾞﾙﾄ 引張 38 169 A  

高圧炉心スプレイ系 
ポンプ 

原動機 
取付ﾎﾞﾙﾄ 

せん断 18 350 A  高
圧
炉
心 

ス
プ
レ
イ
系 

高圧炉心スプレイ系 
ストレーナ 

ｱｳﾀｰﾘﾑ 膜＋曲げ 123 169 A 
本地震時の荷重が設計

荷重を下回るため設計

値を算出値として記載

低圧炉心スプレイ系 
ポンプ 

原動機 
取付ﾎﾞﾙﾄ 

せん断 10 350 A  
低
圧
炉
心 

ス
プ
レ
イ
系 

低圧炉心スプレイ系 
ストレーナ 

ｱｳﾀｰﾘﾑ 膜＋曲げ 123 169 A 
本地震時の荷重が設計

荷重を下回るため設計

値を算出値として記載

主蒸気逃がし安全弁 
逃がし弁機能用 
アキュムレータ 

ボルト せん断 14 117 A  

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備 

主
蒸
気
系 

主蒸気逃がし安全弁 
自動減圧機能用 
アキュムレータ 

ボルト せん断 46 117 A  

注 1） 評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C: 詳細評価 

注 2） 海水熱交換器建屋応答加速度で評価した設備は備考に記載（原子炉建屋の場合は記載なし）
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表-4.2.8 構造強度評価結果（5/10） 

算出値
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

原子炉格納容器胴 

 

     

サプレッションチェン
バ 

      

上部シヤラグ       

下部シヤラグ       

原子炉格納容器 
配管貫通部 

      

原子炉格納容器 
電気配線貫通部 

管台 膜 29 211 B  

ベント管 

 

     

サプレッションチェン
バスプレイ管 

      

原
子
炉
格
納
施
設 

ダイヤフラムフロア       

可燃性ガス濃度制御系
可搬式再結合装置 
ブロワ 

ﾍﾞｰｽ取付 
溶接部 

せん断 21 52 A  

原
子
炉
格
納
施
設 

可
燃
性
ガ
ス
濃
度 

制
御
系 

可燃性ガス濃度制御系
可搬式再結合装置 

基礎ﾎﾞﾙﾄ せん断 65 350 A  

注 1） 評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C: 詳細評価 

 

評価中 

評価中 
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表-4.2.8 構造強度評価結果（6/10） 

算出値
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

非常用ガス処理系 
排風機 

基礎ﾎﾞﾙﾄ せん断 29 130 A  

非常用ガス処理系 
乾燥装置 

ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ せん断 68 342 A  

非
常
用
ガ
ス
処
理
系 

非常用ガス処理系 
フィルタ装置 

ｽﾗｲﾄﾞﾎﾞﾙﾄ せん断 214 342 A  

放
射
線
管
理
用

計
測
装
置 

燃料取替エリア排気 
放射線モニタ 

取付ﾎﾞﾙﾄ せん断 3 139 A  

MCR 送風機 基礎ﾎﾞﾙﾄ 引張 63 173 A  

MCR 排風機 
原動機 
取付ﾎﾞﾙﾄ 

引張 12 180 A  

MCR 再循環送風機 基礎ﾎﾞﾙﾄ 引張 17 173 A  

放
射
線
管
理
設
備 

中
央
制
御
室
換
気
空
調
系 

MCR 再循環フィルタ 
装置 

基礎ﾎﾞﾙﾄ せん断 48 133 A  

燃料取替機 
構造物 
フレーム 

組合せ 152 231 B  

原子炉建屋クレーン 
ク レ ー ン
ガーダ 

曲げ 95 309 B  

使用済燃料貯蔵ラック ﾗｯｸ本体 組合せ 132 205 A  

制御棒・破損燃料貯蔵 
ラック 

ﾗｯｸ本体 組合せ 80 205 A  

燃
料
設
備 

燃
料
設
備 

使用済燃料貯蔵プー
ル・キャスクピット 

 

     

注 1） 評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C: 詳細評価 

評価中 
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表-4.2.8 構造強度評価結果（7/10） 

算出値
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価 
手法 

備考 

ディーゼル機関 基礎ﾎﾞﾙﾄ せん断 23 195 A  

空気だめ 胴板 膜 91 241 A  

燃料ディタンク スカート 座屈 0.27 1 A 
発生値は評価基準値に

対する比率で示す 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備 発電機 

軸受台下
部ﾍﾞｰｽ 
取付ﾎﾞﾙﾄ 

せん断 10 139 A  

ディーゼル機関 基礎ﾎﾞﾙﾄ せん断 28 195 A  

空気だめ 胴板 膜 91 241 A  

燃料ディタンク スカート 座屈 0.11 1 A 
発生値は評価基準値に

対する比率で示す 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

設
備 

発電機 

機関側軸
受台下部
ﾍﾞｰｽ取付
ﾎﾞﾙﾄ 

せん断 10 139 A  

125V 充電器 取付ﾎﾞﾙﾄ せん断 5 133 A  

125V 蓄電池 取付ﾎﾞﾙﾄ せん断 7 133 A  

そ
の
他
の
発
電
装
置 バイタル交流電源設

備 
取付ﾎﾞﾙﾄ せん断 5 133 A  

高圧炉心スプレイデ
ィーゼル補機冷却水
系熱交換器 

胴板 膜 149 277 A 海水熱交換器建屋
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
補
機 

冷
却
系 高圧炉心スプレイデ

ィーゼル補機冷却水
ポンプ 

ポンプ 
取付ﾎﾞﾙﾄ 

せん断 6 129 A 海水熱交換器建屋

高圧炉心スプレイデ
ィーゼル補機冷却海
水ポンプ 

基礎ﾎﾞﾙﾄ せん断 12 118 A 海水熱交換器建屋

附
帯
設
備 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
補
機 

冷
却
海
水
系 

高圧炉心スプレイデ
ィーゼル補機冷却海
水系ストレーナ 

基礎ﾎﾞﾙﾄ せん断 20 366 A 海水熱交換器建屋

注 1） 評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C: 詳細評価 

注 2） 海水熱交換器建屋応答加速度で評価した設備は備考に記載（原子炉建屋の場合は記載なし） 
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表-4.2.8 構造強度評価結果（8/10） 

算出値 
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価
手法

備考 

配管 一次 164 198 B  

主蒸気系 

支持構造物
スナバ
反力 

63kN 110kN B
評価基準値は設計容量 
（定格容量×1.5） 

配管 

 

    

原子炉冷却材再循環系 

支持構造物      

配管      

給水系 

支持構造物      

配管      

原子炉冷却材浄化系 

支持構造物      

配管      

放射性ドレン移送系 

支持構造物      

配管      

制御棒駆動系 

支持構造物      

配管 一次 76 112 B 3 方向同時時刻歴解析 

配
管 

ほう酸水注入系 

支持構造物
スナバ
反力 

0.4kN 2.3kN B
3 方向同時時刻歴解析 
評価基準値は設計容量 
（定格容量×1.5） 

注 1) 配管系：減衰定数を表-4.2.4 により見直し 
注 2) 配管系：上下、水平の地震動の組合せは SRSS 法を適用 
注 3) 評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C: 詳細評価 
 

評価中 
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表-4.2.8 構造強度評価結果（9/10） 

算出値 
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価
手法

備考 

配管 一次 165 209 B  

残留熱除去系 

支持構造物
スナバ
反力 

48kN 88kN B
評価基準値は設計容量 
（定格容量×1.5） 

配管 

 

    

原子炉隔離時冷却系 

支持構造物      

配管 一次 97 201 B  

高圧炉心スプレイ系 

支持構造物 組合せ 83 245 B  

配管 一次 132 274 B  

低圧炉心スプレイ系 

支持構造物
スナバ
反力 

52kN 88kN B
評価基準値は設計容量 
（定格容量×1.5） 

配管 

 

    

燃料プール冷却浄化系 

支持構造物      

配管 一次 65 220 B  

非常用ガス処理系 

支持構造物

 

    

配管 一次 123 211 B  

可燃性ガス濃度制御系 

支持構造物 組合せ 117 245 B  

配管 

 

    

配
管 

不活性ガス系 

支持構造物      

注 1） 配管系：減衰定数を表-4.2.4 により見直し 
注 2） 配管系：上下、水平の地震動の組合せは SRSS 法を適用 
注 3） 評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C: 詳細評価 

評価中 

評価中 

評価中

評価中 
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表-4.2.8 構造強度評価結果（10/10） 

算出値 
評価基準値
（ⅢAS）評価対象設備 評価部位 応力分類

MPa MPa 

評価
手法

備考 

配管 一次 187 233 B 海水熱交換器建屋 

原子炉補機冷却水系 

支持構造物 組合せ 171 245 B 海水熱交換器建屋 

配管 一次 86 241 B
3 方向同時時刻歴解析 

海水熱交換器建屋 

原子炉補機冷却海水系 

支持構造物 組合せ 210 245 B
3 方向同時時刻歴解析 
海水熱交換器建屋 

配管 一次 108 229 B タービン建屋 

高圧炉心スプレイディ
ーゼル補機冷却水系 

支持構造物 組合せ 61 135 B タービン建屋 

配管 一次 64 239 B
3 方向同時時刻歴解析 

海水熱交換器建屋 

 

高圧炉心スプレイディ
ーゼル補機冷却海水系 

支持構造物

 
    

注 1） 配管系：減衰定数を表-4.2.4 により見直し 
注 2） 配管系：上下、水平の地震動の組合せは SRSS 法を適用 
注 3） 評価手法 A：簡易評価、B：設計時と同等の評価、C: 詳細評価 
注 4） タービン建屋応答加速度、海水熱交換器建屋応答加速度で評価した設備は備考に記載 

（原子炉建屋の場合は記載なし） 

評価中 
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表-4.2.9 本震時の疲労評価結果 
疲労評価 地震荷重による 

1 次 +2 次応力
(MPa)  

運転状態
Ⅰ、Ⅱ※2 新潟県中越沖地震時 

対象設備 

算出値 
許容値 

3Sm 
疲れ累積
係数:U 

繰返しﾋﾟ
ｰｸ応力強
さ(MPa) 

等価繰返
し回数 

疲れ累積係
数:US 

U+US
評価 
基準値

給水系配管  
 

     

給水ノズル(N4)        

原子炉補機 
冷却水系配管 

       

 

 
 
 

評価中 
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表-4.2.10 動的機能維持評価結果(1/5) 

水平加速度（G） 上下加速度（G） 
評価対象設備 

応答 
加速度 評価基準値

応答 
加速度 評価基準値 

備考 

ほう酸水注入系ポンプ 0.7 1.6 0.6 1.0  

残留熱除去系ポンプ 0.4 10.0 0.4 1.0  

原子炉隔離時冷却系ポンプ 0.5 1.4 0.4 1.0  

原子炉隔離時冷却系 

ポンプ駆動用蒸気タービン 
0.5 2.4 0.4 1.0  

高圧炉心スプレイ系ポンプ 0.4 10.0 0.4 1.0  

低圧炉心スプレイ系ポンプ 0.4 10.0 0.4 1.0  

可燃性ガス濃度制御系 

可搬式再結合装置ブロワ 
0.7 2.6 0.6 1.0  

非常用ガス処理系排風機 0.8 2.3 0.6 1.0  

MCR 送風機 0.8 2.6 0.6 1.0  

MCR 排風機 0.8 2.6 0.6 1.0  

MCR 再循環送風機 0.8 2.6 0.6 1.0  

非常用ディーゼル機関 0.6 1.1 0.5 1.0  

高圧炉心スプレイ系 

ディーゼル機関 
0.6 1.1 0.5 1.0  

注 1) G = 9.80665(m/s2) 
注 2) 地震時機能確認済加速度は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1991 追補版」に水

平方向のみしか規定されていない。既往の試験等をもとに上下方向の機能確認済加速度を
定めるとともに水平方向の機能確認済加速度についても見直された値を用いた（参考文献 6
参照） 
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表-4.2.10 動的機能維持評価結果(2/5) 

水平加速度（G） 上下加速度（G） 
評価対象設備 

応答 
加速度 評価基準値

応答 
加速度 評価基準値 

備考 

原子炉補機冷却水ポンプ 0.8 1.4 0.7 1.0 海水熱交換器 
建屋 

原子炉補機冷却海水ポンプ 1.6 10.0 0.8 1.0 海水熱交換器 
建屋 

高圧炉心スプレイディーゼ

ル補機冷却水ポンプ 
0.7 1.4 0.7 1.0 海水熱交換器 

建屋 

高圧炉心スプレイディーゼ

ル補機冷却海水ポンプ 
1.6 10.0 0.8 1.0 海水熱交換器 

建屋 

注 1) G = 9.80665(m/s2) 
注 2) 地震時機能確認済加速度は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1991 追補版」に水

平方向のみしか規定されていない。既往の試験等をもとに上下方向の機能確認済加速度を
定めるとともに水平方向の機能確認済加速度についても見直された値を用いた（参考文献 6
参照） 

注 3） 海水熱交換器建屋応答加速度で評価した設備は備考に記載（原子炉建屋の場合は記載なし） 
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表-4.2.10 動的機能維持評価結果(3/5) 

水平加速度（G） 上下加速度（G） 

評価対象設備 
応答 

加速度
評価基準値

応答 
加速度

評価基準値 
備考 

主蒸気系 
（主蒸気内側隔離弁） 

1.5 10.0 2.0 6.2  

主蒸気系 
（主蒸気逃がし安全弁） 

2.0 9.6 1.7 6.1  

原子炉冷却材再循環系 
（） 

 
    

給水系 
（） 

     

原子炉冷却材浄化系 
（） 

     

放射性ドレン移送系 
（） 

     

残留熱除去系 
（RHR 熱交換器バイパス弁） 

3.1 6.0 1.5 6.0  

原子炉隔離時冷却系 
（） 

 
    

高圧炉心スプレイ系 
（HPCS 系 S/C 側吸込隔離弁） 

2.1 6.0 0.5 6.0  

低圧炉心スプレイ系 
（LPCS 系試験可能逆止弁） 

1.5 6.0 1.7 6.0  

可燃性ガス濃度制御系 
（FCS 出口第二隔離弁） 

2.5 6.0 1.6 6.0  

弁 

不活性ガス系 
（） 

 
    

注 1) G = 9.80665(m/s2) 
注 2) 地震時機能確認済加速度は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1991 追補版」に水平

方向のみしか規定されていない。既往の試験等をもとに上下方向の機能確認済加速度を定めると
ともに水平方向の機能確認済加速度についても見直された値を用いた（参考文献 6 参照）。 

評価中

評価中 

評価中 
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表-4.2.10 動的機能維持評価結果(4/5) 

水平加速度（G） 上下加速度（G） 
評価対象設備 応答 

加速度 評価基準値
応答 

加速度 評価基準値 
備考 

モニタ計器 

（中性子源領域モニタ用） 
0.75 4.0 0.59 2.0  

温度監視計器 

（各所蒸気漏えい温度用） 
0.75 3.0 0.59 2.0  

温度検出器 
（主蒸気管区域漏えい検出 
（換気出口温度）用） 

0.52 10 0.43 10  

加速度検出器 
（水平方向地震加速度検出器 

(T.M.S.L 12.8m)用） 
0.75 3.0 0.59 1.5  

水位変換器 
（スクラム排出容器水位 

（差圧検出器）用） 
0.57 3.0 0.49 3.0  

警報設定器 
（スクラム排出容器水位 

（差圧検出器）用） 
0.75 3.0 0.59 3.0  

レベルスイッチ 
（スクラム排出容器水位 
（レベルスイッチ）用） 

0.57 3.0 0.49 2.0  

位置スイッチ 
（主蒸気止め弁（ＭＳＶ-1～4）

原子炉保護用-1 用） 
0.98 4.9 0.63 4.9 タービン建屋

計
測
制
御
系
統
設
備 

圧力スイッチ 
（蒸気加減弁（ＣＶ-1～4） 

急閉用) 
1.27 3.0 0.68 3.0 タービン建屋

継電器 
（過電流継電器用） 

0.57 1.5 0.49 1.2  
電
気
設
備 

真空遮断器 

（6.9kV ﾒﾀﾙｸﾗｯﾄﾞｽｲｯﾁｷﾞﾔ

3C,3D,3H 用） 

0.57 2.0 0.49 1.2  

注 1) G = 9.80665(m/s2) 
注 2) 評価基準値は、既往の試験等をもとに定めた。 
注 3） タービン建屋応答加速度で評価した設備は備考に記載（原子炉建屋の場合は記載なし） 

 
表-4.2.10 動的機能維持評価結果(5/5) 

評価対象設備 
燃料集合体の地震時 
相対変位（mm） 

確認済相対変位（mm） 

制御棒 
（地震時の挿入性） 

12.3 40 

注 1） 確認済相対変位とは、加振時の挿入性試験により、目安時間内に制御棒が挿入されたこ

とが確認された値である（参考文献７）。 
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4.3  総合評価 

4.3.1  総合評価の方法 

「4.1 設備点検」および「4.2 地震応答解析」の結果を踏まえ、構造強

度が要求される静的機器と動的機能が要求される動的機器について、そ

れぞれ設備健全性の総合評価を行う（図-4.3.1 および図-4.3.2 参照）。 

 
(1)  設備点検で異常が確認されなかった場合 

a.  構造強度評価 

① 設備点検結果が良好で、かつ、地震応答解析において評価基準値※

を満足する設備については設備健全性を満足するものと評価する。 

② 設備点検結果が良好にもかかわらず、地震応答解析において評価

基準値を満足しないとの結果が得られた設備については、 

・地震応答解析が裕度を有している可能性、もしくは、 

・実施可能な設備点検手法によっては、地震による設備への微小

な影響が把握できない可能性 

を考慮し、モックアップ試験、構造強度解析の合理化（規格基準

の範疇に対し、より現実的な計算結果を与える合理的解析の実施）

等により当該設備が十分な構造強度を有することが確認できる場

合には、設備健全性を満足するものと評価する。 

なお、当該設備の補修または取替を実施する場合はこの限りでない。 

 

※ 構造強度評価の評価基準値は、「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-
補・1984、JEAG4601-1987、JEAG4601-1991 追補版」に規定される許容応

力状態ⅢAS における許容応力を基本とした。 
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b.  動的機能維持評価 

動的機能維持に関する総合評価は、「原子力発電所耐震設計技術指

針 JEAG4601-1991 追補版」に準拠し、下記のように実施する。 

① 設備点検（分解点検、作動試験等）結果が良好で、かつ、応答加速

度が機能確認済加速度を満足する設備については、設備健全性を満

足するものと評価する。 

② 応答加速度が機能確認済加速度を満足しない場合、基本点検（目視

試験、作動試験）に加え、前述のように追加点検（分解点検）を実

施する。損傷箇所が確認されない場合、当該設備は機能確認済加速

度を超えて機能維持が可能であると考え、設備は健全性を確保して

いるものと評価する。 

 
(2)  設備点検で異常が確認された場合 

a.  構造強度評価 

設備点検結果が良好ではない設備については、設備の損傷による機

能への影響を評価することを含め損傷原因の究明を行うとともに補修、

補強、取替、もしくは、損傷が設備健全性に与える影響について検討

等の対策の要否判断を講じる。 

 

b.  動的機能維持評価 

設備点検（作動試験、分解点検等）において異常が認められた場合

には、損傷による機能への影響を評価することを含め、原因の究明を

実施するとともに、損傷箇所があれば補修、補強または取替等の要否

判断を実施する。 
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基本点検

（例） ・目視点検

・漏えい試験

・機能試験

A:簡易評価

B:設計と同等の評価

C:詳細評価

設備点検設備点検

異常あり？

異常あり？

算出値＜ⅢAS

算出値＜ⅢAS

地震応答解析地震応答解析

追加点検

（例）・分解点検

・PT，UT

N

N

Y

Y

N

Y

Y

N

総合評価総合評価

・モックアップ試験

・追加評価（規格基準の範疇に対し，より現
実的な計算結果を与える合理的解析の実施）

評価基準を満足
しない
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設備点検，地震応答解析の結果に応じて以下のような判断を行う

図-4.3.1 点検・解析評価の流れ（構造強度評価） 
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・損傷原因の究明
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異常あり異常なし
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解析

設備点検，地震応答解析の結果に応じて以下のような判断を行う

※　運転データ採取など行い、継続的に監視を実施する。

図-4.3.2 点検・解析評価の流れ（動的機能維持評価） 
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4.3.2  総合評価結果 

現時点での地震応答解析（構造強度評価および動的機能維持評価）に

おいては、原子炉安全上重要な設備について、算出値が評価基準値を満

足していることから、設備点検において異常が確認された設備（原子炉

安全上重要な設備以外も含む）について、総合評価を実施した（添付資

料-2-1 参照）。 

設備点検で異常が確認された機器については、損傷原因の究明を行い、

地震による影響か否かを検討した。ここで、地震に起因しない事象に対

しては、通常の保全プログラムによる対応が可能と考えられることから、

基本的に原形復旧をもって対応した。また、地震影響が否定できない事

象については、地震による影響を評価の上、健全性評価を実施するとと

もに、その結果を踏まえた対応策を検討した（表-4.3.1 参照）。 

 

(1)  設備点検において異常が確認された設備 

a.  損傷原因の究明（地震による影響の評価） 

設備点検により確認された事象について、設備の状況や地震応答解

析結果等を踏まえ、地震に起因して発生したものか否かについて検討

を行った。確認された事象の多くは、原因が明らかであったが、所内

変圧器(B)の火災や主タービン、主発電機等においては、確認された事

象をもとに、地震の影響の有無等詳細に検討を行った。（添付資料-2-2-1

～6 参照）。 

現在評価中である 6 機器を除いた 99 機器を、損傷原因について、以

下のとおり分類した。 

 

(a)  地震に起因すると考えられる事象※（39 機器） 

① 地震力による部品等のずれ、こすれ、損傷等の事象（29 機器） 

（主タービン、主発電機、主変圧器等） 

② 地盤沈下による変形、損傷事象（1 機器） 

（所内変圧器(B)） 
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③ グラウトの微細なひび割れ（6 機器） 

（原子炉補機冷却海水ポンプ等） 

  ④ 仮置き機器の接触事象（1 機器） 

    （ほう酸水注入系主配管） 

  ⑤ 変圧器の火災による損傷事象（2 機器） 

    （所内変圧器(B)温度高継電器、所内変圧器(B)衝撃油圧継電器） 

※ 地震による影響が否定できない事象を含む。 
 

(b)  地震に起因しないと考えられる事象（60 機器） 

① 通常の保全活動にて確認される劣化事象（47 機器） 

（パッキンの劣化、計器類の性能低下等） 

② 異物の噛み込み等偶発的な事象（5 機器） 

（温度表示の微変動、シール面の異物噛み等） 

③ 固着等一時的に発生した事象（3 機器） 

（計器の一過性の動作等） 

④ 施工不良等に起因する事象（5 機器） 

（据付不良、弁締付け不良等） 

 

b.  健全性評価（追加評価を含む）および対応策検討 

損傷原因の究明の結果、地震に起因すると考えられる事象について、

以下に示すとおり健全性評価を実施し、対応策を検討した。 

また、ほう酸水注入系配管保温材の損傷については、配管への影響

はなかったものの、仮置き機材の移動が原子炉安全上重要な機器に影

響を及ぼす懸念があったことを踏まえ、対応策等詳細に評価した。（添

付資料 2-2-7 参照） 

 

(a)  地震の影響による事象で健全性に影響を与えると考えられる事象 

以下の事象については健全性評価の結果、構造強度または機器の

機能に影響を及ぼすものと判断した（10 機器）。 
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1)  地震力による部品等のずれ、こすれ、損傷等の事象（7 機器） 

① 主タービン（高圧および低圧タービン(A)、(B)、(C) ）の内部構造 

物の接触・損傷等 

      ② 原子炉建屋クレーン トロリ部ケーブルベアの脱輪 

③ 主変圧器の基礎ボルトの折損、内部構造物等のずれ 

④ サイリスタ整流器盤のサイリスタトレイの位置ずれ 

 

2)  地盤沈下による変形、損傷事象（1 機器） 

① 所内変圧器(B)のブッシング廻りの損傷及び当該部の損傷に伴う 

火災の発生 

 

 3) 変圧器の火災による損傷事象（2 機器） 

① 計器（所内変圧器(B)温度高継電器、所内変圧器(B)衝撃油圧継電器）    

の端子箱の焼損 

 

これらの事象は、いずれも耐震重要度が低い設備に確認され、原

子炉安全上重要な設備への波及的影響も考え難い事象であったこと

から、所内変圧器(B)の損傷を除いて、損傷部品の交換、補修、手入

れ等により、原形復旧を行った。所内変圧器(B)については、原形復

旧を行うとともに火災対策を実施した。 

 

(b)  地震の影響による事象で健全性が確認できたもの（29 機器） 

地震に起因する事象または地震による影響が否定できない以下の

事象については、いずれも軽微な事象であり、機器の構造強度や機

能に影響を与えるものではないものと判断する。 

 

1）地震力による部品等のずれ、こすれ、損傷の事象（22 機器） 

① 主発電機本体の内部構造物等に確認された接触痕 
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② 所内変圧器(A)、低起動変圧器(A)(B) の放圧装置の動作及び所内変

圧器(A)、低起動変圧器(B)における内部構造物のずれ 

③ 第 3(A)(B)(C)、第 4(A)(B)(C)、第 5(A)(B)(C)、第 6(A)(C)給水加熱器 

       摺動脚のボルト変形等 

④ 復水器(A)、(B)、(C)の整流板のずれおよび変形 

⑤ 高・低電導度廃液系サンプル槽、シャワードレン系収集槽からのパ

ッキンはみ出しならびに内部流体の漏えい痕 

⑥ 補給水系配管のＵボルトの変形 

 

2）グラウト部の微細なひび割れ（6 機器） 

原子炉補機冷却海水ポンプ(A)(B)(C)(D)、高圧炉心スプレイディー

ゼル発電機、補機冷却海水ポンプのグラウトのひび 

 

3) 仮置き材による機器の変形（1 機器） 

ほう酸水注入系配管の保温材の変形 

  

これらの事象については、機器の構造強度や機能に影響を与えるもの

ではないものの、一部を除いて念のため点検手入れ、補修、取替を実施

することで、順次原形復旧する。 

 

 



表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
1
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

（
1
）
立

形
ポ

ン
プ

 

b-
1

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

○
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
イ

ン
ペ

ラ
に

浸
食

、
イ

ン
ペ

ラ
、

シ
ャ

フ
ト

、
イ

ン
ペ

ラ
キ

ー
、

イ
ン

ペ
ラ

ナ
ッ

ト
に

腐
食

、
イ

ン
ペ

ラ
、

マ
フ

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

、
マ

フ
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
キ

ー
、

イ
ン

ペ
ラ

キ
ー

に
浸

透
指

示
模

様
が

確
認

さ
れ

た
。

良

イ
ン

ペ
ラ

の
浸

食
は

漂
砂

の
影

響
に

よ
る

経
年

的
な

劣
化

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
各

部
の

浸
透

指
示

模
様

は
海

水
に

よ
る

局
部

的
な

腐
食

に
起

因
す

る
円

形
指

示
模

様
で

あ
り

、
過

去
の

点
検

に
お

い
て

同
様

の
事

象
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
、

当
該

箇
所

に
変

形
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

経
年

的
な

劣
化

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
浸

食
、

腐
食

、
浸

透
指

示
模

様
が

強
度

上
問

題
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

こ
と

か
ら

、
手

入
れ

後
復

旧
を

実
施

し
、

試
運

転
に

お
い

て
も

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

a-
3

○
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。

良

経
年

的
な

乾
燥

収
縮

等
に

起
因

す
る

事
象

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

熱
交

換
器

建
屋

に
設

置
し

て
あ

る
機

器
は

、
海

水
に

よ
る

塩
害

及
び

結
露

水
か

ら
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

保
護

の
観

点
か

ら
、

念
の

た
め

に
ひ

び
に

対
し

て
は

硬
化

剤
を

注
入

し
、

そ
の

後
グ

ラ
ウ

ト
全

面
へ

の
硬

化
剤

塗
布

を
実

施
し

た
。

2
a-

3

B
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。

良

経
年

的
な

乾
燥

収
縮

等
に

起
因

す
る

事
象

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

熱
交

換
器

建
屋

に
設

置
し

て
あ

る
機

器
は

、
海

水
に

よ
る

塩
害

及
び

結
露

水
か

ら
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

保
護

の
観

点
か

ら
、

念
の

た
め

に
ひ

び
に

対
し

て
は

硬
化

剤
を

注
入

し
、

そ
の

後
グ

ラ
ウ

ト
全

面
へ

の
硬

化
剤

塗
布

を
実

施
し

た
。

3
a-

3

C
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。

良

経
年

的
な

乾
燥

収
縮

等
に

起
因

す
る

事
象

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

熱
交

換
器

建
屋

に
設

置
し

て
あ

る
機

器
は

、
海

水
に

よ
る

塩
害

及
び

結
露

水
か

ら
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

保
護

の
観

点
か

ら
、

念
の

た
め

に
ひ

び
に

対
し

て
は

硬
化

剤
を

注
入

し
、

そ
の

後
グ

ラ
ウ

ト
全

面
へ

の
硬

化
剤

塗
布

を
実

施
し

た
。

4
a-

3

D
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。

良

経
年

的
な

乾
燥

収
縮

等
に

起
因

す
る

事
象

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

熱
交

換
器

建
屋

に
設

置
し

て
あ

る
機

器
は

、
海

水
に

よ
る

塩
害

及
び

結
露

水
か

ら
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

保
護

の
観

点
か

ら
、

念
の

た
め

に
ひ

び
に

対
し

て
は

硬
化

剤
を

注
入

し
、

そ
の

後
グ

ラ
ウ

ト
全

面
へ

の
硬

化
剤

塗
布

を
実

施
し

た
。

a-
3

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
、

基
礎

部
（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。

良

経
年

的
な

乾
燥

収
縮

等
に

起
因

す
る

事
象

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

に
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

熱
交

換
器

建
屋

に
設

置
し

て
あ

る
機

器
は

、
海

水
に

よ
る

塩
害

及
び

結
露

水
か

ら
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

保
護

の
観

点
か

ら
、

ひ
び

に
対

し
て

は
硬

化
剤

を
注

入
し

、
そ

の
後

グ
ラ

ウ
ト

全
面

へ
の

硬
化

剤
塗

布
を

実
施

し
た

。

b-
1

基
本

点
検

（
打

診
試

験
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
か

ら
異

音
を

確
認

し
た

。
良

打
診

音
の

異
常

に
つ

い
て

は
、

地
震

に
よ

る
影

響
に

つ
い

て
評

価
の

為
、

表
層

部
の

ハ
ツ

リ
調

査
を

実
施

し
た

結
果

、
異

音
箇

所
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
層

部
の

み
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
乾

燥
収

縮
に

起
因

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

に
よ

る
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
熱

交
換

器
建

屋
に

設
置

し
て

あ
る

機
器

は
、

海
水

に
よ

る
塩

害
か

ら
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

保
護

の
観

点
か

ら
、

グ
ラ

ウ
ト

に
よ

る
補

修
を

実
施

し
、

そ
の

後
グ

ラ
ウ

ト
全

面
へ

の
硬

化
剤

塗
布

を
実

施
し

た
。

6
b-

1

復
水

器
に

係
る

次
の

事
項

循
環

水
ポ

ン
プ

N
7
1
-

C
0
0
1

A
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
イ

ン
ペ

ラ
に

浸
透

指
示

模
様

が
確

認
さ

れ
た

。

-
浸

透
指

示
模

様
は

海
水

に
よ

る
局

部
的

な
腐

食
に

起
因

す
る

円
形

指
示

模
様

で
あ

り
、

過
去

の
点

検
に

お
い

て
同

様
の

事
象

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

、
当

該
箇

所
に

変
形

等
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

経
年

的
な

劣
化

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
腐

食
、

浸
透

指
示

模
様

が
強

度
上

問
題

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
、

腐
食

箇
所

に
つ

い
て

補
修

剤
の

充
填

を
実

施
し

た
。

今
後

、
作

動
試

験
に

お
い

て
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

5

機
器

名
称

№

P
4
6
-

C
0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

分
類

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
系

設
備

区
分

（
2
）

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

機
器

番
号

種
類

P
4
1
-

C
0
0
1

A

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

-
○

1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

（
基

礎
ボ

ル
ト

）
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
2
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

（
2
）
横

形
ポ

ン
プ

7
b-

1

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
原

子
炉

補
機

冷
却

水
ポ

ン
プ

P
2
1
-

C
0
0
1

C
○

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
イ

ン
ペ

ラ
に

浸
透

指
示

模
様

が
確

認
さ

れ
た

。

良

イ
ン

ペ
ラ

の
付

け
根

部
・
端

部
に

円
形

及
び

線
状

指
示

模
様

が
点

在
し

て
い

る
。

指
示

模
様

は
い

ず
れ

も
比

較
的

軽
微

で
深

さ
も

浅
く
、

各
部

に
変

形
等

の
損

傷
も

な
い

こ
と

か
ら

、
経

年
的

な
運

転
に

よ
る

流
体

の
影

響
と

手
入

れ
に

よ
る

内
在

欠
陥

の
顕

在
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
浸

透
指

示
模

様
が

確
認

さ
れ

た
イ

ン
ペ

ラ
の

付
け

根
部

・
端

部
の

手
入

れ
並

び
に

溶
接

補
修

を
実

施
し

、
試

運
転

に
お

い
て

も
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

8
b-

1

廃
棄

物
処

設
備

　
　

　
　

液
体

廃
棄

物
処

理
系

低
電

導
度

廃
液

系

低
電

導
度

廃
液

系
収

集
ポ

ン
プ

K
1
2
-

C
0
0
1

A
-

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
の

結
果

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
部

よ
り

極
僅

か
な

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ポ

ン
プ

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
部

に
異

常
は

無
か

っ
た

。

-
ポ

ン
プ

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

外
観

点
検

、
分

解
点

検
で

は
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
ま

た
、

地
震

発
生

か
ら

本
事

象
が

確
認

さ
れ

る
ま

で
の

ポ
ン

プ
運

転
時

に
は

リ
ー

ク
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
後

に
起

動
・
停

止
を

繰
り

返
し

た
こ

と
に

よ
り

、
摺

動
面

の
状

態
が

経
年

的
に

変
化

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
を

交
換

し
、

確
認

運
転

に
よ

り
漏

え
い

の
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

9
b-

1

復
水

給
水

系
高

圧
復

水
ポ

ン
プ

N
2
1
-

C
0
0
2

B
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
上

下
半

ケ
ー

シ
ン

グ
内

面
に

浸
食

が
確

認
さ

れ
た

。

-
ポ

ン
プ

運
転

時
、

高
流

速
水

に
よ

る
渦

流
に

よ
っ

て
表

面
が

経
年

的
に

浸
食

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

過
去

の
点

検
時

か
ら

当
該

箇
所

に
確

認
さ

れ
て

い
る

事
象

で
あ

る
こ

と
、

浸
食

以
外

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

地
震

に
よ

る
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
浸

食
箇

所
の

溶
接

補
修

及
び

グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

に
よ

る
補

修
を

実
施

し
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

（
4
）
ポ

ン
プ

駆
動

用
タ

ー
ビ

ン

1
0

b-
1

復
水

給
水

系
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
駆

動
用

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

N
3
8
-

C
0
0
1

B
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ロ

ー
タ

の
バ

ラ
ン

ス
ウ

ェ
イ

ト
に

浸
食

を
確

認
し

た
。

-
過

去
の

点
検

時
か

ら
当

該
箇

所
に

確
認

さ
れ

て
い

る
蒸

気
に

よ
る

浸
食

で
あ

る
こ

と
、

浸
食

以
外

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
バ

ラ
ン

ス
ウ

ェ
イ

ト
の

交
換

を
実

施
し

た
。
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
3
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

（
5
）
電

動
機

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ス

ペ
ー

ス
ヒ

ー
タ

端
子

箱
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

コ
ネ

ク
タ

を
ケ

ー
ブ

ル
解

線
の

た
め

に
取

り
外

し
た

際
に

、
コ

ネ
ク

タ
部

の
破

損
を

確
認

し
た

。
良

点
検

時
の

ケ
ー

ブ
ル

解
線

、
結

線
に

伴
う

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

コ
ネ

ク
タ

取
外

し
、

取
付

け
を

繰
り

返
し

行
っ

た
際

に
生

じ
る

ス
ト

レ
ス

に
よ

り
劣

化
が

進
ん

で
い

た
と

考
え

ら
れ

、
電

動
機

基
礎

お
よ

び
電

動
機

、
ス

ペ
ー

ス
ヒ

ー
タ

端
子

箱
の

外
観

に
異

常
が

な
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
コ

ネ
ク

タ
を

交
換

し
、

取
り

付
け

状
態

に
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
フ

リ
ン

ジ
ャ

ー
の

取
付

け
に

あ
た

り
、

締
め

代
が

な
く
ガ

タ
つ

く
状

況
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

良

分
解

時
に

フ
リ

ン
ジ

ャ
ー

の
取

付
状

態
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
、

分
解

後
の

目
視

点
検

に
て

回
転

子
シ

ャ
フ

ト
等

に
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
フ

リ
ン

ジ
ャ

ー
の

取
外

し
、

取
付

け
の

繰
り

返
し

に
よ

る
摩

耗
が

原
因

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
フ

リ
ン

ジ
ャ

ー
を

交
換

後
、

電
動

機
単

体
試

験
に

て
確

認
運

転
を

実
施

し
、

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

1
2

検
討

中

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

電
動

機

B
3
1
-

C
0
0
1

B
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

上
部

右
側

（
Ｐ

Ｌ
Ｒ

－
0
0
2
－

1
2
2

Ｓ
）
の

メ
カ

ニ
カ

ル
ス

ナ
ッ

バ
取

合
い

部
の

球
面

軸
受

が
ず

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

-
追

加
点

検
結

果
に

よ
り

、
地

震
影

響
の

評
価

を
実

施
す

る
。

検
討

中

追
加

点
検

結
果

確
認

後
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
を

評
価

す
る

予
定

。

検
討 中

検
討

中
検

討
中

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
固

定
子

楔
1
3
箇

所
に

許
容

緩
み

（
楔

長
さ

の
3
0
％

未
満

）
を

確
認

し
た

。
良

分
解

点
検

時
に

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
ず

、
楔

の
緩

み
は

、
固

定
子

巻
線

の
楔

の
劣

化
収

縮
に

よ
り

発
生

す
る

も
の

で
あ

り
、

過
去

の
点

検
に

お
い

て
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
緩

み
楔

（
1
3
本

）
に

つ
い

て
、

エ
ポ

キ
シ

レ
ジ

ン
塗

布
を

実
施

し
、

打
音

試
験

に
て

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

漏
え

い
確

認
）
の

結
果

、
上

部
油

冷
管

の
配

管
接

続
部

よ
り

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。
良

配
管

接
続

部
（
ろ

う
付

け
部

）
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

顕
在

化
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
上

部
油

冷
管

の
当

該
リ

ー
ク

箇
所

に
つ

い
て

、
取

替
を

実
施

し
漏

え
い

試
験

に
て

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

1
4

b-
1

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
電

動
機

E
1
1
-

C
0
0
1

C
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

下
部

油
面

計
の

ガ
ラ

ス
窓

境
界

部
下

部
に

油
に

じ
み

を
確

認
し

た
。

良

外
観

上
、

油
面

計
の

ガ
ラ

ス
窓

に
割

れ
・
ヒ

ビ
等

の
異

常
が

見
ら

れ
な

い
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
油

面
計

内
パ

ッ
キ

ン
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
油

に
じ

み
箇

所
に

コ
ー

キ
ン

グ
処

理
を

行
い

、
油

に
じ

み
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

電
動

機

1
1

1
3

A
○ ○

-

b-
1

b-
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

電
動

機

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

）

P
4
1
-

C
0
0
1

E
2
2
-

C
0
0
1
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
4
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

1
5

b-
1

A
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

軸
受

排
油

配
管

サ
イ

ト
グ

ラ
ス

の
う

ち
、

電
動

機
側

サ
イ

ト
グ

ラ
ス

の
境

界
部

に
油

に
じ

み
を

確
認

し
た

。

-
外

観
上

、
サ

イ
ト

グ
ラ

ス
に

割
れ

・
ヒ

ビ
等

の
異

常
が

見
ら

れ
な

い
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
サ

イ
ト

グ
ラ

ス
の

パ
ッ

キ
ン

の
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
油

に
じ

み
箇

所
に

コ
ー

キ
ン

グ
処

理
を

行
い

、
油

に
じ

み
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
6

b-
1

B
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
反

負
荷

側
機

外
側

オ
イ

ル
リ

ン
グ

の
捻

れ
の

判
定

基
準

値
逸

脱
を

確
認

し
た

。

-
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

ま
た

地
震

発
生

前
に

も
実

施
し

て
い

る
同

型
他

号
機

の
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

長
期

運
転

継
続

に
よ

り
オ

イ
ル

リ
ン

グ
が

回
転

時
に

軸
受

の
台

金
と

接
触

し
て

摩
耗

し
、

摩
耗

に
よ

り
空

隙
が

広
が

り
ガ

タ
ツ

キ
が

生
じ

て
オ

イ
ル

リ
ン

グ
の

捻
れ

へ
至

っ
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
オ

イ
ル

リ
ン

グ
を

交
換

し
、

取
付

状
態

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

の
負

荷
側

軸
受

部
の

油
切

り
周

辺
に

油
に

じ
み

、
軸

受
下

部
に

油
溜

り
を

確
認

し
た

。

-
分

解
点

検
時

に
軸

受
部

の
油

切
り

、
及

び
シ

ャ
フ

ト
に

お
い

て
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

か
ら

、
ベ

ー
パ

ー
（
油

と
空

気
の

混
合

気
体

）
に

よ
る

油
が

周
辺

に
付

着
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
軸

受
部

周
辺

の
拭

き
取

り
清

掃
を

実
施

し
、

油
に

じ
み

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
固

定
子

楔
2
0
箇

所
に

緩
み

（
楔

長
さ

3
0
%
以

上
の

緩
み

：
2
箇

所
、

楔
長

さ
3
0
%
未

満
の

許
容

緩
み

：
1
8
箇

所
）
を

確
認

し
た

。

-
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

楔
の

緩
み

は
固

定
子

巻
線

の
楔

の
劣

化
収

縮
に

よ
り

発
生

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
、

ま
た

過
去

の
点

検
に

お
い

て
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
固

定
子

楔
の

打
ち

換
え

を
実

施
し

、
打

音
試

験
に

よ
り

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
負

荷
側

機
外

側
・
反

負
荷

側
機

内
側

オ
イ

ル
リ

ン
グ

に
つ

い
て

捻
れ

の
判

定
基

準
値

逸
脱

を
確

認
し

た
。

-
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

ま
た

地
震

発
生

前
に

も
実

施
し

て
い

る
同

型
他

号
機

の
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

長
期

運
転

継
続

に
よ

り
オ

イ
ル

リ
ン

グ
が

回
転

時
に

軸
受

の
台

金
と

接
触

し
て

摩
耗

し
、

摩
耗

に
よ

り
空

隙
が

広
が

り
ガ

タ
ツ

キ
が

生
じ

て
オ

イ
ル

リ
ン

グ
の

捻
れ

へ
至

っ
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
オ

イ
ル

リ
ン

グ
を

交
換

し
、

取
付

状
態

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
電

動
機

復
水

給
水

系
N

2
1
-

C
0
0
2

-

C

1
7

b-
1
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
5
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
負

荷
側

内
側

下
部

及
び

反
負

荷
側

メ
タ

ル
側

下
部

の
油

切
り

に
ク

ラ
ッ

ク
を

確
認

し
た

。

-
電

動
機

の
外

観
及

び
軸

受
部

や
回

転
子

の
表

面
に

損
傷

等
の

異
常

は
な

く
、

過
去

に
も

同
構

造
の

電
動

機
に

お
い

て
油

切
り

の
ク

ラ
ッ

ク
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
油

切
り

の
経

年
的

な
劣

化
に

加
え

て
、

電
動

機
分

解
時

に
お

い
て

油
切

り
取

外
し

時
に

加
え

た
外

力
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
負

荷
側

内
側

下
部

及
び

反
負

荷
側

メ
タ

ル
側

下
部

の
油

切
り

を
交

換
し

、
正

常
の

状
態

に
復

旧
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
反

負
荷

側
機

外
側

オ
イ

ル
リ

ン
グ

の
捻

れ
の

判
定

基
準

値
逸

脱
を

確
認

し
た

。

-
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

ま
た

地
震

発
生

前
に

も
実

施
し

て
い

る
同

型
他

号
機

の
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

長
期

運
転

継
続

に
よ

り
オ

イ
ル

リ
ン

グ
が

回
転

時
に

軸
受

の
台

金
と

接
触

し
て

摩
耗

し
、

摩
耗

に
よ

り
空

隙
が

広
が

り
ガ

タ
ツ

キ
が

生
じ

て
オ

イ
ル

リ
ン

グ
の

捻
れ

へ
至

っ
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
オ

イ
ル

リ
ン

グ
を

交
換

し
、

取
付

状
態

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
固

定
子

楔
2
箇

所
に

緩
み

（
楔

長
さ

3
0
%
以

上
の

緩
み

）
を

確
認

し
た

。

-
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

楔
の

緩
み

は
固

定
子

巻
線

の
楔

の
劣

化
収

縮
に

よ
り

発
生

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
、

ま
た

過
去

の
点

検
に

お
い

て
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
固

定
子

楔
の

打
ち

換
え

を
実

施
し

、
打

音
試

験
に

よ
り

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
固

定
子

コ
イ

ル
に

コ
ロ

ナ
放

電
痕

を
確

認
し

た
。

-
電

動
機

の
外

観
目

視
上

お
よ

び
固

定
子

巻
線

に
は

損
傷

は
な

く
、

コ
ロ

ナ
放

電
痕

は
コ

イ
ル

表
面

に
塵

埃
等

が
付

着
し

て
発

生
す

る
こ

と
、

過
去

の
点

検
に

お
い

て
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
塵

埃
等

の
除

去
と

補
修

塗
装

を
実

施
し

、
正

常
に

復
旧

し
た

。

1
9

b-
1

液
体

廃
棄

物
処

理
系

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

K
1
1
-

C
1
0
1

B
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

内
径

寸
法

が
許

容
値

を
逸

脱
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

回
転

子
に

も
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

、
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

の
溶

射
修

理
を

実
施

し
、

確
認

運
転

に
て

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
電

動
機

復
水

給
水

系
N

2
1
-

C
0
0
8

-
B

1
8

b-
1
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
6
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

（
9
）
弁

2
0

検
討

中

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
主

要
弁

E
2
1
-

M
O

-
F
0
0
3

-
○

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
の

結
果

、
シ

ー
ト

パ
ス

が
確

認
さ

れ
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

今
後

実
施

す
る

。
良

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

を
確

認
後

、
損

傷
原

因
の

検
討

を
実

施
す

る
。

検
討

中
検

討
中

検
討

中
検

討
中

検
討

中

（
1
1
）
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

b-
1

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
№

8
燃

料
弁

の
ニ

ー
ド

ル
弁

先
端

に
折

損
を

確
認

し
た

。

良

破
面

観
察

の
結

果
、

微
細

な
傷

を
起

点
に

し
た

運
転

に
伴

う
疲

労
に

よ
り

、
折

損
に

至
っ

た
と

推
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

な
お

他
の

部
位

に
は

変
形

等
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

ま
た

、
燃

料
弁

1
8
台

中
、

本
燃

料
弁

の
み

折
損

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
他

の
弁

で
は

同
様

の
事

象
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
運

転
に

よ
る

経
年

劣
化

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
予

備
品

の
燃

料
弁

と
交

換
を

行
い

、
無

負
荷

運
転

時
に

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

b-
4

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
の

結
果

、
№

9
始

動
弁

に
判

定
基

準
を

超
え

る
シ

ー
ト

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。

良

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
後

の
漏

え
い

確
認

で
確

認
さ

れ
た

事
象

で
あ

り
、

分
解

点
検

時
に

各
部

に
変

形
が

な
い

こ
と

、
弁

ケ
ー

ス
と

弁
棒

と
の

シ
ー

ト
面

に
当

た
り

の
あ

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
弁

組
み

込
み

時
の

締
め

付
け

等
に

よ
り

シ
ー

ト
面

の
当

た
り

が
変

化
し

た
も

の
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
無

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
当

該
弁

を
予

備
品

と
交

換
し

、
漏

え
い

確
認

に
お

い
て

始
動

弁
に

シ
ー

ト
リ

ー
ク

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

2
2

b-
1

空
気

圧
縮

機
R

4
4
-

C
0
0
5

H
-
2

-
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
摩

耗
に

よ
る

3
段

ピ
ス

ト
ン

連
接

棒
ピ

ン
軸

受
け

の
転

動
体

（
ベ

ア
リ

ン
グ

ロ
ー

ラ
ー

）
に

脱
落

を
確

認
し

た
。

-
空

気
圧

縮
機

の
運

転
に

伴
い

、
ベ

ア
リ

ン
グ

ロ
ー

ラ
ー

の
ベ

ア
リ

ン
グ

と
の

嵌
め

合
い

部
（
ベ

ア
リ

ン
グ

ロ
ー

ラ
ー

端
部

）
が

摩
耗

し
脱

落
し

た
も

の
で

あ
り

、
摩

耗
以

外
の

変
形

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
当

該
ピ

ス
ト

ン
連

接
棒

ピ
ン

軸
受

け
の

交
換

を
実

施
し

、
圧

縮
機

試
運

転
に

お
い

て
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

b-
2

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機

○
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
巻

線
温

度
端

子
箱

用
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
コ

ネ
ク

タ
（
電

線
管

側
）
2
個

に
ひ

び
割

れ
、

破
損

を
確

認
し

た
。

良

地
震

時
に

は
当

該
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
コ

ネ
ク

タ
の

周
り

に
接

触
す

る
よ

う
な

物
が

な
か

っ
た

こ
と

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
等

に
は

損
傷

は
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

点
検

以
前

に
地

震
以

外
の

偶
発

的
な

要
因

に
よ

り
当

該
コ

ネ
ク

タ
に

何
ら

か
の

物
品

が
接

触
し

た
た

め
に

発
生

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
コ

ネ
ク

タ
の

交
換

を
実

施
し

、
取

付
状

態
に

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

a-
3

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（
基

礎
ボ

ル
ト

）

○
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。

良

経
年

的
な

乾
燥

収
縮

等
に

起
因

す
る

事
象

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

構
造

強
度

に
影

響
が

な
い

微
細

な
ひ

び
割

れ
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
補

修
等

は
実

施
し

な
い

。

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関

R
4
4
-

C
0
0
1

R
4
4
-

C
0
0
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

HＨ
○

2
1

2
3
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
7
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

（
1
4
）
主

タ
ー

ビ
ン

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
・
油

切
り

歯
先

に
損

傷
、

ロ
ー

タ
に

接
触

跡 を
確

認
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
ｽ

ﾗ
ｽ

ﾄ軸
受

ｵ
ｲ
ﾙ

ｼ
ｰ

ﾙ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞに

割
れ

・
中

間
軸

受
台

ｷ
ｰ

に
隙

間
,変

形
,割

れ
・
高

圧
車

室
キ

ー
に

隙
間

・
前

部
軸

受
台

キ
ー

に
隙

間
・
車

室
の

移
動

・
中

間
軸

受
台

、
低

圧
車

室
水

平
面

に
段

差
を

確
認

し
た

。

-
当

該
箇

所
に

つ
い

て
は

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
、

以
下

の
事

象
が

生
じ

た
と

判
断

し
た

。
・
ロ

ー
タ

が
油

切
り

に
接

触
・
ロ

ー
タ

が
ス

ラ
ス

ト
軸

受
オ

イ
ル

シ
ー

ル
リ

ン
グ

接
触

・
中

間
軸

受
台

キ
ー

に
隙

間
、

変
形

、
割

れ
・
高

圧
車

室
キ

ー
に

隙
間

・
前

部
軸

受
台

キ
ー

に
隙

間
・
車

室
の

移
動

・
中

間
軸

受
台

、
低

圧
車

室
水

平
面

に
段

差

有

・
油

切
り

の
損

傷
・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
オ

イ
ル

シ
ー

ル
リ

ン
グ

に
割

れ
・
中

間
軸

受
台

キ
ー

に
隙

間
、

変
形

、
割

れ
・
高

圧
車

室
キ

ー
の

隙
間

・
前

部
軸

受
台

キ
ー

に
隙

間
・
車

室
の

移
動

・
中

間
軸

受
台

、
低

圧
車

室
水

平
面

に
段

差
が

生
じ

て
お

り
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
が

有
り

と
判

断
し

た
。

否
　

　
　

要
・
油

切
り

歯
先

の
取

替
・
オ

イ
ル

シ
ー

ル
リ

ン
グ

の
取

替
・
各

キ
ー

の
取

替
・
車

室
の

位
置

修
正

・
中

間
軸

受
台

基
礎

部
の

修
理

を
行

う
。

・
油

切
り

歯
先

の
取

替
、

ロ
ー

タ
の

手
入

れ
を

実
施

し
た

。
・
中

間
軸

受
台

キ
ー

の
取

替
を

実
施

し
た

。
・
高

圧
車

室
キ

ー
の

取
替

を
実

施
し

た
。

・
前

部
軸

受
台

キ
ー

の
取

替
修

理
を

実
施

し
た

。
・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
オ

イ
ル

シ
ー

ル
リ

ン
グ

の
取

替
え

を
実

施
し

た
。

・
車

室
の

位
置

修
正

を
実

施
し

た
。

・
中

間
軸

受
台

基
礎

部
の

修
理

を
実

施
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
全

段
に

接
触

痕
・
高

圧
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
ロ

ー
タ

に
接

触
跡

・
ロ

ー
タ

位
相

角
検

出
用

ブ
ロ

ッ
ク

に
接

触
跡

・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
内

、
外

輪
に

接
触

跡
・
＃

2
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

ホ
ワ

イ
ト

メ
タ

ル
と

ロ
ー

タ
ジ

ャ
ー

ナ
ル

部
に

接
触

跡
・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
・
ノ

ズ
ル

パ
ッ

キ
ン

全
段

に
ロ

ー
タ

と
の

接
触

跡
・
＃

1
、

2
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

外
輪

締
付

ボ
ル

ト
の

緩
み

を
確

認
し

た
。

-
当

該
箇

所
に

つ
い

て
は

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
、

・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
の

接
触

・
高

圧
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

の
接

触
・
ロ

ー
タ

と
ス

ラ
ス

ト
フ

ェ
ラ

ー
の

接
触

・
ロ

ー
タ

位
相

角
検

出
用

ブ
ロ

ッ
ク

と
位

相
角

検
出

器
の

接
触

・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
内

、
外

輪
に

接
触

・
＃

2
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

ホ
ワ

イ
ト

メ
タ

ル
と

ロ
ー

タ
ジ

ャ
ー

ナ
ル

部
の

接
触

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
・
ノ

ズ
ル

パ
ッ

キ
ン

と
ロ

ー
タ

の
接

触
・
＃

1
、

2
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

外
輪

締
付

ボ
ル

ト
の

緩
み が

生
じ

た
も

の
と

判
断

し
た

。

有

・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
の

接
触

痕
・
高

圧
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

の
接

触
跡

・
高

圧
ロ

ー
タ

と
ス

ラ
ス

ト
フ

ェ
ラ

ー
の

接
触

跡
・
高

圧
ロ

ー
タ

位
相

角
検

出
用

ブ
ロ

ッ
ク

の
接

触
跡

・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
内

、
外

輪
 接

触
跡

・
＃

2
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

ホ
ワ

イ
ト

メ
タ

ル
と

ﾛ
ｰ

ﾀ
ｼ
ﾞｬ

ｰ
ﾅ

ﾙ
部

の
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
と

ロ
ー

タ
の

接
触

跡
は

軽
微

で
あ

り
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

・
＃

1
、

2
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

外
輪

締
付

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
、

浸
透

探
傷

験
結

果
に

異
常

は
無

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
部

全
段

の
手

入
れ

を
実

施
し

た
。

・
高

圧
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

の
手

入
れ

を
実

施
し

た
。

・
高

圧
ロ

ー
タ

の
手

入
れ

を
実

施
し

た
。

・
高

圧
ロ

ー
タ

位
相

角
検

出
用

ブ
ロ

ッ
ク

の
取

替
を

実
施

し
た

。
・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
内

、
外

輪
の

修
正

加
工

を
実

施
し

た
。

・
＃

2
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

ホ
ワ

イ
ト

メ
タ

ル
の

補
修

を
実

施
し

た
。

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
と

ロ
ー

タ
の

手
入

れ
を

実
施

し
た

。
・
＃

1
、

2
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

外
輪

締
付

ボ
ル

ト
の

ト
ル

ク
締

め
を

実
施

す
る

。

b-
1

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
・
＃

1
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

球
面

に
当

た
り

不
良 ・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
球

面
間

隙
に

管
理

値
外

れ
・
ノ

ズ
ル

（
3
、

7
段

タ
ー

ビ
ン

側
）
に

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

-
・
＃

1
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

球
面

の
当

た
り

不
良

・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
球

面
間

隙
の

管
理

値
外

れ
は

、
通

常
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
・
ノ

ズ
ル

（
3
、

7
段

タ
ー

ビ
ン

側
）
の

浸
透

指
示

模
様

（
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
以

前
実

施
し

た
溶

接
箇

所
の

母
材

と
の

境
界

が
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

顕
在

化
し

た
も

の
で

、
通

常
の

点
検

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
各

部
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
・
＃

1
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

球
面

の
修

正
加

工
を

実
施

し
た

。
ノ

ズ
ル

（
3
、

7
段

タ
ー

ビ
ン

側
）
の

溶
接

補
修

を
実

施
し

た
。

a-
3

高
圧

タ
ー

ビ
ン

（
基

礎
ボ

ル
ト

）
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
中

間
軸

受
台

基
礎

部
（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

及
び

保
護

塗
装

面
に

剥
離

を
確

認
し

た
。

-
グ

ラ
ウ

ト
部

の
ひ

び
に

つ
い

て
は

剥
落

等
が

な
く
、

剥
離

に
つ

い
て

も
、

グ
ラ

ウ
ト

部
の

保
護

塗
装

面
の

み
で

あ
り

、
経

年
的

な
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。

有

保
護

塗
装

は
グ

ラ
ウ

ト
部

の
保

護
が

目
的

で
あ

る
た

め
、

構
造

強
度

に
影

響
を

与
え

る
も

の
で

は
な

い
。

グ
ラ

ウ
ト

に
つ

い
て

も
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
る

こ
と

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

基
礎

ボ
ル

ト
の

打
診

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

中
間

軸
受

台
基

礎
部

（
ソ

ー
ル

プ
レ

ー
ト

）
の

新
製

交
換

に
併

せ
て

当
該

箇
所

の
補

修
を

実
施

し
た

。

-

2
4

N
3
1
-

C
0
0
1

高
圧

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

a-
1

-

72



表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
8
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
（
全

段
）
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
跡

・
ノ

ズ
ル

ラ
ジ

ア
ル

ス
ト

リ
ッ

プ
に

損
傷

・
＃

3
、

4
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

と
ロ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
部

に
接

触
跡

・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
に

凹
み

跡
を

確
認

し
た

。

-
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
、

・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
と

ロ
ー

タ
・
ノ

ズ
ル

ラ
ジ

ア
ル

ス
ト

リ
ッ

プ
と

動
翼

・
＃

3
、

4
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

と
ロ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
部

・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
が

接
触

し
、

各
々

損
傷

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

有

・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

の
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
と

ロ
ー

タ
の

接
触

跡
・
ノ

ズ
ル

ラ
ジ

ア
ル

ス
ト

リ
ッ

プ
の

損
傷 ・
＃

3
、

4
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

と
ロ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
部

の
接

触
跡

・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
に

凹
み

跡
は

軽
微

で
あ

り
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

の
溶

接
補

修
を

実
施

し
た

。
・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
と

ロ
ー

タ
の

手
入

れ
を

実
施

し
た

。
・
ノ

ズ
ル

ラ
ジ

ア
ル

ス
ト

リ
ッ

プ
の

手
入

れ
を

実
施

し
た

。
・
＃

3
、

4
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

の
補

修
、

ロ
ー

タ
ジ

ャ
ー

ナ
ル

部
の

手
入

れ
を

実
施

し
た

。
・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
の

手
入

れ
を

実
施

し
た

。

b-
1

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

（
ス

プ
レ

ー
配

管
含

む
）
溶

接
部

に
浸

透
指

示
模

様
・
ノ

ズ
ル

（
9
、

1
2
、

1
5
段

タ
ー

ビ
ン

側
）
に

浸
透

指
示

模
様

・
ノ

ズ
ル

板
（
1
0
、

1
5
段

タ
ー

ビ
ン

側
）
に

欠
損

・
内

部
車

室
ヒ

ー
ト

バ
ッ

フ
ル

止
め

金
具

に
浸

食
を

確
認

し
た

。

-
・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

（
ス

プ
レ

ー
配

管
含

む
）

溶
接

部
の

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
及

び
線

状
指

示
模

様
）
は

、
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

・
ノ

ズ
ル

の
浸

透
指

示
模

様
（
線

状
指

示
模

様
）

は
、

以
前

実
施

し
た

溶
接

箇
所

の
母

材
と

の
境

界
が

蒸
気

に
よ

る
浸

食
等

に
よ

り
顕

在
化

し
た

も
の

で
あ

り
、

上
記

を
含

め
、

・
ノ

ズ
ル

板
の

欠
損

（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
・
内

部
車

室
ヒ

ー
ト

バ
ッ

フ
ル

止
め

金
具

の
浸

食
（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
は

、
通

常
の

点
検

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
各

部
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

（
ス

プ
レ

ー
配

管
含

む
）
溶

接
部

の
溶

接
補

修
を

実
施

し
た

。
・
ノ

ズ
ル

（
9
、

1
0
、

1
2
、

1
5
段

タ
ー

ビ
ン

側
）
の

溶
接

補
修

を
実

施
し

た
。

・
ヒ

ー
ト

バ
ッ

フ
ル

止
め

金
具

の
溶

接
補

修
を

実
施

し
た

。

2
5

A
N

3
1
-

C
0
0
2

低
圧

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

-

有

　
　

　
要

・
油

切
り

歯
先

の
取

替
・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
の

取
替

修
理

・
キ

ー
取

替
車

室
の

位
置

修
正

・
ボ

ル
ト

の
取

替
を

行
う

。

・
油

切
り

歯
先

、
廻

り
止

め
支

持
金

具
の

取
替

、
ロ

ー
タ

の
手

入
れ

を
実

施
し

た
。

・
摩

耗
の

著
し

い
9
・
1
0
・
1
1
段

動
翼

の
取

替
を

実
施

し
た

。
そ

の
他

動
翼

に
つ

い
て

は
修

正
加

工
、

手
入

れ
を

実
施

し
た

。
・
静

翼
の

溶
接

補
修

、
手

入
れ

を
実

施
し

た
。

・
内

車
／

外
車

軸
方

向
固

定
キ

ー
の

取
替

、
溶

接
修

理
を

実
施

し
た

。
・
外

部
車

室
キ

ー
の

取
替

修
理

を
実

施
し

た
。

・
外

部
車

室
キ

ー
ブ

ロ
ッ

ク
の

修
正

加
工

を
実

施
し

た
。

・
内

部
車

室
キ

ー
及

び
取

付
ボ

ル
ト

の
取

替
を

実
施

し
た

。
・
車

室
の

位
置

修
正

を
実

施
し

た
。

・
ホ

ー
ル

ド
ダ

ウ
ン

ボ
ル

ト
の

取
替

を
実

施
し

た
。

・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ガ

ー
ド

取
付

ボ
ル

ト
の

取
替

、
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ガ

ー
ド

と
ロ

ー
タ

の
手

入
れ

を
実

施
し

た
。

否
・
油

切
り

の
損

傷
・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
各

部
キ

ー
に

隙
間

、
変

形
、

か
じ

り ・
車

室
の

移
動

・
ボ

ル
ト

の
変

形
、

損
傷

が
生

じ
て

お
り

、
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
が

有
り

と
判

断
し

た
。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
・
油

切
り

歯
先

、
廻

り
止

め
支

持
金

具
に

損
傷

、
ロ

ー
タ

に
接

触
跡

を
確

認
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
高

圧
、

低
圧

Ａ
間

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

ガ
ー

ド
と

ロ
ー

タ
に

接
触

跡
・
高

圧
、

低
圧

Ａ
間

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

ガ
ー

ド
取

付
ボ

ル
ト

に
損

傷
・
9
～

1
4
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
1
5
～

1
7
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

接
触

痕 ・
内

部
車

室
／

外
部

車
室

軸
方

向
固

定
キ

ー
に

変
形

・
外

部
車

室
キ

ー
（
軸

方
向

固
定

キ
ー

、
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

）
に

隙
間

、
変

形 ・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

に
変

形
・
内

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

に
隙

間
、

か
じ

り
・
内

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

取
付

ボ
ル

ト
に

変
形

・
車

室
の

移
動

・
内

部
車

室
、

外
部

車
室

ホ
ー

ル
ド

ダ
ウ

ン
ボ

ル
ト

に
変

形
を

確
認

し
た

。

-
当

該
箇

所
に

つ
い

て
は

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
、

・
ロ

ー
タ

が
油

切
り

に
接

触
・
ロ

ー
タ

が
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ガ

ー
ド

に
接

触
・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
が

接
触

・
各

部
キ

ー
に

隙
間

、
変

形
、

か
じ

り
・
車

室
に

移
動

・
ボ

ル
ト

に
変

形
、

損
傷

が
生

じ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

a-
1
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
9
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
・
油

切
り

歯
先

に
損

傷
、

ロ
ー

タ
に

接
触

跡 を
確

認
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
9
～

1
4
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
1
5
～

1
7
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

接
触

痕 ・
内

部
車

室
／

外
部

車
室

軸
方

向
固

定
キ

ー
に

変
形

、
か

じ
り

・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

に
隙

間
・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

に
変

形
・
車

室
の

移
動

を
確

認
し

た
。

-
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
、

・
ロ

ー
タ

が
油

切
り

に
接

触
・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
が

接
触

・
各

部
キ

ー
に

隙
間

、
変

形
、

か
じ

り
・
車

室
に

移
動

が
生

じ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

有

・
油

切
り

の
損

傷
・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
各

部
キ

ー
に

隙
間

、
変

形
、

か
じ

り
、

・
車

室
の

移
動

が
生

じ
て

お
り

、
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
が

有
り

と
判

断
し

た
。

否
　

　
　

要
・
油

切
り

歯
先

の
取

替
・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
の

取
替

修
理

・
キ

ー
の

取
替 ・
車

室
の

位
置

修
正

を
行

う
。

・
油

切
り

歯
先

の
取

替
、

ロ
ー

タ
の

手
入

れ
を

実
施

し
た

。
・
摩

耗
の

著
し

い
9
、

1
0
、

1
1
段

動
翼

の
取

替
、

そ
の

他
動

翼
に

つ
い

て
は

修
正

加
工

、
手

入
れ

を
実

施
し

た
。

・
静

翼
の

溶
接

補
修

、
手

入
れ

を
実

施
し

た
。

・
内

車
／

外
車

軸
方

向
固

定
キ

ー
の

取
替

、
溶

接
修

理
を

実
施

し
た

。
・
外

部
車

室
キ

ー
の

取
替

修
理

を
実

施
し

た
。

・
外

部
車

室
キ

ー
ブ

ロ
ッ

ク
の

修
正

加
工

を
実

施
し

た
。

・
車

室
の

位
置

修
正

を
実

施
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
（
全

段
）
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
跡

・
＃

5
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

と
ロ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
部

に
接

触
跡

・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
に

凹
み

跡
を

確
認

し
た

。

-
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
、

・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
と

ロ
ー

タ
・
＃

5
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

と
ロ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
部 ・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
が

接
触

し
、

各
々

損
傷

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

有

・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

の
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
と

ロ
ー

タ
の

接
触

跡
・
＃

5
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

と
ロ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
部

の
接

触
跡

・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
に

凹
み

跡
は

軽
微

で
あ

り
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

の
溶

接
補

修
を

実
施

し
た

。
・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
と

ロ
ー

タ
の

手
入

れ
を

実
施

し
た

。
・
＃

5
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

の
補

修
、

ロ
ー

タ
ジ

ャ
ー

ナ
ル

部
の

手
入

れ
を

実
施

し
た

。
・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
の

手
入

れ
を

実
施

し
た

。

b-
1

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

・
ノ

ズ
ル

（
1
3
段

タ
ー

ビ
ン

側
、

1
6
段

発
電

機
側

）
に

浸
透

指
示

模
様

・
ノ

ズ
ル

板
（
1
1
段

タ
ー

ビ
ン

側
）
に

欠
損

・
内

部
車

室
ヒ

ー
ト

バ
ッ

フ
ル

止
め

金
具

に
浸

食
・
内

部
車

室
ジ

ョ
イ

ン
ト

シ
ー

ル
ド

板
ス

プ
リ

ン
グ

ワ
ッ

シ
ャ

ー
に

へ
た

り
を

確
認

し
た

。

-
・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

溶
接

部
の

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
及

び
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

・
ノ

ズ
ル

の
浸

透
指

示
模

様
（
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
以

前
実

施
し

た
溶

接
箇

所
の

母
材

と
の

境
界

が
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

顕
在

化
し

た
も

の
で

あ
り

、
上

記
を

含
め

、
・
ノ

ズ
ル

板
の

欠
損

（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
・
内

部
車

室
ヒ

ー
ト

バ
ッ

フ
ル

止
め

金
具

の
浸

食
（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
・
内

部
車

室
ジ

ョ
イ

ン
ト

シ
ー

ル
ド

板
ス

プ
リ

ン
グ

ワ
ッ

シ
ャ

ー
の

へ
た

り

は
、

通
常

の
点

検
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

溶
接

部
の

溶
接

補
修

を
実

施
し

た
。

・
ノ

ズ
ル

（
1
1
、

1
3
段

タ
ー

ビ
ン

側
、

1
6
段

発
電

機
側

）
の

溶
接

補
修

を
実

施
し

た
。

・
ヒ

ー
ト

バ
ッ

フ
ル

止
め

金
具

の
溶

接
補

修
を

実
施

し
た

。
・
内

部
車

室
ジ

ョ
イ

ン
ト

シ
ー

ル
ド

板
ス

プ
リ

ン
グ

ワ
ッ

シ
ャ

ー
の

取
替

を
実

施
し

た
。

-

2
6

B
N

3
1
-

C
0
0
2

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

低
圧

タ
ー

ビ
ン

a-
1
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
1
0
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
・
油

切
り

歯
先

に
損

傷
、

ロ
ー

タ
に

接
触

跡 を
確

認
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
内

部
車

室
／

外
部

車
室

軸
方

向
固

定
キ

ー
に

変
形

・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

に
隙

間
、

変
形

・
車

室
の

移
動

を
確

認
し

た
。

-
当

該
箇

所
に

つ
い

て
は

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
、

・
ロ

ー
タ

が
油

切
り

に
接

触
・
各

部
キ

ー
に

隙
間

、
変

形
・
車

室
に

移
動

が
生

じ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

有

・
油

切
り

の
損

傷
・
各

部
キ

ー
に

隙
間

、
変

形
・
車

室
の

移
動

が
生

じ
て

お
り

、
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
が

有
り

と
判

断
し

た
。

否
　

　
　

要
・
油

切
り

歯
先

の
取

替
・
キ

ー
の

取
替 ・
車

室
の

位
置

修
正

を
行

う
。

・
油

切
り

歯
先

の
取

替
、

ロ
ー

タ
の

手
入

れ
を

実
施

し
た

。
・
内

車
／

外
車

軸
方

向
固

定
キ

ー
の

取
替

、
溶

接
修

理
を

実
施

し
た

。
・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

の
取

替
修

理
を

実
施

し
た

。
・
車

室
の

位
置

修
正

を
実

施
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
9
～

1
1
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
1
2
～

1
6
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

接
触

痕 ・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
全

段
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
跡

を
確

認
し

た
。

-
当

該
箇

所
に

つ
い

て
は

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
、

・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
と

ロ
ー

タ
が

接
触

し
、

各
々

損
傷

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

有

・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
の

摩
耗

、
接

触
痕 ・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

の
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
と

ロ
ー

タ
の

接
触

跡
は

軽
微

で
あ

り
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

・
9
～

1
6
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
の

修
正

加
工

、
手

入
れ

を
実

施
し

た
。

・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

の
溶

接
補

修
を

実
施

し
た

。
・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
と

ロ
ー

タ
の

手
入

れ
を

実
施

し
た

。

b-
1

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

（
ス

プ
レ

ー
配

管
含

む
）
溶

接
部

に
浸

透
指

示
模

様
・
ノ

ズ
ル

（
1
7
段

タ
ー

ビ
ン

側
、

1
3
段

発
電

機
側

）
に

浸
透

指
示

模
様

・
ノ

ズ
ル

締
付

け
ボ

ル
ト

1
本

に
浸

食
を

確
認

し
た

。

-
・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

（
ス

プ
レ

ー
配

管
含

む
）

溶
接

部
の

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
及

び
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

・
ノ

ズ
ル

の
浸

透
指

示
模

様
（
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
以

前
実

施
し

た
溶

接
箇

所
の

母
材

と
の

境
界

が
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

顕
在

化
し

た
も

の
で

あ
り

、
上

記
を

含
め

・
ノ

ズ
ル

締
付

け
ボ

ル
ト

の
浸

食
（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
は

、
通

常
の

点
検

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
ま

た
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

（
ス

プ
レ

ー
配

管
含

む
）
溶

接
部

の
溶

接
補

修
を

実
施

し
た

。
・

・
ノ

ズ
ル

（
1
7
段

タ
ー

ビ
ン

側
、

1
3
段

発
電

機
側

）
の

溶
接

補
修

を
実

施
し

た
。

・
ノ

ズ
ル

締
付

け
ボ

ル
ト

の
取

替
を

実
施

し
た

。

2
8

b-
1

調
速

装
置

及
び

非
常

調
速

の
種

類

非
常

調
速

装
置

-
-

-
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
非

常
ト

リ
ッ

プ
装

置
ト

リ
ッ

プ
心

棒
に

摩
耗

を
確

認
し

た
。

-
定

例
的

に
行

う
作

動
試

験
に

よ
り

ト
リ

ッ
プ

心
棒

が
摩

耗
し

た
も

の
で

あ
り

、
過

去
に

も
確

認
さ

れ
て

い
る

事
象

で
あ

る
こ

と
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
ト

リ
ッ

プ
心

棒
の

取
替

を
実

施
し

た
。

-

2
7

N
3
1
-

C
0
0
2

低
圧

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

C

a-
1
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
1
1
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

（
1
5
）
発

電
機

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
以

下
の

異
常

を
確

認
し

た
。

＜
軸

受
廻

り
詳

細
点

検
＞

・
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

と
軸

受
廻

り
部

品
の

接
触

に
よ

る
、

シ
ー

ル
ケ

ー
シ

ン
グ

、
内

側
、

外
側

の
各

油
切

り
歯

部
の

変
形

を
確

認
し

た
。

-
回

転
子

が
揺

れ
た

た
め

に
軸

受
廻

り
部

品
と

接
触

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
あ

る
と

判
断

し
た

。

有

主
要

構
成

品
の

大
き

な
損

傷
に

は
至

っ
て

お
ら

ず
、

機
能

維
持

に
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

変
形

が
確

認
さ

れ
た

各
油

切
り

の
歯

部
に

つ
い

て
、

交
換

を
実

施
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
以

下
の

異
常

を
確

認
し

た
。

＜
ブ

ラ
シ

ホ
ル

ダ
ー

廻
り

詳
細

点
検

＞
・
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

と
コ

レ
ク

タ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

内
の

ブ
ラ

シ
ホ

ル
ダ

ー
の

接
触

に
よ

る
、

リ
テ

ー
ナ

ー
の

摩
耗

、
変

形
及

び
コ

レ
ク

タ
リ

ン
グ

の
接

触
痕

と
摩

耗
を

確
認

し
た

。
・
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

と
コ

レ
ク

タ
カ

バ
ー

防
風

板
の

接
触

に
よ

る
、

防
風

板
位

置
ず

れ
及

び
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

の
接

触
痕

を
確

認
し

た
。

-
回

転
子

が
揺

れ
た

た
め

に
ブ

ラ
シ

ホ
ル

ダ
ー

廻
り

部
品

と
接

触
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

有

主
要

構
成

品
の

大
き

な
損

傷
に

は
至

っ
て

お
ら

ず
、

機
能

維
持

に
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

損
傷

等
を

受
け

た
各

部
に

つ
い

て
は

、
交

換
や

補
修

等
の

修
理

を
実

施
予

定
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
以

下
の

異
常

を
確

認
し

た
。

＜
キ

ー
部

、
基

礎
ボ

ル
ト

詳
細

点
検

＞
・
脚

板
ラ

イ
ナ

ー
の

は
み

出
し

を
確

認
し

た
。

・
セ

ン
タ

ー
キ

ー
部

の
変

形
を

確
認

し
た

。
・
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
キ

ー
ボ

ル
ト

の
緩

み
を

確
認

し
た

。

-
発

電
機

フ
レ

ー
ム

が
揺

れ
た

た
め

に
ラ

イ
ナ

ー
の

は
み

出
し

等
が

発
生

し
た

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
あ

る
と

判
断

し
た

。

有

主
要

構
成

品
の

大
き

な
損

傷
に

は
至

っ
て

お
ら

ず
、

機
能

維
持

に
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

損
傷

等
を

受
け

た
各

部
に

つ
い

て
は

、
交

換
や

補
修

等
の

修
理

を
実

施
予

定
。

b-
1

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
以

下
の

異
常

を
確

認
し

た
。

＜
固

定
子

本
格

点
検

＞
・
発

電
機

内
ド

レ
ン

警
報

器
に

水
を

確
認

し
た

。

-
発

電
機

機
内

は
水

素
、

固
定

子
巻

線
は

水
に

よ
り

冷
却

し
て

い
る

が
、

地
震

前
よ

り
、

固
定

子
巻

線
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

発
電

機
機

内
側

か
ら

固
定

子
冷

却
水

側
へ

の
水

素
漏

え
い

傾
向

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
運

転
中

は
固

定
子

冷
却

水
圧

力
よ

り
も

発
電

機
機

内
圧

力
の

方
が

高
い

が
、

停
止

後
に

水
素

を
空

気
に

置
換

す
る

際
は

固
定

子
冷

却
水

圧
力

の
方

が
高

く
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

地
震

後
の

停
止

時
に

水
素

を
空

気
へ

置
換

を
行

っ
た

際
に

、
固

定
子

巻
線

の
ピ

ン
ホ

ー
ル

を
介

し
て

固
定

子
冷

却
水

が
発

電
機

機
内

側
の

ド
レ

ン
警

報
器

へ
混

入
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
ド

レ
ン

警
報

器
内

の
水

抜
き

及
び

、
予

め
設

定
し

た
修

理
計

画
に

基
づ

き
固

定
子

コ
イ

ル
の

修
理

を
実

施
し

た
。

（
1
6
）
再

循
環

ポ
ン

プ

3
0

検
討

中

Ａ
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ポ

ン
プ

ケ
ー

シ
ン

グ
ラ

グ
に

設
置

さ
れ

て
い

る
球

面
軸

受
の

外
輪

に
ズ

レ
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
詳

細
目

視
確

認
）
を

実
施

中
で

あ
る

。

追
加

点
検

結
果

に
よ

り
、

地
震

影
響

の
評

価
を

実
施

す
る

。

検
討

中

追
加

点
検

結
果

確
認

後
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
を

評
価

す
る

予
定

。

検
討 中

検
討

中
検

討
中

3
1

検
討

中

Ｂ
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ポ

ン
プ

ケ
ー

シ
ン

グ
ラ

グ
に

設
置

さ
れ

て
い

る
球

面
軸

受
の

外
輪

に
ズ

レ
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
詳

細
目

視
確

認
）
を

実
施

中
で

あ
る

。

追
加

点
検

結
果

に
よ

り
、

地
震

影
響

の
評

価
を

実
施

す
る

。

検
討

中

追
加

点
検

結
果

確
認

後
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
を

評
価

す
る

予
定

。

検
討 中

検
討

中
検

討
中

-
発

電
機

本
体

-
発

電
機

-

2
9

a-
1

B
3
1
-

C
0
0
1

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

（
支

持
構

造
物

）

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

76



表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
1
2
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

（
1
7
）
燃

料
取

替
機

3
2

b-
2

燃
料

取
扱

装
置

燃
料

取
替

機
F
1
5
-

E
0
0
1

-
-

基
本

点
検

（
作

動
試

験
）
の

結
果

、
ブ

リ
ッ

ジ
走

行
用

電
動

機
軸

封
部

ド
レ

ン
穴

よ
り

、
減

速
機

の
潤

滑
油

が
電

動
機

基
礎

上
に

滴
下

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
軸

封
部

お
よ

び
オ

イ
ル

シ
ー

ル
の

シ
ー

ル
面

に
損

傷
等

の
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

良

目
視

点
検

で
は

電
動

機
外

観
上

に
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

、
お

よ
び

油
の

滴
下

痕
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

、
分

解
点

検
の

結
果

、
軸

封
部

お
よ

び
オ

イ
ル

シ
ー

ル
の

シ
ー

ル
面

に
損

傷
等

の
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
オ

イ
ル

シ
ー

ル
部

の
ゴ

ミ
噛

み
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
軸

封
部

の
オ

イ
ル

シ
ー

ル
を

交
換

し
、

確
認

運
転

に
て

軸
封

部
か

ら
の

油
漏

れ
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

（
1
8
）
ク

レ
-
ン

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
、

ト
ロ

リ
部

ケ
ー

ブ
ル

ベ
ア

の
脱

輪
を

確
認

し
た

。

良

地
震

に
よ

り
ケ

ー
ブ

ル
ベ

ア
が

揺
れ

て
、

レ
ー

ル
よ

り
車

輪
が

脱
輪

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

有

走
行

レ
ー

ル
及

び
ケ

ー
ブ

ル
ベ

ア
自

体
に

変
形

等
の

損
傷

は
な

い
が

、
ケ

ー
ブ

ル
ベ

ア
が

レ
-
ル

か
ら

脱
輪

し
た

状
態

で
ク

レ
-
ン

の
移

動
は

で
き

な
い

た
め

、
機

能
維

持
に

影
響

が
あ

る
と

判
断

し
た

。

否
　

　
　

要
ケ

-
ブ

ル
ベ

ア
を

レ
-
ル

上
に

復
旧

し
た

。

ケ
ー

ブ
ル

ベ
ア

の
復

旧
完

了
後

、
作

動
試

験
に

お
い

て
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

b-
1

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
、

・
北

側
照

明
銘

板
リ

ベ
ッ

ト
の

外
れ

・
南

側
走

行
レ

ー
ル

踏
み

面
に

錆
を

確
認

し
た

。

良

・
北

側
照

明
銘

板
リ

ベ
ッ

ト
の

外
れ

に
つ

い
て

は
、

リ
ベ

ッ
ト

取
付

け
部

に
錆

が
確

認
さ

れ
て

い
る

た
め

、
錆

び
に

よ
り

リ
ベ

ッ
ト

が
外

れ
た

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
・
南

側
走

行
レ

ー
ル

の
錆

に
つ

い
て

は
、

発
錆

箇
所

は
開

放
さ

れ
た

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
に

隣
接

し
て

い
る

こ
と

か
ら

雨
水

の
浸

入
が

原
因

で
あ

る
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
・
照

明
銘

板
の

取
付

け
・
レ

ー
ル

錆
の

除
去

・
手

入
れ

後
、

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
、

・
北

側
走

行
用

ベ
ア

リ
ン

グ
ケ

ー
ス

カ
バ

ー
上

部
（
給

油
口

付
近

）
に

割
れ

・
ケ

ー
ブ

ル
ボ

ッ
ク

ス
ゴ

ム
カ

バ
ー

の
破

れ ・
北

側
照

明
用

固
定

ボ
ル

ト
ナ

ッ
ト

に
緩

み ・
走

行
用

リ
ミ

ッ
タ

ー
ア

ン
グ

ル
ボ

ル
ト

ナ
ッ

ト
に

緩
み

・
運

転
席

後
方

ア
ク

リ
ル

板
の

割
れ

を
確

認
し

た
。

-
・
北

側
走

行
用

ベ
ア

リ
ン

グ
ケ

ー
ス

カ
バ

ー
の

交
換

し
、

作
動

試
験

に
お

い
て

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

・
ケ

ー
ブ

ル
ボ

ッ
ク

ス
ゴ

ム
カ

バ
ー

の
交

換
を

実
施

し
た

。
・
照

明
固

定
ボ

ル
ト

ナ
ッ

ト
の

締
め

付
け

を
実

施
し

た
。

・
走

行
用

リ
ミ

ッ
タ

ー
ア

ン
グ

ル
ボ

ル
ト

ナ
ッ

ト
の

締
め

付
け

を
実

施
し

た
。

・
運

転
席

後
方

ア
ク

リ
ル

板
の

交
換

を
実

施
し

た
。

・
北

側
走

行
用

ベ
ア

リ
ン

グ
ケ

-
ス

カ
バ

-
は

ク
レ

ー
ン

の
構

造
・
強

度
部

材
で

は
な

い
こ

と
、

ベ
ア

リ
ン

グ
の

異
常

、
ケ

ー
ス

カ
バ

ー
か

ら
の

グ
リ

ス
漏

れ
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

・
ケ

ー
ブ

ル
ボ

ッ
ク

ス
ゴ

ム
カ

バ
-
の

破
れ

に
つ

い
て

は
、

カ
バ

ー
の

破
れ

は
部

分
的

で
あ

り
、

ケ
ー

ブ
ル

の
機

能
に

影
響

を
与

え
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

・
照

明
固

定
ボ

ル
ト

ナ
ッ

ト
の

緩
み

に
つ

い
て

は
ボ

ル
ト

、
ナ

ッ
ト

の
緩

み
が

照
明

の
落

下
に

至
る

よ
う

な
も

の
で

は
な

か
っ

た
こ

と
・
走

行
用

リ
ミ

ッ
タ

ー
ア

ン
グ

ル
ボ

ル
ト

ナ
ッ

ト
緩

み
に

つ
い

て
は

ボ
ル

ト
、

ナ
ッ

ト
走

行
リ

ミ
ッ

タ
-
機

能
に

影
響

が
無

か
っ

た
こ

と
・
運

転
席

後
方

ア
ク

リ
ル

板
の

割
れ

に
つ

い
て

は
、

ア
ク

リ
ル

板
が

運
転

席
の

保
護

の
た

め
に

あ
り

、
ア

ク
リ

ル
板

の
割

れ
が

ク
レ

-
ン

の
機

能
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

こ
と

か
ら

、
ク

レ
-
ン

へ
の

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に

影
響

は
無

い
と

判
断

し
た

。

良
・
北

側
走

行
用

ベ
ア

リ
ン

グ
ケ

ー
ス

カ
バ

ー
上

部
（
給

油
口

付
近

）
の

割
れ

に
つ

い
て

は
、

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

過
大

な
荷

重
が

加
わ

り
割

れ
が

発
生

し
た

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

こ
と

・
ケ

ー
ブ

ル
ボ

ッ
ク

ス
ゴ

ム
カ

バ
ー

の
破

れ
に

つ
い

て
は

、
地

震
に

よ
り

ケ
ー

ブ
ル

が
揺

れ
カ

バ
ー

が
破

れ
た

可
能

性
が

あ
る

こ
と

・
北

側
照

明
用

固
定

ボ
ル

ト
ナ

ッ
ト

の
緩

み
に

つ
い

て
は

、
地

震
に

よ
り

照
明

が
振

動
し

、
ボ

ル
ト

が
緩

ん
だ

可
能

性
が

あ
る

こ
と

・
走

行
用

リ
ミ

ッ
タ

ー
ア

ン
グ

ル
ボ

ル
ト

ナ
ッ

ト
の

緩
み

に
つ

い
て

は
、

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

リ
ミ

ッ
タ

ー
ア

ン
グ

ル
材

が
振

動
し

、
ボ

ル
ト

が
緩

ん
だ

可
能

性
が

あ
る

こ
と

・
運

転
席

後
方

ア
ク

リ
ル

板
の

割
れ

に
つ

い
て

は
、

地
震

前
に

は
割

れ
が

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
ア

ク
リ

ル
板

が
割

れ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。

良

-

有

燃
料

取
扱

装
置

U
3
1
-

E
0
0
1

原
子

炉
建

屋
ク

レ
ー

ン

3
3

-

a-
1
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
1
3
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

（
2
0
）
炉

内
構

造
物

3
4

b-
4

原
子

炉
圧

力
容

器
内

部
構

造
物

蒸
気

乾
燥

器
①

蒸
気

乾
燥

器
ユ

ニ
ッ

ト
②

蒸
気

乾
燥

器
ハ

ウ
ジ

ン
グ

-
-

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
、

蒸
気

乾
燥

器
の

据
付

用
ガ

イ
ド

近
傍

で
打

痕
及

び
変

形
が

確
認

さ
れ

た
。

-
蒸

気
乾

燥
器

は
炉

内
に

固
定

さ
れ

る
構

造
に

な
っ

て
お

り
、

地
震

発
生

後
に

蒸
気

乾
燥

器
が

正
規

の
位

置
か

ら
動

い
た

形
跡

が
な

い
こ

と
、

据
付

部
周

辺
の

炉
内

構
造

物
に

変
形

等
の

損
傷

は
な

く
健

全
で

あ
る

こ
と

か
ら

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
  
打

痕
お

よ
び

変
形

は
、

地
震

前
の

定
期

検
査

時
に

蒸
気

乾
燥

器
を

原
子

炉
内

へ
据

え
付

け
る

際
に

、
位

置
決

め
が

完
全

に
な

さ
れ

な
い

状
態

で
吊

り
下

げ
て

し
ま

い
案

内
棒

上
面

に
乗

り
上

げ
た

こ
と

が
発

生
原

因
と

考
え

ら
れ

る
。

無

-
-

-
構

造
強

度
・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
蒸

気
乾

燥
器

変
形

部
に

つ
い

て
今

後
バ

リ
取

り
等

の
処

置
を

行
い

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

3
5

b-
4

原
子

炉
圧

力
容

器
内

部
構

造
物

シ
ュ

ラ
ウ

ド
ヘ

ッ
ド

-
-

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
、

シ
ュ

ラ
ウ

ド
ヘ

ッ
ド

の
据

付
用

ガ
イ

ド
近

傍
で

打
痕

が
確

認
さ

れ
た

。

-
シ

ュ
ラ

ウ
ド

ヘ
ッ

ド
は

炉
内

に
固

定
さ

れ
る

構
造

に
な

っ
て

お
り

、
地

震
発

生
後

に
シ

ュ
ラ

ウ
ド

ヘ
ッ

ド
が

正
規

の
位

置
か

ら
動

い
た

形
跡

が
な

い
こ

と
、

据
付

部
周

辺
の

炉
内

構
造

物
に

変
形

等
の

損
傷

は
な

く
健

全
で

あ
る

こ
と

か
ら

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
  
打

痕
は

、
地

震
前

の
定

期
検

査
時

に
シ

ュ
ラ

ウ
ド

ヘ
ッ

ド
を

原
子

炉
内

へ
据

え
付

け
る

際
に

、
位

置
決

め
が

完
全

に
な

さ
れ

な
い

状
態

で
吊

り
下

げ
て

し
ま

い
案

内
棒

上
面

に
乗

り
上

げ
た

こ
と

が
発

生
原

因
と

考
え

ら
れ

る
。

無

-
-

-
構

造
強

度
・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

（
2
1
）
配

管

3
6

a-
4

ほ
う

酸
水

注
入

系
主

配
管

2
-

-
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
、

配
管

保
温

材
に

変
形

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
詳

細
目

視
点

検
）
の

結
果

、
保

温
材

下
の

配
管

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

良

地
震

に
よ

り
固

定
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
キ

ャ
ス

タ
ー

付
き

仮
置

保
管

物
品

が
動

い
て

配
管

保
温

材
に

接
触

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

有

配
管

に
つ

い
て

保
温

材
を

取
り

外
し

て
目

視
点

検
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

た
め

機
能

維
持

へ
の

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

保
温

材
の

交
換

、
及

び
室

内
の

仮
置

保
管

物
品

の
固

定
、

当
該

配
管

自
体

を
金

属
製

保
護

柵
に

て
囲

む
対

策
を

実
施

し
た

。

3
7

b-
2

廃
棄

物
処

理
設

備
圧

力
抑

制
室

プ
ー

ル
水

排
水

系

主
配

管
-

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
配

管
か

ら
の

漏
え

い
、

お
よ

び
漏

え
い

痕
を

確
認

し
た

。
基

本
点

検
（
漏

え
い

確
認

）
の

結
果

、
当

該
配

管
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

9
箇

所
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
当

該
配

管
は

、
高

濃
度

の
塩

素
を

含
む

1
号

機
原

子
炉

複
合

建
屋

地
下

5
階

へ
の

流
入

水
を

圧
力

抑
制

室
プ

ー
ル

水
排

水
系

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

へ
移

送
し

た
際

に
、

3
号

機
側

の
配

管
に

も
流

入
し

た
こ

と
に

よ
る

、
塩

素
に

よ
る

腐
食

で
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

ピ
ン

ホ
ー

ル
以

外
の

異
常

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

地
震

の
影

響
で

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
ピ

ン
ホ

ー
ル

が
確

認
さ

れ
た

箇
所

を
含

め
配

管
の

取
替

を
実

施
し

た
。
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
1
4
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

3
8

a-
1

補
給

水
系

主
配

管
4
（
支

持
構

造
物

）
-

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
当

該
配

管
サ

ポ
ー

ト
上

の
Ｕ

ボ
ル

ト
が

変
形

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
詳

細
目

視
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
異

常
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

-
当

該
配

管
は

、
純

水
補

給
水

系
で

あ
り

、
大

き
な

熱
変

位
や

振
動

が
発

生
す

る
系

統
で

は
な

く
、

地
震

に
よ

り
ダ

ク
ト

に
変

位
が

生
じ

て
い

る
箇

所
で

あ
っ

た
た

め
、

地
震

の
影

響
で

Ｕ
ボ

ル
ト

が
変

形
し

た
も

の
と

判
断

し
た

。
有

Ｕ
ボ

ル
ト

は
、

固
定

ボ
ル

ト
の

付
近

で
わ

ず
か

に
変

形
し

て
い

た
が

、
詳

細
目

視
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

に
お

い
て

異
常

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

ま
た

当
該

配
管

に
変

形
等

の
損

傷
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
た

め
、

機
能

に
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

良
-

Ｕ
ボ

ル
ト

の
交

換
を

実
施

予
定

。

3
9

b-
1

復
水

給
水

系
主

配
管

4
-

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
復

水
給

水
系

配
管

の
ラ

グ
部

に
レ

ス
ト

レ
イ

ン
ト

と
の

擦
れ

跡
を

確
認

し
た

。

-
レ

ス
ト

レ
イ

ン
ト

と
の

擦
れ

跡
は

、
塗

装
面

の
剥

が
れ

で
あ

り
、

配
管

の
熱

移
動

方
向

と
一

致
し

て
い

る
。

ま
た

、
レ

ス
ト

レ
イ

ン
ト

に
近

接
す

る
同

ラ
イ

ン
に

取
付

け
ら

れ
た

オ
イ

ル
ス

ナ
ッ

バ
に

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

運
転

、
停

止
時

に
熱

移
動

し
た

際
に

レ
ス

ト
レ

イ
ン

ト
と

擦
れ

て
発

生
し

た
移

動
痕

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
塗

装
面

の
剥

が
れ

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

継
続

使
用

す
る

。

S
N

O
-

M
S
3
0
1
-

S
4
8

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

よ
り

油
の

滴
下

を
確

認
し

た
。

-
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

本
体

等
に

変
形

等
の

損
傷

が
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

継
手

部
の

オ
イ

ル
シ

ー
ル

が
経

年
劣

化
し

に
じ

み
出

た
油

が
給

油
管

を
伝

っ
て

、
僅

か
に

垂
れ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

も
の

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
各

部
の

手
入

れ
、

当
該

の
オ

イ
ル

シ
ー

ル
の

交
換

を
実

施
し

た
。

M
S
3
0
1
-

M
0
5
C

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
低

速
走

行
試

験
）
の

結
果

、
メ

カ
ニ

カ
ル

ス
ナ

ッ
バ

動
作

不
良

を
確

認
し

た
。

-
動

作
不

良
の

原
因

は
グ

リ
ー

ス
の

劣
化

に
よ

る
部

品
（
ボ

ー
ル

ネ
ジ

）
の

固
着

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

等
が

な
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
各

部
の

手
入

れ
、

グ
リ

ー
ス

の
交

換
を

実
施

し
た

。

4
1

b-
4

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系
廃

ス
ラ

ッ
ジ

系

主
配

管
（
支

持
構

造
物

）
-

-
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

に
て

浸
透

探
傷

試
験

を
実

施
し

た
結

果
、

サ
ポ

ー
ト

溶
接

部
に

、
線

状
指

示
模

様
を

確
認

し
た

。

-
浸

透
探

傷
試

験
の

結
果

、
当

該
指

示
模

様
以

外
に

異
常

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

配
管

・
サ

ポ
ー

ト
・
Ｕ

ボ
ル

ト
に

変
形

・
移

動
痕

も
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
当

該
指

示
模

様
は

、
溶

接
部

端
部

に
生

じ
た

ク
レ

ー
タ

割
れ

（
溶

接
部

の
高

温
割

れ
で

あ
り

、
凝

固
時

の
収

縮
歪

に
よ

る
引

張
応

力
に

よ
り

開
口

す
る

）
で

あ
り

、
溶

接
施

工
不

良
に

伴
う

事
象

で
あ

る
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
溶

接
補

修
を

実
施

予
定

。

4
2

検
討

中

補
助

ボ
イ

ラ
ー

に
附

属
す

る
管

外
径

1
5
0
m

m
以

上
の

管

主
配

管
1

（
支

持
構

造
物

）
Ｘ

1
1
0
-

1
7
0
-
0
2

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
配

管
サ

ポ
ー

ト
ク

ラ
ン

プ
と

サ
ポ

ー
ト

鋼
材

に
接

触
に

よ
る

変
形

が
確

認
さ

れ
た

。
追

加
点

検
（
浸

透
探

傷
試

験
）
の

実
施

を
予

定
し

て
い

る
。

-
地

震
の

影
響

に
よ

り
、

配
管

サ
ポ

ー
ト

ク
ラ

ン
プ

と
サ

ポ
ー

ト
鋼

材
が

接
触

し
、

変
形

が
生

じ
た

と
判

断
し

た
。

有
配

管
お

よ
び

配
管

サ
ポ

ー
ト

の
機

能
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
追

加
点

検
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

検
討

中
検

討
中

検
討

中

-
主

蒸
気

系
主

配
管

2
（
支

持
構

造
物

）
-

4
0

b-
1
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
1
5
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

（
2
2
）
燃

料
ラ

ッ
ク

類

4
3

検
討

中

燃
料

貯
蔵

設
備

新
燃

料
貯

蔵
設

備
（
基

礎
ボ

ル
ト

）
-

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

（
全

9
2
本

）
の

う
ち

、
6
本

に
緩

み
を

確
認

し
た

。
基

本
点

検
（
打

診
試

験
）
の

結
果

、
緩

み
が

確
認

さ
れ

た
基

礎
ボ

ル
ト

6
本

に
緩

み
に

起
因

す
る

と
み

ら
れ

る
打

音
が

確
認

さ
れ

た
。

追
加

点
検

（
浸

透
探

傷
試

験
）
の

結
果

、
浸

透
指

示
模

様
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
（
抜

き
取

り
の

際
に

か
じ

り
が

確
認

さ
れ

表
面

が
荒

れ
た

2
本

を
除

く
4

本
の

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
実

施
）

-
追

加
点

検
（
浸

透
探

傷
試

験
）
の

結
果

を
確

認
後

、
損

傷
原

因
の

検
討

を
実

施
す

る
。

検
討

中

検
討

中
検

討 中
検

討
中

検
討

中

（
2
3
）
熱

交
換

器

4
4

b-
1

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

蒸
化

器
N

3
3
-

B
0
0
1

-
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
内

部
構

造
物

溶
接

部
に

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

-
浸

透
指

示
模

様
（
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

、
損

傷
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
内

部
構

造
物

溶
接

部
の

溶
接

補
修

を
実

施
す

る
。

4
5

b-
1

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

復
水

器
N

3
3
-

B
0
0
2

-
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
水

室
内

部
溶

接
線

に
浸

食
を

確
認

し
た

。

-
浸

食
に

つ
い

て
は

、
通

常
の

点
検

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
事

象
で

あ
り

、
ま

た
、

各
部

に
変

形
等

が
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
水

室
内

部
溶

接
線

の
溶

接
補

修
を

実
施

す
る

。

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

に
附

属
す

る
熱

交
換

器
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
1
6
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

（
2
4
）
復

水
器

、
給

水
加

熱
器

、
湿

分
分

離
器

検
討

中

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
器

内
補

強
管

2
本

の
溶

接
部

に
割

れ
を

確
認

し
た

。

-
損

傷
原

因
に

つ
い

て
は

、
現

在
調

査
中

で
あ

る
。

検
討

中

評
価

に
つ

い
て

は
、

現
在

検
討

中
で

あ
る

。
検

討 中
検

討
中

検
討

中

ラ
ギ

ン
グ

の
凹

み
は

軽
微

で
あ

る
こ

と
、

ラ
ギ

ン
グ

は
浸

食
防

止
機

能
を

目
的

と
す

る
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
（
バ

ウ
ン

ダ
リ

ー
機

能
）
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

ラ
ギ

ン
グ

の
手

入
れ

を
実

施
す

る
。

整
流

板
は

伸
縮

継
手

に
直

接
蒸

気
が

当
た

る
の

を
防

ぐ
た

め
保

護
用

で
取

付
け

ら
れ

て
お

り
、

本
事

象
の

ず
れ

は
直

接
機

能
に

影
響

す
る

も
の

で
は

な
い

た
め

、
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

上
部

伸
縮

継
手

整
流

板
の

手
入

れ
を

実
施

す
る

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
器

内
補

強
管

に
浸

食
・
器

内
管

台
ス

リ
ー

ブ
に

浸
食

・
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

に
緩

み
を

確
認

し
た

。

-
・
器

内
補

強
管

の
浸

食
に

つ
い

て
は

通
常

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
蒸

気
に

よ
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
・
器

内
管

台
ス

リ
ー

ブ
の

浸
食

に
つ

い
て

は
蒸

気
に

よ
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
浸

食
以

外
に

変
形

等
の

損
傷

が
無

い
こ

と
・
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

に
緩

み
に

つ
い

て
は

、
運

転
中

の
熱

変
動

に
よ

り
締

付
け

力
が

低
減

し
た

こ
と

が
原

因
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
、

ボ
ル

ト
及

び
散

水
箱

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
・
補

強
管

の
交

換
を

実
施

し
た

。
・
管

台
ス

リ
ー

ブ
の

溶
接

補
修

を
実

施
す

る
。

・
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

の
締

付
け

を
実

施
す

る
。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
全

数
(1

2
個

）
が

歪
ん

で
い

る
の

を
確

認
し

た
。

-
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
部

は
復

水
器

の
熱

移
動

の
た

め
固

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、

目
視

点
検

に
お

い
て

、
ワ

ッ
シ

ャ
ー

が
接

触
痕

や
打

痕
等

他
の

部
位

と
接

触
し

た
形

跡
が

無
く
、

地
震

の
影

響
で

歪
ん

だ
と

は
考

え
に

く
い

た
め

、
運

転
中

の
熱

等
の

影
響

に
よ

り
、

経
年

的
に

歪
ん

だ
も

の
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
ワ

ッ
シ

ャ
ー

全
数

(1
2
個

）
の

交
換

を
実

施
予

定
。

基
本

点
検

（
打

診
試

験
）
の

結
果

、
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

全
1
2
本

中
2
本

に
緩

み
を

確
認

し
た

。

-
緩

み
は

摺
動

脚
基

礎
ボ

ル
ト

全
1
2
本

中
2
本

で
あ

り
、

局
所

的
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
運

転
中

の
熱

変
動

に
よ

り
締

付
け

力
が

低
減

し
た

こ
と

が
原

因
で

緩
ん

だ
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
ボ

ル
ト

自
体

に
損

傷
が

な
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
ダ

ブ
ル

ナ
ッ

ト
の

締
付

け
を

実
施

予
定

。

a-
3

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
部

）
に

軽
微

な
ひ

び
割

れ
を

確
認

し
た

。

-
経

年
的

な
乾

燥
収

縮
等

に
起

因
す

る
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。

有

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

に
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

硬
化

剤
に

よ
る

補
修

を
実

施
す

る
。

4
6

-

当
該

箇
所

に
つ

い
て

は
、

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

、
・
補

強
管

と
器

内
抽

気
管

ラ
ギ

ン
グ

が
接

触
に

よ
る

凹
み

・
上

部
伸

縮
継

手
整

流
板

の
ず

れ
が

生
じ

た
も

の
と

判
断

し
た

。

-

-
N

6
1
-

B
0
0
1

復
水

器

復
水

器
(基

礎
ボ

ル
ト

)

復
水

器
に

係
る

次
の

事
項

有

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
器

内
抽

気
管

ラ
ギ

ン
グ

に
凹

み
・
上

部
伸

縮
継

手
整

流
板

に
ず

れ
を

確
認

し
た

。

N
6
1
-

B
0
0
1

A

b-
1

a-
1

A
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
1
7
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

-
当

該
箇

所
に

つ
い

て
は

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
、

・
補

強
管

と
器

内
抽

気
管

ラ
ギ

ン
グ

が
接

触
た

こ
と

に
よ

る
凹

み
・
タ

ー
ビ

ン
バ

イ
パ

ス
蒸

気
ダ

ン
パ

の
移

動
跡

が
生

じ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

・
ラ

ギ
ン

グ
の

凹
み

は
軽

微
で

あ
る

こ
と

、
ラ

ギ
ン

グ
は

浸
食

防
止

機
能

を
目

的
と

す
る

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
・
機

能
維

持
（
バ

ウ
ン

ダ
リ

ー
機

能
）
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

・
蒸

気
ダ

ン
パ

の
移

動
跡

は
軽

微
で

あ
り

、
ダ

ン
パ

自
体

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

ラ
ギ

ン
グ

、
蒸

気
ダ

ン
パ

の
手

入
れ

を
実

施
す

る
。

-
当

該
箇

所
に

つ
い

て
は

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
、

・
上

部
伸

縮
継

手
整

流
板

の
ず

れ
・
整

流
板

の
タ

ッ
プ

溶
接

部
の

割
れ

が
生

じ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

整
流

板
は

伸
縮

継
手

に
直

接
蒸

気
が

当
た

る
の

を
防

ぐ
た

め
保

護
用

で
取

付
け

ら
れ

て
お

り
、

本
事

象
の

ず
れ

、
整

流
板

の
タ

ッ
プ

溶
接

部
の

割
れ

は
直

接
機

能
に

影
響

す
る

も
の

で
は

な
く
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

上
部

伸
縮

継
手

整
流

板
の

手
入

れ
を

実
施

す
る

。
整

流
板

タ
ッ

プ
溶

接
部

の
溶

接
補

修
を

実
施

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
器

内
補

強
管

に
浸

食
・
器

内
管

台
ス

リ
ー

ブ
に

浸
食

・
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

に
緩

み
を

確
認

し
た

。

-
・
器

内
補

強
管

の
浸

食
に

つ
い

て
は

通
常

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
蒸

気
に

よ
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
・
器

内
管

台
ス

リ
ー

ブ
の

浸
食

に
つ

い
て

は
蒸

気
に

よ
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
浸

食
以

外
に

変
形

等
の

損
傷

が
無

い
こ

と
・
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

に
緩

み
に

つ
い

て
は

、
運

転
中

の
熱

変
動

に
よ

り
締

付
け

力
が

低
減

し
た

こ
と

が
原

因
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
、

ボ
ル

ト
及

び
散

水
箱

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
・
補

強
管

の
交

換
を

実
施

し
た

。
・
管

台
ス

リ
ー

ブ
の

溶
接

補
修

を
実

施
す

る
。

・
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

の
締

付
け

を
実

施
す

る
。

復
水

器
(基

礎
ボ

ル
ト

)
N

6
1
-

B
0
0
1

Ｂ
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
全

数
(1

2
個

）
が

歪
ん

で
い

る
の

を
確

認
し

た
。

-
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
部

は
復

水
器

の
熱

移
動

の
た

め
固

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、

目
視

点
検

に
お

い
て

、
接

触
痕

や
打

痕
等

他
の

部
位

と
接

触
し

た
形

跡
が

無
く
、

地
震

の
影

響
で

歪
ん

だ
と

は
考

え
に

く
い

こ
と

か
ら

、
運

転
中

の
熱

等
の

影
響

に
よ

り
、

経
年

的
に

歪
ん

だ
も

の
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
ワ

ッ
シ

ャ
ー

全
数

(1
2
個

）
の

交
換

を
実

施
予

定
。

復
水

器
に

係
る

次
の

事
項

復
水

器

4
7

有

Ｂ
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
器

内
抽

気
管

ラ
ギ

ン
グ

に
凹

み
・
タ

ー
ビ

ン
バ

イ
パ

ス
蒸

気
ダ

ン
パ

に
移

動
跡

・
上

部
伸

縮
継

手
整

流
板

に
ず

れ
・
整

流
板

の
タ

ッ
プ

溶
接

部
に

割
れ

を
確

認
し

た
。

N
6
1
-

B
0
0
1

a-
1

b-
1
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
1
8
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

-
ラ

ギ
ン

グ
の

凹
み

は
軽

微
で

あ
る

こ
と

、
ラ

ギ
ン

グ
は

浸
食

防
止

機
能

を
目

的
と

す
る

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
・
機

能
維

持
（
バ

ウ
ン

ダ
リ

ー
機

能
）
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

ラ
ギ

ン
グ

の
手

入
れ

を
実

施
す

る
。

-
整

流
板

は
伸

縮
継

手
に

直
接

蒸
気

が
当

た
る

の
を

防
ぐ

た
め

保
護

用
で

取
付

け
ら

れ
て

お
り

、
本

事
象

の
ず

れ
、

整
流

板
の

タ
ッ

プ
溶

接
部

に
割

れ
は

直
接

機
能

に
影

響
す

る
も

の
で

は
な

く
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

上
部

伸
縮

継
手

整
流

板
の

手
入

れ
を

実
施

す
る

。
整

流
板

タ
ッ

プ
溶

接
部

の
溶

接
補

修
を

実
施

し
た

。

復
水

器
(基

礎
ボ

ル
ト

)
N

6
1
-

B
0
0
1

C
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
全

数
(1

2
個

）
が

歪
ん

で
い

る
の

を
確

認
し

た
。

-
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
部

は
復

水
器

の
熱

移
動

の
た

め
固

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、

目
視

点
検

に
お

い
て

、
接

触
痕

や
打

痕
等

他
の

部
位

と
接

触
し

た
形

跡
が

無
く
、

地
震

の
影

響
で

歪
ん

だ
と

は
考

え
に

く
い

こ
と

か
ら

、
運

転
中

の
熱

等
の

影
響

に
よ

り
、

経
年

的
に

歪
ん

だ
も

の
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
ワ

ッ
シ

ャ
ー

全
数

(1
2
個

）
の

交
換

を
実

施
予

定
。

復
水

器
復

水
器

に
係

る
次

の
事

項

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
水

室
フ

ラ
ン

ジ
部

に
漏

え
い

痕
を

確
認

し
た

。
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
・
器

内
補

強
管

に
浸

食
・
器

内
管

台
ス

リ
ー

ブ
に

浸
食

・
水

室
、

胴
体

エ
キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
指

示
模

様
）

・
水

室
内

面
防

汚
塗

装
に

割
れ

・
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

に
緩

み
を

確
認

し
た

。

-
N

6
1
-

B
0
0
1

C

・
水

室
フ

ラ
ン

ジ
ボ

ル
ト

の
ト

ル
ク

締
め

を
実

施
す

る
。

・
補

強
管

の
交

換
を

実
施

し
た

。
・
管

台
ス

リ
ー

ブ
の

溶
接

補
修

を
実

施
す

る
。

・
エ

キ
ス

パ
ン

シ
ョ

ン
溶

接
部

の
溶

接
補

修
を

実
施

し
た

。
・
水

室
内

面
防

汚
塗

装
の

補
修

を
実

施
す

る
。

・
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

の
締

付
け

を
実

施
す

る
。

-
-

-

無

・
水

室
フ

ラ
ン

ジ
部

の
漏

え
い

痕
に

つ
い

て
は

、
フ

ラ
ン

ジ
部

の
変

形
及

び
取

付
ボ

ル
ト

に
異

常
は

な
く
、

錆
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
逆

洗
時

等
の

圧
力

変
動

に
よ

り
水

室
フ

ラ
ン

ジ
部

か
ら

漏
え

い
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
・
器

内
補

強
管

の
浸

食
に

つ
い

て
は

通
常

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
蒸

気
に

よ
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
・
器

内
管

台
ス

リ
ー

ブ
の

浸
食

に
つ

い
て

は
蒸

気
に

よ
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
浸

食
以

外
に

変
形

等
の

損
傷

が
無

い
こ

と
・
水

室
、

胴
体

エ
キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

溶
接

部
の

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
手

入
れ

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

で
あ

り
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
・
水

室
内

面
防

汚
塗

装
に

割
れ

は
経

年
的

に
確

認
さ

れ
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

か
つ

他
プ

ラ
ン

ト
に

於
い

て
も

経
年

劣
化

事
象

と
し

て
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

・
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

に
緩

み
に

つ
い

て
は

、
運

転
中

の
熱

変
動

に
よ

り
締

付
け

力
が

低
減

し
た

こ
と

が
原

因
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
、

ボ
ル

ト
及

び
散

水
箱

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

有

当
該

箇
所

に
つ

い
て

は
、

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

、
・
補

強
管

と
器

内
抽

気
管

ラ
ギ

ン
グ

が
接

触
た

こ
と

に
よ

る
凹

み
・
上

部
伸

縮
継

手
整

流
板

の
ず

れ
・
整

流
板

の
タ

ッ
プ

溶
接

部
の

割
れ

が
生

じ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
器

内
抽

気
管

ラ
ギ

ン
グ

に
凹

み
・
上

部
伸

縮
継

手
整

流
板

に
ず

れ
・
整

流
板

の
タ

ッ
プ

溶
接

部
に

割
れ

を
確

認
し

た
。

4
8

b-
1

a-
1
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
1
9
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

4
9

b-
1

A
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
内

部
構

造
物

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

-
浸

透
指

示
模

様
（
円

形
及

び
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

で
、

通
常

の
点

検
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

経
年

的
な

事
象

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

等
が

な
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
当

該
箇

所
の

補
修

溶
接

を
実

施
す

る
予

定
。

5
0

b-
1

Ｂ
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
内

部
構

造
物

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

-
浸

透
指

示
模

様
（
円

形
及

び
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

で
、

通
常

の
点

検
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

経
年

的
な

事
象

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

等
が

な
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
当

該
箇

所
の

補
修

溶
接

を
実

施
す

る
予

定
。

5
1

b-
1

A
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
水

室
外

部
マ

ン
ホ

ー
ル

の
ボ

ル
ト

・
ナ

ッ
ト

2
組

に
固

着
が

確
認

さ
れ

た
。

-
プ

ラ
ン

ト
起

動
・
停

止
に

よ
る

熱
・
圧

力
変

動
の

影
響

に
よ

り
、

カ
ジ

リ
が

生
じ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
当

該
ボ

ル
ト

に
変

形
、

割
れ

が
無

か
っ

た
こ

と
、

過
去

の
点

検
に

お
い

て
同

様
の

事
象

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
ボ

ル
ト

・
ナ

ッ
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

予
定

。

5
2

b-
1

B
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
水

室
外

部
マ

ン
ホ

ー
ル

の
ボ

ル
ト

・
ナ

ッ
ト

2
組

に
固

着
が

確
認

さ
れ

た
。

-
プ

ラ
ン

ト
起

動
・
停

止
に

よ
る

熱
・
圧

力
変

動
の

影
響

に
よ

り
、

カ
ジ

リ
が

生
じ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
当

該
ボ

ル
ト

に
変

形
、

割
れ

が
無

か
っ

た
こ

と
、

過
去

の
点

検
に

お
い

て
同

様
の

事
象

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
ボ

ル
ト

・
ナ

ッ
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

予
定

。

b-
1

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
復

水
出

口
管

溶
接

部
に

ブ
ロ

ー
ホ

ー
ル

を
確

認
し

た
。

-
復

水
出

口
管

溶
接

部
の

ブ
ロ

ー
ホ

ー
ル

は
、

内
在

し
て

い
た

も
の

が
浸

食
等

に
よ

り
表

面
化

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
構

造
強

度
・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

b-
4

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
本

体
座

（
Ｓ

－
5
）
に

へ
こ

み
を

確
認

し
た

。

-
本

体
座

の
へ

こ
み

は
建

設
時

に
給

水
加

熱
器

取
付

後
、

ラ
ギ

ン
グ

を
取

付
る

際
に

使
用

し
た

ガ
ス

等
の

熱
影

響
で

溶
け

込
ん

だ
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
本

体
座

の
損

傷
に

つ
い

て
は

、
補

修
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

a-
1

第
3
給

水
加

熱
器

(基
礎

ボ
ル

ト
)

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-
運

転
、

停
止

の
熱

変
化

の
繰

返
し

に
よ

る
経

年
的

な
脚

部
の

変
形

も
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

変
形

も
否

定
で

き
な

い
。

有

摺
動

側
脚

部
の

変
形

は
、

給
水

加
熱

器
の

熱
移

動
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
-

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

湿
分

分
離

器

第
3
給

水
加

熱
器

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

復
水

給
水

系

復
水

給
水

系

5
3

A
-

第
1
給

水
加

熱
器

N
2
1
-

B
0
0
1

N
3
5
-

D
0
0
1

N
2
1
-

B
0
0
3
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
2
0
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
本

体
座

（
Ｓ

－
6
）
溶

接
部

に
浸

食
を

確
認

し
た

。

-
溶

接
部

の
浸

食
に

つ
い

て
は

蒸
気

に
よ

る
浸

食
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
溶

接
部

の
浸

食
に

つ
い

て
は

当
該

溶
接

部
の

脚
長

を
確

認
し

健
全

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
脚

長
が

確
保

出
来

な
い

場
合

は
溶

接
補

修
を

行
う

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
本

体
座

（
Ｓ

－
6
）
配

管
溶

接
部

に
浸

透
指

示
模

様
を

確
認

し
た

。

-
浸

透
指

示
模

様
は

、
配

管
に

変
形

が
無

い
こ

と
、

当
該

配
管

サ
ポ

ー
ト

に
擦

れ
跡

等
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
無

い
と

判
断

し
た

。
原

因
に

つ
い

て
は

、
配

管
の

熱
変

位
に

よ
り

応
力

が
加

わ
る

箇
所

に
で

て
い

る
こ

と
か

ら
、

蒸
気

に
よ

る
浸

食
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
、

応
力

に
よ

り
進

展
し

た
も

の
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
当

該
部

の
補

修
溶

接
を

実
施

す
る

予
定

。

a-
1

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-
運

転
、

停
止

の
熱

変
化

の
繰

返
し

に
よ

る
経

年
的

な
脚

部
の

変
形

も
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

変
形

も
否

定
で

き
な

い
。

有

摺
動

側
脚

部
の

変
形

は
、

給
水

加
熱

器
の

熱
移

動
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
-

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

b-
4

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

の
ナ

ッ
ト

に
傾

き
（
4
本

中
1
本

）
を

確
認

し
た

。
引

き
続

き
目

視
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
ず

、
当

該
基

礎
ボ

ル
ト

が
傾

い
て

取
付

け
ら

れ
て

い
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

-
当

該
ボ

ル
ト

の
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
施

工
当

初
か

ら
若

干
の

傾
い

て
取

付
け

ら
れ

て
い

た
こ

と
、

下
部

の
ナ

ッ
ト

溶
接

部
に

割
れ

等
が

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
当

該
ボ

ル
ト

に
つ

い
て

は
、

異
常

は
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
継

続
使

用
す

る
。

b-
1

第
3
給

水
加

熱
器

-
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
本

体
座

（
Ｓ

－
6
）
の

ソ
ケ

ッ
ト

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

-
浸

透
指

示
模

様
は

、
配

管
に

変
形

が
無

い
こ

と
、

当
該

配
管

サ
ポ

ー
ト

に
擦

れ
跡

等
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
無

い
と

判
断

し
た

。
原

因
に

つ
い

て
は

、
配

管
の

熱
変

位
に

よ
り

応
力

が
加

わ
る

箇
所

に
で

て
い

る
こ

と
か

ら
、

蒸
気

に
よ

る
浸

食
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
、

応
力

に
よ

り
進

展
し

た
も

の
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
当

該
部

の
補

修
溶

接
を

実
施

す
る

予
定

。

a-
1

第
3
給

水
加

熱
器

(基
礎

ボ
ル

ト
)

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-
運

転
、

停
止

の
熱

変
化

の
繰

返
し

に
よ

る
経

年
的

な
脚

部
の

変
形

も
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

変
形

も
否

定
で

き
な

い
。

有

摺
動

側
脚

部
の

変
形

は
、

給
水

加
熱

器
の

熱
移

動
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
-

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

復
水

給
水

系

5
4

b-
1

5
5

CB
- -

第
3
給

水
加

熱
器

第
3
給

水
加

熱
器

(基
礎

ボ
ル

ト
)

N
2
1
-

B
0
0
3
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
2
1
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

a-
1

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-
運

転
、

停
止

の
熱

変
化

の
繰

返
し

に
よ

る
経

年
的

な
脚

部
の

変
形

も
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

変
形

も
否

定
で

き
な

い
。

有

摺
動

側
脚

部
の

変
形

は
、

給
水

加
熱

器
の

熱
移

動
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
-

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

b-
4

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

の
ナ

ッ
ト

に
傾

き
（
4
本

中
2
本

）
を

確
認

し
た

。
引

き
続

き
目

視
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
ず

、
当

該
基

礎
ボ

ル
ト

が
傾

い
て

取
付

け
ら

れ
て

い
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

-
当

該
ボ

ル
ト

の
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
施

工
当

初
か

ら
若

干
の

傾
い

て
取

付
け

ら
れ

て
い

た
こ

と
、

下
部

の
ナ

ッ
ト

溶
接

部
に

割
れ

等
が

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
当

該
ボ

ル
ト

に
つ

い
て

は
、

異
常

は
な

い
と

判
断

し
た

こ
と

か
ら

継
続

使
用

す
る

。

第
4
給

水
加

熱
器

-
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
本

体
座

（
Ｓ

－
8
）
に

へ
こ

み
を

確
認

し
た

。

-
本

体
座

の
へ

こ
み

は
建

設
時

に
給

水
加

熱
器

取
付

後
、

ラ
ギ

ン
グ

を
取

付
る

際
に

使
用

し
た

ガ
ス

等
の

熱
影

響
で

溶
け

込
ん

だ
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
本

体
座

の
損

傷
に

つ
い

て
は

、
損

傷
部

の
補

修
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

の
ナ

ッ
ト

に
傾

き
（
4
本

中
2
本

）
を

確
認

し
た

。
引

き
続

き
目

視
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
ず

、
当

該
基

礎
ボ

ル
ト

が
傾

い
て

取
付

け
ら

れ
て

い
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

-
当

該
ボ

ル
ト

の
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
施

工
当

初
か

ら
若

干
の

傾
い

て
取

付
け

ら
れ

て
い

た
こ

と
、

下
部

の
ナ

ッ
ト

溶
接

部
に

割
れ

等
が

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
当

該
ボ

ル
ト

に
つ

い
て

は
、

異
常

は
な

い
と

判
断

し
た

こ
と

か
ら

継
続

使
用

す
る

。

a-
1

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-
運

転
、

停
止

の
熱

変
化

の
繰

返
し

に
よ

る
経

年
的

な
脚

部
の

変
形

も
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

変
形

も
否

定
で

き
な

い
。

有

摺
動

側
脚

部
の

変
形

は
、

給
水

加
熱

器
の

熱
移

動
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
-

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

5
8

a-
1

Ｃ
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-
運

転
、

停
止

の
熱

変
化

の
繰

返
し

に
よ

る
経

年
的

な
脚

部
の

変
形

も
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

変
形

も
否

定
で

き
な

い
。

有

摺
動

側
脚

部
の

変
形

は
、

給
水

加
熱

器
の

熱
移

動
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
-

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

第
4
給

水
加

熱
器

(基
礎

ボ
ル

ト
)

5
6

5
7

A
- -

N
2
1
-

B
0
0
4

B

第
4
給

水
加

熱
器

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

復
水

給
水

系

b-
4
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
2
2
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-
運

転
、

停
止

の
熱

変
化

の
繰

返
し

に
よ

る
経

年
的

な
脚

部
の

変
形

も
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

変
形

も
否

定
で

き
な

い
。

有

摺
動

側
脚

部
の

変
形

は
、

給
水

加
熱

器
の

熱
移

動
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
-

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
4
本

中
3
本

）
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

（
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
ナ

ッ
ト

と
脚

と
の

間
に

隙
間

が
設

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

振
動

に
よ

り
脚

と
ナ

ッ
ト

が
接

触
し

変
形

に
至

っ
た

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

有

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
曲

が
り

は
軽

微
で

あ
り

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
な

く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

当
該

機
器

の
構

造
強

度
・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
-

曲
が

り
が

確
認

さ
れ

た
基

礎
ボ

ル
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

予
定

。

6
0

a-
1

Ｂ
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
4
本

中
1
本

）
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
ナ

ッ
ト

と
脚

と
の

間
に

隙
間

が
設

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

振
動

に
よ

り
脚

と
ナ

ッ
ト

が
接

触
し

変
形

に
至

っ
た

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

有

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
曲

が
り

は
軽

微
で

あ
り

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
な

く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

当
該

機
器

の
構

造
強

度
・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
-

曲
が

り
が

確
認

さ
れ

た
基

礎
ボ

ル
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

予
定

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-
運

転
、

停
止

の
熱

変
化

の
繰

返
し

に
よ

る
経

年
的

な
脚

部
の

変
形

も
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

変
形

も
否

定
で

き
な

い
。

有

摺
動

側
脚

部
の

変
形

は
、

給
水

加
熱

器
の

熱
移

動
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
-

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
4
本

中
1
本

）
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
ナ

ッ
ト

と
脚

と
の

間
に

隙
間

が
設

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

振
動

に
よ

り
脚

と
ナ

ッ
ト

が
接

触
し

変
形

に
至

っ
た

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

有

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
曲

が
り

は
軽

微
で

あ
り

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
な

く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

当
該

機
器

の
構

造
強

度
・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
-

曲
が

り
が

確
認

さ
れ

た
基

礎
ボ

ル
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

予
定

。

5
9

- -

A C

復
水

給
水

系
第

5
給

水
加

熱
器

（
基

礎
ボ

ル
ト

）
N

2
1
-

B
0
0
5

6
1

a-
1

a-
1
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
2
3
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

b-
1

第
6
給

水
加

熱
器

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ラ

ギ
ン

グ
エ

ン
ド

プ
レ

ー
ト

の
割

れ
を

確
認

し
た

。

-
割

れ
は

ラ
ギ

ン
グ

エ
ン

ド
プ

レ
ー

ト
止

め
ボ

ル
ト

の
ま

わ
り

止
め

溶
接

部
近

傍
に

発
生

し
て

お
り

、
溶

接
の

熱
影

響
部

に
発

生
し

た
微

細
な

割
れ

が
起

動
停

止
に

よ
る

熱
変

化
に

よ
っ

て
進

展
し

た
と

推
定

さ
れ

、
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
の

事
象

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

、
当

該
部

に
確

認
さ

れ
た

割
れ

以
外

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

地
震

に
よ

る
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
ラ

ギ
ン

グ
エ

ン
ド

プ
レ

ー
ト

の
修

理
を

実
施

す
る

予
定

。

a-
1

第
6
給

水
加

熱
器

(基
礎

ボ
ル

ト
)

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-
運

転
、

停
止

の
熱

変
化

の
繰

返
し

に
よ

る
経

年
的

な
脚

部
の

変
形

も
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

変
形

も
否

定
で

き
な

い
。

有

摺
動

側
脚

部
の

変
形

は
、

給
水

加
熱

器
の

熱
移

動
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
-

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

b-
2

第
6
給

水
加

熱
器

-
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
渦

流
探

傷
検

査
）
の

結
果

、
伝

熱
管

の
つ

ま
り

（
1
、

0
8
8
本

中
1
本

）
を

確
認

し
た

。

-
伝

熱
管

内
の

ス
ケ

ー
ル

の
付

着
で

あ
り

、
過

去
に

も
同

様
の

事
象

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
つ

ま
り

が
確

認
さ

れ
た

伝
熱

管
に

閉
止

栓
処

置
を

実
施

し
た

。

a-
1

第
6
給

水
加

熱
器

(基
礎

ボ
ル

ト
)

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

-
運

転
、

停
止

の
熱

変
化

の
繰

返
し

に
よ

る
経

年
的

な
脚

部
の

変
形

も
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

変
形

も
否

定
で

き
な

い
。

有

摺
動

側
脚

部
の

変
形

は
、

給
水

加
熱

器
の

熱
移

動
を

妨
げ

る
も

の
で

は
な

く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
-

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

（
2
5
）
プ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ

6
4

a-
1

廃
棄

物
処

設
備 液

体
廃

棄
物

処
理

系
低

電
導

度
廃

液
系

低
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
槽

K
1
2
-

A
0
0
3

B
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
当

該
サ

ン
プ

ル
槽

天
板

の
ゴ

ム
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
揺

れ
に

よ
っ

て
天

板
が

弾
性

範
囲

内
で

歪
ん

だ
際

に
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
あ

る
と

判
断

し
た

。

有

当
該

ゴ
ム

パ
ッ

キ
ン

が
は

み
出

し
て

た
が

、
当

該
サ

ン
プ

ル
槽

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。
よ

っ
て

サ
ン

プ
ル

槽
の

強
度

へ
の

影
響

は
な

く
、

当
該

箇
所

は
天

板
部

で
あ

る
こ

と
か

ら
流

体
保

持
機

能
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

ゴ
ム

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
を

実
施

し
た

。

6
5

a-
1

廃
棄

物
処

設
備 液

体
廃

棄
物

処
理

系
高

電
導

度
廃

液
系

高
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
槽

K
1
3
-

A
0
0
3

B
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
当

該
サ

ン
プ

ル
槽

天
板

の
ゴ

ム
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

て
い

る
こ

と
及

び
極

微
量

の
漏

え
い

痕
を

確
認

し
た

。

-
揺

れ
に

よ
っ

て
天

板
が

弾
性

範
囲

内
で

歪
ん

だ
際

に
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

、
保

有
水

の
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
に

よ
り

、
当

該
部

よ
り

漏
え

い
が

生
じ

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
有

当
該

ゴ
ム

パ
ッ

キ
ン

が
は

み
出

し
、

極
微

量
の

漏
え

い
が

生
じ

て
い

る
が

、
当

該
サ

ン
プ

ル
槽

の
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

。
よ

っ
て

サ
ン

プ
ル

槽
強

度
へ

の
影

響
は

な
く
、

当
該

箇
所

は
天

板
部

で
あ

る
こ

と
か

ら
流

体
保

持
機

能
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

拭
き

取
り

及
び

ゴ
ム

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
を

実
施

し
た

。

6
6

a-
1

廃
棄

物
処

設
備

　
　

　
　

液
体

廃
棄

物
処

理
系

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

収
集

槽
K
1
6
-

A
0
0
1

B
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
当

該
収

集
槽

上
部

マ
ン

ホ
ー

ル
付

近
に

漏
え

い
痕

（
2
箇

所
）
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

-
揺

れ
に

よ
っ

て
弾

性
範

囲
内

で
歪

ん
だ

マ
ン

ホ
ー

ル
部

分
か

ら
、

保
有

水
の

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
よ

り
、

当
該

部
か

ら
極

微
量

の
漏

え
い

が
生

じ
た

も
の

で
、

地
震

の
影

響
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

有

当
該

部
よ

り
極

微
量

の
漏

え
い

が
生

じ
て

い
る

が
、

当
該

サ
ン

プ
ル

槽
の

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

よ
っ

て
収

集
槽

強
度

へ
の

影
響

は
な

く
、

当
該

箇
所

は
天

板
部

で
あ

る
こ

と
か

ら
流

体
保

持
機

能
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

拭
き

取
り

を
実

施
し

た
。

復
水

給
水

系
A C

N
2
1
-

B
0
0
6

6
2

6
3
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
2
4
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

（
2
6
）
変

圧
器

6
7

b-
1

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
入

力
変

圧
器

A

C
8
1
-

J
0
0
1
A

-
-

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
測

温
抵

抗
体

（
予

備
用

）
の

端
子

～
対

地
間

の
絶

縁
抵

抗
値

が
0
M

Ω
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

-
測

温
抵

抗
体

の
カ

バ
ー

の
腐

食
に

よ
り

シ
ー

ル
機

能
が

低
下

し
内

部
に

水
分

が
侵

入
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
測

温
抵

抗
体

を
交

換
し

、
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

主
変

圧
器

（
基

礎
ボ

ル
ト

）
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
1
6
本

が
折

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
揺

れ
に

よ
り

、
過

大
な

応
力

が
加

わ
り

基
礎

ボ
ル

ト
が

折
損

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

有

変
圧

器
固

定
用

基
礎

ボ
ル

ト
が

折
損

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
機

械
性

能
に

影
響

有
り

と
判

断
し

た
。

否
　

　
　

要
埋

込
み

ベ
-

ス
の

交
換

及
び

、
変

圧
器

基
礎

部
と

埋
込

み
ベ

-
ス

の
直

接
溶

接
を

行
う

。

埋
め

込
み

ベ
ー

ス
を

交
換

し
、

変
圧

器
基

礎
部

と
埋

め
込

み
ベ

ー
ス

を
直

接
溶

接
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

影
響

に
よ

り
放

圧
装

置
が

動
作

し
、

放
圧

管
か

ら
油

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
　

ま
た

、
放

圧
弁

が
動

作
し

た
こ

と
よ

り
内

部
に

空
気

が
混

入
し

本
体

ガ
ス

検
出

装
置

が
動

作
し

た
。

-
揺

れ
に

よ
り

変
圧

器
内

部
の

放
圧

装
置

に
加

わ
る

圧
力

が
変

動
し

た
こ

と
に

よ
り

放
圧

装
置

（
弁

）
が

動
作

し
放

圧
弁

か
ら

漏
油

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

ま
た

、
ガ

ス
検

出
器

の
動

作
に

つ
い

て
は

油
中

ガ
ス

分
析

の
結

果
に

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
及

び
変

圧
器

内
部

に
放

電
痕

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

変
圧

器
内

部
で

ガ
ス

が
発

生
し

た
も

の
で

は
な

く
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

放
圧

装
置

の
動

作
に

伴
っ

て
変

圧
器

内
部

に
空

気
が

混
入

し
動

作
に

至
っ

た
も

の
と

判
断

し
た

。

有

変
圧

器
本

体
を

保
護

す
る

為
の

動
作

で
あ

り
機

器
の

損
傷

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
機

械
性

能
等

に
は

影
響

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

変
圧

器
の

修
理

に
合

わ
せ

放
圧

装
置

お
よ

び
ガ

ス
検

出
器

の
交

換
を

実
施

し
、

正
規

の
状

態
に

復
旧

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
絶

縁
物

と
接

す
る

上
部

及
び

下
部

ヨ
ー

ク
側

脚
の

鉄
心

積
層

面
に

擦
れ

痕
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

-
揺

れ
に

よ
り

、
絶

縁
物

と
接

す
る

上
部

及
び

下
部

ヨ
ー

ク
側

脚
の

鉄
心

積
層

面
に

擦
れ

が
生

じ
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

有

鉄
心

積
層

面
に

擦
れ

痕
が

あ
る

こ
と

か
ら

絶
縁

性
能

に
影

響
有

り
と

判
断

し
た

。

否
　

　
　

要
鉄

心
の

交
換

を
行

う
。

損
傷

し
た

鉄
心

を
交

換
し

、
正

常
に

復
旧

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
絶

縁
物

、
固

定
金

物
等

の
内

部
部

品
に

ず
れ

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
揺

れ
に

よ
り

、
内

部
部

品
に

ず
れ

が
生

じ
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

有

変
圧

器
内

部
の

固
定

金
物

に
ず

れ
が

生
じ

た
こ

と
か

ら
機

械
性

能
等

に
影

響
有

り
と

判
断

し
た

。

否
　

　
　

要
変

圧
器

の
修

理
を

行
う

。

各
内

部
部

品
の

ず
れ

を
修

復
す

る
と

と
も

に
、

絶
縁

物
の

ず
れ

防
止

対
策

と
し

て
絶

縁
物

の
固

縛
を

実
施

し
た

。

主
変

圧
器

変
圧

器
-

-
S
1
1
-

M
T
R

6
8

a-
1
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
2
5
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
放

圧
装

置
が

動
作

し
、

放
圧

管
か

ら
油

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。

-
揺

れ
に

よ
り

変
圧

器
内

部
の

放
圧

装
置

に
加

わ
る

圧
力

が
変

動
し

た
こ

と
に

よ
り

放
圧

装
置

（
弁

）
が

動
作

し
放

圧
弁

か
ら

漏
油

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

有

変
圧

器
本

体
を

保
護

す
る

為
の

動
作

で
あ

り
機

器
の

損
傷

で
は

無
い

こ
と

か
ら

、
機

械
性

能
等

に
は

影
響

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

放
圧

装
置

の
交

換
を

実
施

し
、

正
規

の
状

態
に

復
旧

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
巻

線
部

の
絶

縁
物

の
一

部
に

ず
れ

が
確

認
さ

れ
た

。

-
本

来
等

間
隔

に
配

置
さ

れ
て

い
る

絶
縁

物
に

、
揺

れ
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

ず
れ

が
生

じ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。

有

絶
縁

物
の

配
列

ず
れ

で
あ

り
、

巻
線

に
ず

れ
は

無
い

こ
と

か
ら

、
巻

線
距

離
に

変
化

は
無

く
絶

縁
性

能
等

に
影

響
無

い
と

判
断

し
た

。

良
-

絶
縁

物
の

ず
れ

を
修

復
し

、
ず

れ
防

止
対

策
と

し
て

絶
縁

物
の

固
縛

を
実

施
し

た
。

所
内

変
圧

器
（
基

礎
ボ

ル
ト

）
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

（
全

4
本

中
の

2
本

）
が

曲
が

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

-
揺

れ
に

よ
り

、
過

大
な

応
力

が
加

わ
り

基
礎

ボ
ル

ト
が

曲
が

っ
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

有

変
圧

器
固

定
用

基
礎

ボ
ル

ト
が

曲
が

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

機
械

性
能

に
影

響
有

り
と

判
断

し
た

。

否
　

　
　

要
埋

込
み

ベ
-

ス
交

換
、

変
圧

器
基

礎
部

と
埋

込
み

ベ
-
ス

の
直

接
溶

接
を

行
う

。

埋
込

み
ベ

-
ス

を
交

換
し

、
変

圧
器

基
礎

部
と

埋
込

み
ベ

-
ス

を
直

接
溶

接
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

影
響

に
よ

り
放

圧
装

置
が

動
作

し
、

放
圧

管
か

ら
油

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。

-
揺

れ
に

よ
り

変
圧

器
内

部
の

放
圧

装
置

に
加

わ
る

圧
力

が
変

動
し

た
こ

と
に

よ
り

放
圧

装
置

（
弁

）
が

動
作

し
放

圧
弁

か
ら

漏
油

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

有

変
圧

器
本

体
を

保
護

す
る

為
の

動
作

で
あ

り
機

器
の

損
傷

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
機

械
性

能
等

に
は

影
響

な
い

と
判

断
し

た
。

良
-

放
圧

装
置

の
交

換
を

実
施

し
、

正
規

の
状

態
に

復
旧

し
た

。

a-
2

地
震

直
後

に
、

変
圧

器
二

次
側

の
接

続
母

線
部

ダ
ク

ト
か

ら
の

火
災

発
生

を
確

認
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
二

次
ブ

ッ
シ

ン
グ

が
破

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
過

大
な

揺
れ

を
受

け
、

二
次

側
接

続
母

線
部

ダ
ク

ト
基

礎
が

沈
下

し
た

た
め

接
続

母
線

ダ
ク

ト
が

直
接

ブ
ッ

シ
ン

グ
に

接
触

し
、

破
損

に
至

っ
た

も
の

で
あ

る
。

ま
た

、
ブ

ッ
シ

ン
グ

破
損

部
か

ら
の

漏
油

に
地

絡
等

の
火

花
が

引
火

し
て

火
災

が
発

生
し

た
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
あ

る
と

判
断

し
た

。

有

二
次

ブ
ッ

シ
ン

グ
が

破
損

し
て

い
る

こ
と

か
ら

絶
縁

性
能

上
影

響
有

り
と

判
断

し
た

。

否
　

　
　

要
ブ

ッ
シ

ン
グ

の
交

換
を

行
う

。

ブ
ッ

シ
ン

グ
を

含
め

、
変

圧
器

の
交

換
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

変
圧

器
基

礎
と

二
次

側
接

続
母

線
部

ダ
ク

ト
基

礎
と

を
一

体
化

し
不

等
沈

下
が

起
き

に
く
い

基
礎

構
造

に
変

更
す

る
と

と
も

に
、

ダ
ク

ト
接

続
部

の
位

置
を

変
更

し
て

ダ
ク

ト
が

直
接

ブ
ッ

シ
ン

グ
と

接
触

し
な

い
構

造
と

し
た

。

7
1

a-
1

A
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
放

圧
装

置
の

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
電

線
管

の
油

溜
り

及
び

放
圧

装
置

の
動

作
を

確
認

し
た

。

-
揺

れ
に

よ
り

、
放

圧
装

置
が

ご
く
僅

か
に

動
作

し
、

変
圧

器
本

体
油

が
少

し
ず

つ
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
部

に
溜

ま
り

、
徐

々
に

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
電

線
管

を
伝

わ
っ

て
溜

ま
っ

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
有

放
圧

装
置

に
関

し
て

は
、

変
圧

器
本

体
を

保
護

す
る

為
の

動
作

で
あ

り
、

機
器

の
損

傷
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

機
械

性
能

等
に

は
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
に

関
し

て
は

、
外

観
及

び
絶

縁
抵

抗
に

異
常

が
な

い
こ

と
か

ら
機

能
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

放
圧

装
置

の
交

換
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

の
状

態
（
絶

縁
抵

抗
等

）
が

正
常

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
、

正
規

の
状

態
に

復
旧

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
放

圧
装

置
が

動
作

し
、

放
圧

管
及

び
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
用

電
線

管
中

継
端

子
箱

の
水

抜
き

穴
か

ら
油

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。

-
揺

れ
に

よ
り

変
圧

器
内

部
の

放
圧

装
置

に
加

わ
る

圧
力

が
変

動
し

た
こ

と
に

よ
り

放
圧

装
置

（
弁

）
が

動
作

し
放

圧
弁

か
ら

漏
油

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

電
線

管
中

継
端

子
箱

の
水

抜
き

穴
よ

り
の

油
漏

れ
は

、
放

圧
装

置
（
弁

）
は

動
作

し
た

が
そ

の
下

流
部

に
あ

る
テ

フ
ロ

ン
薄

膜
が

完
全

に
破

れ
な

か
っ

た
た

め
放

圧
管

か
ら

の
排

油
量

が
少

量
に

な
り

、
放

圧
装

置
内

に
油

が
滞

留
し

、
放

圧
装

置
の

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

の
電

線
管

を
通

じ
て

電
線

管
中

継
端

子
箱

に
流

れ
込

み
端

子
箱

の
水

抜
き

穴
か

ら
漏

油
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。

有

変
圧

器
本

体
を

保
護

す
る

為
の

動
作

で
あ

り
、

機
器

の
損

傷
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

機
械

性
能

等
に

は
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

放
圧

装
置

の
交

換
を

実
施

し
、

正
規

の
状

態
に

復
旧

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
変

圧
器

内
部

の
タ

ッ
プ

リ
ー

ド
押

え
板

の
亀

裂
お

よ
び

固
定

用
絶

縁
ボ

ル
ト

の
破

損
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
他

の
タ

ッ
プ

リ
ー

ド
固

定
用

絶
縁

ボ
ル

ト
、

押
さ

え
ク

リ
ー

ト
に

ク
ラ

ッ
ク

等
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

-
揺

れ
に

よ
り

、
タ

ッ
プ

リ
ー

ド
線

が
振

ら
れ

て
ク

リ
ー

ト
に

力
が

加
わ

り
、

同
じ

ク
リ

ー
ト

に
支

持
さ

れ
て

い
る

剛
性

の
高

い
上

下
渡

り
線

の
押

さ
え

ク
リ

ー
ト

に
力

が
加

わ
り

、
押

さ
え

ク
リ

ー
ト

が
損

傷
し

絶
縁

ボ
ル

ト
が

破
損

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
有

タ
ッ

プ
リ

ー
ド

の
押

さ
え

に
使

用
し

て
い

る
ク

リ
ー

ト
等

の
損

傷
で

あ
る

が
複

数
箇

所
で

固
定

し
て

い
る

た
め

機
械

性
能

・
絶

縁
性

能
に

は
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。

良
-

ク
リ

ー
ト

部
の

強
化

と
し

て
、

損
傷

が
確

認
さ

れ
た

押
え

ク
リ

ー
ト

及
び

絶
縁

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
材

質
を

変
更

し
て

交
換

を
行

い
、

正
常

に
復

旧
し

た
。

所
内

変
圧

器

変
圧

器

-- -

低
起

動
変

圧
器

所
内

変
圧

器

S
1
2
-

L
S
T
r3

S

R
1
1
-

H
T
R

-
3

BA

7
2

6
9

7
0

a-
1

a-
1

a-
1

B

90



表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
2
6
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

（
2
7
）
蓄

電
池

7
3

b-
1

蓄
電

池
及

び
充

電
器

直
流

2
5
0
V

蓄
電

池
R

4
2

-
-

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
N

o
.4

、
N

o
.2

9
、

N
o
.4

5
、

N
o
.4

7
セ

ル
の

測
定

比
重

が
基

準
値

を
逸

脱
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
蓄

電
池

の
外

観
に

異
常

が
な

い
こ

と
、

単
電

池
電

圧
、

総
電

圧
等

も
判

定
基

準
値

以
内

で
あ

る
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

の
事

象
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
く
、

通
常

使
用

に
よ

る
経

年
劣

化
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
予

め
設

定
し

た
取

替
計

画
に

基
づ

き
、

当
該

セ
ル

を
含

む
全

1
2
0
台

の
蓄

電
池

取
替

を
実

施
し

、
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

（
2
9
）
計

器
、

継
電

器
、

調
整

器
、

検
出

器
、

変
換

器

7
4

b-
1

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
発

電
機

固
定

子
冷

却
水

喪
失

検
出

装
置

）

固
定

子
冷

却
水

出
口

温
度

Ｎ
4
3
-
Ｔ

Ｅ
0
1
5

Ｃ
-

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
絶

縁
抵

抗
値

が
判

定
基

準
（
5
Ｍ

Ω
以

上
）

を
逸

脱
し

て
い

た
。

-
温

度
検

出
器

に
外

観
上

の
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
測

定
素

子
を

覆
っ

て
い

る
絶

縁
材

の
経

年
劣

化
に

よ
る

絶
縁

抵
抗

の
低

下
と

考
え

ら
れ

た
。

同
様

の
事

象
は

過
去

に
も

確
認

さ
れ

て
お

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
当

該
温

度
検

出
器

の
交

換
を

実
施

し
、

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

予
定

。

7
5

b-
1

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
発

電
機

固
定

子
冷

却
水

温
度

高
検

出
装

置
）

固
定

子
冷

却
水

出
口

温
度

Ｎ
4
3
-
Ｔ

Ｅ
0
1
4

-
-

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
絶

縁
抵

抗
値

が
判

定
基

準
（
5
Ｍ

Ω
以

上
）

を
逸

脱
し

て
い

た
。

-
温

度
検

出
器

に
外

観
上

の
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
測

定
素

子
を

覆
っ

て
い

る
絶

縁
材

の
経

年
劣

化
に

よ
る

絶
縁

抵
抗

の
低

下
と

考
え

ら
れ

た
。

同
様

の
事

象
は

過
去

に
も

確
認

さ
れ

て
お

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
当

該
温

度
検

出
器

の
交

換
を

実
施

し
、

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

予
定

。

7
6

b-
1

Ａ
○

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

モ
ー

ド
ス

イ
ッ

チ
を

「
1
0
E
+
5
」

と
し

た
際

、
ト

リ
ッ

プ
表

示
ラ

ン
プ

の
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

が
点

灯
し

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

良

当
該

モ
ニ

タ
の

外
観

上
異

常
が

無
く
、

校
正

信
号

回
路

の
調

整
を

実
施

し
た

結
果

、
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

の
点

灯
が

正
常

に
確

認
で

き
た

こ
と

か
ら

、
ラ

ン
プ

不
点

は
校

正
信

号
回

路
の

経
年

的
な

ず
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
調

整
を

実
施

し
、

「
1
0
Ｅ

＋
5
」
モ

ー
ド

時
に

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

7
7

b-
1

Ｂ
○

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

モ
ー

ド
ス

イ
ッ

チ
を

「
1
0
E
+
5
」

と
し

た
際

、
ト

リ
ッ

プ
表

示
ラ

ン
プ

の
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

が
点

灯
し

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

良

当
該

モ
ニ

タ
の

外
観

上
異

常
が

無
く
、

校
正

信
号

回
路

の
調

整
を

実
施

し
た

結
果

、
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

の
点

灯
が

正
常

に
確

認
で

き
た

こ
と

か
ら

、
ラ

ン
プ

不
点

は
校

正
信

号
回

路
の

経
年

的
な

ず
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
調

整
を

実
施

し
、

「
1
0
Ｅ

＋
5
」
モ

ー
ド

時
に

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

7
8

b-
1

Ｃ
○

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

モ
ー

ド
ス

イ
ッ

チ
を

「
1
0
E
+
5
」

と
し

た
際

、
ト

リ
ッ

プ
表

示
ラ

ン
プ

の
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

が
点

灯
し

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

良

当
該

モ
ニ

タ
の

外
観

上
異

常
が

無
く
、

校
正

信
号

回
路

の
調

整
を

実
施

し
た

結
果

、
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

の
点

灯
が

正
常

に
確

認
で

き
た

こ
と

か
ら

、
ラ

ン
プ

不
点

は
校

正
信

号
回

路
の

経
年

的
な

ず
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
調

整
を

実
施

し
、

「
1
0
Ｅ

＋
5
」
モ

ー
ド

時
に

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

7
9

b-
1

Ｄ
○

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
に

お
い

て
、

ペ
リ

オ
ド

指
示

計
の

引
っ

か
か

り
を

確
認

し
た

。
ペ

リ
オ

ド
指

示
計

を
軽

く
打

診
し

た
と

こ
ろ

指
示

が
復

帰
し

た
。

な
お

、
外

観
上

異
常

は
無

く
、

他
の

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

。

良

当
該

ペ
リ

オ
ド

指
示

計
を

軽
く
打

振
し

た
こ

と
に

よ
り

指
示

が
復

帰
し

た
こ

と
及

び
、

外
観

上
異

常
が

無
く
、

他
の

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

に
も

異
常

は
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

ペ
リ

オ
ド

指
示

計
内

部
部

品
の

経
年

劣
化

に
よ

る
機

械
的

な
引

っ
か

か
り

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
当

該
ペ

リ
オ

ド
指

示
計

の
交

換
を

実
施

し
、

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

中
性

子
源

領
域

計
測

装
置

S
Ｒ

Ｍ
ユ

ニ
ッ

ト
C

5
1
-
Ｚ

6
0
1
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
2
7
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

8
0

b-
3

Ｂ
○

中
性

子
源

領
域

モ
ニ

タ
（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

各
モ

ー
ド

ス
イ

ッ
チ

の
切

替
と

同
時

に
、

中
間

領
域

モ
ニ

タ
（
IR

M
）
の

指
示

が
変

動
し

レ
ン

ジ
ダ

ウ
ン

の
ラ

ン
プ

が
瞬

時
消

灯
し

、
再

点
灯

す
る

事
象

を
確

認
し

た
。

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）

の
結

果
、

中
性

子
源

領
域

モ
ニ

タ
（
S
R

M
）
及

び
中

間
領

域
モ

ニ
タ

（
IR

M
）

の
機

能
に

異
常

は
無

か
っ

た
。

良

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
異

常
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

、
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
S
R

M
）
モ

ー
ド

ス
イ

ッ
チ

切
替

時
に

リ
レ

ー
の

接
点

動
作

ノ
イ

ズ
が

伝
搬

し
、

中
間

領
域

モ
ニ

タ
（
IR

M
）
の

指
示

が
変

動
し

、
レ

ン
ジ

ダ
ウ

ン
ラ

ン
プ

が
消

灯
、

再
点

灯
し

た
と

推
定

し
た

。
同

様
の

事
象

は
過

去
に

も
確

認
さ

れ
て

お
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
基

本
点

検
結

果
に

問
題

無
い

こ
と

及
び

、
指

示
変

動
は

中
性

子
束

レ
ベ

ル
よ

り
十

分
小

さ
い

レ
ベ

ル
で

あ
る

こ
と

か
ら

対
策

不
要

と
判

断
し

た
。

8
1

b-
3

Ｆ
○

中
性

子
源

領
域

モ
ニ

タ
（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

各
モ

ー
ド

ス
イ

ッ
チ

の
切

替
と

同
時

に
、

中
間

領
域

モ
ニ

タ
（
IR

M
）
の

指
示

が
変

動
し

レ
ン

ジ
ダ

ウ
ン

の
ラ

ン
プ

が
瞬

時
消

灯
し

、
再

点
灯

す
る

事
象

を
確

認
し

た
。

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）

の
結

果
、

中
性

子
源

領
域

モ
ニ

タ
（
S
R

M
）
及

び
中

間
領

域
モ

ニ
タ

（
IR

M
）

の
機

能
に

異
常

は
無

か
っ

た
。

良

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
異

常
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

、
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
S
R

M
）
モ

ー
ド

ス
イ

ッ
チ

切
替

時
に

リ
レ

ー
の

接
点

動
作

ノ
イ

ズ
が

伝
搬

し
、

中
間

領
域

モ
ニ

タ
（
IR

M
）
の

指
示

が
変

動
し

、
レ

ン
ジ

ダ
ウ

ン
ラ

ン
プ

が
消

灯
、

再
点

灯
し

た
と

推
定

し
た

。
同

様
の

事
象

は
過

去
に

も
確

認
さ

れ
て

お
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
基

本
点

検
結

果
に

問
題

無
い

こ
と

及
び

、
指

示
変

動
は

中
性

子
束

レ
ベ

ル
よ

り
十

分
小

さ
い

レ
ベ

ル
で

あ
る

こ
と

か
ら

対
策

不
要

と
判

断
し

た
。

8
2

b-
3

出
力

領
域

計
測

装
置

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
中

性
子

束
高

）
（
中

性
子

束
計

装
動

作
不

能
）

A
Ｐ

Ｒ
Ｍ

C
5
1
-
Ｚ

6
5
4

Ｅ
○

A
P

R
M

流
量

ユ
ニ

ッ
ト

異
常

警
報

が
発

生
し

、
中

央
操

作
室

主
盤

に
て

F
L
O

W
（
A

)比
較

器
異

常
ラ

ン
プ

、
出

力
領

域
モ

ニ
タ

盤
に

て
A

P
R

M
（
E
)流

量
比

較
器

異
常

ラ
ン

プ
の

点
灯

を
確

認
し

た
。

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
出

力
領

域
モ

ニ
タ

（
A

P
R

M
）
の

機
能

に
異

常
は

無
か

っ
た

。

良

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
異

常
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

、
お

よ
び

警
報

発
生

時
に

現
場

の
流

量
変

換
器

の
ラ

ッ
ク

入
口

弁
の

操
作

を
実

施
し

て
お

り
ラ

ッ
ク

入
口

弁
復

旧
後

に
警

報
が

復
旧

し
た

こ
と

か
ら

、
警

報
発

生
の

要
因

は
ラ

ッ
ク

入
口

弁
操

作
時

の
ラ

ッ
ク

内
の

残
圧

の
影

響
に

よ
る

一
過

性
の

事
象

と
推

定
し

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
予

め
設

定
し

た
取

替
計

画
に

基
づ

き
、

当
該

ユ
ニ

ッ
ト

含
む

出
力

領
域

モ
ニ

タ
の

更
新

を
実

施
し

た
。

8
3

b-
2

A
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
指

示
に

一
時

的
な

微
増

変
動

が
確

認
さ

れ
た

。
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
お

り
、

状
況

調
査

の
結

果
、

指
示

変
動

と
外

気
温

度
と

の
相

関
関

係
が

確
認

さ
れ

た
。

-
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
異

常
は

な
く
、

ま
た

モ
ニ

タ
建

屋
の

温
度

計
測

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
指

示
変

動
と

外
気

温
度

と
の

相
関

関
係

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
異

常
は

な
く
、

ま
た

モ
ニ

タ
建

屋
の

温
度

計
測

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
指

示
変

動
と

外
気

温
度

と
の

相
関

関
係

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
温

度
補

償
の

誤
差

範
囲

内
で

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

対
策

は
実

施
し

な
い

。

8
4

b-
2

Ｂ
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
指

示
に

一
時

的
な

微
増

変
動

が
確

認
さ

れ
た

。
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
お

り
、

状
況

調
査

の
結

果
、

指
示

変
動

と
外

気
温

度
と

の
相

関
関

係
が

確
認

さ
れ

た
。

-
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
異

常
は

な
く
、

ま
た

モ
ニ

タ
建

屋
の

温
度

計
測

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
指

示
変

動
と

外
気

温
度

と
の

相
関

関
係

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
異

常
は

な
く
、

ま
た

モ
ニ

タ
建

屋
の

温
度

計
測

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
指

示
変

動
と

外
気

温
度

と
の

相
関

関
係

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
温

度
補

償
の

誤
差

範
囲

内
で

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

対
策

は
実

施
し

な
い

。

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

中
間

領
域

計
測

装
置

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
中

性
子

束
高

）
（
中

性
子

計
装

動
作

不
能

）

排
気

筒
放

射
線

モ
ニ

タ
（
ＩＣ

）

ＩＲ
Ｍ

ユ
ニ

ッ
ト

D
1
1
-

R
E
0
4
3

C
5
1
-

Z
6
0
2
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
2
8
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

8
5

b-
1

中
間

領
域

計
測

装
置

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
中

性
子

束
高

）
（
中

性
子

計
装

動
作

不
能

）

IR
M

（
検

出
器

）
C

5
1
-
IR

M
8
個

○
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
絶

縁
抵

抗
値

が
判

定
基

準
（
1
．

0
Ｅ

6
Ω

以
上

）
を

逸
脱

し
て

い
た

。

良

検
出

器
に

外
観

上
の

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

絶
縁

材
（
グ

ラ
ス

ウ
ー

ル
）
の

経
年

劣
化

に
よ

る
絶

縁
抵

抗
の

低
下

と
考

え
た

。
同

様
の

事
象

は
過

去
に

も
確

認
さ

れ
て

お
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
グ

ラ
ス

ウ
ー

ル
の

交
換

を
実

施
し

、
絶

縁
抵

抗
値

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

8
6

a-
5

所
内

変
圧

器
3
Ｂ

温
度

高
継

電
器

-
-

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
所

内
変

圧
器

3
Ｂ

の
火

災
に

よ
り

、
計

器
の

信
号

ケ
ー

ブ
ル

を
収

納
す

る
端

子
箱

が
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
地

震
時

に
変

圧
器

と
接

続
母

線
ダ

ク
ト

の
基

礎
と

が
不

等
沈

下
し

た
た

め
に

、
二

次
ブ

ッ
シ

ン
グ

が
ダ

ク
ト

と
接

触
し

、
碍

管
が

破
損

し
た

。
破

損
部

か
ら

の
漏

油
に

地
絡

等
の

火
花

が
引

火
し

て
火

災
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
、

こ
の

火
災

に
伴

い
端

子
箱

が
焼

損
し

た
。

有

端
子

箱
の

焼
損

に
よ

り
信

号
ケ

ー
ブ

ル
が

損
傷

を
受

け
た

た
め

、
信

号
出

力
機

能
に

影
響

が
あ

る
と

判
断

し
た

。

否
　

　
　

要
計

器
の

交
換

を
行

う
。

変
圧

器
の

交
換

修
理

に
あ

わ
せ

て
計

器
お

よ
び

端
子

箱
の

新
製

交
換

を
行

い
、

正
常

に
動

作
す

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

8
7

a-
5

所
内

変
圧

器
3
Ｂ

衝
撃

油
圧

継
電

器

-
-

-
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
所

内
変

圧
器

3
Ｂ

の
火

災
に

よ
り

、
計

器
の

信
号

ケ
ー

ブ
ル

を
収

納
す

る
端

子
箱

が
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
地

震
時

に
変

圧
器

と
接

続
母

線
ダ

ク
ト

の
基

礎
と

が
不

等
沈

下
し

た
た

め
に

、
二

次
ブ

ッ
シ

ン
グ

が
ダ

ク
ト

と
接

触
し

、
碍

管
が

破
損

し
た

。
破

損
部

か
ら

の
漏

油
に

地
絡

等
の

火
花

が
引

火
し

て
火

災
が

発
生

し
た

と
推

定
さ

れ
、

こ
の

火
災

に
伴

い
端

子
箱

が
焼

損
し

た
。

有

端
子

箱
の

焼
損

に
よ

り
信

号
ケ

ー
ブ

ル
が

損
傷

を
受

け
た

た
め

、
信

号
出

力
機

能
に

影
響

が
あ

る
と

判
断

し
た

。

否
　

　
　

要
計

器
の

交
換

を
行

う
。

変
圧

器
の

交
換

修
理

に
あ

わ
せ

て
計

器
お

よ
び

端
子

箱
の

新
製

交
換

を
行

い
、

正
常

に
動

作
す

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

8
8

b-
2

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

過
電

流
継

電
器

M
/
C

3
S
A

-
1
-
4
B

-
5
0
-
5
1

R
/
T

-
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
過

電
流

継
電

器
Ｔ

相
瞬

時
要

素
（
5
0
）
の

接
触

不
良

を
確

認
し

た
。

-
2
相

（
Ｒ

、
Ｔ

相
）
の

う
ち

Ｒ
相

側
に

異
常

は
な

い
こ

と
、

工
場

搬
出

後
の

動
作

確
認

試
験

に
お

い
て

当
該

事
象

が
発

生
し

な
か

っ
た

こ
と

、
継

電
器

本
体

及
び

盤
側

の
外

観
点

検
で

損
傷

等
の

異
常

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

コ
ン

タ
ク

ト
ブ

ラ
ッ

シ
と

接
点

支
え

の
隙

間
に

異
物

が
入

り
込

ん
だ

事
に

よ
る

接
点

不
良

で
あ

る
と

推
測

し
た

。
ま

た
、

継
電

器
の

取
り

外
し

ま
た

は
工

場
へ

の
移

動
の

際
に

異
物

が
外

れ
、

工
場

で
の

試
験

で
は

当
該

事
象

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
と

推
測

し
た

。
当

該
事

象
に

つ
い

て
は

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

無

-
-

-
工

場
搬

出
後

の
試

験
時

に
は

当
該

事
象

は
発

生
せ

ず
、

点
検

結
果

に
も

異
常

が
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
が

、
念

の
た

め
当

該
継

電
器

の
瞬

時
要

素
接

点
部

を
新

製
交

換
を

行
っ

た
。

8
9

b-
1

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
主

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

発
電

機
後

備
保

護
継

電
器

（
距

離
継

電
器

（
過

電
流

保
護

）
）

H
1
1
-

P
6
7
5
-
1
-

4
4
G

R
-

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
発

電
機

後
備

保
護

継
電

器
（
Ｒ

相
）
の

位
相

特
性

の
電

圧
値

が
判

定
基

準
値

を
逸

脱
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
当

該
継

電
器

は
R

、
S
、

T
の

3
相

が
あ

る
が

、
3
相

と
も

外
観

目
視

上
は

異
常

が
無

く
、

特
性

の
判

定
基

準
逸

脱
が

確
認

さ
れ

た
の

は
Ｒ

相
の

み
で

あ
る

こ
と

及
び

、
過

去
に

も
同

様
の

事
象

は
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
素

子
の

経
年

劣
化

が
原

因
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
当

該
発

電
機

後
備

保
護

継
電

器
の

素
子

を
交

換
し

、
正

常
に

動
作

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

所
内

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

93



表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
2
9
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

9
0

b-
1

R
-

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
瞬

時
要

素
の

接
点

の
動

作
不

良
を

確
認

し
た

。

-
瞬

時
接

点
の

動
作

不
良

は
、

可
動

接
点

部
が

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
に

引
っ

か
か

っ
た

た
め

に
、

可
動

接
点

の
動

作
が

遅
れ

て
発

生
し

た
も

の
で

あ
る

。
可

動
接

点
部

の
引

っ
か

か
り

は
、

過
去

の
継

電
器

動
作

の
繰

り
返

し
に

よ
り

可
動

接
点

と
表

示
器

ブ
ロ

ッ
ク

が
接

触
を

繰
り

返
し

た
た

め
に

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
が

摩
耗

し
て

生
じ

た
も

の
で

あ
り

、
表

示
器

ブ
ロ

ッ
ク

に
摩

耗
痕

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

、
継

電
器

本
体

に
外

観
上

の
損

傷
は

な
い

こ
と

か
ら

、
地

震
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
表

示
器

の
交

換
を

実
施

し
、

正
常

に
動

作
す

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

9
1

b-
1

S
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
瞬

時
要

素
の

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
の

破
損

を
確

認
し

た
。

-
継

電
器

の
外

観
上

に
表

示
器

以
外

の
異

常
は

な
か

っ
た

こ
と

、
盤

収
納

状
態

で
は

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
と

接
触

す
る

も
の

が
な

い
こ

と
、

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
の

カ
バ

ー
に

は
損

傷
が

な
か

っ
た

こ
と

、
盤

内
に

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
の

破
損

片
が

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
過

去
の

点
検

時
等

に
お

い
て

当
該

箇
所

に
力

が
加

わ
り

破
損

し
た

も
の

で
あ

り
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
表

示
器

の
交

換
を

実
施

し
、

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

9
2

a-
1

発
電

機
サ

イ
リ

ス
タ

整
流

器
盤

H
2
1
-

P
2
2
7

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
サ

イ
リ

ス
タ

整
流

器
盤

内
設

置
の

サ
イ

リ
ス

タ
ト

レ
イ

の
位

置
が

ず
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

サ
イ

リ
ス

タ
ト

レ
イ

の
位

置
ず

れ
に

伴
う

、
主

回
路

部
品

の
放

電
痕

を
確

認
し

た
。

-
地

震
に

よ
る

盤
全

体
へ

の
衝

撃
や

揺
れ

に
よ

り
、

盤
内

の
サ

イ
リ

ス
タ

ト
レ

イ
が

ず
れ

た
も

の
と

判
断

し
た

。

有

サ
イ

リ
ス

タ
ト

レ
イ

の
位

置
が

ず
れ

た
こ

と
で

、
サ

イ
リ

ス
タ

ト
レ

イ
か

ら
主

発
電

機
界

磁
巻

線
へ

電
源

供
給

が
で

き
な

い
た

め
、

励
磁

装
置

の
機

能
に

影
響

が
あ

る
と

判
断

し
た

。

否
　

　
　

要
損

傷
を

受
け

た
部

位
（
主

回
路

）
の

交
換

等
、

修
理

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
サ

イ
リ

ス
タ

ト
レ

イ
を

正
常

位
置

に
復

旧
す

る
。

損
傷

を
受

け
た

部
位

（
主

回
路

）
に

つ
い

て
交

換
を

行
う

と
と

も
に

、
サ

イ
リ

ス
タ

ト
レ

イ
を

正
常

位
置

に
復

旧
し

た
。

な
お

、
サ

イ
リ

ス
タ

ト
レ

イ
の

位
置

ず
れ

防
止

の
た

め
、

止
め

金
具

の
幅

を
大

き
く
す

る
対

策
を

実
施

し
た

。

9
3

b-
1

K
1
1
-

L
S
0
0
3

A
-

基
本

点
検

の
結

果
、

接
断

差
が

計
器

精
度

を
逸

脱
し

、
調

整
で

き
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
計

器
に

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
追

加
点

検
の

結
果

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
損

傷
等

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
及

び
、

同
じ

フ
ロ

ア
に

あ
る

同
タ

イ
プ

の
液

位
ス

イ
ッ

チ
に

は
異

常
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

、
更

に
、

当
該

計
器

は
地

震
前

の
点

検
時

（
第

1
0
回

定
検

時
）
に

お
い

て
も

計
器

精
度

の
逸

脱
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

経
年

劣
化

傾
向

に
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
当

該
計

器
の

切
断

差
の

計
器

精
度

逸
脱

は
、

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
計

器
交

換
を

行
い

異
常

の
な

い
（
正

常
に

動
作

す
る

）
こ

と
を

確
認

し
た

。

9
4

b-
1

K
1
1
-

L
S
0
0
4

A
-

基
本

点
検

の
結

果
、

接
断

差
が

計
器

精
度

を
逸

脱
し

、
調

整
で

き
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
計

器
に

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
追

加
点

検
の

結
果

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
損

傷
等

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
及

び
、

同
じ

フ
ロ

ア
に

あ
る

同
タ

イ
プ

の
液

位
ス

イ
ッ

チ
に

は
異

常
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

、
更

に
、

当
該

計
器

は
地

震
前

の
点

検
時

（
第

1
0
回

定
検

時
）
に

お
い

て
も

計
器

精
度

の
逸

脱
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

経
年

劣
化

傾
向

に
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
当

該
計

器
の

切
断

差
の

計
器

精
度

逸
脱

は
、

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
計

器
交

換
を

行
い

異
常

の
な

い
（
正

常
に

動
作

す
る

）
こ

と
を

確
認

し
た

。

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
放

射
性

ド
レ

ン
移

送
系

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
液

位励
磁

電
源

変
圧

器
過

電
流

継
電

器

H
2
1
-

P
2
2
5
-

5
1
E
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表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
3
0
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

（
3
0
）
原

子
炉

格
納

容
器

及
び

付
属

機
器

9
5

b-
1

原
子

炉
格

納
容

器
貫

通
部

制
御

・
計

装
X
-
3
0
0

B
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

気
配

線
貫

通
部

の
ケ

ー
ブ

ル
処

理
箱

蓋
の

ボ
ル

ト
2
本

が
折

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

良

2
8
本

中
2
6
本

は
健

全
で

あ
り

ボ
ル

ト
に

緩
み

は
な

か
っ

た
こ

と
、

蓋
に

外
観

上
異

常
が

な
く
ガ

タ
つ

き
が

な
か

っ
た

こ
と

、
ボ

ル
ト

の
折

損
箇

所
が

ボ
ル

ト
の

中
間

部
で

あ
っ

た
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

な
事

象
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

点
検

等
に

お
い

て
ケ

ー
ブ

ル
処

理
箱

蓋
の

取
付

・
取

外
し

が
繰

り
返

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
ボ

ル
ト

が
劣

化
し

折
損

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

無

-
-

-
折

損
が

確
認

さ
れ

た
ボ

ル
ト

2
本

の
交

換
を

行
う

予
定

。

（
3
1
）
ア

キ
ュ

-
ム

レ
-
タ

9
6

b-
4

主
蒸

気
系

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
逃

が
し

弁
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ

B
2
1
-

A
0
0
1

N
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
Ｕ

バ
ン

ド
と

ベ
ー

ス
プ

レ
ー

ト
と

の
取

付
け

ボ
ル

ト
8
本

中
1
本

の
固

定
用

Ｗ
ナ

ッ
ト

の
う

ち
、

上
側

の
ナ

ッ
ト

1
個

が
未

取
付

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
良

8
本

中
7
本

の
固

定
用

ボ
ル

ト
に

は
緩

み
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

、
及

び
下

側
に

あ
る

ベ
ー

ス
プ

レ
ー

ト
の

固
定

用
Ｗ

ナ
ッ

ト
は

緩
ん

で
お

ら
ず

、
近

隣
箇

所
に

地
震

に
よ

る
変

形
等

が
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

な
い

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
固

定
用

W
ナ

ッ
ト

を
取

付
実

施
し

た
。

（
3
8
）
制

御
盤

、
電

源
盤

9
7

b-
1

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

格
納

容
器

内
雰

囲
気

モ
ニ

タ
盤

H
1
1
-

P
6
3
9

-
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
盤

内
計

器
用

ラ
ッ

ク
シ

ャ
ー

シ
裏

面
に

入
線

さ
れ

て
い

る
ア

ー
ス

ケ
ー

ブ
ル

の
圧

着
端

子
に

折
損

が
2
箇

所
確

認
さ

れ
た

。
ま

た
、

ひ
び

の
あ

る
圧

着
端

子
が

1
箇

所
確

認
さ

れ
た

。
良

当
該

箇
所

は
、

点
検

時
に

模
擬

信
号

入
力

の
た

め
、

当
該

ケ
ー

ブ
ル

を
よ

け
て

、
試

験
ケ

ー
ブ

ル
を

繰
り

返
し

接
続

替
え

を
す

る
こ

と
か

ら
、

圧
着

端
子

部
に

応
力

が
か

か
り

、
折

損
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
ケ

ー
ブ

ル
自

体
の

重
量

は
軽

く
、

地
震

に
よ

る
ケ

ー
ブ

ル
の

揺
れ

で
端

子
の

折
損

・
ひ

び
を

引
き

起
こ

す
よ

う
な

応
力

は
発

生
し

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
折

損
及

び
ひ

び
が

確
認

さ
れ

た
端

子
部

（
3
箇

所
）
に

つ
い

て
、

再
端

末
処

理
を

実
施

し
た

。
再

端
末

処
理

実
施

後
、

導
通

確
認

及
び

取
付

状
態

の
確

認
を

行
い

、
異

常
の

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

9
8

b-
1

直
流

2
5
0
V

充
電

器
常

用
R

4
2
-

P
0
0
7

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
マ

グ
ネ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
の

リ
ー

ド
線

が
断

線
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
当

該
充

電
器

盤
の

他
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
（
8
個

）
に

は
断

線
が

な
か

っ
た

こ
と

、
充

電
器

盤
に

外
観

構
造

上
の

異
常

は
な

か
っ

た
こ

と
、

当
該

の
リ

ー
ド

線
自

体
の

重
量

は
軽

く
、

地
震

に
よ

る
リ

ー
ド

線
の

揺
れ

で
断

線
を

引
き

起
こ

す
よ

う
な

応
力

は
発

生
し

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

察
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
の

交
換

を
実

施
し

た
。

9
9

b-
1

直
流

2
5
0
V

充
電

器
予

備
R

4
2
-

P
0
1
2

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
マ

グ
ネ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
の

液
漏

れ
を

確
認

し
た

。

-
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
（
コ

ン
デ

ン
サ

）
の

液
漏

れ
で

あ
り

、
コ

ン
デ

ン
サ

の
液

漏
れ

は
過

去
に

も
確

認
さ

れ
て

い
る

事
象

で
あ

る
こ

と
か

ら
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
の

交
換

を
実

施
し

た
。

1
0
0

b-
1

直
流

1
2
5
V

充
電

器
3
B

R
4
2
-

P
0
0
1

B
○

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
直

流
過

電
流

継
電

器
の

単
体

動
作

試
験

に
て

動
作

不
良

を
確

認
し

た
。

良

継
電

器
の

外
観

に
異

常
は

な
く
、

同
一

電
源

盤
に

取
り

付
け

ら
れ

て
い

る
他

の
継

電
器

に
異

常
は

見
ら

れ
ず

、
過

去
に

他
号

機
の

同
型

継
電

器
で

も
同

様
の

動
作

不
良

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
継

電
器

の
内

部
回

路
（
コ

ン
デ

ン
サ

部
）
の

経
年

劣
化

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
継

電
器

を
交

換
し

、
正

常
に

動
作

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
0
1

b-
1

直
流

1
2
5
V

H
P

C
S

充
電

器
常

用
R

4
2
-

P
0
0
3

-
○

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
7
2
Ｃ

1
の

配
線

用
遮

断
器

（
Ｍ

Ｃ
Ｃ

Ｂ
）
ト

リ
ッ

プ
試

験
に

お
い

て
ト

リ
ッ

プ
後

、
リ

セ
ッ

ト
で

き
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
良

配
線

用
遮

断
器

の
外

観
に

異
常

は
な

く
、

過
去

に
も

同
様

の
事

象
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

マ
イ

ク
ロ

ス
イ

ッ
チ

部
の

グ
リ

ス
固

着
が

原
因

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
く
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

無

-
-

-
配

線
用

遮
断

器
（
Ｍ

Ｃ
Ｃ

Ｂ
）
の

内
部

清
掃

・
手

入
れ

を
実

施
し

、
正

常
に

動
作

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

蓄
電

池
及

び
充

電
器

95



表
4
.3

.1
　

設
備

点
検

で
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
に

関
す

る
総

合
一

覧
表

（
3
1
/
3
1
）

損
傷

原
因

地
震

影
響

の
有

無
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響

機
器

名
称

№
分

類
設

備
区

分
（
2
）

機
器

番
号

種
類

原
子

炉
安

全
上

重
要

な
設

備

地
震

応
答

解
析

結
果

設
備

点
検

結
果

損
傷

原
因

の
検

討

総
合

評
価

判
定

対
応

策

健
全

性
評

価
（
追

加
評

価
）

備
考

1
0
2

b-
1

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

3
Ｓ

B
-
2

M
/
C

3
S
B

-
2

-
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
真

空
遮

断
器

（
V

C
B

）
の

投
入

コ
イ

ル
固

定
用

ガ
イ

ド
ピ

ン
が

折
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

-
同

一
電

源
盤

内
の

他
の

遮
断

器
に

は
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

、
ガ

イ
ド

ピ
ン

は
2
本

あ
る

が
折

損
が

確
認

さ
れ

た
の

は
1
本

の
み

だ
っ

た
こ

と
、

同
様

の
事

象
が

地
震

以
前

に
も

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

開
閉

動
作

時
の

振
動

に
よ

り
応

力
が

繰
り

返
し

加
わ

っ
た

た
め

に
折

損
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
折

損
し

た
ガ

イ
ド

ピ
ン

を
交

換
し

、
真

空
遮

断
器

（
V

C
B

）
の

動
作

確
認

に
よ

り
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
開

閉
動

作
に

よ
る

振
動

の
防

止
対

策
を

実
施

し
た

。

1
0
3

b-
1

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

3
Ｃ

M
/
C

3
C

-
○

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
補

助
リ

レ
ー

の
導

通
不

良
を

確
認

し
た

。

良

接
点

接
触

状
態

で
導

通
が

不
良

で
あ

る
こ

と
か

ら
接

点
表

面
に

酸
化

被
膜

が
形

成
さ

れ
た

こ
と

が
原

因
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
、

補
助

リ
レ

ー
の

外
観

に
異

常
が

な
い

こ
と

、
過

去
に

も
同

様
の

事
象

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

無

-
-

-
補

助
リ

レ
ー

の
交

換
を

行
い

、
動

作
状

態
に

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

1
0
4

b-
1

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

3
Ｄ

M
/
C

3
D

-
○

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
制

御
接

触
器

の
ア

ー
ク

シ
ュ

ー
ト

が
損

傷
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

良

破
損

し
て

い
た

制
御

接
触

器
の

ア
ー

ク
シ

ュ
ー

ト
は

焼
成

品
で

あ
る

た
め

、
焼

成
巣

等
の

製
造

時
の

内
在

欠
陥

が
遮

断
器

の
開

閉
振

動
に

よ
り

経
年

的
に

表
面

化
し

た
も

の
と

推
察

さ
れ

る
こ

と
、

遮
断

器
内

の
取

付
位

置
に

お
い

て
は

他
の

構
造

物
等

に
接

触
す

る
可

能
性

は
な

い
こ

と
、

お
よ

び
同

様
の

事
象

が
地

震
前

に
も

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
（
焼

成
品

内
部

の
巣

等
の

欠
陥

は
、

焼
成

品
に

お
い

て
一

般
に

確
認

さ
れ

て
い

る
事

象
で

あ
る

。
）

無

-
-

-
制

御
接

触
器

の
ア

ー
ク

シ
ュ

ー
ト

の
交

換
を

行
い

、
動

作
状

態
に

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

1
0
5

b-
1

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
A

C
8
1
-

P
0
0
1

A
-

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
出

力
変

圧
器

盤
の

接
地

形
計

器
用

変
圧

器
（
Ｇ

Ｐ
Ｔ

）
ヒ

ュ
ー

ズ
ホ

ル
ダ

ー
取

付
け

用
ネ

ジ
部

の
損

傷
を

確
認

し
た

。

-
点

検
等

に
お

い
て

ヒ
ュ

ー
ズ

の
取

外
し

・
取

付
が

繰
り

返
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

ホ
ル

ダ
ー

を
固

定
し

て
い

る
ネ

ジ
に

ス
ト

レ
ス

が
掛

か
り

ネ
ジ

部
の

損
傷

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
、

ま
た

他
の

接
地

形
計

器
用

変
圧

器
（
Ｇ

Ｐ
Ｔ

）
、

ホ
ル

ダ
ー

に
は

異
常

が
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
無

-
-

-
接

地
形

計
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4.4  その他留意すべき事項 

4.4.1  経年劣化事象の考慮 

(1)  配管減肉 

a.  目的 

配管減肉は、配管材料と内部流体との化学的作用による腐食要因お

よび機械的作用による浸食要因との相互作用によって発生・進展する

経年劣化事象であり、地震荷重（外荷重）によってその発生・進展が

助長されるものではないが、配管減肉が顕在化した配管系に過大な地

震荷重が作用した場合には、構造強度への影響が考えられる。 

耐震安全上重要な配管系は、内部流体の湿り度が低い系統（主蒸気

系）、酸素注入により減肉の発生を抑制している系統（給水系）、通

常運転時は「待機」である系統（非常用炉心冷却系）等により構成さ

れており、減肉が顕著に進行する可能性は低いと考えられているが、3

号機における同配管系の配管肉厚測定実績の充実の観点も含め、サン

プル箇所を選定して配管板厚測定を実施し、顕著な減肉が確認された

場合は構造強度への影響について検討を行うこととする。なお、3 号

機の同配管系については、前回の定期検査（第 9 回定期検査）におけ

る測定実績があることから、これら実績についても減肉傾向有無の判

断材料として使用することとする。 

 

b.  配管板厚測定の概要 

(a)  サンプル箇所の選定 

サンプル箇所の選定にあたっては、減肉形態として流れ加速型腐

食（FAC）に着目し、下記の観点から対象系統および測定箇所を選定

する。 
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① 鋼種（炭素鋼製配管を対象） 

② 内部流体（水単相、蒸気単相または気液二相の範囲を対象） 

③ 通常運転状態（「待機」を除く） 

④ 偏流部要素（エルボ、ティ、レジューサ等）の代表性 

⑤ 作業性（放射線量等） 

対象系統には、通常の配管減肉管理では管理対象外としている系

統も含めることとし、主蒸気系、給水系および残留熱除去系の配管

系よりサンプル箇所を選定する。 

 

(b)  測定方法 

配管減肉管理に関する社内指針に基づき、偏流部要素およびその

下流部に、配管口径に応じた測定ポイント（周方向、流れ方向）を

設定し、日本工業規格 JIS Z 2355「超音波パルス反射法による厚さ測

定方法」に準拠し超音波厚み計により配管板厚を測定する。 

なお、測定要員は、日本非破壊検査協会規格 NDIS 0601「非破壊検

査技術者技量認定規程」、日本工業規格 JIS Z 2305「非破壊試験－技

術者の資格及び認証」に基づき認定、認証されている者、またはこ

れらと同等以上の技術レベルを有する者により行うことを要件とし

ている。 

 

(c)  測定結果の評価 

配管減肉管理に関する社内指針においては、配管板厚測定値を、

技術基準上の必要最小厚さ、詳細測定判定基準厚さ※1 と比較評価す

るとともに、余寿命※2 を算出し、次回測定時期または配管取替時期

を決定することとしている。今回の調査においては、製作時からの

減肉の進行状況を確認する目的から、製作寸法（製作公差内でのば

らつき、開先加工※3 の影響）を考慮した評価を実施する。 
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※1 NISA 文書「原子力発電工作物の保安のための点検、検査等に関する電気事業法

施行規則の規定の解釈（内規）について（平成 21・12・01 原院第１号 平成

21 年 12 月 25 日）」に示される、減肉の進展状況把握のための「詳細測定」実

施の判定厚さ 

判定基準厚さ＝必要最小厚さ＋（管の製造上の最小厚さ－必要最小厚さ）×2/3 

※2 測定厚さから必要最小厚さに至るまでの時間を減肉率に基づき算出 

※3 配管を溶接接合するために配管端部に施す加工であり、一般的に、配管溶接部

近傍には一般部に比して薄肉の範囲が存在する 
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(2)  粒界型応力腐食割れ（IGSCC） 

a.  IGSCC の地震による影響 

IGSCC 発生の可能性がある原子炉冷却材再循環系配管及び炉内構造

物については、通常の保全プログラムに基づき点検を実施しており、

欠陥が確認された場合には、その進展について管理を行っている。 

 

3 号機において、地震前より確認されていた原子炉冷却材再循環系

配管の IGSCC について、本地震の影響を確認するために超音波探傷試

験による欠陥の深さおよび長さの測定を実施するとともに、知見拡充

の観点からひび部の断面観察によるひびの状況確認を実施している。 

断面観察の結果、次のとおりひびの形態が確認された。 

① ひびの形態はいずれの位置においても IGSCC の特徴を有していた。 

② ひびの先端部の形態においても、母材部は粒界に沿って、溶接金属

内は結晶組織に沿って進展しており IGSCC の特徴を有していた。 

③ ひび先端の性状の明確な変化（鈍化）は確認されなかった。 

以上の結果より、ひびは粒界に沿って進展する IGSCC 特有の形態で

あり、地震によるひびの進展は明瞭には確認されなかった。また、ひ

び先端部の有意な硬化は確認されなかった。よって、ひびに対する地

震の影響は極めて小さいと推定している。 

なお、当該部は、配管取替を実施した。 

 

3 号機では、第 7 回定期検査（平成 14 年 8 月～）の際（本地震発生

前）に実施した炉内点検において、シュラウド下部リング溶接部近傍

に IGSCC の欠陥が確認されている。また、今定期検査に原子炉再循環

系配管において、2 箇所に IGSCC の欠陥が確認されている。 

これらについては、今後健全性評価を実施していく。 
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4.4.2  3 号機以外で確認された不適合事象に関する点検の状況 

3 号機以外で確認された主な不適合事象のうち、「点検・評価計画書」

対象設備に関するもので 3 号機へ水平展開を図るべき事象は、1 件（6 号

機原子炉建屋クレーン走行伝動用継手（ユニバーサルジョイント）のクロ

スピン破損）であり、点検を実施し異常のないことを確認した。水平展開

の実施状況は、以下のとおりである。 

 

(1)  6 号機原子炉建屋クレーンユニバーサルジョイントクロスピン破損 

6 号機原子炉建屋クレーンの目視点検を行ったところ、走行伝動用継

手（ユニバーサルジョイント）に破損を確認した。地震発生時、6 号機

原子炉建屋クレーンは停止している状態であり、走行車輪は電動機側に

設置されているブレーキが掛かっている状態であったが、地震動により

強制的にクレーンの走行方向（東西方向）の力が発生し、走行車輪に回

転しようとする力が作用したため、ブレーキによる電動機側の回転を阻

止する力の相反する作用により、走行車輪と電動機の間に位置する走行

伝動用継手（ユニバーサルジョイント）に過大なトルクが発生し、走行

伝動用継手（ユニバーサルジョイント）のクロスピンが破損したものと

推定した。 

 

3 号機原子炉建屋クレーンは、駆動伝達部の構造が 6 号機と同じ走行

伝動用継手（ユニバーサルジョイント）を使用していることから、当該

部の分解点検並びに作動試験を実施し、異常のないことを確認した。 
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5.  品質保証 

5.1  品質保証活動 

設備健全性に係る点検・評価の計画および実施にあたっては、保安規定に

おいて適用している「原子力発電所における安全のための品質保証規程」

（JEAC4111）に基づき品質保証活動を行った。 

具体的な活動は以下のとおりである。 

① 設備健全性に係る点検・評価の実施に際し、当社の品質マネジメン

トシステム文書である「保守管理基本マニュアル」および「設計管

理基本マニュアル」等に基づき技術検討書「新潟県中越沖地震後の

詳細点検の実施方針について」ならびに点検・評価計画書等を作成

し、点検・評価を行った。 

② 点検・評価に係る業務の調達においては、「調達管理基本マニュア

ル」に基づき実施した。 

③ 設備健全性に係る点検・評価の実施において確認された不適合事象

に対して、「不適合管理及び是正処置・予防処置基本マニュアル」

に基づき管理を実施した。 

④ 点検・評価結果の記録等の管理については、「文書及び記録管理基

本マニュアル」に基づき行っている。 

⑤ 地震応答解析の実施においては、「許認可解析の検証マニュアル」

に基づき実施した。 

 

また、建設および設備改造等の実施にあたっては、設計の検討や妥当性の

検証などの設計管理や施工管理等を実施している。なお、今回実施した耐震

強化工事においても、「設計管理基本マニュアル」に基づく設計管理等の品質

保証活動を実施しており、図面と現場の確認により計画通りに工事がなされ

ていることを確認している。 
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5.2  力量管理 

5.2.1  点検者の力量管理 

点検実施者の力量管理については、下記の方法により目視点検要員延べ

2172 人、非破壊試験（目視点検を除く）要員延べ 557 人について、力量が

要件を満たしていることを確認した。 

 

(1)  目視点検要員の力量確認 

目視点検に従事する者については、以下の項目を確認した。 

① 日本非破壊検査協会規格 NDIS 3413「非破壊試験技術者の視力及び

色覚の試験方法」にて準用される日本工業規格 JIS Z2305「非破壊

試験－技術者の資格及び認証」にて非破壊試験員に要求される近方

視力の確認が行われていること。 

② 類似する設備または機器点検の経験年数が 3 年以上であること。経

験年数が 3 年未満の場合は、目視点検に関する教育を行い、結果を

報告されていること。 

③ 「各機器について想定される損傷および損傷に対する点検方法」を

確認した者が従事していること。 

上記に加えて、地震によって影響を受け破損しやすい箇所等について

は、必要に応じ設計者に意見を求めることが可能な体制を整えているこ

とを確認した。 

 

(2)  非破壊試験（目視点検を除く）要員の力量確認 

放射線透過試験、超音波探傷試験、磁粉探傷試験、浸透探傷試験、渦

流探傷試験など資格を必要とする非破壊試験を実施する場合には、原則

として日本工業規格 JIS Z2305 に定める NDT レベル 2 以上もしくは（社）

日本非破壊検査協会認定資格 NDI 2 種以上の資格を有する者またはその
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者が所属する社内認定制度のNDTレベル 2以上もしくはNDI 2種相当以

上の資格を有する者がこれにあたっていることを確認した。 

 

5.3  社内品質安全部門および社外機関による確認 

設備所管グループによる、点検・評価の実施に係る活動が適切に行われて

いることを、社内品質安全部門および社外機関が以下のとおり確認した。 

 

5.3.1  点検者の力量確認 

(1)  目視点検要員 

地震の影響の有無判断を実施する目視点検員の力量について、設備所

管グループが上記（5.2.1(1)目視点検要員の力量確認）により適切な力量

管理を行っていることを品質安全部門および社外機関が抜き取りにより

確認した。 

(2)  非破壊試験（目視点検を除く）要員 

地震の影響の有無判断を実施する非破壊試験員の力量について、設備

所管グループが上記（5.2.1(2)非破壊試験（目視点検を除く）要員の力量

確認）により適切な力量管理を行っていることを品質安全部門および社

外機関が抜き取りにより確認した。 

 

5.3.2  点検実施状況の確認 

現場確認または記録確認を品質安全部門および社外機関が抜き取りによ

り以下のとおり実施し、点検実施状況の確認を行った。 

(1)  要領書確認 

① 施工要領書がメーカ設計者によるレビューを受け、設備所管グルー

プにより審査・承認されていることを確認した。 

②施工要領書に必要な事項が定められていることを確認した。 
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(2)  現場確認 

① 力量を有する点検者が、要領書に基づき点検・評価していること 

を、設備所管グループと異なる独立した立場で現場確認を行った。 

   

(3)  点検記録確認 

① 点検記録が要領書および現場の点検・評価に基づいて作成されてい 

ることを確認した。 

② 点検記録の保管については、「文書及び記録管理基本マニュアル」 

に従っていることを確認した。 
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6.  点検評価の実施体制 

点検・評価の主要な体制を図-6.1 に、第三者による点検・評価の確認体制を図

-6.2 に示す。また、実施者の力量確認および各機種の設備点検結果について、発

電所品質安全部門並びに社外機関が抜き取り確認を実施した。 

柏崎刈羽原子力発電所  
本店 原子力設備管理部 

新潟県中越沖地震対策センター

日立 GE 
ﾆｭｰｸﾘｱ･ 
ｴﾅｼﾞｰ 
株式 
会社 

株式 
会社 
東芝 

株式会社
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･
ﾆｭｰｸﾘｱ･
ﾌｭｴﾙ・ 
ｼﾞｬﾊﾟﾝ 

原子燃料 
工業 
株式 
会社 

東電 
工業 
株式 
会社 

株式会社
東京エネ
シス 

株式会社
関電工

東電 
設計 
株式 
会社 

東電環境
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝ
ｸﾞ株式
会社 

図-6.1 点検・評価体制 

設備所管グループによる 
設備の点検・評価 

試験実施グループによる 
系統レベルの点検・評価 

柏崎刈羽原子力発電所 

（定期検査、立入検査、保安検査） （定期検査、立入検査等） 

（委員会による審議） （立入調査等） 

（抜取確認） 

図-6.2 第三者による点検・評価の確認体制 

原子力安全・保安院 原子力安全基盤機構 

原子力安全委員会 地元自治体 

発電所品質安全部門による確認 
社外機関による確認 
（点検実施状況等） 
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7.  評価のまとめ 

柏崎刈羽原子力発電所 3 号機は、本地震後の設備健全性評価を行うにあたり、

原子炉施設保安規定に基づき定めた特別な保全計画に従い、機器レベルにおけ

る点検・評価を実施している。 

現時点での機器レベルの点検・評価の結果、地震の影響による異常※1 を 39

機器に確認し、60 機器に通常の点検時にみられる経年的な劣化事象等を確認し

た。また、地震応答解析の結果は、いずれの設備も許容応力状態ⅢAS 等の評価

基準値を超えているものはなく、その健全性を確認した。 

 

※1 本報告書では設備点検により確認した損傷、不具合等を「異常」と定義しており、こ

こでは評価の結果、構造強度、機能維持に影響のなかったものも含めて「異常」と称

した。 

 

地震の影響による異常を確認した 39 機器のうち、10 機器に構造強度や機能

維持に影響を与えると考えられる異常を確認した。これらの機器には、原子炉

安全上重要な設備は含まれておらず、確認された異常についても、構造強度や

機能維持に影響はあるものの、原子炉安全を阻害する可能性のない事象であっ

た。具体的な機器および事象は以下のとおりである。 

 

(1)  地震力による部品等のずれ、こすれ、損傷等の事象（7 機器） 

① 主タービン（高圧および低圧タービン(A)、(B)、(C)）の内部構造 

物の接触・損傷等 

     ② 原子炉建屋クレーン トロリ部ケーブルベアの脱輪 

③ 変圧器（主変圧器）の基礎ボルトの折損、内部構造物等のずれ 

④ サイリスタ整流器盤のサイリスタトレイの位置ずれ 
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(2)  地盤沈下による変形、損傷事象（1 機器） 

①所内変圧器(B)のブッシング廻りの損傷等に伴う火災の発生 

(3)  変圧器の火災による損傷事象（2 機器） 

①計器（所内変圧器(B)温度高継電器、所内変圧器(B)衝撃油圧継電器）

の端子箱の焼損 

 

地震発生当時、3 号機は定格熱出力一定運転中であったが、3 号機で確認さ

れた事象については、同じ運転中であった７号機や、定期検査中であった 1、5、

6 号機で確認されている主タービンの内部構造物の接触や原子炉建屋クレーン

ケーブルベアの脱輪等のように同様に傾向が見られた。 

それらに加えて、先行号機で確認されなかった事象として、所内変圧器(B)

の火災による損傷や高圧・低圧タービン車室のずれが確認された。 

所内変圧器(B)の火災は、変圧器基礎部と接続母線ダクトの基礎が不等沈下

して、それぞれに変位が生じたため、二次ブッシングとダクトが接触して碍管

が破損し、破損部からの漏油および地絡が発生し、火災に至ったものであった。

所内変圧器は、交換するとともに、火災対策として接続母線ダクト基礎の杭

基礎化と変圧器基礎との一体化、ならびにブッシングの破損および地絡を防止

するために、変圧器取合部の変位吸収量の増加、ダクト接続部の位置変更、ダ

クト内面の絶縁強化を実施した。これらの対策は、他プラントにおいても、同

様な事象が発生する恐れがあることから、水平展開を実施している。 

また、高圧・低圧タービン車室のずれ事象は、地震の揺れにより車室が僅か

に移動したものである。本事象は、タービン軸のアライメントが確保できない

ことから、車室を吊り上げて位置修正を行い、アライメントを確保した。 
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機能に影響を及ぼした事象ではなかったが、仮置き機材の接触によるほう酸

水注入系配管保温材の損傷が確認された。 

ほう酸水注入系配管保温材の損傷については、地震の影響により配管近傍の

運転中プラントに仮置された機材が配管保温材に接触し、損傷した事象である。

当該配管の保温材については、交換を行うとともに、仮置保管物品を床面に

固定し、配管自体は金属製保護柵にて囲む対策を実施した。 

この事象については、配管への影響は確認されなかったが、品質保証上改善

が必要な事象であると考え、水平展開として仮置き機材については、固縛、固

定等を確実に実施すろとともに、社内マニュアルに仮置き機材を固縛、固定す

ることを明確化した。 

 

8.  今後の予定 

8.1 機器レベルの点検・評価 

   今回の報告までに実施していない設備点検や地震応答解析については、引き

続き実施していく。また、得られた知見等については他号機の点検に反映して

いく。 

8.2 系統レベルの点検・評価 

   系統レベルの点検・評価は、機器レベルの健全性が確認された系統から、順

次実施していく。 
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9.  添付資料 

添付資料-1-1 各機種の点検方法 

添付資料-1-2 各機種の点検結果 

添付資料-1-3 設備点検により異常が確認された設備一覧表 

添付資料-1-4 目視点検が困難な箇所に対する点検結果 

添付資料-1-5 追加点検結果一覧表 

添付資料-2-1 3 号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る総合評価 

添付資料-2-2-1 所内変圧器（Ｂ）の総合評価結果について 

添付資料 2-2-2  主変圧器の総合評価結果について 

添付資料-2-2-3 主タービンの総合評価結果について 

添付資料-2-2-4 原子炉建屋クレーンの総合評価結果について 

添付資料-2-2-5 サイリスタ整流器盤のサイリスタトレイの総合評価結果 

について 

添付資料-2-2-6 主発電機の総合評価結果について 

添付資料-2-2-7 ほう酸水注入系配管の仮置き材接触事象の総合評価結果に

ついて 

 

10.  参考資料 

参考資料-1 柏崎刈羽原子力発電所 3 号機 他号機と共用する設備の点

検・評価について 
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各機種の点検方法 



【動的機器】 
 １）立形ポンプ 
（１） 点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして、過去

の研究成果より、「異常要因モード図」がある。これらを参照し、地震に

よって、立形ポンプの要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－

１のようになる。 
表-1 立形ポンプ 地震時損傷形態分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

出典元：（社） 日本電気協会 原子力発電耐震設計専門部会  ：発生の可能性が高いと想定されるもの 

 

冷却水配管損傷 

メカニカルシール熱交換器の損傷 

電動機損傷（電動機焼付） 

軸損傷 

取付ボルト（基礎ボルト）損傷 

電動機損傷（駆動機能喪失） 

ディスチャージケーシング損傷 

バレル損傷 

コラム損傷 

電動機損傷（電動機過負荷） 

カップリング損傷 

メカニカルシール漏洩 

メカニカルシール損傷 

羽根車損傷 

軸受損傷、軸受かじり 

ライナーリングかじり 

対象   要求機能      要因             現象          喪失機能     損傷形態  

 
「水平・上下地震動に対する機器の機能維持評価法の検討に関する調査報告書」（Vol.36 平成 13 年 3 月） 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討  
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の荷

重を直接受け保つ基礎部、軸受部に損傷が発生し、併せてカップリング

部の軸心ずれが主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「取付ボルトの損傷」、「ディスチャ

ージケーシング損傷」、「カップリング損傷」、「冷却水配管損傷」等の損

傷状態は、目視点検等での確認が有効と考えられる。その他の「バレル

1



損傷」、「コラム損傷」、「メカニカルシール損傷」、「羽根車損傷」、「軸受

損傷」「冷却水配管損傷」などは作動試験での確認が有効と考えられる。 
これらを踏まえ、立形ポンプにおける地震後の点検は、「表―２ 損傷

形態および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目

視点検、作動試験を実施し、それらにより異常が確認された機器につい

て追加点検として分解点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 
また、機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握すると

の観点から、一部機器について追加点検として分解点検を実施すること

により、機器の健全性評価の一助とすることとした。 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

点検内容 

基本点検 
追加 

点検 損傷形態 

目視 

点検 

作動 

試験 

分解 

点検 

①取付ボルトの損傷（基礎ボルト） ※１   

②電動機損傷（駆動機能喪失）  ※２  

③ディスチャージケーシング損傷 ○ ○  

④バレル損傷  ○ ○ 

⑤コラム損傷  ○ ○ 

⑥電動機損傷（電動機過負荷）  ※２  

⑥電動機損傷（電動機焼付）  ※２  

⑦カップリング損傷 ○ ○ ○ 

⑧メカニカルシール漏洩  ○  

⑨メカニカルシール損傷  ○ ○ 

⑩羽根車損傷  ○ ○ 

⑪軸受損傷、軸受かじり  ○ ○ 

⑫ライナーリングかじり  ○ ○ 

⑬軸損傷  ○ ○ 

⑭冷却水配管の損傷 ○ ○  

⑮メカニカルシール熱交換器の損傷 ○ ○  

：発生の可能性が高いと想定されるもの ※１：支持構造物点検で実施する 

※２：電動機点検にて実施する 

○：損傷状況が判断できる点検 
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 ２）横形ポンプ 

 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして、過去の研

究成果より、「異常要因モード図」がある。これらを参照し、地震によって、

横形ポンプの要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１のようにな

る。 
表-1 横形ポンプ 地震時損傷形態分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の荷重を

直接受け保つ基礎部、軸受部に損傷が発生し、併せて軸継手部の軸心ずれが主

に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「基礎ボルトの損傷」、「支持脚損傷」、「軸

継手損傷」等の損傷状態は、目視点検等での確認が有効と考えられる。その他

の「摺動部（ライナーリング部）の損傷」「軸損傷」「メカニカルシール損傷」

現象 喪失機能 要因 対象 要求機能 損傷形態

ポンプ本体応答過大 

出典元：（社） 日本電気協会 原子力発電耐震設計専門部会  

「水平・上下地震動に対する機器の機能維持評価法の検討に関する調査報告書」（Vol.36 平成 13 年 3 月） 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 

(A)(B)(C) 

(A)(B) 

(A) 

(A)(B)(C) 

(A) 

(A)(B) 

(B)(C) 

(A) 

(B)(C) 

(A) 

 

地震時の起動・

運転と送水性能

の確保 

基礎ボルト応力過大

ｹー ｼﾝｸ゙とﾛー ﾀの接触

支持脚応力過大 

軸継手部相対変位過大

冷却水配管応力過大

基礎ボルト損傷 

摺動部(ﾗｲﾅー ﾘﾝｸ゙部)の損傷 

支持脚損傷 

軸損傷 

ﾒｶﾆｶﾙｼー ﾙ損傷 

軸受損傷 

軸継手損傷 

ｹー ｼﾝｸ゙ﾉｽ゙ﾙ部損傷 

軸受冷却不能 

電動機機能喪失 

ｹー ｼﾝｸ゙転倒ﾓー ﾒﾝﾄ過大

ケーシング変形過大

ケーシング応力過大

軸応力過大 

軸変形過大 

軸受荷重過大 

電動機変形過大 

配管反力過大 

冷却水配管応力過大

 

(A) 回転機能 

(B) 水力特性 

(C) 流体保持 

 

横形 

ﾎﾟﾝﾌﾟ 

摺動部（ﾗｲﾅ ﾘーﾝｸ゙部）

軸損傷

ﾒｶﾆｶﾙｼ ﾙー損傷

ｹ ｼーﾝｸﾞﾉｽ゙ﾙ部損傷

電動機機能喪失

軸受冷却不能

基礎ボルト損傷

支持脚損傷

軸受損傷

軸継手損傷

全体系（ケーシング） 

応 答 過 大 

軸系（ロータ） 

応 答 過 大 

電動機応答過大 

配管応答過大 

冷却水配管応答過大 
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「軸受損傷」「ケーシングノズル部損傷」「軸受冷却不能」は作動試験での確認

が有効と考えられる。 
これらを踏まえ、横形ポンプにおける地震後の点検は、「表―２ 損傷形態お

よび点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、作動

試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検として分

解点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 
また、機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点

から、一部機器について追加点検として分解点検を実施することにより、機器

の健全性評価の一助とすることとした。 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 分解点検 

①基礎ボルト損傷 ※１   

②支持脚損傷 ○ ○  

③摺動部(ライナーリング部)

損傷 
 ○ ○ 

④軸損傷  ○ ○ 

⑤メカニカルシール損傷  ○ ○ 

⑥軸受損傷  ○ ○ 

⑦電動機機能喪失  ※２ ○ 

⑧軸継手損傷 ○ ○ ○ 

⑨ケーシングノズル部損傷 ○ ○ ○ 

⑩軸受冷却不能  ○ ○ 

 
：発生の可能性が高いと想定されるもの 

※１：支持構造物点検で実施する 

※２：電動機点検にて実施する 

○：損傷状況が判断できる点検  

4



３）往復動式ポンプ 

 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして、過去の研究成

果より、「異常要因モード図」がある。これらを参照し、地震によって、往復動式ポ

ンプの要求機能が阻害される損傷形態をまとめるとの表－１のようになる。 

 
表-1 往復動式ポンプ 地震時損傷形態分析結果         

 
 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、取付ボルト損傷、

クランク軸軸受損傷、軸継手の損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「取付ボルトの損傷」、「吸込・吐出ノズル損

傷」「軸継手の損傷」等は、目視点検等での確認が有効と考えられる。その他の、

「クランク軸軸受損傷」「歯車損傷」等は作動試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、往復動式ポンプにおける地震後の点検は、「表－２ 損傷形態

および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、作動

試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検として分解

点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 
また、機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点か

ら、一部機器について追加点検として分解点検を実施することにより、機器の健

全性評価の一助とすることとした。 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

点検内容 

基本点検 
追加 

点検 損傷形態 

目視 

点検 

作動 

試験 

分解 

点検 

①取付ボルト損傷 ○   

②基礎ボルト損傷 ※１   

③クランク軸軸受損傷  ○ ○ 

④ｺﾈｸﾃｨﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ軸受損傷  ○ ○ 

⑤クロスヘッドガイド部損傷  ○ ○ 

⑥バルブシート面損傷  ○ ○ 

⑦吸込・吐出ノズル損傷 ○ ○  

⑧歯車軸軸受損傷  ○ ○ 

⑨歯車損傷  ○ ○ 

⑩電動機機能喪失  ※２  

⑪軸継手損傷 ○ ○ ○ 

⑫潤滑油切れ ○ ○  

：発生の可能性が高いと想定されるもの ※１：支持構造物点検で実施する 

※２：電動機点検にて実施する 

○：損傷状況が判断できる点検 
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 ４）ポンプ駆動用タービン 

 
（１） 点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして、過去の研

究成果より、「異常要因モード図」がある。これらを参照し、地震によって、

駆動用蒸気タービンの要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１の

ようになる。 
表-1 ポンプ駆動用タービン 地震時損傷形態分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の荷重を直

接受け保つ基礎部、軸受部に損傷が発生し、併せてロータ（翼）の接触による

損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「基礎ボルト損傷」、「弁箱損傷」、「ケー

シング損傷」の損傷状態は、目視点検等での確認が有効と考えられる。その他

の「軸損傷」「ロータ損傷」「軸受損傷」などは作動試験での確認が有効と考え

られる。 

 タービン本 体  
応 答 過 大  

全体 系（ケーシング）  
応  答  過  大  

軸 系 （ロータ） 
応  答  過  大  

制 御 部 応答 過 大  

配 管 反 力過 大  

 基礎ボルト損傷 

軸損傷 

ロータ損傷 

軸受損傷 

ｹｰｼﾝｸﾞ損傷 

制御不能 

弁箱損傷 

(A)(B) 

(A)(Ｂ) 

(B) 

(Ａ)(Ｂ) 

(Ａ)(Ｂ) 

(Ａ)(Ｂ) 

(Ａ)(Ｂ) 

軸損傷 

制御不能 

弁箱損傷 

ｹｰｼﾝｸﾞ損傷 

ロータ損傷

軸受損傷 

基礎ボルト損傷

ﾎﾟﾝﾌﾟ 

駆動用 

ﾀｰﾋﾞﾝ 

対象 要求機能 要因 現 象 喪失機能 損傷形態 

地震後の作動と 

性能確保 

 ｹｰｼﾝｸﾞ転倒 ﾄ過大

(A) 回転機能 

(B) 出力特性確認 

基礎ボルト応力

ﾛｰﾀ・ｹｰｼﾝｸﾞ接触

配管損傷

ﾓｰﾒﾝ

弁開閉不良

弁箱応力過大

作動不良

ケーシング応力過大

ケーシング変 大形過

軸応力過大 

軸変形過大 

軸受荷重過大 

制御油配管応力過大

レバー機構地震 大反力過

蒸気加減弁加 過大速度

ガバナ加速度過大

主蒸気止め弁加 大速度過

出典元：（社） 日本電気協会 原子力発電耐震設計専門部会  

「水平・上下地震動に対する機器の機能維持評価法の検討に関する調査報告書」 （Vol.36 平成 13 年 3 月） 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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これらを踏まえ、ポンプ駆動用タービンにおける地震後の点検は、「表－２ 

損傷形態および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視

点検、作動試験を実施することとしたが、作動試験は駆動蒸気が発生しなけれ

ば実施できないことから、全てのポンプ駆動用タービンについて追加点検とし

て分解点検を実施することにより損傷状態を確認することとした。 

 

表-2 想定される損傷形態と検知性 

 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 分解点検 

①基礎ボルトの損傷 ※   

②軸損傷  ○ ○ 

③ロータ損傷  ○ ○ 

④軸受損傷  ○ ○ 

⑤制御不能  ○  

⑥弁箱損傷 ○ ○ ○ 

⑦ケーシング損傷 ○ ○ ○ 

：発生の可能性が高いと想定されるもの  

※：支持構造物点検で実施する 
○：損傷状況が判断できる点検 
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５）電動機 

 
（１） 点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして、過去の研

究成果より、「異常要因モード図」がある。これらを参照し、地震によって、

電動機の要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１－１～表－１－

２のようになる。 
 表－１－１は、電動機に対する地震時の損傷形態を分析した結果であり、表

－１－２は電動機に類するもののうち、原子炉冷却材再循環ポンプＭＧセット

に対する地震時の損傷形態を分析した結果である。 

 
表-1-1 電動機 地震時損傷形態分析結果 
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表-1-2 原子炉冷却材再循環ポンプＭＧセット 地震時損傷形態分析結果 

 
 

②  損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１－１～表－１－２にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮

すると、一般的な電動機においては取付ボルト損傷、軸受損傷、軸継手の

損傷が主に発生すると想定され、ＭＧセットについては基礎ベース部・取

付ボルトの損傷、原子炉冷却材再循環ポンプ駆動用発電機の軸受の損傷が

主に発生すると想定される。 
表－１－１～表－１－２で検討された損傷形態の内、「取付ボルトの損傷」、

「フレーム材損傷」、「軸継手の損傷」等は、目視点検等での確認が有効と

考えられる。その他の、「固定子・回転子の損傷」、「軸受損傷」等は作動試

験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、電動機における地震後の点検は、「表－２－１～表－２

－２ 損傷形態及び点検における検知性」に整理するように、基本点検と

して目視点検、作動試験を実施し、それらにより異常が確認された機器に

ついて追加点検として分解点検を実施し各部の状況を把握することとした。 
また、機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観

点から、一部機器について追加点検として分解点検を実施することにより、

機器の健全性評価の一助とすることとした。 

 

表-2-1 電動機 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 
損傷形態 

目視点検 作動試験 分解点検 

①絶縁不良・受電不能  ○  

②フレーム材損傷 ○ ○  

③取付ボルト損傷 ※ ○ ○ 

④固定子損傷  ○ ○ 

⑤軸損傷 ○ ○ ○ 

⑥軸受損傷  ○ ○ 

⑦固定子・回転子の損傷  ○ ○ 

⑧軸、フレームの損傷  ○ ○ 

⑨軸継手の損傷 ○ ○ ○ 
※支持構造物点検で実施する 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 
○：損傷状況が判断できる点検 
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表-2-2 原子炉冷却材再循環ポンプＭＧセット 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 
追加点検 

①絶縁不良・受送電不能  ○  

②フレーム材損傷 ○ ○  

③基礎ベース部・取付ボルト損傷 ○ ○ ○ 

④固定子の損傷(PLR、RIP 発電機)  ○ ○ 

⑤回転子の損傷(PLR、RIP 発電機)  ○ ○ 

⑥軸受の損傷(PLR、RIP 発電機)  ○ ○ 

⑦固定子の損傷(PLR F/D)  ○ ○ 

⑧回転子の損傷 PLR F/D)  ○ ○ 

⑨軸受の損傷(PLR F/D)  ○ ○ 

⑩軸の損傷(PLR、RIP 発電機)  ○ ○ 

⑪軸の損傷(PLR F/D)  ○ ○ 

⑫配管、弁、クーラー等の損傷 ○  ○ 

⑬フランジ部の損傷 ○   

⑭ＰＭＧの損傷(PLR、RIP 発電機)  ○ ○ 

⑮回転検出器の損傷(PLR、RIP 発電機)  ○ ○ 

⑯交流励磁機の損傷(PLR、RIP 発電機)  ○ ○ 

⑰回転整流器の損傷(RIP 発電機)  ○ ○ 

⑱ブラシの損傷（(PLR 発電機)  ○ ○ 
：発生の可能性が高いと想定されるもの ○：損傷状況が判断できる点検 
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６）ファン 

 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして、過去の研 
究成果より、「異常要因モード図」がある。これらを参照し、地震によって、 
ファンの要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１のようになる。 

表-1 ファン 地震時損傷形態分析結果 

 

 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、取付ボルト損

傷、軸受損傷、軸継手損傷が主に発生すると想定される。 

表－１で検討された損傷形態の内、「取付ボルト損傷」、「軸受固定ボルト損

傷」、「軸継手損傷」等は、目視点検等での確認が有効と考えられる。その他の

「軸受損傷」、「インペラ損傷」、「メカニカルシール損傷」等は作動試験での確

認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、ファンにおける地震後の点検は「表－２ 損傷形態および 

点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検と作動試験 

を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検として分解 

点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 

また、機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点 

から、一部機器について追加点検として分解点検を実施することにより、機器 

の健全性評価の一助とすることとした。 

   

表-2 損傷形態および点検における検知性 

 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 分解点検 

①ケーシングの損傷 ○ ○ ○ 

②ケーシング取付ボルト損傷 ○ ○ ○ 

③軸損傷  ○ ○ 

④軸受損傷  ○ ○ 

⑤軸受固定ボルト損傷 ○ ○ ○ 

⑥インペラ損傷  ○ ○ 

⑦ベローズジョイント損傷 ○ ○ ○ 

⑧軸継手損傷 ○ ○ ○ 

⑨メカニカルシール損傷 

（軸封がメカニカルシールの場

合） 

 ○ ○ 

⑩電動機取付ボルト損傷 ○ ○ ○ 

⑪電動機機能喪失  ○ ○ 

⑫基礎ボルト損傷 ※   

⑬フレキシブルダクト継手損傷 ○ ○ ○ 
：発生の可能性が高いと想定されるもの ※：支持構造物点検で実施する 

○：損傷状況が判断できる点検 
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８）空気圧縮機 

 
（１） 点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして、過去の

研究成果より、「異常要因モード図」がある。これらを参照し、地震によっ

て、空気圧縮機の要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－1のよう

になる。 

表-1 空気圧縮機 地震時損傷形態 

 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の荷

重を直接受け保つ基礎部、取付部に損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内「基礎ボルトの損傷」、「取付ボルト損

傷」等の損傷状態は、目視点検等での確認が有効と考えられる。その他の

「ピストンリング割れ」、「ピストンリング焼付」、「油膜切れ・焼付」など

は作動試験での確認が有効と考えられる。 

空気圧縮機 
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これらを踏まえ、空気圧縮機における地震後の点検は、「表－２ 損傷形

態および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点

検、作動試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加

点検として分解点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 
また、機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの

観点から、一部機器について追加点検として分解点検を実施することによ

り、機器の健全性評価の一助とすることとした。 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動確認 分解点検 

①基礎ボルトの損傷 ※１ ○  

②ピストンリング割れ  ○ ○ 

③ピストンリング焼付  ○ ○ 

④油膜切れ・焼付  ○ ○ 

⑤取付ボルトの損傷 ○ ○ ○ 

⑥フレーム材の損傷 ○ ○ ○ 

⑦クーラー取付管損傷 ○  ○ 

⑧クーラー取付ボルト損傷 ○  ○ 

⑨安全弁誤作動 ○ ○ ○ 

⑩潤滑油切れ ○ ○  

⑪インタークーラー・アフタ

ークーラー冷却不能 

○ ○  

⑫シリンダ冷却不能 ○ ○  

⑬電動機機能喪失 ○ ※２  

⑭吸込・吐出ノズル損傷 ○ ○ ○ 

：発生の可能性が高いと想定されるもの ※１：支持構造物点検で実施する 

※２：電動機点検にて実施 

○：損傷状況が判断できる点検 
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９）弁 

 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして、過去の研

究成果より、「異常要因モード図」がある。これらを参照し、地震によって、

弁の要求機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 弁 地震時損傷形態分析結果

 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震力による

弁反力を受けたことに伴い、駆動部動作不良、ヨーク損傷、弁ふた損傷、弁箱

損傷、弁棒・グランドあるいは弁体・弁座間摩擦抵抗大、弁座シール性能低下、

グランド漏えいが想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「駆動部動作不良」「弁棒・グランドある

いは弁体・弁座間摩擦抵抗大」「弁座シール性能低下」については作動試験の

確認を行うこと、更には系統としてバウンダリ機能が要求されている弁は、必

要に応じて系統試験等で漏えい確認を行うことが有効と考えられる。その他の

損傷状態は、目視点検での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、弁における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態および点

検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、作動試験、

漏えい確認を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検と

して分解点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 
また、機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点 

から、安全上特に重要な弁のうち、地震応答解析の結果比較的裕度が低かった

弁及び構造が特殊な主蒸気隔離弁（ＭＳＩＶ）の内・外弁各一台、主蒸気逃が

し安全弁（ＳＲＶ）の全台について追加点検として分解点検を実施することに

より、機器の健全性評価の一助とすることとした。 

 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 
損傷形態 目視点検 

 

 

作動試験 

（漏えい確

認含む） 

分解点検 

①駆動部動作不良 ○ ○ ○ 

②ヨークの損傷 ○   

③弁ふたの損傷 ○  ○ 

④弁箱の損傷 ○  ○ 

⑤弁棒・グランドある

いは弁体・弁座間摩擦

抵抗大 

 ○ ○ 

⑥弁座シール性能低下  ○ ○ 

⑦グランド漏えい ○   
：発生の可能性が高いと想定されるもの  

○：損傷状況が判断できる点検 
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１１）非常用ディーゼル発電機 

 

（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 

地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮したものとして、過去の研究成果より、「異

常要因モード図」がある。これらを参照し、地震によって、非常用ディーゼル発電機の要求

機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１のようになる。 

表-1 非常用ディーゼル発電機 地震時損傷形態分析結果
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ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰおよびロー

ラガイド部の応答加

速度過大
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② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の荷重を直接

受け保つ機関本体の基礎部、軸受部と、出力制御系、始動空気系、燃料油系等の付

属機器の取付ボルト、軸受け部に損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「基礎ボルト破損」、「取付ボルトの損傷」等の
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損傷状態は、目視点検での確認が有効と考えられる。その他の「ピストンメタル 
損傷、シリンダー損傷」「バルブレバーの破損」などは作動試験での確認が有効と 
考えられる。 

 

a.機関本体 

地震の荷重を直接受け保つ基礎部、軸受部の損傷（曲がり、バルブレバー破損）、

ギア関係のずれが主に発生すると考えられる。損傷形態のうち、基礎ボルトの損傷は、

目視点検での確認が有効と考えられ、軸受部の損傷（曲がり、バルブレバー破損）、

ギア関係（歯の破損）などは作動試験での確認が有効と考えられる。 

 

b.出力制御系 

地震の荷重を直接受け保つ取付ボルトの損傷、回転速度異常、油（制御油）の流出

が主に発生すると考えられる。損傷形態のうち、「取付ボルトの損傷」及び「油の流

出」は目視点検での確認が有効と考えられる。「回転速度の異常」については、作動

試験での確認が有効と考えられる。 

 

c.始動空気系 

地震の荷重を直接受け保つ取付ボルト・支持脚の損傷、本体移動による配管破損(排

気管)、空気だめ安全弁の閉不能による圧力低下により機関起動不能が発生すると考え

られる。損傷形態のうち、「取付ボルトの損傷」、「支持脚の損傷」、「本体移動による配

管破損」は目視点検での確認が有効と考えられる。「空気だめ圧力低下」「始動インタ

ーロック誤動作」等は作動試験での確認が有効と考えられる。 

 

d.燃料油系 

地震の荷重を直接受け保つ取付ボルト、配管破損による燃料流出及び燃料噴射ポン

プの機関への燃料噴射不能及び燃料移送ポンプ軸受の損傷が考えられる。損傷形態の

うち、「取付ボルトの損傷」、「配管破損による燃料流出」は目視点検での確認が有効と

考えられる。燃料噴射ポンプの「燃料噴射不能」及び燃料供給ポンプの「軸受の損傷」

等は、作動試験での確認が有効と考えられる。 

 

e.冷却水系 

地震の荷重を受け配管破損による冷却水流出及びポンプ軸受の損傷が考えられる。

損傷形態のうち配管破損による「冷却水流出」は目視点検での確認が有効と考えられ

る。冷却水ポンプの「軸受の損傷」は作動試験での確認が有効と考えられる。 

 

f.潤滑油系 

地震の荷重を直接受け保つポンプ軸受の損傷、潤滑油流出、潤滑油圧力低下、潤滑

油温度高等の発生が考えられる。損傷形態のうち、「軸受の損傷」は目視点検での確認

が有効と考えられる。「潤滑油流出」、「潤滑油圧力低下」、「潤滑油温度高」は作動試験

での確認が有効と考えられる。また、「潤滑油流出」は漏えい試験での確認が有効と考

えられる。 
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これらを踏まえ、非常用ディーゼル発電機における地震後の点検は、「表－２ 損傷

形態および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、作動

点検、漏えい確認を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検と

して分解点検（開放点検）を実施し、各部の状況を把握することとした。 

また、機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点から、

一部機器について追加点検として分解点検を実施することにより、機器の健全性評価

の一助とすることとした。 

 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

a.ディーゼル機関本体 

点検内容 

基本点検 
追加 

点検 
損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 

①ピストンメタル損傷  ○  ○ 

②シリンダー損傷  ○  ○ 

③軸受の損傷 ○ ○  ○ 

④アイドルギヤ軸受の損傷  ○  ○ 

⑤軸の曲がり  ○  ○ 

⑥歯の折損  ○   

⑦弁座のシール不良  ○  ○ 

⑧地震慣性力による弁の誤開閉  ○  ○ 

⑨バルブレバーの破損  ○   

⑩ブッシュロッドの曲がり  ○  ○ 

⑪安全弁作動不能  ○  ○ 

⑫基準軸受損傷  ○  ○ 

⑬基礎ボルト破損 ※    

：発生の可能性が高いと想定されるもの  
b.出力制御系 

点検内容 

基本点検 
追加 
点検 

損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 
①回転速度過大  ○  ○ 

②取付ボルトの損傷 ○ ○   

③油の流出 ○ ○  ○ 

④機関回転変動過大  ○  ○ 

⑤地震慣性力による弁の誤開閉  ○  ○ 
：発生の可能性が高いと想定されるもの  
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c.始動空気系 

点検内容 

基本点検 
追加 

点検 
損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 

①本体移動による配管破損 ○  ○ ○ 

②安全弁閉不能(放出) ○ ○ ○ ○ 

③空気だめ圧力低下  ○   

④地震慣性力による作動不能  ○  ○ 

⑤制御用空気そう失  ○  ○ 

⑥始動インターロック誤動作  ○   

⑦取付ボルトの損傷 ○ ○   

⑧支持脚の損傷 ○ ○   

⑨ロータの損傷  ○  ○ 

⑩軸受の損傷  ○  ○ 

⑪安全弁作動不能  ○  ○ 

⑫機関室内温度上昇  ○  ○ 

⑬燃焼空気不充分(室内空気)  ○  ○ 

：発生の可能性が高いと想定されるもの  
d.燃料油系 

点検内容 

基本点検 
追加 
点検 

損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 
①燃料流出 ○ ○ ○ ○ 

②燃料噴射不能 ○ ○  ○ 

③機関出力低下 ○ ○  ○ 

④軸受の損傷 ○ ○  ○ 
：発生の可能性が高いと想定されるもの  

e.冷却水系 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 
①冷却水流出 ○ ○ ○ ○ 

②軸受の損傷 ○ ○ ○ ○ 
：発生の可能性が高いと想定されるもの  
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f.潤滑油系 

点検内容 

基本点検 
追加 

点検 
損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 

①冷却水流出 ○ ○ ○ ○ 

②ポンプによる吸込み不能  ○  ○ 

③軸受の損傷 ○ ○  ○ 

④潤滑油流出 ○ ○ ○ ○ 

⑤ピストン・ライナー焼付き ○ ○ ○ ○ 

⑥機関入口潤滑油圧力低下 ○ ○ ○ ○ 

⑦潤滑油圧力低 ○ ○ ○ ○ 

⑧潤滑油温度高 ○ ○  ○ 

⑨機関保護装置作動  ○   

⑩機関始動インターロック誤作

動 

 ○   

：発生の可能性が高いと想定されるもの  
※：支持構造物点検で実施する 
○：損傷状況が判断できる点検 

 

なお、発電機本体については、構造が電動機と同一であることから、損傷形態と点検に

おける検知性を電動機点検手法に準じて実施している。 
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 １２）制御棒 

 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮し、地震によって制御棒の要求

機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 制御棒 地震時損傷形態分析結果 

 

 

 
②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態を考慮すると、制御棒自体の変位過大や炉内構造物

との衝突により制御棒の変形・損傷が発生すると想定される。 
制御棒の変形・損傷の状態は、目視点検により確認するのが有効と考えられる。

制御棒の目視点検は、炉内の装荷位置による地震の影響を考慮して、抜き取りにて

行うこととする。 
なお、制御棒そう入性について、制御棒と制御棒駆動機構がカップリングした状

態での作動試験により機能確認するため、制御棒駆動機構の作動試験の中で確認す

る。 
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これらを踏まえ、制御棒における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態および点検

における検知性」に整理するように、基本点検として炉内配置点検、目視点検、作

動試験を実施することとした。 
それらにより異常が確認された制御棒については取替を行うこととした。 

 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 
損傷形態 

炉内配置 
点検 

目視点検※1 作動試験 

①制御棒の変形 ○ ○ ○※2 

※1：代表性を考慮して抜取点検を実施する 

※2：制御棒駆動機構の作動試験にて点検を実施する 

○ ：損傷状況が判断できる点検 
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１３）制御棒駆動機構（ＣＲＤ／ＨＣＵ） 

（１） 点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
表-1 制御棒駆動機構 地震時損傷形態分析結果 
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② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した制御棒駆動機構に対する損傷形態や機種の特性などを

考慮すると、「制御棒駆動系配管損傷、破断」、「容器継手部の損傷、変形」、「ユ

ニットフレーム損傷」が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「取付ボルトの損傷、変形」、「ユニット

フレーム損傷」については目視点検での確認が有効であると考えられる。また、

内部構造部品である制御棒駆動機構の「インデックスチューブ、ピストンチュ

ーブ」及び水圧制御ユニットアキュムレータの「ピストン、シリンダ」の損傷

については作動試験での状況確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、制御棒駆動機構における地震後の点検は、「表－２ 損傷

形態および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、

作動試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検とし

て分解点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 
また、機能上影響のない微細なきず等についても念のため把握するとの観点

から、一部機器について追加点検として分解点検を実施することにより、機器

の健全性評価の一助とすることとした。 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

点検内容 

基本点検 
追加 

点検 
損傷形態 

目視 

点検 

作動試験 

(漏えい確

認含む) 

分解 

点検 

CR    

①制御棒案内管の変形 ※１   

CRD（FMCRD）    

②制御棒駆動機構ハウジング損傷、変形 ※１※２ ○※２  

③中空ピストンの損傷、変形（FMCRD）  ○ ○ 

④ガイドチューブの損傷、変形（FMCRD）  ○ ○ 

⑤ハッファスリーブの損傷、変形（FMCRD）  ○ ○ 

⑥ボールネジの損傷、変形（FMCRD）  ○ ○ 

⑦インデックスチューブの損傷、変形（CRD）  ○ ○ 

⑧ピストンチューブの損傷、変形（CRD）  ○ ○ 

⑨取付ボルトの損傷、変形 ○   

⑩制御棒駆動系配管損傷、破断 ○ ○  

HCU    

⑪弁棒の損傷、変形 ○ ○ ○ 

⑫ボディ/ボンネットフランジの損傷、変形 ○ ○ ○ 

⑬取付フランジの損傷、変形 ○ ○  

⑭ピストンの損傷、変形  ○ ○ 

⑮シリンダの損傷、変形  ○ ○ 

⑯容器継手部の損傷、変形 ○ ○  

⑰ユニットフレーム損傷 ○   

⑱取付ボルト損傷 ○   

※１：炉内構造物点検においても実施  

※２：原子炉圧力容器及び付属機器点検においても実施 

○：損傷状況が判断できる点検 

 ：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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１４）主タービン 

 
（１） 点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
表-1 主タービン 地震時損傷形態分析結果 

 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の荷重を

直接受け保つ基礎ボルト、軸受の損傷と、併せて翼の接触による損傷が主に発

生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「基礎ボルト損傷」の損傷状態は、目視

点検等での確認が有効と考えられる。その他の「翼損傷」、「軸受損傷」などは

追加点検及び作動試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、主タービンにおける地震後の点検は、「表－２ 損傷形態

および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、作

動試験を実施することとしたが、作動試験は蒸気が発生しなければ実施できな

いことから、追加点検として分解点検を実施することにより損傷状態を確認す

ることとした。 

 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 非破壊試験 分解点検 

①基礎ボルト損傷 ※    

②軸損傷  ○ ○ ○ 

③翼損傷  ○ ○ ○ 

④軸受損傷  ○ ○ ○ 

⑤制御不能  ○  ○ 

⑥弁箱損傷 ○ ○ ○ ○ 

⑦ケーシング損傷 ○ ○ ○ ○ 

：発生の可能性が高いと想定されるもの  

※：支持構造物点検で実施する 

○：損傷状況が判断できる点検 
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１５）発電機 

 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 発電機 地震時損傷形態分析結果 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、基礎ボルト

損傷、フレーム位置ずれ、軸受損傷といった発電機各部位への応答過大に

伴う損傷が主に発生すると想定される。 
また、発電機は主タービンが起動しない状況では最終的な機能・性能の確

認ができない設備である。 
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これらを踏まえ、発電機における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態及

び点検における検知性」に整理するように、追加点検として分解点検（回

転子引抜き）を実施することとした。 
 なお、主発電機は「駆動源が蒸気である等の理由により、停止中に作動

試験の実施が困難な設備」であり、予め計画する追加点検として分解点検

を実施する設備に該当することから、目視点検については分解点検に包含

して実施することとした。 

 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：目視点検は追加点検に包含して実施する。 

○：損傷状況が判断できる点検 

点検内容 

追加点検 損傷形態 

分解点検※１ 

①ターミナルボックス廻り内部構成品損傷 ○ 

②ブッシング損傷 ○ 

③フレーム材損傷 ○ 

④キー部（ガイド、クロス）、基礎ボルト損傷 ○ 

⑤固定子（コア、コイル含）損傷 ○ 

⑥フレーム位置ずれ ○ 

⑦軸損傷 ○ 

⑧軸受損傷 ○ 

⑨回転子（コア、コイル含）損傷 ○ 

⑩回転子・固定子（ラジアルファン等含）損傷 ○ 

⑪軸受廻り（ブラシホルダー廻り含）、フレーム損傷 ○ 

⑫軸継手のずれ、損傷 ○ 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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 １６）再循環ポンプ 

 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 再循環ポンプ 地震時損傷形態分析結果 

 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、「駆動機能

喪失」が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「ラグ類の損傷」「ケーシングの損傷」

「カップリングの損傷」「メカニカルシールの損傷」等の損傷状態は、目視

点検等での確認が有効と考えられる他に「駆動機能喪失」「電動機焼付」「軸

の損傷」などは作動試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、再循環ポンプにおける地震後の点検は、「表―２ 損傷

形態および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点

検、作動試験を実施する。 
また、それらにより異常が確認された機器について追加点検として分解点

検を実施し、各部の状況を把握することとする。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検  損傷形態 

目視点検 作動試験 
分解点検 

(開放点検)
①ラグ類の損傷 ※１   

②駆動機能損傷  ○※２  

③ケーシングの

損傷 
○ ○  

④電動機焼付  ○※２  

⑤カップリング

の損傷 
○ ○ ○ 

⑥メカニカルシ

ールの漏洩 
 ○  

⑦メカニカルシ

ールの損傷 
 ○ ○ 

⑧羽根車の損傷  ○ ○ 

⑨ライナーリン

グのかじり 
 ○ ○ 

⑩軸の損傷  ○ ○ 

再循環ポンプ 

⑪メカニカルシ

ール熱交換器の

損傷 
○ ○  

※ １：支持構造物点検で確認する項目 
＝：発生の可能性が高いと想定されるもの 

※ ２：電動機点検にて実施する 
○：損傷状況が判断できる点検 
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１７）燃料取替機 

 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 地震時損傷形態分析結果 

 

 
 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の加重を

直接受ける走行・横行のレール、走行・横行駆動系、各部締め付けボルト及び

ワイヤリング、伸縮管、振れ止め装置に損傷発生の可能性が高いと想定される。 
表－１で検討された損傷形態のうち「走行、横行のレールの損傷」、「走行、

横行駆動系の損傷」、「各部締め付けボルト及びワイヤリングの損傷」について

は目視点検での確認が有効と考えられる。「伸縮管、振れ止め装置の損傷」に

ついては目視点検に合わせ作動試験での確認が有効と考えられる。また、「燃

料取替機～中継端子盤～遠隔操作室制御盤までの電路の損傷」、「機内配線の損
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傷」、「電動機コイルの損傷」については絶縁抵抗測定での確認が有効と考えら

れる。 
尚、「プール内模擬燃料の手動運転（または自動運転）の故障」については、

各部位の点検が終了し作動に支障がないことが確認された後で、作動試験での

確認が有効と考えられる。 

 
これらを踏まえ、燃料取替機における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態

及び点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、絶縁

抵抗測定、作動試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追

加点検として分解点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 

 
表-2 損傷形態及び点検における検知性 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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１８）クレーン 

 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 原子炉建屋クレーン 地震時損傷形態分析結果 

 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、特に地震の

荷重を直接受ける走行・横行レール、走行・横行車輪周り、間接的に影響を

受ける各部締め付けボルト及びワイヤリング部、走行横行駆動機器に主に損

傷が発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内「クレーン本体ガーダの損傷」「脱線防

止ラグの損傷」「トロリストッパの損傷」「走行・横行リミットスイッチ（レ

バー含む）の損傷」「巻上装置の損傷」「機上搭載機器の損傷」「制御盤の損

傷」「電路の損傷」等の損傷状態は、目視点検での確認が有効と考えられる。

「機内配線の損傷」「電動機コイルの損傷」「各単体機器の損傷」などは作動

試験（荷重試験含む）での確認が有効と考えられる。 

走行、横行車輪周り応力過大 
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これらを踏まえ、原子炉建屋天井クレーンにおける地震後の点検は、「表

－２ 損傷形態および点検における検知性」に整理するように、基本点検と

して目視点検、作動試験を実施し、それらにより異常が確認された機器につ

いて追加点検として分解点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 

 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 
追加 

点検 損傷形態 

目視 

点検 

作動 

試験 

分解 

点検 

①クレーン本体ガーダの損傷 ○ ○ ○ 

②走行、横行のレールの損傷 ○ ○ － 

③脱線防止ラグの損傷 ○ ○ ○ 

④トロリストッパの損傷 ○ ○ ○ 

⑤走行、横行車輪周りの損傷 ○ ○ ○ 

⑥走行、横行リミットスイッチ

（レバー含む）の損傷 
○ ○ ○ 

⑦各部締め付けボルト及びワイ

ヤリングの損傷 
○ ○ ○ 

⑧巻上装置の損傷 ○ ○ ○ 

⑨機上搭載機器の損傷 ○ ○ ○ 

⑩制御盤の損傷 ○ ○ ○ 

⑪電路の損傷 ○ ○ ○ 

⑫機内配線の損傷 － ○ ○ 

⑬電動機コイルの損傷 － ○ ○ 

⑭各単体機器の損傷 － ○ ○ 

⑮その他機器の損傷 ○ ○ ○ 

⑯走行、横行駆動機器の損傷 － ○ ○ 

 

○：損傷状況が判断できる点検 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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【静的機器】 
１９）原子炉圧力容器および付属機器 

 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 原子炉圧力容器および付属機器 地震時損傷形態分析結果 

 

確認対象外

レストレイントビームの損傷 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、特に地震の

荷重を直接受ける基礎ボルト、間接的に影響を受ける付属物及び配管に損傷

発生の可能性が高いと想定される。 
表－１で検討された損傷形態のうち「支持スカートの損傷」「基礎ボルト

の損傷」、「配管の損傷」、「付属物の損傷」については目視点検での確認が有

効と考えられる。「胴体の損傷」、「フランジ部の損傷」については漏えい試

験での確認が有効と考えられる。「フランジ部の損傷」については原子炉圧

力容器上蓋を取外した状態にて目視点検での確認を行うものとする。 
「ＣＲＤハウジングの損傷」「ＩＣＭハウジングの損傷」については、原

子炉圧力容器の底部より目視点検及び漏えい試験を行うこととし、炉内部

分については炉内構造物点検で目視点検を実施する。 
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これらを踏まえ、原子炉圧力容器および付属機器における地震後の点検は、

「表－２ 損傷形態および点検における検知性」に整理するように、基本点検

として目視点検、漏えい試験を実施し、それらにより異常が確認された機器に

ついて追加点検として非破壊検査等の詳細点検を実施し、各部の状況を把握す

ることとした。 

 
表-2 損傷形態及び点検における検知性 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 漏洩試験 詳細点検 

①基礎ボルトの損傷 ※   

②支持スカートの損傷 ○  ○ 

③胴部の損傷 ○ ○ ○ 

④スタビライザ部の損

傷 

○   

⑤付属物（ラグ等）の

損傷 

○   

⑥フランジ部の損傷 ○ ○ ○ 

⑦レストレイントビー

ムの損傷 

○   

⑧ＣＲＤハウジングの

損傷 

○ ○  

⑨ＩＣＭハウジングの

損傷 

○ ○  

⑩配管の損傷 ○ ○ ○ 

：発生の可能性が高いと想定されるもの  

※：支持構造物点検で実施する 

○：損傷状況が判断できる点検 
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２０）炉内構造物 

 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 炉内構造物 地震時損傷形態分析結果 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、主に地震の荷

重を直接受ける支持部や各炉内構造物の損傷が発生すると想定される。これら

の損傷形態は目視点検での確認が有効と考えられる。 

43



これらを踏まえ、炉内構造物に対する地震後の点検は、「表－２ 損傷形態

および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検を実

施する。基本点検により異常が確認された機器等については、必要に応じ追加

点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 
なお、制御棒駆動機構ハウジング及び中性子束計測ハウジング（スタブチュ

ーブを含む）は炉内部分を対象とし、炉外部分は原子炉圧力容器及び付属機器

側で実施する。 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

  

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 詳細点検 

①シュラウドの損傷 ○ ○ 

②炉心支持板の損傷 ○ ○ 

③上部格子板の損傷 ○ ○ 

④燃料支持金具の損傷 ○ ○ 

⑤制御棒案内管の損傷 ○ ○ 

⑥中性子束計測案内管 ○ ○ 

⑦CRD、ICM スタブの損傷 ○ ○ 

⑧炉心スプレイ系(BWR5)及び炉心

注水系(ABWR)スパージャ及び配管

の損傷 

○ ○ 

⑨低圧注水系配管(BWR5)及び低圧

注水スパージャ(ABWR)の損傷 
○ ○ 

⑩差圧検出・ほう酸水注入系配管の

損傷 
○ ○ 

⑪気水分離器の損傷 ○ ○ 

⑫蒸気乾燥器の損傷 ○ ○ 

⑬給水系スパージャの損傷 ○ ○ 

⑭その他の炉内機器 ○ ○ 
：発生の可能性が高いと想定されるもの ○：損傷状況が判断できる点検 
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２１）配管 

 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するた

めに、機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起

因して生じる現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－

１のようになる。 

表-1 配管 地震時損傷形態分析結果 

 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震慣

性力による配管応答過大に伴い、管及び管継手溶接部、フランジ、ノズ

ル各部位にて損傷が発生すると想定される。 
表－１で検討された破損形態の内、「管及び管継手溶接部の損傷」、「ノ

ズル溶接部の損傷」、「フランジボルトののび」の損傷状態は、目視点検

の他、配管の漏えい試験での確認が有効と考えられる。なお、これら配

管のうち、建屋間貫通部近傍の配管一部の配管については、地震の影響

を受けている可能性が高いため、念のために配管の溶接部に対して非破

壊検査等を実施することにより、健全性評価の一助とすることとした。 
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これらを踏まえ、配管における地震後の点検は、「表-2 損傷形態及び

点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、漏

えい試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点

検として非破壊検査等を実施し、各部の状況を把握することとした。 

 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 
追加 
点検 損傷形態 

目視 
点検 

漏えい 
試験 

非破壊 
検査 

①管及び継手溶接部の損傷 ○ ○ ○ 

②ノズル溶接部の損傷 ○ ○ ○ 

③フランジボルトののび ○ ○ ○ 

：発生の可能性が高いと想定されるもの  

注）保温材、サポートの状態について考慮の上点検を実施する 

○：損傷状況が判断できる点検 
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２２）燃料ラック類 

 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、機

器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる現象、

喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 燃料ラック類 地震時損傷形態分析結果 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の荷重を直

接受け保つ基礎部及びラック、ハンガ部材の損傷が主に発生すると想定される。 
これらの損傷形態は、水中カメラによる目視点検での確認が有効と考えられる。 
使用済燃料ラックの基礎ボルト目視点検に際しては、応力評価を行い、許容応

力に対して裕度の小さい基礎ボルトを代表箇所として選定し合理的に点検を行

うものとする。 
また、基礎ボルトに緩みが生じていないことを念のため確認するとの観点から、

使用済燃料ラックは上記代表箇所について、その他の制御棒・破損燃料貯蔵ラッ

ク、制御棒ハンガは現場状況により可能な範囲を代表箇所として、工具等を用い

た「ボルトの緩み確認」を実施することにより機器の健全性評価の一助とするこ

ととした。 
なお、気中にある新燃料貯蔵設備の基礎ボルトについては、気中にある一般の

機器同様、支持構造物点検で実施することとした。 
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これらを踏まえ、燃料ラック類における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態

および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、ボル

トの緩み確認を実施し、それらにより損傷が明らかな部位が確認された場合は、

当該点検結果を踏まえて修理を実施することとした。 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

 
 
 
 
 
 
 
 

点検内容 

基本点検 損傷形態 

目視点検  ボルトの緩み確認 
①ラック部材の損傷 ○  

②基礎ボルトの損傷 ○※１ ○※２ 

③ラック、ハンガ部材の損傷 ○  

④基礎ボルトの損傷 ○ ○ 

○：損傷状況が判断できる点検 
：発生の可能性が高いと想定されるもの 

※１：新燃料貯蔵ラックについては支持構造物点検で実施する 
※２：使用済み燃料ラックのみ 
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２３）熱交換器 

 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、機

器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる現

象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 熱交換器 地震時損傷形態分析結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

対象 要求機能 要因 現象 喪失機能 損傷形態

 

（又は取付ボルト） 

管台損傷 

本体の損傷 本体応答過大 本体応力過大 

支持脚応力過大

基礎ボルト応力過大

配管応答過大 管台応力過大 

フランジ部応力過

伝熱管応力過大

本体の損傷 

支持脚の損傷 

基礎ボルトの損傷

管台の損傷 

フランジ部の損傷

伝熱管の損傷 

(B) 

(C) 基礎ボルト損傷 

(C) 支持脚損傷 

(B) フランジ部損傷 

(A)(B) 伝熱管の損傷 

(B) 
熱

交 

換

(A) 伝熱性能の確保 

(B) バウンダリの維持 

(C) 機器の支持 
機

 

器 

管支持板応力過大 管支持板の損傷 (A) 管支持板の損傷 

 
 
 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、主に地震の荷重

を直接受け保つ基礎部とその支持脚に過大な応力で損傷が発生すると想定され

る。 
表－１で検討された破損形態は目視点検においてその状況を確認することが

できる。さらに「本体の損傷」、「フランジ部の損傷」、「伝熱管の損傷」について

は、漏えい試験での確認が有効と考えられる。また「伝熱管支持板の損傷」は熱

交換器通水時における状況（異音等）の確認が有効と考えられる。 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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これらを踏まえ、熱交換器における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態およ

び点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、漏えい

試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検として非

破壊試験、分解点検を実施し、各部の状況を把握することとした。また蒸気が

発生しなければ漏えい試験ができない熱交換器については追加点検として分解

点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検内容 

基本点検 追加点検 
損傷形態 

目視 

点検 

漏えい 

試験 

非破壊 

試験 

分解点検 

(開放点検) 

①本体（胴、水室、

管板）の損傷 

○ ○ ○ ○ 

②フランジ部の損傷 ○ ○※２  ○ 

③伝熱管の損傷  ○※２ ○ ○ 

④管支持板の損傷  ○ ○  

⑤支持脚の損傷 ※１    

⑥基礎ボルトの損傷 ※１    

⑦管台の損傷 ○ ○ ○  

※１：支持構造物点検で確認する項目 
：発生の可能性が高いと想定されるもの 

※２：サージタンク水位等による間接的な確認 

○：損傷状況が判断できる点検 
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２４）復水器・給水加熱器・湿分分離加熱器 

 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 復水器・給水加熱器・湿分分離加熱器 地震時損傷形態

 

 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、主に地震の荷

重を直接受け保つ基礎部とその支持脚に応力が発生すると想定される。 

表－１で検討された損傷形態の内、「本体の損傷」、「支持脚の損傷」につい

ては、目視点検での確認が有効と考えられる。その他の「冷却管/伝熱管の損

傷」、「管支持板の損傷」については漏えい試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、復水器・給水加熱器・湿分分離加熱器における地震後の点

検は、「表－２ 損傷形態および点検における検知性」に整理するように、基

本点検として目視点検、漏えい試験を実施することとしたが、蒸気が発生しな

ければ漏えい確認ができないことから復水器、給水加熱器、湿分分離加熱器に

ついては追加点検として非破壊試験、分解点検を実施し、各部の状況を把握す

ることとした。 
 

 
表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 
損傷形態 

目視点検 漏えい 
試験 

非破壊試

験 
分解 
点検 

①本体（胴、水室、

管板）の損傷 
○ ○ ○ ○ 

②フランジ部の損傷 ○ ○  ○ 

③冷却管／伝熱管の

損傷 
 ○ ○ ○ 

④管支持板の損傷  ○ ○  

⑤支持脚の損傷 ○    

⑥基礎ボルトの損傷 ※    

⑦管台の損傷 ○ ○ ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※：支持構造物点検で実施する 
：発生の可能性が高いと想定されるもの 

○：損傷状況が判断できる点検 
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２５）プールライニング 

 

（1）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、機

器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる現象、

喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 プールライニング 地震時損傷形態分析結果

 

 
 
②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の荷重を直

接受け保つライニング及び使用済燃料プールゲート取付金物等の損傷が主に発

生すると想定される。これらの損傷形態は目視点検での確認が有効と考えられる。 
さらに、ライニング等の損傷状態については、外観目視点検で確認する他、漏

えい目視点検にて健全性を確認することが有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、プールライニングにおける地震後の点検は、「表－２ 損傷

形態および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、

漏えい目視点検を実施することとした。万一、損傷あるいは漏えい等が確認され

た場合には機能上の問題の有無を評価し、必要に応じて、補修／修理を行うこと

とした。 
なお、躯体については建屋構造物であるので、建屋側にて点検・評価する。 

 
 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

点検内容 

基本点検 損傷形態 

外観目視点検 漏えい目視点検 

ライニング機器   

①躯体の損傷 ○  

②ライニングの損傷 ○ ○ 

③プール内設置機器の損傷 ○  

④冷却配管の損傷 ○  

付属機器   

⑤本体の損傷 ○  

⑥パッキンの損傷 ○ ○ 

⑦取付金物等の損傷 ○  
：発生の可能性が高いと想定されるもの  

○：損傷状況が判断できる点検 
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２６）変圧器 

 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するため

に、機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因し

て生じる現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のよ

うになる。 

 
表-1 変圧器 地震時損傷形態分析結果

 
 
②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表―１にて検討した損傷形態や機種の特性を考慮すると、基礎ボルト、

内部固定ボルト、内部金物、巻線、鉄心、ブッシング及び冷却器等への地

震力過大に伴う損傷が主に発生すると想定される。 
油入変圧器の点検は、耐震強度が十分と評価できるものについては、現

地点検にて健全性を確認し、耐震強度が十分と評価できないものや現地点

検で異常が確認されたものは、工場持帰り点検を実施する。ただし、現地

点検にて、修理困難と判断されたものについては、工場持ち帰り点検は実

施しない。 
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これらを踏まえ、変圧器における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態及

び点検における検知性」に整理するように、現地点検を基本点検、工場持

帰り点検を追加点検として実施することとした。ただし、工場持帰り点検

を実施するものについては、現地点検の内容も追加点検の中に包含するこ

ととした。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

損傷形態 基本点検 

（現地点検） 

追加点検     

(工場持帰り点検) 

①巻線損傷 ○ ○ 

②鉄心損傷 ○ ○ 

③ブッシング損傷 ○ ○ 

④基礎ボルト損傷 ○ ○ 

⑤タンク損傷 ○ ○ 

⑥冷却器損傷 ○ ○ 

⑦巻線位置ずれ ○ ○ 

⑧内部固定ボルト損傷 ○ ○ 

⑨内部金物損傷 ○ ○ 

⑩冷却器基礎ボルト損傷 ○ ○ 

※２ ※１ 

：発生の可能性が高いと想定されるもの ○：損傷状況が判断できる点検 

※１：耐震強度が十分と評価できる場合 

※２：耐震強度が十分と評価できない場合（現地点検内容も包含する） 
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２７）蓄電池 

 

（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

表－１ 蓄電池 地震時損傷形態分析結果

 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、基礎ボルト

の損傷、架台締付け部の損傷及び緩み、電槽の損傷等が主に想定される。 

表－１で検討された損傷形態の内、「基礎ボルトの損傷」、「架台締付け部の

損傷及び緩み」、「電槽の損傷」等は、目視点検等での確認が有効と考えられ

ることに対し、「電解液の異常」等は電圧確認および電解液確認が有効と考え

られる。 
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これらを踏まえ、蓄電池における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態及び

点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検と電圧確

認、電解液確認を実施し、その結果により異常が確認された部位について修

理または蓄電池セルの交換を実施することとした。 

 

 

  
表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点 検 内 容 

基 本 点 検 損 傷 形 態 

目視点検 電圧確認 電解液確認

①基礎ボルトの損傷 ○   

②架台締め付け部の損傷・緩み ○   

③電槽及び蓋の損傷 ○   

④電解液の漏れ・滲み ○  ○ 

⑤接続部（接続カン、端子部）

の損傷・緩み 
○   

⑥蓄電池電圧（総電圧、単体電

圧）の異常 
 ○  

⑦電解液（比重、温度、液面位）

の異常 
○ ○ ○ 

○：損傷状況が判断できる点検 
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２８）遮断器 

 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 遮断器 地震時損傷形態分析結果

 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震力による

応答過大に伴うタンク損傷や基礎ボルト損傷が主に想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「タンク損傷」、「基礎ボルト損傷」等は

目視点検での確認が有効と考えられる。また、「操作機構損傷」、「接点損傷」

等については、抵抗測定、開閉特性試験等の性能確認試験での確認が有効と考

えられる。 
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これらを踏まえ、遮断器における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態及び

点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、性能確認

試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検を実施し、

各部の状況を把握することとした。 

 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 損傷形態 

目視点検 性能確認試験 
追加点検 

①タンク損傷 ○  ○ 

②操作機構損傷 ○ ○ ○ 

③接点損傷  ○ ○ 

④導体損傷  ○ ○ 

⑤絶縁スペーサ損傷 ○ ○ ○ 

⑥基礎ボルト損傷 ○   

⑦付属品損傷 ○ ○ ○ 

○：損傷状況が判断できる点検 
：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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２９－１）計器・変換器・検出器 

 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じ

る現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１－１～表－１

－３のようになる。 
 表－１－１は、計器・変換器・検出器に対する地震時の損傷形態を分析し

た結果であり、表－１－２～表－１－３は計器・変換器・検出器に類するも

ののうち、核計装設備・モニタ設備に対する地震時の損傷形態を分析した結

果である。更に、表－１－２は制御盤・現場盤・現場機器・サンプリング設

備について、また、表－１－３は炉内計装管・ドライチューブ・放射線モニ

タ検出器について、詳細に分析した結果である。 

 
表-1-1 計器・変換器・検出器 地震時損傷形態分析結果

 
 

61



表-1-2 核計装設備・モニタ設備 地震時損傷形態分析結果

 

表-1-3 核計装設備・モニタ設備 地震時損傷形態分析結果
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② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１－１～表－１－３にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮

すると、計器・変換器・検出器においては「検出部損傷」、「増幅、出力（電

気回路）部損傷」、「表示、設定、比較、出力部損傷」、「計器、変換器、検

出器損傷」が、制御盤・現場盤・現場機器・サンプリング設備においては

「基礎ボルトの損傷」、「扉、筐体（構造物）の損傷」、「管、継手部及びフ

ランジ部の損傷」が、炉内計装管・ドライチューブ・放射線モニタ検出器

においては「炉内計装管、モニタ検出器等の損傷、器具の損傷」、「基礎ボ

ルトの損傷」が主に発生すると想定される。 
表－１－１～表－１－３で検討された損傷形態は、目視点検及び機能確認

での確認が有効と考えられるとともに、「管、継手部及びフランジ部の損傷」、

「炉内計装管のリーク」においては耐圧または漏えい確認が有効である。 

 
これらを踏まえ、計器・検出器・変換器における地震後の点検は、「表－

２－１～表－２－３ 損傷形態及び点検における検知性」に整理するよう

に、以下の通り基本点検を実施し、それらにより異常が確認された機器に

ついて追加点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 

  
 【計器・変換器・検出器】 
  ①目視点検 
  ②機能確認（ループ試験） 
 【核計装設備・モニタ設備（制御盤・現場盤・現場機器・サンプリング設備） 】 

①目視点検 
②機能確認 
③耐圧または漏えい確認 

 【核計装設備・モニタ設備（炉内計装管・ドライチューブ・放射線モニタ検出器）】 
  ①目視点検 
  ②機能確認 
  ③耐圧または漏えい確認 
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表-2-1 計器・変換器・検出器 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 
機能確認 

（ループ試験） 
単体校正 
分解点検 

①検出部損傷 ○ ○ ○ 

②増幅、出力（電気回路）部損傷 ○ ○ ○ 

③表示、設定、比較、出力部損傷 ○ ○ ○ 

○：損傷状況が判断できる点検 ：発生の可能性が高いと想定されるもの 

 
 

表-2-2 制御盤・現場盤・現場機器・サンプリング設備  

損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 
損傷形態 

目視点検 機能確認
耐圧または

漏えい確認 

追加

点検

①基礎ボルトの損傷 ○   ○ 

②扉、筐体（構造物）の損傷 ○    

③配線、盤内ケーブル類、母線・導体類

の損傷 
○   ○ 

④落下物、緩みの発生 ○    

⑤計器、器具、ポンプ、基板類の損傷 ○ ○  ○ 

⑥表示画面、ランプ、スイッチ類の損傷 ○   ○ 

⑦ボルト接続部、端子部の緩み ○    

⑧トリップユニットの設定値異常  ○  ○ 

⑨管、継手部及びフランジ部の損傷 ○  ○ ○ 

⑩計器・器具類の異常  ○  ○ 

○：損傷状況が判断できる点検 ：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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表-2-3 炉内計装管・ドライチューブ・放射線モニタ検出器  

損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 
損傷形態 

目視点検 機能確認
耐圧または

漏えい確認 

追加

点検

①炉内計装管、モニタ検出器等の損傷 ○ ○  ○ 

②コネクタ部の緩み ○    

③炉内計装管のリーク   ○ ○ 

④基礎ボルトの損傷 ○   ○ 

⑤器具の損傷 ○ ○   

○：損傷状況が判断できる点検 ：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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２９－２）継電器 

 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 継電器 地震時損傷形態分析結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、「電磁コイル、

接点等内部器具の損傷」、「フレーム（構造物）の損傷」が主に発生すると想定

される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「電磁コイル、接点等内部器具の損傷」、

「フレーム（構造物）の損傷」等は目視点検での確認が有効と考えられる。ま

た、「継電器の性能および機能の異常」等については、機能確認試験による電

気的特性の確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、継電器における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態及び

点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検および機能

確認試験を実施し、それらにより異常が確認された場合には、追加点検を実施

し、各部の状況を把握することとした。 

 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

 
点検内容 

基本点検 損傷形態 

目視点検 機能確認試験 

①電磁コイル・接点等内部器具の損傷 ○ ○ 

②基板類の損傷 ○ ○ 

③フレーム（構造物）の損傷 ○  

④端子部の緩み・損傷 ○ ○ 

⑤整定部のずれ・緩み ○ ○ 

⑥継電器の性能及び機能の異常  ○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ :損傷状況が判断できる点検 ：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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２９－３）調整器 

 
（１）点検手法の選定 

①地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 調整器 地震時損傷形態分析結果

 
 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、「基礎・取付ボ

ルトの損傷」、「扉、筐体（構造物）の損傷」等が主に想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「基礎・取付ボルトの損傷」、「扉、筐体（構

造物）の損傷」及び「盤内配線・ケーブル類、母線・導体類、支持ガイシの損

傷」等は目視点検での確認が有効と考えられる。また、「計器、保護リレー、内

蔵器具、基板類の損傷」等は、目視点検の他に機能確認が有効であり、「ＡＶＲ

機能・性能の異常」は、静特性試験及び動特性試験での確認が有効であると考

えられる。 

68



これらを踏まえ、調整器（ＡＶＲ）における地震後の点検は、「表―２ 損傷

形態及び点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、

機能確認、静特性試験並びに動特性試験を実施することとした。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 
基本点検 

損傷形態 
目視 
点検 

機能 
確認 

静特性 
試験 

動特性 
試験 

追加 
点検 

①基礎・取付ボルトの損傷 ○    ○ 

②扉、筐体（構造物）の損傷 ○     

③盤内配線・ケーブル類、母線・

導体類、支持ガイシの損傷 
○    ○ 

④落下物、緩みの発生 ○     

⑤計器、保護リレー、内蔵器具、

基板類の損傷 
○ ○   ○ 

⑥表示画面、スイッチ類の損傷 ○     

⑦ボルト接続部、端子部の緩み ○     

⑧保護リレーの異常 ○ ○   ○ 

⑨計器・器具類の異常 ○ ○   ○ 

⑩ＡＶＲ機能・性能の異常   ○ ○ ○ 

⑪トリップモジュールの設定値

外れ 
○ ○ 

 
 ○ 

○：損傷状況が判断できる点検 ：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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３０）原子炉格納容器および付属機器 

 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表 -1  原 子 炉 格 納 容 器 お よ び 付 属 機 器  地 震 時 損 傷 形 態 分 析 結 果

 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、主に地震の荷

重を直接受け保つ基礎部、原子炉格納容器付属機器に損傷が発生すると想定さ

れる。 
表－１で検討された損傷形態の内、「本体の損傷」、「フランジ部の損傷」、「真

空破壊弁の損傷」、「格納容器貫通部の損傷」の損傷状態は、目視点検および漏

えい試験で、「ベント管の損傷」、「ハッチ類の損傷」、「スプレイ管の損傷」の

損傷状態は、目視点検での確認が有効と考えられる。「真空破壊弁の損傷」、「付

属物の損傷」は作動試験での確認も有効と考えられる。 

70



これらを踏まえ、原子炉格納容器および付属機器における地震後の点検は、

「表－２ 損傷形態および点検における検知性」に整理するように、基本点検

として目視点検、作動試験及び漏えい試験を実施し、それらにより異常が確認

された機器について追加点検として分解点検を実施し、各部の状況を把握する

こととした。 
 

 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

 
点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 分解点検 

①本体の損傷 ○  ○  

②フランジ部の損傷 ○  ○  

③真空破壊弁の損傷 ○ ○ ○  

④基礎ボルトの損傷 ※１    

⑤ベント管の損傷 ○    

⑥ハッチ類の損傷 ○    

⑦格納容器貫通部の

損傷 
○  ○  

⑧スプレイ管の損傷 ○    

⑨付属物（ストレーナ

等）の損傷 
○ 

 
※２   

 ：発生の可能性が高いと想定されるもの 

※１：３号機では実施しない 

※２：ストレーナの機能については、ＥＣＣＳポンプ作動試験時に確認 

○：損傷状況が判断できる点検 
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 ３１）アキュムレータ 

 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じ

る現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 アキュムレータ 地震時損傷形態分析結果

 

 
 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、本体の損傷、

支持脚の損傷、管台の損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態「本体の損傷」、「支持脚の損傷」、「管台の損

傷」は、いずれも目視点検での確認が有効と考えられる。 
さらに、「本体の損傷」、「管台の損傷」については目視点検で確認するほか、

漏えい試験での確認が有効と考えられる。 

72



これらを踏まえ、アキュムレータにおける地震後の点検は、「表－２ 損

傷形態及び点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視

点検、漏えい試験を実施し、その結果により異常が確認された機器につい

て追加点検として非破壊点検を実施することとした。 

 
表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 
損傷形態 

目視 
点検 

漏えい 
試験 

非破壊 
点検 

①支持脚の損傷 ○  ○ 

②本体の損傷 ○ ○ ○ 

③管台の損傷 ○ ○ ○ 

 
：発生の可能性が高いと想定されるもの 

○：損傷状況が判断できる点検 
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３２)ろ過脱塩器 

 
（１） 点検方法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 ろ過脱塩器 地震時損傷形態分析結果

 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の荷重を

直接受け保つ基礎部、本体及び支持脚、管台、フィルタモジュール・エレメン

トの損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「基礎（取付）ボルトの損傷」の損傷状態

は、目視点検等で確認する他、「容器本体の損傷」、「取合配管との接続部の損傷」

等は、漏えい試験での確認が有効と考えられる。また、「フィルタモジュール、

エレメント又はストレーナ破損」等は、漏えい試験時の腐食生成物除去性能の

確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、ろ過脱塩器における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態お

よび点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、漏え

い試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検として

分解点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 

 
 

 

 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 

 

 

75



 
３３）ストレーナ／フィルタ 

 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じ

る現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 ストレーナ／フィルタ 地震時損傷形態分析結果

 

基礎ボルトの応力過大 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、基礎ボルト

の損傷、基礎台部の損傷、本体の損傷等が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態「基礎ボルトの損傷」、「基礎台部の損傷」、「本

体の損傷」、「支持脚部の損傷」、「管台の損傷」等は、目視点検での確認が有

効と考えられる。「本体の損傷」、「管台の損傷」は漏えい試験での確認も有効

と考えられる。また、「フィルタエレメント類の損傷」はストレーナ通水時に

おける状況（異音等）の確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、ストレーナ／フィルタにおける地震後の点検は、「表－

２ 損傷形態及び点検における検知性」に整理するように、基本点検とし

て目視点検と漏えい試験を実施し、その結果により異常が確認された機器

について追加点検として非破壊点検と分解点検（開放点検）を実施するこ

ととした。 
 

 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 
損傷形態 

目視 

点検 

漏えい 

試験 

非破壊 

試験 

分解点検 

(開放点

検) 

①基礎ボルトの損傷 ※    

②基礎台部の損傷 ○    

③本体の損傷 ○ ○  ○ 

④支持脚部の損傷 ○    

⑤管台の損傷 ○ ○ ○  

⑥機器付属品の破損 ○    

⑦フィルタエレメン

ト類の破損 
 

○ 
 ○ 

：発生の可能性が高いと想定されるもの  

※：支持構造物として点検する 

○：損傷状況が判断できる点検 
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３４）空気抽出器 

 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 空気抽出器 地震時損傷形態分析結果 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、中間冷却器は、

基礎ボルトと支持脚、併せて配管との取合である管台及びフランジに損傷が主

に発生すると想定される。 
エゼクタは、基礎ボルトと支持脚、併せて配管との取合である管台及びフラ

ンジ部（作動蒸気入口座取付部含む）に損傷が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された「基礎ボルトの損傷」、「支持脚の損傷」、「管台の損傷」

の損傷状態は、目視点検等での確認が有効と考えられる。さらに「管台の損傷」

及び「フランジの損傷」、「フランジ部（作動蒸気入口座取付部含む）の損傷」

は漏えい試験での確認が有効と考えられる。 

78



これらを踏まえ、空気抽出器における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態

および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検及び

漏えい試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について、追加点検

として非破壊試験、分解点検（開放点検）を実施することとしたが、蒸気が発

生しなければ漏えい確認ができないことから、追加点検として非破壊試験、分

解点検（開放点検）を実施し、各部の状況を把握することとした。 
 

 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視 
点検 

漏えい 
試験 

非破壊 
試験 

分解点検 
(開放点検)

中間冷却器     
①本体（胴、水室、管板）の

損傷 ○ ○ ○ ○ 

②フランジの損傷 ○ ○  ○ 
③伝熱管の損傷  ○ ○ ○ 
④管支持板の損傷  ○ ○  

⑤支持脚の損傷 ○    

⑥基礎ボルトの損傷 ※    

⑪管台の損傷 ○ ○ ○  

エゼクタ     
⑦本体（吸込室、ディフュー

ザ）の損傷 ○ ○ ○ ○ 

⑧フランジ部（作動蒸気入口

座取付部含む）の損傷 
○ ○ ○ ○ 

⑨支持脚の損傷 ○    

⑩基礎ボルトの損傷 ※    

⑪管台の損傷 ○ ○ ○  

※：支持構造物点検で確認する項目 ：発生の可能性が高いと想定されるもの 
○：損傷状況が判断できる点検 
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 ３５）除湿塔 

 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 

表-1 除湿塔 地震時損傷形態分析結果 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、基礎（取付）

ボルト、基礎台部、本体及び支持脚と併せて配管との取合である接続部に損傷

が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された「基礎（取付）ボルトの損傷」、「除湿塔本体の損傷」、

「除湿塔支持脚の損傷」等の損傷状態は、目視点検等での確認が有効と考えら

れる。さらに「除湿塔本体の損傷」及び「取合い配管との接続部の損傷」は漏

えい試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、除湿塔における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態およ

び点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検及び漏え

い試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検として

非破壊試験及び分解点検等を実施することとした。 
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

 
点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視 
点検 

漏えい 
試験 

非破壊 
試験 

分解点検 
(開放点検) 

①基礎(取付)ボルトの

損傷 
※    

②基礎台の剥離、及び

ひび割れ 
※    

③除湿塔本体の損傷 ○ ○  ○ 
④除湿塔支持脚の損

傷 
○    

⑤取合い配管との接

続部の損傷 
○ ○ ○  

⑥機器付付属品の損

傷 
○    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
：発生の可能性が高いと想定されるもの 

※：支持構造物点検で確認する項目 

○：損傷状況が判断できる点検 
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３６）タンク 

 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 
 

表-1 タンク 地震時損傷形態分析結果

 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、基礎ボルト、

基礎台部、本体及び支持脚と併せて配管との取合である管台に損傷が主に発生

すると想定される。 
表－１で検討された「基礎ボルトの損傷」、「基礎台部の損傷」、「本体の損傷」、

「支持脚の損傷」等の損傷状態は、目視点検等での確認が有効と考えられる。

さらに「本体の損傷」及び「管台の損傷」等は漏えい試験での確認が有効と考

えられる。 
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これらを踏まえ、タンクにおける地震後の点検は、「表－２ 損傷形態およ

び点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検及び漏え

い試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検を実施

することとした。 

 
表-2 損傷形態および点検における検知性 

 

 
点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 漏えい試験 分解点検 

①基礎ボルトの損傷 ※   

②基礎台の損傷 ○   

③本体の損傷 ○ ○ ○ 

④支持脚の損傷 ○   

⑤管台の損傷  ○ ○ 

⑥機器付付属品の損傷  ○ ○ 

※：支持構造物点検で実施する ：発生の可能性が高いと想定されるもの 

○：損傷状況が判断できる点検 
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３７）計装ラック 

 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するため

に、機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因し

て生じる現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のよ

うになる。 

 
表-1 地震時損傷形態分析結果 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、「基礎ボル

ト、連結ボルトの損傷」、「筐体、扉の損傷」、「計器、配管サポートの損傷」、

「照明器具、スペースヒータの損傷」、「配管変形、脱落、損傷」、「配線（ケ

ーブル、フレキ）の損傷」が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態は、目視点検での確認が有効と考えられる。

さらに「計器の損傷」、「配管変形、脱落、損傷」には漏えい確認が有効と

考えられる。 
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これらを踏まえ、計装ラックにおける地震後の点検は、「表―２ 損傷形

態及び点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検

及び漏えい確認を実施することとし、それらにより異常が確認された機器

について追加点検を実施することとした。 
 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 損傷形態 

目視点検 漏えい確認 
追加点検 

①基礎ボルト、連結ボルトの損傷 ○  ○ 

②筐体、扉、照明器具、スペースヒータの損傷 ○   

③配線（ケーブル、フレキ）の損傷 ○   

④落下物の発生 ○   

⑤計器損傷 ○ ○  

⑥配管変形、脱落、損傷 ○ ○  

⑦計器、配管サポート損傷 ○   

⑧端子部の緩み ○   

：発生の可能性が高いと想定されるもの ○：損傷状況が判断できる点検 
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３８）制御盤・電源盤 

 
（１）点検手法の選定 
①地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１－１～表－１－３

のようになる。 

 表－１－１は、制御盤・電源盤に対する地震時の損傷形態を分析した結果で

あり、表－１－２～表－１－３は制御盤・電源盤に類するもののうち、充電器

と原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置（PLR-INV、RIP-ASD）に

対する地震時の損傷形態を個別に分析した結果である。 

 

表-1-1 制御盤・電源盤 地震時損傷形態分析結果
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表-1-2 充電器 地震時損傷形態分析結果 

 

 

表-1-3 原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置 地震時損傷形態分析結果
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②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１－１～表－１－３にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮す

ると基礎ボルトや盤・筐体等に損傷が主に発生すると想定される。 
損傷形態の内、「基礎ボルトの損傷」、「盤・筐体の損傷」等は目視点検での

確認が有効と考えられる。内蔵品である計器・器具・基板等の電気計装機器に

ついては、機器本体の損傷や動作不良等が想定されることから、目視点検に加

え、絶縁抵抗測定、動作確認等の機能確認が有効と考えられる。 

 
これらを踏まえ、制御盤・電源盤における地震後の点検は、「表－２－１～

表－２－３損傷形態及び点検における検知性」に整理するように、以下の通り

基本点検を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検を実

施し、各部の状況を把握することとした。 

 

   【制御盤・電源盤】 

     ①目視点検 

     ②機能確認 

   【充電器】 

     ①目視点検 

     ②充電器機能・性能の確認 

   【原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置（PLR-INV、RIP-ASD）】 

     ①目視点検 

     ②機能確認 

 

表-2-1 制御盤・電源盤損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 損傷形態 

目視点検 機能確認 
追加点検 

①基礎ボルトの損傷 ○  ○ 

②盤・筐体の損傷 ○   

③配線、盤内ケーブル、母線、導体 

類の損傷 
○  ○ 

④落下物の発生 ○   

⑤計器、器具、基板類の損傷 ○  ○ 

⑥表示画面、ランプ、スイッチ類の 

損傷 
○   

⑦ボルト接続部、端子部の緩み ○   

⑧トリップモジュールの設定値外れ  ○ ○ 

⑨保護リレーの損傷 ○ ○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○：損傷状況が判断できる点検 
：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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表-2-2 充電器損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 
損傷形態 

目視点検 
充電器機能・ 

性能の確認 

追加点検 

①基礎ボルトの損傷 ○  ○ 

②扉、筐体の損傷 ○   

③配線、盤内ケーブル類、母線・導体類の損傷 ○ ○ ○ 

④落下物の発生 ○   

⑤計器、器具、基板類の損傷 ○ ○ ○ 

⑥表示灯、スイッチ類の損傷 ○ ○  

⑦ボルト接続部、端子部の緩み ○ ○  

⑧充電器機能・性能の異常  ○ ○ 

○：損傷状況が判断できる点検 ：発生の可能性が高いと想定されるもの 

 
 
 

表-2-3 原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置（PLR-INV、RIP-ASD） 

損傷形態及び点検における検知性 

 点検内容 

基本点検 損傷形態 

目視点検 機能確認 
追加点検 

①基礎ボルトの損傷 ○  ○ 

②扉・筐体（構造物）の損傷 ○   

③内部導体の変形・損傷 ○   

④落下物、緩みの発生 ○   

⑤内蔵器具等の損傷 ○  ○ 

⑥表示画面等の損傷 ○   

⑦ボルト接続部、端子部の緩み ○   

⑧高圧部電路の空間距離の異常 ○   

⑨絶縁抵抗の劣化  ○  

⑩設定値および内部データの異常  ○ ○ 

⑪保護リレー類の損傷  ○ ○ 

⑫計器・器具類の異常  ○ ○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○：損傷状況が判断できる点検 
：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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４０）燃料体（燃料集合体およびチャンネルボックス） 

 
（１） 点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震による機器要求機能への影響（損傷）を考慮し、地震によって燃料体の要求

機能が阻害される損傷形態をまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 燃料体 地震時損傷形態分析結果 

 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した要因や損傷形態などを考慮すると、地震の荷重を直接受け

る燃料棒、チャンネルボックスに変形が発生し、併せてチャンネルファスナの脱

落が主に発生すると想定される。 
表－１で検討された破損形態のうち、「チャンネルファスナの脱落」は、炉内配

置点検により確認することが有効であると考えられる。また、「燃料棒変形」、「チ

ャンネルボックス変形およびチャンネルファスナの脱落」は、目視点検で確認す

るのが有効と考えられる。 
燃料体集合体は、様々な燃焼度のものが炉内に片寄りなく散在しているため、

炉内における地震の影響を確認するために、燃料集合体の燃焼度を考慮して抜き

取りにて目視点検を行う。また、チャンネルファスナも燃料集合体の目視点検に

合わせて目視点検を実施する。 
チャンネルボックスは、炉内における地震の影響を確認するために、制御棒点

検を行った制御棒周りのものについて、抜き取りにて目視点検を実施する。 
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これらを踏まえ、燃料体における地震後の点検は、「表－２ 損傷形態および点

検における検知性」に整理するように、基本点検として炉内配置点検と目視点検、

それらにより異常が確認された機器について追加点検として寸法確認を実施し、

各部の状況を把握することとした。 
 

 

表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 
損傷形態 

炉内配置

点検 
目視点検※ 寸法確認 

①燃料棒の変形  ○ ○ 

②チャンネルボックスの変形  ○ ○ 

③チャンネルファスナの脱落 ○ ○  

     ※：代表性を考慮して抜取点検を実施する 
○：損傷状況が判断できる点検 
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４１）再結合装置 

 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１－１、表－１－２

のようになる。 
表-1-1 再結合装置（ブロア） 地震時損傷形態分析結果 

 
 
 
 

表-1-2 再結合装置（ヒータボックス） 地震時損傷形態分析結果 

 

本体応力過大
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② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

ブロアについては、表－１－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考

慮すると、ケーシング取付ボルト、電動機取付ボルト、基礎ボルトに損傷が主

に発生すると想定される。 

表－１－１で検討された損傷形態の内、「ケーシング損傷」「ケーシング取付

ボルト損傷」等は、目視点検等での確認が有効と考えられる。その他の「軸損

傷」、「インペラ損傷」、「電動機取付ボルト損傷」、「電動機機能喪失」、「ダクト

継手損傷」等は作動試験での確認が有効と考えられる。 

ヒータボックスについては、表－１－２にて検討した損傷形態や機種の特性

などを考慮すると、フランジ部、支持構造物、基礎ボルトに損傷が主に発生す

ると想定される。 

表－１－２で検討された損傷形態の内、「本体の損傷」、「フランジ部の損傷」、

「支持構造物の損傷」、「基礎ボルトの損傷」は、目視点検等での確認が有効と

考えられる。その他の「加熱管の損傷」「ヒータ支持板の損傷」「端子台の損傷」、

等は作動試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、ブロア、ヒータボックスにおける地震後の点検は「表－２ 

損傷形態および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視

点検と作動試験を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点

検として分解点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 

 

表-2 損傷形態および点検における検知性 
 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動確認 分解点検 

ブロワ    

①ケーシング損傷 ○ ○ ○ 
②ケーシング取付ボルト損傷 ○ ○ ○ 

③軸損傷  ○ ○ 

④インペラ損傷  ○ ○ 

⑤電動機取付ボルト損傷  ○ ○ 

⑥電動機機能喪失  ○ ○ 
⑦基礎ボルト損傷 ※   

⑧ダクト継手損傷  ○ ○ 
ヒータボックス    

①本体の損傷 ○   
②フランジ部の損傷 ○  ○ 

③加熱管の損傷  ○ ○ 

④ヒータ支持板の損傷  ○ ○ 

⑤支持構造物の損傷 ○  ○ 

⑥基礎ボルトの損傷 ※   
⑦絶縁不良・電気性能低下  ○ ○ 
⑧端子台の損傷  ○  

 
※：支持構造物点検で実施する 

○：損傷状況が判断できる点検 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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 ４２）電気ヒータ 

 
（１）点検手法の選定 
①地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じ

る現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 電気ヒータ 地震時損傷形態分析結果 

 
②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、ヒータ、ヒ

ータ取付部、絶縁被覆、ケーブルに損傷が発生すると想定される。 
また、表－１で検討された損傷形態の内、「ヒータ損傷」、「ヒータ取付部の

損傷」等は、目視点検*1等での確認が有効と考えられることに対し、「絶縁被

覆の損傷」、「ケーブル損傷」等は絶縁抵抗測定・導通試験での確認が有効と

考えられる。 
*1)ヒータの構造上、内部機器の外観点検が実施できない場合においては、

導通試験、絶縁抵抗試験により内部損傷を判断する。 

 
 
 

ヒータ取付部損傷、緩み 
ヒータ取付部応力大 

95



これらを踏まえ、電気ヒータにおける地震後の点検は、「表―２ 損傷形態

および点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検と

機能確認（導通試験、絶縁抵抗測定）を実施し、その結果により異常が確認

された機器について追加点検として分解点検を実施することとした。 

 

 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

 

点検内容 

基本点検 
損傷形態 

目視点検 導通試験
絶縁抵抗 

測定 

追加

点検 

①ヒータ損傷（伸び、

断線） 
○ ○ ○ ○ 

②ヒータ取付部損傷、

緩み 
○ ○ ○ ○ 

③絶縁被覆の損傷 ○  ○ ○ 

④ケーブル損傷 

（変形、断線） 
○ ○ ○ ○ 

○：直接確認可能な項目 

 
：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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４３）特殊フィルタ 

 
（１）点検手法の選定 
① 地震による損傷形態（部位）の想定 

地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定するために、

機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに起因して生じる

現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表－１のようになる。 

 
表-1 特殊フィルタ 地震時損傷形態分析結果 

                          ：発生の可能性が高いと想定されるもの 

 
 
② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 

表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などから考慮すると基礎(取付)

ボルト、基礎台部、装置本体、装置支持部、取合配管との接続部に損傷が主に

発生すると想定される。 
表－１で検討された全ての損傷形態に対し目視点検での確認が有効と考え

られる。さらに「装置本体の損傷」、「取合配管との接続部の損傷」等は漏えい

試験での確認も有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、特殊フィルタにおける地震後の点検は、「表－２ 損傷形態及び

点検における検知性」に整理するように、基本点検として目視点検、作動試験、漏え

い試験、機能確認を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点検と

して分解点検を実施し、各部の状況を把握することとした。 

 
 

表－２ 損傷形態及び点検における検知性 
点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視点検 作動試験 漏えい試験 機能確認 分解点検 

①基礎(取付)ボルトの損傷 ※     

②基礎台部の剥離、及び 
ひび割れ 

○     

③装置本体の損傷 ○  ○  ○ 

④装置支持部の損傷 ○     

⑤取合配管との接続部の損傷 ○  ○  ○ 

⑥機器付計器の損傷 ○  ○ ○  

⑦フィルタの損傷 ○   ○ ○ 

⑧ヒータの損傷 ○ ○  ○ ○ 

※：支持構造物点検で実施する。 
：発生の可能性が高いと想定されるもの 

○：損傷状況が判断できる点検 
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【支持構造物】 
４４）支持構造物（基礎ボルト） 

 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定する

ために、機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに

起因して生じる現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表

－１のようになる。 

 
表-1 支持構造物（基礎ボルト） 地震時損傷形態分析結果

 
 

② 損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の

荷重を直接受け保つ基礎部、基礎定着部、支持脚に損傷が発生すると想

定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「基礎ボルト損傷」、「基礎定着部

損傷」、「支持脚損傷」等、基礎部にかかわるすべての損傷状態は、目視

点検での確認が有効と考えられ、さらに「基礎ボルト損傷」、「基礎定着

部損傷」等は打診試験での確認が有効と考えられる。 
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これらを踏まえ、支持構造物（基礎ボルト）における地震後の点検は、

「表－２ 損傷形態および点検における検知性」に整理するように、基

本点検として目視点検ならびに打診試験を実施し、それらにより異常が

確認された機器について追加点検としてトルク確認ならびに非破壊検

査等を実施し、各部の状況を把握することとした。 

  
 

表-2 損傷形態および点検における検知性 

点検内容 

基本点検 追加点検 損傷形態 

目視 
点検 

打診試験 
トルク確

認 
非破壊検

査 

①基礎ボルトの損傷 ○ ○  ○ 

②基礎定着部の損傷 ○ ○ ○  

③支持脚の損傷 ○   ○ 

 ：発生の可能性が高いと想定されるもの 

○：損傷状況が判断できる点検 
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【支持構造物】 
４５）配管支持構造物 

 
（１）点検手法の選定 

① 地震による損傷形態（部位）の想定 
地震の影響が及ぶ可能性のある部位に着目した点検方法を策定する

ために、機器への地震力付加によって発生する損傷要因、およびそれに

起因して生じる現象、喪失する機能を想定した。これらをまとめると表

－１のようになる。 

 
表-1 配管支持構造物（配管サポート） 地震時損傷形態分析結果

 

②損傷形態の想定を踏まえた点検方法の検討 
表－１にて検討した損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震に

よる配管反力を受けたことに伴い、ラグ、架構、メカニカルスナッバ、

オイルスナッバ、ハンガー、ロッドレストレイント、パイプグリップ、

U ボルト、パイプクランプ、拘束板、埋込金物、後打金物に主に損傷が

発生すると想定される。 
表－１で検討された損傷形態の内、「後打金物の損傷」、「埋込金物の

損傷」「ラグ（本体、溶接部）の損傷」、「架構の損傷」等、配管サポー

トにかかわるすべての損傷状態は、目視点検での確認が有効と考えられ

る。 

⑩ 

架構反力大 
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これらを踏まえ、配管サポートにおける地震後の点検は、「表－２ 損

傷形態および点検における検知性」に整理するように、基本点検として

目視点検を実施し、それらにより異常が確認された機器について追加点

検として非破壊検査等を実施し、各部の状況を把握することとした。 
さらに、「メカニカルスナッバの損傷」については、目視点検の他、

機能上影響のないことを把握する観点から、一部について作動試験を実

施し、また、地震の影響を受けている建屋間貫通部近傍等の一部の配管

サポートについては、配管、サポートの溶接部に対して非破壊検査等を

実施し確認を行うことにより、健全性評価の一助とすることとした。 
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表-2 損傷形態及び点検における検知性 

点検内容 

基本
点検

追加 
点検 損傷形態 

目視

点検

打診

試験

非破壊

検査 
走行 
試験 

分解 
点検 

①プレート変形 ○  ○   

②定着部引抜き ○ ※    

③コンクリート割れ ○ ※    

④ラグ変形、割れ ○  ○   

⑤架構変形、割れ ○     
⑥メカスナ ロッド変形 ○  ○   

⑦メカスナ 球面軸受け、ピン損傷 ○     

⑧ボールネジ損傷    ○ ○ 

⑨オイル漏れ ○   ○ ○ 

⑩ハンガ ロッド変形 ○     
⑪ロットレストレイント ロッド変
形 

○     

⑫ロットレストレイント 球面軸受

け、ピン損傷 

○     

⑬パイプグリップワイヤ切断 ○     

⑭Ｕボルト切断、伸び ○     

⑮Ｕボルト 構材変形、溶接部割れ ○  ○   

⑯パイプクランプ 構材変形、溶接

部割れ 

○  ○   

⑰拘束板変形、のび、切断 ○  ○   

※：支持構造物点検（基礎ボルト）で実施する。 

○：損傷状況が判断できる点検 

：発生の可能性が高いと想定されるもの 
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添付資料-1-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各機種の点検結果 



【動的機器】 
 １）立形ポンプ 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表

－１に示す。 

 
（２）点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される「カップリング部」、「デ

ィスチャージケーシング」、「冷却水配管」等について目視点検を実施した。そ

の結果、「カップリング部」、「ディスチャージケーシング」、「冷却水配管」等に

ついて、損傷がないことを確認した。 
また、流体保持機能（バウンダリ）の確認として、ポンプ本体、冷却水配管

等の付属機器を含め漏えい痕の有無について点検を行った。 
その結果、漏えい痕等の異常は確認されなかった。 

 
② 作動試験 

作動試験として性能を確認する項目は、主に水力特性機能（通水能力、含む

回転機能）および流体保持機能（バウンダリ）があり、これらの機能のうち水

力特性機能に異常のないことを確認するために、作動試験として性能確認、振

動確認および温度確認を実施した。また、異音、異臭についても確認した。 
流体保持機能（バウンダリ）の確認として作動試験中にポンプ本体、軸封部、

冷却水配管等の付属機器を含め漏えい確認を実施した。 
その結果、これまで、作動確認を実施した機器については、性能、振動、温

度、異音・異臭、流体保持機能（バウンダリ）に関して下記の通り、異常は確

認されなかった。今後も継続して作動確認を実施する予定である。 

 
○ 性能確認 

非常用炉心冷却系のポンプ等について、ポンプ揚程、容量に関する性能確

認を実施した。 
その結果、測定した数値が、必要とされる揚程、容量を満足する数値を示

しており、また、地震発生以前に採取した数値と比較しても顕著な変化は確

認されていない。 

 
○ 振動確認 

振動確認の振動値については、ポンプの運転が安定した状態にて採取した。 
その結果、いずれの立形ポンプも許容される振動値を十分下回っており、

地震発生以前に採取した５回分程度の振動値と比較しても顕著な振動上昇は

1



確認されていない。 
また、回転機器の状態監視を目的として実施している振動診断において、

地震前後および至近の振動の傾向に大きな変化は見られず、振動速度値・振

動周波数に地震の影響と考えられる回転体のアンバランスや接触等の異常兆

候は確認されていない（添付資料参照）。 

 
○ 温度確認 

 主に軸封部について一定の間隔で温度を採取することにより上昇傾向を確

認し、温度がほぼ安定した状態での採取温度を許容される温度と比較した。 
その結果、いずれの立形ポンプも軸封部温度は許容される温度を下回って

おり、また、地震発生以前に採取した５回分程度の記録と比較しても顕著な

変化は確認されていない。 

 
○ 異音・異臭 

 主に軸封部近傍について、聴診棒を用いた聴音確認ならびに異臭確認を実

施した。その結果、異常は確認されていない。 

 
③ 漏えい確認 

ポンプ運転状態にて、ポンプ本体、軸封部、冷却水配管等の付属機器につい

て漏えい確認を実施した。その結果、漏えいのないことを確認している。今後

も継続して作動確認を実施する予定である。 

 
 
   【追加点検】 

① 分解点検 
地震による影響が比較的大きいと考えられる以下の機器について、予め計

画する追加点検設備として選定し、分解点検を実施した。 
・原子炉建屋における、低圧炉心スプレイ系ポンプ 
・タービン建屋における、低圧復水ポンプ（Ａ） 
・熱交換器建屋における、原子炉補機冷却海水ポンプ（Ａ） 
・循環水ポンプ建屋における、循環水ポンプ（Ａ） 
・サービス建屋における、サービス建屋高電導度廃液サンプポンプ（Ａ） 

 
その結果、下記の事象を確認した。 
原子炉補機冷却海水ポンプ（Ａ）について、インペラに侵食、インペラ、

シャフト、インペラキー、インペラナットに腐食、インペラ、マフカップ

リング、マフカップリングキー、インペラキーに浸透指示模様を確認した。

インペラの侵食は漂砂の影響による経年的な劣化であり、地震の影響では

ないと判断した。各部の浸透指示模様は海水による局部的な腐食に起因す

る円形指示模様であり、過去の点検において同様の事象が確認されている
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こと、当該箇所に変形が確認されなかったことから経年的な劣化であり、

地震の影響ではないと判断した。 

 
循環水ポンプ（Ａ）について、インペラに浸透指示模様が確認された。

浸透指示模様は海水による局部的な腐食に起因する円形指示模様であり、

過去の点検において同様の事象が確認されていること、当該箇所に変形が

確認されなかったことから経年的な劣化であり、地震の影響ではないと判

断した。 

 
     他の機器については、異常は確認されていない。 

      
なお、地震による回転部の軸心のずれを懸念し、カップリング部について分

解前に軸心ずれ測定を実施した。その結果、地震発生以前に採取した数値と比

較しても顕著な変化は確認されなかった。 

 
（３）添付資料 

・３号機 振動診断結果一覧表（立形ポンプ） 
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(℃
)

温
度

(℃
)

管
理
基
準

(℃
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績
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＋
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績
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績
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＋
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明

書
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ラ
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3
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常
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し
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未

未
未
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績
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1
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績
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度
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実
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る
追

加
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地
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解
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追
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果
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追

加
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C
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追
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）
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果

、
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ペ
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指

示
模
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確
認
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れ

た
。
浸
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指

示
模
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水
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部
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に
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検
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追
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検
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解
点
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漏
え
い
確

認
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認

作
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試
験
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：
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動
値
は
ポ
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の
運
転
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ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値
、
温
度
値
は
各
部
温
度
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

○
：
予

め
実
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す
る
追

加
点

検
、
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地
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応
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解
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足
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な
い
た
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実

施
す
る
追

加
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、
□

：
基

本
点

検
結

果
異
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が

あ
り
実
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す
る
追

加
点

検
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＋
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建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ
ポ
ン
プ

補
足
：
振
動
値
は
ポ
ン
プ
の
運
転
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値
、
温
度
値
は
各
部
温
度
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

○
：
予

め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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表
-
1
　
立
形
ポ
ン
プ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

機
器

名
称

耐
震

重
要
度

A
ク
ラ
ス
3

B

B
ク
ラ
ス
3

B

C
ク
ラ
ス
3

B

D
ク
ラ
ス
3

B

A
ク
ラ
ス
3

B

B
ク
ラ
ス
3

B

C
ク
ラ
ス
3

B

D
ク
ラ
ス
3

B

廃
棄
設
備

液
体

廃
棄

物
処

理
系

K
1
1
-
C
0
0
2

K
1
1
-
C
1
0
3

タ
ー
ビ
ン
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ
ポ
ン
プ

タ
ー
ビ
ン
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ
ポ
ン
プ

設
備

点
検

点
検
結
果

異
音

確
認

追
加
点
検

分
解
点
検

点
検

目
的

基
本

点
検

所
見

判
定
結
果

 
 

漏
え
い
確

認
異

臭
確

認

作
動

試
験

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

補
足
：
振
動
値
は
ポ
ン
プ
の
運
転
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値
、
温
度
値
は
各
部
温
度
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

○
：
予

め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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表
-
1
　
立
形
ポ
ン
プ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

前
回

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

判
定
基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

管
理
基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

管
理
基
準

(℃
)

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

設
備
点
検

基
本
点
検

作
動
試
験

機
器

番
号

種
類

安
全
重
要
度

判
定

基
準

(m
)

判
定

基
準

(m
3
/
h
)

振
動
確
認

機
器

名
称

前
回

耐
震

重
要
度

全
揚

程
(m

)

目
視

点
検

流
量

(m
3
/
h
)

温
度
確
認

今
回

今
回

性
能

確
認

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

C

異
常

な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.8
.4
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

7
(H
1
4
.1
.3
1
)

4
2
.0

(H
2
0
.8
.4
)

6
2
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

4
1
.5

(H
1
4
.1
.3
1
)

6
4
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

C

異
常

な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.8
.4
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

1
1

(H
1
5
.7
.2
2
)

3
5
.5

(H
2
0
.8
.4
)

6
2
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

4
3
.0

(H
1
5
.7
.2
2
)

6
2
.5

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

8
(H
2
0
.8
.8
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

7
(H
1
4
.2
.2
7
)

3
4
.0

(H
2
0
.8
.8
)

6
3
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

3
8
.0

(H
1
4
.2
.2
7
)

6
3
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

1
1

(H
2
0
.7
.3
1
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

7
(H
1
6
.1
1
.3
0
)

3
5
.0

(H
2
0
.7
.3
1
)

6
2
.5

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

4
4
.5

(H
1
6
.1
1
.3
0
)

6
3
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

C

異
常

な
し

－
－

－
－

1
4

(H
2
0
.8
.5
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

1
2

(H
1
4
.3
.7
)

3
1
.5

(H
2
0
.8
.5
)

6
2
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

3
9
.0

(H
1
4
.3
.7
)

6
2
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

C

異
常

な
し

－
－

－
－

1
0

(H
2
0
.8
.5
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

1
0

(H
1
5
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.1
9
)

3
0
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(H
2
0
.8
.5
)

6
2
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

4
4
.5

(H
1
5
.9
.1
9
)

6
2
.5

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

1
1

(H
2
0
.7
.2
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)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

7
(H
1
6
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2
.2
7
)

3
5
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(H
2
0
.7
.2
9
)

6
3
.5

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

4
7
.5

(H
1
6
.1
2
.2
7
)

6
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

8
(H
2
0
.7
.3
0
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

1
0

(H
1
6
.1
1
.1
6
)

3
6
.0

(H
2
0
.7
.3
0
)

6
3
.0
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周
囲
温
度
＋

4
0
）

4
5
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(H
1
6
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1
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)

6
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）
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ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.7
.2
9
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

1
1

(H
1
2
.1
0
.5
)

3
6
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2
0
.7
.2
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)

6
3
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周
囲
温
度
＋

4
0
）

5
3
.0

(H
1
2
.1
0
.5
)

6
6
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

D
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

1
0

(H
2
0
.7
.3
0
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

6
(H
1
2
.1
0
.2
5
)

3
3
.0

(H
2
0
.7
.3
0
)

6
3
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

3
7
.5

(H
1
2
.1
0
.2
5
)

6
5
.5

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

1
0

(H
2
0
.9
.4
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

1
2

(H
1
6
.1
2
.1
5
)

3
2
.5

(H
2
0
.9
.4
)

6
3
.5

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

4
3
.0

(H
1
6
.1
2
.1
5
)

6
6
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

9
(H
2
0
.7
.2
8
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

8
(H
1
6
.1
1
.2
2
)

3
6
.0

(H
2
0
.7
.2
8
)

6
3
.5

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

4
2
.5

(H
1
6
.1
1
.2
2
)

6
4
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

C
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

8
(H
2
0
.9
.4
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

1
4

(H
1
2
.9
.2
8
)

3
3
.0

(H
2
0
.9
.4
)

6
4
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

4
6
.0

(H
1
2
.9
.2
8
)

6
6
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

D
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.7
.2
8
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

3
(H
1
2
.1
0
.1
6
)

3
4
.5

(H
2
0
.7
.2
8
)

6
3
.5

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

3
5
.0

(H
1
2
.1
0
.1
6
)

6
6
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

廃
棄
設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
　
　
　
　
液
体
廃

棄
物

処
理

系
放

射
性

ド
レ
ン
移

送
系

K
1
1
-
C
2
0
2

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
サ
ン

プ
ポ
ン
プ

サ
ー
ビ
ス
建

屋
シ
ャ

ワ
ー
ド
レ
ン
サ

ン
プ
ポ

ン
プ

K
1
1
-
C
1
0
4

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ
ン
プ

K
1
1
-
C
1
0
2

K
1
1
-
C
2
0
1

K
1
1
-
C
0
0
1

サ
ー
ビ
ス
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ
ポ
ン

プ 原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ
ン
プ

補
足
：
振
動
値
は
ポ
ン
プ
の
運
転
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値
、
温
度
値
は
各
部
温
度
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

○
：
予

め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
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：
地

震
応
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解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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表
-
1
　
立
形
ポ
ン
プ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

機
器

名
称

耐
震

重
要
度

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

C

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

C

A
ク
ラ
ス
3

B

B
ク
ラ
ス
3

B

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

C

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

C

A
ク
ラ
ス
3

B

B
ク
ラ
ス
3

B

C
ク
ラ
ス
3

B

D
ク
ラ
ス
3

B

A
ク
ラ
ス
3

B

B
ク
ラ
ス
3

B

C
ク
ラ
ス
3

B

D
ク
ラ
ス
3

B

廃
棄
設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
　
　
　
　
液
体
廃

棄
物

処
理

系
放

射
性

ド
レ
ン
移

送
系

K
1
1
-
C
2
0
2

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
サ
ン

プ
ポ
ン
プ

サ
ー
ビ
ス
建

屋
シ
ャ

ワ
ー
ド
レ
ン
サ

ン
プ
ポ

ン
プ

K
1
1
-
C
1
0
4

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ
ン
プ

K
1
1
-
C
1
0
2

K
1
1
-
C
2
0
1

K
1
1
-
C
0
0
1

サ
ー
ビ
ス
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ
ポ
ン

プ 原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ
ン
プ

設
備

点
検

点
検
結
果

異
音

確
認

追
加
点
検

分
解
点
検

点
検

目
的

基
本

点
検

所
見

判
定
結
果

 
 

漏
え
い
確

認
異

臭
確

認

作
動

試
験

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異
常
な
し

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

補
足
：
振
動
値
は
ポ
ン
プ
の
運
転
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値
、
温
度
値
は
各
部
温
度
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

○
：
予

め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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ポ
ン
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設
備
点
検
結
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回
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動
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P
-
P
)

判
定
基
準
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P
-
P
)

振
動
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m
P
-
P
)

温
度
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管
理
基
準

(℃
)
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度

(℃
)

管
理
基
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(℃
)

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

設
備
点
検

基
本
点
検

作
動
試
験

機
器

番
号

種
類

安
全
重
要
度

判
定

基
準

(m
)

判
定

基
準

(m
3
/
h
)

振
動
確
認

機
器

名
称

前
回

耐
震

重
要
度

全
揚

程
(m

)

目
視

点
検

流
量

(m
3
/
h
)

温
度
確
認

今
回

今
回

性
能

確
認

A
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常

な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.9
.3
)

8
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

5
(H
1
8
.6
.2
6
)

2
8
.2

(H
2
0
.9
.3
)

6
7
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

2
2
.9

(H
1
8
.6
.2
6
)

6
4
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常

な
し

－
－

－
－

8
(H
2
0
.1
2
.1
)

8
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

7
(H
1
8
.6
.5
)

1
4
.0

(H
2
0
.1
2
.1
)

5
6
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

2
0
.2

(H
1
8
.6
.5
)

6
4
.5

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

C
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常

な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.9
.3
)

8
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

3
(H
1
8
.6
.2
6
)

2
8
.7

(H
2
0
.9
.3
)

6
8
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

2
1
.4

(H
1
8
.6
.2
6
)

6
4
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

D
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常

な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.1
2
.1
)

8
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

2
0
.8

(H
1
8
.6
.5
)

1
5
.2

(H
2
0
.1
2
.1
)

5
6
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

2
0
.8

(H
1
8
.6
.5
)

6
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常

な
し

9
9

8
9

（
保

安
規

定
）

1
6
4
4

1
6
3
0

（
保

安
規

定
）

2
(H
2
0
.9
.4
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

2
(H
1
8
.6
.2
7
)

2
8
.0

(H
2
0
.9
.4
)

7
1
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

2
6
.0

(H
1
8
.6
.2
7
)

6
7
.5

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常

な
し

9
5

8
9

（
保

安
規

定
）

1
6
3
5

1
6
3
0

（
保

安
規

定
）

2
(H
2
0
.1
2
.2
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

2
(H
1
8
.6
.6
)

2
5
.5

(H
2
0
.1
2
.2
)

6
7
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

2
6
.0

(H
1
8
.6
.6
)

6
7
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

C
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常

な
し

9
7

8
9

（
保

安
規

定
）

1
6
4
5

1
6
3
0

（
保

安
規

定
）

4
(H
2
0
.1
2
.2
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

4
(H
1
8
.6
.2
8
)

2
7
.0

(H
2
0
.1
2
.2
)

6
7
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

2
8
.0

(H
1
8
.6
.6
)

6
6
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
2

B

異
常

な
し

－
－

－
－

4
(H
2
2
.9
.6
)

3
0

(実
績
か
ら
の

仕
様

)

4
(H
1
8
.6
.1
2
)

1
2
2
.7

(H
2
2
.9
.6
)

2
2
0
℃

以
下

1
1
9
.4

(H
2
2
.9
.6
)

2
2
0
℃

以
下

B
ク
ラ
ス
2

B

異
常

な
し

－
－

－
－

5
(H
2
2
.9
.6
)

3
0

(実
績
か
ら
の

仕
様

)

5
(H
1
8
.6
.1
2
)

1
1
4
.5

(H
2
2
.9
.6
)

2
2
0
℃

以
下

1
1
4
.0

(h
1
8
.6
.1
2
)

2
2
0
℃

以
下

高
圧

炉
心

ス
プ
レ

イ
系

高
圧

炉
心

ス
プ
レ
イ
系

ポ
ン
プ

E
2
2
-
C
0
0
1

-
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常

な
し

3
5
7
/
8
8
1

2
7
4
/
8
6
3
※

（
保

安
規

定
）

1
4
8
0
/
3
9
0

1
4
6
2
/
3
6
9

※
（
保

安
規

定
）

4
(H
2
2
.7
.2
8
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

2
(H
1
8
.6
.6
)

3
3
.5

(H
2
2
.7
.2
8
)

6
9
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

3
6
.5

(H
1
8
.6
.6
)

6
8
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

低
圧

炉
心

ス
プ
レ

イ
系

低
圧

炉
心

ス
プ
レ
イ
系

ポ
ン
プ

E
2
1
-
C
0
0
1

-
ク
ラ
ス
1

A

異
常

な
し

2
1
7

2
0
5

（
保

安
規

定
）

1
4
5
5

1
4
4
1

（
保

安
規

定
）

2
(H
2
0
.9
.5
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

2
(H
1
8
.6
.2
7
)

2
7
.5

(H
2
0
.9
.5
)

6
8
.5

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

2
8
.5

(H
1
8
.6
.2
7
)

6
6
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

G
3
1
-
C
0
0
1

P
4
1
-
C
0
0
1

E
1
1
-
C
0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ
ン
プ

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン
プ

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

ポ
ン
プ

原
子
炉
冷
却
系
統
設

備

補
足
：
振
動
値
は
ポ
ン
プ
の
運
転
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値
、
温
度
値
は
各
部
温
度
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

○
：
予

め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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表
-
1
　
立
形
ポ
ン
プ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

機
器

名
称

耐
震

重
要
度

A
ク
ラ
ス
1

A
s

B
ク
ラ
ス
1

A
s

C
ク
ラ
ス
1

A
s

D
ク
ラ
ス
1

A
s

A
ク
ラ
ス
1

A
s

B
ク
ラ
ス
1

A
s

C
ク
ラ
ス
1

A
s

A
ク
ラ
ス
2

B

B
ク
ラ
ス
2

B

高
圧
炉

心
ス
プ
レ

イ
系

高
圧

炉
心

ス
プ
レ
イ
系

ポ
ン
プ

E
2
2
-
C
0
0
1

-
ク
ラ
ス
1

A
s

低
圧

炉
心

ス
プ
レ

イ
系

低
圧

炉
心

ス
プ
レ
イ
系

ポ
ン
プ

E
2
1
-
C
0
0
1

-
ク
ラ
ス
1

A

G
3
1
-
C
0
0
1

P
4
1
-
C
0
0
1

E
1
1
-
C
0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ
ン
プ

残
留
熱

除
去

系
残

留
熱

除
去

系
ポ
ン
プ

原
子
炉

冷
却

材
浄
化
系

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
ポ
ン
プ

原
子
炉
冷
却
系
統
設

備

設
備

点
検

点
検
結
果

異
音

確
認

追
加
点
検

分
解
点
検

点
検

目
的

基
本

点
検

所
見

判
定
結
果

 
 

漏
え
い
確

認
異

臭
確

認

作
動

試
験

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ
り

否

予
め
計

画
す
る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
イ
ン
ペ
ラ
に
浸

食
、
イ
ン
ペ
ラ
、
シ
ャ
フ
ト
、
イ
ン
ペ
ラ
キ
ー
、
イ
ン
ペ
ラ
ナ
ッ
ト
に
腐

食
、

イ
ン
ペ
ラ
、
マ
フ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
、
マ
フ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
キ
ー
、
イ
ン
ペ
ラ

キ
ー
に
浸

透
指

示
模

様
が

確
認

さ
れ

た
。
イ
ン
ペ
ラ
の

侵
食

は
漂

砂
の

影
響

に
よ
る
経

年
的

な
劣

化
で
あ
り
、
地

震
の

影
響

で
は

な
い
と
判

断
し
た
。
各

部
の

浸
透

指
示

模
様

は
海

水
に
よ
る
局

部
的

な
腐

食
に

起
因

す
る
円

形
指

示
模

様
で
あ
り
、
過

去
の

点
検

に
お
い
て
同

様
の

事
象

が
確

認
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
当

該
箇

所
に
変

形
が

確
認

さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
経
年
的
な
劣
化
で
あ
り
、
地
震
の
影
響
で
は
な
い
と

判
断

し
た
。
侵

食
、
腐

食
、
浸

透
指

示
模

様
が

強
度

上
問

題
な
い
こ
と

を
確
認
し
、
試
運
転
に
お
い
て
も
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－

（
漏
え
い
確
認
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験
時
実
施
）

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－

（
漏
え
い
確
認
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験
時
実
施
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

※
高
流
量
／
低
流
量

振
動
・
温
度
は
低
流
量
（
高
圧
）
運
転
で
の
値

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異
常
な
し

良

補
足
：
振
動
値
は
ポ
ン
プ
の
運
転
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値
、
温
度
値
は
各
部
温
度
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

○
：
予

め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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表
-
1
　
立
形
ポ
ン
プ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

前
回

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

判
定
基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

管
理
基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

管
理
基
準

(℃
)

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

設
備
点
検

基
本
点
検

作
動
試
験

機
器

番
号

種
類

安
全
重
要
度

判
定

基
準

(m
)

判
定

基
準

(m
3
/
h
)

振
動
確
認

機
器

名
称

前
回

耐
震

重
要
度

全
揚

程
(m

)

目
視

点
検

流
量

(m
3
/
h
)

温
度
確
認

今
回

今
回

性
能

確
認

A
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

7
(H
2
1
.2
.2
4
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

7
(H
1
9
.9
.4
)

2
9
.0

(H
2
1
.2
.2
4
)

7
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

3
6
.0

(H
1
9
.9
.4
)

7
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

6
(H
2
2
.3
.3
0
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

8
(H
1
3
.1
1
.2
2

)

3
3
.0

(H
2
2
.3
.3
0
)

7
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

3
3
.5

(H
1
3
.1
1
.2
2

)

7
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

C
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

8
(H
2
1
.3
.1
6
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

8
(H
1
6
.1
1
.1
1

)

3
1
.0

(H
2
1
.3
.1
6
)

7
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

4
0
.5

(H
1
6
.1
1
.1
1

)

7
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

D
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

7
(H
2
1
.2
.2
5
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

5
(H
1
9
.9
.6
)

3
2
.5

(H
2
1
.2
.2
5
)

7
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

3
7
.0

(H
1
9
.9
.6
)

7
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

E
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

8
(H
2
2
.4
.1
9
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

9
(H
1
3
.1
2
.4
)

3
3
.0

(H
2
2
.4
.1
9
)

7
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

3
5
.5

(H
1
3
.1
2
.4
)

7
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

F
ク
ラ
ス
3

B

異
常

な
し

－
－

－
－

7
(H
2
1
.3
.1
7
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

7
(H
1
6
.1
1
.1
5

)

3
1
.5

(H
2
1
.3
.1
7
)

7
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

3
4
.5

(H
1
6
.1
1
.1
5

)

7
5
.0

（
周
囲
温
度
＋

4
0
）

非
常
用
予
備
発
電
装

置
高

圧
炉

心
ス
プ
レ

イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
補

機
冷

却
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ
レ
イ

デ
ィ
ー
ゼ
ル

補
機

冷
却

海
水

ポ
ン
プ

P
4
6
-
C
0
0
1

-
ク
ラ
ス
1

A
s

異
常

な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.1
1
.2
7
)

3
0

（
実
績
か
ら
の

仕
様
）

3
(H
1
8
.6
.5
)

1
6
.2

(H
2
0
.1
1
.2
7
)

6
9
.5

（
周
囲
温
度
＋

5
5
）

2
3
.3

(H
1
8
.6
.5
)

7
9
.0

（
周
囲
温
度
＋

5
5
）

K
1
1
-
C
1
0
1

廃
棄
物
処
理
設
備

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ
ポ
ン
プ

液
体

廃
棄

物
処

理
系

補
足
：
振
動
値
は
ポ
ン
プ
の
運
転
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値
、
温
度
値
は
各
部
温
度
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

○
：
予

め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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表
-
1
　
立
形
ポ
ン
プ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

機
器

名
称

耐
震

重
要
度

A
ク
ラ
ス
3

B

B
ク
ラ
ス
3

B

C
ク
ラ
ス
3

B

D
ク
ラ
ス
3

B

E
ク
ラ
ス
3

B

F
ク
ラ
ス
3

B

非
常
用
予
備
発
電
装

置
高
圧

炉
心

ス
プ
レ

イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
補

機
冷

却
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ
レ
イ

デ
ィ
ー
ゼ
ル

補
機

冷
却

海
水

ポ
ン
プ

P
4
6
-
C
0
0
1

-
ク
ラ
ス
1

A
s

K
1
1
-
C
1
0
1

廃
棄
物
処
理
設
備

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ
ポ
ン
プ

液
体
廃

棄
物

処
理
系

設
備

点
検

点
検
結
果

異
音

確
認

追
加
点
検

分
解
点
検

点
検

目
的

基
本

点
検

所
見

判
定
結
果

 
 

漏
え
い
確

認
異

臭
確

認

作
動

試
験

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

補
足
：
振
動
値
は
ポ
ン
プ
の
運
転
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値
、
温
度
値
は
各
部
温
度
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

○
：
予

め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
、
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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添
付

資
料

速
度

速
度

(m
m
/
s)

(m
m
/
s)

測
定
値

測
定
値

測
定
値

管
理
値

（
Ｈ
ｚ
）

（
Ｈ
ｚ
）

電
動

機
反

駆
動

側
（
下
側
ベ
ア
リ
ン
グ
）

0
.5
8

0
.5
0

0
.8
2

7
.1

4
9
.5

無

電
動

機
駆

動
側

（
ケ
ー
シ
ン
グ
上

部
）

0
.5
3

0
.3
9

0
.4
0

7
.1

4
9
.5

無

電
動

機
反

駆
動

側
（
下
側
ベ
ア
リ
ン
グ
）

1
.0
2

0
.2
8

0
.6
9

7
.1

4
9
.5

無

電
動

機
駆

動
側

（
ケ
ー
シ
ン
グ
上

部
）

0
.6
6

0
.3
2

0
.5
4

7
.1

4
9
.5

無

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン
プ
（
Ａ
）

E
1
1
-
C
0
0
1
A

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.6
.2
6

0
.4
2

停
止

中
H
1
9
.8
.2
7

0
.4
3

H
2
2
.3
.1
2

0
.4
5

1
1
.0

2
4
.7

無

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変

化
の
程
度
で
あ
る
）

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

E
1
1
-
C
0
0
1
B

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.7
.1
2

0
.4
5

停
止

中
H
1
9
.8
.3
1

0
.5
4

H
2
2
.6
.2
4

0
.6
1

1
1
.0

2
4
.7

無

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変

化
の
程
度
で
あ
る
）

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）

E
1
1
-
C
0
0
1
C

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.5
.1
7

0
.8
8

停
止

中
H
1
9
.1
0
.3

0
.5
5

H
2
2
.6
.2
3

0
.5
2

1
1
.0

2
4
.7

無

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変

化
の
程
度
で
あ
る
）

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

E
2
1
-
C
0
0
1

立
形
ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.6
.1
9

0
.7
2

停
止

中
H
1
9
.1
0
.1
0

0
.7
3

H
2
2
.8
.2
4

0
.7
0

1
1
.0

2
4
.7

無

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変

化
の
程
度
で
あ
る
）

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

E
2
2
-
C
0
0
1

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.4
.5

0
.5
6

停
止

中
H
1
9
.1
0
.5

0
.5
2

H
2
2
.7
.2
8

0
.4
5

1
1
.0

2
4
.7

無

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変

化
の
程
度
で
あ
る
）

高
定

格
流

量
運

転

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

E
2
2
-
C
0
0
1

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

ポ
ン
プ

軸
封

部
─

─
停

止
中

H
1
9
.1
0
.5

0
.5
2

H
2
2
.7
.2
8

0
.4
8

1
1
.0

2
4
.7

無

正
常

（
地

震
後

及
び
至

近
の

振
動

値
の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変
化

の
程
度
で
あ
る
）

低
定

格
流

量
運

転
地

震
前

測
定

実
績

な
し

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ
ン
プ

（
Ａ
）

P
4
1
-
C
0
0
1
A

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.7
.4

0
.1
6

停
止

中
H
1
9
.8
.2
7

0
.3
8

H
2
2
.8
.1
0

0
.1
9

7
.1

1
2
.3

無

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変

化
の
程
度
で
あ
る
）

評
価

３
号

機
　
振

動
診

断
結

果
一

覧
表

（
立

形
ポ
ン
プ
）

備
考

地
震
後
至
近
（
H
2
2
.8
.2
4
ま
で
）

地
震

前

測
定

日

速
度

(m
m
/
s)

回
転

周
波

数
特

異
周

波
数

測
定

日

機
器
番
号

機
器
名
称

部
位

機
種

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

地
震

時
の

運
転

状
況

地
震

後

測
定

日

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
ポ
ン
プ

（
Ｂ
）

G
3
1
-
C
0
0
1
B

立
形

ポ
ン
プ

（
立
軸
キ
ャ
ン
ド

モ
ー
タ
ポ
ン
プ
）

運
転

中
ク
ラ
ス
２

Ｂ
H
1
9
.6
.1
9

運
転

中
G
3
1
-
C
0
0
1
A

立
形

ポ
ン
プ

（
立
軸
キ
ャ
ン
ド

モ
ー
タ
ポ
ン
プ
）

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
ポ
ン
プ

（
Ａ
）

ク
ラ
ス
２

Ｂ
H
1
9
.6
.1
9

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変

化
の
程
度
で
あ
る
）

H
1
9
.9
.5

H
1
9
.9
.5

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変

化
の
程
度
で
あ
る
）

H
2
0
.6
.9

H
2
0
.7
.8
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添
付

資
料

速
度

速
度

(m
m
/
s)

(m
m
/
s)

測
定
値

測
定
値

測
定
値

管
理
値

（
Ｈ
ｚ
）

（
Ｈ
ｚ
）

評
価

３
号

機
　
振

動
診

断
結

果
一

覧
表

（
立

形
ポ
ン
プ
）

備
考

地
震
後
至
近
（
H
2
2
.8
.2
4
ま
で
）

地
震

前

測
定

日

速
度

(m
m
/
s)

回
転

周
波

数
特

異
周

波
数

測
定

日

機
器
番
号

機
器
名
称

部
位

機
種

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

地
震

時
の

運
転

状
況

地
震

後

測
定

日

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ
ン
プ

（
Ｂ
）

P
4
1
-
C
0
0
1
B

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.7
.4

0
.1
3

停
止

中
H
1
9
.8
.3
0

0
.5
6

H
2
2
.8
.6

0
.5
0

7
.1

1
2
.3

無

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変

化
の
程
度
で
あ
る
）

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ
ン
プ

（
Ｃ
）

P
4
1
-
C
0
0
1
C

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.6
.4

0
.1
2

運
転

中
H
1
9
.8
.2
7

0
.4
5

H
2
2
.8
.1
0

0
.1
6

7
.1

1
2
.3

無

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変

化
の
程
度
で
あ
る
）

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ
ン
プ

（
Ｄ
）

P
4
1
-
C
0
0
1
D

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.6
.4

0
.1
3

運
転

中
H
1
9
.8
.2
7

0
.2
2

H
2
2
.8
.6

0
.4
8

7
.1

1
2
.3

無

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変

化
の
程
度
で
あ
る
）

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

補
機

冷
却

海
水

ポ
ン
プ

P
4
6
-
C
0
0
1

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.4
.5

0
.1
7

停
止

中
H
1
9
.1
0
.5

0
.1
7

H
2
2
.7
.2
8

0
.2
4

7
.1

2
4
.3

無

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の
変
化
は
通
常
見
ら
れ
る
変

化
の
程
度
で
あ
る
）

低
圧

復
水

ポ
ン
プ
（
Ａ
）

N
2
1
-
C
0
0
1
A

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
３

Ｂ
ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.6
.1
3

1
.4
2

運
転

中
未

未
未

未
1
1
.0

9
.8

未

低
圧
復
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

N
2
1
-
C
0
0
1
B

立
形
ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
３

Ｂ
ポ
ン
プ

軸
封

部
─

─
停

止
中

未
未

未
未

1
1
.0

9
.8

未
地

震
前

測
定

実
績

な
し

低
圧

復
水

ポ
ン
プ
（
Ｃ
）

N
2
1
-
C
0
0
1
C

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
３

Ｂ
ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.6
.1
3

1
.6
5

運
転

中
未

未
未

未
1
1
.0

9
.8

未

循
環

水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）

N
7
1
-
C
0
0
1
A

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
３

Ｃ
ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.7
.1
2

0
.5
6

運
転

中
未

未
未

未
1
1
.0

3
.1

未

循
環

水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）

N
7
1
-
C
0
0
1
B

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
３

Ｃ
ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.7
.1
2

0
.6
1

運
転

中
未

未
未

未
1
1
.0

3
.1

未
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添
付

資
料

速
度

速
度

(m
m
/
s)

(m
m
/
s)

測
定
値

測
定
値

測
定
値

管
理
値

（
Ｈ
ｚ
）

（
Ｈ
ｚ
）

評
価

３
号

機
　
振

動
診

断
結

果
一

覧
表

（
立

形
ポ
ン
プ
）

備
考

地
震
後
至
近
（
H
2
2
.8
.2
4
ま
で
）

地
震

前

測
定

日

速
度

(m
m
/
s)

回
転

周
波

数
特

異
周

波
数

測
定

日

機
器
番
号

機
器
名
称

部
位

機
種

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

地
震

時
の

運
転

状
況

地
震

後

測
定

日

循
環

水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）

N
7
1
-
C
0
0
1
C

立
形

ポ
ン
プ

ク
ラ
ス
３

Ｃ
ポ
ン
プ

軸
封

部
H
1
9
.7
.1
2

0
.7
4

運
転

中
未

未
未

未
1
1
.0

3
.1

未
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２）横形ポンプ 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表

－１に示す。 

 
（２）点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される「支持脚」、「軸継手」、「ケ

ーシングノズル部」等について目視点検を実施した。 
また、流体保持機能（バウンダリ）の確認として、ポンプ本体ならびにケー

シングノズル部等を含め漏えい痕の有無について点検を実施した。その結果、

異常のないことを確認した。 

 
② 作動試験 

作動試験として性能を確認する項目は、主に水力特性機能（通水能力、含む

回転機能）および流体保持機能（バウンダリ）があり、これらの機能のうち水

力特性機能に異常のないことを確認するために、作動試験として、振動確認お

よび温度確認を実施した。また、異音、異臭についても確認した。 
流体保持機能（バウンダリ）の確認として作動試験中にポンプ本体、軸封部、

ケーシングノズル部等の付属機器を含め漏えい確認を実施した。 

 
その結果、これまで作動確認を実施した機器については、振動、温度、異音・

異臭、流体保持機能（バウンダリ）に関して下記の通り、異常は確認されてい

ない。今後、継続して作動試験を実施する予定である。 

 
○ 振動確認 

振動確認の振動値については、ポンプの運転が安定した状態にて採取した。

その結果、現在まで確認しているいずれの横形ポンプも許容される振動値を十

分下回っており、また、地震発生以前に採取した５回分程度の振動値と比較し

ても顕著な振動上昇は確認されなかった。 
また、回転機器の状態監視を目的として実施している振動診断において、地

震前後および至近の振動の傾向に大きな変化は見られず、振動速度値・振動周

波数に地震の影響と考えられる回転体のアンバランスや接触等の異常兆候は

確認されていない（添付資料参照）。 
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○ 温度確認 
主に軸受部について温度確認を実施し、一定の間隔で温度を採取することに

より上昇傾向を確認し、温度がほぼ安定した状態での採取温度を許容される温

度と比較した。 
その結果、いずれの横形ポンプも許容される温度を下回っており、また、地

震発生以前に採取した５回分程度の記録と比較しても顕著な変化は確認され

ていない。 

 
○ 異音・異臭 

主に軸受部近傍について聴診棒を用いた聴音確認ならびに異臭確認を実施

した。その結果、異常は確認されていない。 

 
③ 漏えい確認 

ポンプ運転状態にて、ポンプ本体、軸封部、冷却水配管等の付属機器につい

て漏えい確認を実施した。 
その結果、低電導度廃液系収集ポンプ（Ａ）に、メカニカルシール部より極

僅かなリークを確認した。地震の影響を確認するため、追加点検を実施した。 
その他の機器に異常は確認されていない。今後、継続して作動試験を実施す

る予定である。 

 
【追加点検】 

① 分解点検 
基本点検にて異常を確認した低電導度廃液系収集ポンプ（Ａ）について、分

解点検を実施した。 
その結果、メカニカルシールの外観点検、分解点検で異常は確認されておら

ず、地震発生から本事象が確認されるまでのポンプ運転時にはリークが確認さ

れなかったことから、地震後に起動・停止を繰り返したことにより、摺動面の

状態が経年的に変化したものと考えられ、地震の影響ではないと判断した。 

 
予め計画する追加点検として、地震による影響が比較的大きいと考えられる

ものとして、以下の機器を選定した。 
・原子炉建屋における、燃料プール冷却浄化系ポンプ（Ａ） 
・タービン建屋における、高圧復水ポンプ（Ｂ） 
・熱交換器建屋における、原子炉補機冷却水ポンプ（Ｃ） 

 
また、駆動源が蒸気であり、プラント停止中に作動試験の実施が困難である

ものについても、下記の機器を選定し分解点検を実施した。 
・原子炉隔離時冷却系ポンプ 
・タービン駆動原子炉給水ポンプ（Ａ）（Ｂ） 

 

18



その結果、以下の事象を確認した。 

 
原子炉補機冷却水ポンプ（Ｃ）について、インペラに浸透指示模様を確認し

た。浸透指示模様は運転による流体の影響と手入れによる内在欠陥の顕在化に

よるものであり、過去の点検において同様の事象が確認されていること、当該

箇所に変形が確認されなかったことから経年的な劣化であり、地震の影響では

ないと判断した。 

 
高圧復水ポンプ（Ｂ）について、上下半ケーシング内面に浸食が確認された。

ポンプ運転時、高流速水による渦流によって表面が経年的に浸食したものと考

えられ、浸食以外の変形が無いことから地震による影響ではないと判断した。 

 
他の機器に異常は確認されなかった。 

 
また、地震による回転部の軸心のずれを懸念し、カップリング部について分

解前に軸心ずれ測定を実施した。その結果、地震発生以前に採取した数値と比

較しても顕著な変化は確認されなかった。 

 
（３）添付資料 

  ・３号機 振動診断結果一覧表（横形ポンプ） 
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表
－
１
　
横
形
ポ
ン
プ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

前
回
記
録

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

判
定
基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.8
.2
5
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H
1
8
.6
.2
2
)

4
9
.0

(H
2
0
.8
.2
5
)

6
3
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

4
7
.0

(H
1
8
.6
.2
2
)

6
2
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

－
－

－
－

5
(H
2
0
.1
1
.1
0
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H
1
8
.6
.1
)

4
7
.5

(H
2
0
.1
1
.1
0
)

6
1
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

5
2
.0

(H
1
8
.6
.1
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.8
.2
5
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H
1
8
.6
.2
2
)

5
0
.0

(H
2
0
.8
.2
5
)

6
4
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

4
9
.0

(H
1
8
.6
.2
2
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

－
－

－
－

6
(H
2
0
.1
1
.1
0
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H
1
8
.6
.2
)

4
5
.0

(H
2
0
.1
1
.1
0
)

6
0
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

5
0
.0

(H
1
8
.6
.2
)

6
3
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

-
-

-
-

未
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
.5

(H
1
8
.7
.7
)

未
未

4
7
.0

(H
1
8
.7
.7
)

6
6
.0

（
軸

受
給

油
温

度
＋

3
5
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

-
-

-
-

未
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
2
.0

(H
1
8
.7
.7
)

未
未

4
7
.0

(H
1
8
.7
.7
)

6
6
.0

（
軸

受
給

油
温

度
＋

3
5
）

C
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

-
-

-
-

未
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
.0

(H
1
8
.7
.7
)

未
未

5
1
.4

(H
1
8
.7
.7
)

6
5
.0

（
軸

受
給

油
温

度
＋

3
5
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

-
-

-
-

-
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
.5

(H
1
8
.7
.2
6
)

-
－

5
2
.2

(H
1
8
.7
.2
6
)

8
5

（
取

扱
説

明
書

）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

-
-

-
-

-
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
.0

(H
1
8
.7
.2
6
)

-
－

5
1
.5

(H
1
8
.7
.2
6
)

8
5

（
取

扱
説

明
書

）

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

-
-

-
-

未
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
6
.5

(H
1
8
.7
.8
)

未
未

5
0
.8

(H
1
8
.7
.8
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

-
-

-
-

未
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
4
.8

(H
1
8
.7
.8
)

未
未

5
3
.0

(H
1
8
.7
.8
)

6
1
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

作
動

試
験

P
2
1
-
C
0
0
1

高
圧
復
水
ポ
ン
プ

N
2
1
-
C
0
0
2

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン

プ
N
2
1
-
C
0
0
7

原
子
炉
補
機
冷
却

水
系

復
水
給
水
系

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

流
量

(m
3
/
h
)

機
器
番
号

安
全
重
要
度

種
類

耐
震

重
要
度

設
備
点
検

性
能
確
認

今
回
記
録

振
動
確
認

温
度
確
認

今
回
記
録

前
回
記
録

判
定
基
準

(m
3
/
h
)

基
本
点
検

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

目
視

点
検

N
2
1
-
C
0
0
8

全
揚
程

(m
)

判
定
基
準

(m
)
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表
－
１
　
横
形
ポ
ン
プ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

C
ク
ラ
ス
３

Ｂ

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

P
2
1
-
C
0
0
1

高
圧
復
水
ポ
ン
プ

N
2
1
-
C
0
0
2

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン

プ
N
2
1
-
C
0
0
7

原
子
炉
補
機
冷
却

水
系

復
水
給
水
系

電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

機
器

番
号

安
全

重
要

度
種
類

耐
震

重
要
度

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

N
2
1
-
C
0
0
8

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

○
異
常
あ
り

否

予
め
計
画
す
る
追
加
点
検
（
分
解
点
検
）
の
結
果
、
イ
ン
ペ
ラ
に
浸
透

指
示
模
様
が
確
認
さ
れ
た
。
イ
ン
ペ
ラ
の
付
け
根
部
・
端
部
に
円
形
及

び
線
状
指
示
模
様
が
点
在
し
て
い
る
。
指
示
模
様
は
い
ず
れ
も
比
較
的

軽
微
で
深
さ
も
浅
く
、
各
部
に
変
形
等
の
損
傷
も
な
い
こ
と
か
ら
、
経
年

的
な
運
転
に
よ
る
流
体
の
影
響
と
手
入
れ
に
よ
る
内
在
欠
陥
の
顕
在

化
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
地
震
の
影
響
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
浸
透
指

示
模
様
が
確
認
さ
れ
た
イ
ン
ペ
ラ
の
つ
け
根
部
、
端
部
の
手
入
れ
、
な

ら
び
に
溶
接
補
修
を
実
施
し
、
試
運
転
に
お
い
て
も
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

未
未

未
－

－

（
作
動
・
漏
え
い
は
給
復
水
系
水
張
り
後
実
施
）

未
未

未
○

異
常

あ
り

否

（
作
動
・
漏
え
い
は
給
復
水
系
水
張
り
後
実
施
）

予
め
計

画
す
る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
上

下
半

ケ
ー
シ
ン

グ
内

面
に
浸

食
が

確
認

さ
れ

た
。
ポ
ン
プ
運

転
時

、
高

流
速

水
に
よ
る

渦
流
に
よ
っ
て
表
面
が
経
年
的
に
浸
食
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
過
去

の
点
検
に
お
い
て
も
同
様
の
事
象
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
浸
食
以

外
に
変
形
等
の
損
傷
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
地
震
に
よ
る
影

響
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
浸
食
箇
所
の
溶
接
補
修
及
び
グ
ラ
イ
ン

ダ
ー
に
よ
る
補
修
を
実
施
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

未
未

未
－

－

（
作
動
試
験
、
漏
え
い
確
認
は
給
復
水
系
水
張
り
後
実
施
）

－
－

－
○

異
常

な
し

良

－
－

－
○

異
常

な
し

良

未
未

未
－

－

（
作
動
試
験
、
漏
え
い
確
認
は
給
復
水
系
水
張
り
後
実
施
）

未
未

未
－

－

（
作
動
試
験
、
漏
え
い
確
認
は
給
復
水
系
水
張
り
後
実
施
）

分
解
点
検

点
検

目
的

 
 

漏
え
い
確

認
異
音
確
認

所
見

判
定
結
果

点
検
結
果

設
備
点
検

基
本
点
検

追
加
点
検

作
動
試
験

異
臭
確
認
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表
－
１
　
横
形
ポ
ン
プ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

前
回
記
録

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

判
定
基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

作
動

試
験

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

流
量

(m
3
/
h
)

機
器
番
号

安
全
重
要
度

種
類

耐
震

重
要
度

設
備
点
検

性
能
確
認

今
回
記
録

振
動
確
認

温
度
確
認

今
回
記
録

前
回
記
録

判
定
基
準

(m
3
/
h
)

基
本
点
検

目
視

点
検

全
揚
程

(m
)

判
定
基
準

(m
)

原
子
炉
隔
離
時
冷

却
系

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ

E
5
1
-
C
0
0
1

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

1
0

(H
2
0
.1
2
.1
6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H
1
8
.6
.2
3
)

3
9
.5

(H
2
0
.1
2
.1
6
)

7
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

4
6
.0

(H
1
8
.6
.2
3
)

7
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

9
(H
2
0
.1
1
.1
1
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0

(H
1
8
.5
.2
6
)

4
7
.0

(H
2
0
.1
1
.1
1
)

7
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

4
4
.0

(H
1
8
.5
.2
6
)

7
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

C
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

9
(H
2
0
.1
2
.1
6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H
1
8
.6
.9
)

4
0
.5

(H
2
0
.1
2
.1
6
)

7
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

4
5
.5

(H
1
8
.6
.9
)

7
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

復
水
器
に
係
る
次

の
事
項

復
水
器
真
空
ポ
ン
プ

N
2
1
-
C
0
0
5

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

未
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
.5

(H
8
.2
.2
2
)

未
未

4
8
.0

(H
8
.2
.2
2
)

6
1
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.1
1
.1
3
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
3

(H
1
8
.1
0
.2
7
)

2
8
.0

(H
2
0
.1
1
.1
3
)

5
7
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
0
.5

(H
1
8
.1
0
.2
7
)

5
6
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常
な
し

－
－

－
－

1
0

(H
2
0
.1
1
.1
4
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
8

(H
1
8
.1
2
.2
6
)

2
7
.5

(H
2
0
.1
1
.1
4
)

5
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

2
3
.0

(H
1
8
.1
2
.2
6
)

5
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
２

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

未
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H
1
8
.7
.9
)

未
未

3
0
.0

(H
1
8
.7
.9
)

6
3
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
２

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

未
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H
1
8
.6
.2
7
)

未
未

2
9
.5

(H
1
8
.6
.2
7
)

6
3
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.9
.2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

3
(H
1
9
.1
2
.3
)

3
0
.0

(H
2
0
.9
.2
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
3
.5

(H
1
9
.1
2
.3
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.9
.2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H
1
9
.1
2
.3
)

3
2
.0

(H
2
0
.9
.2
)

6
2
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
3
.0

(H
1
9
.1
2
.3
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

4
(H
2
0
.9
.3
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

3
(H
1
9
.7
.1
2
)

3
0
.5

(H
2
0
.9
.3
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
3
.5

(H
1
9
.7
.1
2
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.9
.3
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H
1
9
.7
.1
3
)

2
9
.0

(H
2
0
.9
.3
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
0
.0

(H
1
9
.7
.1
3
)

6
3
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

ス
ラ
ッ
ジ
移
送
ポ
ン
プ

K
2
1
-
C
2
0
2

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

5
(H
2
2
.7
.2
6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

3
5
.0

(H
2
0
.7
.2
6
)

6
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

－
－

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

5
(H
2
0
.9
.2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H
1
9
.1
1
.1
5
)

3
3
.5

(H
2
0
.9
.2
)

6
3
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
5
.5

(H
1
9
.1
1
.1
5
)

6
3
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

6
(H
2
0
.9
.2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H
1
9
.1
1
.1
5
)

4
1
.5

(H
2
0
.9
.2
)

6
3
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
6
.0

(H
1
9
.1
1
.1
5
)

6
3
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

K
2
1
-
C
1
0
1

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
粉
末
樹
脂

沈
降
分
離
槽
デ
カ
ン
ト
ポ
ン
プ

気
体
廃
棄
物
処
理
系
排
ガ
ス
真
空

ポ
ン
プ

気
体
廃
棄
物
処
理

系 廃
棄
物
処
理
設
備

固
体
廃
棄
物
処
理

系 廃
ス
ラ
ッ
ジ
系

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に

附
属
す
る
給
水
処

理
設
備

純
水
移
送
ポ
ン
プ

P
1
1
-
C
0
0
1

蒸
気
タ
ー
ビ
ン

復
水
浄
化
系
逆
洗
水
移
送
ポ
ン
プ

使
用
済
樹
脂
槽
デ
カ
ン
ト
ポ
ン
プ

K
2
1
-
C
3
0
1

K
2
1
-
C
0
0
1

N
6
2
-
C
0
0
1

補
給
水
系

P
1
3
-
C
0
0
1

復
水
移
送
ポ
ン
プ

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

廃
棄

設
備
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表
－
１
　
横
形
ポ
ン
プ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

機
器

番
号

安
全

重
要

度
種
類

耐
震

重
要
度

原
子
炉
隔
離
時
冷

却
系

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ

E
5
1
-
C
0
0
1

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

C
ク
ラ
ス
３

Ｂ

復
水
器
に
係
る
次

の
事
項

復
水
器
真
空
ポ
ン
プ

N
2
1
-
C
0
0
5

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｂ

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

A
ク
ラ
ス
２

Ｂ

B
ク
ラ
ス
２

Ｂ

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

ス
ラ
ッ
ジ
移
送
ポ
ン
プ

K
2
1
-
C
2
0
2

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

K
2
1
-
C
1
0
1

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
粉
末
樹
脂

沈
降
分
離
槽
デ
カ
ン
ト
ポ
ン
プ

気
体
廃
棄
物
処
理
系
排
ガ
ス
真
空

ポ
ン
プ

気
体
廃
棄
物
処
理

系 廃
棄
物
処
理
設
備

固
体
廃
棄
物
処
理

系 廃
ス
ラ
ッ
ジ
系

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に

附
属
す
る
給
水
処

理
設
備

純
水
移
送
ポ
ン
プ

P
1
1
-
C
0
0
1

蒸
気
タ
ー
ビ
ン

復
水
浄
化
系
逆
洗
水
移
送
ポ
ン
プ

使
用
済
樹
脂
槽
デ
カ
ン
ト
ポ
ン
プ

K
2
1
-
C
3
0
1

K
2
1
-
C
0
0
1

N
6
2
-
C
0
0
1

補
給
水
系

P
1
3
-
C
0
0
1

復
水
移
送
ポ
ン
プ

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

廃
棄

設
備

分
解
点
検

点
検

目
的

 
 

漏
え
い
確

認
異
音
確
認

所
見

判
定
結
果

点
検
結
果

設
備
点
検

基
本
点
検

追
加
点
検

作
動
試
験

異
臭
確
認

-
-

-
○

異
常

な
し

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

未
未

未
－

－

（
作
動
試
験
、
漏
え
い
確
認
は
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
実
施
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

未
未

未
－

－

（
作
動
試
験
、
漏
え
い
確
認
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
試
験

時
実
施
）

未
未

未
－

－

（
作
動
試
験
、
漏
え
い
確
認
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
試
験

時
実
施
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
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一
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前
回
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振
動
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(μ
m
P
-
P
)

判
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(μ
m
P
-
P
)

振
動
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(μ
m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

作
動

試
験

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

流
量

(m
3
/
h
)

機
器
番
号

安
全
重
要
度

種
類

耐
震

重
要
度

設
備
点
検

性
能
確
認

今
回
記
録

振
動
確
認

温
度
確
認

今
回
記
録

前
回
記
録

判
定
基
準

(m
3
/
h
)

基
本
点
検

目
視

点
検

全
揚
程

(m
)

判
定
基
準

(m
)

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常
な
し

－
－

－
－

4
(H
2
0
.9
.1
8
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H
1
9
.1
1
.2
)

3
2
.0

(H
2
0
.9
.1
8
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

4
3
.5

(H
1
9
.1
1
.2
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常
な
し

－
－

－
－

4
(H
2
0
.9
.1
8
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H
1
9
.1
1
.2
)

3
2
.5

(H
2
0
.9
.1
8
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
3
.5

(H
1
9
.1
1
.2
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常
な
し

－
－

－
－

2
1

(H
2
0
.9
.1
6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

2
0

(H
2
0
.2
.1
)

3
8
.5

(H
2
0
.9
.1
6
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
1
.5

(H
2
0
.2
.1
)

5
7
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常
な
し

－
－

－
－

2
9

(H
2
0
.9
.1
6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

2
3

(H
1
9
.5
.2
4
)

3
7
.0

(H
2
0
.9
.1
6
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
8
.5

(H
1
9
.5
.2
4
)

6
1
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.8
.2
1
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0

(H
1
9
.6
.2
0
)

4
2
.0

(H
2
0
.8
.2
1
)

6
2
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
5
.0

(H
1
9
.6
.2
0
)

6
2
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

8
(H
2
0
.8
.2
1
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0

(H
1
9
.6
.2
9
)

4
4
.0

(H
2
0
.8
.2
1
)

6
2
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
8
.0

(H
1
9
.6
.2
9
)

6
3
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

5
(H
2
0
.8
.1
9
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H
1
9
.9
.1
8
)

4
6
.0

(H
2
0
.8
.1
9
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

4
2
.0

(H
1
9
.9
.1
8
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

7
(H
2
0
.8
.1
8
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H
1
8
.3
.1
0
)

4
1
.0

(H
2
0
.8
.1
8
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
6
.5

(H
1
8
.3
.1
0
)

5
9
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

C
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

5
(H
2
0
.8
.2
0
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H
1
9
.1
1
.9
)

4
3
.0

(H
2
0
.8
.2
0
)

6
2
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

4
0
.0

(H
1
9
.1
1
.9
)

6
2
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

高
電
導
度
廃
液
系
蒸
留
水
ポ
ン
プ

K
1
3
-
C
0
0
2

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

3
(H
2
0
.8
.2
2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H
1
9
.6
.1
9
)

3
9
.0

(H
2
0
.8
.2
2
)

6
3
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

4
0
.5

(H
1
9
.6
.1
9
)

6
4
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

高
電
導
度
廃
液
系
濃
縮
装
置
循

環
ポ
ン
プ

K
1
3
-
C
2
5
1

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

2
4

(H
2
0
.9
.1
1
)

6
0

（
メ
ー
カ
ー
仕

様
）

3
3

(H
1
9
.6
.1
9
)

3
4
.0

(H
2
0
.9
.1
1
)

6
1
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

4
0
.5

(H
1
9
.6
.1
9
)

6
4
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

K
1
3
-
C
0
0
1

K
1
3
-
C
0
0
3

高
電
導
度
廃
液
系
収
集
ポ
ン
プ

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系
受
ポ
ン
プ

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系
収
集
ポ
ン
プ

廃
棄
物
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
処
理

系 高
電
導
度
廃
液
系

廃
棄
物
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
処
理

系 シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

K
1
6
-
C
0
0
2

K
1
6
-
C
0
0
1

高
電
導
度
廃
液
系
サ
ン
プ
ル
ポ
ン

プ

廃
棄

設
備
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表
－
１
　
横
形
ポ
ン
プ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

機
器

番
号

安
全

重
要

度
種
類

耐
震

重
要
度

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

C
ク
ラ
ス
３

Ｂ

高
電
導
度
廃
液
系
蒸
留
水
ポ
ン
プ

K
1
3
-
C
0
0
2

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ

高
電
導
度
廃
液
系
濃
縮
装
置
循
環

ポ
ン
プ

K
1
3
-
C
2
5
1

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ

K
1
3
-
C
0
0
1

K
1
3
-
C
0
0
3

高
電
導
度
廃
液
系
収
集
ポ
ン
プ

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系
受
ポ
ン
プ

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系
収
集
ポ
ン
プ

廃
棄
物
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
処
理

系 高
電
導
度
廃
液
系

廃
棄
物
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
処
理

系 シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

K
1
6
-
C
0
0
2

K
1
6
-
C
0
0
1

高
電
導
度
廃
液
系
サ
ン
プ
ル
ポ
ン

プ

廃
棄

設
備

分
解
点
検

点
検

目
的

 
 

漏
え
い
確

認
異
音
確
認

所
見

判
定
結
果

点
検
結
果

設
備
点
検

基
本
点
検

追
加
点
検

作
動
試
験

異
臭
確
認

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良
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表
－
１
　
横
形
ポ
ン
プ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

前
回
記
録

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

判
定
基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

作
動

試
験

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

流
量

(m
3
/
h
)

機
器
番
号

安
全
重
要
度

種
類

耐
震

重
要
度

設
備
点
検

性
能
確
認

今
回
記
録

振
動
確
認

温
度
確
認

今
回
記
録

前
回
記
録

判
定
基
準

(m
3
/
h
)

基
本
点
検

目
視

点
検

全
揚
程

(m
)

判
定
基
準

(m
)

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

1
4

(H
2
0
.8
.7
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

9
(H
1
9
.6
.1
9
)

4
1
.0

(H
2
0
.9
.4
)

6
3
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
6
.5

(H
1
9
.6
.1
9
)

6
2
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

1
0

(H
2
0
.8
.7
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H
1
9
.7
.6
)

3
8
.5

(H
2
0
.8
.7
)

6
3
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
6
.0

(H
1
9
.7
.6
)

6
4
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

2
4

(H
2
0
.8
.7
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
3

(H
2
0
.2
.2
9
)

4
3
.0

(H
2
0
.8
.7
)

6
4
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
7
.0

(H
2
0
.2
.2
9
)

6
2
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

1
9

(H
2
0
.8
.7
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

2
5

(H
1
8
.2
.1
7
)

4
1
.0

(H
2
0
.8
.7
)

6
4
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
7
.0

(H
1
8
.2
.1
7
)

6
1
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

1
0

(H
2
0
.9
.1
2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
(H
1
8
.2
.2
7
)

4
1
.5

(H
2
0
.9
.1
2
)

6
3
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

4
2
.5

(H
1
8
.2
.2
7
)

6
3
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

1
4

(H
2
0
.9
.1
2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
5

(H
1
9
.7
.1
3
)

4
2
.0

(H
2
0
.9
.1
2
)

6
2
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

4
3
.5

(H
1
9
.7
.1
3
)

6
4
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

7
(H
2
2
.9
.1
)

2
5

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H
1
8
.6
.1
1
)

5
3
.0

(H
2
2
.9
.1
)

6
6
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
)

4
8
.0

(H
1
8
.6
.1
1
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
)

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

7
(H
1
9
.1
0
.2
)

2
5

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H
1
8
.6
.1
1
)

5
4
.0

(H
1
9
.1
0
.2
)

6
8
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
)

4
9
.0

(H
1
8
.6
.1
1
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

+
4
0
)

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

5
(H
2
0
.8
.2
6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H
1
8
.2
.1
4
)

3
8
.5

(H
2
0
.8
.2
6
)

7
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

4
3
.0

(H
1
8
.2
.1
4
)

7
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
－

－
－

5
(H
2
0
.7
.2
5
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H
1
8
.3
.8
)

3
4
.8

(H
2
0
.7
.2
5
)

7
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
9
.5

(H
1
8
.3
.8
)

7
5
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

非
常
用
予
備
発
電
装
置

高
圧
炉
心
ス
プ
レ

イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
補

機
冷
却
水
系

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
補

機
冷
却
水
ポ
ン
プ

P
2
6
-
C
0
0
1

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

－
－

－
－

1
4

(H
2
0
.1
1
.2
0
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H
1
8
.5
.3
0
)

3
4
.0

(H
2
0
.1
1
.2
0
)

6
1
.0

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

3
5
.5

(H
1
8
.5
.3
0
)

6
2
.5

（
周

囲
温

度
＋

4
0
）

補
足
：

振
動
値
は
ポ
ン
プ
の
運
転
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

燃
料
設
備

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

浄
化
系

制
御
棒
駆
動
系

廃
棄
物
処
理
設
備

固
体
廃
棄
物
処
理

系 濃
縮
廃
液
系

計
測

制
御

系
統

設
備

廃
棄

設
備

廃
棄
物
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
処
理

系 低
電
導
度
廃
液
系

温
度
値
は
各
部
温
度
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

低
電
導
度
廃
液
系
サ
ン
プ
ル
ポ
ン

プ
K
1
2
-
C
0
0
3

濃
縮
廃
液
ポ
ン
プ

K
2
2
-
C
0
0
1

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
ポ
ン
プ

G
4
1
-
C
0
0
1

K
1
2
-
C
0
0
1

低
電
導
度
廃
液
系
収
集
ポ
ン
プ

制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ

C
1
2
-
C
0
0
1
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表
－
１
　
横
形
ポ
ン
プ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

機
器

番
号

安
全

重
要

度
種
類

耐
震

重
要
度

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

非
常
用
予
備
発
電
装
置

高
圧
炉
心
ス
プ
レ

イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
補

機
冷
却
水
系

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
補

機
冷
却
水
ポ
ン
プ

P
2
6
-
C
0
0
1

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

燃
料
設
備

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

浄
化
系

制
御
棒
駆
動
系

廃
棄
物
処
理
設
備

固
体
廃
棄
物
処
理

系 濃
縮
廃
液
系

計
測

制
御

系
統

設
備

廃
棄

設
備

廃
棄
物
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
処
理

系 低
電
導
度
廃
液
系

低
電
導
度
廃
液
系
サ
ン
プ
ル
ポ
ン

プ
K
1
2
-
C
0
0
3

濃
縮
廃
液
ポ
ン
プ

K
2
2
-
C
0
0
1

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
ポ
ン
プ

G
4
1
-
C
0
0
1

K
1
2
-
C
0
0
1

低
電
導
度
廃
液
系
収
集
ポ
ン
プ

制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ

C
1
2
-
C
0
0
1

分
解
点
検

点
検

目
的

 
 

漏
え
い
確

認
異
音
確
認

所
見

判
定
結
果

点
検
結
果

設
備
点
検

基
本
点
検

追
加
点
検

作
動
試
験

異
臭
確
認

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
あ
り

□
異
常
な
し

否

基
本
点
検
（
漏
え
い
確
認
）
の
結
果
、
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
部
よ
り
極
僅

か
な
リ
ー
ク
を
確
認
し
た
。

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ポ
ン
プ
、
メ
カ
ニ
カ
ル

シ
ー
ル

部
に

異
常
は
無
か
っ
た
。

ポ
ン
プ
、
メ
カ
シ
ー
ル

の
外

観
点

検
、
分

解
点

検
で
は

変
形

等
の

損
傷

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
地
震
発
生
か
ら
本
事
象
が
確
認
さ
れ
る

ま
で
の
ポ
ン
プ
運
転
時
に
は
リ
ー
ク
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

地
震
後
に
起
動
・
停
止
を
繰
り
返
し
た
こ
と
に
よ
り
、
摺
動
面
の
状
態
が

経
年
的
に
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
地
震
の
影
響
で
は
な
い
と
判

断
し
た
。

メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
を
交
換
し
、
確
認
運
転
に
よ
り
漏
え
い
の
無
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な
し

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

□
：
基
本
点
検
結
果
異
常
が
あ
り
実
施
す
る
追
加
点
検

○
：
予
め
計
画
す
る
追
加
点
検

△
：
地
震
応
答
解
析
で
評
価
基
準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検
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添
付

資
料

速
度

速
度

（
m

m
/
s）

（
m

m
/
s）

測
定

値
測

定
値

測
定

値
管

理
値

（
Ｈ

z）
（
Ｈ

z）

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

4
.8

4
─

─
7
.1

7
5
.0

─

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
3
.0

1
─

─
7
.1

7
5
.0

─

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

0
.9

6
1
.1

0
1
.2

1
7
.1

2
4
.6

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
0
.6

4
0
.8

6
1
.0

0
7
.1

2
4
.6

無

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

0
.8

6
1
.8

9
1
.6

6
7
.1

2
4
.6

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
0
.6

7
1
.7

1
1
.4

0
7
.1

2
4
.6

無

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

0
.9

1
1
.2

1
1
.1

7
7
.1

2
4
.6

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
0
.8

1
1
.2

9
0
.9

4
7
.1

2
4
.6

無

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

1
.0

2
1
.0

3
1
.8

3
7
.1

2
4
.6

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
1
.8

4
1
.6

7
1
.9

8
7
.1

2
4
.6

無

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

1
.6

9
1
.8

0
1
.5

8
4
.5

4
8
.7

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
1
.5

2
1
.8

4
1
.2

4
4
.5

4
8
.7

無

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

1
.8

9
1
.6

8
2
.0

2
4
.5

4
8
.7

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
1
.7

5
1
.8

1
2
.0

2
4
.5

4
8
.7

無

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

1
.4

6
1
.3

7
1
.4

2
4
.5

4
8
.7

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
1
.4

2
1
.3

7
1
.3

8
4
.5

4
8
.7

無

３
号

機
　

振
動

診
断

結
果

一
覧

表
（
横

形
ポ

ン
プ

）

H
1
9
.9

.1
2

H
1
9
.8

.2
7

H
1
9
.8

.2
7

H
1
9
.9

.5

H
1
9
.9

.1
2

H
1
9
.8

.2
7

─

H
2
2
.8

.6

H
2
2
.8

.6

H
2
2
.4

.6

H
2
2
.5

.1
1

H
2
2
.8

.1
2

H
2
2
.3

.8

H
2
2
.8

.1
0

機
器

名
称

部
位

測
定

日

H
1
9
.8

.3
0

測
定

日

地
震

後
至

近
（
H

2
2
.8

.2
4
ま

で
）

機
種

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

機
器

番
号

備
考

地
震

前

測
定

日

速
度

(m
m

/
s)

回
転

周
波

数
地

震
時

の
運

転
状

況

地
震

後

評
価

特
異

周
波

数

復
水

移
送

ポ
ン

プ
（
Ａ

）
P

1
3
-
C

0
0
1
A

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.6

.4
停

止
中

復
水

移
送

ポ
ン

プ
（
Ｂ

）
P

1
3
-
C

0
0
1
B

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.6

.1
9

停
止

中

復
水

移
送

ポ
ン

プ
（
Ｃ

）
P

1
3
-
C

0
0
1
C

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.5

.1
1

運
転

中

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ（

Ａ
）

P
2
1
-
C

0
0
1
A

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
H

1
9
.7

.4
停

止
中

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ（

Ｂ
）

P
2
1
-
C

0
0
1
B

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
H

1
9
.7

.4
停

止
中

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ（

Ｃ
）

P
2
1
-
C

0
0
1
C

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
H

1
9
.6

.4
運

転
中

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ（

Ｄ
）

P
2
1
-
C

0
0
1
D

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
H

1
9
.6

.4
運

転
中

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

E
5
1
-
C

0
0
1

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

１
─

地
震

後
測

定
実

績
な

し
Ａ

ｓ
H

1
9
.6

.2
6

停
止

中
─
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添
付
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速
度

速
度

（
m

m
/
s）

（
m

m
/
s）

測
定

値
測

定
値

測
定

値
管

理
値

（
Ｈ

z）
（
Ｈ

z）

３
号

機
　

振
動

診
断

結
果

一
覧

表
（
横

形
ポ

ン
プ

）

機
器

名
称

部
位

測
定

日
測

定
日

地
震

後
至

近
（
H

2
2
.8

.2
4
ま

で
）

機
種

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

機
器

番
号

備
考

地
震

前

測
定

日

速
度

(m
m

/
s)

回
転

周
波

数
地

震
時

の
運

転
状

況

地
震

後

評
価

特
異

周
波

数

増
速

機
入

力
軸

Ｃ
Ｐ

側
0
.9

2
0
.9

9
0
.9

0
4
.5

2
4
.5

無

 増
速

機
入

力
軸

反
Ｃ

Ｐ
側

0
.5

3
0
.6

1
0
.5

7
4
.5

2
4
.5

無

 増
速

機
定

格
出

力
軸

反
Ｃ

Ｐ
側

0
.6

4
0
.6

5
0
.8

1
4
.5

9
4
.2

無

増
速

機
定

格
出

力
軸

Ｃ
Ｐ

側
0
.8

4
0
.8

6
1
.3

3
4
.5

9
4
.2

無

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

0
.4

7
0
.6

3
0
.6

9
4
.5

9
4
.2

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
0
.4

8
0
.7

2
0
.7

4
4
.5

9
4
.2

無

増
速

機
入

力
軸

Ｃ
Ｐ

側
0
.4

8
0
.5

8
0
.5

9
4
.5

2
4
.5

無

 増
速

機
入

力
軸

反
Ｃ

Ｐ
側

0
.3

7
0
.5

4
0
.5

5
4
.5

2
4
.5

無

 増
速

機
定

格
出

力
軸

反
Ｃ

Ｐ
側

0
.4

1
0
.4

7
0
.5

0
4
.5

9
4
.2

無

増
速

機
定

格
出

力
軸

Ｃ
Ｐ

側
0
.4

0
0
.4

6
0
.5

1
4
.5

9
4
.2

無

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

0
.7

7
0
.9

8
1
.0

0
4
.5

9
4
.2

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
0
.6

1
0
.8

5
0
.7

4
4
.5

9
4
.2

無

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

2
.4

3
2
.3

7
1
.1

3
4
.5

4
8
.7

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
1
.6

3
1
.8

7
1
.5

6
4
.5

4
8
.7

無

H
1
9
.9

.1
8

H
1
9
.1

0
.2

H
2
2
.5

.1
1

H
2
0
.7

.8

H
2
0
.1

.9
H

1
9
.9

.5

制
御

棒
駆

動
水

ポ
ン

プ
（
Ｂ

）
停

止
中

C
1
2
-
C

0
0
1
B

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.6

.1
9

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

ポ
ン

プ
（
Ａ

）
G

4
1
-
C

0
0
1
A

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

３

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

Ｂ
H

1
9
.7

.1
3

停
止

中

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

制
御

棒
駆

動
水

ポ
ン

プ
（
Ａ

）
C

1
2
-
C

0
0
1
A

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.7

.1
2

運
転

中
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度

速
度

（
m
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s）

（
m

m
/
s）

測
定

値
測

定
値

測
定

値
管

理
値

（
Ｈ

z）
（
Ｈ

z）

３
号

機
　

振
動

診
断

結
果

一
覧

表
（
横

形
ポ

ン
プ

）

機
器

名
称

部
位

測
定

日
測

定
日

地
震

後
至

近
（
H

2
2
.8

.2
4
ま

で
）

機
種

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

機
器

番
号

備
考

地
震

前

測
定

日

速
度

(m
m

/
s)

回
転

周
波

数
地

震
時

の
運

転
状

況

地
震

後

評
価

特
異

周
波

数

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

2
.6

7
2
.6

8
2
.7

0
4
.5

4
8
.7

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
3
.4

2
4
.0

9
1
.5

2
4
.5

4
8
.7

無

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

0
.3

7
0
.3

6
0
.4

4
4
.5

2
4
.3

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
0
.4

3
0
.4

2
0
.4

0
4
.5

2
4
.3

無

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

1
.1

3
─

─
7
.1

9
0
.0

─

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
1
.3

3
─

─
7
.1

9
0
.0

─

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

1
.0

7
─

─
7
.1

9
0
.0

─

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
1
.1

6
─

─
7
.1

9
0
.0

─

増
速

機
入

力
軸

Ｃ
Ｐ

側
─

未
未

未
未

7
.1

2
4
.7

未

増
速

機
入

力
軸

反
Ｃ

Ｐ
側

─
未

未
未

未
7
.1

2
4
.7

未

増
速

機
出

力
軸

反
Ｃ

Ｐ
側

─
未

未
未

未
7
.1

9
1
.7

未

増
速

機
出

力
軸

Ｃ
Ｐ

側
─

未
未

未
未

7
.1

9
1
.7

未

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

─
未

未
未

未
7
.1

9
1
.7

未

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
─

未
未

未
未

7
.1

9
1
.7

未

横
形

ポ
ン

プ
Ｂ

ク
ラ

ス
３

─
停

止
中

地
震

前
測

定
実

績
な

し
電

動
機

駆
動

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

（
Ａ

）
N

2
1
-
C

0
0
8
A

─

H
1
9
.1

0
.5

─

H
1
9
.9

.5

H
2
2
.7

.2
8

H
2
2
.7

.1
6

─ ─

H
1
9
.6

.1
9

運
転

中
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
ポ

ン
プ

（
Ｂ

）
G

4
1
-
C

0
0
1
B

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

３

タ
ー

ビ
ン

駆
動

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

（
Ａ

）
N

2
1
-
C

0
0
7
A

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.6

.1
3

運
転

中

タ
ー

ビ
ン

駆
動

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

（
Ｂ

）
N

2
1
-
C

0
0
7
B

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.6

.1
3

運
転

中

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
P

2
6
-
C

0
0
1

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
H

1
9
.4

.5
停

止
中

正
常

（
反

Ｃ
Ｐ

側
の

振
動

値
の

変
化

が
大

き
か

っ
た

が
、

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

振
動

値
は

低
下

し
た

。
）

Ｂ

地
震

後
測

定
実

績
な

し

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

地
震

後
測

定
実

績
な

し
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添
付

資
料

速
度

速
度

（
m

m
/
s）

（
m

m
/
s）

測
定

値
測

定
値

測
定

値
管

理
値

（
Ｈ

z）
（
Ｈ

z）

３
号

機
　

振
動

診
断

結
果

一
覧

表
（
横

形
ポ

ン
プ

）

機
器

名
称

部
位

測
定

日
測

定
日

地
震

後
至

近
（
H

2
2
.8

.2
4
ま

で
）

機
種

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

機
器

番
号

備
考

地
震

前

測
定

日

速
度

(m
m

/
s)

回
転

周
波

数
地

震
時

の
運

転
状

況

地
震

後

評
価

特
異

周
波

数

増
速

機
入

力
軸

Ｃ
Ｐ

側
─

未
未

未
未

7
.1

2
4
.7

未

増
速

機
入

力
軸

反
Ｃ

Ｐ
側

─
未

未
未

未
7
.1

2
4
.7

未

増
速

機
出

力
軸

反
Ｃ

Ｐ
側

─
未

未
未

未
7
.1

9
1
.7

未

増
速

機
出

力
軸

Ｃ
Ｐ

側
─

未
未

未
未

7
.1

9
1
.7

未

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

─
未

未
未

未
7
.1

9
1
.7

未

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
─

未
未

未
未

7
.1

9
1
.7

未

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

0
.7

1
未

未
7
.1

2
4
.7

未

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
1
.2

5
未

未
7
.1

2
4
.7

未

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

─
未

未
7
.1

2
4
.7

未

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
─

未
未

7
.1

2
4
.7

未

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

0
.6

2
未

未
7
.1

2
4
.7

未

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
1
.4

3
未

未
7
.1

2
4
.7

未

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

─
未

未
7
.1

2
4
.2

未

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
─

未
未

7
.1

2
4
.2

未

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

3
.1

2
未

未
7
.1

2
4
.2

未

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
2
.8

7
未

未
7
.1

2
4
.2

未

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

３
Ｂ

─
停

止
中

地
震

前
測

定
実

績
な

し
電

動
機

駆
動

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

（
Ｂ

）
N

2
1
-
C

0
0
8
B

地
震

前
測

定
実

績
な

し

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
真

空
ポ

ン
プ

（
Ａ

）
N

6
2
-
C

0
0
1
A

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

２
Ｂ

─
停

止
中

未

Ｂ
─

停
止

中
未

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
（
Ｂ

）
N

2
1
-
C

0
0
2
B

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

３

未未未

未未 未未 未

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
（
Ａ

）
N

2
1
-
C

0
0
2
A

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.6

.1
3

運
転

中

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
（
Ｃ

）
N

2
1
-
C

0
0
2
C

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.6

.1
3

運
転

中

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
真

空
ポ

ン
プ

（
Ｂ

）
N

6
2
-
C

0
0
1
B

横
形

ポ
ン

プ
ク

ラ
ス

２
Ｂ

H
1
9
.7

.1
2

運
転

中

地
震

前
測

定
実

績
な

し
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３）往復動式ポンプ 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 

 
（２） 点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される「吸込・吐出ノズル」、「軸

継手」等について目視点検を実施した。その結果、「吸込・吐出ノズル」、「軸継手」

等について、損傷がないことを確認した。 
また、流体保持機能（バウンダリ）の確認として、ポンプ本体等の付属機器を

含め漏えい痕の有無について点検を行った。 
その結果、漏えい痕は確認されなかった。 

 
② 作動試験 

作動試験として性能を確認する項目は、主に運転機能・水力特性機能および流体

保持機能（バウンダリ）があり、これらの機能のうち運転機能・水力特性機能に異

常のないことを確認するために、作動試験として性能確認、振動確認および温度確

認を実施した。また、異音、異臭の有無について確認した。 
流体保持機能（バウンダリ）の確認として作動試験中にポンプ本体、軸封部等の

漏えい確認を実施した。 
その結果、性能、振動、温度、異音・異臭、流体保持機能（バウンダリ）につい

て、下記の通り、異常は確認されなかった。 

 
○ 性能確認 

ほう酸水注入系ポンプ（Ａ）（Ｂ）についてポンプ吐出圧力を測定した。 
その結果、必要とされる圧力を満足することを確認した。また、地震発生以

前に採取した数値と比較して顕著な変化がないことを確認した。 

 
○ 振動確認 

ほう酸水注入系ポンプ（Ａ）（Ｂ）について定格圧力運転中での各部の振動値

を測定した。その結果、許容される振動値を十分に下回っていることを確認し、

地震発生以前に採取した５回分程度の数値と比較して顕著な変化がないこと

を確認した。 
また、振動診断において、地震後および至近の振動の傾向に大きな変化は見

られず、振動速度値・振動周波数に地震の影響と考えられる回転体の接触等の

異常兆候は確認されなかった（添付資料参照）。 
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○ 温度確認 
ほう酸水注入系ポンプ（Ａ）（Ｂ）について、定格圧力運転中での軸封部等の

温度を一定の間隔で採取した。その結果、許容される温度を十分に下回ってお

り、地震発生以前に採取した５回分程度の数値と比較して顕著な変化がないこ

とを確認した。 

 
    ○ 異音・異臭 
      主に軸封部近傍について聴診棒を用いた聴音確認ならびに異臭確認を実施し

た。その結果、異常は確認されなかった。 

 
③ 漏えい確認 

ポンプ運転状態にて、ポンプ本体、軸封部、冷却水配管等の付属機器につい

て漏えい確認を実施した。 
その結果、ほう酸水注入系ポンプ（Ａ）（Ｂ）について漏えい確認を実施し

た。その結果、定格圧力運転中での各部に著しい漏えいのないことを確認した。

軸封部については、ポンプ機能に影響を及ぼさない漏えい量であることを確認

した。 

 
   【追加点検】 

① 分解点検 
往復動式ポンプについては、ほう酸水注入系ポンプ（Ｂ）を予め計画する追

加点検対象と選定し、分解点検を実施した。この結果、地震の影響によるもの

および機能維持へ影響する異常は確認されなかった。 
 

また、地震による回転部の軸心のずれを懸念し、カップリング部について分解

前に軸心ずれ測定を実施した。その結果、地震発生以前に採取した数値と比較し

ても顕著な変化は確認されなかった。 
 

 

（３） 添付資料 
 ・３号機 振動診断結果一覧表（往復動式ポンプ） 
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表
-
1
　
往

復
動

式
ポ
ン
プ
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

前
回

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

判
定
基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動
値

(μ
m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

管
理
基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

管
理
基
準

(℃
)

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

8
.5

(H
2
0
.1
0
.2
1
)

8
.4
3

（
工
事
計
画

書
）

―
―

1
2

(H
2
0
.1
0
.2
1
)

3
0

（
実
績
か
ら
の
仕

様
）

1
0

(H
1
9
.1
1
.1
6
)

6
2
.0

(H
2
0
.1
0
.2
1
)

9
0
℃
以
下

7
2
.0

(H
1
9
.1
1
.1
5
)

9
0
℃
以
下

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

8
.5

(H
2
1
.1
2
.1
4
)

8
.4
3

（
工
事
計
画

書
）

―
―

1
2

(H
2
1
.1
2
.1
4
)

3
0

（
実
績
か
ら
の
仕

様
）

1
4

(H
1
9
.1
1
.1
9
)

6
4
.0

(H
2
1
.1
2
.1
4
)

9
0
℃
以
下

4
6
.5

(H
1
9
.1
1
.1
9
)

9
0
℃
以
下

判
定
基
準

(m
3
/
h
)

作
動
試
験

基
本
点
検

設
備
点
検

耐
震

重
要
度

性
能

確
認

目
視

点
検

振
動
確
認

温
度
確
認
（
グ
ラ
ン
ド
部
）

圧
力

(M
P
a)

判
定

基
準

(M
P
a)

流
量

(m
3
/
h
)

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

計
測

制
御

系
統

設
備

ほ
う
酸

水
注

入
系

ほ
う
酸

水
注

入
系

ポ
ン

プ
C
4
1
-
C
0
0
1

今
回

今
回

前
回
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表
-
1
　
往

復
動

式
ポ
ン
プ
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

A
ク
ラ
ス
１

Ａ

B
ク
ラ
ス
１

Ａ

耐
震

重
要
度

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

種
類

安
全
重
要
度

計
測

制
御

系
統

設
備

ほ
う
酸

水
注

入
系

ほ
う
酸

水
注

入
系

ポ
ン

プ
C
4
1
-
C
0
0
1

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

―
―

良

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

○
異

常
な
し

良

設
備

点
検

基
本

点
検

作
動

試
験

判
定
結
果

点
検
結
果

所
見

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

異
臭

確
認

 
 

漏
え
い
確
認

異
音

確
認

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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添
付

資
料

測
定

値
測

定
値

測
定

値
管

理
値

（
Ｈ

Ｚ
）

（
Ｈ

Ｚ
）

減
速

機
入

力
軸

Ｃ
Ｐ

側
─

1
.1

5
1
.3

1
4
.5

2
4
.2

無

 減
速

機
入

力
軸

反
Ｃ

Ｐ
側

─
1
.0

7
0
.9

6
4
.5

2
4
.2

無

減
速

機
定

格
出

力
軸

反
Ｃ

Ｐ
側

─
1
.2

9
1
.3

2
4
.5

3
.7

無

 減
速

機
定

格
出

力
軸

Ｃ
Ｐ

側
─

1
.0

9
1
.3

1
4
.5

3
.7

無

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

─
1
.0

1
0
.8

8
4
.5

3
.7

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
─

1
.0

6
0
.8

9
4
.5

3
.7

無

減
速

機
入

力
軸

Ｃ
Ｐ

側
─

1
.5

1
1
.7

0
4
.5

2
4
.2

無

 減
速

機
入

力
軸

反
Ｃ

Ｐ
側

─
1
.2

6
1
.1

7
4
.5

2
4
.2

無

減
速

機
定

格
出

力
軸

反
Ｃ

Ｐ
側

─
1
.4

0
1
.6

7
4
.5

3
.7

無

 減
速

機
定

格
出

力
軸

Ｃ
Ｐ

側
─

1
.2

7
1
.5

0
4
.5

3
.7

無

ポ
ン

プ
Ｃ

Ｐ
側

─
1
.1

5
0
.9

7
4
.5

3
.7

無

ポ
ン

プ
反

Ｃ
Ｐ

側
─

1
.1

3
0
.9

8
4
.5

3
.7

無

地
震

後
至

近
（
H

2
2
.8

.2
4
ま

で
）

停
止

中

停
止

中

H
1
9
.1

1
.2

1

H
1
9
.1

1
.1

5

回
転

周
波

数

地
震

時
の

運
転

状
況

地
震

後

測
定

日

速
度

（ｍ
ｍ

/s
)

機
器

名
称

部
位

機
器

番
号

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

機
種

３
号

機
　

振
動

診
断

結
果

一
覧

表
（
往

復
動

式
ポ

ン
プ

）

備
考

地
震

前

測
定

日

速
度

(m
m

/
s)

特
異

周
波

数
測

定
日

診
断

結
果

評
価

速
度

（ｍ
ｍ

/s
)

正
常

（
地

震
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変

化
は

通
常

見
ら

れ
る

変
化

の
程

度
で

あ
る

）

正
常

（
地

震
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変

化
は

通
常

見
ら

れ
る

変
化

の
程

度
で

あ
る

）

地
震

前
測

定
実

績
な

し

地
震

前
測

定
実

績
な

し

H
2
0
.1

0
.2

1

H
2
1
.1

2
.1
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４）ポンプ駆動用タービン 

 
(1) 点検対象設備点検結果一覧 

      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表

－１に示す。 

 
(2) 点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される「ケーシング」、「弁箱」

等について、目視点検を実施した。その結果、「ケーシング」、「弁箱」等につ

いては、損傷のないことを確認した。また、各部について漏えい痕の有無に

ついて点検を行った。その結果、漏えい痕がないことを確認した。 

 
② 作動試験 

駆動源が蒸気であり、プラント停止中に作動試験の実施が困難であるため、

予め計画する追加点検として分解点検を実施した。 

 
【追加点検】 
① 分解点検 

駆動源が蒸気であり、プラント停止中に作動試験の実施が困難である 
・原子炉給水ポンプ駆動用タービン（Ａ）（Ｂ） 
・原子炉隔離時冷却系ポンプ背圧式蒸気タービン 

について予め計画する追加点検として選定した。 
 

その結果、原子炉給水ポンプ駆動用タービン（Ｂ）について、ロータのバ

ランスウェイトに浸食を確認した。 
過去の点検時から当該箇所に確認されている蒸気による浸食であること、

浸食以外に変形等の損傷は確認なかったことから、地震の影響ではないと

判断した。 
 
原子炉隔離時冷却系ポンプ背圧式蒸気タービンには異常は確認されてい

ない。 
 

現在、原子炉給水ポンプ駆動用タービン（Ａ）の分解点検を実施中である。 
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５）電動機 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－１

に示す。 

 

（２） 点検結果および評価 
   【基本点検】 

①目視点検 
電動機については、地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される「軸」、

「軸継手」、「フレーム材」について目視点検を実施した。その結果、次の事象

が確認された。 

 
原子炉冷却材再循環ポンプ電動機（Ｂ）において、電動機上部右側（ＰＬＲ

－００２－１２２Ｓ）のメカニカルスナッバ取合い部の球面軸受がずれている

ことを確認した。 
      地震の影響を確認するため、メカニカルスナッバの追加点検を実施する。 

 
残留熱除去系ポンプ電動機（Ｃ）において、電動機下部油面計のガラス窓境

界部下部に油滲みを確認した。外観上、油面計のガラス窓に割れ・ヒビ等の異

常が見られないこと、過去に同様な事象が発生していることから、油面計内パ

ッキンの経年劣化によるものと推定され、地震の影響ではないと判断し、追加

点検は不要とした。 

 
高圧復水ポンプ電動機（Ａ）において、電動機軸受排油配管サイトグラスの

うち、電動機側サイトグラスの境界部に油滲みを確認した。外観上、サイトグ

ラスに割れ・ヒビ等の異常が見られないこと、過去にも同様な事象が発生して

いることから、サイトグラスのパッキンの経年劣化によるものと推定され、地

震の影響ではないと判断し、追加点検は不要とした。 

 
高圧復水ポンプ電動機（Ｃ）において、電動機の負荷側軸受部の油切り周辺

に油滲み、軸受下部に油溜りを確認した。電動機の軸受廻りの状況を確認する

ため、追加点検（分解点検）が必要と判断した。 

 
他の機器については、異常は確認されなかった。 
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②作動試験 
 作動試験として性能を確認する項目は、主にポンプを駆動するための回転機

能・駆動性能があり、これらの機能に異常のないことを確認するために、作動

試験として振動確認、温度確認および電流確認を実施した。また、合わせて異

音、異臭および潤滑油・冷却水等の漏えいについても確認した。なお、作動試

験前に固定子の絶縁抵抗測定を実施した。 
 これまで作動試験を実施した機器については、地震の影響による異常は確認

されていない。今後、引き続き作動試験を実施する。 

 
○振動確認 

振動確認の振動値については、電動機の運転がほぼ安定した状態で採取し

た。その結果、回転機器の状態監視を目的として実施している振動診断にお

いて、地震前後および至近の振動の傾向に大きな変化は見られず、振動速度

値・振動周波数に地震の影響と考えられる回転体のアンバランスや接触等の

異常兆候は確認されていない（添付資料参照）。 

 
○温度確認 

主に軸受部について温度確認を実施し、一定の間隔で温度を採取すること

により上昇傾向を確認し、温度がほぼ安定した状態での採取温度の最大値を

許容される温度と比較した。その結果、現在まで確認しているいずれの電動

機の温度も許容される温度を下回っており、また、地震発生以前に採取した

５回分程度の記録と比較しても顕著な変化は確認されていない。 

 
○電流確認 

電流値についても電動機の運転がほぼ安定した状態で測定した。現在まで

確認しているいずれの電動機の電流値も定格電流以下であり、地震発生以前

に採取した５回分程度の電流値と比較しても顕著な上昇は確認されていない。 

 
○異音、異臭 

主に軸受部近傍、本体フレーム部について聴診棒を用いた聴音確認、なら

びに異臭確認を実施した。異常は確認されていない。 

 
  ③漏えい確認 

電動機停止または運転状態にて、電動機軸受部、潤滑油配管、冷却水配管等 
     の付属機器について漏えい確認を実施した。その結果、現在まで確認している

いずれの電動機について、漏えいの無いことを確認した。 
      今後、引き続き漏えい確認を実施する。 
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   【追加点検】 
分解点検では、固定子、回転子、軸、軸受等の各部について目視点検および軸

受については非破壊試験（浸透探傷試験）を実施した。合わせて回転子について

も、固定子との接触による損傷がないことを目視にて確認した。 

 
     高圧復水ポンプ電動機（Ｃ）は、基本点検で電動機の負荷側軸受部の油切り周

辺に油滲み、軸受下部に油溜りを確認したため、追加点検（分解点検）を実施し

た。その結果、軸受部の油切り、およびシャフトにおいて変形等の損傷は確認さ

れなかったから、ベーパー（油と空気の混合気体）による油が周辺に付着したも

のであり、地震の影響ではないと判断した。 

 
原子炉冷却材再循環ポンプ電動機（Ｂ）は、地震の影響を確認するため、メカ

ニカルスナッバの追加点検を実施中である。 

 
原子炉建屋における電動機について、地震における影響が比較的大きいと考え

られる次の電動機を予め計画する追加点検設備として選定した。 
・ 制御棒駆動水ポンプ電動機（Ｂ） 
・ 原子炉冷却材再循環ポンプ電動機（Ｂ） 
・ 高圧炉心スプレイ系ポンプ電動機 
・ 復水移送ポンプ電動機（Ｃ） 
・ 原子炉建屋原子炉棟高電導度廃液サンプポンプ電動機（Ｂ） 
・ 原子炉建屋原子炉棟高電導度廃液サンプポンプ電動機（Ｅ） 

 
タービン建屋における電動機について、地震における影響が比較的大きいと考

えられる次の電動機を予め計画する追加点検設備として選定した。 
・ 高圧復水ポンプ電動機（Ｂ） 
・ 高圧復水ポンプ電動機（Ｃ） 
・ 電動機駆動原子炉給水ポンプ電動機（Ｂ） 
・ タービン建屋高電導度廃液サンプポンプ電動機（Ｂ） 
・ タービン建屋低電導度廃液サンプポンプ電動機（Ｂ） 

 
熱交換器建屋における電動機について、地震における影響が比較的大きいと考

えられる次の電動機を予め計画する追加点検設備として選定した。 
・ 原子炉補機冷却海水ポンプ電動機（Ａ） 
・ 原子炉補機冷却海水ポンプ電動機（Ｂ） 
・ 原子炉補機冷却水ポンプ電動機（Ｂ） 

 
以下に個別電動機の点検状況を記す。 
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原子炉補機冷却海水ポンプ電動機（Ａ）において、スペースヒータ端子箱のフ

レキシブルコネクタをケーブル解線のために取り外した際にコネクタ部の破損を

確認した。フリンジャーの取付けにあたり、締め代がなくガタつく状況であるこ

とを確認した。 
スペースヒータ端子箱のフレキシブルコネクタ部の破損については、点検時の

ケーブル解線、結線に伴うフレキシブルコネクタ取外し、取付けを繰り返し行っ

た際に生じるストレスにより劣化が進んでいたと考えられ、電動機基礎および電

動機、スペースヒータ端子箱の外観に異常がないことから、地震の影響ではない

と判断した。 
フリンジャーについては、分解時にフリンジャーの取付状態に異常は確認され

なかったこと、分解後の目視点検にて回転子シャフト等に損傷は確認されなかっ

たことから、フリンジャーの取外し、取付けの繰り返しによる摩耗が原因と考え

られ、地震の影響ではないと判断した。 

 
       高圧炉心スプレイ系ポンプ電動機について、固定子楔１３箇所に許容緩み（楔

長さ 30％未満）、上部油冷管の配管接続部よりリークを確認した。 
固定子楔の緩みについては、分解点検時に変形等の損傷は確認されず、楔の緩

みは、固定子巻線の楔の劣化収縮により発生するものであり、過去の点検におい

ても同様な事象が発生していることから、経年劣化によるものと推定され、地震

の影響ではないと判断した。 
油冷管配管接続部からのリークついては、配管接続部（ろう付け部）のピンホー

ルが顕在化したものと推定されることから、経年劣化によるものであり、地震の

影響ではないと判断した。 

 
      高圧復水ポンプ電動機（B）において、反負荷側機外側オイルリングの捻れの判

定基準値逸脱を確認した。分解点検時に変形等の損傷は確認されず、また地震発

生前にも実施している同型他号機の過去の点検においても同様な事象が発生して

いる。したがって、長期運転継続によりオイルリングが回転時に軸受の台金と接

触して摩耗し、摩耗により空隙が広がりガタツキが生じてオイルリングの捻れへ

至ったものであり、地震の影響ではないと判断した。 

 
      高圧復水ポンプ電動機（C）において、固定子楔２０箇所に緩み（楔長さ 30%

以上の緩み：2 箇所、楔長さ 30%未満の許容緩み：18 箇所）、負荷側機外側・反

負荷側機内側オイルリングの捻れの判定基準値逸脱を確認した。 
固定子楔の緩みついては、分解点検時に変形等の損傷は確認されず、楔の緩み

は固定子巻線の楔の劣化収縮により発生するものであること、また過去の点検に

おいても同様な事象が発生していることから、経年劣化によるものと推定され、

地震の影響ではないと判断した。 
オイルリングの捻れの判定基準値逸脱については、分解点検時に変形等の損傷

は確認されず、また地震発生前にも実施している同型他号機の過去の点検におい
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ても同様な事象が発生している。したがって、長期運転継続によりオイルリング

が回転時に軸受の台金と接触して摩耗し、摩耗により空隙が広がりガタツキが生

じてオイルリングの捻れへ至ったものであり、地震の影響ではないと判断した。 

 
      電動機駆動原子炉給水ポンプ電動機（B）において、以下の事象を確認した。 

・ 負荷側内側下部および反負荷側メタル側下部の油切りにクラック 
・ 反負荷側機外側オイルリングの捻れの判定基準値逸脱 
・ 固定子楔２箇所に緩み（楔長さ 30％以上の緩み） 
・ 固定子コイルにコロナ放電痕 

      油切りのクラックについては、電動機の外観および軸受部や回転子の表面に損

傷等の異常はなく、過去にも同構造の電動機において油切りのクラックを確認し

ていることから、油切りの経年劣化に加えて、電動機分解時において油切り取外

し時に加えた外力によるものと考えられ、地震の影響ではないと判断した。 
オイルリングの捻れの判定基準値逸脱については、分解点検時に変形等の損傷

は確認されず、また地震発生前にも実施している同型他号機の過去の点検におい

ても同様な事象が発生している。したがって、長期運転継続によりオイルリング

が回転時に軸受の台金と接触して摩耗し、摩耗により空隙が広がりガタツキが生

じてオイルリングの捻れへ至ったものであり、地震の影響ではないと判断した。 
固定子楔の緩みについては、分解点検時に変形等の損傷は確認されず、楔の緩

みは固定子巻線の楔の劣化収縮により発生するものであること、また過去の点検

においても同様な事象が発生していることから、経年劣化によるものと推定され、

地震の影響ではないと判断した。 
固定子コイルのコロナ放電痕については、電動機の外観目視上および固定子巻

線には損傷はなく、コロナ放電痕はコイル表面に塵埃等が付着して発生すること、

過去の点検においても同様な事象が発生していることから、地震の影響ではない

と判断した。 

  
  原子炉建屋原子炉棟高電導度廃液サンプポンプ電動機（Ｂ）において、ブラケ

ット内径寸法が許容値を逸脱していることを確認した。分解点検時に損傷等の異

常がなく、回転子にも異常がなかったこと、過去の点検においても同様な事象が

発生していることから、経年劣化によるものであり、地震の影響ではないと判断

した。 

 
他の機器については、異常は確認されなかった。 

 
（３） 添付資料 
・３号機 振動診断結果一覧表（電動機） 
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

前
回

前
回

前
回

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

判
定

基
準

(M
Ω

)以
上

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

振
動

値
※

1
(μ

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(μ

m
P

-
P

)以
下

振
動

値
(μ

m
P

-
P

)
温

度
※

2
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)以
下

温
度

(℃
)

計
測

制
御

系
統

設
備

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

5
0
0

(H
2
0
.7

.2
9
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0
+

(H
1
8
.5

.2
6
)

3
（
H

2
2
.9

.1
）

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
4

(H
1
8
.6

.1
1
)

4
9
.5

(H
2
2
.9

.1
）

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
0
.5

(H
1
8
.6

.1
1
)

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

2
5
0

（
H

1
9
.9

.1
9
）

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0
+

(H
1
3
.5

.2
1
)

6
（
H

1
9
.1

0
.2

）
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
7

(H
1
3
.6

.8
)

4
9
.5

(H
1
9
.1

0
.2

）

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
1
.0

(H
1
3
.6

.8
)

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

4
0
0

(H
2
0
.7

.1
0
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0
+

(H
1
4
.8

.2
2
)

7
(H

2
0
.1

0
.2

1
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
8

(H
1
4
.8

.2
5
)

3
3
.0

(H
2
0
.1

0
.2

1
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

3
2
.5

(H
1
4
.8

.2
5
)

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

4
0
0

(H
2
0
.7

.1
0
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0
+

(H
1
8
.6

.2
)

6
(H

2
1
.1

2
.1

4
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
4

(H
1
8
.6

.8
)

3
9
.0

(H
2
1
.1

2
.1

4
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
1
.5

(H
1
8
.6

.8
)

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
A

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

3
8
0

(H
2
0
.7

.2
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0
+

(H
1
3
.5

.3
1
)

1
4

(H
2
0
.9

.3
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
8

(H
1
3
.6

.2
9
)

4
4
.0

(H
2
0
.9

.3
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
1
.0

(H
1
3
.6

.2
9
)

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

1
0
0
0
+

(H
2
0
.9

.2
4
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0
+

(H
1
3
.4

.2
3
)

8
(H

2
0
.1

2
.1

)
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
(H

1
3
.5

.2
8
)

2
9
.0

(H
2
0
.1

2
.1

)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

3
6
.0

(H
1
3
.5

.2
8
)

C
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

9
0

(H
2
0
.8

.2
0
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0
+

(H
1
4
.8

.2
4
)

9
(H

2
0
.9

.3
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
(H

1
4
.8

.2
8
)

4
5
.0

(H
2
0
.9

.3
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
3
.8

(H
1
4
.8

.2
8
)

D
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

5
0
0

(H
2
0
.9

.1
9
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0
+

(H
1
7
.2

.9
)

9
(H

2
0
.1

2
.1

)
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H

1
7
.2

.1
5
)

2
8
.5

(H
2
0
.1

2
.1

)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

3
1
.5

(H
1
7
.2

.1
5
)

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

）

ほ
う

酸
水

注
入

系

制
御

棒
駆

動
系

P
4
1
-
C

0
0
1

ほ
う

酸
水

注
入

系
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

電
動

機

今
回

C
1
2
-
C

0
0
1

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

絶
縁

抵
抗

測
定

今
回

基
本

点
検

温
度

確
認

作
動

試
験

設
備

区
分

（
１

）

設
備

点
検

設
備

区
分

（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号

制
御

棒
駆

動
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

電
動

機

目
視

点
検

今
回

振
動

確
認

C
4
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ電

動
機

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

計
測

制
御

系
統

設
備

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
A

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

C
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

D
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

）

ほ
う

酸
水

注
入

系

制
御

棒
駆

動
系

P
4
1
-
C

0
0
1

ほ
う

酸
水

注
入

系
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

電
動

機

C
1
2
-
C

0
0
1

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号

制
御

棒
駆

動
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

電
動

機

C
4
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ電

動
機

前
回

電
流

※
3

（
A

）

判
定

基
準

定
格

(A
)以

下

電
流

（
A

）

2
7
4
.3

（
H

2
2
.9

.1
）

4
8
0

(定
格

電
流

)
2
7
3

(H
1
8
.6

.1
1
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
0
2
.0

（
H

1
9
.1

0
.2

）
4
8
0

(定
格

電
流

)
2
8
0

(H
1
3
.6

.8
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

4
6
.4

(H
2
0
.1

0
.2

1
)

6
1

(定
格

電
流

)
4
4
.7

(H
1
4
.8

.2
5
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
6
.1

(H
2
1
.1

2
.1

4
)

6
1

(定
格

電
流

)
4
5
.8

(H
1
8
.6

.8
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
9
7
.0

(H
2
0
.9

.3
)

4
9
0

(定
格

電
流

)
4
2
1

(H
1
3
.6

.2
9
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
＊

否

＊ ・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ス

ペ
ー

ス
ヒ

ー
タ

端
子

箱
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

コ
ネ

ク
タ

を
ケ

ー
ブ

ル
解

線
の

た
め

に
取

り
外

し
た

際
に

、
コ

ネ
ク

タ
部

の
破

損
を

確
認

し
た

。
点

検
時

の
ケ

ー
ブ

ル
解

線
、

結
線

に
伴

う
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
コ

ネ
ク

タ
取

外
し

、
取

付
け

を
繰

り
返

し
行

っ
た

際
に

生
じ

る
ス

ト
レ

ス
に

よ
り

劣
化

が
進

ん
で

い
た

と
考

え
ら

れ
、

電
動

機
基

礎
お

よ
び

電
動

機
、

ス
ペ

ー
ス

ヒ
ー

タ
端

子
箱

の
外

観
に

異
常

が
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
コ

ネ
ク

タ
を

交
換

し
、

取
り

付
け

状
態

に
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
フ

リ
ン

ジ
ャ

ー
の

取
付

け
に

あ
た

り
、

締
め

代
が

な
く
ガ

タ
つ

く
状

況
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

分
解

時
に

フ
リ

ン
ジ

ャ
ー

の
取

付
状

態
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
、

分
解

後
の

目
視

点
検

に
て

回
転

子
シ

ャ
フ

ト
等

に
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
フ

リ
ン

ジ
ャ

ー
の

取
外

し
、

取
付

け
の

繰
り

返
し

に
よ

る
摩

耗
が

原
因

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
フ

リ
ン

ジ
ャ

ー
を

交
換

後
、

電
動

機
単

体
試

験
に

て
確

認
運

転
を

実
施

し
、

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

4
1
6
.0

(H
2
0
.1

2
.1

)
4
9
0

(定
格

電
流

)
4
1
5

(H
1
3
.5

.2
8
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

4
2
5
.0

(H
2
0
.9

.3
)

4
9
0

(定
格

電
流

)
4
3
8

(H
1
4
.8

.2
8
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
1
7
.0
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2
0
.1

2
.1

)
4
9
0

(定
格

電
流

)
4
3
0

(H
1
7
.2

.1
5
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

判
定

結
果

電
流

確
認

今
回

異
音

確
認

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

点
検

結
果

作
動

試
験

基
本

点
検

漏
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い
確

認

所
見

異
臭
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認

設
備
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検

　
　

　
　

※
1
　

運
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が
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ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定
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、
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体

・
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の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
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に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受
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度

の
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大
値

を
記

載
　

　
　

　
※
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運
転
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安

定
し
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状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

前
回

前
回

前
回

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

判
定

基
準

(M
Ω

)以
上

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

振
動

値
※

1
(μ

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(μ

m
P

-
P

)以
下

振
動

値
(μ

m
P

-
P

)
温

度
※

2
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)以
下

温
度

(℃
)

今
回

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

絶
縁

抵
抗

測
定

今
回

基
本

点
検

温
度

確
認

作
動

試
験

設
備

区
分

（
１

）

設
備

点
検

設
備

区
分

（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
目

視
点

検
今

回

振
動

確
認

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

2
0
0
0
+

(H
2
0
.7

.1
6
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0
+

(H
1
8
.6

.1
6
)

4
(H

2
0
.8

.2
5
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
4

(H
1
8
.6

.2
2
)

4
8
.5

(H
2
0
.8

.2
5
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
7
.5

(H
1
8
.6

.2
2
)

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

2
0
0
0
+

(H
2
0
.1

1
.2

0
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0
+

(H
1
7
.1

.3
1
)

5
(H

2
0
.1

1
.1

0
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
(H

1
7
.2

.1
0
)

4
1
.5

(H
2
0
.1

1
.1

0
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

3
9
.5

(H
1
7
.2

.1
0
)

C
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

2
0
0
0
+

(H
2
0
.7

.1
6
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0
+

(H
1
8
.6

.1
3
)

5
(H

2
0
.8

.2
5
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H

1
8
.6

.2
2
)

5
2
.0

(H
2
0
.8

.2
5
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

5
0
.0

(H
1
8
.6

.2
2
)

D
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.9

.1
8
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0
+

(H
1
7
.2

.4
)

7
(H

2
0
.1

1
.1

0
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H

1
7
.2

.1
0
)

3
8
.0

(H
2
0
.1

1
.1

0
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
8
.0

(H
1
7
.2

.1
0
)

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

1
6
0

(H
2
2
.9

.1
)

5
1
0
0
0

(H
1
8
.5

.2
4
)

4
(H

2
2
.9

.6
)

3
0

4
(H

1
8
.6

.1
2
)

1
2
2
.7

(H
2
2
.9

.6
)

2
2
0

1
1
9
.4

(H
1
8
.6

.1
2
)

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

1
6
0

(H
2
2
.9

.1
)

5
1
0
0
0

(H
1
7
.2

.4
)

5
(H

2
2
.9

.6
)

3
0

6
(H

1
7
.3

.7
)

1
1
4
.5

(H
2
2
.9

.6
)

2
2
0

1
1
2
.9

(H
1
7
.3

.7
)

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

2
0
0
0
+

(H
2
0
.1

0
.1

6
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0
＋

(H
1
8
.5

.3
1
)

未
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
8
.8

(H
1
8
.7

.3
)

未
周

囲
温

度
+
4
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
3
.5

(H
1
8
.7

.3
)

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

＊
2
0
0
0
+

(H
2
0
.9

.3
0
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0

(H
1
8
.5

.2
4
)

未
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
4

(H
1
8
.7

.3
)

未
周

囲
温

度
+
4
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
3
.1

(H
1
8
.7

.3
)

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

）

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

P
2
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ電

動
機

B
3
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
ポ

ン
プ

電
動

機
G

3
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟ

ﾝ
ﾌ
ﾟ電

動
機

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

C
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

D
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

A
ク

ラ
ス

2
B

B
ク

ラ
ス

2
B

A
ク

ラ
ス

3
C

B
ク

ラ
ス

3
C

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

）

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

P
2
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ電

動
機

B
3
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
ポ

ン
プ

電
動

機
G

3
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟ

ﾝ
ﾌ
ﾟ電

動
機

前
回

電
流

※
3

（
A

）

判
定

基
準

定
格

(A
)以

下

電
流

（
A

）

判
定

結
果

電
流

確
認

今
回

異
音

確
認

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

点
検

結
果

作
動

試
験

基
本

点
検

漏
え

い
確

認

所
見

異
臭

確
認

設
備

点
検

3
1
.6

(H
2
0
.8

.2
5
)

4
0

(定
格

電
流

)
3
2
.0

(H
1
8
.6

.2
2
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

2
8
.4

(H
2
0
.1

1
.1

0
)

4
0

(定
格

電
流

)
3
2
.0

(H
1
7
.2

.1
0
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

3
2
.0

(H
2
0
.8

.2
5
)

4
0

(定
格

電
流

)
3
2
.0

(H
1
8
.6

.2
2
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

2
8
.0

(H
2
0
.1

1
.1

0
)

4
0

(定
格

電
流

)
3
1
.6

(H
1
7
.2

.1
0
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

1
7
0

(H
2
2
.9

.6
)

2
2
3

1
7
0

(H
1
8
.6

.1
2
)

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

1
7
0

(H
2
2
.9

.6
)

2
2
3

1
6
9

(H
1
7
.3

.7
)

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

未
5
7
0

(定
格

電
流

)
1
2
0
.0

(H
1
8
.7

.3
)

未
未

未
－

－

（
作

動
・
機

能
，

漏
え

い
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

未
5
7
0

(定
格

電
流

)
1
2
0
.2

(H
1
8
.7

.3
)

未
未

未
○ □

未
否

（
作

動
・
機

能
，

漏
え

い
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
＊

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

上
部

右
側

（
Ｐ

Ｌ
Ｒ

－
０

０
２

－
１

２
２

Ｓ
）
の

メ
カ

ニ
カ

ル
ス

ナ
ッ

バ
取

合
い

部
の

球
面

軸
受

が
ず

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

前
回

前
回

前
回

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

判
定

基
準

(M
Ω

)以
上

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

振
動

値
※

1
(μ

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(μ

m
P

-
P

)以
下

振
動

値
(μ

m
P

-
P

)
温

度
※

2
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)以
下

温
度

(℃
)

今
回

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

絶
縁

抵
抗

測
定

今
回

基
本

点
検

温
度

確
認

作
動

試
験

設
備

区
分

（
１

）

設
備

点
検

設
備

区
分

（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
目

視
点

検
今

回

振
動

確
認

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ電

動
機

E
2
2
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

2
0
0
0
+

(H
2
0
.1

1
.7

)
2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0
+

(H
1
4
.8

.1
4
)

1
3

(H
2
2
.7

.2
8
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
2

(H
1
4
.9

.1
8
)

5
6
.9

(H
2
2
.7

.2
8
)

周
囲

温
度

+
4
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

5
5
.8

(H
1
4
.9

.1
8
)

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

2
0
0
0
+

(H
2
0
.7

.8
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0

(H
1
7
.2

.2
5
)

1
8

(H
2
0
.9

.4
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
2
2

(H
1
7
.3

.1
7
)

4
5
.2

(H
2
0
.9

.4
)

周
囲

温
度

+
4
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
0
.2

(H
1
7
.3

.1
7
)

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

2
0
0
0

(H
2
0
.9

.1
9
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0

(H
1
8
.5

.2
3
)

1
8

(H
2
0
.1

2
.2

)
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
6

(H
1
8
.6

.6
)

4
3
.5

(H
2
0
.1

2
.2

)

周
囲

温
度

+
4
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
1
.5

(H
1
8
.7

.7
)

C
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

あ
り

＊
2
0
0
0

(H
2
0
.9

.1
9
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0

(H
1
7
.2

.1
)

2
4

(H
2
0
.1

2
.2

)
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
3

(H
1
7
.2

.1
7
)

4
3
.7

(H
2
0
.1

2
.2

)

周
囲

温
度

+
4
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
2
.4

(H
1
7
.2

.1
7
)

低
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

低
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ電

動
機

E
2
1
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

2
0
0
0
+

(H
2
0
.7

.1
4
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0

(H
1
7
.2

.2
3
)

1
5

(H
2
0
.9

.5
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
4

(H
1
7
.3

.1
8
)

4
3
.9

(H
2
0
.9

.5
)

周
囲

温
度

+
4
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
0
.1

(H
1
7
.3

.1
8
)

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

電
動

機
E
1
1
-
C

0
0
1

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検

48



表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ電

動
機

E
2
2
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

C
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

低
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

低
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ電

動
機

E
2
1
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

電
動

機
E
1
1
-
C

0
0
1

前
回

電
流

※
3

（
A

）

判
定

基
準

定
格

(A
)以

下

電
流

（
A

）

判
定

結
果

電
流

確
認

今
回

異
音

確
認

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

点
検

結
果

作
動

試
験

基
本

点
検

漏
え

い
確

認

所
見

異
臭

確
認

設
備

点
検

2
0
8
.0

(H
2
2
.7

.2
8
)

2
7
7

(定
格

電
流

)
2
2
5
.6

(H
1
4
.9

.1
8
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
＊

否

＊ ・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
固

定
子

楔
1
3
箇

所
に

許
容

緩
み

（
楔

長
さ

の
3
0
％

未
満

）
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

楔
の

緩
み

は
、

固
定

子
巻

線
の

楔
の

劣
化

収
縮

に
よ

り
発

生
す

る
も

の
で

あ
り

、
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

緩
み

楔
（
1
3

本
）
に

つ
い

て
、

エ
ポ

キ
シ

レ
ジ

ン
塗

布
を

実
施

し
、

打
音

試
験

に
て

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
、

漏
え

い
確

認
）
の

結
果

、
上

部
油

冷
管

の
配

管
接

続
部

よ
り

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。
配

管
接

続
部

（
ろ

う
付

け
部

）
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

顕
在

化
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

上
部

油
冷

管
の

当
該

リ
ー

ク
箇

所
に

つ
い

て
、

取
替

を
実

施
し

漏
え

い
試

験
に

て
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

6
0
.0

(H
2
0
.9

.4
)

8
0

(定
格

電
流

)
6
7
.2

(H
1
7
.3

.1
7
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

6
2
.8

(H
2
0
.1

2
.2

)
8
0

(定
格

電
流

)
6
4
.4

(H
1
8
.6

.6
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

6
4
.4

(H
2
0
.1

2
.2

)
8
0

(定
格

電
流

)
6
7
.2

(H
1
7
.2

.1
7
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

否

＊
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

下
部

油
面

計
の

ガ
ラ

ス
窓

境
界

部
下

部
に

油
に

じ
み

を
確

認
し

た
。

外
観

上
、

油
面

計
の

ガ
ラ

ス
窓

に
割

れ
・
ヒ

ビ
等

の
異

常
が

見
ら

れ
な

い
こ

と
、

過
去

に
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

油
面

計
内

パ
ッ

キ
ン

の
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
油

に
じ

み
箇

所
に

コ
ー

キ
ン

グ
処

理
を

行
い

、
油

に
じ

み
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

1
1
6
.0

(H
2
0
.9

.5
)

1
3
2

(定
格

電
流

)
1
2
5
.6

(H
1
7
.2

.1
7
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

前
回

前
回

前
回

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

判
定

基
準

(M
Ω

)以
上

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

振
動

値
※

1
(μ

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(μ

m
P

-
P

)以
下

振
動

値
(μ

m
P

-
P

)
温

度
※

2
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)以
下

温
度

(℃
)

今
回

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

絶
縁

抵
抗

測
定

今
回

基
本

点
検

温
度

確
認

作
動

試
験

設
備

区
分

（
１

）

設
備

点
検

設
備

区
分

（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
目

視
点

検
今

回

振
動

確
認

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

あ
り

＊
2
0
0
0

(H
2
0
.7

.2
2
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0
+

(H
1
8
.6

.2
9
)

未
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
(H

1
8
.7

.7
)

未
周

囲
温

度
+
4
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

3
6
.9

(H
1
8
.7

.7
)

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

2
0
0
0

(H
2
0
.7

.2
2
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

5
0
0

(H
1
8
.7

.7
)

未
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
(H

1
8
.7

.7
)

未
周

囲
温

度
+
4
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

3
7
.6

(H
1
8
.7

.7
)

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

あ
り

＊
1

2
0
0
0

(H
2
0
.7

.2
2
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0

(H
1
7
.3

.2
4
)

未
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
5

(H
1
7
.4

.1
5
)

未
周

囲
温

度
+
4
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

3
7
.1

(H
1
7
.4

.1
5
)

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
電

動
機

N
2
1
-
C

0
0
2

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
電

動
機

N
2
1
-
C

0
0
2

前
回

電
流

※
3

（
A

）

判
定

基
準

定
格

(A
)以

下

電
流

（
A

）

判
定

結
果

電
流

確
認

今
回

異
音

確
認

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

点
検

結
果

作
動

試
験

基
本

点
検

漏
え

い
確

認

所
見

異
臭

確
認

設
備

点
検

未
3
5
8

(定
格

電
流

)
2
9
9

(H
1
8
.7

.7
)

未
未

未
－

－
否

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

＊
基

本
点

検
(目

視
点

検
)の

結
果

、
電

動
機

軸
受

排
油

配
管

サ
イ

ト
グ

ラ
ス

の
う

ち
、

電
動

機
側

サ
イ

ト
グ

ラ
ス

の
境

界
部

に
油

に
じ

み
を

確
認

し
た

。
外

観
上

、
サ

イ
ト

グ
ラ

ス
に

割
れ

・
ヒ

ビ
等

の
異

常
が

見
ら

れ
な

い
こ

と
、

過
去

に
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

サ
イ

ト
グ

ラ
ス

の
パ

ッ
キ

ン
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

油
に

じ
み

箇
所

に
コ

ー
キ

ン
グ

処
理

を
行

い
、

油
に

じ
み

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

未
3
5
8

(定
格

電
流

)
3
0
6

(H
1
8
.7

.7
)

未
未

未
○

異
常

あ
り

＊
否

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

＊
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
反

負
荷

側
機

外
側

オ
イ

ル
リ

ン
グ

の
捻

れ
の

判
定

基
準

値
逸

脱
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

ま
た

地
震

発
生

前
に

も
実

施
し

て
い

る
同

型
他

号
機

の
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
長

期
運

転
継

続
に

よ
り

オ
イ

ル
リ

ン
グ

が
回

転
時

に
軸

受
の

台
金

と
接

触
し

て
摩

耗
し

、
摩

耗
に

よ
り

空
隙

が
広

が
り

ガ
タ

ツ
キ

が
生

じ
て

オ
イ

ル
リ

ン
グ

の
捻

れ
へ

至
っ

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

オ
イ

ル
リ

ン
グ

を
交

換
し

、
取

付
状

態
に

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

未
3
5
8

(定
格

電
流

)
3
0
4

(H
1
7
.4

.1
5
)

未
未

未
○ □

異
常

あ
り

＊
2

否

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

＊
1
 基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

の
負

荷
側

軸
受

部
の

油
切

り
周

辺
に

油
に

じ
み

、
軸

受
下

部
に

油
溜

り
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
軸

受
部

の
油

切
り

、
及

び
シ

ャ
フ

ト
に

お
い

て
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

か
ら

、
ベ

ー
パ

ー
（
油

と
空

気
の

混
合

気
体

）
に

よ
る

油
が

周
辺

に
付

着
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

軸
受

部
周

辺
の

拭
き

取
り

清
掃

を
実

施
し

、
油

に
じ

み
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

＊
2

・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
固

定
子

楔
２

０
箇

所
に

緩
み

（
楔

長
さ

3
0
%
以

上
の

緩
み

：
2
箇

所
、

楔
長

さ
3
0
%
未

満
の

許
容

緩
み

：
1
8
箇

所
）
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

楔
の

緩
み

は
固

定
子

巻
線

の
楔

の
劣

化
収

縮
に

よ
り

発
生

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
、

ま
た

過
去

の
点

検
に

お
い

て
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
固

定
子

楔
の

打
ち

換
え

を
実

施
し

、
打

音
試

験
に

よ
り

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
負

荷
側

機
外

側
・
反

負
荷

側
機

内
側

オ
イ

ル
リ

ン
グ

に
つ

い
て

捻
れ

の
判

定
基

準
値

逸
脱

を
確

認
い

し
た

。
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

ま
た

地
震

発
生

前
に

も
実

施
し

て
い

る
同

型
他

号
機

の
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

長
期

運
転

継
続

に
よ

り
オ

イ
ル

リ
ン

グ
が

回
転

時
に

軸
受

の
台

金
と

接
触

し
て

摩
耗

し
、

摩
耗

に
よ

り
空

隙
が

広
が

り
ガ

タ
ツ

キ
が

生
じ

て
オ

イ
ル

リ
ン

グ
の

捻
れ

へ
至

っ
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
オ

イ
ル

リ
ン

グ
を

交
換

し
、

取
付

状
態

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

前
回

前
回

前
回

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

判
定

基
準

(M
Ω

)以
上

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

振
動

値
※

1
(μ

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(μ

m
P

-
P

)以
下

振
動

値
(μ

m
P

-
P

)
温

度
※

2
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)以
下

温
度

(℃
)

今
回

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

絶
縁

抵
抗

測
定

今
回

基
本

点
検

温
度

確
認

作
動

試
験

設
備

区
分

（
１

）

設
備

点
検

設
備

区
分

（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
目

視
点

検
今

回

振
動

確
認

復
水

給
水

系
A

ク
ラ

ス
３

Ｂ

異
常

な
し

2
0
0
0
+

(H
2
0
.7

.2
2
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0

(H
1
7
.3

.1
7
)

未
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
6

(H
1
7
.4

.1
6
)

未
周

囲
温

度
+
4
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

3
7
.4

(H
1
7
.4

.1
6
)

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
4
0
0

(H
2
0
.7

.2
2
)

2
0

(実
績

か
ら

の
仕

様
）

2
0
0
0

(H
1
7
.3

.1
7
)

未
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
2

(H
1
7
.4

.1
6
)

未
周

囲
温

度
+
4
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

3
6
.0

(H
1
7
.4

.1
6
)

補
給

水
系

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

7
0
0

(H
2
0
.1

1
.2

7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0
+

(H
1
3
.6

.8
)

1
2

(H
2
0
.1

2
.1

6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
3

(H
1
3
.6

.8
)

2
8
.0

(H
2
0
.1

2
.1

6
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
4
.0

(H
1
3
.6

.8
)

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

5
4
0

(H
2
0
.7

.2
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0
+

(H
1
4
.9

.4
)

1
0

(H
2
0
.1

1
.1

1
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
(H

1
4
.9

.2
5
)

4
8
.0

(H
2
0
.1

1
.1

1
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
4
.0

(H
1
4
.9

.2
5
)

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.1

1
.2

0
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0
+

(H
1
0
.9

.1
7
)

9
(H

2
0
.1

2
.1

6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
2

(H
1
0
.9

.2
9
)

4
1
.0

(H
2
0
.1

2
.1

6
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
6
.0

(H
1
0
.9

.2
9
)

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

7
0
0

(H
2
0
.8

.2
1
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
8
.2

.2
)

1
3

(H
2
0
.8

.2
6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
1

(H
1
8
.2

.1
4
)

3
8
.5

(H
2
0
.8

.2
6
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
9
.0

(H
1
8
.2

.1
4
)

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.1

2
.3

)
5

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
0

(H
1
9
.5

.8
)

1
0

(H
2
0
.1

2
.4

)
3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0

(H
1
9
.6

.1
)

4
9
.5

(H
2
0
.1

2
.4

)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
3
.0

(H
1
9
.6

.1
)

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

P
1
3
-
C

0
0
1

復
水

移
送

ポ
ン

プ
電

動
機

N
2
1
-
C

0
0
8

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
電

動
機

燃
料

設
備

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

ポ
ン

プ
電

動
機

G
4
1
-
C

0
0
1

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号

復
水

給
水

系
A

ク
ラ

ス
３

Ｂ

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

補
給

水
系

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

P
1
3
-
C

0
0
1

復
水

移
送

ポ
ン

プ
電

動
機

N
2
1
-
C

0
0
8

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
電

動
機

燃
料

設
備

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

ポ
ン

プ
電

動
機

G
4
1
-
C

0
0
1

前
回

電
流

※
3

（
A

）

判
定

基
準

定
格

(A
)以

下

電
流

（
A

）

判
定

結
果

電
流

確
認

今
回

異
音

確
認

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

点
検

結
果

作
動

試
験

基
本

点
検

漏
え

い
確

認

所
見

異
臭

確
認

設
備

点
検

未
5
4
3

(定
格

電
流

)
3
8
4

(H
1
7
.4

.1
6
)

未
未

未
－

－

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

未
5
4
3

(定
格

電
流

)
3
7
5

(H
1
7
.4

.1
6
)

未
未

未
○

異
常

あ
り

＊
否

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

＊ ・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
負

荷
側

内
側

下
部

及
び

反
負

荷
側

メ
タ

ル
側

下
部

の
油

切
り

に
ク

ラ
ッ

ク
を

確
認

し
た

。
電

動
機

の
外

観
及

び
軸

受
部

や
回

転
子

の
表

面
に

損
傷

等
の

異
常

は
な

く
、

過
去

に
も

同
構

造
の

電
動

機
に

お
い

て
油

切
り

の
ク

ラ
ッ

ク
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
油

切
り

の
経

年
的

な
劣

化
に

加
え

て
、

電
動

機
分

解
時

に
お

い
て

油
切

り
取

外
し

時
に

加
え

た
外

力
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

負
荷

側
内

側
下

部
及

び
反

負
荷

側
メ

タ
ル

側
下

部
の

油
切

り
を

交
換

し
、

正
常

の
状

態
に

復
旧

し
た

。
・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
反

負
荷

側
機

外
側

オ
イ

ル
リ

ン
グ

の
捻

れ
の

判
定

基
準

値
逸

脱
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

ま
た

地
震

発
生

前
に

も
実

施
し

て
い

る
同

型
他

号
機

の
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

長
期

運
転

継
続

に
よ

り
オ

イ
ル

リ
ン

グ
が

回
転

時
に

軸
受

の
台

金
と

接
触

し
て

摩
耗

し
、

摩
耗

に
よ

り
空

隙
が

広
が

り
ガ

タ
ツ

キ
が

生
じ

て
オ

イ
ル

リ
ン

グ
の

捻
れ

へ
至

っ
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
オ

イ
ル

リ
ン

グ
を

交
換

し
、

取
付

状
態

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
固

定
子

楔
2
箇

所
に

緩
み

（
楔

長
さ

3
0
%
以

上
の

緩
み

）
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

楔
の

緩
み

は
固

定
子

巻
線

の
楔

の
劣

化
収

縮
に

よ
り

発
生

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
、

ま
た

過
去

の
点

検
に

お
い

て
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
固

定
子

楔
の

打
ち

換
え

を
実

施
し

、
打

音
試

験
に

よ
り

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
固

定
子

コ
イ

ル
に

コ
ロ

ナ
放

電
痕

を
確

認
し

た
。

電
動

機
の

外
観

目
視

上
お

よ
び

固
定

子
巻

線
に

は
損

傷
は

な
く
、

コ
ロ

ナ
放

電
痕

は
コ

イ
ル

表
面

に
塵

埃
等

が
付

着
し

て
発

生
す

る
こ

と
、

過
去

の
点

検
に

お
い

て
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

塵
埃

等
の

除
去

と
補

修
塗

装
を

実
施

し
、

正
常

に
復

旧
し

た
。

4
2
.3

(H
2
0
.1

2
.1

6
)

8
8

(定
格

電
流

)
4
1
.5

(H
1
3
.6

.8
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
2
.0

(H
2
0
.1

1
.1

1
)

8
8

(定
格

電
流

)
4
1
.7

(H
1
8
.7

.7
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
0
.9

(H
2
0
.1

2
.1

6
)

8
8

(定
格

電
流

)
4
4
.2

(H
1
0
.9

.2
9
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

7
3
.8

(H
2
0
.8

.2
6
)

9
6

(定
格

電
流

)
5
1
.8

(H
1
8
.2

.1
4
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

7
2
.8

(H
2
0
.1

2
.4

)
9
6

(定
格

電
流

)
7
6
.2

(H
1
9
.6

.1
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

前
回

前
回

前
回

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

判
定

基
準

(M
Ω

)以
上

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

振
動

値
※

1
(μ

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(μ

m
P

-
P

)以
下

振
動

値
(μ

m
P

-
P

)
温

度
※

2
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)以
下

温
度

(℃
)

今
回

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

絶
縁

抵
抗

測
定

今
回

基
本

点
検

温
度

確
認

作
動

試
験

設
備

区
分

（
１

）

設
備

点
検

設
備

区
分

（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
目

視
点

検
今

回

振
動

確
認

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0
＋

(H
2
0
.1

1
.6

)
5

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0
+

(H
1
8
.4

.6
)

7
(H

2
0
.1

1
.7

)
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
6

(H
1
8
.4

.1
0
)

3
0
.0

(H
2
0
.1

1
.7

)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

3
5
.0

(H
1
8
.4

.1
0
)

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0
＋

(H
2
0
.1

1
.1

3
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

7
(H

2
0
.1

1
.1

7
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

2
9
.5

(H
2
0
.1

1
.1

7
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

－

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0
＋

(H
2
0
.1

1
.1

0
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

9
(H

2
0
.1

2
.3

)
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

2
9
.0

(H
2
0
.1

2
.3

)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

－

D
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.1

0
.2

8
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

8
(H

2
0
.1

1
.1

2
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

2
8
.5

(H
2
0
.1

1
.1

2
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

－

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0
＋

(H
2
0
.1

2
.8

)
5

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0
+

(H
1
8
.4

.4
)

9
(H

2
0
.1

2
.9

)
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
6

(H
1
8
.4

.5
)

2
8
.0

(H
2
0
.1

2
.9

)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
0
.5

(H
1
8
.4

.5
)

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0
＋

(H
2
0
.1

1
.2

5
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

7
(H

2
0
.1

1
.2

7
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

2
9
.0

(H
2
0
.1

1
.2

7
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

－

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0
＋

(H
2
0
.1

2
.1

1
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

8
(H

2
0
.1

2
.1

2
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

2
7
.5

(H
2
0
.1

2
.1

2
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

－

D
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0
＋

(H
2
0
.1

2
.1

5
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

8
(H

2
0
.1

2
.1

6
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

2
8
.0

(H
2
0
.1

2
.1

6
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

－

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0
+

(H
2
1
.2

.2
4
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0
+

(H
1
8
.4

.1
2
)

7
(H

2
1
.2

.2
4
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
6

(H
1
8
.4

.1
2
)

2
7
.0

(H
2
1
.2

.2
4
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

3
0
.0

(H
1
8
.4

.1
2
)

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0
+

(H
2
1
.2

.2
3
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

6
(H

2
2
.3

.3
0
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

3
1
.5

(H
2
2
.3

.3
0
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

－

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0
+

(H
2
1
.3

.1
6
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

8
(H

2
1
.3

.1
6
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

2
7
.5

(H
2
1
.3

.1
6
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

－

D
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0
+

(H
2
1
.2

.2
5
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0
+

(H
1
8
.4

.1
3
)

7
(H

2
1
.2

.2
5
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
6

(H
1
8
.4

.1
4
)

2
9
.0

(H
2
1
.2

.2
5
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

2
9
.5

(H
1
8
.4

.1
4
)

E
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0
+

(H
2
2
.3

.3
1
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

8
(H

2
2
.4

.1
9
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
－

3
3
.0

(H
2
2
.4

.1
9
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

－

F
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0
+

(H
2
1
.3

.1
7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0
+

(H
1
8
.4

.1
7
)

8
(H

2
1
.3

.1
7
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
7

(H
1
8
.4

.1
7
)

2
9
.5

(H
2
1
.3

.1
7
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

3
0
.5

(H
1
8
.4

.1
7
)

廃
棄

設
備

K
1
1
-
C

1
0
3

K
1
1
-
C

0
0
2

K
1
1
-
C

1
0
1

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

タ
ー

ビ
ン

建
屋

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

タ
ー

ビ
ン

建
屋

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

液
体

廃
棄

物
処

理
系液

体
廃

棄
物

処
理

系

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

D
ク

ラ
ス

３
Ｂ

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

D
ク

ラ
ス

３
Ｂ

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

D
ク

ラ
ス

３
Ｂ

E
ク

ラ
ス

３
Ｂ

F
ク

ラ
ス

３
Ｂ

廃
棄

設
備

K
1
1
-
C

1
0
3

K
1
1
-
C

0
0
2

K
1
1
-
C

1
0
1

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

タ
ー

ビ
ン

建
屋

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

タ
ー

ビ
ン

建
屋

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

液
体

廃
棄

物
処

理
系液

体
廃

棄
物

処
理

系

前
回

電
流

※
3

（
A

）

判
定

基
準

定
格

(A
)以

下

電
流

（
A

）

判
定

結
果

電
流

確
認

今
回

異
音

確
認

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

点
検

結
果

作
動

試
験

基
本

点
検

漏
え

い
確

認

所
見

異
臭

確
認

設
備

点
検

3
.9

0
(H

2
0
.1

1
.7

)
6
.6

(定
格

電
流

)
4
.1

(H
1
8
.4

.1
0
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
.0

0
(H

2
0
.1

1
.1

7
)

6
.6

(定
格

電
流

)
－

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

4
.0

0
(H

2
0
.1

2
.3

)
6
.6

(定
格

電
流

)
－

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
.9

3
(H

2
0
.1

1
.1

2
)

6
.6

(定
格

電
流

)
－

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
.0

7
(H

2
0
.1

2
.9

)
6
.6

(定
格

電
流

)
3
.8

(H
1
8
.4

.5
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
.3

2
(H

2
0
.1

1
.2

7
)

6
.6

(定
格

電
流

)
－

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

4
.0

0
(H

2
0
.1

2
.1

2
)

6
.6

(定
格

電
流

)
－

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
.3

0
(H

2
0
.1

2
.1

6
)

6
.6

(定
格

電
流

)
－

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
.8

0
(H

2
1
.2

.2
4
)

6
.6

(定
格

電
流

)
3
.8

(H
1
8
.4

.5
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
.8

8
(H

2
2
.3

.3
0
)

6
.6

(定
格

電
流

)
－

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
＊

否

＊
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

内
径

寸
法

が
許

容
値

を
逸

脱
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

回
転

子
に

も
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

、
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ブ
ラ

ケ
ッ

ト
の

溶
射

修
理

を
実

施
し

、
確

認
運

転
に

て
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

3
.7

9
(H

2
1
.3

.1
6
)

6
.6

(定
格

電
流

)
－

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
.8

5
(H

2
1
.2

.2
5
)

6
.6

(定
格

電
流

)
3
.9

(H
1
8
.4

.5
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
.9

1
(H

2
2
.4

.1
9
)

6
.6

(定
格

電
流

)
－

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

3
.8

9
(H

2
1
.3

.1
7
)

6
.6

(定
格

電
流

)
3
.9

(H
1
8
.4

.5
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

前
回

前
回

前
回

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

判
定

基
準

(M
Ω

)以
上

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

振
動

値
※

1
(μ

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(μ

m
P

-
P

)以
下

振
動

値
(μ

m
P

-
P

)
温

度
※

2
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)以
下

温
度

(℃
)

今
回

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

絶
縁

抵
抗

測
定

今
回

基
本

点
検

温
度

確
認

作
動

試
験

設
備

区
分

（
１

）

設
備

点
検

設
備

区
分

（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
目

視
点

検
今

回

振
動

確
認

A
ク

ラ
ス

２
Ｂ

異
常

な
し

8
0
0

(H
2
0
.1

0
.3

0
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0
+

(H
1
8
.7

.7
)

未
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
6

(H
1
8
.7

.9
)

未
周

囲
温

度
+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
4
.0

(H
1
8
.7

.9
)

B
ク

ラ
ス

２
Ｂ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.1

0
.3

0
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0

(H
1
8
.7

.2
0
)

未
5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
6

(H
1
8
.7

.2
1
)

未
周

囲
温

度
+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
0
.5

(H
1
8
.7

.2
1
)

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

3
5
0

(H
2
0
.9

.1
8
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
7
.1

.2
6
)

6
(H

2
0
.9

.1
8
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
5

(H
1
7
.1

.2
6
)

3
2
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.9

.1
8
)

室
温

+
4
0
℃

3
5
.0

室
温

2
3
.0

(H
1
7
.1

.2
6
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

3
5
0

(H
2
0
.9

.1
8
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
5
.7

.1
8
)

5
(H

2
0
.9

.1
8
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0

(H
1
5
.7

.1
8
)

3
2
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.9

.1
8
)

室
温

+
4
0
℃

4
2
.0

室
温

2
4
.0

(H
1
7
.1

.1
8
)

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
0
+

(H
2
0
.9

.1
6
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
6
.1

1
.2

9
)

2
8

(H
2
0
.9

.1
6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
2
2

(H
1
6
.1

1
.2

9
)

3
8
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.9

.1
6
)

室
温

+
4
0
℃

4
4
.0

室
温

1
9
.0

(H
1
6
.1

1
.2

9
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
0
+

(H
2
0
.9

.1
6
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
8
.2

.1
4
)

2
9

(H
2
0
.9

.1
6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
3

(H
1
8
.2

.2
1
)

3
8
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.9

.1
6
)

室
温

+
4
0
℃

3
9
.0

室
温

2
2
.0

(H
1
8
.2

.1
4
)

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.8

.8
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
6
.1

1
.1

2
)

8
(H

2
0
.8

.8
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0

(H
1
6
.1

1
.1

2
)

3
3
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.8

.8
)

室
温

+
4
0
℃

3
0
.0

室
温

2
3
.0

(H
1
6
.1

1
.1

2
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.7

.3
1
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
8
.3

.1
0
)

1
1

(H
2
0
.7

.3
1
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
7

(H
1
8
.3

.1
5
)

3
5
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.7

.3
1
)

室
温

+
4
0
℃

3
0
.0

室
温

2
1
.0

(H
1
8
.3

.1
5
)

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

5
0
0

(H
2
0
.8

.5
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
6
.1

1
.1

6
)

1
4

(H
2
0
.8

.5
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
1

(H
1
6
.1

1
.1

6
)

3
1
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.8

.5
)

室
温

+
4
0
℃

2
8
.0

室
温

2
5
.0

(H
1
6
.1

1
.1

6
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

5
0
0

(H
2
0
.8

.5
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
8
.3

.9
)

1
0

(H
2
0
.8

.5
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0

(H
1
8
.3

.1
5
)

3
1
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.8

.5
)

室
温

+
4
0
℃

3
1
.0

室
温

2
1
.0

(H
1
8
.3

.1
5
)

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.8

.4
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
6
.1

1
.2

2
)

8
(H

2
0
.8

.4
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0

(H
1
6
.1

1
.2

2
)

3
0
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.8

.4
)

室
温

+
4
0
℃

3
1
.0

室
温

1
9
.0

(H
1
6
.1

1
.2

2
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.8

.4
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
8
.3

.1
3
)

9
(H

2
0
.8

.4
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0

(H
1
8
.3

.1
7
)

3
5
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.8

.4
)

室
温

+
4
0
℃

3
2
.0

室
温

2
2
.0

(H
1
8
.3

.1
5
)

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

N
6
2
-
C

0
0
1

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
真

空
ポ

ン
プ

電
動

機

気
体

廃
棄

物
処

理
系

K
1
1
-
C

1
0
4

K
1
1
-
C

2
0
2

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

受
ポ

ン
プ

電
動

機

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

収
集

ポ
ン

プ
電

動
機

サ
ー

ビ
ス

建
屋

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

K
1
1
-
C

2
0
1

K
1
6
-
C

0
0
1

K
1
6
-
C

0
0
2

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系

サ
ー

ビ
ス

建
屋

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
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し
、

本
体

・
軸
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の

各
３
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向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震
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る
損

傷
は

主
に
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受
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る
と
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、
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受
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度

の
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大
値

を
記

載
　

　
　

　
※
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運
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が
ほ

ぼ
安
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た
状

態
で

測
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し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号

A
ク

ラ
ス

２
Ｂ

B
ク

ラ
ス

２
Ｂ

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

N
6
2
-
C

0
0
1

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
真

空
ポ

ン
プ

電
動

機

気
体

廃
棄

物
処

理
系

K
1
1
-
C

1
0
4

K
1
1
-
C

2
0
2

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

受
ポ

ン
プ

電
動

機

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

収
集

ポ
ン

プ
電

動
機

サ
ー

ビ
ス

建
屋

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

K
1
1
-
C

2
0
1

K
1
6
-
C

0
0
1

K
1
6
-
C

0
0
2

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系

サ
ー

ビ
ス

建
屋

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

前
回

電
流

※
3

（
A

）

判
定

基
準

定
格

(A
)以

下

電
流

（
A

）

判
定

結
果

電
流

確
認

今
回

異
音

確
認

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

点
検

結
果

作
動

試
験

基
本

点
検

漏
え

い
確

認

所
見

異
臭

確
認

設
備

点
検

未
3
1

(定
格

電
流

)
2
4
.6

(H
1
8
.7

.9
)

未
未

未
－

－
未

（
作

動
・
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

未
3
1

(定
格

電
流

)
2
3
.5

(H
1
8
.7

.2
1
)

未
未

未
－

－
未

（
作

動
・
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

1
7
.8

(H
2
0
.9

.1
8
)

3
5

(定
格

電
流

)
1
9
.3

(H
1
7
.1

.2
6
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

1
8
.5

(H
2
0
.9

.1
8
)

3
5

(定
格

電
流

)
1
9
.0

(H
1
5
.7

.1
8
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

8
2
.7

(H
2
0
.9

.1
6
)

1
2
0

(定
格

電
流

)
9
0
.6

(H
1
6
.1

1
.2

9
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

9
1
.6

(H
2
0
.9

.1
6
)

1
2
0

(定
格

電
流

)
9
5
.5

(H
1
8
.2

.1
4
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
.3

(H
2
0
.8

.8
)

6
.6

(定
格

電
流

)
3
.9

(H
1
6
.1

1
.1

2
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
.3

(H
2
0
.7

.3
1
)

6
.6

(定
格

電
流

)
4
.2

(H
1
8
.3

.1
0
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
.0

(H
2
0
.7

.3
1
)

6
.6

(定
格

電
流

)
4
.2

(H
1
6
.1

1
.1

6
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
.1

(H
2
0
.8

.5
)

6
.6

(定
格

電
流

)
4
.1

(H
1
8
.3

.9
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
.1

(H
2
0
.8

.4
)

6
.6

(定
格

電
流

)
4
.0

(H
1
6
.1

1
.2

2
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
.0

(H
2
0
.8

.4
)

6
.6

(定
格

電
流

)
3
.9

(H
1
8
.3

.1
3
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検

57



表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

前
回

前
回

前
回

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

判
定

基
準

(M
Ω

)以
上

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

振
動

値
※

1
(μ

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(μ

m
P

-
P

)以
下

振
動

値
(μ

m
P

-
P

)
温

度
※

2
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)以
下

温
度

(℃
)

今
回

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

絶
縁

抵
抗

測
定

今
回

基
本

点
検

温
度

確
認

作
動

試
験

設
備

区
分

（
１

）

設
備

点
検

設
備

区
分

（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
目

視
点

検
今

回

振
動

確
認

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.8

.2
1
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
7
.1

.1
8
)

8
(H

2
0
.8

.2
1
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0

(H
1
7
.1

.1
8
)

3
9
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.8

.2
1
)

室
温

+
4
0
℃

4
2
.0

室
温

2
0
.0

(H
1
7
.1

.1
8
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.8

.2
1
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
8
.3

.3
)

9
(H

2
0
.8

.2
1
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
9

(H
1
8
.3

.9
)

4
4
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.8

.2
1
)

室
温

+
4
0
℃

5
0
.0

室
温

2
1
.0

(H
1
8
.3

.9
)

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.8

.1
9
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
7
.3

.3
)

5
(H

2
0
.8

.1
9
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
7

(H
1
7
.3

.3
)

3
6
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.8

.1
9
)

室
温

+
4
0
℃

3
8
.0

室
温

1
8
.0

(H
1
7
.3

.3
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.8

.1
8
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
7
.3

.1
1
)

8
(H

2
0
.8

.1
8
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
6

(H
1
7
.3

.1
1
)

3
8
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.8

.1
8
)

室
温

+
4
0
℃

4
3
.0

室
温

1
6
.0

(H
1
7
.3

.1
1
)

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.8

.2
0
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
7
.2

.2
1
)

8
(H

2
0
.8

.2
0
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
7

(H
1
7
.2

.2
1
)

3
4
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.8

.2
0
)

室
温

+
4
0
℃

3
6
.0

室
温

2
4
.0

(H
1
7
.2

.2
1
)

高
電

導
度

廃
液

系
蒸

留
水

ポ
ン

プ
電

動
機

K
1
3
-
C

0
0
2

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.8

.2
2
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
7
.1

.2
5
)

5
(H

2
0
.8

.2
2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
5

(H
1
7
.1

.2
5
)

3
5
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.8

.2
2
)

室
温

+
4
0
℃

4
9
.0

室
温

2
2
.0

(H
1
7
.1

.2
5
)

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
循

環
ポ

ン
プ

電
動

機

K
1
3
-
C

2
5
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.9

.1
1
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
8
.5

.2
3
)

2
4

(H
2
0
.9

.1
1
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
3
1

(H
1
8
.5

.2
3
)

2
7
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.9

.1
1
)

室
温

+
4
0
℃

3
1
.0

室
温

2
0
.0

(H
1
8
.5

.2
3
)

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.8

.7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
+

(H
1
7
.1

.1
8
)

1
4

(H
2
0
.8

.7
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0

(H
1
7
.1

.1
8
)

4
0
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.8

.7
)

室
温

+
4
0
℃

4
2
.0

室
温

2
0
.0

(H
1
7
.1

.1
8
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.8

.7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
+

(H
1
8
.2

.2
8
)

1
0

(H
2
0
.8

.7
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
1

(H
1
8
.3

.3
)

3
8
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.8

.7
)

室
温

+
4
0
℃

4
2
.0

室
温

2
0
.0

(H
1
8
.3

.3
)

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.8

.7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
+

(H
1
7
.2

.1
6
)

2
5

(H
2
0
.8

.7
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
2

(H
1
7
.2

.1
6
)

4
5
.0

室
温

2
4
.0

(H
2
0
.8

.7
)

室
温

+
4
0
℃

4
2
.0

室
温

2
2
.0

(H
1
7
.2

.1
6
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.8

.7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
+

(H
1
6
.1

2
.6

)
1
9

(H
2
0
.8

.7
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

2
1

(H
1
6
.1

2
.6

)

4
5
.0

室
温

2
4
.0

(H
2
0
.8

.7
)

室
温

+
4
0
℃

4
4
.0

室
温

2
2
.0

(H
1
6
.1

2
.6

)

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
0
+

(H
2
0
.9

.1
2
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
+

(H
1
9
.6

.4
)

1
4

(H
2
0
.9

.1
2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0

(H
1
9
.6

.4
)

3
6
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.9

.1
2
)

室
温

+
4
0
℃

4
2
.0

室
温

2
6
.0

(H
1
9
.1

2
.6

)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
0
+

(H
2
0
.9

.1
2
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
0
+

(H
1
7
.3

.1
8
)

1
7

(H
2
0
.9

.1
2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0

(H
1
7
.3

.1
8
)

3
2
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.9

.1
2
)

室
温

+
4
0
℃

2
6
.0

室
温

2
0
.0

(H
1
7
.1

.1
8
)

廃
棄

設
備

K
1
2
-
C

0
0
1

K
1
2
-
C

0
0
3

K
1
3
-
C

0
0
3

K
1
3
-
C

0
0
1

K
2
2
-
C

0
0
1

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
高

電
導

度
廃

液
系

高
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
ポ

ン
プ

電
動

機

高
電

導
度

廃
液

系
収

集
ポ

ン
プ

電
動

機

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系
濃

縮
廃

液
系

濃
縮

廃
液

ポ
ン

プ
電

動
機

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
低

電
導

度
廃

液
系

低
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
ポ

ン
プ

電
動

機

低
電

導
度

廃
液

系
収

集
ポ

ン
プ

電
動

機

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

高
電

導
度

廃
液

系
蒸

留
水

ポ
ン

プ
電

動
機

K
1
3
-
C

0
0
2

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
循

環
ポ

ン
プ

電
動

機

K
1
3
-
C

2
5
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

廃
棄

設
備

K
1
2
-
C

0
0
1

K
1
2
-
C

0
0
3

K
1
3
-
C

0
0
3

K
1
3
-
C

0
0
1

K
2
2
-
C

0
0
1

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
高

電
導

度
廃

液
系

高
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
ポ

ン
プ

電
動

機

高
電

導
度

廃
液

系
収

集
ポ

ン
プ

電
動

機

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系
濃

縮
廃

液
系

濃
縮

廃
液

ポ
ン

プ
電

動
機

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
低

電
導

度
廃

液
系

低
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
ポ

ン
プ

電
動

機

低
電

導
度

廃
液

系
収

集
ポ

ン
プ

電
動

機

前
回

電
流

※
3

（
A

）

判
定

基
準

定
格

(A
)以

下

電
流

（
A

）

判
定

結
果

電
流

確
認

今
回

異
音

確
認

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

点
検

結
果

作
動

試
験

基
本

点
検

漏
え

い
確

認

所
見

異
臭

確
認

設
備

点
検

2
9
.2

(H
2
0
.8

.2
1
)

4
8

(定
格

電
流

)
3
0
.4

(H
1
7
.1

.1
8
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

2
8
.6

(H
2
0
.8

.2
1
)

4
8

(定
格

電
流

)
3
0
.4

(H
1
8
.3

.9
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

5
3
.3

(H
2
0
.8

.1
9
)

7
3

(定
格

電
流

)
5
0
.9

(H
1
7
.3

.3
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

5
3
.8

(H
2
0
.8

.1
8
)

7
3

(定
格

電
流

)
5
3
.1

(H
1
7
.3

.1
1
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

5
4
.8

(H
2
0
.8

.2
0
)

7
3

(定
格

電
流

)
5
1
.5

(H
1
7
.2

.2
1
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

9
.3

(H
2
0
.8

.2
2
)

1
8

(定
格

電
流

)
8
.9

(H
1
7
.1

.2
5
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

1
9
.3

(H
2
0
.9

.1
1
)

3
7

(定
格

電
流

)
1
7
.9

(H
1
8
.5

.2
3
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

2
8
.6

(H
2
0
.8

.7
)

4
8

(定
格

電
流

)
3
0
.5

(H
1
7
.1

.1
8
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

2
8
.1

(H
2
0
.8

.7
)

4
8

(定
格

電
流

)
2
8
.4

(H
1
8
.3

.3
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

9
7
.9

(H
2
0
.8

.7
)

1
2
0

(定
格

電
流

)
1
0
0

(H
1
7
.2

.1
6
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

9
2
.9

(H
2
0
.8

.7
)

1
2
0

(定
格

電
流

)
9
6
.4

(H
1
6
.1

2
.6

)
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

5
2
.6

(H
2
0
.9

.1
2
)

8
8

(定
格

電
流

)
5
1
.4

(H
1
9
.6

.4
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
9
.4

(H
2
0
.9

.1
2
)

8
8

(定
格

電
流

)
4
2
.9

(H
1
7
.3

.1
8
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良追

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

前
回

前
回

前
回

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

判
定

基
準

(M
Ω

)以
上

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

振
動

値
※

1
(μ

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(μ

m
P

-
P

)以
下

振
動

値
(μ

m
P

-
P

)
温

度
※

2
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)以
下

温
度

(℃
)

今
回

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

絶
縁

抵
抗

測
定

今
回

基
本

点
検

温
度

確
認

作
動

試
験

設
備

区
分

（
１

）

設
備

点
検

設
備

区
分

（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
目

視
点

検
今

回

振
動

確
認

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.9

.3
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-

4
(H

2
0
.9

.3
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
3

(H
1
9
.7

.1
2
)

2
9
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.9

.3
)

室
温

+
4
0
℃

3
3
.5

室
温

2
3
.0

(H
1
9
.7

.1
2
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.9

.3
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-

3
(H

2
0
.9

.3
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
6

(H
1
9
.7

.1
3
)

2
7
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.9

.3
)

室
温

+
4
0
℃

2
9
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
9
.7

.1
3
)

ス
ラ

ッ
ジ

移
送

ポ
ン

プ
電

動
機

K
2
1
-
C

2
0
2

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
1
.8

.3
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-

5
(H

2
2
.7

.2
6
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-

3
4
.5

室
温

2
4
.0

(H
2
2
.7

.2
6
)

室
温

+
4
0
℃

-

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.9

.2
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
7
.2

.2
2
)

3
(H

2
0
.9

.2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
5

(H
1
7
.2

.2
2
)

2
7
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.9

.2
)

室
温

+
4
0
℃

4
4
.0

室
温

2
0
.0

(H
1
7
.2

.2
2
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.9

.2
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
5
.9

.5
)

3
(H

2
0
.9

.2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
4

(H
1
5
.9

.5
)

2
9
.0

室
温

2
2
.0

(H
2
0
.9

.2
)

室
温

+
4
0
℃

4
9
.0

室
温

2
2
.0

(H
1
5
.9

.5
)

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.9

.2
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
6
.1

2
.2

4
)

3
(H

2
0
.9

.2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
5

(H
1
6
.1

2
.2

4
)

3
6
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.9

.2
)

室
温

+
4
0
℃

3
7
.0

室
温

2
5
.0

(H
1
6
.1

2
.2

4
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.9

.2
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
6
.1

2
.2

4
)

7
(H

2
0
.9

.2
)

3
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
6

(H
1
6
.1

2
.2

4
)

4
2
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.9

.2
)

室
温

+
4
0
℃

3
6
.0

室
温

2
5
.0

(H
1
6
.1

2
.2

4
)

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.7

.2
9
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
5
.8

.2
2
)

1
1

(H
2
0
.7

.2
9
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
7

(H
1
5
.8

.2
2
)

3
5
.0

室
温

2
4
.0

(H
2
0
.7

.2
9
)

室
温

+
4
0
℃

3
5
.0

室
温

2
4
.0

(H
1
5
.8

.2
2
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.7

.3
0
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
6
.1

1
.1

6
)

8
(H

2
0
.7

.3
0
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0

(H
1
6
.1

1
.1

6
)

3
6
.0

室
温

2
3
.0

(H
2
0
.7

.3
0
)

室
温

+
4
0
℃

3
5
.0

室
温

2
5
.0

(H
1
6
.1

1
.1

6
)

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.7

.2
9
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
5
.9

.1
2
)

7
(H

2
0
.7

.2
9
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
1

(H
1
5
.9

.1
2
)

3
6
.0

室
温

2
4
.0

(H
2
0
.7

.2
9
)

室
温

+
4
0
℃

3
4
.0

室
温

2
4
.0

(H
1
5
.9

.1
2
)

D
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.7

.3
0
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
6
.1

2
.2

0
)

1
0

(H
2
0
.7

.3
0
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0

(H
1
6
.1

2
.2

0
)

3
2
.0

室
温

2
4
.0

(H
2
0
.7

.3
0
)

室
温

+
4
0
℃

3
6
.0

室
温

2
4
.0

(H
1
6
.1

2
.2

0
)

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.9

.4
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
5
.8

.2
1
)

1
0

(H
2
0
.9

.4
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
1

(H
1
5
.8

.2
1
)

3
3
.0

室
温

2
4
.0

(H
2
0
.9

.4
)

室
温

+
4
0
℃

3
3
.0

室
温

2
4
.0

(H
1
5
.8

.2
1
)

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.7

.2
8
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
8
.3

.1
4
)

1
0

(H
2
0
.7

.2
8
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0

(H
1
8
.3

.1
7
)

3
6
.0

室
温

2
4
.0

(H
2
0
.7

.2
8
)

室
温

+
4
0
℃

3
3
.0

室
温

2
2
.0

(H
1
8
.3

.1
8
)

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.9

.4
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
5
.9

.1
1
)

8
(H

2
0
.9

.4
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0

(H
1
5
.9

.1
1
)

3
3
.0

室
温

2
4
.0

(H
2
0
.9

.4
)

室
温

+
4
0
℃

3
4
.0

室
温

2
4
.0

(H
1
5
.9

.1
1
)

D
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

1
0
0
+

(H
2
0
.7

.2
8
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
+

(H
1
5
.8

.2
8
)

9
(H

2
0
.7

.2
8
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
6

(H
1
5
.8

.2
8
)

3
5
.0

室
温

2
4
.0

(H
2
0
.7

.2
8
)

室
温

+
4
0
℃

3
4
.0

室
温

2
4
.0

(H
1
5
.8

.2
8
)

廃
棄

設
備

K
2
1
-
C

3
0
1

K
1
1
-
C

0
0
1

K
1
1
-
C

1
0
2

復
水

浄
化

系
逆

洗
水

移
送

ポ
ン

プ
電

動
機

K
2
1
-
C

0
0
1

K
2
1
-
C

1
0
1

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
放

射
性

ド
レ

ン
移

送
系

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系
廃

ス
ラ

ッ
ジ

系

使
用

済
樹

脂
槽

デ
カ

ン
ト

ポ
ン

プ
電

動
機

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
粉

末
樹

脂
沈

降
分

離
槽

デ
カ

ン
ト

ポ
ン

プ
電

動
機

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

ス
ラ

ッ
ジ

移
送

ポ
ン

プ
電

動
機

K
2
1
-
C

2
0
2

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

D
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

D
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ

廃
棄

設
備

K
2
1
-
C

3
0
1

K
1
1
-
C

0
0
1

K
1
1
-
C

1
0
2

復
水

浄
化

系
逆

洗
水

移
送

ポ
ン

プ
電

動
機

K
2
1
-
C

0
0
1

K
2
1
-
C

1
0
1

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
放

射
性

ド
レ

ン
移

送
系

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系
廃

ス
ラ

ッ
ジ

系

使
用

済
樹

脂
槽

デ
カ

ン
ト

ポ
ン

プ
電

動
機

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
粉

末
樹

脂
沈

降
分

離
槽

デ
カ

ン
ト

ポ
ン

プ
電

動
機

前
回

電
流

※
3

（
A

）

判
定

基
準

定
格

(A
)以

下

電
流

（
A

）

判
定

結
果

電
流

確
認

今
回

異
音

確
認

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

点
検

結
果

作
動

試
験

基
本

点
検

漏
え

い
確

認

所
見

異
臭

確
認

設
備

点
検

5
.5

(H
2
0
.9

.3
)

8
.9

(定
格

電
流

)
5
.6

(H
1
9
.7

.1
2
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

5
.6

(H
2
0
.9

.3
)

8
.9

(定
格

電
流

)
5
.5

(H
1
9
.7

.1
3
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

1
9
.7

(H
2
2
.7

.2
6
)

3
5

(定
格

電
流

)
-

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

7
.1

(H
2
0
.9

.2
)

1
2
.5

(定
格

電
流

)
7
.3

(H
1
7
.2

.2
2
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

6
.9

(H
2
0
.9

.2
)

1
2
.5

(定
格

電
流

)
7
.3

(H
1
5
.9

.5
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

1
8
.6

(H
2
0
.9

.2
)

3
0

(定
格

電
流

)
2
0
.0

(H
1
6
.1

2
.2

4
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

2
0
.2

(H
2
0
.9

.2
)

3
0

(定
格

電
流

)
2
0
.4

(H
1
6
.1

2
.2

4
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
.2

(H
2
0
.7

.2
9
)

6
.6

(定
格

電
流

)
4
.2

(H
1
5
.8

.2
2
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
.9

(H
2
0
.7

.3
0
)

6
.6

(定
格

電
流

)
4
.1

(H
1
6
.1

1
.1

6
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
.2

(H
2
0
.7

.2
9
)

6
.6

(定
格

電
流

)
4
.1

(H
1
5
.9

.1
2
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
.0

(H
2
0
.7

.3
0
)

6
.6

(定
格

電
流

)
3
.6

(H
1
6
.1

2
.2

0
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

7
.1

(H
2
0
.9

.4
)

1
2
.8

(定
格

電
流

)
6
.7

(H
1
5
.8

.2
1
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
.8

(H
2
0
.7

.2
8
)

6
.6

(定
格

電
流

)
3
.9

(H
1
8
.3

.1
4
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

7
.2

(H
2
0
.9

.4
)

1
2
.8

(定
格

電
流

)
7
.0

(H
1
5
.9

.1
1
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
.8

(H
2
0
.7

.2
8
)

6
.6

(定
格

電
流

)
3
.9

(H
1
5
.8

.2
8
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

前
回

前
回

前
回

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

判
定

基
準

(M
Ω

)以
上

絶
縁

抵
抗

値
(M

Ω
)

振
動

値
※

1
(μ

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(μ

m
P

-
P

)以
下

振
動

値
(μ

m
P

-
P

)
温

度
※

2
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)以
下

温
度

(℃
)

今
回

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

絶
縁

抵
抗

測
定

今
回

基
本

点
検

温
度

確
認

作
動

試
験

設
備

区
分

（
１

）

設
備

点
検

設
備

区
分

（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
目

視
点

検
今

回

振
動

確
認

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

電
動

機

P
4
6
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

2
2
0

(H
2
0
.9

.2
9
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0
+

(H
1
4
.9

.1
0
)

3
(H

2
0
.1

1
.2

7
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
3

(H
1
4
.9

.1
3
)

2
7
.5

(H
2
0
.1

1
.2

7
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

4
8
.4

(H
1
4
.9

.1
3
)

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
電

動
機

P
2
6
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

1
0
0
0

(H
2
0
.9

.2
9
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
1
0
0
0
+

(H
1
3
.5

.7
)

3
(H

2
0
.1

1
.2

0
)

5
0

（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
3

(H
1
3
.5

.1
8
)

4
0
.5

(H
2
0
.1

1
.2

0
)

周
囲

温
度

+
5
5

(周
囲

温
度

最
大

4
0
）

3
0
.0

(H
1
3
.5

.1
8
)

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

系
（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
デ

ィ
ー

ゼ
ル

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

）

非
常

用
予

備
発

電
装

置

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
-
1
　

電
動

機
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

耐
震

重
要

度
種

類
安

全
重

要
度

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

電
動

機

P
4
6
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
電

動
機

P
2
6
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

系
（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
デ

ィ
ー

ゼ
ル

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

）

非
常

用
予

備
発

電
装

置

前
回

電
流

※
3

（
A

）

判
定

基
準

定
格

(A
)以

下

電
流

（
A

）

判
定

結
果

電
流

確
認

今
回

異
音

確
認

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

点
検

結
果

作
動

試
験

基
本

点
検

漏
え

い
確

認

所
見

異
臭

確
認

設
備

点
検

1
2
7
.6

(H
2
0
.1

1
.2

7
)

1
3
8

(定
格

電
流

)
1
2
1
.1

(H
1
4
.9

.1
3
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

6
6
.4

(H
2
0
.1

1
.2

0
)

1
2
3

(定
格

電
流

)
6
6
.2

(H
1
3
.5

.1
8
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

　
　

　
　

※
1
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

本
体

・
軸

受
の

各
３

方
向

か
ら

最
大

値
を

記
載

　
　

　
　

※
2
　

地
震

に
よ

る
損

傷
は

主
に

軸
受

に
発

生
す

る
と

想
定

し
、

軸
受

温
度

の
最

大
値

を
記

載
　

　
　

　
※

3
　

運
転

が
ほ

ぼ
安

定
し

た
状

態
で

測
定

し
、

３
相

の
う

ち
最

大
値

を
記

載

○
：
予

め
実

施
す

る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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添
付

資
料

速
度

速
度

(m
m

/
s)

(m
m

/
s)

測
定

値
測

定
値

測
定

値
管

理
値

（
Ｈ

ｚ
）

（
Ｈ

ｚ
）

電
動

機
反

駆
動

側
0
.7

5
0
.6

8
0
.6

4
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
駆

動
側

0
.4

8
0
.5

0
0
.4

8
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.7

5
1
.3

2
0
.7

6
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
駆

動
側

0
.6

2
0
.7

3
0
.6

4
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
反

駆
動

側
─

0
.8

4
0
.7

1
4
.5

2
4
.2

無

電
動

機
駆

動
側

─
0
.8

9
0
.8

9
4
.5

2
4
.2

無

電
動

機
反

駆
動

側
─

1
.2

3
1
.5

4
4
.5

2
4
.2

無

電
動

機
駆

動
側

─
1
.6

6
1
.3

8
4
.5

2
4
.2

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.9

2
0
.8

2
1
.3

1
1
1
.0

2
4
.7

無

電
動

機
駆

動
側

0
.5

4
0
.7

5
0
.7

4
1
1
.0

2
4
.7

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.6

9
0
.8

2
0
.8

3
1
1
.0

2
4
.7

無

電
動

機
駆

動
側

0
.4

8
0
.5

6
0
.6

2
1
1
.0

2
4
.7

無

電
動

機
反

駆
動

側
1
.5

9
1
.4

3
1
.5

4
1
1
.0

2
4
.7

無

電
動

機
駆

動
側

0
.6

6
0
.6

3
0
.6

4
1
1
.0

2
4
.7

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.7

5
0
.7

3
0
.9

0
1
1
.0

2
4
.7

無

電
動

機
駆

動
側

0
.9

4
0
.8

0
0
.9

8
1
1
.0

2
4
.7

無

電
動

機
反

駆
動

側
─

0
.8

7
1
.1

1
1
1
.0

2
4
.7

無

電
動

機
駆

動
側

─
0
.8

1
0
.7

8
1
1
.0

2
4
.7

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.9

8
0
.8

6
0
.7

6
1
1
.0

2
4
.7

無

電
動

機
駆

動
側

0
.7

5
0
.7

6
0
.9

0
1
1
.0

2
4
.7

無

H
1
9
.1

0
.5

H
1
9
.1

0
.3

H
1
9
.8

.3
1

H
1
9
.8

.2
7

H
1
9
.1

0
.1

0

H
1
9
.1

0
.5

停
止

中

停
止

中

停
止

中

停
止

中

H
2
2
.8

.2
4

H
2
0
.7

.8

H
2
2
.7

.2
8

H
2
1
.1

2
.1

4

H
2
2
.7

.2
8

H
2
2
.3

.1
2

H
2
2
.6

.2
4

H
2
2
.6

.2
3

機
器

名
称

部
位

測
定

日

H
2
0
.1

0
.2

1

地
震

後

測
定

日

地
震

後
至

近
（
H

2
2
.8

.2
4
ま

で
）

機
種

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

機
器

番
号

備
考

地
震

前

測
定

日

速
度

(m
m

/
s)

回
転

周
波

数
特

異
周

波
数

地
震

時
の

運
転

状
況

評
価

ク
ラ

ス
３

Ａ
─

ほ
う

酸
水

注
入

系
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
Ａ

)
ク

ラ
ス

１

制
御

棒
駆

動
水

ポ
ン

プ
（
Ｂ

）
C

1
2
-
C

0
0
1
B

電
動

機

C
4
1
-
C

0
0
1
A

電
動

機

残
留

熱
除

去
系

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ（

Ａ
）

E
1
1
-
C

0
0
1
A

電
動

機

残
留

熱
除

去
系

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ（

Ｂ
）

電
動

機

Ｂ
H

1
9
.6

.1
9

停
止

中

停
止

中

ほ
う

酸
水

注
入

系
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ(
Ｂ

)
C

4
1
-
C

0
0
1
B

電
動

機
ク

ラ
ス

１

停
止

中

停
止

中

H
1
9
.1

1
.1

5

H
1
9
.1

0
.2

H
1
9
.1

1
.2

1

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

H
1
9
.6

.2
6

Ａ
─

H
1
9
.7

.1
2

残
留

熱
除

去
系

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ（

Ｃ
）

E
1
1
-
C

0
0
1
C

電
動

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
H

1
9
.5

.1
7

E
1
1
-
C

0
0
1
B

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

低
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

E
2
1
-
C

0
0
1

電
動

機
ク

ラ
ス

１

ク
ラ

ス
１

Ａ
H

1
9
.6

.1
9

Ａ
ｓ

H
1
9
.4

.5

Ａ
ｓ

─

停
止

中

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

E
2
2
-
C

0
0
1

電
動

機
ク

ラ
ス

１

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

E
2
2
-
C

0
0
1

電
動

機

C
1
2
-
C

0
0
1
A

制
御

棒
駆

動
水

ポ
ン

プ
（
Ａ

）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

ク
ラ

ス
３

電
動

機
H

2
0
.1

.9
Ｂ

H
1
9
.7

.1
2

運
転

中
H

1
9
.9

.5

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変

化
は

通
常

見
ら

れ
る

変
化

の
程

度
で

あ
る

）

正
常

（
地

震
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変

化
は

通
常

見
ら

れ
る

変
化

の
程

度
で

あ
る

）

地
震

前
測

定
実

績
な

し

地
震

前
測

定
実

績
な

し

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

高
定

格
流

量
運

転

正
常

（
地

震
後

及
び

至
近

の
振

動
値

の
変

化
は

通
常

見
ら

れ
る

変
化

の
程

度
で

あ
る

）

低
定

格
流

量
運

転
地

震
前

測
定

実
績

な
し

３
号

機
　

振
動

診
断

結
果

一
覧

表
（
電

動
機

）
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添
付

資
料

速
度

速
度

(m
m

/
s)

(m
m

/
s)

測
定

値
測

定
値

測
定

値
管

理
値

（
Ｈ

ｚ
）

（
Ｈ

ｚ
）

機
器

名
称

部
位

測
定

日

地
震

後

測
定

日

地
震

後
至

近
（
H

2
2
.8

.2
4
ま

で
）

機
種

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

機
器

番
号

備
考

地
震

前

測
定

日

速
度

(m
m

/
s)

回
転

周
波

数
特

異
周

波
数

地
震

時
の

運
転

状
況

評
価

３
号

機
　

振
動

診
断

結
果

一
覧

表
（
電

動
機

）

電
動

機
反

駆
動

側
0
.6

5
0
.4

8
0
.7

2
7
.1

2
4
.6

無

電
動

機
駆

動
側

0
.3

3
0
.3

4
0
.5

1
7
.1

2
4
.6

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.3

7
0
.8

0
0
.7

8
7
.1

2
4
.6

無

電
動

機
駆

動
側

0
.3

6
0
.6

6
0
.9

5
7
.1

2
4
.6

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.6

4
0
.5

9
0
.5

0
7
.1

2
4
.6

無

電
動

機
駆

動
側

0
.3

5
0
.5

4
0
.5

8
7
.1

2
4
.6

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.9

7
0
.7

3
0
.8

6
7
.1

2
4
.6

無

電
動

機
駆

動
側

0
.4

1
0
.3

4
1
.0

2
7
.1

2
4
.6

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.7

2
0
.6

3
0
.6

9
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
駆

動
側

0
.2

7
0
.3

4
0
.3

1
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.4

4
0
.6

4
0
.5

6
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
駆

動
側

0
.2

7
0
.3

5
0
.3

7
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.6

4
0
.5

6
0
.6

9
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
駆

動
側

0
.2

4
0
.3

1
0
.3

3
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.7

6
0
.6

5
0
.8

7
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
駆

動
側

0
.2

1
0
.2

1
0
.3

3
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.8

4
0
.8

4
0
.8

1
4
.5

2
4
.3

無

電
動

機
駆

動
側

1
.0

0
0
.9

2
0
.8

4
4
.5

2
4
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.7

7
0
.4

4
1
.3

9
7
.1

2
4
.3

無

電
動

機
駆

動
側

0
.2

6
0
.1

9
0
.6

7
7
.1

2
4
.3

無

H
1
9
.8

.3
0

H
1
9
.8

.2
7

H
1
9
.8

.2
7

H
1
9
.8

.2
7

H
1
9
.1

0
.5

H
1
9
.1

0
.5

H
1
9
.8

.2
7

H
1
9
.8

.2
7

H
1
9
.8

.3
0

H
1
9
.8

.2
7

運
転

中

運
転

中

停
止

中

停
止

中

停
止

中

停
止

中

運
転

中

運
転

中

H
2
2
.7

.2
8

H
2
2
.7

.2
8

H
2
2
.4

.6

H
2
2
.8

.6

H
2
2
.8

.6

H
2
2
.8

.1
0

H
2
2
.8

.6

H
2
2
.8

.1
2

H
2
2
.8

.6

H
2
2
.8

.1
0

Ａ
ｓ

H
1
9
.7

.4

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ（

Ｂ
）

P
2
1
-
C

0
0
1
B

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ（

Ａ
）

P
2
1
-
C

0
0
1
A

電
動

機
ク

ラ
ス

１

Ａ
ｓ

H
1
9
.7

.4

電
動

機
ク

ラ
ス

１

電
動

機
ク

ラ
ス

１

Ａ
ｓ

H
1
9
.6

.4

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ（

Ｄ
）

P
2
1
-
C

0
0
1
D

電
動

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
H

1
9
.6

.4

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ（

Ｃ
）

P
2
1
-
C

0
0
1
C

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
P

2
6
-
C

0
0
1

電
動

機
ク

ラ
ス

１

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ（

Ａ
）

P
4
1
-
C

0
0
1
A

電
動

機

停
止

中

停
止

中
ク

ラ
ス

１

ク
ラ

ス
１

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ（

Ｂ
）

P
4
1
-
C

0
0
1
B

電
動

機

Ａ
ｓ

H
1
9
.7

.4

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

H
1
9
.7

.4

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ（

Ｄ
）

P
4
1
-
C

0
0
1
D

電
動

機

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ（

Ｃ
）

P
4
1
-
C

0
0
1
C

電
動

機

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

P
4
6
-
C

0
0
1

電
動

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
H

1
9
.4

.5

Ａ
ｓ

H
1
9
.6

.4

Ａ
ｓ

H
1
9
.6

.4

Ａ
ｓ

H
1
9
.4

.5

ク
ラ

ス
１

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）
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添
付

資
料

速
度

速
度

(m
m

/
s)

(m
m

/
s)

測
定

値
測

定
値

測
定

値
管

理
値

（
Ｈ

ｚ
）

（
Ｈ

ｚ
）

機
器

名
称

部
位

測
定

日

地
震

後

測
定

日

地
震

後
至

近
（
H

2
2
.8

.2
4
ま

で
）

機
種

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

機
器

番
号

備
考

地
震

前

測
定

日

速
度

(m
m

/
s)

回
転

周
波

数
特

異
周

波
数

地
震

時
の

運
転

状
況

評
価

３
号

機
　

振
動

診
断

結
果

一
覧

表
（
電

動
機

）

電
動

機
反

駆
動

側
1
.1

1
未

未
7
.1

2
4
.7

未

電
動

機
駆

動
側

0
.9

8
未

未
7
.1

2
4
.7

未

電
動

機
反

駆
動

側
─

未
未

7
.1

2
4
.7

未

電
動

機
駆

動
側

─
未

未
7
.1

2
4
.7

未

電
動

機
反

駆
動

側
0
.7

1
未

未
7
.1

2
4
.7

未

電
動

機
駆

動
側

0
.7

2
未

未
7
.1

2
4
.7

未

電
動

機
反

駆
動

側
─

未
未

7
.1

2
4
.7

未

電
動

機
駆

動
側

─
未

未
7
.1

2
4
.7

未

電
動

機
反

駆
動

側
─

未
未

7
.1

2
4
.7

未

電
動

機
駆

動
側

─
未

未
7
.1

2
4
.7

未

電
動

機
反

駆
動

側
1
.0

5
1
.0

6
1
.1

0
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
駆

動
側

1
.2

7
1
.1

5
1
.2

1
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
反

駆
動

側
2
.9

5
2
.5

5
3
.7

6
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
駆

動
側

3
.0

4
2
.2

7
3
.9

2
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
反

駆
動

側
1
.3

8
1
.6

8
2
.6

4
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
駆

動
側

1
.2

5
1
.6

5
2
.6

0
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
反

駆
動

側
─

未
未

7
.1

2
4
.2

未

電
動

機
駆

動
側

─
未

未
7
.1

2
4
.2

未

電
動

機
反

駆
動

側
0
.9

8
未

未
7
.1

2
4
.2

未

電
動

機
駆

動
側

0
.9

6
未

未
7
.1

2
4
.2

未

Ｂ
─

停
止

中
未

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
真

空
ポ

ン
プ

（
Ａ

）
N

6
2
-
C

0
0
1
A

電
動

機
ク

ラ
ス

３

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
（
Ｂ

）
N

2
1
-
C

0
0
2
B

電
動

機
ク

ラ
ス

３
停

止
中

H
1
9
.9

.1
2

H
1
9
.9

.1
2

未未 未 未

H
1
9
.9

.5

運
転

中

運
転

中

停
止

中

停
止

中

運
転

中

運
転

中

未未 未

H
2
2
.8

.1
0

H
2
2
.5

.1
1

H
2
2
.3

.8

未 未

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
（
Ａ

）
N

2
1
-
C

0
0
2
A

電
動

機
ク

ラ
ス

３

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
（
Ｃ

）
N

2
1
-
C

0
0
2
C

電
動

機
ク

ラ
ス

３

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
真

空
ポ

ン
プ

（
Ｂ

）
N

6
2
-
C

0
0
1
B

電
動

機
ク

ラ
ス

２
Ｂ

H
1
9
.7

.1
2

復
水

移
送

ポ
ン

プ
（
Ａ

）
P

1
3
-
C

0
0
1
A

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.6

.4

復
水

移
送

ポ
ン

プ
（
Ｂ

）
P

1
3
-
C

0
0
1
B

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.6

.1
9

復
水

移
送

ポ
ン

プ
（
Ｃ

）
P

1
3
-
C

0
0
1
C

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.5

.1
1

Ｂ
H

1
9
.6

.1
3

Ｂ
H

1
9
.6

.1
3

─ ─

Ｂ
─

地
震

前
測

定
実

績
な

し

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

地
震

前
測

定
実

績
な

し

電
動

機

電
動

機

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
（
Ａ

）
N

2
1
-
C

0
0
8
A

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
（
B

）
N

2
1
-
C

0
0
8
B

ク
ラ

ス
３

Ｂ

ク
ラ

ス
３

B

停
止

中
未

未

停
止

中
未

未
地

震
前

測
定

実
績

な
し

地
震

前
測

定
実

績
な

し
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添
付

資
料

速
度

速
度

(m
m

/
s)

(m
m

/
s)

測
定

値
測

定
値

測
定

値
管

理
値

（
Ｈ

ｚ
）

（
Ｈ

ｚ
）

機
器

名
称

部
位

測
定

日

地
震

後

測
定

日

地
震

後
至

近
（
H

2
2
.8

.2
4
ま

で
）

機
種

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

機
器

番
号

備
考

地
震

前

測
定

日

速
度

(m
m

/
s)

回
転

周
波

数
特

異
周

波
数

地
震

時
の

運
転

状
況

評
価

３
号

機
　

振
動

診
断

結
果

一
覧

表
（
電

動
機

）

電
動

機
反

駆
動

側
1
.0

1
2
.0

0
1
.2

3
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
駆

動
側

1
.1

9
2
.3

3
1
.2

9
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
反

駆
動

側
1
.5

0
1
.6

3
1
.7

7
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
駆

動
側

1
.4

1
1
.2

7
1
.7

7
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
反

プ
ー

リ
側

1
.1

4
1
.2

6
0
.8

2
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
プ

ー
リ

側
1
.5

2
1
.6

4
1
.1

5
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
反

プ
ー

リ
側

0
.8

6
0
.9

3
0
.8

4
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
プ

ー
リ

側
1
.3

7
1
.1

1
1
.1

6
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.4

2
0
.6

5
0
.3

7
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
駆

動
側

0
.7

5
0
.8

0
0
.5

6
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.5

1
0
.6

5
0
.5

3
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
駆

動
側

0
.5

4
0
.6

0
0
.5

5
4
.5

4
8
.7

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.9

8
0
.9

3
0
.8

8
7
.1

1
6
.3

無

電
動

機
駆

動
側

0
.8

2
0
.8

0
0
.9

1
7
.1

1
6
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.8

5
0
.9

3
1
.0

7
7
.1

1
6
.3

無

電
動

機
駆

動
側

0
.7

8
0
.8

3
0
.9

5
7
.1

1
6
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
3
.5

6
3
.1

5
3
.3

7
7
.1

1
6
.3

無

電
動

機
駆

動
側

1
.3

2
1
.2

6
1
.5

5
7
.1

1
6
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
1
.0

4
0
.9

5
1
.5

3
7
.1

1
6
.3

無

電
動

機
駆

動
側

0
.9

7
0
.9

3
0
.9

4
7
.1

1
6
.3

無

H
1
9
.9

.5

H
1
9
.9

.1
8

運
転

中

停
止

中

H
2
2
.7

.1
6

H
2
2
.5

.1
1

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.7

.1
3

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

ポ
ン

プ
（
Ｂ

）
G

4
1
-
C

0
0
1
B

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｂ

H
1
9
.6

.1
9

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

ポ
ン

プ
（
Ａ

）
G

4
1
-
C

0
0
1
A

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

計
装

用
圧

縮
空

気
系

空
気

圧
縮

機
（
Ａ

）
P

5
2
-
C

0
0
1
A

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｃ

H
1
9
.7

.4
運

転
中

H
1
9
.9

.6
H

2
2
.5

.2
1

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

計
装

用
圧

縮
空

気
系

空
気

圧
縮

機
（
Ｂ

）
P

5
2
-
C

0
0
1
B

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｃ

H
1
9
.6

.1
3

停
止

中
H

1
9
.1

2
.7

H
2
2
.8

.6

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
風

機
（
Ａ

）
T
2
2
-
C

0
0
1
A

電
動

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

H
1
9
.6

.6
停

止
中

H
1
9
.9

.2
1

H
2
2
.7

.2

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
風

機
（
Ｂ

）
T
2
2
-
C

0
0
1
B

電
動

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

H
1
9
.6

.6
停

止
中

H
1
9
.9

.2
1

H
2
2
.7

.2

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

Ｒ
／

B
送

風
機

（
Ａ

）
U

4
1
-
C

1
0
1
A

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｃ

H
1
9
.5

.1
1

運
転

中
H

2
0
.1

.9
H

2
2
.7

.7

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

Ｒ
／

B
送

風
機

（
B

）
U

4
1
-
C

1
0
1
B

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｃ

H
1
9
.6

.6
運

転
中

H
1
9
.1

0
.4

H
2
2
.7

.7

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

Ｒ
／

B
送

風
機

（
C

）
U

4
1
-
C

1
0
1
C

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｃ

H
1
9
.6

.6
停

止
中

H
1
9
.9

.5
H

2
2
.6

.8

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

Ｒ
／

B
送

風
機

（
D

）
U

4
1
-
C

1
0
1
D

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｃ

H
1
9
.6

.6
運

転
中

H
1
9
.9

.5
H

2
2
.1

.8

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）
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添
付

資
料

速
度

速
度

(m
m

/
s)

(m
m

/
s)

測
定

値
測

定
値

測
定

値
管

理
値

（
Ｈ

ｚ
）

（
Ｈ

ｚ
）

機
器

名
称

部
位

測
定

日

地
震

後

測
定

日

地
震

後
至

近
（
H

2
2
.8

.2
4
ま

で
）

機
種

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

機
器

番
号

備
考

地
震
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測
定

日

速
度

(m
m

/
s)

回
転

周
波

数
特

異
周

波
数

地
震

時
の

運
転

状
況

評
価

３
号

機
　

振
動

診
断

結
果

一
覧

表
（
電

動
機

）

電
動

機
反

駆
動

側
0
.6

8
0
.7

6
0
.6

4
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
駆

動
側

0
.8

7
0
.8

7
0
.7

2
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.7

8
0
.8

5
0
.9

9
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
駆

動
側

0
.9

7
0
.9

6
0
.8

4
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.5

4
0
.6

3
0
.7

2
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
駆

動
側

0
.5

7
0
.6

4
0
.7

5
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.8

1
0
.7

9
0
.9

9
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
駆

動
側

1
.1

5
1
.1

9
0
.9

4
4
.5

2
4
.5

無

電
動

機
反

駆
動

側
1
.3

7
1
.5

2
2
.4

1
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
駆

動
側

1
.2

9
1
.4

8
1
.8

9
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
1
.3

2
1
.2

5
1
.8

7
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
駆

動
側

1
.5

1
1
.4

7
1
.2

0
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
1
.9

1
1
.9

0
1
.9

0
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
駆

動
側

1
.3

2
1
.3

6
1
.2

5
7
.1

1
2
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
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8
0
.5

6
0
.6

7
1
1
.0

1
6
.3

無

電
動

機
駆

動
側

0
.7

6
0
.7

3
0
.6

7
1
1
.0

1
6
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.5

3
0
.7

9
0
.5

6
1
1
.0

1
6
.3

無

電
動

機
駆

動
側

0
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2
0
.7

0
0
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5
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1
.0

1
6
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無

電
動
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駆
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0
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機
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動
側
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0
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6
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無
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化
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る
変
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Ｔ
／

Ｂ
 送

風
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Ａ

）
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4
1
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C

2
0
1
A

電
動
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ス
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H
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2
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／
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 送

風
機

（
Ｂ

）
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4
1
-
C

2
0
1
B

電
動

機
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ラ
ス

３
Ｃ

H
1
9
.6

.2
7

運
転

中
H

1
9
.9

.6
H

2
2
.6

.9

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
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化

は
通

常
見
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る
変

化
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る
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／

Ｂ
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風
機

（
Ｃ

）
U

4
1
-
C

2
0
1
C

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｃ

H
1
9
.4

.2
3

運
転

中
H

1
9
.1

0
.9

H
2
2
.8

.6

正
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地

震
前

後
及
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至

近
の

振
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値
の
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Ｔ
／

Ｂ
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風
機

（
Ａ
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U

4
1
-
C

2
0
2
A

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｃ

H
1
9
.5

.1
4

運
転

中
H

1
9
.9

.6
H

2
2
.8

.3

正
常
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地
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後
及
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至

近
の

振
動

値
の
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化

は
通
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見

ら
れ

る
変

化
の

程
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で
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Ｔ
／

Ｂ
 排

風
機

（
Ｂ

）
U

4
1
-
C

2
0
2
B

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｃ

H
1
9
.7
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止
中
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1
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.1
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2
2
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近
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の
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は
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る
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る
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Ｔ
／

Ｂ
 排

風
機

（
Ｃ

）
U

4
1
-
C

2
0
2
C

電
動

機
ク

ラ
ス

３
Ｃ

H
1
9
.5

.1
1

運
転

中
H

1
9
.9

.6
H

2
2
.8

.2

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の
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化

は
通
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見

ら
れ

る
変

化
の

程
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で
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る
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覧

表
（
電

動
機

）

電
動

機
反

駆
動

側
0
.5

2
0
.5

4
0
.4

5
7
.1

1
6
.3

無

電
動

機
駆

動
側

0
.5

7
0
.5

8
0
.4

6
7
.1

1
6
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.4

4
0
.4

5
0
.3

7
7
.1

1
6
.3

無

電
動

機
駆

動
側

0
.4

4
0
.4

3
0
.4

3
7
.1

1
6
.3

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.4

1
0
.4

1
0
.3

3
7
.1

2
3
.7

無

電
動

機
駆

動
側

0
.4

5
0
.4

3
0
.3

4
7
.1

2
3
.7

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.4

3
0
.2

6
0
.2

3
7
.1

2
3
.7

無

電
動

機
駆

動
側

0
.2

7
0
.2

8
0
.2

8
7
.1

2
3
.7

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.3

4
0
.3

8
0
.3

0
7
.1

2
4
.2

無

電
動

機
駆

動
側

0
.3

3
0
.3

7
0
.3

1
7
.1

2
4
.2

無

電
動

機
反

駆
動

側
0
.3

3
0
.3

1
0
.5

1
7
.1

2
4
.2

無

電
動

機
駆

動
側

0
.3

0
0
.3

0
0
.4

9
7
.1

2
4
.2

無

中
央

制
御

室
送

風
機

（
Ａ

）
U

4
1
-
C

5
0
1
A

電
動

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

H
1
9
.6

.6
運

転
中

H
1
9
.9

.5
H

2
2
.1

.8

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

中
央

制
御

室
送

風
機

（
Ｂ

）
U

4
1
-
C

5
0
1
B

電
動

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

H
1
9
.5

.1
1

停
止

中
H

1
9
.1

0
.1

2
H

2
2
.8

.1
6

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

中
央

制
御

室
排

風
機

（
Ａ

）
U

4
1
-
C

5
0
2
A

電
動

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

H
1
9
.6

.6
運

転
中

H
1
9
.9

.5
H

2
2
.1

.8

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

中
央

制
御

室
排

風
機

（
Ｂ

）
U

4
1
-
C

5
0
2
B

電
動

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

H
1
9
.5

.1
1

停
止

中
H

1
9
.1

0
.1

2
H

2
2
.6

.8

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

中
央

制
御

室
再

循
環

送
風

機
（
Ａ

）
U

4
1
-
C

5
0
3
A

電
動

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

H
1
9
.6

.7
停

止
中

H
1
9
.9

.2
7

H
2
2
.8

.2

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）

中
央

制
御

室
再

循
環

送
風

機
（
Ｂ

）
U

4
1
-
C

5
0
3
B

電
動

機
ク

ラ
ス

１
Ａ

H
1
9
.6

.7
停

止
中

H
1
9
.9

.2
7

H
2
2
.8

.3

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ

る
）
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６）ファン 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

     点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 

 
（２） 点検結果および評価 

【基本点検】 

①目視点検 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される「ケーシング」、「軸受」、

「軸継手」等について目視点検を実施した。その結果、損傷がないことを確認

した。 

 

②作動試験 

作動試験として性能を確認する項目は、主に回転機能および気密性能があり、

これらのうち回転機能に異常のないこと確認するために、作動試験として振動

確認および温度確認並びに電流・絶縁抵抗確認を実施した。また、異音、異臭

についても確認をした。 

気密性能の確認として作動試験中にファンケーシング、軸封部、フレキシブ

ルダクト継手部等について漏えい確認を実施した。 

その結果、振動、温度、電流確認・絶縁抵抗、異音・異臭、漏えい確認につ

いて、下記の通り、異常は確認されなかった。 

 

○ 振動確認 

振動確認の振動値については、ファンの運転が安定した状態にて採取した。

その結果、いずれのファンも許容される振動値を十分下回っており、地震発

生以前に採取した５回分程度の振動値と比較しても顕著な振動上昇は確認さ

れなかった。 

また、回転機器の状態監視を目的として実施している振動診断において、

地震前後および至近の振動の傾向に大きな変化は見られず、振動速度値・振

動周波数に地震の影響と考えられる回転体のアンバランスや接触等の異常兆

候は確認されなかった（添付資料参照）。 

 

○ 温度確認 

主に軸受部について温度確認を実施し、一定の間隔で温度を採取すること

により上昇傾向を確認するとともに、温度がほぼ安定した状態での採取温度

を許容される温度と比較した。この結果、いずれのファンも許容される温度

を下回っており、また、地震発生以前に採取した５回分程度の記録と比較し

ても顕著な変化は確認されなかった。 
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    ○ 電流確認・絶縁抵抗 

電流値については、電動機の運転がほぼ安定した状態で採取した。いずれ

の電動機も定格電流値以下であり、また、地震発生以前に採取した電流値と

比較しても顕著な変化は確認されなかった。なお、作動試験前の絶縁抵抗測

定においても、異常は確認されなかった。 

       

    ○ 異音・異臭 

      主に軸受部近傍について聴診棒を用いた聴音確認ならびに異臭確認を実施

した結果、異常は確認されなかった。 

 

○ 漏えい確認 

 ファン運転状態にて、ケーシング、軸封部、フレキシブルダクト継手部等

について漏えい確認を実施し、漏えいのないことを確認した。 

 

【追加点検】 

①分解点検 

地震による影響が比較的大きいと考えられる、以下の機器について、予め

計画する追加点検設備として選定し、分解点検を実施した。 

・原子炉建屋における、非常用ガス処理系排風機（Ａ） 

・タービン建屋における、Ｔ／Ｂ送風機（Ｂ） 

・サービス建屋における、Ｓ／Ｂホットラボ送風機（Ｂ） 

その結果、異常は確認されなかった。 

 

 （３） 添付資料 

  ・３号機 振動診断結果一覧表（ファン） 
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定

基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動

値
(μ

m
P
-
P
)

判
定
基
準

(μ
m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

3
.0

(H
2
0
.8
.2
7
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

3
.0

(H
1
8
.3
.1
5
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

5
1
.0

(H
2
0
.8
.2
7
)

6
9
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

-
＊

-
＊

4
6
.0

(H
1
8
.3
.1
5
)

1
1
1
.5

(周
囲

温
度

＋
8
5
℃
以
下
)

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

3
.0

(H
2
0
.8
.2
7
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

3
.0

(H
1
9
.5
.1
0
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

5
0
.5

(H
2
0
.8
.2
7
)

6
9
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

-
＊

-
＊

4
0
.0

(H
1
9
.5
.1
0
)

5
9
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

6
.0

(H
2
0
.1
1
.4
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

1
0
.0

(H
1
9
.5
.2
2
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

3
3
.5

(H
2
0
.1
1
.4
)

6
0
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

-
＊

-
＊

4
0
.0

(H
1
9
.5
.2
2
)

6
3
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

2
4
.4

(H
2
0
.1
1
.4
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

8
.0

(H
1
8
.7
.1
2
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

3
6
.5

(H
2
0
.1
1
.4
)

6
1
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

-
＊

-
＊

3
5
.5

(H
1
8
.7
.1
2
)

6
2
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

7
.0

(H
2
0
.9
.2
5
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
.0

(H
2
0
.9
.2
5
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
.0

(H
1
9
.6
.4
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
.0

(H
1
9
.6
.4
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

2
9
.5

(H
2
0
.9
.2
5
)

6
2
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

3
7
.5

(H
2
0
.9
.2
5
)

6
2
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

4
1
.0

(H
1
9
.6
.4
)

6
4
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

4
1
.0

(H
1
9
.6
.4
)

6
4
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

4
.0

(H
2
0
.9
.2
5
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
.0

(H
2
0
.9
.2
5
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
.0

(H
1
9
.6
.1
3
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
.0

(H
1
9
.6
.1
3
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

2
9
.0

(H
2
0
.9
.2
5
)

6
3
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

4
1
.0

(H
2
0
.9
.2
5
)

6
3
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

3
8
.0

(H
1
9
.6
.1
3
)

6
3
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

4
1
.5

(H
1
9
.6
.1
3
)

6
3
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

1
1
.0

(H
2
0
.1
2
.4
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

1
5
.0

(H
1
3
.4
.1
2
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

5
3
.0

(H
2
0
.1
2
.4
)

1
0
8
.0

（
周
囲
温
度

＋
8
5
以
下
）

-
＊

-
＊

5
1
.0

(H
1
3
.4
.1
2
)

5
9
.5

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

9
.0

(H
2
0
.1
2
.1
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

1
2
.0

(H
1
4
.3
.8
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

4
3
.5

(H
2
0
.1
2
.1
)

1
0
4
.5

（
周
囲
温
度

＋
8
5
以
下
）

-
＊

-
＊

5
3
.0

(H
1
4
.3
.8
)

6
0
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

C
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

-
＊

1
-
＊

1
1
2
.0

(H
2
0
.9
.1
2
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

1
-
＊

1
9
.0

(H
1
2
.4
.1
3
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊
1

-
＊
1

6
0
.5

(H
2
0
.9
.1
2
)

1
0
7
.5

（
周
囲
温
度

＋
8
5
以
下
）

-
＊
1

-
＊
1

6
6
.5
*
2

(H
1
2
.4
.1
3
)

6
5
.0

（
周
囲
温
度

＋
4
0
以
下
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

5
.8

(H
2
2
.8
.3
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
.6

(H
2
2
.8
.3
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
.0

(H
1
3
.4
.2
6
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
.0

(H
1
3
.4
.2
6
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

5
1
.5

(H
2
2
.8
.3
)

6
7
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

5
6
.5
＊
１

(H
2
2
.8
.3
)

9
5
以
下
＊
１

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

5
4
.5

(H
1
3
.4
.2
6
)

6
2
.5

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

5
6
.5
*
1

(H
1
3
.4
.2
6
)

9
5
以
下
＊
１

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

1
9
.0

(H
2
1
.7
.9
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
.0

(H
2
1
.7
.9
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

2
1
.0

(H
1
8
.6
.1
6
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
.0

(H
1
8
.6
.1
6
)

5
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

4
4
.0

(H
2
1
.7
.9
)

7
2
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

5
1
.5
＊
１

(H
2
1
.7
.9
)

9
5
以
下
＊
１

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

6
0
.0

(H
1
8
.6
.1
6
)

6
3
.5

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

5
5
.0
*
1

(H
1
8
.6
.1
6
)

9
5
以
下
＊
１

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

C
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

1
1
.7

(H
2
2
.8
.2
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

9
.0

(H
2
2
.8
.2
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
7
.0

(H
1
9
.4
.2
7
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
.0

(H
1
9
.4
.2
7
)

5
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

4
3
.5

(H
2
2
.8
.2
)

6
7
.5

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

5
7
.5
＊
１

(H
2
2
.8
.2
)

9
5
以
下
＊
１

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

5
7
.0

(H
1
9
.4
.2
7
)

6
9
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

5
9
.0
*
1

(H
1
9
.4
.2
7
)

9
5
以
下
＊
１

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

1
3
.0

(H
2
0
.1
.2
5
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

1
4
.2

(H
1
8
.9
.2
0
)

5
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

4
7
.5

(H
2
0
.1
.2
5
)

9
7
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

-
＊

-
＊

5
5
.5

(H
1
8
.9
.2
0
)

1
1
0
.5

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

B
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

1
0
.0

(H
2
0
.2
.1
2
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

8
.3

(H
1
8
.9
.2
8
)

5
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

4
4
.5

(H
2
0
.2
.1
2
)

9
6
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

-
＊

-
＊

5
0
.5

(H
1
8
.9
.2
8
)

1
0
8
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

C
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

1
4
.0

(H
2
0
.1
.2
7
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

1
3
.0

(H
1
8
.1
0
.6
)

5
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

4
8
.0

(H
2
0
.1
.2
7
)

9
7
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

-
＊

-
＊

5
4
.0

(H
1
8
.1
0
.6
)

1
0
5
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

D
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

1
7
.0

(H
2
0
.1
0
.2
1
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

2
2
.0

(H
1
8
.1
0
.1
8
)

5
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

5
8
.0

(H
2
0
.1
0
.2
1
)

1
1
0
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

-
＊

-
＊

4
8
.5

(H
1
8
.1
0
.1
8
)

1
0
4
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

振
動

確
認

今
回

記
録

前
回

記
録

温
度
確
認

今
回
記
録

前
回
記
録

機
器
番
号

安
全

重
要

度
種
類

目
視

点
検

フ
ァ
ン

フ
ァ
ン

モ
ー
タ

モ
ー
タ

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分
（
２
）

機
器
名
称

設
備
点
検

基
本
点
検

耐
震

重
要

度
フ
ァ
ン

モ
ー
タ

Ｍ
／
Ｂ
送
風
機

フ
ァ
ン

モ
ー
タ

U
4
1
-

C
9
0
1

Ｒ
／

B
送

風
機

換
気

設
備

サ
ー
ビ
ス
建
屋
換
気
空

調
系

（
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
区

域
）

タ
ー
ビ
ン
建
屋
換
気
空
調

系 原
子

炉
建

屋
換
気
空
調

系

U
4
1
-

C
4
0
2

Ｔ
／

Ｂ
送

風
機

Ｔ
／

B
排

風
機

U
4
1
-

C
4
0
3

Ｓ
／

Ｂ
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
送

風
機

Ｓ
／
Ｂ
排
風
機

U
4
1
-

C
1
0
1

U
4
1
-

C
2
0
2

U
4
1
-

C
2
0
1

放
射

線
管

理
設

備
換

気
設

備
モ
ニ
タ
建
屋
換
気
空
調

系
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表
-
1
　
フ
ァ
ン
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

A
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

B
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

A
ク
ラ
ス
３

Ｃ

B
ク
ラ
ス
３

Ｃ

C
ク
ラ
ス
３

Ｃ

A
ク
ラ
ス
３

Ｃ

B
ク
ラ
ス
３

Ｃ

C
ク
ラ
ス
３

Ｃ

A
ク
ラ
ス
３

Ｃ

B
ク
ラ
ス
３

Ｃ

C
ク
ラ
ス
３

Ｃ

D
ク
ラ
ス
３

Ｃ

機
器
番
号

安
全

重
要

度
種
類

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分
（
２
）

機
器
名
称

耐
震

重
要

度

Ｍ
／
Ｂ
送
風
機

U
4
1
-

C
9
0
1

Ｒ
／

B
送

風
機

換
気

設
備

サ
ー
ビ
ス
建

屋
換
気
空

調
系

（
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
区

域
）

タ
ー
ビ
ン
建
屋
換
気
空
調

系 原
子

炉
建

屋
換
気
空
調

系

U
4
1
-

C
4
0
2

Ｔ
／

Ｂ
送

風
機

Ｔ
／

B
排

風
機

U
4
1
-

C
4
0
3

Ｓ
／

Ｂ
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
送

風
機

Ｓ
／
Ｂ
排
風
機

U
4
1
-

C
1
0
1

U
4
1
-

C
2
0
2

U
4
1
-

C
2
0
1

放
射

線
管

理
設

備
換

気
設

備
モ
ニ
タ
建
屋
換
気
空
調

系

今
回

記
録

前
回

記
録

判
定
基
準

電
流

（
Ａ
）

判
定

基
準

定
格

（
Ａ
）
以
下

電
流

（
Ａ
）

判
定

基
準

定
格

（
Ａ
）
以
下

絶
縁

抵
抗

値
（
Ｍ
Ω
）

絶
縁

抵
抗

値
（
Ｍ
Ω
）

判
定
基
準

（
Ｍ
Ω
）
以
上

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検

目
的

点
検
結
果

7
.8

(H
2
0
.8
.2
7
)

9
.4

(定
格

電
流

)
7
.8

(H
1
9
.1
0
.2
)

9
.4

(定
格

電
流

)
3
0

(H
2
0
.8
.2
7
)

1
0
0
0

(H
1
9
.1
0
.2
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

7
.6

(H
2
0
.8
.2
7
)

9
.4

(定
格

電
流

)
7
.7

(H
1
7
.2
.2
)

9
.4

(定
格

電
流

)
1
0
0

(H
2
0
.8
.2
7
)

1
0
0
0
＋

（
H
1
7
.2
.2
）

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

5
3
.6

（
H
2
0
.1
1
.4
）

6
2
.0

(定
格

電
流

)
5
3
.6

（
H
1
7
.1
.2
8
）

6
2
.0

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

（
H
2
0
.1
1
.4
）

1
0
0
0
＋

（
H
1
7
.1
.2
8
）

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

5
2
.3

(H
2
0
.1
1
.4
)

6
2
.0

(定
格

電
流

)
5
3
.3

(H
1
4
.9
.1
9
)

6
2
.0

(定
格

電
流

)
1
0
0
0
＋

（
H
2
0
.1
1
.4
）

1
0
0
0
＋

(H
1
4
.9
.1
9
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な
し

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

8
1
.3

（
H
2
0
.9
.2
5
）

9
4
.0

(定
格

電
流

)
8
1
.4

（
H
1
7
.1
.3
1
）

9
4
.0

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

（
H
2
0
.9
.2
5
）

1
0
0
0
＋

（
H
1
7
.1
.3
1
）

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

8
1
.7

（
H
2
0
.9
.2
5
）

9
4
.0

(定
格

電
流

)
8
2
.4

(H
1
9
.6
.1
3
)

9
4
.0

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

（
H
2
0
.9
.2
5
）

1
0
0
＋

(H
1
9
.6
.1
3
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

4
0
6

（
H
2
0
.1
2
.4
）

4
1
5

(定
格

電
流

)
4
0
5

（
H
1
3
.4
.1
2
）

4
1
5

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

（
H
2
0
.1
2
.2
）

1
0
0
0

（
H
1
9
.3
.1
9
）

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

3
9
8

（
H
2
2
.9
.8
）

4
1
5

(定
格

電
流

)
4
1
9

（
H
1
4
.3
.8
）

4
1
5

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

（
H
2
0
.1
1
.2
0
）

1
0
0
0
＋

（
H
7
.3
.8
）

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な
し

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

4
0
5

（
H
2
0
.9
.1
2
）

4
1
5

(定
格

電
流

)
4
0
3

（
H
1
2
.4
.1
3
）

4
1
5

(定
格

電
流

)
3
0
0

（
H
2
0
.9
.2
）

1
0
0
0

（
H
1
8
.6
.2
7
）

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
１
：
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の
た
め
対
象
外

3
9
.2

（
H
2
2
.8
.3
）

5
1
.0

(定
格

電
流

)
4
0
.4

（
H
1
3
.4
.2
6
）

5
1
.0

(定
格

電
流

)
2
0
0
0

（
H
2
2
.8
.3
）

2
0
0
0
＋

（
H
1
3
.3
.1
2
）

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
1
：
最

も
温

度
が

高
い
軸

受
部

に
つ
い
て
の

判
定

基
準

4
0
.8

（
H
2
1
.7
.9
）

5
1
.0

(定
格

電
流

)
4
0
.4

（
H
1
8
.6
.1
6
）

5
1
.0

(定
格

電
流

)
2
0
0
0

（
H
2
0
.1
1
.7
）

2
0
0
0
＋

（
H
1
3
.5
. 7
）

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
1
：
最

も
温

度
が

高
い
軸

受
部

に
つ
い
て
の

判
定

基
準

3
9
.6

（
H
2
2
.8
.2
）

5
1
.0

(定
格

電
流

)
4
5
.2

（
H
1
9
.4
.2
7
）

5
1
.0

(定
格

電
流

)
2
0
0
0

（
H
2
2
.8
.2
）

2
0
0
0

（
H
1
7
.5
.6
）

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
1
：
最

も
温

度
が

高
い
軸

受
部

に
つ
い
て
の

判
定

基
準

2
1
3

(H
2
2
.1
.2
5
)

2
5
5

(定
格

電
流

)
2
0
1

(H
1
8
.9
.2
0
)

2
5
5

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

(H
2
2
.1
.2
3
)

1
0
0
0

(H
1
6
.9
.2
1
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

2
1
0

(H
2
2
.2
.1
2
)

2
5
5

(定
格

電
流

)
2
0
3

(H
1
8
.9
.2
8
)

2
5
5

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

(H
2
2
.2
.1
0
)

1
0
0
0

(H
1
4
.1
1
.5
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

2
2
1

(H
2
2
.3
.1
0
)

2
5
5

(定
格

電
流

)
2
0
8

(H
1
8
.1
0
.6
)

2
5
5

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

(H
2
2
.2
.1
6
)

1
0
0
0

(H
1
4
.1
1
.2
2
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

2
0
2

(H
2
0
.1
0
.2
1
)

2
5
5

(定
格

電
流

)
2
0
1

(H
1
8
.1
0
.1
8
)

2
5
5

(定
格

電
流

)
5
0
0

(H
2
0
.9
.2
4
)

5
0
0

(H
1
6
.1
0
.6
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

電
動

機
絶

縁
抵

抗

判
定
結
果

電
流

確
認

追
加
点
検

設
備

点
検

分
解
点
検

前
回

記
録

所
見

異
音

確
認

異
臭

確
認

漏
え
い
確

認

基
本

点
検

今
回

記
録

73



表
-
1
　
フ
ァ
ン
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

点
検

結
果

振
動

値
(μ

m
P
-
P
)

判
定

基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動

値
(μ

m
P
-
P
)

判
定

基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動

値
(μ

m
P
-
P
)

判
定

基
準

(μ
m
P
-
P
)

振
動

値
(μ

m
P
-
P
)

判
定
基
準

(μ
m
P
-
P
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

温
度

(℃
)

判
定
基
準

(℃
)

振
動

確
認

今
回

記
録

前
回

記
録

温
度
確
認

今
回
記
録

前
回
記
録

機
器
番
号

安
全

重
要

度
種
類

目
視

点
検

フ
ァ
ン

フ
ァ
ン

モ
ー
タ

モ
ー
タ

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分
（
２
）

機
器
名
称

設
備
点
検

基
本
点
検

耐
震

重
要

度
フ
ァ
ン

モ
ー
タ

フ
ァ
ン

モ
ー
タ

A
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

8
.0

(H
2
0
.2
.1
5
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
.0

(H
2
0
.2
.1
5
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
.0

(H
1
8
.9
.2
0
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
.0

(H
1
8
.9
.2
0
)

5
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

5
3
.5

(H
2
0
.2
.1
5
)

6
1
.5

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

5
7
.0

(H
2
0
.2
.1
5
)

1
0
6
.5

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

3
7
.0

(H
1
8
.9
.2
0
)

7
1
.5

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

6
2
.0

(H
1
8
.9
.2
0
)

1
1
6
.5

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

B
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

8
.8

(H
2
0
.2
.1
2
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
.0

(H
2
0
.2
.1
2
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
.8

(H
1
8
.9
.2
8
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

6
.5

(H
1
8
.9
.2
8
)

5
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

4
7
.5

(H
2
0
.2
.1
2
)

6
1
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

5
9
.0

(H
2
0
.2
.1
2
)

1
0
6
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

3
5
.0

(H
1
8
.9
.2
8
)

6
6
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

6
6
.0

(H
1
8
.9
.2
8
)

1
1
1
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

C
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

9
.0

(H
2
0
.3
.1
0
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

4
.0

(H
2
0
.3
.1
0
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

9
.0

(H
1
8
.1
0
.6
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

5
.3

(H
1
8
.1
0
.6
)

5
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

3
1
.5

(H
2
0
.3
.1
0
)

6
4
.5

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

5
9
.0

(H
2
0
.3
.1
0
)

1
0
9
.5

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

3
2
.5

(H
1
8
.1
0
.6
)

6
8
.5

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

6
2
.5

(H
1
8
.1
0
.6
)

1
1
3
.5

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

D
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

9
.0

(H
2
0
.1
0
.2
1
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
.0

(H
2
0
.1
0
.2
1
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
.6

(H
1
8
.1
0
.1
8
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
9
.0

(H
1
8
.1
0
.1
8
)

5
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

4
4
.5

(H
2
0
.1
0
.2
1
)

6
5
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

6
4
.0

(H
2
0
.1
0
.2
1
)

1
1
0
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

3
4
.5

(H
1
8
.1
0
.1
8
)

6
6
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

6
3
.5

(H
1
8
.1
0
.1
8
)

1
1
1
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

パ
ー
ジ
用
排
風
機

U
4
1
-

C
1
0
4

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

7
.0

(H
2
0
.1
1
.1
9
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
.0

(H
2
0
.1
1
.1
9
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
2
.0

(H
1
8
.6
.9
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

9
.0

(H
1
8
.6
.9
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

4
1
.5

(H
2
0
.1
1
.1
9
)

6
2
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

4
3
.0

(H
2
0
.1
1
.1
9
)

1
0
7
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

4
6
.5

(H
1
8
.6
.9
)

6
3
.5

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

4
6
.0

(H
1
8
.6
.9
)

6
3
.5

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

A
ク
ラ
ス
１

Ａ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

1
2
.0

(H
2
0
.9
.1
2
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

1
2
.0

(H
1
8
.7
.4
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

4
3
.5

(H
2
0
.9
.1
2
)

1
1
2
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

-
＊

-
＊

4
7
.5

(H
1
8
.7
.4
)

6
7
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

B
ク
ラ
ス
１

Ａ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

1
0
.8

(H
2
0
.1
2
.2
4
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

7
.0

(H
1
8
.6
.7
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

4
2
.5

(H
2
0
.1
2
.2
4
)

1
0
3
.5

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

-
＊

-
＊

4
4
.5

(H
1
8
.6
.7
)

6
4
.5

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

A
ク
ラ
ス
１

Ａ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

8
.0

(H
2
0
.9
.1
2
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

9
.5

(H
1
8
.7
.4
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

3
7
.0

(H
2
0
.9
.1
2
)

1
1
2
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

-
＊

-
＊

3
6
.0

(H
1
8
.7
.4
)

6
7
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

B
ク
ラ
ス
１

Ａ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

6
.0

(H
2
0
.1
2
.2
4
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

6
.0

(H
1
8
.6
.7
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

2
7
.0

(H
2
0
.1
2
.2
4
)

1
0
3
.5

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

-
＊

-
＊

3
2
.5

(H
1
8
.6
.7
)

6
4
.5

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

A
ク
ラ
ス
１

Ａ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

6
.0

(H
2
0
.1
0
.2
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

6
.0

(H
1
8
.6
.3
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

3
2
.5

(H
2
0
.1
0
.2
)

1
0
7
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

-
＊

-
＊

3
0
.5

(H
1
8
.6
.3
)

6
4
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

B
ク
ラ
ス
１

Ａ

異
常

な
し

-
＊

-
＊

1
3
.4

(H
2
0
.1
0
.1
)

5
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）
-
＊

-
＊

6
.0

(H
1
8
.6
.3
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

-
＊

-
＊

3
2
.0

(H
2
0
.1
0
.1
)

1
0
7
.0

(周
囲

温
度

＋
8
5
以
下
)

-
＊

-
＊

3
2
.5

(H
1
8
.6
.3
)

6
4
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

A
ク
ラ
ス
１

Ａ

異
常

な
し

9
.0

(H
2
0
.1
0
.2
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
.0

(H
2
0
.1
0
.2
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

8
.0

(H
1
8
.6
.4
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

7
.0

(H
1
8
.6
.4
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

4
1
.5

(H
2
0
.1
0
.2
)

6
6
.5

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

4
0
.5

(H
2
0
.1
0
.2
)

6
6
.5

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

4
6
.0

(H
1
8
.6
.4
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

3
5
.5

(H
1
8
.6
.4
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

B
ク
ラ
ス
１

Ａ

異
常

な
し

7
.0

(H
2
0
.1
0
.2
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

1
0
.0

(H
2
0
.1
0
.2
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

9
.0

(H
1
8
.6
.4
)

3
0
以

下
（
実

績
か

ら
の

仕
様

）

9
.0

(H
1
8
.6
.4
)

3
0
以
下

（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

4
1
.0

(H
2
0
.1
0
.2
)

6
7
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

3
9
.5

(H
2
0
.1
0
.2
)

6
7
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

4
6
.0

(H
1
8
.6
.4
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

3
5
.5

(H
1
8
.6
.4
)

6
3
.0

(周
囲

温
度

＋
4
0
以
下
)

M
C
R
送
風
機

M
C
R
排
風
機

M
C
R
再
循
環
送
風
機

非
常

用
ガ
ス
処

理
系

排
風

機

Ｒ
／

B
排

風
機

T
2
2
-

C
0
0
1

U
4
1
-

C
5
0
3

U
4
1
-

C
5
0
2

U
4
1
-

C
5
0
1

U
4
1
-

C
1
0
2

原
子

炉
建

屋
換
気
空
調

系
放

射
線

管
理

設
備

中
央

制
御

室
換
気
空
調

系 非
常

用
ガ
ス
処

理
系
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表
-
1
　
フ
ァ
ン
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

機
器
番
号

安
全

重
要

度
種
類

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分
（
２
）

機
器
名
称

耐
震

重
要

度

A
ク
ラ
ス
３

Ｃ

B
ク
ラ
ス
３

Ｃ

C
ク
ラ
ス
３

Ｃ

D
ク
ラ
ス
３

Ｃ

パ
ー
ジ
用
排
風
機

U
4
1
-

C
1
0
4

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

A
ク
ラ
ス
１

Ａ

B
ク
ラ
ス
１

Ａ

A
ク
ラ
ス
１

Ａ

B
ク
ラ
ス
１

Ａ

A
ク
ラ
ス
１

Ａ

B
ク
ラ
ス
１

Ａ

A
ク
ラ
ス
１

Ａ

B
ク
ラ
ス
１

Ａ

M
C
R
送
風
機

M
C
R
排
風
機

M
C
R
再
循
環
送
風
機

非
常

用
ガ
ス
処

理
系

排
風

機

Ｒ
／

B
排

風
機

T
2
2
-

C
0
0
1

U
4
1
-

C
5
0
3

U
4
1
-

C
5
0
2

U
4
1
-

C
5
0
1

U
4
1
-

C
1
0
2

原
子

炉
建

屋
換
気
空
調

系
放

射
線

管
理

設
備

中
央

制
御

室
換
気
空
調

系 非
常

用
ガ
ス
処

理
系

今
回

記
録

前
回

記
録

判
定
基
準

電
流

（
Ａ
）

判
定

基
準

定
格

（
Ａ
）
以
下

電
流

（
Ａ
）

判
定

基
準

定
格

（
Ａ
）
以
下

絶
縁

抵
抗

値
（
Ｍ
Ω
）

絶
縁

抵
抗

値
（
Ｍ
Ω
）

判
定
基
準

（
Ｍ
Ω
）
以
上

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検

目
的

点
検
結
果

電
動

機
絶

縁
抵

抗

判
定
結
果

電
流

確
認

追
加
点
検

設
備

点
検

分
解
点
検

前
回

記
録

所
見

異
音

確
認

異
臭

確
認

漏
え
い
確
認

基
本

点
検

今
回

記
録

3
5
3

(H
2
2
.2
.1
5
)

4
1
0

(定
格

電
流

)
3
6
3

(H
1
8
.9
.2
0
)

4
1
0

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

(H
2
2
.1
.7
)

1
0
0
0

(H
1
4
.1
0
.8
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
6
8

(H
2
2
.2
.1
2
)

4
1
0

(定
格

電
流

)
3
5
7

(H
1
8
.9
.2
8
)

4
1
0

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

(H
2
2
.2
.1
0
)

1
0
0
0

(H
1
4
.1
1
.1
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
2
8

(H
2
2
.3
.1
0
)

4
1
0

(定
格

電
流

)
3
4
5

(H
1
8
.1
0
.6
)

4
1
0

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

(H
2
2
.2
.1
7
)

1
0
0
0

(H
1
6
.1
0
.2
0
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

3
7
1

(H
2
0
.1
0
.2
1
)

4
1
0

(定
格

電
流

)
3
6
5

(H
1
8
.1
0
.1
8
)

4
1
0
(定

格
電

流
)

1
0
0
0

(H
2
0
.9
.2
4
)

1
0
0
0

(H
1
6
.1
0
.6
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

1
4
2

(H
2
0
.1
1
.1
9
)

1
8
5

(定
格

電
流

)
1
4
7

(H
1
8
.6
.9
)

1
8
5

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

(H
2
0
.1
1
.1
9
)

1
0
0
0
＋

(H
1
3
.6
.2
9
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

1
1
9

(H
2
0
.9
.1
2
)

1
5
5

(定
格

電
流

)
1
1
8

(H
1
8
.7
.4
)

1
5
5

(定
格

電
流

)
4
0
0

(H
2
0
.9
.1
2
)

1
0
0
0
＋

(H
1
2
.1
.1
1
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

1
2
1

(H
2
0
.1
2
.2
4
)

1
5
5

(定
格

電
流

)
1
2
1

(H
1
8
.6
.7
)

1
5
5

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

(H
2
0
.1
1
.1
2
)

1
0
0
0
＋

(H
1
3
.5
.7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

2
.6

(H
2
0
.9
.1
2
)

3
.9

(定
格

電
流

)
2
.6

(H
1
8
.7
.4
)

3
.9

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

(H
2
0
.8
.2
7
)

1
0
0
0
＋

(H
1
3
.6
.1
1
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

2
.6

(H
2
0
.1
2
.2
4
)

3
.9

(定
格

電
流

)
2
.5

(H
1
8
.6
.7
)

3
.9

(定
格

電
流

)
1
0
0
0

(H
2
0
.1
1
.1
2
)

1
0
0
0
＋

(H
1
3
.5
.7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

1
3
.8
1

(H
2
0
.1
0
.2
)

1
9

(定
格

電
流

)
1
5
.0
0

(H
1
8
.6
.3
)

1
9

(定
格

電
流

)
7
0
0

(H
2
0
.9
.2
4
)

1
0
0
0
＋

(H
1
2
.1
.7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

1
3
.6
0

(H
2
0
.1
0
.1
)

1
9

(定
格

電
流

)
1
4
.2
0

(H
1
8
.6
.3
)

1
9

(定
格

電
流

)
5
0
0

(H
2
0
.9
.1
2
)

1
0
0
0
＋

(H
1
3
.5
.7
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

＊
フ
ァ
ン
側

の
振

動
・
温

度
に
つ
い
て
は

直
動

型
の

た
め
対
象
外

2
5
.5

(H
2
0
.1
0
.2
)

4
9

(定
格

電
流

)
2
5
.4

(H
1
8
.6
.4
)

4
9

(定
格

電
流

)
8
0
0

(H
2
0
.9
.1
8
)

1
0
0
0
＋

(H
1
2
.1
.6
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な
し

良

2
5
.6

(H
2
0
.1
0
.2
)

4
9

(定
格

電
流

)
2
5
.4

(H
1
8
.6
.4
)

4
9

(定
格

電
流

)
6
0
0

(H
2
0
.9
.1
8
)

1
0
0
0
＋

(H
1
2
.1
.1
8
)

5
（
実

績
か

ら
の

仕
様
）

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

○
：
予
め
計
画
す
る
追
加
点
検

△
：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
□
：
基
本
点
検
結
果
異
常
が
あ
り
実
施
す
る
追
加
点
検

補
足

：
振
動
・
温
度
は
各
部
温
度
が
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
で
の
値

75



添
付

資
料

測
定

値
測

定
値

測
定

値
管

理
値

（
Ｈ

Ｚ
）

（
Ｈ

Ｚ
）

排
風

機
Ｃ
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Ｂ
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Ｃ
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Ｒ
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８）空気圧縮機 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 
      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を  

表－１に示す。 

 
（２）点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を直接受け持つ「取付ボルト」について目視点検を実施した。

また「フレーム材」、「クーラー（取付管、取付ボルト）」等についても目視点

検を実施した。その結果、異常のないことを確認した。 

 
② 作動試験 

作動試験として性能を確認する項目は、主に運転機能および圧縮機能が 

あり、これらの機能を確認するため、作動試験として振動確認、温度確認  

および異音・異臭の有無確認を実施した。その結果、振動、温度、異音・    

異臭共に、異常は確認されなかった。 

 
○振動確認 

振動確認の振動値については、空気圧縮機の運転がほぼ安定した状態で 

採取した。その結果、許容される振動値を十分下回っており、地震発生以前

に採取した５回分の振動値と比較しても顕著な振動上昇は確認されなかった。 
また、回転機器の状態監視を目的として実施している振動診断において、

地震前後および至近の振動の傾向に大きな変化は見られず、振動速度値・振

動周波数に地震の影響と考えられる回転体の接触等の異常兆候は確認されな 

かった（添付資料参照）。 

 
○温度確認 

圧縮空気温度および軸受部温度を一定の間隔で採取し、上昇傾向を確認す

るとともに、温度がほぼ安定した状態での採取温度を許容される温度と比較 

した。その結果、採取した温度は許容される温度を下回っており、また、   

地震発生以前に採取した５回分の記録と比較しても顕著な変化は確認され 

なかった。 

 
○異音・異臭 

主にピストン、軸受部近傍について聴診棒を用いた聴音確認ならびに異臭

確認を実施した。その結果、異常は確認されなかった。 
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③ 漏えい確認 
空気圧縮機運転状態にて、流体保持機能（バウンダリ機能）を確認する  

ため漏えい確認を実施した。その結果、漏えいのないことを確認した。 

 
【追加点検】 
① 分解点検 

計装用圧縮空気系空気圧縮機（Ａ）を予め計画する追加点検として分解点検

を実施する設備として選定した。その結果、各部共に異常は確認されなかった。 

 
（３）添付資料 
 ・３号機 振動診断結果一覧表（空気圧縮機） 
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気
圧

縮
機

）

評
価

機
種

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

回
転

周
波

数
測

定
日
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９）弁 
 

（１） 点検対象設備点検結果一覧 
点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 

 

（２） 点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される、「駆動部」、「ヨーク」、「弁ふた」、「弁

箱」等について目視点検を実施した。その結果、異常のないことを確認した。 

 
② 作動試験 

「駆動部動作不良」「弁棒・グランドあるいは弁体・弁座間摩耗抵抗大」「弁座

シール性能低下」の確認として作動試験を行い、全開、全閉時間測定およびリミ

ットスイッチ開閉接点動作確認、電流、電圧測定等を実施した。その結果、異常

のないことを確認している。今後、継続して作動試験を実施する。 

 
③ 漏えい確認 

弁ふた、弁箱、グランド部等について、運転圧による漏えい確認を実施中であ

る。また、内包する流体が蒸気である等の理由により、運転圧による漏えい確認

が出来ない弁については、弁グランドおよびボンネットフランジボルトのトルク

確認を実施している。 
その結果、低圧炉心スプレイ系主要弁（Ｅ２１－ＭＯ－Ｆ００３）において、

シートパスを確認した。地震の影響を確認するため、追加点検を実施する。 
今後、その他の機器についても、漏えい確認を実施する。 

 
【追加点検】 
① 分解点検 

基本点検で異常が確認された、低圧炉心スプレイ系主要弁（Ｅ２１－ＭＯ－Ｆ

００３）の分解点検については、現在実施中である。 

 
予め計画する追加点検として、構造が特殊な主蒸気隔離弁の内（Ｂ２１－Ｆ００

２Ｂ）、外（Ｂ２１－Ｆ００３Ａ）弁各一台ずつ、主蒸気逃がし安全弁の全台につ

いて分解点検を実施し、弁体、弁棒、弁座等の浸透探傷試験および目視点検を実

施した。その結果、異常は確認されなかった。 

 
今後、一部の弁については予め計画する追加点検として、地震応答解析の結果か

ら選択し、分解点検を実施する予定である。     
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表
-
1
　
一

般
弁

・
手

動
弁

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え
い
確
認

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

目
的

点
検
結
果

計
測
制
御
系
統
設

備
計
装
用
圧
縮
空

気
系

計
装
用
圧
縮
空
気
系
空

気
貯
槽
安
全
弁

P
5
2
-
F
0
0
8

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

T
3
1
-
A
O
-

F
0
0
1

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

T
3
1
-
A
O
-

F
0
0
2

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

T
3
1
-
A
O
-

F
0
0
3

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

T
3
1
-
A
O
-

F
0
1
0

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

T
3
1
-
A
O
-

F
0
1
1

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

T
3
1
-
A
O
-

F
0
1
2

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

T
3
1
-
A
O
-

F
0
1
6

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

T
3
1
-
A
O
-

F
0
1
9

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

T
3
1
-
A
O
-

F
0
2
0

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

T
3
1
-
A
O
-

F
0
2
1

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

T
3
1
-
A
O
-

F
0
2
2

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

判
定
結
果

点
検

内
容

基
本

点
検

追
加
点
検

分
解
点
検

所
見

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

種
類

不
活

性
ガ
ス
系

主
要

弁

T
3
1
-
A
O
-

F
0
0
4

T
3
1
-
A
O
-

F
0
0
5

原
子
炉
格
納
施
設

○
：
予
め
計
画
す
る
追
加
点
検
、
△
：
地
震
応
答
解
析
で
評
価
基
準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検
、
□
：
基
本
点
検
結
果
異
常
が
あ
り
実
施
す
る
追
加
点

検
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表
-
1
　
一

般
弁

・
手

動
弁

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え
い
確
認

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

目
的

点
検
結
果

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

判
定
結
果

点
検

内
容

基
本

点
検

追
加
点
検

分
解
点
検

所
見

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

種
類

原
子
炉
格
納
施
設

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

N
3
6
-
F
0
2
2

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

N
3
6
-
F
0
2
3

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

起
動
用
グ
ラ
ン
ド
蒸
気
減

圧
弁

N
3
3
-
F
0
0
6

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
実

施
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

C
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
実

施
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
実

施
）

蒸
気

タ
ー
ビ
ン

蒸
気

タ
ー
ビ
ン
に

附
属

す
る
管

N
3
3
-
F
0
0
2

N
3
3
-
F
0
1
1

N
3
6
-
F
0
1
0

グ
ラ
ン
ド
蒸
気
蒸
化
器
加

熱
蒸
気
減
圧
弁

グ
ラ
ン
ド
蒸
気
減
圧
弁

グ
ラ
ン
ド
蒸
気
蒸
化
器
加

熱
蒸
気
安
全
弁

グ
ラ
ン
ド
蒸
気
管
安
全
弁

主
要
弁

可
燃

性
ガ
ス
濃
度

制
御
系

T
4
9
-
M
O
-

F
0
0
8

T
4
9
-
M
O
-

F
0
0
1

T
4
9
-
M
O
-

F
0
0
3

T
4
9
-
M
O
-

F
0
0
7

○
：
予
め
計
画
す
る
追
加
点
検
、
△
：
地
震
応
答
解
析
で
評
価
基
準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検
、
□
：
基
本
点
検
結
果
異
常
が
あ
り
実
施
す
る
追
加
点

検
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表
-
1
　
一

般
弁

・
手

動
弁

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え
い
確
認

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

目
的

点
検
結
果

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

判
定
結
果

点
検

内
容

基
本

点
検

追
加
点
検

分
解
点
検

所
見

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

種
類

所
内
蒸
気
系
タ
ー
ビ
ン

建
屋
入
口
減
圧
弁

P
6
1
-
F
2
0
1

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－

（
漏
え
い
確
認
は
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
実

施
）

所
内
蒸
気
系
タ
ー
ビ
ン

建
屋
入
口
安
全
弁

P
6
1
-
F
2
1
4

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－

（
漏
え
い
確
認
は
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
実

施
）

所
内
蒸
気
系
原
子
炉
建

屋
入
口
減
圧
弁

P
6
1
-
P
C
V
-

F
0
5
1

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

所
内
温
水
系
ﾊ
ﾞｯ
ｸ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ

熱
交
換
器
入
口
減
圧
弁

P
6
1
-
P
C
V
-

F
0
6
9

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

所
内
蒸
気
系
原
子
炉
建

屋
入
口
安
全
弁

P
6
1
-
F
0
5
4

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

補
助

ボ
イ
ラ
ー

補
助

ボ
イ
ラ
ー
に

附
属

す
る
管

安
全
弁

濃
縮
装
置
加
熱
器
入
口

安
全
弁

K
1
3
-
F
3
1
6

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

補
助

ボ
イ
ラ
ー

補
助

ボ
イ
ラ
ー
に

附
属

す
る
管

減
圧
装
置

濃
縮
装
置
加
熱
器
入
口

減
圧
弁

K
1
3
-
F
3
1
1

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

補
助

ボ
イ
ラ
ー

補
助

ボ
イ
ラ
ー
に

附
属

す
る
管

補
助

ボ
イ
ラ
ー
に

附
属

す
る
設

備
の

減
圧
装
置
及
び

安
全
弁

○
：
予
め
計
画
す
る
追
加
点
検
、
△
：
地
震
応
答
解
析
で
評
価
基
準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検
、
□
：
基
本
点
検
結
果
異
常
が
あ
り
実
施
す
る
追
加
点

検
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-
1
　
一

般
弁

・
手

動
弁

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え
い
確
認

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

目
的

点
検
結
果

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

判
定
結
果

点
検

内
容

基
本

点
検

追
加
点
検

分
解
点
検

所
見

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

種
類 A

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実

施
）

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実

施
）

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実

施
）

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

E
1
1
-
M
O
-

F
0
1
2

E
1
1
-
M
O
-

F
0
2
1

E
1
1
-
M
O
-

F
0
2
8

E
1
1
-
M
O
-

F
0
2
4

E
1
1
-
M
O
-

F
0
1
3

E
1
1
-
M
O
-

F
0
2
5

E
1
1
-
M
O
-

F
0
0
4

E
1
1
-
N
O
-

F
0
0
7

E
1
1
-
M
O
-

F
0
0
1

E
1
1
-
M
O
-

F
0
0
6

主
要
弁

E
1
1
-
N
O
-

F
0
2
9

原
子
炉
冷
却
系
統

設
備

残
留
熱
除
去
系

○
：
予
め
計
画
す
る
追
加
点
検
、
△
：
地
震
応
答
解
析
で
評
価
基
準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検
、
□
：
基
本
点
検
結
果
異
常
が
あ
り
実
施
す
る
追
加
点

検
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表
-
1
　
一

般
弁

・
手

動
弁

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え
い
確
認

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

目
的

点
検
結
果

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

判
定
結
果

点
検

内
容

基
本

点
検

追
加
点
検

分
解
点
検

所
見

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

種
類 A

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
未

－
－

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
未

－
－

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

E
5
1
-
M
O
-

F
0
0
4

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

E
5
1
-
A
O
-

F
0
0
5

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

E
5
1
-
N
O
-

F
0
0
6

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

未
未

－
－

（
作
動
試
験
・
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器

リ
ー
ク
試
験
時
に
実
施
）

E
5
1
-
M
O
-

F
0
0
7

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

E
5
1
-
M
O
-

F
0
0
8

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

E
5
1
-
M
O
-

F
0
0
9

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

E
5
1
-
M
O
-

F
0
1
1

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

E
5
1
-
M
O
-

F
0
1
2

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

未
異

常
な
し

－
－

（
作
動
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験
直
前
に

実
施
）

原
子
炉
隔
離
時

冷
却
系

復
水
給
水
系

主
要
弁

主
要
弁

主
要
弁

B
2
1
-
A
O
-

F
0
5
1

B
3
1
-
M
O
-

F
0
0
2

B
2
1
-
F
0
5
2

B
3
1
-
M
O
-

F
0
0
1

原
子
炉
冷
却
系
統

設
備

原
子
炉
冷
却
材

再
循
環
系

○
：
予
め
計
画
す
る
追
加
点
検
、
△
：
地
震
応
答
解
析
で
評
価
基
準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検
、
□
：
基
本
点
検
結
果
異
常
が
あ
り
実
施
す
る
追
加
点

検
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表
-
1
　
一

般
弁

・
手

動
弁

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え
い
確
認

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

目
的

点
検
結
果

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

判
定
結
果

点
検

内
容

基
本

点
検

追
加
点
検

分
解
点
検

所
見

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

種
類

G
3
1
-
M
O
-

F
0
0
3

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

G
3
1
-
M
O
-

F
0
0
4

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

E
2
2
-
M
O
-

F
0
0
3

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

E
2
2
-
N
O
-

F
0
0
4

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

E
2
2
-
M
O
-

F
0
0
6

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

E
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

F
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

G
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

H
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

J
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

K
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

L
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

M
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

N
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

P
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

Q
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

主
要
弁

主
要
弁

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

主
蒸
気
系

原
子
炉
冷
却
系
統

設
備

原
子
炉
冷
却
材

浄
化
系

B
2
1
-
N
O
-

F
0
0
1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ

イ
系

○
：
予
め
計
画
す
る
追
加
点
検
、
△
：
地
震
応
答
解
析
で
評
価
基
準
を
満
足
し
な
い
た
め
実
施
す
る
追
加
点
検
、
□
：
基
本
点
検
結
果
異
常
が
あ
り
実
施
す
る
追
加
点

検

87



表
-
1
　
一

般
弁

・
手

動
弁

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え
い
確
認

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

目
的

点
検
結
果

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

判
定
結
果

点
検

内
容

基
本

点
検

追
加
点
検

分
解
点
検

所
見

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

種
類 A

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
－

－
（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

未
○

異
常
な
し

（
漏
え
い
確
認
は
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
試
験

時
に
実
施
）

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
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追
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１１）非常用ディーゼル発電機 

 

（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 

 

（２） 点検結果および評価 

【基本点検】 

①目視点検 

    a.機関本体 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される「軸受」、「基礎ボルト」

等の目視点検を行った。その結果、異常のないことを確認した。 

 

b.出力制御系 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される調速装置等の取付ボル

トについて目視点検を行うとともに、制御油の漏えいの有無を確認した。そ

の結果、異常のないことを確認した。 

 

c.始動空気系 

  地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される過給器取付ボルト、空

気だめの支持脚、配管の目視点検を行った。また、空気圧縮機の支持脚、排

気管、空気だめ安全弁等についても目視点検を行った。その結果、異常のな

いことを確認した。 

  

d.燃料油系 

  地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される燃料噴射ポンプ等の取

付ボルト、燃料ディタンクの支持脚の目視点検を行った。その結果、損傷の

ないことを確認した。 

 

    e.冷却水系 

  地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される機関付清水ポンプの取

付ボルト、配管等について目視点検を行った。その結果、損傷および冷却水

の漏えい等の異常がないことを確認した。 

 

f.潤滑油系 
地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される機関付潤滑油ポンプの

取付ボルト、配管等について目視点検を行った。その結果、損傷および潤滑

油の漏えい等の異常がないことを確認した。 
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g.発電機本体 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される軸受、本体フレーム等の

目視点検を実施した。 

その結果、基本点検（目視点検）において、巻線温度端子箱用フレキシブル

コネクタ（電線管側）の 2個にひび割れ、破損を確認した。 

地震時には当該フレキシブルコネクタの周りに接触するような物がなかっ

たこと、フレキシブルチューブには損傷がなかったこと、巻線温度指示に異常

がなかったことから、点検以前に地震以外の偶発的な要因により当該コネクタ

に何らかの物品が接触したために発生したものであり、地震の影響ではないと

判断し、追加点検は不要とした。 

 

②作動試験 

作動試験として性能を確認する項目は、主に機関回転数、発電機出力等の主要

パラメータであり、機関の運転状態が発電機出力に影響を与えることなく運転が

継続可能なことを確認するため、起動時の始動性、出力制御性、機関運転中の運

転パラメータについて地震発生以前に採取されている値と比較した。その結果、

顕著な変化は確認されなかった。 

空気だめ安全弁については、外観目視点検と吹き出し調整ねじロック用ナット

の緩み確認を実施した。その結果、異常のないことを確認した。 

空気圧縮機については、作動試験として、運転状態よりピストンリング割れ、

ピストンリング焼付、油膜切れ、焼付などが無いか確認した。その結果、異常の

無いことを確認した。併せて振動測定を行い、その結果、顕著な変化のないこと

を確認した。 

 

○性能確認 

  始動空気系、出力制御系、燃料油系の機器が正常に作動することを確認する

ため、機関について所定の時間内に起動するか、起動後の機関回転数について

所定の回転数で安定した発電機定格出力であるかを確認した。その結果、運転

に異常が無いことを確認した。 

 

○温度確認 

  主に冷却水、潤滑油の温度を発電機定格出力運転状態において確認した。そ

の結果、いずれも許容される温度以内であり地震発生以前に採取された値と比

較しても顕著な変化は確認されなかった。 

 

○振動確認 

  主に機関周りの振動測定を行い、地震発生以前に採取されている値と比較し

た。その結果、顕著な変化は確認されなかった。 
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③漏えい確認 

予め計画する追加点検（分解点検）後に、漏えい確認を実施した。その結

果、№9始動弁にシートリークを確認した。分解点検時に各部に変形がないこ

と、弁ケースと弁棒とのシート面に当たりのあることを確認していることか

ら、弁組み込み時の締め付け等によりシート面の当たりが変化したものあり、

地震の影響では無いと判断し、追加点検は不要とした。 

 

また、バウンダリ機能を確認するため、ディーゼル機関に対して機関運転

状態で外部漏えい確認を実施した。その結果、機関および冷却水系、潤滑油

系、燃料油系については漏えいのないことを確認した。 

 

   【追加点検】 

① 分解点検 

      予め計画する追加点検の対象として、機能上影響のない微細なきず等につ

いても念のため把握するとの観点から、高圧炉心スプレイ系ディーゼル機関

を選定し、分解を行い、目視点検と非破壊試験により、ピストンメタル、シ

リンダー、軸受、クランク軸等について、異常の有無について確認した。 

発電機については、非常用ディーゼル発電機（Ｂ）を予め計画する追加点

検の対象として選定し、分解点検を行い、固定子、回転子、軸、軸受等の各

部について目視点検、軸受については非破壊試験（浸透探傷試験）を実施し

た。その結果、下記の事象を確認した。 

 

№8 燃料弁のニードル弁先端に折損を確認した。破面観察の結果、微細な

傷を起点にした運転に伴う疲労により、折損に至ったと推定されることから

地震の影響ではないと判断した。予備品の燃料弁と交換を行い、無負荷運転

時に異常のないことを確認した。 

 

空気圧縮機（Ｈ－２）にて、摩耗による 3 段ピストン連接棒ピン軸受けの

転動体（ベアリングローラー）に脱落を確認した。 

空気圧縮機の運転に伴い、ベアリングローラーのベアリングとの嵌め合い

部（ベアリングローラー端部）が摩耗し脱落したものであり、摩耗以外の変

形が確認されなかったことから地震の影響によるものではないと判断した。 

当該ピストン連接棒ピン軸受けの交換を実施し、圧縮機試運転において異

常のないことを確認した。 

 

その他の機器について、異常は確認されなかった。 
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Ａ
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異
常
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＊
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検
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№
9
始
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ー
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点

検
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等
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が
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検
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損
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損
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Ａ
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Ａ
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Ａ
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追
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嵌
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摩
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落
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－
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Ａ
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－
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－
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Ａ
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Ａ
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Ａ
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－
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Ａ
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－
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Ａ
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表-1　非常用ディーゼル発電設備　設備点検結果一覧

R44-C001

今回
(H21.1.15)

前回
(H18.6.15)

－ 50 50
－ 1000 1000
－ 3600 3600

Ｎｏ．１シリンダ 11.5 11.5
Ｎｏ．２シリンダ 11.7 11.5
Ｎｏ．３シリンダ 11.8 11.0
Ｎｏ．４シリンダ 11.5 11.0
Ｎｏ．５シリンダ 11.6 11.2
Ｎｏ．６シリンダ 11.9 11.2
Ｎｏ．７シリンダ 11.8 11.2
Ｎｏ．８シリンダ 11.8 11.2
Ｎｏ．９シリンダ 11.5 11.0
Ｎｏ．１０シリンダ 11.8 11.8
Ｎｏ．１１シリンダ 11.8 11.2
Ｎｏ．１２シリンダ 12.0 11.2
Ｎｏ．１３シリンダ 11.8 11.2
Ｎｏ．１４シリンダ 11.8 11.0
Ｎｏ．１５シリンダ 11.8 11.5
Ｎｏ．１６シリンダ 11.8 11.2
Ｎｏ．１７シリンダ 11.6 11.0
Ｎｏ．１８シリンダ 11.8 11.0
Ｎｏ．１シリンダ 350 375
Ｎｏ．２シリンダ 345 375
Ｎｏ．３シリンダ 330 355
Ｎｏ．４シリンダ 320 350
Ｎｏ．５シリンダ 340 375
Ｎｏ．６シリンダ 325 365
Ｎｏ．７シリンダ 320 355
Ｎｏ．８シリンダ 345 375
Ｎｏ．９シリンダ 320 350
Ｎｏ．１０シリンダ 340 370
Ｎｏ．１１シリンダ 325 360
Ｎｏ．１２シリンダ 330 355
Ｎｏ．１３シリンダ 340 365
Ｎｏ．１４シリンダ 340 365
Ｎｏ．１５シリンダ 330 360
Ｎｏ．１６シリンダ 320 350
Ｎｏ．１７シリンダ 345 375
Ｎｏ．１８シリンダ 340 355
圧力 － 0.41 0.41
温度（機関入口） 73.0 74.0
温度（シリンダ出口） 75.0 77.0
温度(クーラー入口） 74.0 76.0
温度（クーラー出口） 40.0 52.0

設備区分（２） 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備

機器名称 ディーゼル機関　

機器番号 R44-C001

項　　　　　　　　　　　　　目 判定基準

非常用ディーゼル
発電機

発電機周波数（Hz）
機関回転数(rpm)
発電機出力(kW)

シ
リ
ン
ダ
内
最
高
圧
力

13.7ＭＰａ以下
(メーカー仕様)

排
気
温
度

520℃以下
(メーカー仕様)

一
次

冷
却
水

90℃未満
(メーカー仕様)
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表-1　非常用ディーゼル発電設備　設備点検結果一覧

R44-C001

今回
(H21.1.15)

前回
(H18.6.15)

設備区分（２） 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備

機器名称 ディーゼル機関　

機器番号 R44-C001

項　　　　　　　　　　　　　目 判定基準

非常用ディーゼル
発電機

温度（総入口） － 12.0 22.0
温度（総出口） － 18.0 31.0
圧力(ポンプ出口） － 0.64 0.64

圧力（主軸受）
0.540～0.637MPa
(メーカー仕様)

0.56 0.56

温度(機関入口）
83℃未満

(メーカー仕様)
62.0 66.0

温度（機関出口） － 72.0 71.0
温度(クーラー入口） － 72.0 74.0
温度(クーラー出口） － 52.0 54.0
燃料油圧力 － 0.075 0.080
燃料油温度 － 16.0 31.0
吸気圧力 － 0.16 0.15
排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口操縦側 430 470
排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口操縦側 415 460
排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口操縦側 415 460
排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口ＧＥＮ側 435 475
排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口ＧＥＮ側 420 465
排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口ＧＥＮ側 430 475
排気ガス温度Ｔ．Ｂ出口操縦側 －　※１ 335
排気ガス温度Ｔ．Ｂ出口ＧＥＮ側 305 340
空気温度ブロア入口操縦側 12.0 30.0
空気温度ブロア入口ＧＥＮ側 12.0 30.0
空気温度ＡＣ入口操縦側 117.0 123.0
空気温度ＡＣ入口ＧＥＮ側 115.0 124.0
空気温度ＡＣ出口 27.0 44.0
冷却水温度ＡＣ入口 12.0 22.0
冷却水温度ＡＣ出口 18.0 32.0
過給器架台部　振動 500(μｍP-P） 78.0 87.0

機関架台部
50(μｍP-P）
(メーカー仕様)

19.0 12.5

13秒以内
(メーカー仕様)

10.48 9.94

113～115%
(メーカー仕様)

114.5 114.6

109.5% 以内
(メーカー仕様)

106.3 105.6

－ 異常なし 異常なし
－ 異常なし 異常なし
－ 異常なし 異常なし

良 良

※１：排ガス出口温度は未測定であるが、いずれの入口温度側も出口側判定基準値（450℃以下）を下廻って

　　　おり、出口側温度は入口温度以下となることから、判定を異常なしとした。

二
次

冷
却

水

潤
滑
油

燃
料

650℃以下
(メーカー仕様)

450℃以下
(メーカー仕様)

－

振
動

過
給
器

判定結果

異　　　臭
漏　え　い

始動時間（電圧確立）

過速度停止（機械式）

オーバーシュート量
異　　　音
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表-1　非常用ディーゼル発電設備　設備点検結果一覧

R43-C001

今回
(H20.12.4)

前回
(H18.6.27)

今回
(H20.12.4)

前回
(H18.6.7)

－ 50 50 50 50
－ 500 500 500 500
－ 6600 6600 6600 6600

Ｎｏ．１シリンダ 8.6 8.0 8.7 8.5
Ｎｏ．２シリンダ 8.8 8.3 8.5 8.2
Ｎｏ．３シリンダ 8.9 8.3 9.0 8.5
Ｎｏ．４シリンダ 8.9 8.5 8.8 8.5
Ｎｏ．５シリンダ 8.7 8.5 8.5 8.2
Ｎｏ．６シリンダ 8.7 8.1 8.3 8.2
Ｎｏ．７シリンダ 8.7 8.0 8.5 8.2
Ｎｏ．８シリンダ 8.7 8.0 8.4 8.2
Ｎｏ．９シリンダ 8.4 8.0 8.7 8.5
Ｎｏ．１０シリンダ 8.8 8.3 9.0 8.8
Ｎｏ．１１シリンダ 8.5 8.3 8.6 8.5
Ｎｏ．１２シリンダ 8.7 8.0 8.9 8.5
Ｎｏ．１３シリンダ 8.4 8.3 9.0 8.6
Ｎｏ．１４シリンダ 8.4 8.3 8.9 8.5
Ｎｏ．１５シリンダ 8.6 8.3 9.0 8.2
Ｎｏ．１６シリンダ 8.8 8.1 8.7 8.2
Ｎｏ．１７シリンダ 8.4 7.8 8.6 8.2
Ｎｏ．１８シリンダ 8.2 8.3 8.7 8.5
Ｎｏ．１シリンダ 425 390 425 430
Ｎｏ．２シリンダ 420 410 400 410
Ｎｏ．３シリンダ 430 420 435 440
Ｎｏ．４シリンダ 420 410 410 420
Ｎｏ．５シリンダ 440 445 430 440
Ｎｏ．６シリンダ 440 430 420 430
Ｎｏ．７シリンダ 415 410 385 390
Ｎｏ．８シリンダ 405 400 390 400
Ｎｏ．９シリンダ 425 415 420 425
Ｎｏ．１０シリンダ 430 435 430 425
Ｎｏ．１１シリンダ 425 420 390 405
Ｎｏ．１２シリンダ 435 430 430 440
Ｎｏ．１３シリンダ 425 415 410 415
Ｎｏ．１４シリンダ 460 445 445 450
Ｎｏ．１５シリンダ 460 450 445 460
Ｎｏ．１６シリンダ 425 420 395 395
Ｎｏ．１７シリンダ 430 425 420 420
Ｎｏ．１８シリンダ 440 435 420 430
圧力 － 0.32 0.33 0.34 0.34
温度（機関入口） 56.0 56.0 57.0 57.0
温度（シリンダ出口） 63.0 62.0 63.0 63.0
温度(クーラー入口） 64.0 61.0 62.0 61.0
温度（クーラー出口） 36.0 31.0 32.0 29.0
温度（総入口） － 28.0 22.0 24.0 21.0
温度（総出口） － 34.0 28.0 30.0 26.0
圧力(ポンプ出口） － 0.63 0.64 0.61 0.60

圧力（主軸受）
0.49～0.59MPa
(メーカー仕様) 0.57 0.57 0.53 0.54

温度(機関入口）
65℃未満

(メーカー仕様) 55.0 54.0 54.0 54.0

温度（機関出口） － 63.5 63.0 63.0 63.0
温度(クーラー入口） － 64.0 62.0 60.0 61.0
温度(クーラー出口） － 46.0 44.0 46.0 44.0

設備区分（２） 非常用ディーゼル発電設備
機器名称 ディーゼル機関　
機器番号 R43-C001Ａ R43-C001Ｂ

項　　　　　　　　　　　　　目 判定基準

非常用ディーゼル
発電機　　Ａ

非常用ディーゼル
発電機　　Ｂ

発電機周波数（Hz）
機関回転数(rpm)
発電機出力(kW)

シ
リ
ン
ダ
内
最
高
圧
力

9.3ＭＰａ以下
(メーカー仕様)

排
気
温
度

500℃以下
(メーカー仕様)

一
次

冷
却
水

75℃未満
(メーカー仕様)

二
次

冷
却

水

潤
滑
油
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表-1　非常用ディーゼル発電設備　設備点検結果一覧

R43-C001

今回
(H20.12.4)

前回
(H18.6.27)

今回
(H20.12.4)

前回
(H18.6.7)

設備区分（２） 非常用ディーゼル発電設備
機器名称 ディーゼル機関　
機器番号 R43-C001Ａ R43-C001Ｂ

項　　　　　　　　　　　　　目 判定基準

非常用ディーゼル
発電機　　Ａ

非常用ディーゼル
発電機　　Ｂ

燃料油圧力 － 0.075 0.075 0.076 0.080

燃料油温度 － 31.0 28.0 21.5 26.0

動弁注油圧力 － 0.12 0.120 0.125 0.120

吸気圧力Ｌ側 － 0.120 0.120 0.12 0.13

吸気圧力Ｒ側 － 0.125 0.130 0.13 0.12

排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口Ｌ側 550 540 540.0 555

排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口Ｌ側 530 525 505.0 520

排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口Ｌ側 545 545 520.0 535

排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口Ｒ側 540 540 530.0 540

排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口Ｒ側 530 525 510.0 520

排気ガス温度Ｔ．Ｂ入口Ｒ側 540 535 530.0 540

排気ガス温度Ｔ．Ｂ出口Ｌ側 425 420 420.0 430

排気ガス温度Ｔ．Ｂ出口Ｒ側 415 410 405.0 410

空気温度ブロア入口Ｌ側 31.0 30.0 23.0 27.0

空気温度ブロア入口Ｒ側 32.0 28.0 22.0 26.0

空気温度ＡＣ入口Ｌ側 103.0 113.0 108.0 84.0

空気温度ＡＣ入口Ｒ側 104.0 102.0 111.0 83.0

空気温度ＡＣ出口Ｌ側 36.0 31.0 33.0 30.0

空気温度ＡＣ出口Ｒ側 39.0 31.0 29.0 29.0

冷却水温度ＡＣ入口Ｌ側 28.0 22.0 30.0 21.0

冷却水温度ＡＣ入口Ｒ側 28.0 22.0 30.0 21.0

冷却水温度ＡＣ出口Ｌ側 32.0 24.0 27.0 22.5

冷却水温度ＡＣ出口Ｒ側 32.0 24.0 25.5 22.0

過給器架台部　振動 500(μｍP-P） 105.0 108.0 116.0 95.0

機関架台部
50(μｍP-P）
(メーカー仕様)

14.0 18.5 16.0 10.5

10秒以内
(メーカー仕様)

6.73 6.88 6.68 6.63

113～115%
(メーカー仕様)

114.8 115.0 114.5 114.8

109.5% 以内
(メーカー仕様)

106.8 106.8 106.0 106.0

－ 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
－ 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
－ 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

良 良 良 良

燃
料

過
給
器

650℃以下
(メーカー仕様)

520℃以下
(メーカー仕様)

－

振
動

判定結果

異　　　臭
漏　え　い

始動時間（電圧確立）

過速度停止（機械式）

オーバーシュート量
異　　　音
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常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電

設
備

空
気
圧
縮
機

機
器

名
称
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備
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）
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１２）制御棒 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を 
表－１に示す。 

 
（２） 点検結果および評価 

【基本点検】 
① 炉内配置点検 

制御棒の変形・損傷により制御棒の挿入状態に異常が生じていないことを

確認するため、炉内配置点検にて制御棒が全挿入状態になっていることを炉

心上部より全数確認した結果、制御棒の挿入状況に異常は確認されなかった。 

 
② 目視点検 
制御棒自体の変位過大や炉内構造物との衝突により制御棒の変形・損傷が

生じていないことを、外観目視点検により制御棒全体に対して確認した結果、

変形・損傷等の異常は確認されなかった。 
 

③ 作動試験 
制御棒の変形・損傷により制御棒の挿入性に異常が生じていないことを確

認するため、今後、制御棒と制御棒駆動機構がカップリングした状態で、制

御棒駆動機構の作動試験の中で大気圧スクラム試験および運転圧スクラム試

験を実施する予定である。 
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表
－

１
　

制
御

棒
　

設
備
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検

結
果
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覧 測
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１３）制御棒駆動機構 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 

 
（２）点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される、「制御棒駆動機構ハウジ

ング」、「取付ボルト」、「スクラム配管および水圧制御ユニットのスクラム弁」、

「アキュムレータ」、「窒素容器とそのフレーム」の目視点検を実施した。その

結果、制御棒駆動機構および水圧制御ユニットの各部について異常のないこと

を確認した。 

 
② 作動確認 

     作動確認については、原子炉圧力容器リーク試験時に実施する予定である。 

 
③漏えい確認 
  漏えい確認についても、原子炉圧力容器リーク試験時に実施する予定である。 

 
   【追加点検】 
   ①分解点検 

予め計画する追加点検として、以下の設備について分解点検を実施した。 

 
ａ．制御棒駆動機構 

予め計画する追加点検として、地震による影響確認の観点から、制御棒駆

動機構の配置を考慮し、１３体／１８５体の分解点検〔原子炉外周部に設置

された８体（４５°ピッチ ８方向）、原子炉中心部に設置された１体、およ

び地震時中間位置に設置されていた４体〕を行った。その結果、作動機能上

重要な部位であるインデックスチューブ、ピストンチューブ等の各部に異常

のないことを確認した。 

 
ｂ．水圧制御ユニット（スクラム弁、アキュムレータ） 

予め計画する追加点検として、地震による影響確認の観点から、水圧制御

ユニットの配置を考慮して、４体のスクラム弁、アキュムレータの分解点検

を実施した。その結果、地震による摺動等の異常がないことを確認した。 
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1
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
4
-
2
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
4
-
2
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

引
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：
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2
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9
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表
-
1
　
制
御
棒
駆
動
機
構
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

測
定

値
判

定
基

準
測
定
値
（
大
気
圧
）
測
定
値
（
運
転
圧
）

判
定
基
準

設
備

点
検

種
類

安
全

重
要
度

耐
震

重
要

度
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

漏
え
い

確
認

常
駆

動
試

験
ス
ク
ラ
ム
試

験
点
検

目
的

判
定
結
果

所
見

基
本

点
検

追
加
点
検

目
視

点
検

分
解
点
検

フ
リ
ク
シ
ョ
ン

試
験

点
検
結
果

作
動

確
認

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

材
駆

動
装

置
制

御
棒
駆

動
機
構

B
1
1
-
D
0
0
8

1
8
5

ク
ラ
ス
１

A
s

1
4
-
3
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

○
異
常
な
し

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
4
-
3
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
4
-
3
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
4
-
4
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
4
-
4
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
4
-
5
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
4
-
5
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
0
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
0
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
1
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
1
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
1
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
2
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
2
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
3
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
3
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
3
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）
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表
-
1
　
制
御
棒
駆
動
機
構
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

測
定

値
判

定
基

準
測
定
値
（
大
気
圧
）
測
定
値
（
運
転
圧
）

判
定
基
準

設
備

点
検

種
類

安
全

重
要
度

耐
震

重
要

度
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

漏
え
い

確
認

常
駆

動
試

験
ス
ク
ラ
ム
試

験
点
検

目
的

判
定
結
果

所
見

基
本

点
検

追
加
点
検

目
視

点
検

分
解
点
検

フ
リ
ク
シ
ョ
ン

試
験

点
検
結
果

作
動

確
認

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

材
駆

動
装

置
制

御
棒
駆

動
機
構

B
1
1
-
D
0
0
8

1
8
5

ク
ラ
ス
１

A
s

1
8
-
4
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
4
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
5
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
5
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

1
8
-
5
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
0
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
0
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
1
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
1
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
1
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
2
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
2
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
3
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
3
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
3
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
4
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
4
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）
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表
-
1
　
制
御
棒
駆
動
機
構
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

測
定

値
判

定
基

準
測
定
値
（
大
気
圧
）
測
定
値
（
運
転
圧
）

判
定
基
準

設
備

点
検

種
類

安
全

重
要
度

耐
震

重
要

度
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

漏
え
い

確
認

常
駆

動
試

験
ス
ク
ラ
ム
試

験
点
検

目
的

判
定
結
果

所
見

基
本

点
検

追
加
点
検

目
視

点
検

分
解
点
検

フ
リ
ク
シ
ョ
ン

試
験

点
検
結
果

作
動

確
認

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

材
駆

動
装

置
制

御
棒
駆

動
機
構

B
1
1
-
D
0
0
8

1
8
5

ク
ラ
ス
１

A
s

2
2
-
5
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
5
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
2
-
5
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
0
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

○
異
常
な
し

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
0
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
1
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
1
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
1
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
2
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
2
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
3
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
3
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
3
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
4
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
4
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
5
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

2
6
-
5
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

引
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：
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表
-
1
　
制
御
棒
駆
動
機
構
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

測
定

値
判

定
基

準
測
定
値
（
大
気
圧
）
測
定
値
（
運
転
圧
）

判
定
基
準

設
備

点
検

種
類

安
全

重
要
度

耐
震

重
要

度
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

漏
え
い

確
認

常
駆

動
試

験
ス
ク
ラ
ム
試

験
点
検

目
的

判
定
結
果

所
見

基
本

点
検

追
加
点
検

目
視

点
検

分
解
点
検

フ
リ
ク
シ
ョ
ン

試
験

点
検
結
果

作
動

確
認

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

材
駆

動
装

置
制

御
棒
駆

動
機
構

B
1
1
-
D
0
0
8

1
8
5

ク
ラ
ス
１

A
s

2
6
-
5
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

○
異
常
な
し

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
0
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
0
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
1
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
1
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

○
異
常
な
し

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
1
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
2
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
2
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
3
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

○
異
常
な
し

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
3
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
3
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
4
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
4
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

○
異
常
な
し

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
5
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
5
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
0
-
5
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
0
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）
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表
-
1
　
制
御
棒
駆
動
機
構
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

測
定

値
判

定
基

準
測
定
値
（
大
気
圧
）
測
定
値
（
運
転
圧
）

判
定
基
準

設
備

点
検

種
類

安
全

重
要
度

耐
震

重
要

度
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

漏
え
い

確
認

常
駆

動
試

験
ス
ク
ラ
ム
試

験
点
検

目
的

判
定
結
果

所
見

基
本

点
検

追
加
点
検

目
視

点
検

分
解
点
検

フ
リ
ク
シ
ョ
ン

試
験

点
検
結
果

作
動

確
認

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

材
駆

動
装

置
制

御
棒
駆

動
機
構

B
1
1
-
D
0
0
8

1
8
5

ク
ラ
ス
１

A
s

3
4
-
0
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
1
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
1
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
1
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
2
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
2
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
3
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
3
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
3
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
4
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
4
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
5
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
5
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
4
-
5
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
0
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
0
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
1
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）
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表
-
1
　
制
御
棒
駆
動
機
構
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

測
定

値
判

定
基

準
測
定
値
（
大
気
圧
）
測
定
値
（
運
転
圧
）

判
定
基
準

設
備

点
検

種
類

安
全

重
要
度

耐
震

重
要

度
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

漏
え
い

確
認

常
駆

動
試

験
ス
ク
ラ
ム
試

験
点
検

目
的

判
定
結
果

所
見

基
本

点
検

追
加
点
検

目
視

点
検

分
解
点
検

フ
リ
ク
シ
ョ
ン

試
験

点
検
結
果

作
動

確
認

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

材
駆

動
装

置
制

御
棒
駆

動
機
構

B
1
1
-
D
0
0
8

1
8
5

ク
ラ
ス
１

A
s

3
8
-
1
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
1
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
2
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
2
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
3
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
3
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
3
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
4
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
4
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
5
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
5
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

3
8
-
5
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
0
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
0
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
1
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
1
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
1
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

引
抜

：
5
2
～

5
9
秒
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：
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表
-
1
　
制
御
棒
駆
動
機
構
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

測
定

値
判

定
基

準
測
定
値
（
大
気
圧
）
測
定
値
（
運
転
圧
）

判
定
基
準

設
備

点
検

種
類

安
全

重
要
度

耐
震

重
要

度
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

漏
え
い

確
認

常
駆

動
試

験
ス
ク
ラ
ム
試

験
点
検

目
的

判
定
結
果

所
見

基
本

点
検

追
加
点
検

目
視

点
検

分
解
点
検

フ
リ
ク
シ
ョ
ン

試
験

点
検
結
果

作
動

確
認

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

材
駆

動
装

置
制

御
棒
駆

動
機
構

B
1
1
-
D
0
0
8

1
8
5

ク
ラ
ス
１

A
s

4
2
-
2
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
2
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
3
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
3
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
3
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
4
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
4
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
5
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
5
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
2
-
5
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
6
-
0
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
6
-
1
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
6
-
1
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
6
-
1
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
6
-
2
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
6
-
2
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
6
-
3
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

○
異
常
な
し

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）
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表
-
1
　
制
御
棒
駆
動
機
構
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

測
定

値
判

定
基

準
測
定
値
（
大
気
圧
）
測
定
値
（
運
転
圧
）

判
定
基
準

設
備

点
検

種
類

安
全

重
要
度

耐
震

重
要

度
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

漏
え
い

確
認

常
駆

動
試

験
ス
ク
ラ
ム
試

験
点
検

目
的

判
定
結
果

所
見

基
本

点
検

追
加
点
検

目
視

点
検

分
解
点
検

フ
リ
ク
シ
ョ
ン

試
験

点
検
結
果

作
動

確
認

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

材
駆

動
装

置
制

御
棒
駆

動
機
構

B
1
1
-
D
0
0
8

1
8
5

ク
ラ
ス
１

A
s

4
6
-
3
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
6
-
3
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
6
-
4
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
6
-
4
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
6
-
5
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

4
6
-
5
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
0
-
1
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

○
異
常
な
し

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
0
-
1
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
0
-
1
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
0
-
2
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
0
-
2
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
0
-
3
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
0
-
3
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
0
-
3
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
0
-
4
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
0
-
4
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
0
-
5
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

○
異
常
な
し

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）
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：
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表
-
1
　
制
御
棒
駆
動
機
構
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

測
定

値
判

定
基

準
測
定
値
（
大
気
圧
）
測
定
値
（
運
転
圧
）

判
定
基
準

設
備

点
検

種
類

安
全

重
要
度

耐
震

重
要

度
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
名
称

機
器
番
号

漏
え
い

確
認

常
駆

動
試

験
ス
ク
ラ
ム
試

験
点
検

目
的

判
定
結
果

所
見

基
本

点
検

追
加
点
検

目
視

点
検

分
解
点
検

フ
リ
ク
シ
ョ
ン

試
験

点
検
結
果

作
動

確
認

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

材
駆

動
装

置
制

御
棒
駆

動
機
構

B
1
1
-
D
0
0
8

1
8
5

ク
ラ
ス
１

A
s

5
4
-
1
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
4
-
1
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
4
-
2
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
4
-
2
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
4
-
3
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
4
-
3
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
4
-
3
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
4
-
4
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
4
-
4
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
8
-
1
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
8
-
2
3

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
8
-
2
7

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
8
-
3
1

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

－
－

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
8
-
3
5

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未

○
異
常
な
し

（
作

動
、
漏

え
い
は

、
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

5
8
-
3
9

異
常

な
し

未
未

未
未

－
未
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１４）主タービン 

    
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表

－１に示す。 

 
（２） 点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される、「ケーシング」、「主蒸気止め弁」、

「蒸気加減弁の弁箱」等について目視点検を実施した。その結果、地震の影

響により高圧タービンおよび低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）の軸受の油切り

とロータとが接触したことによる損傷が確認された。本事象は、地震の影響

による損傷であることが明らかであったため、追加点検は不要であると判断

した。 
他の機器について異常は確認されなかった。 

 
② 作動試験 

駆動源および内部流体が蒸気であり、作動試験および運転圧での漏洩確認

が困難なことから、予め計画する追加点検を実施した。 

 
【追加点検】 

① 分解点検 
予め計画する追加点検として、主タービンの高圧タービン、低圧タービンの

全車室を開放し、分解点検を行った。軸、翼、軸受、ケーシング等の各部に

おける目視点検と非破壊試験を実施した。その結果、以下に示す事象が確認

された。 
それぞれの部位について、損傷に応じ、加工修復、取替え、修復を行い、復

旧を実施する。 
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○高圧タービン 
・スラスト軸受オイルシールリングに割れ 
・中間軸受台キーに隙間、変形、割れ 
・高圧車室キーに隙間 
・前部軸受台キーに隙間 
・車室の移動 
・中間軸受台、低圧車室水平面に段差 

      を確認した。これらについては、地震の影響によるものであり、構造強度・

維持機能に影響があると判断した。 
 

また、 
・翼（動翼と静翼）全段に接触痕 
・高圧車室とノズルクラッシュピンに接触跡 
・高圧ロータに接触跡 
・高圧ロータ位相角検出用ブロックに接触跡 
・スラスト軸受内、外輪に接触跡 
・＃2、スラスト軸受ホワイトメタルとロータジャーナル部に接触跡 
・グランドパッキン・ノズルパッキン全段にロータとの接触跡 
・＃１、2、スラスト軸受外輪締付ボルトの緩み 

を確認した。これらについては、地震の影響があったものの、軽微な事象

であり、構造強度・維持機能に影響はないと判断した。 
 
さらに、 

・＃１、スラスト軸受球面の当たり不良 
・スラスト軸受球面間隙の管理値外れ 

を確認したが、通常でも確認されている経年的なものであり、また、各部

に変形等が無いことから、地震の影響によるものではないと判断した。 
 

・ノズル（３、７段タービン側）の浸透指示模様（線状指示模様） 
を確認したが、以前実施した溶接箇所の母材との境界が蒸気による浸食等

により顕在化したもので、通常の点検でも確認されている経年的なもので

あり、また、各部に変形等が無いことから、地震の影響によるものではな

いと判断した。 
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○低圧タービン（Ａ） 
・高圧、低圧Ａ間カップリングガードとロータに接触跡 
・高圧、低圧Ａ間カップリングガード取付ボルトに損傷 
・９～１４段翼（動翼と静翼）に摩耗 
・１５～１７段翼（動翼と静翼）に接触痕 
・内部車室／外部車室軸方向固定キーに変形 
・外部車室キー（軸方向固定キー、軸直角方向固定キー）に隙間、変      

形 
・外部車室軸直角方向固定キーブロックに変形 
・内部車室軸直角方向固定キーに隙間、かじり 
・内部車室軸直角方向固定キー取付ボルトに変形 
・車室の移動 
・内部車室、外部車室ホールドダウンボルトに変形 

を確認した。これらについては、地震の影響によるものであり、構造強度・

維持機能に影響があると判断した。 
 
また、 

・内部車室とノズルクラッシュピンに接触跡 
・グランドパッキン、ノズルパッキン（全段）にロータとの接触跡 
・ノズルラジアルストリップに損傷 
・＃3、4 軸受ホワイトメタルとロータジャーナル部に接触跡 
・カップリングハウジングキー嵌合部の凹み跡 

については、地震の影響があったものの、軽微な事象であり、構造強度・

維持機能に影響はないと判断した。 
 
さらに、 

・外部車室、内部車室（スプレー配管含む）溶接部の浸透指示模様（円

形および線状指示模様） 
を確認したが、蒸気による浸食等により内在欠陥が顕在化したもので、通

常の点検でも確認されている経年的なものであり、各部に変形等が無いこ

とから、地震の影響によるものではないと判断した。 
・ノズル（９、１２、１５段タービン側）の浸透指示模様（線状指示

模様） 
を確認したが、以前実施した溶接箇所の母材との境界が蒸気による浸食等

により顕在化したもので、通常の点検でも確認されている経年的なもので

あり、各部に変形等が無いことから、地震の影響によるものではないと判

断した。 
・ノズル板（１０、１５段タービン側）の欠損（蒸気による浸食） 
・内部車室ヒートバッフル止め金具の浸食（蒸気による浸食） 

を確認したが、通常の点検でも確認されている経年的なものであり、各部

に変形等が無いことから、地震の影響によるものではないと判断した。 
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○低圧タービン（Ｂ） 
・９～１４段翼（動翼と静翼）に摩耗 
・１５～１７段翼（動翼と静翼）に接触痕 
・内部車室／外部車室軸方向固定キーに変形、かじり 
・外部車室軸直角方向固定キーに隙間 
・外部車室軸直角方向固定キーブロックに変形 
・車室の移動 

を確認した。これらについては、地震の影響によるものであり、構造強度・

維持機能に影響があると判断した。 
 
また、 

・内部車室とノズルクラッシュピンに接触跡 
・グランドパッキン、ノズルパッキン（全段）にロータとの接触跡 
・＃５軸受ホワイトメタルとロータジャーナル部に接触跡 
・カップリングハウジングキー嵌合部の凹み跡 

については、地震の影響があったものの、軽微な事象であり、構造強度・

維持機能に影響はないと判断した。 
 
さらに、 

・外部車室、内部車室溶接部の浸透指示模様（円形および線状指示模

様） 
を確認したが、蒸気による浸食等により内在欠陥が顕在化したもので、通

常の点検でも確認されている経年的なものであり、また、各部に変形等が

無いことから、地震の影響によるものではないと判断した。 
・ ノズル（１３段タービン側、１６段発電機側）の浸透指示模様（線

状指示模様） 
を確認したが、以前実施した溶接箇所の母材との境界が蒸気による浸食等

により顕在化したもので、通常の点検でも確認されている経年的なもので

あり、また、各部に変形等が無いことから、地震の影響によるものではな

いと判断した。 
・ノズル板（１１段タービン側）の欠損（蒸気による浸食） 
・内部車室ヒートバッフル止め金具の浸食（蒸気による浸食） 
・内部車室ジョイントシールド板スプリングワッシャーのへたり 

を確認したが、通常の点検でも確認されている経年的なものであり、また、

各部に変形等が無いことから、地震の影響によるものではないと判断した。 
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○低圧タービン（Ｃ） 
・内部車室／外部車室軸方向固定キーに変形 
・外部車室軸直角方向固定キーに隙間、変形 
・車室の移動 

を確認した。これらについては、地震の影響によるものであり、構造強度・

維持機能に影響があると判断した。 
 
また、 

・９～１１段翼（動翼と静翼）に摩耗 
・１２～１６段翼（動翼と静翼）に接触痕 
・内部車室とノズルクラッシュピンに接触跡 
・グランドパッキン、ノズルパッキン全段にロータとの接触跡 

は、地震の影響があったものの、軽微な事象であり、構造強度・維持機能

に影響はないと判断した。 
 
さらに、 

・外部車室、内部車室（スプレー配管含む）溶接部の浸透指示模様（円

形および線状指示模様） 
を確認したが、蒸気による浸食等により内在欠陥が顕在化したもので、通

常の点検でも確認されている経年的なものであり、また、各部に変形等が

無いことから、地震の影響によるものではないと判断した。 
・ノズル（１７段タービン側、１３段発電機側）の浸透指示模様（線

状指示模様） 
を確認したが、以前実施した溶接箇所の母材との境界が蒸気による浸食等

により顕在化したもので、通常の点検でも確認されている経年的なもので

あり、また、各部に変形等が無いことから、地震の影響によるものではな

いと判断した。 
・ノズル締付けボルト１本の浸食（蒸気による浸食） 

を確認したが、通常の点検でも確認されている経年的なものであり、また、

各部に変形等が無いことから、地震の影響によるものではないと判断した。 
 
 
○非常調速装置 

非常トリップ装置トリップ心棒に摩耗を確認した。定例的に行う作動試験

によりトリップ心棒が摩耗したものであり、過去にも確認されている事象

であること、各部に変形等が無いことから地震の影響によるものではない

と判断した。 
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も
の

の
、

軽
微

な
事

象
で

あ
り

、
構

造
強

度
・
維

持
機

能
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

さ
ら

に
、

・
＃

１
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

球
面

の
当

た
り

不
良

・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
球

面
間

隙
の

管
理

値
外

れ
を

確
認

し
た

が
、

通
常

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
ま

た
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

・
ノ

ズ
ル

（
３

、
７

段
タ

ー
ビ

ン
側

）
の

浸
透

指
示

模
様

（
線

状
指

示
模

様
）

を
確

認
し

た
が

、
以

前
実

施
し

た
溶

接
箇

所
の

母
材

と
の

境
界

が
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

顕
在

化
し

た
も

の
で

、
通

常
の

点
検

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
ま

た
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
に

つ
い

て
、

損
傷

に
応

じ
、

加
工

修
復

、
取

替
え

、
修

復
を

行
い

、
復

旧
を

実
施

す
る

。

否
異

常
あ

り
※

2

蒸
気

タ
ー

ビ
ン
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表
-
1
　

主
タ

ー
ビ

ン
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

点
検

結
果

振
動

値
(m

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(m

m
P

-
P

)
振

動
値

(m
m

P
-
P

)
判

定
基

準
(m

m
P

-
P

)
温

度
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)
温

度
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)
点

検
結

果
点

検
結

果
点

検
結

果
点

検
結

果
点

検
結

果

振
動

確
認

今
回

前
回

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

名
称

種
類

判
定

結
果

前
回

機
器

番
号

作
動

試
験

目
視

点
検

耐
震

重
要

度

基
本

点
検

非
破

壊
試

験

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

所
見

設
備

点
検

異
音

、
異

臭
確

認

温
度

確
認

今
回

漏
え

い
確

認

動
作

確
認

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

否

※
1
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

影
響

と
考

え
ら

れ
る

、
油

切
り

歯
先

、
廻

り
止

め
支

持
金

具
に

損
傷

、
ロ

ー
タ

に
接

触
跡

を
確

認
し

た
。

※
2
　

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
高

圧
、

低
圧

Ａ
間

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

ガ
ー

ド
と

ロ
ー

タ
に

接
触

跡
・
高

圧
、

低
圧

Ａ
間

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

ガ
ー

ド
取

付
ボ

ル
ト

に
損

傷
・
９

～
１

４
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
１

５
～

１
７

段
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
に

接
触

痕
・
内

部
車

室
／

外
部

車
室

軸
方

向
固

定
キ

ー
に

変
形

・
外

部
車

室
キ

ー
（
軸

方
向

固
定

キ
ー

、
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

）
に

隙
間

、
変

形
・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

に
変

形
・
内

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

に
隙

間
、

か
じ

り
・
内

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

取
付

ボ
ル

ト
に

変
形

・
車

室
の

移
動

・
内

車
、

外
車

ホ
ー

ル
ド

ダ
ウ

ン
ボ

ル
ト

に
変

形
を

確
認

し
た

。
こ

れ
ら

に
つ

い
て

は
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

構
造

強
度

・
維

持
機

能
に

影
響

が
あ

る
と

判
断

し
た

。

ま
た

、
・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
（
全

段
）
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
跡

・
ノ

ズ
ル

ラ
ジ

ア
ル

ス
ト

リ
ッ

プ
に

損
傷

・
＃

3
、

4
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

と
ロ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
部

に
接

触
跡

・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
の

凹
み

跡
に

つ
い

て
は

、
地

震
の

影
響

が
あ

っ
た

も
の

の
、

軽
微

な
事

象
で

あ
り

、
構

造
強

度
・
維

持
機

能
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

さ
ら

に
、

・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

（
ス

プ
レ

ー
配

管
含

む
）
溶

接
部

の
浸

透
指

示
模

様
（
円

形
お

よ
び

線
状

指
示

模
様

）
を

確
認

し
た

が
、

蒸
気

に
よ

る
浸

食
等

に
よ

り
内

在
欠

陥
が

顕
在

化
し

た
も

の
で

、
通

常
の

点
検

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
各

部
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
・
ノ

ズ
ル

（
９

、
１

２
、

１
５

段
タ

ー
ビ

ン
側

）
の

浸
透

指
示

模
様

（
線

状
指

示
模

様
）

を
確

認
し

た
が

、
以

前
実

施
し

た
溶

接
箇

所
の

母
材

と
の

境
界

が
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

顕
在

化
し

た
も

の
で

、
通

常
の

点
検

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
各

部
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
・
ノ

ズ
ル

板
（
１

０
、

１
５

段
タ

ー
ビ

ン
側

）
の

欠
損

（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
・
内

部
車

室
ヒ

ー
ト

バ
ッ

フ
ル

止
め

金
具

の
浸

食
（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
を

確
認

し
た

が
、

通
常

の
点

検
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
に

つ
い

て
、

損
傷

に
応

じ
、

加
工

修
復

、
取

替
え

、
修

復
を

行
い

、
復

旧
を

実
施

す
る

。

異
常

あ
り

※
2

異
常

あ
り

※
2

○
―

―
―

1
0
7

（
設

定
値

根
拠

書
）

7
9

(H
1
8
.9

.1
5
)

1
0
7

（
設

定
値

根
拠

書
）

―
0
.1

7
5

（
設

定
値

根
拠

書
）

0
.0

4
6

(H
1
8
.9

.1
5
)

0
.1

7
5

（
設

定
値

根
拠

書
）

―
異

常
あ

り
※

1

Ｂ
ク

ラ
ス

３
A

N
3
1
-

C
0
0
2

低
圧

タ
ー

ビ
ン
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表
-
1
　

主
タ

ー
ビ

ン
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

点
検

結
果

振
動

値
(m

m
P

-
P

)
判

定
基

準
(m

m
P

-
P

)
振

動
値

(m
m

P
-
P

)
判

定
基

準
(m

m
P

-
P

)
温

度
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)
温

度
(℃

)
判

定
基

準
(℃

)
点

検
結

果
点

検
結

果
点

検
結

果
点

検
結

果
点

検
結

果

振
動

確
認

今
回

前
回

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

名
称

種
類

判
定

結
果

前
回

機
器

番
号

作
動

試
験

目
視

点
検

耐
震

重
要

度

基
本

点
検

非
破

壊
試

験

追
加

点
検

分
解

点
検

点
検

目
的

所
見

設
備

点
検

異
音

、
異

臭
確

認

温
度

確
認

今
回

漏
え

い
確

認

動
作

確
認

低
圧

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

8
0

(H
1
8
.9

.1
5
)

1
0
7

（
設

定
値

根
拠

書
）

―
0
.1

7
5

（
設

定
値

根
拠

書
）

0
.0

5
6

(H
1
8
.9

.1
5
)

※
１

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

影
響

と
考

え
ら

れ
る

、
油

切
り

歯
先

に
損

傷
、

ロ
ー

タ
に

接
触

跡
を

確
認

し
た

。

※
２

　
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
・
９

～
１

４
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
１

５
～

１
７

段
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
に

接
触

痕
・
内

部
車

室
／

外
部

車
室

軸
方

向
固

定
キ

ー
に

変
形

、
か

じ
り

・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

に
隙

間
・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

に
変

形
・
車

室
の

移
動

を
確

認
し

た
。

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
構

造
強

度
・
維

持
機

能
に

影
響

が
あ

る
と

判
断

し
た

。

ま
た

、
・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
（
全

段
）
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
跡

・
＃

５
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

と
ロ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
部

に
接

触
跡

・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
の

凹
み

跡
に

つ
い

て
は

、
地

震
の

影
響

が
あ

っ
た

も
の

の
、

軽
微

な
事

象
で

あ
り

、
構

造
強

度
・
維

持
機

能
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。

さ
ら

に
、

・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

溶
接

部
の

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
お

よ
び

線
状

指
示

模
様

）
を

確
認

し
た

が
、

蒸
気

に
よ

る
浸

食
等

に
よ

り
内

在
欠

陥
が

顕
在

化
し

た
も

の
で

、
通

常
の

点
検

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
ま

た
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

・
 ノ

ズ
ル

（
１

３
段

タ
ー

ビ
ン

側
、

１
６

段
発

電
機

側
）
の

浸
透

指
示

模
様

（
線

状
指

示
模

様
）

を
確

認
し

た
が

、
以

前
実

施
し

た
溶

接
箇

所
の

母
材

と
の

境
界

が
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

顕
在

化
し

た
も

の
で

、
通

常
の

点
検

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
ま

た
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

・
ノ

ズ
ル

板
（
１

１
段

タ
ー

ビ
ン

側
）
の

欠
損

（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
・
内

部
車

室
ヒ

ー
ト

バ
ッ

フ
ル

止
め

金
具

の
浸

食
（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
・
内

部
車

室
ジ

ョ
イ

ン
ト

シ
ー

ル
ド

板
ス

プ
リ

ン
グ

ワ
ッ

シ
ャ

ー
の

へ
た

り
を

確
認

し
た

が
、

通
常

の
点

検
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
に

つ
い

て
、

損
傷

に
応

じ
、

加
工

修
復

、
取

替
え

、
修

復
を

行
い

、
原

形
復

旧
を

実
施

す
る

。

否
異

常
あ

り
※

2

異
常

あ
り

※
2

○
―

―
―

1
0
7

（
設

定
値

根
拠

書
）

0
.1

7
5

（
設

定
値

根
拠

書
）

―
異

常
あ

り
※

1

Ｂ
B

ク
ラ

ス
３

N
3
1
-

C
0
0
2
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表
-
1
　

主
タ

ー
ビ

ン
　

設
備

点
検

結
果
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１５）発電機 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 

 
（２）点検結果および評価 

  【基本点検】 
   ①目視点検 
     追加点検で実施した。 

     
   【追加点検】 
   予め計画する追加点検として、本体の分解点検を実施した。 

 

①絶縁抵抗測定 

固定子コイル（ブッシング含む）、回転子コイルについて絶縁抵抗測定を実施し

た。その結果、異常のないことを確認した。 

懸念された現象である固定子、回転子およびブッシングへの加速度過大による

損傷といった影響を確認した結果、異常がないことを確認した。 

 

②固定子本格点検 

 固定子本格点検として、固定子各部の目視点検、固定子コイル端部の打診試験、

固定子コイル楔の打音試験を実施した。その結果を下記に示す。 

 

・目視点検 

固定子コイル、コア他各部について目視点検を実施した。 

その結果、発電機内ドレン警報器に水を確認した。発電機機内は水素、固定

子巻線は水により冷却しているが、地震前より、固定子巻線のピンホールによ

るものと考えられる発電機機内側から固定子冷却水側への水素漏えい傾向が

確認されている。運転中は固定子冷却水圧力よりも発電機機内圧力の方が高い

が、停止後に水素を空気に置換する際は固定子冷却水圧力の方が高くなる。し

たがって、地震後の停止時に水素を空気へ置換を行った際に、固定子巻線のピ

ンホールを介して固定子冷却水が発電機機内側のドレン警報器へ混入したも

のと考えられ、地震の影響ではないと判断した。 

その他の部位については、異常は確認されなかった。 

 

    ・打診試験 

固定子コイル端部について打診試験を実施した。その結果、緩み等異常のな

いことを確認した。 
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    ・打音試験 

      固定子コイル楔について打音試験を実施した。その結果、緩み等異常のない

ことを確認した。 

 

 懸念された現象であるフレーム材応力過大、固定子加速度過大および固定

子・回転子接触による固定子への影響を確認した結果、異常がないことを確認

した。 

      

③回転子本格点検 

  回転子本格点検として、回転子各部の目視点検、非破壊試験を実施した。そ

の結果を下記に示す。 

 

・目視点検（回転子各部） 

回転子コイル、コア、ファン、シャフト外周、コレクタリング、カップリ

ング他各部について目視点検を実施した。その結果、異常がないことを確認

した。 

 

     ・非破壊試験 

エンドリング（浸透探傷試験、超音波探傷試験）、シャフト外周部（磁粉探

傷試験）、カップリング（超音波探傷試験、磁粉探傷試験）について非破壊試

験を実施した。その結果、異常がないことを確認した。 

 

④軸受廻り詳細点検 

・目視点検 

ベアリングブラケット、軸受メタル、水素シール部、油切り他軸受廻り構

成品について目視点検を実施した。 

その結果、回転子シャフトと軸受廻り部品の接触による、シールケーシン

グ、内側、外側の各油切り歯部の変形を確認した。揺れにより回転子シャフ

トが軸受廻り部品と接触したものであり、地震の影響によるものであると判

断した。主要構成部品に大きな損傷はなく、油切りの変形は発電機の運転継

続に支障をきたす事象ではないことから、軸受廻りに求められる回転機能に

影響するものではないと判断した。当該油切りの歯部について交換を実施し

た。 

他の部位について、異常は確認されなかった。 

 

・非破壊試験 

軸受メタルについて非破壊試験（浸透探傷試験、超音波探傷試験）を実施

した。その結果、異常のないことを確認した。また、懸念される現象である

軸受荷重過大による影響がないことを確認した。 
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⑤ブラシホルダー廻り詳細点検 

ブラシホルダー廻り詳細点検として、ブラシ廻り構成品について目視点検を

実施した。 

その結果、回転子シャフトとコレクタハウジング内のブラシホルダーの接触

による、リテーナーの摩耗、変形およびコレクタリングの接触痕と摩耗を確認

した。また、回転子シャフトとコレクタカバー防風板の接触による、防風板位

置ずれおよび回転子シャフトの接触痕を確認した。揺れにより回転子シャフト

がブラシホルダー廻り構成品と接触したものであり、地震の影響によるもので

あると判断した。損傷箇所が主要な機能を担う部位ではないこと、損傷も軽微

なものであることから、ブラシホルダー廻りに求められる出力性能に影響はな

いと判断した。 

接触が確認されたブラシホルダー、コレクタカバー防風板については交換等

の修理を実施する予定である。 

他の部位については、異常は確認されなかった。 

 

⑥水素冷却器詳細点検 

水素冷却器詳細点検として、水素冷却器の目視点検および耐圧漏えい試験を実

施した。その結果、異常のないことを確認した。 

 

⑦キー部詳細点検 

キー部詳細点検としてキーの目視点検を実施した。その結果、地震の影響によ

るセンターキー部の変形、アライメントキーボルトの緩み等を確認した。また、

発電機の脚部にて目視点検を実施した結果、地震の影響による脚板下ライナーの

飛び出し等を確認した。何れの損傷も軽微なものであることから、基礎部の構造

強度への影響はないと判断した。 

損傷のあった部品については補修あるいは交換を実施する予定である。 

 

⑧配管溶接部非破壊試験（浸透探傷試験） 

固定子フレーム貫通配管の溶接部について非破壊試験（浸透探傷試験）を実施

した。その結果、異常のないことを確認した。また、懸念される現象であるフレ

ーム材応力過大による固定子フレーム貫通配管への影響がないことを確認した。 

 

⑨ブッシング目視点検 

 高圧ブッシング全数について目視点検を実施した結果、異常のないことを確認

した。また、懸念される現象であるブッシング応力過大、フレーム転倒モーメン

ト過大および固定子加速度過大といった影響がないことを確認した。 
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予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
以

下
の

事
象

を
確

認
し

た
。

※
1
＜

固
定

子
本

格
点

検
＞

・
発

電
機

内
ド

レ
ン

警
報

器
に

水
を

確
認

し
た

。
発

電
機

機
内

は
水

素
、

固
定

子
巻

線
は

水
に

よ
り

冷
却

し
て

い
る

が
、

地
震

前
よ

り
、

固
定

子
巻

線
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

発
電

機
機

内
側

か
ら

固
定

子
冷

却
水

側
へ

の
水

素
漏

え
い

傾
向

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
運

転
中

は
固

定
子

冷
却

水
圧

力
よ

り
も

発
電

機
機

内
圧

力
の

方
が

高
い

が
、

停
止

後
に

水
素

を
空

気
に

置
換

す
る

際
は

固
定

子
冷

却
水

圧
力

の
方

が
高

く
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

地
震

後
の

停
止

時
に

水
素

を
空

気
へ

置
換

を
行

っ
た

際
に

、
固

定
子

巻
線

の
ピ

ン
ホ

ー
ル

を
介

し
て

固
定

子
冷

却
水

が
発

電
機

機
内

側
の

ド
レ

ン
警

報
器

へ
混

入
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ド
レ

ン
警

報
器

内
の

水
抜

き
及

び
、

予
め

設
定

し
た

修
理

計
画

に
基

づ
き

固
定

子
コ

イ
ル

の
修

理
を

実
施

し
た

。

※
2
＜

軸
受

廻
り

詳
細

点
検

＞
・
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

と
軸

受
廻

り
部

品
の

接
触

に
よ

る
、

シ
ー

ル
ケ

ー
シ

ン
グ

、
内

側
、

外
側

の
各

油
切

り
歯

部
の

変
形

を
確

認
し

た
。

揺
れ

に
よ

り
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

が
軸

受
廻

り
部

品
と

接
触

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
主

要
構

成
部

品
に

大
き

な
損

傷
は

な
く
、

油
切

り
の

変
形

は
発

電
機

の
運

転
継

続
に

支
障

を
き

た
す

事
象

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
軸

受
廻

り
に

求
め

ら
れ

る
回

転
機

能
に

影
響

す
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

当
該

油
切

り
の

歯
部

に
つ

い
て

交
換

を
実

施
し

た
。

※
3
＜

ブ
ラ

シ
ホ

ル
ダ

ー
廻

り
詳

細
点

検
＞

・
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

と
コ

レ
ク

タ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

内
の

ブ
ラ

シ
ホ

ル
ダ

ー
の

接
触

に
よ

る
、

リ
テ

ー
ナ

ー
の

摩
耗

、
変

形
お

よ
び

コ
レ

ク
タ

リ
ン

グ
の

接
触

痕
と

摩
耗

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

と
コ

レ
ク

タ
カ

バ
ー

防
風

板
の

接
触

に
よ

る
、

防
風

板
位

置
ず

れ
お

よ
び

回
転

子
シ

ャ
フ

ト
の

接
触

痕
を

確
認

し
た

。
揺

れ
に

よ
り

回
転

子
シ

ャ
フ

ト
が

ブ
ラ

シ
ホ

ル
ダ

ー
廻

り
構

成
品

と
接

触
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

損
傷

箇
所

が
主

要
な

機
能

を
担

う
部

位
で

は
な

い
こ

と
、

損
傷

も
軽

微
な

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

ブ
ラ

シ
ホ

ル
ダ

ー
廻

り
に

求
め

ら
れ

る
出

力
性

能
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
接

触
が

確
認

さ
れ

た
ブ

ラ
シ

ホ
ル

ダ
ー

、
コ

レ
ク

タ
カ

バ
ー

防
風

板
に

つ
い

て
は

交
換

等
の

修
理

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。

※
4
＜

キ
ー

部
詳

細
点

検
＞

・地
震

の
揺

れ
に

よ
る

セ
ン

タ
ー

キ
ー

部
の

変
形

、
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
キ

ー
ボ

ル
ト

の
緩

み
等

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
発

電
機

の
脚

部
に

て
目

視
点

検
を

実
施

し
た

結
果

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
脚

板
下

ラ
イ

ナ
ー

の
飛

び
出

し
等

を
確

認
し

た
。

何
れ

の
損

傷
も

軽
微

な
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
基

礎
部

の
構

造
強

度
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

損
傷

の
あ

っ
た

部
品

に
つ

い
て

は
補

修
あ

る
い

は
交

換
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

否
異

常
な

し
異

常
な

し

（
６

）
水

素
冷

却
器

詳
細

点
検

設
備

点
検

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
判

定
結

果
（
４

）
軸

受
廻

り
詳

細
点

検

（
２

）
固

定
子

本
格

点
検

（
１

）
絶

縁
抵

抗
測

定
耐

震
重

要
度

（
５

）
ブ

ラ
シ

ホ
ル

ダ
ー

廻
り

詳
細

点
検

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）

（
３

）
回

転
子

本
格

点
検

追
加

点
検

（
８

）
配

管
溶

接
部

非
破

壊
試

験

（
９

）
ブ

ッ
シ

ン
グ

目
視

点
検

（
７

）
キ

ー
部

詳
細

点
検

機
器

名
称
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１６）再循環ポンプ 

 

（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－１

に示す。 

 

（２） 点検結果および評価 

【基本点検】 

① 目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される、「ケーシングおよび周辺構造物（ラ

グ類含む）」「カップリング」の目視点検を実施した。 

その結果、原子炉再循環ポンプ（Ａ）（Ｂ）のケーシングラグに含まれる球面

軸受のズレを確認した。地震の影響を確認するため、追加点検を実施する。 

当該機器については、その他に変形等の異常がないことを確認した。 

 

② 作動試験 

作動試験として性能を確認する項目としては、回転機能・水力特性機能および

液体保持機能（バウンダリ）があり、これらの機能のうち回転機能・水力特性機

能に異常のないことを確認するために、作動試験として寸動・試運転およびハイ

フロー試験を実施し、振動、温度および異音について異常のないことを確認する。 

また、液体保持機能（バウンダリ）の確認として原子炉定格圧力にてフランジ

部からの漏えいのないことを確認する。 

具体的には以下について今後実施する予定である。 

 

・振動確認 

軸振動について試運転およびハイフロー試験時に確認し、地震発生以前に

採取した数値と比較して顕著な変化がないことを確認する。 

 

・ 温度確認 

冷却水温度について試運転およびハイフロー試験時に確認し、地震発生以

前に採取した数値と比較して顕著な変化がないことを確認する。 

 

・異音 

異音について試運転およびハイフロー試験時に確認し、異常のないことを

確認する。 

 

・漏えい確認 

 原子炉定格圧力にてフランジ部からの漏えいのないことを確認する。 
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【追加点検】 

   原子炉再循環ポンプ（Ａ）（Ｂ）のケーシングラグに含まれる球面軸受のズレ

を確認したことから、追加点検として代表箇所について下記の点検を実施中であ

る。 

    ・ポンプ本体側球面軸受の詳細目視点検および動作確認 

    ・電動機側球面軸受の詳細目視点検および動作確認 
    ・ポンプ本体ラグの詳細目視点検 
    ・軸受ピンの詳細目視点検 

    ・メカニカルスナッバの低速走行試験 
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備
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Ｘ
方

向
Ｙ
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Ｘ
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向
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Ｘ
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N
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報
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m
P
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振
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m
P
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判
定
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判
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m
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振
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m
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-
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設
備
点
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設
備

区
分

（
１
）

種
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機
器

番
号

機
器

名
称

作
動
試
験

目
視

点
検

設
備

区
分

（
２
）

地
震

時
運

転
状

態

B
3
1
-
C
0
0
1

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

原
子

炉
冷

却
材

再
循
環
ポ
ン
プ

原
子
炉
冷

却
系

統
設
備

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

ハ
イ
フ
ロ
ー
試
験

今
回
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表
-
1
　
再

循
環

ポ
ン
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設

備
点

検
結

果
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A
ク
ラ
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１

Ａ
ｓ

運
転

中

B
ク
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ｓ
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（
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番
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機
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（
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原
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圧
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容
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リ
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ク
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験
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に

実
施
）

基
本
点
検
（
目
視
点
検
）
の
結

果
、
ポ
ン
プ
ケ
ー
シ
ン
グ
ラ
グ
に

設
置
さ
れ
て
い
る
球
面
軸
受
の
外

輪
に
ズ
レ
を
確
認
し
た
。

追
加
点
検
（
詳
細
目
視
確
認
）
に

つ
い
て
実
施
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。
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.7
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未
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え
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圧
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リ
ー
ク
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実
施
）

基
本
点
検
（
目
視
点
検
）
の
結

果
、
ポ
ン
プ
ケ
ー
シ
ン
グ
ラ
グ
に

設
置
さ
れ
て
い
る
球
面
軸
受
の
外

輪
に
ズ
レ
を
確
認
し
た
。

追
加
点
検
（
詳
細
目
視
確
認
）
に

つ
い
て
実
施
中
。

温
度

(℃
)

点
検

結
果

追
加
点
検

温
度

(℃
)

判
定
基
準
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)
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回

ハ
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フ
ロ
ー
試
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度
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点
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目
的

漏
え
い
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認
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回

試
運
転
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度
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認

（
冷
却
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度
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定
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)

作
動
試
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検
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定

結
果
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備
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検
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め
計
画
す
る
追
加
点
検

△
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地
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応

答
解
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で
評

価
基

準
を
満

足
し
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実
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す
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追
加
点
検
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：
基
本
点
検
結
果
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常
が
あ
り
実
施
す
る
追
加
点
検

134



 

１７）燃料取替機 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した設備点検結果一覧を表

－１に示す。 
 

（２） 点検結果および評価 
【基本点検】 

① 目視点検 
地震発生時に想定される主な損傷の部位は、「走行、横行レールとその駆動

系」「各種ボルト類」「伸縮管」等が挙げられ、これらを包含する下記部位に

ついて目視点検を実施し、異常のないことを確認した。 
・走行、横行のレール 
・走行、横行のサイドローラ 
・走行、横行の転倒防止金具 
・走行、横行駆動系 
・走行、横行位置検出系 
・走行、横行リミットスイッチ（レバー含む） 
・各部締め付けボルトおよびワイヤリング 
・伸縮管、振れ止め装置 
・機上搭載機器 
・機上および遠隔操作室設置の制御盤 
・燃料取替機～中継端子盤～遠隔操作室制御盤までの電路 
・機内配線 
・各単体機器 
・その他機器 

 
その結果、燃料取替機各部に異常のないことを確認した。 

 
走行レールの締付ボルトは、グラウト内に埋込まれており目視点検が困難

な部位であるが、損傷（基礎ボルトの損傷等）するほどの地震力を受けた場

合、モルタルの割れや塗膜の割れ、剥れなどを伴うことから、代替としてモ

ルタル部の目視点検を実施し、ボルトの健全性を確認した。  

 
② 絶縁抵抗測定 

下記部位について絶縁抵抗測定を実施した結果、電路、配線、コイルに異

常がないことを確認した。 

 
・燃料取替機～中継端子盤～遠隔操作室制御盤までの電路 
・機内配線 
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・電動機コイル 

 
③ 作動試験 

下記部位について作動試験を実施した。 

 
・走行、横行位置検出系 
・走行、横行リミットスイッチ（レバー含む） 
・伸縮管、振れ止め装置 
・各単体機器 
・その他機器 
・プール内模擬燃料の手動運転 
・プール内模擬燃料の自動運転 

 
 その結果、ブリッジ走行用電動機単体作動試験において、軸封部ドレン

穴より減速機の潤滑油が電動機基礎上に滴下していることを確認した。目

視点検では電動機の外観上に異常がなかったこと、油の滴下痕は確認され

なかったことから地震の影響ではないと考えられるが、軸封部の詳細な状

況を確認するため、追加点検を実施することとした。 

 
 他の各作動試験においては各部に異常は確認されなかった。 

 
【追加点検】 

ブリッジ走行用電動機について、追加点検（分解点検）を実施した。そ

の結果、軸封部およびオイルシールのシール面に異常は確認されなかった

ことから、オイルシール部のゴミ噛みによるものと考えられ、地震の影響

でないと判断した。 
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１８）クレーン 

 

（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 

 

（２） 点検結果および評価 

【基本点検】 

    ①目視点検 

原子炉建屋クレーン（U31-E001）の地震発生時に予想される損傷の主な

部位として、「走行・横行レール」、「走行・横行車輪周り」、「各種ボルト類」、

「ワイヤリング部」等が挙げられる。これらを包含する下記部位について

目視点検を実施した。 

・ランウエイ（走行レール） 

・鋼造部分（ガーダ、サドル、横行レール） 

・走行機械装置（駆動部） 

・横行機械装置（駆動部） 

・巻上機械装置（ドラム、フック） 

・潤滑装置（配管、ホース） 

・安全装置（巻過防止装置） 

・電気品（制御盤、コントローラ、分電盤、トランス、電動機） 

・その他機器（ワイヤーロープ等） 

 

その結果、地震の影響と考えられる以下の事象が確認された。 

 

・トロリ部ケーブルベアが脱輪していることを確認した。地震の揺れによ

りケーブルベアが揺れて、レールから車輪が脱線したものと考えられるこ

とから、地震の影響によるものと判断した。走行レール及びケーブルベア

自体に変形等の損傷はないが、ケーブルベアがレールから脱線した状態で

クレーンの移動はできないため、機能維持に影響があると判断した。 
 

・北側走行用ベアリングケースカバー上部（給油口付近）の割れを確認し

た。揺れにより過大な荷重が加わり割れが発生したことが考えられるが、

クレーンの構造・強度部材ではないこと、ベアリングの異常、ケースカバ

ーからのグリス漏れが確認されなかったことから、クレーンへの構造強度、

機能維持に影響は無いと判断した。 

 

・ケーブルボックスゴムカバーの破れを確認した。ケーブルの揺れにより

カバーが破れた可能性があるが、カバーの破れは部分的であり、ケーブル

の機能に影響を与えるものではないと判断した。 
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・北側照明用固定ボルトナットに緩みを確認した。照明が振動し、ボルト

が緩んだ可能性があるが、ボルト、ナットの緩みが照明の落下に至るよう

なものではなかったことから、機能に影響を与えるものではないと判断し

た。 

 

・走行用リミッターアングルボルトナット緩みを確認した。揺れによりリ

ミッターアングル材が振動し、ボルトが緩んだ可能性があるが、ボルト、

ナット走行リミッター機能に影響が無かったことから、機能に影響を与え

るものではないと判断した。 

  

・運転席後方アクリル板の割れを確認した。地震前には割れが確認されて

おらず、地震の揺れによりアクリル板が割れたと考えられるが、アクリル

板は運転席の保護のためにあり、アクリル板の割れはクレーンの機能に影

響を及ぼさないものと判断した。 

 

ケーブルベアについては、レール上に復旧し、作動試験において異常が

ないことを確認した。その他の事象については、交換または締め付け等を

実施し、復旧を実施した。 
また、地震の影響ではないと考えられる次の事象を確認した。 

 

・北側照明銘板リベットの外れを確認した。リベット取付け部に錆が確認

されているため、錆びによりリベットが外れたと考えられ、地震の影響で

はないと判断した。 

 

・南側走行レール踏み面に錆を確認した。発錆箇所は開放されたブローア

ウトパネルに隣接していることから雨水の浸入が原因であると判断した。 

 

       これらの事象においても、取り付け、錆の除去等により復旧を実施した。 

その他の部位について、異常は確認されなかった。 

 

    ②作動試験 

       作動試験として性能を確認する項目としては、「燃料およびキャスクの移

送」と「落下防止機能」があり、これらの機能に異常のないことを確認す

るために以下の作動試験を実施し、機器およびインターロックの作動状態

等すべてにおいて異常がないことを確認した。 

       ・走行機械装置（運転作動・ブレーキ作動「無負荷・荷重」） 

       ・横行機械装置（運転作動・ブレーキ作動「無負荷・荷重」） 

       ・巻上機械装置（運転作動・ブレーキ作動「無負荷・荷重」） 

       ・安全装置（運転作動・ブレーキ作動「無負荷・荷重」） 

       ・動力源喪失試験 

       ・インターロック試験（キャスク移送モード） 

       ・制御盤等絶縁抵抗測定 

       ・その他試験（ペンダントスイッチ等） 
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【追加点検】 

６号機で確認された走行伝動用継手（ユニバーサルジョイントのクロスピン）

破損の水平展開として当該部の浸透探傷試験を行ったが、指示模様もなく異常は

確認されなかった。 

    

140



表
-
1
　

天
井

ク
レ

ー
ン

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

燃
料

設
備

燃
料

取
扱

装
置

原
子

炉
建

屋
ク

レ
ー

ン
U

3
1
-
E
0
0
1

-
ク

ラ
ス

２
Ｂ

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
※

否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
、

下
記

を
確

認
し

た
。

○
地

震
の

影
響

が
確

認
さ

れ
、

機
能

影
響

が
あ

る
と

判
断

し
た

・
ト

ロ
リ

部
ケ

ー
ブ

ル
ベ

ア
の

脱
輪

○
地

震
の

影
響

は
確

認
さ

れ
た

が
、

機
能

影
響

に
つ

い
て

は
無

い
と

判
断

し
た

・
北

側
走

行
用

ベ
ア

リ
ン

グ
ケ

ー
ス

カ
バ

ー
上

部
（
給

油
口

付
近

）
に

割
れ

・
ケ

ー
ブ

ル
ボ

ッ
ク

ス
ゴ

ム
カ

バ
ー

の
破

れ
・
北

側
照

明
用

固
定

ボ
ル

ト
ナ

ッ
ト

に
緩

み
・
走

行
用

リ
ミ

ッ
タ

ー
ア

ン
グ

ル
ボ

ル
ト

ナ
ッ

ト
緩

み
・
運

転
席

後
方

ア
ク

リ
ル

板
の

割
れ

○
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
・
北

側
照

明
銘

板
リ

ベ
ッ

ト
の

外
れ

・
南

側
走

行
レ

ー
ル

踏
み

面
に

錆

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、
交

換
、

締
め

付
け

等
を

実
施

し
、

原
形

復
旧

を
実

施
し

た
。

※
６

号
機

で
確

認
さ

れ
た

走
行

伝
動

用
継

手
（
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ジ

ョ
イ

ン
ト

の
ク

ロ
ス

ピ
ン

）
破

損
の

水
平

展
開

と
し

て
当

該
部

の
浸

透
探

傷
検

査
を

行
っ

た
が

指
示

模
様

も
無

く
特

に
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

 

分
解

点
検

機
器

名
称

設
備

区
分

（１
）

設
備

区
分

（
２

）
機

器
番

号
所

見
耐

震
重

要
度

種
類

安
全

重
要

度

設
備

点
検

基
本

点
検

目
視

点
検

作
動

試
験

追
加

点
検

判
定

結
果

141



【静的機器】 
１９）原子炉圧力容器および付属機器 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 

 
（２）点検結果および評価 

   【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を直接受け損傷の可能性が高いと想定される「基礎ボルト」、「原子

炉圧力容器支持スカート部」、「原子炉圧力容器スタビライザ」、「原子炉圧力容器

の主蒸気ノズル」、「給水ノズル」、「低圧注水ノズル等のノズル・ノズルセーフエ

ンドおよび取合配管」、「中性子束計測ハウジング」、「制御棒駆動機構ハウジング」、

「制御棒駆動機構ハウジング支持金具」等の各部について目視点検を実施した結

果、異常のないことを確認した。 

 
また、原子炉圧力容器ドレンノズル（N15）については、狭隘部にある等の理

由により目視点検困難であるが、漏えい確認により損傷の有無が確認可能である

ことから、原子炉通常運転圧力の1.1倍以上の圧力で耐圧試験を実施予定である。 

 
② 漏えい確認 

    今後、原子炉圧力容器、制御棒駆動機構ハウジング、中性子束計測ハウジング

およびジェットポンプ計測管貫通部シールの漏えい確認を原子炉圧力容器リー

ク試験時にあわせて実施予定。 

 
【追加点検】 
     地震応答解析の結果選定される、ノズルセーフエンド(代表箇所)の浸透探傷試

験を実施予定である。 
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点
検

追
加

点
検

詳
細

点
検

原
子

炉
本

体

原
子

炉
圧

力
容

器
付

属
構

造
物

原
子

炉
圧

力
容

器
付

属
構

造
物

耐
震

重
要
度
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２０）炉内構造物 

 
（１） 検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表

－１に示す。 

 
（２）点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

制御棒駆動機構ハウジングおよび中性子束計測ハウジング（スタブチ

ューブを含む）の炉内部分を含め、各炉内構造物について、目視点検を

実施した。 
その結果、シュラウドヘッドおよび蒸気乾燥器の据付用ガイド近傍で打

痕および変形が確認された。蒸気乾燥器は炉内に固定される構造になって

おり、地震発生後にシュラウドヘッド、蒸気乾燥器が正規の位置から動い

た形跡がないこと、据付部周辺の炉内構造物に変形等の損傷はなく健全で

あることから地震の影響ではないと判断した。打痕および変形は地震前の

定期検査時に蒸気乾燥器を原子炉内へ据え付ける際に、位置決めが完全に

なされない状態で吊り下げてしまい案内棒上面に乗り上げたことが発生

原因と考えられる。構造強度・機能維持に関して影響はないことから、蒸

気乾燥器変形部について今後バリ取り等の処置を行い、継続使用すること

とする。 
他の構造物には異常は確認されなかった。 
 
下記機器のサーマルスリーブについては、狭隘部に設置されており、目

視点検が困難であることから、代替として、サーマルスリーブに接続され

る配管およびティー部の目視点検により、異常がないことを確認した。 
・給水スパージャ配管 
・ジェットポンプライザー配管 
・残留熱除去系（低圧注水配管） 
・高圧・低圧炉心スプレイ配管 

 
 

 【追加点検】 
基本点検において異常が確認されているが、原因ならびに損傷範囲が

明確であるため、追加点検は実施しない。 
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表
ｰ
1
　
炉
内
構
造
物
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

基
本
点
検

追
加
点
検

原
子
炉
圧
力
容
器

付
属
構
造
物

差
圧

検
出

・
ほ

う
酸

水
注

入
系

配
管

（
テ
ィ
-
よ
り
N
1
1
ノ
ズ

ル
ま
で
の
外
管
）

-
-

ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

－
良

蒸
気

乾
燥

器
①

蒸
気

乾
燥

器
ユ
ニ
ッ
ト

②
蒸

気
乾

燥
器

ハ
ウ
ジ
ン
グ

-
-

ク
ラ
ス
3

A

異
常

あ
り

－
否

蒸
気

乾
燥

器
の

据
付

用
ガ
イ
ド
近

傍
で
打

痕
及

び
変

形
が

確
認

さ
れ

た
。

蒸
気
乾
燥
器
は
炉
内
に
固
定
さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
に
蒸
気
乾
燥
器
が
正
規
の
位
置
か
ら
動

い
た
形

跡
が

な
い
こ
と
、
据

付
部

周
辺

の
炉

内
構

造
物

に
変
形
等
の
損
傷
は
な
く
健
全
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
震
の
影

響
で
は

な
い
と
判

断
し
、
追

加
点

検
は

不
要

と
し
た
。

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に
関

し
て
影

響
は

な
い
こ
と
か

ら
、

蒸
気
乾
燥
器
変
形
部
に
つ
い
て
今
後
バ
リ
取
り
等
の
処
置

を
行

い
、
継

続
使

用
す
る
こ
と
と
す
る
。

シ
ュ
ラ
ウ
ド
ヘ
ッ
ド

-
-

ク
ラ
ス
3

A

異
常

あ
り

－
否

シ
ュ
ラ
ウ
ド
ヘ
ッ
ド
の

据
付

用
ガ
イ
ド
近

傍
で
打

痕
が

確
認

さ
れ

た
。

地
震

発
生

後
に
シ
ュ
ラ
ウ
ド
ヘ
ッ
ド
が

正
規

の
位

置
か

ら
動

い
た
形

跡
が

な
い
こ
と
、
据

付
部

周
辺

の
炉

内
構

造
物

に
変
形
等
の
損
傷
は
な
く
健
全
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
震
の

影
響

で
は

な
い
と
判

断
し
、
追

加
点

検
は

不
要

と
し
た
。

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に
関

し
て
影

響
は

な
い
こ
と
か

ら
、

継
続
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

気
水

分
離

器
及

び
ス
タ
ン
ド
パ

イ
プ

①
気

水
分

離
器

②
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

-
-

ク
ラ
ス
3

A

異
常
な
し

－
良

給
水

ス
パ

ー
ジ
ャ

-
-

ク
ラ
ス
3

A

異
常

な
し
※

－
良

※
サ

ー
マ
ル

ス
リ
ー
ブ
部

は
目

視
点

検
が

困
難

な
た
め
、

代
替

と
し
て
、
サ

ー
マ
ル

ス
リ
ー
ブ
に
接

続
さ
れ

た
テ
ィ
ー

部
及

び
ス
パ

ー
ジ
ャ
の

変
形

等
の

有
無

に
よ
り
、
当

該
部

の
健
全
性
を
確
認
し
、
異
常
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

高
圧

炉
心

ス
プ
レ
イ
ス
パ

ー
ジ
ャ

-
-

ク
ラ
ス
1

A
異
常
な
し

－
良

低
圧

炉
心

ス
プ
レ
イ
ス
パ

ー
ジ
ャ

-
-

ク
ラ
ス
1

A
異
常
な
し

－
良

ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ

-
-

ク
ラ
ス
1

A

異
常

な
し
※

－
良

※
サ

ー
マ
ル

ス
リ
ー
ブ
部

は
目

視
点

検
が

困
難

な
た
め
、

代
替

と
し
て
、
サ

ー
マ
ル

ス
リ
ー
ブ
に
接

続
さ
れ

た
ラ
イ

ザ
ー
管
の
変
形
等
の
有
無
に
よ
り
、
当
該
部
の
健
全
性
を

確
認
し
、
異
常
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

残
留
熱
除
去
系
配
管
（
原
子
炉
圧
力
容
器
内
部
）

-
-

ク
ラ
ス
1

A

異
常

な
し
※

－
良

※
サ

ー
マ
ル

ス
リ
ー
ブ
部

は
目

視
点

検
が

困
難

な
た
め
、

代
替

と
し
て
、
サ

ー
マ
ル

ス
リ
ー
ブ
に
接

続
さ
れ

た
低

圧
注

水
配
管
の
変
形
等
の
有
無
に
よ
り
、
当
該
部
の
健
全
性
を

確
認
し
、
異
常
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
配
管
（
原
子
炉
圧
力
容
器
内
部
）

-
-

ク
ラ
ス
1

A

異
常

な
し
※

－
良

※
サ

ー
マ
ル

ス
リ
ー
ブ
部

は
目

視
点

検
が

困
難

な
た
め
、

代
替

と
し
て
、
サ
ー
マ
ル

ス
リ
ー
ブ
に
接

続
さ
れ

た
ヘ
ッ
ダ

部
及

び
ス
パ

ー
ジ
ャ
の

変
形

等
の

有
無

に
よ
り
、
当

該
部

の
健
全
性
を
確
認
し
、
異
常
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
配
管
（
原
子
炉
圧
力
容
器
内
部
）

-
-

ク
ラ
ス
1

A

異
常

な
し
※

－
良

※
サ

ー
マ
ル

ス
リ
ー
ブ
部

は
目

視
点

検
が

困
難

な
た
め
、

代
替

と
し
て
、
サ
ー
マ
ル

ス
リ
ー
ブ
に
接

続
さ
れ

た
ヘ
ッ
ダ

部
及

び
ス
パ

ー
ジ
ャ
の

変
形

等
の

有
無

に
よ
り
、
当

該
部

の
健
全
性
を
確
認
し
、
異
常
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

差
圧
検
出
・
ほ
う
酸
水
注
入
系
配
管

（
原

子
炉

圧
力

容
器

内
部

）
-

-
ク
ラ
ス
1

A
異
常
な
し

－
良

中
性
子
束
計
測
案
内
管

-
-

ク
ラ
ス
1

A
異
常
な
し

－
良

所
見

設
備

点
検

判
定
結
果

目
視
点
検

詳
細
点
検

耐
震

重
要

度
設
備
区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

番
号

機
器

名
称

種
類

原
子

炉
圧

力
容

器
内

部
構

造
物

安
全

重
要

度

原
子
炉
本
体
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表
ｰ
1
　
炉
内
構
造
物
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

基
本
点
検

追
加
点
検

所
見

設
備

点
検

判
定
結
果

目
視
点
検

詳
細
点
検

耐
震

重
要

度
設
備
区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

番
号

機
器

名
称

種
類

安
全

重
要

度

炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド

-
-

ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

－
良

上
部
格
子
板

-
-

ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

－
良

炉
心
支
持
板

-
-

ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

－
良

燃
料

支
持

金
具

①
中

央
燃

料
支

持
金

具
②

周
辺

燃
料

支
持

金
具

-
-

ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

－
良

制
御
棒
案
内
管

-
-

ク
ラ
ス
1

A
s

異
常
な
し

－
良

炉
心

支
持

構
造

物
原
子
炉
本
体
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２１）配管 

 

（１） 点検対象設備点検結果一覧 

      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 
 

（２） 点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震により損傷する可能性が高いと想定される「管および継ぎ手溶接部」、「フ

ランジボルト」等について、目視点検を実施した。その結果、下記の異常を確認

した。 

    
    ・ ほう酸水注入系主配管２において、当該配管の保温材に変形を生じていること

を確認した。本事象は、地震により仮置物品が移動し、ほう酸水注入系配管保

温材に接触したものである。当該配管への影響を確認するため、追加点検とし

て保温材を取り外し、詳細目視点検を実施することとした。 

 
    ・ 廃棄物処理設備圧力抑制室プール水排水系主配管において、漏えい、および漏

えい痕を確認した。漏えいは９箇所のピンホールから発生していた。引き続き

漏えい確認を実施した。 

 
・ 復水給水系主配管４のラグ部にレストレイントとの擦れ跡を確認した。レスト

レイントとの擦れ跡は、熱移動方向と一致しており、近接するオイルスナッバ

変形等の損傷は確認されなかったことから、運転、停止時に熱移動した際にレ

ストレイントと擦れて発生したと考えられ、追加点検は不要と判断した。 

 

また、狭隘部に設置されている機器等については、目視点検が困難であること

から、 

 
・ほう酸水注入系主配管１（原子炉圧力容器と注入ライン配管部）について、

漏えい確認により損傷の有無が確認可能であることから、原子炉圧力容器の

通常運転圧力の１.１倍以上の圧力で漏えい試験を実施し、異常のないことを

確認する予定である。 

 
・制御棒駆動系主配管１（原子炉圧力容器生体遮へい壁からペデスタル部）に

ついて、漏えい確認により損傷の有無が確認可能であることから、原子炉圧

力容器の通常運転圧力の１.１倍以上の圧力で漏えい試験を実施し、異常のな

いことを確認する予定である。 

 

147



・原子炉冷却材浄化系主配管１（原子炉圧力容器ドレンノズルとの取合配管部）

について、漏えい確認により損傷の有無が確認可能であることから、原子炉

圧力容器の通常運転圧力の 1.1 倍以上の圧力で漏えい試験を実施し、異常の

ないことを確認する予定である。 

 
・燃料プール冷却浄化系主配管１の一部配管が埋設されている部分（建屋躯体

埋設配管）について、埋設配管は燃料プール周辺であり、配管損傷があった

場合、プールの漏えい検知管により検知可能であるため、漏えい検知管から

の漏えい確認を行う予定である。また、躯体部から出た部分に配管側と躯体

側の変位が発生する可能性が高く、その部位について目視点検を実施し、異

常のないことを確認した。 
 

・液体廃棄物処理系放射性ドレン移送系主配管２の一部配管が埋設されている

部分（ドライウェルサンプ下出口配管）について、ドライウェルサンプの漏

えい確認により損傷の有無が確認可能であるため、漏えい確認を実施し、異

常のないことを確認した。 

 
② 漏えい試験 

地震により損傷する可能性が高いと想定される管および継ぎ手溶接部、フラン

ジボルト等について、漏えい試験を実施中である。現在のところ下記の事象が確

認されている。 

 
     ・廃棄物処理設備圧力抑制室プール水排水系主配管において、目視点検にて漏

えい、および漏えい痕を確認した。漏えいは目視点検にて確認した９箇所の

ピンホールから発生しており、その他の箇所からの漏えいは確認されなかっ

た。 
当該配管は、高濃度の塩素を含む１号機原子炉複合建屋地下５階への流入

水を圧力抑制室プール水排水系サージタンクへ移送した際に、３号機側の配

管にも流入したことによる、塩素による腐食であることが確認されており、

地震の影響ではなく偶発的な事象と判断した。ピンホール以外の漏えいは確

認されていないことから、追加点検は不要とした。当該配管については取替

を実施した。 
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【追加点検】 

① 詳細目視点検 

基本点検の結果、保温材に変形が確認されたほう酸水注入系主配管２について、

保温材を取り外し、詳細目視点検を実施した。その結果、変形等の損傷は確認さ

れなかったことから機能維持への影響はないと判断した。当該保温材の交換、お

よび室内の仮置保管物品の固定、配管の金属保護柵の設置等の対策を実施した。 

この事象については、配管への影響は確認されなかったが、品質保証上改善が

必要な事象であると考え、水平展開として仮置き機材については、固縛、固定等

を確実に行う様対策を実施した。 

 

配管貫通部、ならびに内包する流体が蒸気である等の理由により、現時点で運

転圧による漏えい確認が実施できない配管について、予め計画する追加点検とし

て、詳細目視点検を実施した。その結果、異常のないことを確認した。 

 

 

② 非破壊検査（詳細目視点検・浸透探傷検査・超音波探傷試験） 

     地震応答解析の結果、地震による相対変位の影響が大きいと考えられる部位に

対し、非破壊検査（詳細目視点検・浸透探傷検査・超音波探傷試験）を今後実施

する予定である。 
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表
－

１
　
配

管
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

漏
え
い

試
験

非
破

壊
検

査
分
解
点
検

主
配
管
１

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

主
配
管
２

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

※
未

－
－

（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

※
原
子
炉
圧
力
容
器
と
注
入
ラ
イ
ン
配
管
の
部
分
は
、
狭
隘
部

の
た
め
目

視
点

検
が

困
難

で
あ
る
こ
と
、
漏

え
い
確

認
に
よ
り
損

傷
の
有
無
が
確
認
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
子
炉
圧
力
容
器

の
通

常
運

転
圧

力
の

1
.1
倍

以
上

の
圧

力
で
漏

え
い
試

験
を
実

施
し
、
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
地
震
応
答
解
析

に
よ
る
評

価
よ
り
許

容
応

力
内

で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

主
配
管
２

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
あ
り

異
常
な
し

異
常
な
し

－
否

基
本

点
検

の
結

果
、
当

該
配

管
の

保
温

材
に
変

形
を
生

じ
て
い

る
こ
と
を
確

認
し
た
。
本

事
象

は
、
地

震
に
よ
り
仮

置
物

品
が

移
動

し
、
当

該
配

管
保

温
材

に
接

触
し
た
も
の

で
あ
る
。

当
該

配
管

へ
の

影
響

を
確

認
す
る
た
め
、
追

加
点

検
と
し
て
保

温
材
を
取
り
外
し
、
配
管
の
目
視
点
検
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
変

形
は

認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。

尚
、
保

温
材

に
つ
い
て
は

取
替

を
実

施
し
た
。

主
配
管
３

ク
ラ
ス
３

Ａ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

※
未

＊
－

（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

※
原

子
炉

圧
力

容
器

生
体

遮
へ

い
壁

か
ら
ペ
デ
ス
タ
ル

の
部

分
は
、
狭
隘
部
の
た
め
目
視
点
検
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
漏
え
い
確

認
に
よ
り
損

傷
の

有
無

が
確

認
可

能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
原

子
炉

圧
力

容
器

の
通

常
運

転
圧

力
の

1
.1
倍

以
上

の
圧

力
で
漏

え
い

試
験
を
実
施
し
、
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
地
震
応

答
解

析
に
よ
る
評

価
よ
り
許

容
応

力
内

で
あ
る
こ
と
を
確

認
す

る
。

主
配
管
２

ク
ラ
ス
１

Ｂ
異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配
管
３

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
は

水
圧

制
御

ユ
ニ
ッ
ト
復

旧
（
水

張
）
時

に
実

施
）

主
配
管
４

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

未
異
常
な
し

－
（
漏

え
い
は

水
圧

制
御

ユ
ニ
ッ
ト
復

旧
（
水

張
）
時

に
実

施
）

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
異
常
な
し
＊

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
格

納
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配
管
２

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

主
配
管
３

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
な
し

未
異
常
な
し

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
格

納
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

可
燃

性
ガ
ス
濃

度
制

御
系

可
搬

式
再

結
合

装
置

内
配

管
ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
２

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ベ
ン
ト
系

主
配
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
－

－
良

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
２

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

主
配
管
２

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
３

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
４

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

ほ
う
酸

水
注

入
系

計
測

制
御

系
統

設
備

設
備
区
分
（
１
）

制
御

棒
駆

動
系

機
器

名
称

計
装

用
圧

縮
空

気
系

所
見

（
＊
　
解
析
完
了
後
、
対
象
選
定
予
定
）

追
加
点
検

基
本

点
検

判
定
結
果

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
設
備
区
分
（
２
）

安
全
重
要
度

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

原
子

炉
格

納
施

設

可
燃

性
ガ
ス
濃

度
制

御
系

不
活

性
ガ
ス
系

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
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表
－

１
　
配

管
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

漏
え
い

試
験

非
破

壊
検

査
分
解
点
検

設
備
区
分
（
１
）

機
器
名
称

所
見

（
＊
　
解
析
完
了
後
、
対
象
選
定
予
定
）

追
加
点
検

基
本

点
検

判
定
結
果

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
設
備
区
分
（
２
）

安
全
重
要
度

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配
管
２

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良
主
配
管
３

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

復
水

浄
化

系
主
配
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
試

験
は

給
復

水
系

水
張

り
後

実
施

）

抽
気
系

主
配
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
－

－
良

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
＊

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配
管
２

ク
ラ
ス
２

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
＊

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配
管
３

ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
試

験
は

給
復

水
系

水
張

り
時

に
実

施
）

主
配
管
４

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
あ
り

未
異
常
な
し

－
否

（
漏

え
い
試

験
は

給
復

水
系

水
張

り
時

に
実

施
）

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
復

水
給

水
系

配
管

の
ラ
グ
部

に
レ
ス
ト
レ
イ
ン
ト
と
の

擦
れ

跡
を
確

認
し
た
。
擦

れ
跡

は
配

管
の

熱
移

動
方

向
と
一

致
し
て
お
り
、
近

接
す
る
オ
イ
ル
ス
ナ
ッ
バ

に
変
形
等
の
損
傷
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
運
転
、
停
止

時
に
熱

移
動

し
た
際

に
レ
ス
ト
レ
イ
ン
ト
と
擦

れ
て
発

生
し
た
と
考

え
ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い
と
判

断
し
た
。

原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
系

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
＊

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
異
常
な
し
＊

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配
管
２

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

※
未

＊
－

（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

※
原

子
炉

圧
力

容
器

ド
レ
ン
ノ
ズ
ル

と
の

取
合

配
管

の
部

分
は

、
狭

隘
部

の
た
め
目

視
点

検
が

困
難

で
あ
る
こ
と
、
漏

え
い
確

認
に

よ
り
損

傷
の

有
無

が
確

認
可

能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
原

子
炉

圧
力

容
器

の
通

常
運

転
圧

力
の

1
.1
倍

以
上

の
圧

力
で
漏

え
い
試

験
を
実
施
し
、
異
常
の
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
地
震
応
答
解

析
に
よ
る
評

価
よ
り
許

容
応

力
内

で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

主
配
管
２

ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配
管
２

ク
ラ
ス
１

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
蒸
気
流
量
制
限
器

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
蒸
気
流
量
制
限
器

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
蒸
気
流
量
制
限
器

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
蒸
気
流
量
制
限
器

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配
管
２

ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

-
異
常
な
し

－
良

主
配
管
３

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

-
-

－
良

主
配
管
４

ク
ラ
ス
３

Ａ
異
常
な
し

－
-

－
良

主
配
管
５

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
-

－
良

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

未
－

－
（
漏

え
い
試

験
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配
管
２

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
２

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

主
配
管
３

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
４

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

補
給

水
系

復
水

給
水

系

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

主
蒸

気
系

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
残

留
熱

除
去

系
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表
－

１
　
配

管
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

漏
え
い

試
験

非
破

壊
検

査
分
解
点
検

設
備
区
分
（
１
）

機
器
名
称

所
見

（
＊
　
解
析
完
了
後
、
対
象
選
定
予
定
）

追
加
点
検

基
本

点
検

判
定
結
果

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
設
備
区
分
（
２
）

安
全
重
要
度

ク
ロ
ス
ア
ラ
ウ
ン
ド
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
異
常
な
し

－
良

第
1
抽
気
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
－

－
良

第
2
抽
気
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
－

－
良

第
3
抽
気
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
－

－
良

第
4
抽
気
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
－

－
良

リ
ー
ド
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

－
－

－
良

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ベ
ン
ト
系
の
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
－

－
良

タ
ー
ビ
ン
グ
ラ
ン
ド
蒸
気
系
の
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

未
異
常
な
し

－
（
漏
え
い
試

験
は

復
水

器
イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

タ
ー
ビ
ン
補

助
蒸

気
系

の
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

－
－

－
良

抽
気
系
の
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

－
異
常
な
し

－
良

復
水
器
空
気
抽
出
系
の
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

未
－

－
（
漏
え
い
試

験
は

復
水

器
イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

復
水
給
水
系
の
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

未
－

－
(
漏
え
い
試
験
は
給
復
水
系
テ
ス
ト
ラ
ン
時
に
実
施
）

気
体
廃
棄
物
処
理
系

主
配
管

ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
異
常
な
し

－
(
漏
え
い
試
験
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
後
に
実

施
）

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系
廃
ス
ラ
ッ
ジ
系

主
配
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

廃
棄

物
処

理
設

備
圧

力
抑

制
室

プ
ー
ル

水
排

水
系

主
配

管
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｂ
異

常
あ
り

異
常

あ
り

－
－

否
基

本
点

検
の

結
果

，
当

該
配

管
に
ピ
ン
ホ
ー
ル

が
９
箇

所
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
当
該
配
管
は
、
高
濃
度
の
塩
素
を
含
む
１
号
機

原
子
炉
複
合
建
屋
地
下
５
階
へ
の
流
入
水
を
圧
力
抑
制
室
プ
ー

ル
水

排
水

系
サ

ー
ジ
タ
ン
ク
へ

移
送

し
た
際

に
、
３
号

機
側

の
配

管
に
も
流

入
し
た
こ
と
に
よ
る
、
塩

素
に
よ
る
腐

食
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
地
震
の
影
響
で
は
な
く
、
偶
発
的
な
事
象
で

あ
る
と
判

断
し
た
。
ピ
ン
ホ
ー
ル

以
外

の
異

常
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い
。

当
該

配
管

の
取

替
を
実

施
し
た
。

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系

主
配
管

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
高

電
導

度
廃

液
系

主
配
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
低

電
導

度
廃

液
系

主
配
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系
濃

縮
廃

液
系

主
配
管

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

主
配
管
1

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

未
異
常
な
し

－
（
漏
え
い
試
験
は
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
に
実
施
）

主
配
管
２

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
な
し

未
－

－
（
漏
え
い
試
験
は
復
水
器
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時
に
実
施
）

廃
棄

設
備

蒸
気

タ
ー
ビ
ン

補
助

ボ
イ
ラ
ー
に
附

属
す
る
管

外
経
１
５
０
ｍ
ｍ
以
上
の
管

補
助
ボ
イ
ラ
ー

蒸
気

タ
ー
ビ
ン
に
附

属
す
る
管

蒸
気

タ
ー
ビ
ン
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表
－

１
　
配

管
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

漏
え
い

試
験

非
破

壊
検

査
分
解
点
検

設
備
区
分
（
１
）

機
器
名
称

所
見

（
＊
　
解
析
完
了
後
、
対
象
選
定
予
定
）

追
加
点
検

基
本

点
検

判
定
結
果

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
設
備
区
分
（
２
）

安
全
重
要
度

主
配
管
１

ク
ラ
ス
２

Ａ
異
常
な
し

※
異

常
な
し

＊
－

※
一

部
配

管
が

埋
設

さ
れ

て
い
る
部

分
（
建

屋
躯

体
埋

設
配

管
）

は
目

視
点

検
が

困
難

で
あ
る
が

、
埋

設
配

管
は

燃
料

プ
ー
ル

周
辺

で
あ
り
、
配

管
の

損
傷

が
あ
っ
た
場

合
、
プ
ー
ル

の
漏

え
い
検

知
管

よ
り
検

知
可

能
で
あ
る
た
め
、
漏

え
い
検

知
管

か
ら
の

漏
え

い
確
認
を
行
う
。
ま
た
、
躯
体
部
か
ら
出
た
部
分
に
配
管
側
と
躯

体
側

の
変

位
が

発
生

す
る
可

能
性

が
高

く
、
そ
の

部
位

に
つ
い

て
目

視
点

検
を
実

施
し
た
。

主
配
管
２

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

＊
－

主
配
管
２

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

※
異

常
な
し

異
常

な
し

－
良

※
一

部
配

管
が

埋
設

さ
れ

て
い
る
部

分
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

サ
ン
プ

下
出

口
配

管
）
は

目
視

点
検

が
困

難
で
あ
る
が

、
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

サ
ン
プ
の

漏
え
い
確

認
に
よ
り
損

傷
の

有
無

が
確

認
可

能
で
あ

る
た
め
、
漏

え
い
確

認
を
実

施
し
た
。

主
配
管
３

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
４

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

主
配
管
２

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

高
圧

炉
心

ス
プ
レ
イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

補
機

冷
却

水
系

主
配
管

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

放
射
線
管
理
設
備

非
常
用
ガ
ス
処
理
系

主
配
管

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
放

射
性

ド
レ
ン
移

送
系

非
常

用
予

備
発

電
装

置
高

圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

補
機

冷
却

海
水

系

燃
料

設
備

燃
料

プ
ー
ル

冷
却

浄
化

系
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２２）燃料ラック類 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表

－１に示す。 

 
（２）点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

燃料ラック類の地震時の損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の荷

重を直接受け持つ「基礎部」、「ラック」、「ハンガ部材」の損傷が主に発生する

と想定される。これらの損傷形態は、水中カメラによる目視点検での確認が有

効と考えられる。このため水中に基礎ボルト、ラック部材がある使用済燃料貯

蔵ラック、制御棒・破損燃料貯蔵ラック、制御棒貯蔵ラック、制御棒貯蔵ハン

ガついては、ナットの着座面に隙間のないことの確認、およびラック部材に歪

み・変形がないことを確認するため水中カメラにて目視点検を実施し、その結

果、異常のないことを確認した。新燃料貯蔵設備については、気中雰囲気であ

るためカメラ等は使用せず、ラック部材の直接目視確認を実施した。その結果、

異常のないことを確認した。 

 
 

② 基礎ボルトの緩み確認 
以下の機器について、基礎ボルトに緩みが生じていないことを確認する観

点から、基礎ボルトの緩み確認を行い、異常のないことを確認した。 
・ 使用済燃料貯蔵ラック 
・ 制御棒・破損燃料貯蔵ラック、制御棒貯蔵ラック 
・ 制御棒貯蔵ハンガ 

 
 【追加点検】 
    基本点検で異常が確認されていないことから、追加点検は実施しない。 
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表
-
1
　

燃
料

ラ
ッ

ク
 設

備
点

検
結

果
一

覧

燃
料

貯
蔵

設
備

新
燃

料
貯

蔵
設

備
-

-
ク

ラ
ス

２
Ｃ

異
常

な
し

－
良

使
用

済
燃

料
貯

蔵
ラ

ッ
ク

-
-

ク
ラ

ス
２

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

良

制
御

棒
・
破

損
燃

料
貯

蔵
ラ

ッ
ク

-
-

ク
ラ

ス
２

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

良

制
御

棒
貯

蔵
ラ

ッ
ク

-
-

ク
ラ

ス
２

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
良

制
御

棒
貯

蔵
ハ

ン
ガ

-

-
ク

ラ
ス

２
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

良

所
見

機
器

番
号

種
類

使
用

済
燃

料
貯

蔵
設

備

判
定

結
果

機
器

名
称

基
本

点
検 ボ
ル

ト
の

緩
み

確
認

設
備

点
検

燃
料

設
備

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）

 
目

視
点

検

安
全

重
要

度

耐
震

重
要

度
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２３）熱交換器 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表

－１に示す。  

 
（２）点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される熱交換器の「本体」、「支持脚」、

「フランジ部」、「管台部」について、変形、損傷および漏えい痕の有無

等を確認するため、目視点検を実施した。その結果、異常は確認されな

かった。 

 
② 漏えい確認 

漏えい確認として性能を確認する項目は、伝熱性能およびバウンダリ機

能があり、伝熱性能が確保されていることを確認するため、伝熱管漏えい

確認を実施した。また、バウンダリ機能を確認するため、本体、フランジ

等からの外部漏えい確認を実施した。その他の機器の漏えい確認について

は、今後実施する予定である。 

 
・ 伝熱管漏えい確認 

以下の熱交換器伝熱管の漏えい確認（胴側のみ通水による漏えい確

認）を実施し、伝熱管より漏えいのないことを確認した。 
・高電導度廃液系濃縮装置加熱器 
・高電導度廃液系濃縮装置復水器 
・原子炉補機冷却水系熱交換器 
・残留熱除去系熱交換器 
・燃料プール冷却浄化系熱交換器 
・高圧炉心スプレイディーゼル補機冷却水系熱交換器 

 
・外部漏えい確認 

以下の系統の熱交換器について外部漏えい確認を実施し、熱交換器本

体部分、フランジ部より漏えいのないことを確認した。 
・液体廃棄物処理系 
・原子炉補機冷却水系 
・残留熱除去系 
・燃料プール冷却浄化系 
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・高圧炉心スプレイディーゼル補機冷却水系 

 
【追加点検】 

① 分解点検 
グランド蒸気蒸化器およびグランド蒸気復水器については蒸気が発生し

なければ漏えい確認ができないため、予め計画する追加点検として非破壊

試験および分解点検（開放点検）を実施した。その結果、 
・グランド蒸気蒸化器については、内部構造物溶接部に浸透指示模様 
・グランド蒸気復水器については、水室内部溶接線に浸食 

を確認した。 

 
グランド蒸気蒸化器の浸透指示模様（線状指示模様）については、蒸気

による浸食等により内在欠陥が顕在化したものであり、また、各部に変形、

損傷等が無いことから、地震の影響によるものではないと判断した。内部

構造物溶接部の補修を実施する予定である。 

 
グランド蒸気復水器の浸食については、通常の点検でも確認されている

経年的な事象であり、また、各部に変形等がないことから、地震の影響に

よるものではないと判断した。水室内部溶接線の補修を実施する予定であ

る。 
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表
－
１
　
熱
交
換
器
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

追
加
点
検

目
視
点
検

 
 

漏
え
い
確
認

分
解

点
検

グ
ラ
ン
ド
蒸

気
蒸

化
器

N
3
3
-
B
0
0
1

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
異
常
あ
り
※

否

※
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
、
浸

透
探

傷
試

験
）
の
結
果
、
内
部
構
造
物
溶
接
部
に
指
示
模
様
を
確
認
し

た
。
浸
透
指
示
模
様
（
線
状
指
示
模
様
）
に
つ
い
て
は
、
蒸
気

に
よ
る
浸
食
等
に
よ
り
内
在
欠
陥
が
顕
在
化
し
た
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
各
部
に
変
形
、
損
傷
等
が
無
い
こ
と
か
ら
、
地
震

の
影
響
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

内
部
構
造
物
溶
接
部
の
溶
接
補
修
を
実
施
す
る
。

グ
ラ
ン
ド
蒸

気
復

水
器

N
3
3
-
B
0
0
2

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
異
常
あ
り
※

否

※
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
水

室
内
部
溶
接
部
に
浸
食
を
確
認
し
た
。
浸
食
に
つ
い
て
は
、
通

常
の

点
検

で
も
確

認
さ
れ

て
い
る
経

年
的

な
事

象
で
あ
り
、

ま
た
、
各

部
に
変

形
等

が
な
い
こ
と
か

ら
、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

水
室
内
部
溶
接
部
の
溶
接
補
修
を
実
施
す
る
。

A
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

（
漏
え
い
確
認
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時

実
施

）

B
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

（
漏
え
い
確
認
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時

実
施

）

A
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

（
漏
え
い
確
認
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時

実
施

）

B
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

（
漏
え
い
確
認
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時

実
施

）

C
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

（
漏
え
い
確
認
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時

実
施

）

A
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

（
漏
え
い
確
認
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時

実
施

）

B
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

（
漏
え
い
確
認
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時

実
施

）

A
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

（
漏
え
い
確
認
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時

実
施

）

B
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

（
漏
え
い
確
認
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時

実
施

）

A
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

（
漏
え
い
確
認
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時

実
施

）

B
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

（
漏
え
い
確
認
は
気
体
廃
棄
物
処
理
系
イ
ン
リ
ー
ク
試
験
時

実
施

）

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
加

熱
器

K
1
3
-
D
0
0
1

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
復

水
器

K
1
3
-
B
0
0
1

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

耐
震

重
要

度

N
6
2
-
B
0
0
3

N
6
2
-
B
0
0
1

N
6
2
-
D
0
0
1

N
6
2
-
B
0
0
2

N
6
2
-
B
0
0
4

蒸
気

タ
ー
ビ
ン

蒸
気

タ
ー
ビ
ン
に

附
属

す
る
熱

交
換

器

気
体

廃
棄

物
処

理
系

除
湿

冷
却

器
廃
棄
設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 高
電

導
度

廃
液

系

気
体

廃
棄

物
処

理
系

気
体

廃
棄

物
処

理
系

脱
湿

塔

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ
ス
復
水
器

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ
ス
予
熱
器

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ
ス
再
結
合
器

判
定
結
果

所
見

設
備
点
検

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
基
本
点
検
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表
－
１
　
熱
交
換
器
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

追
加
点
検

目
視
点
検

 
 

漏
え
い
確
認

分
解

点
検

耐
震

重
要

度
判
定
結
果

所
見

設
備
点
検

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
基
本
点
検

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

E
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

F
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
再

生
熱

交
換

器
G
3
1
-
B
0
0
1

-
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

(漏
え
い
確
認
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
時
に
実
施
）

A
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

(漏
え
い
確
認
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
時
に
実
施
）

B
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

未
－

(漏
え
い
確
認
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
リ
ー
ク
時
に
実
施
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

非
常

用
予

備
発

電
装

置
高

圧
炉

心
ス
プ
レ

イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
補

機
冷

却
水

系

高
圧

炉
心

ス
プ
レ
イ

デ
ィ
ー
ゼ
ル

補
機

冷
却

水
系

熱
交

換
器

P
2
6
-
B
0
0
1

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

燃
料

設
備

燃
料

プ
ー
ル

冷
却

浄
化

系

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

燃
料

プ
ー
ル

冷
却

浄
化

系
熱

交
換

器

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
非

再
生

熱
交

換
器

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系

残
留

熱
除

去
系

G
3
1
-
B
0
0
2

E
1
1
-
B
0
0
1

G
4
1
-
B
0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
熱

交
換

器
P
2
1
-
B
0
0
1
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２４）復水器・湿分分離器・給水加熱器 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－１

に示す。 

 
（２）点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される、「本体（胴、水室、管板）」「支持

脚」「管台」等について目視点検を実施した。その結果、以下の事象を確認し

た。 

 
・ 復水器（Ｃ）について、水室フランジ部に漏えい痕を確認した。水室フ

ランジ部に変形および取付ボルトに異常はなく、錆が浮いている状態で

あったため、逆洗時等の圧力変動により経年的に締付トルクが僅かに低

下し漏えいしたもので、地震の影響によるものではないと判断し、追加

点検は不要とした。 

 
・ 第６給水加熱器（Ａ）について、ラギングエンドプレート止めボルトの

まわり止め溶接部近傍に割れが確認された。割れは、溶接の熱影響部に

発生した微細な割れが起動停止による熱変化によって進展したと推定

され、当該部以外に変形等の損傷は確認されなかったことから、地震に

よる影響ではないと判断し、追加点検は不要とした。 

 
他の機器について異常は確認されなかった。 

 
② 漏えい確認 

流体保持機能（バウンダリ）の確認として、漏えい確認を実施する。復水器

については、復水器インリーク試験において漏えい試験を実施する予定である。 

 
 

【追加点検】 
① 分解点検、非破壊検査 

以下の設備については、内包する流体が蒸気である等の理由により、予め

計画する追加点検設備として選定し、分解点検、浸透探傷試験を実施した。 
・復水器全台 
・給水加熱器全台 
・第６給水加熱器ドレン冷却器全台 
・湿分分離器全台 
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その結果、以下の事象を確認した。 

 
○復水器 
・ 復水器（Ａ）において、器内補強管２本の溶接部に割れを確認した。損

傷原因については、現在調査中である。 
・ 復水器（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）において、地震の揺れによる上部伸縮継手整流

板にずれ、器内抽気管ラギングに凹みを確認した。復水器（Ｂ）（Ｃ）

に整流板タップ溶接部の割れ、復水器（Ｂ）に、タービンバイパス蒸気

ダンパの移動跡を確認した。これらのずれや凹みは軽微であり、バウン

ダリを構成するラバーエキスパンション、伝熱性能を確保するための伝

熱管、ダンパ等に損傷は確認されていないことから、構造強度および機

能維持への影響はないものと判断した。 

 
復水器の分解点検では、上記以外にも、 
・ 復水器（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）に蒸気による器内補強管および器内管台スリー

ブの浸食、復水器（Ｃ）に水室内面防汚塗装の割れ、水室、胴体エキス

パンション溶接部の浸透指示模様（円形指示模様）が確認されたが、こ

れらは、過去の点検においても確認されている事象であることから、蒸

気や経年的な使用により発生した事象であると判断した。また、復水器

（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）にて確認した散水箱取付ボルト用ダブルナットの緩み

は、運転中の熱変動によるものであり、各部に変形等が無いことから、

地震の影響によるものではないと判断した。 

 
○湿分分離器 
・ 湿分分離器（Ａ）（Ｂ）において、内部構造物溶接部に欠陥が確認され

た。過去の点検においても確認されている事象であることから、経年的

な使用にともなう、蒸気の浸食による事象であり、地震の影響によるも

のではないと判断した。 

 
○給水加熱器 
・ 第 1 給水加熱器（Ａ）（Ｂ）において、マンホールボルトナットに固着

が確認された。マンホールボルトナットのかじり跡以外に、変形や損傷

等は確認されておらず、また、マンホールボルトナットの固着は、運転

にともなう熱膨張の影響により過去からも確認されている事象である

ことから、地震の影響によるものではないと判断した。 

 
 

・ 第３給水加熱器（Ａ）および第４給水加熱器（Ｂ）の本体座に損傷を確

認した。建設時に給水加熱器取付後、ラギング取付の際に使用したガス

等の熱影響で溶け込んだものと考えられ、地震の影響によるものではな
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いと判断した。 

 
・ 第３給水加熱器（Ｂ）の本体座溶接部に浸食を確認した。溶接部の浸食

については蒸気による浸食であり、地震の影響によるものではないと判

断した。 

 
・ 第３給水加熱器（Ｂ）（Ｃ）の本体座ソケット溶接部に浸透指示模様が

確認された。当該配管に変形が無いこと、当該配管サポートに擦れ跡等

確認されなかったことから地震の影響によるものではないと判断した。

原因については、配管の熱変位により応力が加わる箇所にでていること

から、蒸気による浸食により内在欠陥が顕在化し、応力により進展した

ものと判断した。 

 
・ 第３給水加熱器（Ａ）の復水出口管溶接部にブローホールを確認した。

復水出口管溶接部のブローホールは、内在していたものが浸食等により

表面化したものと考えられ、地震の影響ではないと判断した。 

 
・第６給水加熱器（Ｃ）において、伝熱管のつまり（1,088 本中 1 本）を

確認した。伝熱管内のスケールの付着であり、過去にも同様の事象が確

認されていることから、地震の影響ではないと判断した。 

 
 他の機器に、異常は確認されなかった。 
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表
－

１
　

復
水

器
・
湿

分
分

離
器

・
給

水
加

熱
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

未
異

常
な

し
異

常
あ

り
※

○
否

（
漏

え
い

は
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
器

内
補

強
管

２
本

の
溶

接
部

に
割

れ
を

確
認

し
た

。
損

傷
原

因
に

つ
い

て
は

現
在

調
査

中
で

あ
る

。
ま

た
、

地
震

の
揺

れ
に

よ
る

、
補

強
管

と
器

内
抽

気
管

ラ
ギ

ン
グ

が
接

触
に

よ
る

凹
み

、
上

部
伸

縮
継

手
整

流
板

の
ず

れ
を

確
認

し
た

。
こ

れ
ら

の
ず

れ
や

凹
み

は
軽

微
で

あ
り

、
構

造
強

度
お

よ
び

機
能

維
持

へ
の

影
響

は
な

い
も

の
と

判
断

し
た

。
上

記
以

外
に

、
器

内
補

強
管

の
浸

食
、

器
内

管
台

ス
リ

ー
ブ

の
浸

食
、

散
水

箱
取

付
ボ

ル
ト

用
ダ

ブ
ル

ナ
ッ

ト
の

緩
み

を
確

認
し

た
。

器
内

補
強

管
お

よ
び

器
内

管
台

ス
リ

ー
ブ

の
浸

食
に

つ
い

て
は

蒸
気

に
よ

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
ま

た
、

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

の
緩

み
に

つ
い

て
は

、
運

転
中

の
熱

変
動

に
よ

り
締

付
け

ト
ル

ク
が

低
減

し
た

こ
と

が
原

因
で

緩
ん

だ
も

の
と

考
え

ら
れ

、
ボ

ル
ト

、
散

水
箱

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

各
部

に
つ

い
て

、
交

換
、

手
入

れ
、

修
復

を
実

施
す

る
。

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

未
異

常
な

し
異

常
あ

り
※

○
否

（
漏

え
い

は
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

る
、

補
強

管
と

器
内

抽
気

管
ラ

ギ
ン

グ
が

接
触

た
こ

と
に

よ
る

凹
み

、
タ

ー
ビ

ン
バ

イ
パ

ス
蒸

気
ダ

ン
パ

の
移

動
跡

、
上

部
伸

縮
継

手
整

流
板

の
ず

れ
、

整
流

板
の

タ
ッ

プ
溶

接
部

の
割

れ
を

確
認

し
た

。
こ

れ
ら

の
ず

れ
や

凹
み

は
軽

微
で

あ
り

、
構

造
強

度
お

よ
び

機
能

維
持

へ
の

影
響

は
な

い
も

の
と

判
断

し
た

。
ま

た
、

器
内

補
強

管
の

浸
食

、
器

内
管

台
ス

リ
ー

ブ
の

浸
食

、
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

の
緩

み
を

確
認

し
た

。
器

内
補

強
管

お
よ

び
器

内
管

台
ス

リ
ー

ブ
の

浸
食

に
つ

い
て

は
蒸

気
に

よ
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ま
た

、
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

の
緩

み
に

つ
い

て
は

、
運

転
中

の
熱

変
動

に
よ

り
締

付
け

ト
ル

ク
が

低
減

し
た

こ
と

が
原

因
で

緩
ん

だ
も

の
と

考
え

ら
れ

、
ボ

ル
ト

、
散

水
箱

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

各
部

に
つ

い
て

、
交

換
、

手
入

れ
、

修
復

を
実

施
す

る
。

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

あ
り

※
1

未
異

常
あ

り
※

2
異

常
あ

り
※

2
○

否

（
漏

え
い

は
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

※
1
目

視
点

検
に

お
い

て
水

室
フ

ラ
ン

ジ
部

に
漏

え
い

痕
を

確
認

し
た

。
水

室
フ

ラ
ン

ジ
部

に
変

形
及

び
取

付
ボ

ル
ト

に
異

常
は

な
く
、

錆
が

発
生

し
て

い
る

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

逆
洗

時
等

の
圧

力
変

動
に

よ
り

水
室

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
漏

え
い

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

※
2
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

検
査

）
を

実
施

し
た

結
果

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

る
、

補
強

管
と

器
内

抽
気

管
ラ

ギ
ン

グ
が

接
触

た
こ

と
に

よ
る

凹
み

、
上

部
伸

縮
継

手
整

流
板

の
ず

れ
、

整
流

板
の

タ
ッ

プ
溶

接
部

の
割

れ
を

確
認

し
た

。
こ

れ
ら

の
ず

れ
や

凹
み

は
軽

微
で

あ
り

、
構

造
強

度
お

よ
び

機
能

維
持

へ
の

影
響

は
な

い
も

の
と

判
断

し
た

。
ま

た
、

器
内

補
強

管
の

浸
食

、
器

内
管

台
ス

リ
ー

ブ
の

浸
食

、
水

室
、

胴
体

エ
キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

溶
接

部
の

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
指

示
模

様
）
、

水
室

内
面

防
汚

塗
装

に
割

れ
、

散
水

箱
取

付
ボ

ル
ト

用
ダ

ブ
ル

ナ
ッ

ト
の

緩
み

を
確

認
し

た
。

・
器

内
補

強
管

の
浸

食
に

つ
い

て
は

通
常

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
、

器
内

管
台

ス
リ

ー
ブ

の
浸

食
に

つ
い

て
は

蒸
気

に
よ

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
各

部
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

・
水

室
、

胴
体

エ
キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

溶
接

部
の

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
手

入
れ

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

で
あ

り
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
・
水

室
内

面
防

汚
塗

装
に

割
れ

は
経

年
的

に
確

認
さ

れ
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

か
つ

他
プ

ラ
ン

ト
に

於
い

て
も

経
年

劣
化

事
象

と
し

て
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

・
ダ

ブ
ル

ナ
ッ

ト
の

緩
み

に
つ

い
て

は
、

運
転

中
の

熱
変

動
に

よ
り

締
付

け
ト

ル
ク

が
低

減
し

た
こ

と
が

原
因

で
緩

ん
だ

も
の

と
考

え
ら

れ
、

ボ
ル

ト
、

散
水

箱
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
各

部
に

つ
い

て
、

交
換

、
手

入
れ

、
修

復
を

実
施

す
る

。

非
破

壊
検

査

耐
震

重
要

度
漏

え
い

確
認

設
備

点
検

追
加

点
検

点
検

目
的

基
本

点
検

所
見

N
6
1
-
B

0
0
1

復
水

器
復

水
器

に
係

る
次

の
事

項

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
判

定
結

果
目

視
点

検
分

解
点

検

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
 △

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

 □
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
－

１
　

復
水

器
・
湿

分
分

離
器

・
給

水
加

熱
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

非
破

壊
検

査

耐
震

重
要

度
漏

え
い

確
認

設
備

点
検

追
加

点
検

点
検

目
的

基
本

点
検

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
判

定
結

果
目

視
点

検
分

解
点

検

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
あ

り
※

異
常

な
し

○
否

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
内

部
構

造
物

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
及

び
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

で
、

通
常

の
点

検
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

経
年

的
な

事
象

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

等
が

な
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
内

部
構

造
物

溶
接

部
の

溶
接

補
修

を
実

施
す

る
。

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
あ

り
※

異
常

な
し

○
否

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
内

部
構

造
物

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
及

び
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

で
、

通
常

の
点

検
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

経
年

的
な

事
象

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

等
が

な
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
内

部
構

造
物

溶
接

部
の

溶
接

補
修

を
実

施
す

る
。

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

湿
分

分
離

器
N

3
5
-
D

0
0
1

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
 △

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

 □
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
－

１
　

復
水

器
・
湿

分
分

離
器

・
給

水
加

熱
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

非
破

壊
検

査

耐
震

重
要

度
漏

え
い

確
認

設
備

点
検

追
加

点
検

点
検

目
的

基
本

点
検

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
判

定
結

果
目

視
点

検
分

解
点

検

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
な

し
異

常
あ

り
※

○
否

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
水

室
外

部
マ

ン
ホ

ー
ル

の
ボ

ル
ト

・
ナ

ッ
ト

2
組

に
固

着
が

確
認

さ
れ

た
。

プ
ラ

ン
ト

起
動

・
停

止
に

よ
る

熱
・
圧

力
変

動
の

影
響

に
よ

り
、

カ
ジ

リ
が

生
じ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
当

該
ボ

ル
ト

に
変

形
、

割
れ

が
無

か
っ

た
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ボ
ル

ト
・
ナ

ッ
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

。

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
な

し
異

常
あ

り
※

○
否

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
水

室
外

部
マ

ン
ホ

ー
ル

の
ボ

ル
ト

・
ナ

ッ
ト

2
組

に
固

着
が

確
認

さ
れ

た
。

プ
ラ

ン
ト

起
動

・
停

止
に

よ
る

熱
・
圧

力
変

動
の

影
響

に
よ

り
、

カ
ジ

リ
が

生
じ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
当

該
ボ

ル
ト

に
変

形
、

割
れ

が
無

か
っ

た
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ボ
ル

ト
・
ナ

ッ
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

。

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
な

し
異

常
な

し
○

良

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
な

し
異

常
な

し
○

良

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
な

し
異

常
あ

り
※

○
否

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
分

解
点

検
に

て
復

水
出

口
管

溶
接

部
に

ブ
ロ

ー
ホ

ー
ル

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
本

体
座

に
へ

こ
み

を
確

認
し

た
。

ブ
ロ

ー
ホ

ー
ル

は
、

内
在

し
て

い
た

も
の

が
浸

食
等

に
よ

り
表

面
化

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

本
体

座
の

へ
こ

み
は

建
設

時
に

給
水

加
熱

器
取

付
後

、
ラ

ギ
ン

グ
を

取
付

る
際

に
使

用
し

た
ガ

ス
等

の
熱

影
響

で
溶

け
込

ん
だ

も
の

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

本
体

座
の

損
傷

に
つ

い
て

は
補

修
を

実
施

す
る

。
ブ

ロ
ー

ホ
ー

ル
に

つ
い

て
は

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
。

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
あ

り
※

異
常

あ
り

※
○

否

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
分

解
点

検
に

て
本

体
座

（
Ｓ

－
6
）
に

浸
食

及
び

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

浸
食

に
つ

い
て

は
蒸

気
に

よ
る

浸
食

と
考

え
ら

れ
、

浸
透

指
示

模
様

は
配

管
の

熱
変

位
に

よ
る

応
力

集
中

部
に

指
示

模
様

が
で

て
い

る
こ

と
、

及
び

当
該

座
の

み
に

本
事

象
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

浸
食

に
つ

い
て

は
健

全
性

評
価

を
行

い
必

要
に

応
じ

て
補

修
を

行
う

。
ま

た
、

浸
透

指
示

模
様

に
つ

い
て

は
補

修
を

行
う

。

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
あ

り
※

異
常

な
し

○
否

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
分

解
点

検
に

て
本

体
座

（
Ｓ

－
6
）
の

ソ
ケ

ッ
ト

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

配
管

の
熱

変
位

に
よ

る
応

力
集

中
部

に
指

示
模

様
が

で
て

い
る

こ
と

、
及

び
当

該
座

の
み

に
本

事
象

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
当

該
部

の
補

修
溶

接
を

実
施

す
る

。

第
2
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
2

第
3
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
3

第
1
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
1

復
水

給
水

系
原

子
炉

冷
却

系
統

設
備

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
 △

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

 □
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
－

１
　

復
水

器
・
湿

分
分

離
器

・
給

水
加

熱
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

非
破

壊
検

査

耐
震

重
要

度
漏

え
い

確
認

設
備

点
検

追
加

点
検

点
検

目
的

基
本

点
検

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
判

定
結

果
目

視
点

検
分

解
点

検

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
な

し
異

常
な

し
○

良

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
な

し
異

常
あ

り
※

○
否

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
分

解
点

検
に

て
、

本
体

座
（
Ｓ

－
8
）

に
へ

こ
み

を
確

認
し

た
。

本
体

座
の

へ
こ

み
は

建
設

時
に

給
水

加
熱

器
取

付
後

、
ラ

ギ
ン

グ
を

取
付

る
際

に
使

用
し

た
ガ

ス
等

の
熱

影
響

で
溶

け
込

ん
だ

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
へ

こ
み

部
の

補
修

を
実

施
す

る
。

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
な

し
異

常
な

し
○

良

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
な

し
異

常
な

し
○

良

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
な

し
異

常
な

し
○

良

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
な

し
異

常
な

し
○

良

第
5
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
5

第
4
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
4

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
 △

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

 □
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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表
－

１
　

復
水

器
・
湿

分
分

離
器

・
給

水
加

熱
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

非
破

壊
検

査

耐
震

重
要

度
漏

え
い

確
認

設
備

点
検

追
加

点
検

点
検

目
的

基
本

点
検

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
判

定
結

果
目

視
点

検
分

解
点

検

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

あ
り

※
―

異
常

な
し

異
常

な
し

○
否

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ラ

ギ
ン

グ
エ

ン
ド

プ
レ

ー
ト

の
割

れ
を

確
認

し
た

。
ラ

ギ
ン

グ
エ

ン
ド

プ
レ

ー
ト

止
め

ボ
ル

ト
の

ま
わ

り
止

め
溶

接
部

近
傍

に
発

生
し

て
お

り
、

熱
影

響
ま

た
は

残
留

応
力

の
影

響
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
ラ

ギ
ン

グ
エ

ン
ド

プ
レ

ー
ト

の
修

理
を

実
施

す
る

。

B
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
な

し
異

常
な

し
○

良

C
ク

ラ
ス

３
Ｂ

異
常

な
し

―
異

常
あ

り
※

異
常

な
し

○
否

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
渦

流
探

傷
試

験
）
を

実
施

し
た

結
果

、
ス

ケ
ー

ル
が

原
因

の
伝

熱
管

の
つ

ま
り

（
1
,0

8
8
本

中
1
本

）
を

確
認

し
た

。
伝

熱
管

内
の

ス
ケ

ー
ル

の
付

着
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

つ
ま

り
が

確
認

さ
れ

た
伝

熱
管

に
閉

止
栓

処
置

を
実

施
し

た
。

閉
止

栓
処

置
を

実
施

し
、

取
付

状
態

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

A
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―
異

常
な
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し
○

良

B
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良

C
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―
異

常
な
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常
な

し
○

良

第
6
給

水
加

熱
器

ド
レ

ン
冷

却
器

N
2
1
-
B

0
0
7

第
6
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
6

復
水

給
水

系
原

子
炉

冷
却

系
統

設
備

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
 △

：
地

震
応

答
解

析
で

評
価

基
準

を
満

足
し

な
い

た
め

実
施

す
る

追
加

点
検

 □
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り

実
施

す
る

追
加

点
検
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２５）プールライニング 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－１

に示す。 

  
（２）点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

     プールライニングの地震時の損傷形態や機種の特性などを考慮すると、地震の

荷重を直接受け保つ「ライニングおよび使用済燃料貯蔵プールゲート取付金物」

等の損傷が主に発生すると想定される。これらについて目視点検を実施した結果、

下記の異常を確認した。 

 
・ シャワードレン系収集槽（Ｂ） 
  基本点検（目視点検）の結果、当該収集槽上部マンホール付近に漏えい痕

（２箇所）があることを確認した。地震時の揺れによって弾性範囲内で歪ん

だマンホール部分から、地震に伴う保有水のスロッシングにより、極微量の

漏えいが生じたものと判断した。漏えい痕以外に変形等の損傷は確認されて

いないことから、追加点検は不要と判断した。 

 
・ 高電導度廃液系サンプル槽（Ｂ） 
  基本点検（目視点検）の結果、当該サンプル槽天板のゴムパッキンがはみ

出していることおよび極微量の漏えい痕を確認した。地震時の揺れによって

天板が弾性範囲内で歪んだ際にパッキンがはみ出したこと、および地震に伴

う保有水のスロッシングにより、当該部から極微量の漏えいが生じたものと

判断した。パッキンはみ出し以外に変形等の損傷は確認されていないことか

ら、追加点検は不要と判断した。 

 
・低電導度廃液系サンプル槽（Ｂ） 
  基本点検（目視点検）の結果、当該サンプル槽天板のゴムパッキンがはみ

出していることを確認した。地震時の揺れによって天板が弾性範囲内で歪ん

だ際にパッキンがはみ出したものと判断した。パッキンはみ出し以外に変形

等の損傷は確認されていないことから、追加点検は不要と判断した。 

 
     各事象において、当該サンプル槽に変形等の損傷は確認されていないため、構

造強度への影響はなく、各々天板部の事象であることから流体保持機能への影響

はないと判断し、ゴムパッキンの交換、拭き取り等を実施し、原形復旧した。 

 
他の機器について異常は確認されなかった。 
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② 漏えい確認 

ライニングおよびプールゲートパッキンの損傷形態については、外観目視点検

で確認する他、さらに漏えい確認にて健全性を確認することが有効と考えられる。 
このため、廃棄設備ライニング槽、復水貯蔵槽のライニングについて、漏えい

検出樋での漏えい確認を実施した。また、使用済燃料貯蔵プールゲートパッキン

についても漏えい確認を実施した。その結果、異常がないことを確認した。 

    
【追加点検】 

基本点検において、廃棄設備ライニング槽について異常が確認されたが、原因

および損傷範囲が明確であったことから、追加点検は実施しないこととした。 
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表
－

１
　
プ
ー
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イ
ニ
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設

備
点

検
結

果
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覧

原
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炉
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系

統
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水

系
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水
貯

蔵
槽
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Ｂ
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良
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燃
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良

B
ノ
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ク
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異
常
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常
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し

否

基
本
点
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（
目
視
点
検
）
の
結
果
、
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該
収
集
槽
上
部
マ
ン
ホ
ー

ル
付
近
に
漏
え
い
痕
（
２
箇
所
）
が
あ
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こ
と
を
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認
し
た
。
地
震
時

の
揺

れ
に
よ
っ
て
弾

性
範

囲
内

で
歪

ん
だ
マ
ン
ホ
ー
ル

部
分

か
ら
、
地

震
に
伴

う
保

有
水

の
ス
ロ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
り
、
極

微
量

の
漏

え
い
が
生
じ
た
も
の
と
判
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し
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。
漏
え
い
痕
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認
さ
れ
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箇
所

の
拭
き
取
り
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実
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。
漏
え
い
痕
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に
変
形
等
の
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傷
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確
認

さ
れ

て
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な
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か

ら
、
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造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
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し
た
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き
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。

A
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ス
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Ｂ
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常
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し

良

B
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否
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２６）変圧器 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－１

に示す。 

 

（２） 点検結果および評価 
   【基本点検】 

対象設備である低起動変圧器について下記の点検を実施した。 

① 現地外観目視点検 

地震の影響により損傷が発生すると想定される、「基礎ボルト」、「タンク」、

「ブッシング」、「冷却器」等について、外観目視点検により損傷状況の確認を

実施した。その結果、次の事象を確認した。 

 

 低起動変圧器３ＳＡにおいて、放圧装置のリミットスイッチ用電線管の油溜

り及び、放圧装置の動作を確認した。地震の揺れにより放圧装置がごく僅かに

動作し、変圧器本体油が少しずつリミットスイッチ部に溜まり、徐々にリミッ

トスイッチ用電線管を伝わって溜まったものであるため、地震の影響と判断し

た。 

放圧装置に関しては、変圧器本体を保護する為の動作であり、機器の損傷で

はないことから、機械性能等には影響ないと判断した。また、リミットスイッ

チに関しては、外観及び絶縁抵抗に異常がないことから機能に影響はないと判

断し、いずれも追加点検は不要とした。 

放圧装置の交換を実施し、正規の状態に復旧した。 

 

また、低起動変圧器３ＳＢにおいて、次の事象を確認した。 

・放圧装置の動作および放圧管からの油漏れ 

・リミットスイッチ用電線管中継端子箱の水抜き穴よりの油漏れ 

 

放圧装置の動作および放圧管からの油漏れについては、変圧器内部の放圧

装置に加わる圧力が変動したことにより放圧装置（弁）が動作し放圧管から

漏油したものであり、地震の影響によるものと判断した。 

電線管中継端子箱の水抜き穴からの油漏れついては、放圧弁は動作したが

その下流部にあるテフロン薄膜が完全に破れなかったため放圧管からの排

油量が少量になり、放圧装置内に油が滞留し、放圧装置のリミットスイッチ

の電線管を通じて電線管中継端子箱に流れ込み端子箱の水抜き穴から漏油

したものであり、地震の影響によるものと判断した。 

放圧装置の動作は地震の影響によるものであるが、機器保護のための動作

であり、機器の損傷ではないことから、機械性能等には影響はないと判断し、

追加点検は不要とした。 

放圧装置の交換を実施し、正規の状態に復旧した。 
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② 現地油中ガス分析 
 地震発生時に運転していた変圧器内部の損傷を確認するために油中ガス分

析を実施した。その結果、過熱・放電等を示すデータはなく、地震力過大によ

る巻線、鉄心等の損傷がないことを確認した。 

 
③ 現地低電圧電気試験 

      以下の低電圧電気試験を実施した。 
      ・巻線の損傷状況の確認を行うために「絶縁抵抗測定」「変圧比測定」「短絡

インピーダンス測定」を実施した。 
       その結果、地震力過大による巻線損傷を示すデータはなく、異常のないこ

とを確認した。 
・鉄心の損傷状況の確認を行うために「励磁電流測定」を実施した。 

       その結果、地震力過大による鉄心損傷を示すデータはなく、異常のないこ

とを確認した。 

 
④ 現地内部目視点検 

地震の影響により損傷が発生すると想定される、「巻線」、「鉄心」、「内部金

物」、「内部固定ボルト」等について内部目視点検により損傷状況の確認を実

施した。 

 その結果、低起動変圧器３ＳＢにおいて、変圧器内部のタップリード押え

板の亀裂および固定用絶縁ボルトの破損を確認した。地震の影響により、タ

ップリード線が振られてクリートに力が加わり、同じクリートに支持されて

いる剛性の高い上下渡り線の押さえクリートに力が加わり、破損したものと

考えられる。損傷範囲の特定のため、追加点検を実施することとした。 
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【追加点検】 

基本点検で異常が確認された低起動変圧器３ＳＢについて追加点検（分解点

検）を実施した。その結果、基本点検で確認された部位以外のタップリード固定

用絶縁ボルト、押さえクリートに損傷を確認した。何れも地震の揺れにより損傷

したと考えられるが、タップリード線は複数箇所で固定しているため機械性能・

絶縁性能には影響ないと判断した。損傷が確認された押えクリートおよび絶縁ボ

ルトについて材質を変更して交換を行い、正常に復旧した。 

 

予め計画する追加点検の対象設備である主変圧器、所内変圧器３Ａ、３Ｂおよ

び原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置入力変圧器Ａ、Ｂについて下

記の点検を実施した。 

 

① 現地外観目視点検  

地震の影響により損傷が発生すると想定される、「基礎ボルト」、「タンク」、

「ブッシング」、「冷却器」等について、外観目視点検により損傷状況の確認を

実施した。その結果、次の事象が確認された。 

 

主変圧器および所内変圧器３Ａ、３Ｂについて、放圧装置が動作し、放圧管

からの油漏れを確認した。主変圧器については、本体ガス検出装置の動作も確

認した。放圧装置の動作は、揺れにより変圧器内部の放圧装置に加わる圧力が

変動したことにより放圧装置（弁）が動作して放圧弁から漏油したものであり、

地震の影響によるものと判断した。また、ガス検出器の動作については、油中

ガス分析の結果に異常がなかったこと及び変圧器内部に放電痕が確認されなか

ったことから、変圧器内部でガスが発生したものではなく、放圧装置の動作に

伴って変圧器内部に空気が混入し動作に至ったものと判断した。 

放圧装置の動作は地震の影響によるものであるが、機器保護のための動作で

あり機器の損傷ではないことから、機械性能等には影響はないと判断した。放

圧装置の交換を実施し、正規の状態に復旧した。 

 

所内変圧器３Ｂについて、地震直後に、変圧器二次側の接続母線部ダクトか

らの火災発生を確認した。また、外観目視点検の結果、二次ブッシングが破損

していることを確認した。地震による過大な揺れを受け、二次側接続母線部ダ

クト基礎が沈下したため接続母線ダクトが直接ブッシングに接触し、ブッシン

グの破損に至ったものである。また、ブッシング破損部からの漏油に地絡等の

火花が引火して火災が発生したと考えられ、地震の影響であると判断した。二

次ブッシングが破損していることから絶縁性能上影響有りと判断した。ブッシ

ングを含め、変圧器の交換を実施した。火災の対策として、基礎不等沈下を防

止するために接続母線ダクト基礎の杭基礎化と、変圧器基礎との一体化を実施

した。また、ブッシングの破損および地絡を防止するために、変圧器取合部の

変位吸収量の増加、ダクト接続部の位置変更、ダクト内面の絶縁強化を実施し

た。 
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② 現地油中ガス分析 
      地震発生時に運転していた主変圧器、所内変圧器３Ａ、原子炉冷却材再循環

ポンプ可変周波数電源装置入力変圧器内部の損傷を確認するために油中ガス分

析を実施した。その結果、過熱・放電等を示すデータはなく、地震力過大によ

る巻線、鉄心等の損傷がないことを確認した。 
      なお、所内変圧器３Ｂに関しては、地震時の基礎の不等沈下による二次ブッ

シングの損傷、漏油および火災が発生したことから、油中ガス分析は不要と判

断した。 

 
③ 低電圧電気試験 

低電圧電気試験を主変圧器、所内変圧器３Ａ、原子炉冷却材再循環ポンプ可

変周波数電源装置入力変圧器Ａ、Ｂについて実施した。所内変圧器３Ｂについ

ては、火災による損傷が大きいことから当該点検は不要とした。 
なお、主変圧器、所内変圧器３Ａは現地にて、原子炉冷却材再循環ポンプ可

変周波数電源装置入力変圧器Ａ、Ｂは工場にて実施した。 
      ・巻線の損傷状況の確認を行うために「絶縁抵抗測定」「変圧比測定」「短絡

インピーダンス測定」を実施した。 
       その結果、地震力過大による巻線損傷を示すデータはなく、異常のないこ

とを確認した。 
・鉄心の損傷状況の確認を行うために「励磁電流測定」を実施した。 

       その結果、地震力過大による鉄心損傷を示すデータはなく、異常のないこ

とを確認した。 
 

 原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置入力変圧器Ａについて、変圧

器を工場に搬出する際に測温抵抗体（予備用）の端子～対地間の絶縁抵抗値が

0ＭΩであることを確認した。測温抵抗体のカバーの腐食によりシール機能が低

下し、内部に水分が浸入したことによるものと考えられることから、地震の影

響ではないと判断した。 

 
④ 現地内部目視点検 

地震の影響により損傷が発生すると想定される、「巻線」、「鉄心」、「内部金物」、

「内部固定ボルト」等について内部目視点検により損傷状況の確認を実施した。

その結果、次の事象が確認された。 

 
           主変圧器について、地震の影響によると考えられる内部固定金物のずれの痕

跡や、油道を確保するためのスペーサの飛び出し等が確認された。 
なお、原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置入力変圧器は、工場持

ち帰り後に実施した。所内変圧器３Ｂに関しては、火災による損傷が大きいこ

とから当該点検は不要とした。       
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⑤ 工場内部目視点検 
地震の影響により損傷が発生すると想定される、「巻線」、「鉄心」、「内部金物」、

「内部固定ボルト」等について内部目視点検により損傷状況の確認を実施した。

その結果、次の事象が確認された。 
 
主変圧器については、現地内部点検で確認された内部固定金物のずれの痕跡

や、油道を確保するためのスペーサの飛び出し等が同様に確認された。内部固

定金物にずれが生じたことから、機械性能等に影響があると判断した。各内部

部品のずれを修復するとともに、巻線部の絶縁物のずれ防止対策として絶縁物

の固縛を実施した。 
また、絶縁物と接する上部および下部ヨーク側脚の鉄心積層面に摺れ痕を確

認した。地震の揺れにより絶縁物と鉄心積層面とで擦れが生じたものであり、

鉄心積層面に摺れ痕があることから、絶縁性能に影響があると判断した。損傷

した鉄心を交換した。 
 
所内変圧器３Ａについては、巻線部の絶縁物の一部にずれが確認された。本

来等間隔に配置されている絶縁物に、揺れによるものと考えられるずれが生じ

ていることから、地震の影響によるものと判断した。絶縁物の配列ずれであり、

巻線にずれは無いことから、巻線距離に変化は無く絶縁性能等に影響は無いと

判断した。絶縁物のずれを修復し、ずれ防止対策として絶縁物の固縛を実施し

た。 
 
所内変圧器３Ｂについて、火災の熱により生じたタンクガスケットの炭化異

物が変圧器各部へ拡散していることを確認した。 
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電

源
装

置

判
定

結
果

所
　

　
見

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

現
地

低
電

圧
電

気
試

験
現

地
油

中
ガ

ス
分

析
工

場
低

電
圧

電
気

試
験

※
1
　

J
E
C

ま
た

は
電

協
研

管
理

値
に

よ
る

。
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表
－

１
　

変
圧

器
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

結
果

【
判

定
基

準
】

点
検

結
果

【
判

定
基

準
】

点
検

結
果

【
判

定
基

準
】

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
現

地
外

観
目

視
点

検
工

場
内

部
目

視
点

検

設
備

点
検

基
本

点
検

（
低

起
動

変
圧

器
）

追
加

点
検

（
主

変
圧

器
/
所

内
変

圧
器

/
原

子
炉

冷
却

材
再

循
環

ポ
ン

プ
可

変
周

波
数

電
源

装
置

入
力

変
圧

器
）

現
地

内
部

目
視

点
検

判
定

結
果

所
　

　
見

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

現
地

低
電

圧
電

気
試

験
現

地
油

中
ガ

ス
分

析
工

場
低

電
圧

電
気

試
験

A
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

あ
り

※
２

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
３

異
常

な
し

※
１

ー
－

異
常

な
し

※
１

否

※
２

：
地

震
の

影
響

に
よ

り
放

圧
装

置
が

動
作

し
、

放
圧

管
か

ら
油

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
変

圧
器

内
部

の
放

圧
装

置
に

加
わ

る
圧

力
が

変
動

し
た

こ
と

に
よ

り
放

圧
装

置
が

動
作

し
放

圧
弁

か
ら

漏
油

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

放
圧

装
置

の
動

作
は

、
変

圧
器

本
体

を
保

護
す

る
為

の
動

作
で

あ
り

機
器

の
損

傷
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

機
械

性
能

等
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
放

圧
装

置
の

交
換

を
実

施
し

た
。

※
３

：
巻

線
部

の
絶

縁
物

の
一

部
に

ず
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
本

来
等

間
隔

に
配

置
さ

れ
て

い
る

絶
縁

物
に

地
震

の
揺

れ
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

ず
れ

が
生

じ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
絶

縁
物

の
配

列
ず

れ
で

あ
り

、
巻

線
に

ず
れ

は
無

い
こ

と
か

ら
、

巻
線

距
離

に
変

化
は

無
く
絶

縁
性

能
等

に
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。
絶

縁
物

の
ず

れ
を

修
復

し
、

ず
れ

防
止

対
策

と
し

て
絶

縁
物

の
固

縛
を

実
施

し
た

。

B
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

あ
り

※
２

－
異

常
あ

り
※

３
－

ー
ー

－
－

－
否

※
２

：
・
地

震
直

後
に

、
変

圧
器

二
次

側
の

接
続

母
線

部
ダ

ク
ト

か
ら

の
火

災
発

生
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

外
観

目
視

点
検

の
結

果
、

二
次

ブ
ッ

シ
ン

グ
が

破
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

地
震

に
よ

る
過

大
な

揺
れ

を
受

け
、

二
次

側
接

続
母

線
部

ダ
ク

ト
基

礎
が

沈
下

し
た

た
め

接
続

母
線

ダ
ク

ト
が

直
接

ブ
ッ

シ
ン

グ
に

接
触

し
、

ブ
ッ

シ
ン

グ
の

破
損

に
至

っ
た

も
の

で
あ

る
。

ま
た

、
ブ

ッ
シ

ン
グ

破
損

部
か

ら
の

漏
油

に
地

絡
等

の
火

花
が

引
火

し
て

火
災

が
発

生
し

た
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
二

次
ブ

ッ
シ

ン
グ

が
破

損
し

て
い

る
こ

と
か

ら
絶

縁
性

能
上

影
響

有
り

と
判

断
し

た
。

ブ
ッ

シ
ン

グ
を

含
め

、
変

圧
器

の
交

換
を

実
施

し
た

。
火

災
の

対
策

と
し

て
、

基
礎

不
等

沈
下

を
防

止
す

る
た

め
に

接
続

母
線

ダ
ク

ト
基

礎
の

杭
基

礎
化

と
、

変
圧

器
基

礎
と

の
一

体
化

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
ブ

ッ
シ

ン
グ

の
破

損
お

よ
び

地
絡

を
防

止
す

る
た

め
に

、
変

圧
器

取
合

部
の

変
位

吸
収

量
の

増
加

、
ダ

ク
ト

接
続

部
の

位
置

変
更

、
ダ

ク
ト

内
面

の
絶

縁
強

化
を

実
施

し
た

。

・
放

圧
装

置
が

動
作

し
、

放
圧

管
か

ら
油

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
変

圧
器

内
部

の
放

圧
装

置
に

加
わ

る
圧

力
が

変
動

し
た

こ
と

に
よ

り
放

圧
装

置
が

動
作

し
放

圧
弁

か
ら

漏
油

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

放
圧

装
置

の
動

作
は

、
変

圧
器

本
体

を
保

護
す

る
為

の
動

作
で

あ
り

機
器

の
損

傷
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

機
械

性
能

等
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
放

圧
装

置
の

交
換

を
実

施
し

た
。

※
３

：
火

災
の

熱
に

よ
り

生
じ

た
タ

ン
ク

ガ
ス

ケ
ッ

ト
の

炭
化

異
物

が
変

圧
器

各
部

へ
拡

散
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

変
圧

器
電

気
設

備
所

内
変

圧
器

R
1
1
-

H
T
R

-
3

※
1
　

J
E
C

ま
た

は
電

協
研

管
理

値
に

よ
る

。
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表
－

１
　

変
圧

器
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

結
果

点
検

結
果

【
判

定
基

準
】

点
検

結
果

【
判

定
基

準
】

点
検

結
果

【
判

定
基

準
】

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
機

器
名

称
機

器
番

号
現

地
外

観
目

視
点

検
工

場
内

部
目

視
点

検

設
備

点
検

基
本

点
検

（
低

起
動

変
圧

器
）

追
加

点
検

（
主

変
圧

器
/
所

内
変

圧
器

/
原

子
炉

冷
却

材
再

循
環

ポ
ン

プ
可

変
周

波
数

電
源

装
置

入
力

変
圧

器
）

現
地

内
部

目
視

点
検

判
定

結
果

所
　

　
見

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

現
地

低
電

圧
電

気
試

験
現

地
油

中
ガ

ス
分

析
工

場
低

電
圧

電
気

試
験

A
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

あ
り

※
２

異
常

な
し

－
異

常
な

し
※

１
異

常
な

し
※

１
異

常
な

し
※

１
否

※
２

放
圧

装
置

の
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
用

電
線

管
の

油
溜

り
及

び
放

圧
装

置
の

動
作

を
確

認
し

た
。

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

、
放

圧
装

置
が

ご
く
僅

か
に

動
作

し
、

変
圧

器
本

体
油

が
少

し
ず

つ
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
部

に
溜

ま
り

、
徐

々
に

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
電

線
管

を
伝

わ
っ

て
溜

ま
っ

た
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
放

圧
装

置
に

関
し

て
は

、
変

圧
器

本
体

を
保

護
す

る
為

の
動

作
で

あ
り

、
機

器
の

損
傷

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
機

器
性

能
等

に
影

響
は

な
く
、

ま
た

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

に
関

し
て

は
、

絶
縁

抵
抗

に
異

常
が

な
い

こ
と

か
ら

絶
縁

性
能

等
に

影
響

な
い

と
判

断
し

た
。

放
圧

装
置

の
交

換
を

実
施

し
、

正
規

の
状

態
に

復
旧

し
た

。

B
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

あ
り

※
２

異
常

あ
り

※
３

異
常

あ
り

※
４

異
常

な
し

※
１

異
常

な
し

※
１

異
常

な
し

※
１

否

※
２

：
放

圧
装

置
が

動
作

し
、

放
圧

管
及

び
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
用

電
線

管
中

継
端

子
箱

の
水

抜
き

穴
か

ら
の

油
漏

れ
が

確
認

さ
れ

た
。

放
圧

管
か

ら
の

油
漏

れ
は

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
変

圧
器

内
部

の
放

圧
装

置
に

加
わ

る
圧

力
が

変
動

し
た

こ
と

に
よ

り
放

圧
装

置
（
弁

）
が

動
作

し
て

放
圧

弁
か

ら
漏

油
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
電

線
管

中
継

端
子

箱
の

水
抜

き
穴

よ
り

の
油

漏
れ

は
、

放
圧

装
置

（
弁

）
は

動
作

し
た

が
そ

の
下

流
部

に
あ

る
テ

フ
ロ

ン
薄

膜
が

完
全

に
破

れ
な

か
っ

た
た

め
放

圧
管

か
ら

の
排

油
量

が
少

量
に

な
り

、
放

圧
装

置
内

に
油

が
滞

留
し

、
放

圧
装

置
の

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

の
電

線
管

を
通

じ
て

電
線

管
中

継
端

子
箱

に
流

れ
込

み
端

子
箱

の
水

抜
き

穴
か

ら
漏

油
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
放

圧
装

置
の

動
作

は
、

変
圧

器
本

体
を

保
護

す
る

為
の

動
作

で
あ

り
機

器
の

損
傷

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
機

械
性

能
等

に
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

放
圧

装
置

の
交

換
を

実
施

し
、

正
規

の
状

態
に

復
旧

し
た

。

※
３

：
現

地
で

の
内

部
目

視
点

検
の

結
果

、
タ

ッ
プ

リ
ー

ド
押

え
板

の
亀

裂
お

よ
び

固
定

用
絶

縁
ボ

ル
ト

の
破

損
を

確
認

し
た

。
損

傷
範

囲
特

定
の

た
め

、
工

場
で

の
内

部
目

視
点

検
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

※
４

：
工

場
で

の
内

部
目

視
点

検
の

結
果

、
現

地
内

部
目

視
点

検
で

確
認

さ
れ

た
以

外
の

部
位

の
タ

ッ
プ

リ
ー

ド
固

定
用

絶
縁

ボ
ル

ト
、

押
さ

え
ク

リ
ー

ト
に

ク
ラ

ッ
ク

等
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

、
タ

ッ
プ

リ
ー

ド
線

が
振

ら
れ

て
ク

リ
ー

ト
に

力
が

加
わ

り
、

同
じ

ク
リ

ー
ト

に
支

持
さ

れ
て

い
る

剛
性

の
高

い
上

下
渡

り
線

の
押

さ
え

ク
リ

ー
ト

に
力

が
加

わ
り

、
押

さ
え

ク
リ

ー
ト

が
割

れ
て

絶
縁

ボ
ル

ト
が

破
損

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

タ
ッ

プ
リ

ー
ド

の
押

さ
え

に
使

用
し

て
い

る
ク

リ
ー

ト
等

の
損

傷
で

あ
る

が
複

数
箇

所
で

固
定

し
て

い
る

た
め

機
械

性
能

・
絶

縁
性

能
に

は
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。
ク

リ
ー

ト
部

の
強

化
と

し
て

、
損

傷
が

確
認

さ
れ

た
押

え
ク

リ
ー

ト
及

び
絶

縁
ボ

ル
ト

に
つ

い
て

材
質

変
更

を
実

施
し

交
換

を
行

い
、

正
常

に
復

旧
し

た
。

電
気

設
備

変
圧

器
低

起
動

変
圧

器
S
1
2
-

L
S
T
r3

S

※
1
　

J
E
C

ま
た

は
電

協
研

管
理

値
に

よ
る

。
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２７）蓄電池 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 

 

（２）点検結果および評価 
【基本点検】 

①目視点検 

蓄電池架台および蓄電池について、「基礎ボルトの損傷」、「架台締付け部の損傷お

よび緩み」、「電槽」の損傷の有無について目視点検を実施した。 

 その結果、基礎ボルト、架台、電槽等に異常のないことを確認した。 

 

②電圧確認 

蓄電池の電圧確認を行った結果、異常のないことを確認した。 

・単電池電圧測定 

蓄電池各セル毎の単電池電圧を測定した結果、電圧が管理値を満足しており、

蓄電池内部の極板に損傷がなく、蓄電池各セル毎の機能を維持していることを確

認した。 

 

・総電圧測定 

浮動充電時の蓄電池の総電圧を測定した結果、電圧が管理値を満足しており、

直流電源系の機能を維持していることを確認した。 

 

③電解液確認 

・電解液比重測定 

電解液の比重を測定することにより、蓄電池の充電状態を確認した。 

その結果、直流２５０Ｖ蓄電池において、№4、№29、№45、№47 セルの測定比重

が基準値を逸脱していることを確認した。蓄電池の外観に異常がないこと、単電池

電圧、総電圧は判定基準以内であること、過去にも同様の事象を確認していること

から、地震の影響によるものではなく、通常使用による経年劣化と判断し、追加点検

は実施しないこととした。 

  他の機器について、異常は確認されなかった。 

 

・電解液温度測定 

充電器の故障により蓄電池が過充電状態になると電解液の温度が上昇すること

から、温度測定を実施した。その結果、異常のないことを確認した。 

 

・電解液液位測定 

電解液の液位確認を実施した。その結果、電槽損傷による電解液の漏洩がない

ことを確認した。 
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【追加点検】 

基本点検において、直流２５０Ｖ蓄電池における電解液比重の基準値逸脱以外に異常

は確認されなかったことから、追加点検は実施していない。 
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２８）遮断器 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 

 
（２）点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

 地震により損傷が発生すると想定される、「タンク」、「操作機構」、「絶   

縁スペーサ」、「基礎ボルト」、「付属品」について目視点検を実施した。その

結果、損傷等のないことを確認した。 

 
② 性能確認試験 

・ 主回路抵抗測定 
主回路抵抗測定を実施した結果、導体および接点の通電性能に異常のな

いことを確認した。 

 
・ 絶縁抵抗測定 

 主回路および制御回路について絶縁抵抗測定を実施した結果、絶縁性

能に異常のないことを確認した。 

 
・ 開閉特性試験 

 開閉特性試験を実施し、遮断性能に異常のないことを確認した。また、

付属品（操作用油圧スイッチおよびガス密度スイッチ）の校正・動作確

認を実施した結果、動作値および警報回路に異常のないことを確認した。 

 
・ コロナ・超音波測定 

 コロナ・超音波測定を実施した。その結果、遮断器内部の異常および、

絶縁性能に異常のないことを確認した。 

         
・ 主回路耐電圧試験 

主回路耐電圧試験（商用課電）を実施した。その結果、絶縁性能に異

常のないことを確認した。 

  
性能確認試験において、操作機構や絶縁スペーサ、導体、接点部品等

の損傷は確認されなかった。  
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【追加点検】 
基本点検において、遮断器に異常は確認されなかったことから、追加点検

は実施しない。 
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２９－１）計器・変換器・検出器 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 

 

（２） 点検結果および評価 
【基本点検】 
① 計器・変換器・検出器 

・目視点検 
 地震により損傷が発生すると想定される、「計器・変換器・検出器本体およ

び取り付け部」について、損傷、流体等の飛散痕、ケーブル接続部損傷の有

無等の観点で目視点検を実施した。その結果、以下の機器について異常が確

認された。 

 
  所内変圧器３Ｂ温度高継電器および衝撃油圧継電器について、所内変圧器

３Ｂの火災により、計器の信号ケーブルを収納する端子箱が焼損しているこ

とを確認した。 
地震時に変圧器と接続母線ダクトの基礎とが不等沈下したために、二次ブ

ッシングがダクトと接触して碍管が破損し、破損部からの漏油に地絡等の火

花が引火して発生した火災に伴い端子箱が焼損した。端子箱の焼損により信

号ケーブルが損傷を受けたため、信号出力機能に影響があると判断した。 
損傷が激しいことから機能確認は実施せず、損傷原因も明らかであること

から追加点検は不要と判断した。変圧器の交換修理にあわせて計器および端

子箱の新製交換を行い、正常に動作することを確認した。 

 
その他の機器に異常は確認されなかった。 

 
・機能確認 

機能確認として、ループ試験を実施し、部品故障、ケーブル損傷、ドリフ

ト等の異常の有無を確認した。その結果、以下の機器について異常が確認さ

れた。 

 
固定子冷却水出口温度検出器（Ｎ４３－ＴＥ０１４、Ｎ４３－ＴＥ０１５

Ｃ）の機能確認を実施したところ、同検出器２本について絶縁抵抗値が判定

基準値以下であった。温度検出器に外観上の異常がなかったことから、測定

素子を覆っている絶縁材の経年劣化によるものであり、地震の影響ではない

と判断し、追加点検は不要とした。 

 
 

185



原子炉建屋付属棟低電導度廃液サンプ液位スイッチ（Ｋ１１－ＬＳ００３

Ａ、Ｋ１１－ＬＳ００４Ａ）の機能確認を実施したところ、同液位スイッチ

２台について切断差が規定値から外れていることが確認された。当該計器を

精度内に調整できなかったこと、地震の影響を否定できないことから追加点

検を実施した。 

 
他の機器について、異常は確認されなかった。 

 
② 核計装設備・モニタ設備（制御盤・現場盤・現場機器・サンプリング設備） 

・ 目視点検 
  地震により損傷が発生すると想定される、基礎ボルト、盤、筐体、計器、

器具、ポンプ、基板類、管、継手部、フランジ部および計器、器具類につい

て、損傷の有無、ケーブル接続部損傷の有無等の観点で目視点検を実施した。

その結果、以下の異常が確認された。 

 
中間領域計測装置（Ｂ）（Ｆ）については、中性子源領域計測装置の機能試

験を実施したところ、各モードスイッチの切り替えと同時にレンジダウンラ

ンプが瞬時消灯し、再点灯する事象が発生した。地震影響を確認するため、

引き続き機能確認を実施した。 

 

出力領域計測装置（Ｅ）については、流量ユニット異常警報が発生し、裏

盤において流量ユニット（Ｅ）比較器異常ランプの点灯を確認した。地震影

響を確認するため、引き続き機能確認を実施した。 

 

その他の機器に異常は確認されなかった。 

 
・機能確認 

機能確認として、計器、検出器のループ試験、トリップユニットの設定値

確認を実施した。その結果、以下の機器について異常が確認された。 

 
中性子源領域計測装置（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）については、機能試験を実施した

ところ、モードスイッチにて「１０Ｅ＋５」を選択した時に、通常、トリッ

プ表示ランプのレベル高ランプが点灯するところ、ランプが点灯しない事象

が発生した。当該モニタの外観上異常が無く、校正信号回路の調整を実施し

た結果、レベル高ランプの点灯が正常に確認できたことから、ランプ不点は

校正信号回路の経年的なずれによるものであり、地震の影響ではないと判断

し、追加点検は不要と判断した。 

 
中性子源領域計測装置（Ｄ）については、機能試験を実施したところ、モ

ードスイッチにて「零調」を選択したところ、通常はペリオド指示が一旦ダ
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ウンスケールとなるが約１０秒後に－１００[秒]となるところ、ダウンスケ

ールのままであった。当該ペリオド指示計を軽く打診したところ、指示が復

帰したことおよび外観上異常が無く、他の基本点検（機能確認）の結果にも

異常はなかったことから、ペリオド指示計内部部品の経年劣化による機械的

なひっかかりであり、地震の影響ではないと判断し、追加点検は不要と判断

した。 

 

目視点検で異常が確認された中間領域計測装置（Ｂ）（Ｆ）について、機能

確認を実施し、その結果に異常がないことを確認した。原因はモードスイッ

チ切替時の、リレー接点動作ノイズが伝搬されたことによるものであり、同

様の事象は過去にも確認されていることから、地震の影響ではないと判断し、

追加点検は不要とした。 

 

目視点検で異常が確認された出力領域計測装置（Ｅ）について、機能確認

を実施し、その結果に異常がないことを確認した。警報発生時に現場の流量

変換器のラック入口弁の操作を実施しており、ラック入口弁復旧後に警報が

復旧したことから、警報発生の要因は、ラック入口弁操作時のラック内の残

圧の影響による一過性の事象と推定した。地震の影響ではないと判断し、追

加点検は不要とした。 

 

その他の機器に異常は確認されなかった。 

 
③ 核計装設備・モニタ設備（炉内計装管・ドライチューブ・放射線モニタ検出器） 

・ 目視点検 
地震により損傷が発生すると想定される、炉内計装管、モニタ検出器、コ

ネクタ部および器具類等の損傷等について、計装管の曲がりや検出器脱落、

ケーブル損傷の有無等の観点で目視点検を実施した。その結果、異常は確認

されなかった。 

 
・ 機能確認 
  機能確認として、電気特性および検出器特性確認を実施し検出器、器具等

の損傷の有無を確認した。その結果、以下の機器について異常が確認された。 
 

  排気筒放射線モニタ検出器（イオンチェンバ）（Ａ）（Ｂ）について、指示

が一時的に微増変動し、微増した値で指示が安定している事象が発生した。

基本点検（機能確認）の結果、異常はなく、またモニタ建屋の温度計測を実

施したところ、指示変動と外気温度との相関関係が確認されたことから、地

震の影響ではないと判断し、追加点検は不要とした。 

 

中間領域計測装置検出器（Ａ）（Ｂ）（Ｄ）（Ｇ）について、基本点検（機能
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確認）を実施したところ、同検出器４個について絶縁抵抗値が判定基準値以

下であった。検出器に外観上の異常がなかったことから、原因は検出器内部

の絶縁材（グラスウール）の経年劣化によるものであり、地震の影響ではな

いと判断し、追加点検は不要とした。 

 
その他の機器に異常は確認されなかった。 

 
・ 耐圧、漏えい確認 
  炉内計装管（平均出力領域モニタ（検出器））およびドライチューブ（起 動

領域モニタ（検出器））については、原子炉圧力容器漏えい試験に合わせて漏

えい確認を実施し、異常のないことを確認予定である。 

 
【追加点検】 

① 計器・変換器・検出器 

       原子炉建屋付属棟低電導度廃液サンプ液位スイッチ（Ｋ１１－ＬＳ００３

Ａ、Ｋ１１－ＬＳ００４Ａ）の２台について、分解点検および浸透探傷試験

を実施した結果、計器に異常がないことを確認した。前回点検時も校正前に

計器精度を逸脱していたことおよび同一フロアにある他の液位スイッチに異

常がないことから、経年劣化によるものと判断し、地震の影響によるもので

はないと判断した。 

 
② 核計装設備・モニタ設備（制御盤・現場盤・現場機器・サンプリング設備） 

中性子源領域計測装置（Ａ）～（Ｄ）、中間領域計測装置（Ｂ）（Ｆ）、出力

領域計測装置（Ｅ）、排気筒放射線モニタ検出器（イオンチェンバ）（Ａ）（Ｂ）、

中間領域計測装置検出器（Ａ）（Ｂ）（Ｄ）（Ｇ）以外に異常は確認されなかっ

たことから、追加点検は実施しない。 
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１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
－

２
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
－

２
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
－

２
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
－

２
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
２

１
－

Ｌ
Ｔ

０
３

７

計
測

制
御

系
統

設
備

残
留

熱
除

去
系

(原
子

炉
水

位
低

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(原

子
炉

水
位

低
)（

Ａ
，

Ｃ
の

み
）

自
動

減
圧

系
(原

子
炉

水
位

低
)

原
子

炉
圧

力
容

器
水

位
計

測
装

置
（
原

子
炉

水
位

）

残
留

熱
除

去
系

(原
子

炉
水

位
低

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(原

子
炉

水
位

低
)（

Ａ
，

Ｃ
の

み
）

自
動

減
圧

系
(原

子
炉

水
位

低
)

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）

良 良 良 良

－ － － －

－ － － －

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

Ａ
ｓ

Ａ
ｓ

Ａ
ｓ

Ａ
ｓ

ク
ラ

ス
１

ク
ラ

ス
１

ク
ラ

ス
１

ク
ラ

ス
１

変
換

器

変
換

器

変
換

器

変
換

器

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｂ
２

１
－

Ｌ
Ｓ

６
２

４

Ｂ
２

１
－

Ｌ
Ｓ

６
３

７

Ｂ
２

１
－

Ｌ
Ｓ

６
２

６

Ｂ
２

１
－

Ｌ
Ｓ

６
３

１

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(原

子
炉

水
位

低
)

原
子

炉
圧

力
容

器
水

位
計

測
装

置 （
原

子
炉

水
位

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(原

子
炉

水
位

低
)

Ｂ
２

１
－

Ｌ
Ｔ

０
３

１

原
子

炉
水

位
（
狭

帯
域

）

そ
の

他
の

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

(原
子

炉
水

位
低

)

主
蒸

気
隔

離
弁

（
原

子
炉

水
位

低
）

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
原

子
炉

水
位

低
）

そ
の

他
の

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

(原
子

炉
水

位
低

)

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

(原
子

炉
水

位
低

)

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
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目
視
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検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

種
別

耐
震

重
要

度
所

見
基

本
点

検
追

加
点

検
判

定
種

類
機

器
番

号
機

器
名

称

Ａ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
変

換
器

ク
ラ

ス
２

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
２

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
２

１
－

Ｐ
Ｔ

０
５

９
－

変
換

器
ク

ラ
ス

３
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
２

１
－

Ｐ
Ｔ

０
６

２
－

変
換

器
ク

ラ
ス

３
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
－

１
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
－

１
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
－

１
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
－

１
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
変

換
器

ク
ラ

ス
２

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
２

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
変

換
器

ク
ラ

ス
２

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
(低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

　
系

統
流

量
)

Ｌ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

系
統

流
量

Ｅ
２

１
－

Ｆ
Ｔ

０
０

６

－
変

換
器

ク
ラ

ス
２

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
２

１
－

Ｐ
Ｔ

０
２

３

Ｂ
２

１
－

Ｐ
Ｔ

０
５

１

Ｂ
２

１
－

Ｐ
Ｓ

６
２

３

Ｅ
１

１
－

Ｆ
Ｔ

０
０

５

Ｅ
１

１
－

Ｔ
Ｅ

０
１

０

Ｅ
１

１
－

Ｔ
Ｅ

０
０

８

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
原

子
炉

圧
力

高
）

計
測

制
御

系
統

設
備

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
原

子
炉

圧
力

）

一
次

冷
却

材
温

度
計

測
装

置
（
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
出

口
温

度
）

一
次

冷
却

材
温

度
計

測
装

置
（
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
）

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
）

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
原

子
炉

圧
力

）

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
原

子
炉

圧
力

高
）

Ｒ
Ｈ

Ｒ
熱

交
換

器
入

口
温

度

原
子

炉
圧

力

原
子

炉
圧

力

Ｒ
Ｈ

Ｒ
系

統
流

量

Ｒ
Ｈ

Ｒ
熱

交
換

器
出

口
温

度
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表

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

種
別

耐
震

重
要

度
所

見
基

本
点

検
追

加
点

検
判

定
種

類
機

器
番

号
機

器
名

称

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

　
系

統
流

量
）

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

系
統

流
量

Ｅ
２

２
－

Ｆ
Ｔ

０
０

７
－

２

－
変

換
器

ク
ラ

ス
２

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
）

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
Ｅ

２
２

－
Ｐ

Ｔ
０

０
６

－
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

　
系

統
流

量
）

Ｃ
Ｕ

Ｗ
入

口
流

量
Ｅ

３
１

－
Ｆ

Ｔ
０

０
１

Ａ
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

　
系

統
流

量
）

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
系

統
流

量
Ｅ

５
１

－
Ｆ

Ｔ
０

０
４

－
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
）

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

Ｅ
５

１
－

Ｐ
Ｔ

０
０

３

－
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
駆

動
用

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

入
口

蒸
気

圧
力

）

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
タ

ー
ビ

ン
入

口
圧

力
Ｅ

５
１

－
Ｐ

Ｔ
０

０
７

－
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｎ
１

１
－

Ｐ
Ｔ

０
０

３

Ｂ
３

１
－

Ｔ
Ｅ

０
０

５

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
主

蒸
気

系
　

主
蒸

気
圧

力
）

計
測

制
御

系
統

設
備

一
次

冷
却

材
温

度
計

測
装

置
（
原

子
炉

冷
却

材
再

循
環

系
　

冷
却

材
再

循
環

水
温

度
）

Ｐ
Ｌ

Ｒ
ポ

ン
プ

吸
込

温
度

主
蒸

気
圧

力
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果
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覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

種
別

耐
震

重
要

度
所

見
基

本
点

検
追

加
点

検
判

定
種

類
機

器
番

号
機

器
名

称

Ａ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
－

１
変

換
器

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
－

２
変

換
器

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
－

１
変

換
器

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
－

２
変

換
器

ク
ラ

ス
３

Ｂ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
復

水
系

　
復

水
流

量
）

復
水

脱
塩

装
置

出
口

流
量

Ｎ
２

１
－

Ｆ
Ｔ

０
２

３

Ａ
変

換
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

一
次

冷
却

材
水

質
計

測
装

置
（
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

　
ろ

過
脱

塩
器

入
口

導
電

率
）

原
子

炉
水

　
導

電
率

Ｐ
９

１
－

Ｃ
Ｅ

－
Ｒ

Ｂ
０

３
Ａ

（
Ａ

）

－
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

一
次

冷
却

材
水

質
計

測
装

置
（
復

水
浄

化
系

復
水

ろ
過

装
置

入
口

導
電

率
）

復
水

ろ
過

装
置

入
口

導
電

率
Ｐ

９
１

－
Ｃ

Ｅ
－

Ｔ
Ｂ

０
５

Ａ
（
Ａ

）

－
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｎ
２

１
－

Ｔ
Ｅ

０
８

６

Ｐ
９

１
－

Ｃ
Ｅ

－
Ｒ

Ｂ
０

４

一
次

冷
却

材
温

度
計

測
装

置
（
給

水
系

　
給

水
温

度
）

Ｎ
１

１
－

Ｔ
Ｅ

０
０

６

Ｎ
２

１
－

Ｆ
Ｔ

０
８

７

一
次

冷
却

材
水

質
計

測
装

置
（
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

　
ろ

過
脱

塩
器

出
口

導
電

率
）

一
次

冷
却

材
温

度
計

測
装

置
（
主

蒸
気

系
　

主
蒸

気
温

度
）

計
測

制
御

系
統

設
備

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
給

水
系

　
給

水
流

量
）

原
子

炉
給

水
流

量

第
１

給
水

加
熱

器
出

口
給

水
温

度 Ｃ
Ｕ

Ｗ
　

Ｆ
／

Ｄ
出

口
導

電
率

主
蒸

気
タ

ー
ビ

ン
入

口
温

度

193



表
-
1
 計

器
・
変

換
器

・
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表

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

種
別

耐
震

重
要

度
所

見
基

本
点

検
追

加
点

検
判

定
種

類
機

器
番

号
機

器
名

称

一
次

冷
却

材
水

質
計

測
装

置
（
復

水
浄

化
系

復
水

脱
塩

装
置

出
口

導
電

率
）

復
水

脱
塩

装
置

出
口

導
電

率
Ｐ

９
１

－
Ｃ

Ｅ
－

Ｔ
Ｂ

０
７

Ａ

－
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

１
Ｃ

計
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

１
Ｄ

計
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

２
Ａ

計
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

２
Ｂ

計
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

１
Ａ

変
換

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

１
Ｂ

変
換

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

２
Ｃ

変
換

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

２
Ｄ

変
換

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

１
Ａ

計
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

１
Ｂ

計
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

２
Ｃ

計
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

２
Ｄ

計
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
－

１
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
１

２
－

Ｌ
Ｓ

０
１

６

Ｃ
１

２
－

Ｌ
Ｔ

０
１

６

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
ス

ク
ラ

ム
デ

ィ
ス

チ
ャ

ー
ジ

ボ
リ

ュ
ー

ム
水

位
高

）

Ｃ
７

１
－

Ｄ
０

０
２

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

Ｃ
７

１
－

Ｐ
Ｔ

０
０

２

Ｃ
７

１
－

Ｐ
Ｓ

６
０

２

Ｃ
１

２
－

Ｌ
Ｓ

６
１

６

ス
ク

ラ
ム

排
出

容
器

水
位

（
差

圧
検

出
器

）

Ｃ
７

１
－

Ｄ
０

０
１

Ｃ
７

１
－

Ｄ
０

０
３

水
平

方
向

地
震

加
速

度
検

出
器

（
Ｔ

．
Ｍ

．
Ｓ

．
Ｌ

．
　

－
３

２
．

５
ｍ

）

鉛
直

方
向

地
震

加
速

度
検

出
器

（
Ｔ

．
Ｍ

．
Ｓ

．
Ｌ

．
　

－
３

２
．

５
ｍ

）

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
高

）

そ
の

他
の

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

(ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

高
)

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

(ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

高
)

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
地

震
加

速
度

大
）

水
平

方
向

地
震

加
速

度
検

出
器

（
Ｔ

．
Ｍ

．
Ｓ

．
Ｌ

．
　

１
２

．
８

ｍ
）

ス
ク

ラ
ム

排
出

容
器

水
位

（
レ

ベ
ル

ス
イ

ッ
チ

）

計
測

制
御

系
統

設
備
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器
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器

・
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出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

種
別

耐
震

重
要

度
所

見
基

本
点

検
追

加
点

検
判

定
種

類
機

器
番

号
機

器
名

称

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｅ
３

１
－

Ｄ
Ｐ

Ｓ
６

０
８

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

残
留

熱
除

去
系

(ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

高
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
高

)（
Ａ

，
Ｃ

の
み

）

自
動

減
圧

系
(ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
高

)

Ｂ
２

１
－

Ｐ
Ｔ

０
４

８

Ｂ
２

１
－

Ｐ
Ｓ

６
４

８

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
高

)

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

Ｎ
３

２
－

Ｐ
Ｏ

Ｓ
１

１
５ Ｎ

３
２

－
Ｐ

Ｏ
Ｓ

１
２

０ Ｎ
３

２
－

Ｐ
Ｏ

Ｓ
１

１
３ Ｎ

３
２

－
Ｐ

Ｓ
０

２
２

Ｅ
３

１
－

Ｄ
Ｐ

Ｔ
０

０
８

Ｂ
２

１
－

Ｐ
Ｓ

６
４

７

Ｂ
２

１
－

Ｐ
Ｔ

０
４

７

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
流

量
大

）

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
主

蒸
気

止
め

弁
閉

）

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
蒸

気
加

減
弁

急
速

閉
）

主
蒸

気
止

め
弁

（
Ｍ

Ｓ
Ｖ

－
１

～
４

）
原

子
炉

保
護

用
－

１

主
蒸

気
止

め
弁

（
Ｍ

Ｓ
Ｖ

－
１

～
４

）
原

子
炉

保
護

用
－

２

第
１

～
４

蒸
気

加
減

弁
急

速
作

動
電

磁
弁

作
動

用

蒸
気

加
減

弁
（
Ｃ

Ｖ
－

１
～

４
）
急

閉
用

主
蒸

気
管

（
Ａ

）
差

圧

計
測

制
御

系
統

設
備
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表
-
1
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

種
別

耐
震

重
要

度
所

見
基

本
点

検
追

加
点

検
判

定
種

類
機

器
番

号
機

器
名

称

Ａ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｅ
３

１
－

Ｔ
Ｅ

１
３

０

Ｅ
３

１
－

Ｔ
Ｅ

１
３

１

Ｅ
３

１
－

Ｄ
Ｐ

Ｔ
０

１
１

Ｅ
３

１
－

Ｄ
Ｐ

Ｓ
６

１
１ Ｅ

３
１

－
Ｔ

Ｅ
１

２
９

Ｅ
３

１
－

Ｔ
Ｅ

１
３

９

主
蒸

気
管

（
Ｄ

）
差

圧

主
蒸

気
管

（
Ｂ

）
差

圧

Ｅ
３

１
－

Ｄ
Ｐ

Ｔ
０

１
０

Ｅ
３

１
－

Ｄ
Ｐ

Ｓ
６

１
０

主
蒸

気
管

（
Ｃ

）
差

圧

Ｅ
３

１
－

Ｄ
Ｐ

Ｔ
０

０
９

Ｅ
３

１
－

Ｄ
Ｐ

Ｓ
６

０
９

主
蒸

気
管

区
域

漏
え

い
検

出
（
換

気
入

口
温

度
）

主
蒸

気
管

区
域

漏
え

い
検

出
（
周

囲
温

度
）

主
蒸

気
管

区
域

漏
え

い
検

出
（
換

気
出

口
温

度
）

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
ト

ン
ネ

ル
温

度
高

）

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
流

量
大

）

計
測

制
御

系
統

設
備
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表
-
1
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

種
別

耐
震

重
要

度
所

見
基

本
点

検
追

加
点

検
判

定
種

類
機

器
番

号
機

器
名

称

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｅ
３

１
－

Ｔ
Ｅ

１
４

７

Ｅ
３

１
－

Ｔ
Ｓ

６
０

１

Ｅ
３

１
－

Ｔ
Ｅ

１
４

３

Ｅ
３

１
－

Ｔ
Ｅ

１
４

４

Ｅ
３

１
－

Ｔ
Ｅ

１
４

５

Ｅ
３

１
－

Ｔ
Ｅ

１
４

６

Ｅ
３

１
－

Ｔ
Ｅ

１
４

１

Ｅ
３

１
－

Ｔ
Ｅ

１
４

２

Ｅ
３

１
－

Ｔ
Ｅ

１
４

０

各
所

蒸
気

漏
え

い
温

度

主
蒸

気
管

区
域

漏
え

い
検

出
（
周

囲
温

度
）

主
蒸

気
管

区
域

漏
え

い
検

出
（
周

囲
温

度
）

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
ト

ン
ネ

ル
温

度
高

）

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
ト

ン
ネ

ル
温

度
高

）

計
測

制
御

系
統

設
備
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表
-
1
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

種
別

耐
震

重
要

度
所

見
基

本
点

検
追

加
点

検
判

定
種

類
機

器
番

号
機

器
名

称

Ａ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
変

換
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

未
－

－
（
機

能
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

未
－

－
（
機

能
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

未
－

－
（
機

能
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

未
－

－
（
機

能
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

未
－

－
（
機

能
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

未
－

－
（
機

能
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

Ａ
変

換
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
変

換
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
変

換
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
あ

り
※

－
－

否

※
絶

縁
抵

抗
値

の
低

下
が

確
認

さ
れ

た
。

温
度

検
出

器
に

外
観

上
の

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

温
度

検
出

器
内

部
の

絶
縁

材
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

，
地

震
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

で
は

な
い

。
当

該
温

度
検

出
器

の
交

換
を

実
施

し
た

。

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
水

素
純

度
低

検
出

装
置

）

水
素

ガ
ス

／
炭

酸
ガ

ス
純

度
Ｎ

４
２

－
Ｈ

２
Ｔ

０
０

５
－

変
換

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

電
気

設
備

Ｎ
３

４
－

Ｐ
Ｓ

０
５

１

Ｎ
３

４
－

Ｐ
Ｓ

０
５

４

Ｎ
４

３
－

Ｐ
Ｔ

０
１

２

Ｎ
４

３
－

Ｔ
Ｅ

０
１

５

Ｎ
３

６
－

Ｐ
Ｔ

０
２

６

Ｎ
３

６
－

Ｐ
Ｓ

６
２

６

復
水

器
器

内
圧

力
（
Ｍ

Ｓ
ＩＶ

閉
用

）
主

蒸
気

隔
離

弁
（
復

水
器

真
空

度
低

）

Ｎ
１

１
－

Ｐ
Ｔ

０
０

５

Ｎ
１

１
－

Ｐ
Ｓ

６
０

５

主
タ

ー
ビ

ン
軸

受
給

油
圧

力
（
タ

ー
ビ

ン
側

ス
ラ

ス
ト

保
護

装
置

作
動

ＩＮ
Ｔ

用
）

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
ス

ラ
ス

ト
軸

受
摩

耗
検

出
装

置
）

固
定

子
冷

却
水

出
口

温
度

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
発

電
機

固
定

子
冷

却
水

喪
失

検
出

装
置

）

固
定

子
冷

却
水

入
口

圧
力

主
タ

ー
ビ

ン
軸

受
給

油
圧

力
（
発

電
機

側
ス

ラ
ス

ト
保

護
装

置
作

動
ＩＮ

Ｔ
用

）

主
蒸

気
タ

ー
ビ

ン
入

口
圧

力
－

１
～

４
主

蒸
気

隔
離

弁
（
主

蒸
気

管
圧

力
低

）

計
測

制
御

系
統

設
備
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表
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1
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

種
別

耐
震

重
要

度
所

見
基

本
点

検
追

加
点

検
判

定
種

類
機

器
番

号
機

器
名

称

電
気

設
備

水
素

ガ
ス

冷
却

器
入

口
ガ

ス
温

度
（
タ

ー
ビ

ン
側

）
Ｎ

４
１

－
Ｔ

Ｅ
０

７
３

－
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

水
素

ガ
ス

冷
却

器
入

口
ガ

ス
温

度
（
コ

レ
ク

タ
側

）
Ｎ

４
１

－
Ｔ

Ｅ
０

７
６

－
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

水
素

ガ
ス

冷
却

器
出

口
ガ

ス
温

度
（
タ

ー
ビ

ン
側

）
Ｎ

４
１

－
Ｔ

Ｅ
０

７
５

－
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

水
素

ガ
ス

冷
却

器
出

口
ガ

ス
温

度
（
コ

レ
ク

タ
側

）
Ｎ

４
１

－
Ｔ

Ｅ
０

７
８

－
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｎ
４

２
－

Ｐ
Ｓ

０
０

６
－

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｎ
４

２
－

Ｐ
Ｓ

０
０

７
－

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
発

電
機

固
定

子
冷

却
水

温
度

高
検

出
装

置
）

固
定

子
冷

却
水

出
口

温
度

Ｎ
４

３
－

Ｔ
Ｅ

０
１

４
－

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
－

－
否

※
絶

縁
抵

抗
値

の
低

下
が

確
認

さ
れ

た
。

温
度

検
出

器
に

外
観

上
の

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

温
度

検
出

器
内

部
の

絶
縁

材
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

，
地

震
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

で
は

な
い

。
当

該
温

度
検

出
器

の
交

換
を

実
施

し
た

。

2
号

工
事

用
変

圧
器

受
電

用
6
6
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

ガ
ス

圧
力

低
継

電
器

（
警

報
）

-
O

1
1
9

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

-
O

3
S
A

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

-
O

3
S
B

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

発
電

機
並

列
用

5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

ガ
ス

圧
力

低
継

電
器

（
警

報
）

-
O

2
3

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

主
変

圧
器

温
度

高
継

電
器

-
-

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

主
変

圧
器

衝
撃

油
圧

継
電

器
-

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

低
起

動
変

圧
器

受
電

用
6
6
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
水

素
温

度
高

検
出

装
置

）

主
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

ガ
ス

圧
力

低
継

電
器

（
警

報
）

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
水

素
圧

力
高

低
検

出
装

置
）

機
内

水
素

ガ
ス

圧
力

199



表
-
1
 計

器
・
変

換
器

・
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器

 設
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検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

種
別

耐
震

重
要

度
所

見
基

本
点

検
追

加
点

検
判

定
種

類
機

器
番

号
機

器
名

称

電
気

設
備

所
内

変
圧

器
３

Ａ
温

度
高

継
電

器
-

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

所
内

変
圧

器
３

Ｂ
温

度
高

継
電

器

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

あ
り

※
－

－
－

否

※
所

内
変

圧
器

３
Ｂ

の
火

災
に

よ
り

、
計

器
の

信
号

ケ
ー

ブ
ル

を
収

納
す

る
端

子
箱

が
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
地

震
時

に
変

圧
器

と
接

続
母

線
ダ

ク
ト

の
基

礎
と

が
不

等
沈

下
し

た
た

め
に

、
二

次
ブ

ッ
シ

ン
グ

が
ダ

ク
ト

と
接

触
し

て
碍

管
が

破
損

し
、

破
損

部
か

ら
の

漏
油

に
地

絡
等

の
火

花
が

引
火

し
て

発
生

し
た

火
災

に
伴

い
端

子
箱

が
焼

損
し

た
。

端
子

箱
の

焼
損

に
よ

り
信

号
ケ

ー
ブ

ル
が

損
傷

を
受

け
た

た
め

、
信

号
出

力
機

能
に

影
響

が
あ

る
と

判
断

し
た

。
変

圧
器

の
交

換
修

理
に

あ
わ

せ
て

計
器

お
よ

び
端

子
箱

の
新

製
交

換
を

行
い

，
正

常
に

動
作

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

所
内

変
圧

器
３

Ａ
衝

撃
油

圧
継

電
器

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

所
内

変
圧

器
３

Ｂ
衝

撃
油

圧
継

電
器

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

あ
り

※
－

－
－

否

※
所

内
変

圧
器

３
Ｂ

の
火

災
に

よ
り

、
計

器
の

信
号

ケ
ー

ブ
ル

を
収

納
す

る
端

子
箱

が
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
地

震
時

に
変

圧
器

と
接

続
母

線
ダ

ク
ト

の
基

礎
と

が
不

等
沈

下
し

た
た

め
に

、
二

次
ブ

ッ
シ

ン
グ

が
ダ

ク
ト

と
接

触
し

て
碍

管
が

破
損

し
、

破
損

部
か

ら
の

漏
油

に
地

絡
等

の
火

花
が

引
火

し
て

発
生

し
た

火
災

に
伴

い
端

子
箱

が
焼

損
し

た
。

端
子

箱
の

焼
損

に
よ

り
信

号
ケ

ー
ブ

ル
が

損
傷

を
受

け
た

た
め

、
信

号
出

力
機

能
に

影
響

が
あ

る
と

判
断

し
た

。
変

圧
器

の
交

換
修

理
に

あ
わ

せ
て

計
器

お
よ

び
端

子
箱

の
新

製
交

換
を

行
い

，
正

常
に

動
作

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

低
起

動
変

圧
器

３
Ｓ

Ａ
温

度
高

継
電

器
-

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

低
起

動
変

圧
器

３
Ｓ

Ｂ
温

度
高

継
電

器
-

計
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

低
起

動
変

圧
器

３
Ｓ

Ａ
衝

撃
油

圧
継

電
器

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

低
起

動
変

圧
器

３
Ｓ

Ｂ
衝

撃
油

圧
継

電
器

-
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

- -

低
起

動
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

所
内

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
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一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

種
別

耐
震

重
要

度
所

見
基

本
点

検
追

加
点

検
判

定
種

類
機

器
番

号
機

器
名

称

廃
棄

設
備

Ａ
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
あ

り
異

常
あ

り
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
接

断
差

が
計

器
精

度
を

逸
脱

し
て

い
た

。
追

加
点

検
（
浸

透
探

傷
試

験
）
の

結
果

、
異

常
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

た
め

、
計

器
の

経
年

劣
化

と
判

断
し

、
計

器
交

換
を

行
っ

た
。

Ｂ
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ａ
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
あ

り
異

常
あ

り
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
接

断
差

が
計

器
精

度
を

逸
脱

し
て

い
た

。
追

加
点

検
（
浸

透
探

傷
試

験
）
の

結
果

、
異

常
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

た
め

、
計

器
の

経
年

劣
化

と
判

断
し

、
計

器
交

換
を

行
っ

た
。

Ｂ
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

K
1
1
-
L
S
1
1
6

－
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

K
1
1
-
L
S
1
1
5

－
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

K
1
1
-
L
S
2
0
2

－
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

K
1
1
-
L
S
2
0
1

－
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

K
1
1
-
L
S
2
0
6

－
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

K
1
1
-
L
S
2
0
5

－
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

K
2
1
-
L
S
1
0
1

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
粉

末
樹

脂
沈

降
分

離
槽

液
位

廃
棄

物
貯

蔵
設

備

使
用

済
樹

脂
槽

液
位

K
2
1
-
L
S
3
0
2

K
1
1
-
L
S
1
0
8

K
1
1
-
L
S
1
0
7

濃
縮

廃
液

タ
ン

ク
液

位
K
2
2
-
L
S
0
0
1

タ
-
ビ

ン
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

K
1
1
-
L
S
0
0
7

K
1
1
-
L
S
0
0
3

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

サ
ン

プ
液

位

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
液

位

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
液

位

K
1
1
-
L
S
1
1
2

K
1
1
-
L
S
1
1
1

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

K
1
1
-
L
S
1
0
4

K
1
1
-
L
S
1
0
3

K
1
1
-
L
S
0
0
8

K
1
1
-
L
S
0
0
4

サ
-
ビ

ス
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

サ
-
ビ

ス
建

屋
シ

ャ
ワ

ー
ド

レ
ン

サ
ン

プ
液

位

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系

タ
-
ビ

ン
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位
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表
-
1
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

（
ル

ー
プ

試
験

）
単

体
校

正
分

解
点

検
設

備
区

分
（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
安

全
重

要
度

機
器

種
別

耐
震

重
要

度
所

見
基

本
点

検
追

加
点

検
判

定
種

類
機

器
番

号
機

器
名

称

廃
棄

設
備

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

高
電

導
度

廃
液

系
蒸

留
水

タ
ン

ク
液

位
K
1
3
-
L
S
0
0
4

-
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系
受

タ
ン

ク
液

位
K
1
6
-
L
S
0
1
1

-
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系 廃
ス

ラ
ッ

ジ
系

復
水

浄
化

系
逆

洗
水

受
タ

ン
ク

液
位

K
2
1
-
L
S
0
0
1

-
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

サ
-
ビ

ス
建

屋
シ

ャ
ワ

-
ド

レ
ン

サ
ン

プ
液

位
K
1
1
-
L
S
2
0
3

-
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

サ
-
ビ

ス
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

K
1
1
-
L
S
1
1
7

-
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

サ
ン

プ
液

位
K
1
1
-
L
S
2
0
7

-
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

C
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

A
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

B
計

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 低
電

導
度

廃
液

系

低
電

導
度

廃
液

系
収

集
槽

液
位

K
1
2
-
L
S
0
0
1

低
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
槽

液
位

K
1
2
-
L
S
0
0
8

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 高
電

導
度

廃
液

系

高
電

導
度

廃
液

系
収

集
タ

ン
ク

液
位

K
1
3
-
L
S
0
0
1

K
1
3
-
L
S
0
0
8

高
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
槽

液
位

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

K
1
1
-
L
S
1
0
5

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

K
1
1
-
L
S
0
0
5

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
液

位
K
1
1
-
L
S
1
0
9

漏
え

い
の

検
出

装
置

及
び

警
報

装
置 流

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
の

漏
え

い
の

検
出

装
置

及
び

警
報

装
置

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系
シ

ャ
ワ

-
ド

レ
ン

系
収

集
槽

液
位

K
1
6
-
L
S
0
0
1

タ
-
ビ

ン
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

K
1
1
-
L
S
0
0
9

タ
-
ビ

ン
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

K
1
1
-
L
S
1
1
3
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表
－

１
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

耐
圧

ま
た

は
漏

え
い

確
認

計
測

制
御

系
統

設
備

Ｓ
Ｒ

Ｍ
（
検

出
器

）
Ｃ

５
１

－
Ｓ

Ｒ
Ｍ

４
個

検
出

器
ク

ラ
ス

２
Ａ

異
常

な
し

未
未

－

（
作

動
・
機

能
は

原
子

炉
復

旧
後

に
実

施
。

）
（
燃

料
装

荷
後

プ
ラ

ト
ー

測
定

を
実

施
。

）
（
漏

え
い

は
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
。

）

Ｃ
５

１
－

Ｚ
６

０
１

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

２
Ａ

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
－

－
否

※
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

モ
ー

ド
ス

イ
ッ

チ
を

「
1
0
E
+
5
」
と

し
た

際
、

ト
リ

ッ
プ

表
示

ラ
ン

プ
の

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

し
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
当

該
モ

ニ
タ

の
外

観
上

異
常

が
無

く
、

校
正

信
号

回
路

の
調

整
を

実
施

し
た

結
果

、
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

の
点

灯
が

正
常

に
確

認
で

き
た

こ
と

か
ら

、
ラ

ン
プ

不
点

は
校

正
信

号
回

路
の

経
年

的
な

ず
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

調
整

を
実

施
し

、
「
1
0
Ｅ

＋
5
」
モ

ー
ド

時
に

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

２
Ａ

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
－

－
否

※
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

モ
ー

ド
ス

イ
ッ

チ
を

「
1
0
E
+
5
」
と

し
た

際
、

ト
リ

ッ
プ

表
示

ラ
ン

プ
の

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

し
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
当

該
モ

ニ
タ

の
外

観
上

異
常

が
無

く
、

校
正

信
号

回
路

の
調

整
を

実
施

し
た

結
果

、
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

の
点

灯
が

正
常

に
確

認
で

き
た

こ
と

か
ら

、
ラ

ン
プ

不
点

は
校

正
信

号
回

路
の

経
年

的
な

ず
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

調
整

を
実

施
し

、
「
1
0
Ｅ

＋
5
」
モ

ー
ド

時
に

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

２
Ａ

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
－

－
否

※
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

モ
ー

ド
ス

イ
ッ

チ
を

「
1
0
E
+
5
」
と

し
た

際
、

ト
リ

ッ
プ

表
示

ラ
ン

プ
の

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

し
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
当

該
モ

ニ
タ

の
外

観
上

異
常

が
無

く
、

校
正

信
号

回
路

の
調

整
を

実
施

し
た

結
果

、
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

の
点

灯
が

正
常

に
確

認
で

き
た

こ
と

か
ら

、
ラ

ン
プ

不
点

は
校

正
信

号
回

路
の

経
年

的
な

ず
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

調
整

を
実

施
し

、
「
1
0
Ｅ

＋
5
」
モ

ー
ド

時
に

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

２
Ａ

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
－

－
否

※
「
零

調
」
選

択
時

，
ペ

リ
オ

ド
指

示
が

ダ
ウ

ン
ス

ケ
ー

ル
の

ま
ま

と
な

る
事

象
が

確
認

さ
れ

た
。

当
該

ペ
リ

オ
ド

指
示

計
を

軽
く
打

診
し

た
こ

と
に

よ
り

復
帰

し
た

こ
と

及
び

外
観

上
異

常
が

無
い

こ
と

か
ら

ペ
リ

オ
ド

指
示

計
内

部
部

品
の

経
年

劣
化

に
よ

る
機

械
的

な
引

っ
か

か
り

で
あ

り
，

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

当
該

ペ
リ

オ
ド

指
示

計
の

交
換

を
実

施
し

，
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）

中
性

子
源

領
域

計
測

装
置

判
定

所
見

Ｓ
Ｒ

Ｍ
ユ

ニ
ッ

ト

機
器

番
号

機
器

名
称

機
器

種
別

種
類

追
加

点
検

耐
震

重
要

度
安

全
重

要
度

基
本

点
検
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表
－

１
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

耐
圧

ま
た

は
漏

え
い

確
認

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
判

定
所

見
機

器
番

号
機

器
名

称
機

器
種

別
種

類
追

加
点

検
耐

震
重

要
度

安
全

重
要

度

基
本

点
検

計
測

制
御

系
統

設
備

中
間

領
域

計
測

装
置

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
中

性
子

束
高

）
（
中

性
子

束
計

装
動

作
不

能
）

ＩＲ
Ｍ

（
検

出
器

）
Ｃ

５
１

－
ＩＲ

Ｍ

８
個

検
出

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
未

－
否

（
漏

え
い

は
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
。

）
※

検
出

器
C

h
.A

/
B

/
D

/
G

に
絶

縁
抵

抗
値

の
低

下
が

確
認

さ
れ

た
。

検
出

器
に

外
観

上
の

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

検
出

器
内

部
の

絶
縁

材
（
グ

ラ
ス

ウ
ー

ル
）
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

，
地

震
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

で
は

な
い

。
当

該
検

出
器

の
絶

縁
材

の
交

換
を

実
施

し
た

。

Ｃ
５

１
－

Ｚ
６

０
２

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
－

－
否

※
中

性
子

源
領

域
計

測
装

置
の

各
モ

ー
ド

ス
イ

ッ
チ

の
切

り
替

え
と

同
時

に
レ

ン
ジ

ダ
ウ

ン
ラ

ン
プ

が
瞬

時
消

灯
し

，
再

点
灯

す
る

事
象

が
確

認
さ

れ
た

。
リ

レ
ー

接
点

動
作

ノ
イ

ズ
に

よ
る

も
の

で
地

震
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

で
は

な
い

。
同

様
の

事
象

は
過

去
に

も
確

認
さ

れ
て

い
る

。
基

本
点

検
結

果
に

問
題

無
い

こ
と

及
び

、
指

示
変

動
は

中
性

子
束

レ
ベ

ル
よ

り
十

分
小

さ
い

レ
ベ

ル
で

あ
る

こ
と

か
ら

対
策

不
要

と
判

断
し

た
。

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｅ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｆ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
－

－
否

※
中

性
子

源
領

域
計

測
装

置
の

各
モ

ー
ド

ス
イ

ッ
チ

の
切

り
替

え
と

同
時

に
レ

ン
ジ

ダ
ウ

ン
ラ

ン
プ

が
瞬

時
消

灯
し

，
再

点
灯

す
る

事
象

が
確

認
さ

れ
た

。
リ

レ
ー

接
点

動
作

ノ
イ

ズ
に

よ
る

も
の

で
地

震
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

で
は

な
い

。
同

様
の

事
象

は
過

去
に

も
確

認
さ

れ
て

い
る

。
基

本
点

検
結

果
に

問
題

無
い

こ
と

及
び

、
指

示
変

動
は

中
性

子
束

レ
ベ

ル
よ

り
十

分
小

さ
い

レ
ベ

ル
で

あ
る

こ
と

か
ら

対
策

不
要

と
判

断
し

た
。

Ｇ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｈ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

中
間

領
域

計
測

装
置

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
中

性
子

束
高

）
（
中

性
子

束
計

装
動

作
不

能
）

ＩＲ
Ｍ

ユ
ニ

ッ
ト
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表
－

１
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

耐
圧

ま
た

は
漏

え
い

確
認

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
判

定
所

見
機

器
番

号
機

器
名

称
機

器
種

別
種

類
追

加
点

検
耐

震
重

要
度

安
全

重
要

度

基
本

点
検

計
測

制
御

系
統

設
備

Ｌ
Ｐ

Ｒ
Ｍ

（
検

出
器

）
Ｃ

５
１

－
Ｌ

Ｐ
Ｒ

Ｍ
１

７
２

個
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
未

－
（
漏

え
い

は
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
。

）

Ｃ
５

１
－

Ｚ
６

５
４

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｅ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
－

－
否

※
流

量
ユ

ニ
ッ

ト
比

較
器

異
常

ラ
ン

プ
の

点
灯

を
確

認
し

た
。

・
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

・
警

報
発

生
時

に
現

場
の

流
量

変
換

器
の

ラ
ッ

ク
入

口
弁

の
操

作
を

実
施

し
て

お
り

ラ
ッ

ク
入

口
弁

復
旧

後
に

警
報

が
復

旧
し

た
こ

と
か

ら
、

警
報

発
生

の
要

因
は

ラ
ッ

ク
入

口
弁

操
作

時
の

ラ
ッ

ク
内

の
残

圧
の

影
響

に
よ

る
一

過
性

の
事

象
と

推
定

し
、

地
震

に
よ

り
発

生
し

た
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
当

初
計

画
ど

お
り

，
当

該
ユ

ニ
ッ

ト
含

む
出

力
領

域
モ

ニ
タ

の
更

新
を

実
施

し
た

。

Ｆ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
５

１
－

Ｚ
６

５
５

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
５

１
－

Ｚ
６

５
６

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｌ
Ｐ

Ｒ
Ｍ

出
力

領
域

計
測

装
置

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
中

性
子

束
高

）
（
中

性
子

束
計

装
動

作
不

能
）

Ａ
Ｐ

Ｒ
Ｍ

Ｒ
Ｂ

Ｍ
ユ

ニ
ッ

ト
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表
－

１
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

耐
圧

ま
た

は
漏

え
い

確
認

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
判

定
所

見
機

器
番

号
機

器
名

称
機

器
種

別
種

類
追

加
点

検
耐

震
重

要
度

安
全

重
要

度

基
本

点
検

Ｃ
５

１
－

Ｎ
Ｅ

０
０

８
Ａ

検
出

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
未

－
－

（
作

動
・
機

能
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

後
の

案
内

管
復

旧
後

に
実

施
。

）

Ｂ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

未
－

－
（
作

動
・
機

能
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

後
の

案
内

管
復

旧
後

に
実

施
。

）

Ｃ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

未
－

－
（
作

動
・
機

能
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

後
の

案
内

管
復

旧
後

に
実

施
。

）

Ｄ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

未
－

－

（
作

動
・
機

能
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

後
の

案
内

管
復

旧
後

に
実

施
。

）

Ｅ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

未
－

－

（
作

動
・
機

能
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

後
の

案
内

管
復

旧
後

に
実

施
。

）

Ｄ
１

１
－

Ｒ
Ｅ

０
０

１
Ａ

検
出

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
１

１
－

Ｚ
６

０
１

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
１

１
－

Ｒ
Ｅ

０
２

２
Ａ

検
出

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

計
測

制
御

系
統

設
備

放
射

線
管

理
設

備

Ｔ
ＩＰ

（
検

出
器

）

主
蒸

気
管

放
射

線
モ

ニ
タ

燃
料

取
替

エ
リ

ア
排

気
放

射
線

モ
ニ

タ

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
主

蒸
気

管
放

射
能

高
）

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
放

射
能

高
)

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

移
動

式
炉

心
内

計
測

装
置

計
測

制
御

系
統

設
備

非
常

用
ガ

ス
処

理
系 （
原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

放
射

能
高

）

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備
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表
－

１
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

耐
圧

ま
た

は
漏

え
い

確
認

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
判

定
所

見
機

器
番

号
機

器
名

称
機

器
種

別
種

類
追

加
点

検
耐

震
重

要
度

安
全

重
要

度

基
本

点
検

計
測

制
御

系
統

設
備

放
射

線
管

理
設

備
Ｄ

１
１

－
Ｚ

６
２

２
Ａ

計
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
１

１
－

Ｒ
Ｅ

０
０

３
Ａ

検
出

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
検

出
器

ク
ラ

ス
１

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
１

１
－

Ｚ
６

０
３

Ａ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
計

器
ク

ラ
ス

１
Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
建

屋
換

気
空

調
系

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ
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表
－

１
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

耐
圧

ま
た

は
漏

え
い

確
認

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
判

定
所

見
機

器
番

号
機

器
名

称
機

器
種

別
種

類
追

加
点

検
耐

震
重

要
度

安
全

重
要

度

基
本

点
検

放
射

線
管

理
設

備
プ

ロ
セ

ス
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
排

ガ
ス

放
射

線
モ

ニ
タ

（
排

ガ
ス

除
湿

冷
却

器
出

口
）
対

数
Ｄ

１
１

－
Ｒ

Ｅ
０

８
１

－
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

排
ガ

ス
放

射
線

モ
ニ

タ
（
排

ガ
ス

除
湿

冷
却

器
出

口
）
線

形
Ｄ

１
１

－
Ｒ

Ｅ
０

８
２

－
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
１

１
－

Ｒ
Ｅ

０
９

１
Ａ

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

復
水

器
及

び
復

水
器

真
空

ポ
ン

プ
排

ガ
ス

放
射

線
モ

ニ
タ

Ｄ
１

１
－

Ｒ
Ｅ

１
０

１

－
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
１

１
－

Ｒ
Ｅ

１
１

１
Ａ

検
出

器
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
１

１
－

Ｒ
Ｅ

０
４

１
Ａ

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

排
気

筒
放

射
線

モ
ニ

タ
（
ＩＣ

）
Ｄ

１
１

－
Ｒ

Ｅ
０

４
３

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
あ

り
異

常
な

し
－

－
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
指

示
に

、
一

時
的

な
微

増
変

動
が

確
認

さ
れ

た
。

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
異

常
は

な
く
、

ま
た

モ
ニ

タ
建

屋
の

温
度

計
測

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
指

示
変

動
と

外
気

温
度

と
の

相
関

関
係

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

温
度

補
償

の
誤

差
範

囲
内

で
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
対

策
は

実
施

し
な

い
。

排
ガ

ス
放

射
線

モ
ニ

タ
（
活

性
炭

式
希

ガ
ス

ホ
ー

ル
ド

ア
ッ

プ
塔

出
口

）

排
気

筒
放

射
線

モ
ニ

タ
（
Ｓ

Ｃ
Ｉ

Ｎ
）

気
体

廃
棄

物
処

理
系

設
備

エ
リ

ア
排

気
放

射
線

モ
ニ

タ
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表
－

１
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

耐
圧

ま
た

は
漏

え
い

確
認

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
判

定
所

見
機

器
番

号
機

器
名

称
機

器
種

別
種

類
追

加
点

検
耐

震
重

要
度

安
全

重
要

度

基
本

点
検

放
射

線
管

理
設

備

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
あ

り
異

常
な

し
－

－
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
指

示
に

、
一

時
的

な
微

増
変

動
が

確
認

さ
れ

た
。

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
異

常
は

な
く
、

ま
た

モ
ニ

タ
建

屋
の

温
度

計
測

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
指

示
変

動
と

外
気

温
度

と
の

相
関

関
係

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

温
度

補
償

の
誤

差
範

囲
内

で
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
対

策
は

実
施

し
な

い
。

Ｄ
１

１
－

Ｒ
Ｅ

０
１

１

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
１

１
－

Ｒ
Ｅ

０
０

２

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
１

１
－

Ｒ
Ｅ

０
５

１

－
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
１

１
－

Ｒ
Ｅ

０
５

２

－
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

系
放

射
線

モ
ニ

タ

Ｄ
１

１
－

Ｒ
Ｅ

０
５

５

－
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｄ
２

３
－

Ｒ
Ｅ

０
０

５

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
２

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
２

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｄ
２

３
－

Ｒ
Ｅ

０
０

６

Ａ
検

出
器

ク
ラ

ス
２

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｂ
検

出
器

ク
ラ

ス
２

Ａ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
放

射
線

モ
ニ

タ

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
ｶ
ﾞｽ

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｃ
ＩＮ

）

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
ｶ
ﾞｽ

放
射

線
モ

ニ
タ

（
ＩＣ

）

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
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表
－

１
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

耐
圧

ま
た

は
漏

え
い

確
認

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
判

定
所

見
機

器
番

号
機

器
名

称
機

器
種

別
種

類
追

加
点

検
耐

震
重

要
度

安
全

重
要

度

基
本

点
検

放
射

線
管

理
設

備
漏

え
い

検
出

系
ダ

ス
ト

放
射

線
モ

ニ
タ

Ｅ
３

１
－

Ｒ
Ｅ

１
０

１

－
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ド
レ

ン
（
Ｌ

Ｃ
Ｗ

）
放

射
線

モ
ニ

タ
Ｄ

１
１

－
Ｒ

Ｅ
０

２
３

－
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ド
レ

ン
（
Ｈ

Ｃ
Ｗ

）
放

射
線

モ
ニ

タ
Ｄ

１
１

－
Ｒ

Ｅ
０

２
４

－
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

液
体

廃
棄

物
処

理
系

排
水

放
射

線
モ

ニ
タ

Ｄ
１

１
－

Ｒ
Ｅ

０
６

１

－
検

出
器

ノ
ン

ク
ラ

ス
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｒ
／

Ａ
　

３
Ｆ

　
南

西
側

エ
リ

ア

Ｄ
２

１
－

Ｒ
Ｅ

０
０

１
－

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
区

域
（
Ａ

）

Ｄ
２

１
－

Ｒ
Ｅ

０
０

２
－

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

原
子

炉
区

域
（
Ｂ

）

Ｄ
２

１
－

Ｒ
Ｅ

０
０

３
－

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｒ
／

Ａ
　

３
Ｆ

　
南

東
側

エ
リ

ア

Ｄ
２

１
－

Ｒ
Ｅ

０
０

４
－

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
エ

リ
ア

（
Ａ

）

Ｄ
２

１
－

Ｒ
Ｅ

０
０

５
－

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
エ

リ
ア

（
Ｂ

）

Ｄ
２

１
－

Ｒ
Ｅ

０
０

６
－

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｒ
／

Ａ
　

２
Ｆ

　
北

東
側

エ
リ

ア

Ｄ
２

１
－

Ｒ
Ｅ

０
０

７
－

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｒ
／

Ａ
　

２
Ｆ

　
南

東
側

エ
リ

ア

Ｄ
２

１
－

Ｒ
Ｅ

０
０

８
－

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
Ｕ

Ｗ
・
Ｆ

Ｐ
Ｃ

操
作

エ
リ

ア

Ｄ
２

１
－

Ｒ
Ｅ

０
０

９
－

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｒ
／

Ａ
　

機
器

搬
出

入
口

Ｄ
２

１
－

Ｒ
Ｅ

０
１

０
－

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｍ
Ｓ

ＩＶ
バ

ル
ブ

ラ
ッ

ピ
ン

グ
室

Ｄ
２

１
－

Ｒ
Ｅ

０
１

１
－

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－

良

Ｃ
Ｒ

Ｄ
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト
エ

リ
ア

（
Ａ

）
Ｄ

２
１

－
Ｒ

Ｅ
０

１
２

－
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

Ｃ
Ｒ

Ｄ
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト
エ

リ
ア

（
B

）
Ｄ

２
１

－
Ｒ

Ｅ
０

１
３

－
検

出
器

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
－

－
良

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
（
原

子
炉

建
屋

放
射

線
モ

ニ
タ

）
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表
－

１
 計

器
・
変

換
器

・
検

出
器

 設
備

点
検

結
果

一
覧

表

目
視

点
検

機
能

確
認

耐
圧

ま
た

は
漏

え
い

確
認

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）
判

定
所

見
機

器
番

号
機

器
名

称
機

器
種

別
種

類
追

加
点

検
耐

震
重

要
度

安
全

重
要

度

基
本

点
検

放
射

線
管

理
設

備
Ｒ

／
Ａ

　
Ｂ

１
Ｆ

　
南

東
側

エ
リ

ア

Ｄ
２

１
－

Ｒ
Ｅ

０
１

４
－

検
出

器
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

－
－
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２９－２）継電器 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表

－１に示す。 
 

（２） 点検結果および評価 
【基本点検】 
① 外観点検 

地震により損傷が発生すると想定される、「内部器具」、「構造物」、「整定部」

等について外観点検を実施した。 

その結果、励磁電源変圧器過電流継電器（H21-P225-51E） において、Ｓ相

瞬時要素の表示器ブロックの破損が確認された。 

・継電器の外観上に表示器以外の異常はなかったこと 

・盤収納状態では表示器ブロックと接触するものがないこと 

・表示器ブロックのカバーには損傷がなかったこと 

・盤内に表示器ブロックの破損片がなかったこと 

から、過去の点検時等において当該箇所に力が加わり破損したものであり地

震の影響ではないと判断し、継電器の動作に異常はなかったことから追加点

検は不要とした。 

 

      他の機器について、異常は確認されなかった。 

 

② 機能確認試験 

機能確認として、絶縁抵抗測定、継電器の単体試験を実施し、整定値のず

れ、動作不良等の有無を確認した。また、継電器の自端試験を実施し、遮断

器組合せ、警報動作等による総合動作確認を行った。その結果、以下の事象

を確認した。 

 

所内母線負荷用 6.9kV 遮断器過電流継電器（M/C3SA-1-4B-50-51）におい

て、過電流継電器単体試験にてＴ相瞬時要素（50）の接触不良が確認され

た。２相（Ｒ、Ｔ相）のうちＲ相側に異常はないこと、工場搬出後の動作

確認において当該事象が発生しなかったこと、継電器本体の外観点検で損

傷等の異常が確認されなかったことから、コンタクトブラッシと接点支え

の隙間に異物が入り込んだ事による接点の接触不良であると推測した。ま

た、継電器の取り外しまたは工場への移動の際に異物が外れ、工場での試

験では当該事象が確認されなかったと推測した。当該事象については地震

の影響ではないと判断し、追加点検は不要とした。 
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発電機後備保護継電器（H11-P675-1-44G）において、Ｒ相の位相特性（Ｌ

ＡＧ９０°）の電圧値が判定基準値を逸脱していることが確認された。当

該継電器はＲ、Ｓ、Ｔ相の３相があるが、３相とも外観目視上は異常が無

く、特性の判定基準逸脱が確認されたのはＲ相のみであることおよび、過

去にも同様の事象は確認されていることから、素子の経年劣化が原因であ

り、地震の影響によるものではないと判断し、追加点検は不要とした。 

 

励磁電源変圧器過電流継電器（H21-P225-51E）において、Ｒ相瞬時要素

の接点に動作不良が確認された。瞬時接点の動作不良は、可動接点部が表

示器ブロックに引っかかったために、可動接点の動作が遅れて発生したも

のである。過去の継電器動作の繰り返しにより可動接点と表示器ブロック

が接触を繰り返したために表示器ブロックが摩耗して生じものであり、表

示器ブロックに摩耗痕が確認されたこと、継電器本体に外観上の損傷はな

いことから、地震影響によるものではないと判断し、追加点検は不要とし

た。 

 
       他の機器については、異常は確認されなかった。 

 
【追加点検】 

  基本点検で確認された事象は、地震の影響でないことが明らかなため、追

加点検は実施しない。 
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区
分

（
２
）

機
器

名
称

5
1
P

工
事
用
変
圧
器

過
電

流
継

電
器

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
5
1
H
T
-
3
A

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
5
1
H
T
-
3
B

所
内
変
圧
器
3
Ａ
比

率
差

動
継

電
器

2
号
工
事
用
変
圧
器
受
電
用
6
6
kV

遮
断
器

（
保
護
継
電
装
置
の
種
類
）

主
変
圧
器
（
保
護
継
電
装
置
の
種
類
）

発
電
機
並
列
用
5
0
0
kV

遮
断
器
（
保
護
継

電
装
置
の
種
類
）

所
内
変
圧
器
（
保
護
継
電
装
置
の
種
類
）

発
電
機
並
列
用
5
0
0
kV

遮
断
器
（
保
護
継
電

装
置
の
種
類
）

所
内
母
線
受
電
用
6
.9
kV

遮
断
器
（
保
護
継

電
装
置
の
種
類
）

8
7

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
8
7
H
T
-
3
A

所
内
変
圧
器
3
Ｂ
比

率
差

動
継

電
器

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
8
7
H
T
-
3
B
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表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作
値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度

設
備
点
検

耐
震

重
要

度
判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

電
気

設
備

M
/
C
3
A
-
1
-
3
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
A
-
2
-
3
Ａ
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
1
-
3
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
2
-
3
Ａ
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
C
-
1
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
C
-
2
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
D
-
1
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
D
-
2
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
H
-
1
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
H
-
2
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
A
-
1
-
2
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
A
-
1
-
5
A
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
A
-
2
-
2
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
A
-
2
-
5
A
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
B
-
2
-
2
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
B
-
2
-
5
A
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

連
絡
母
線
過
電
流

継
電

器
所
内
母
線
-
起
動
母
線
連
絡
用
6
.9
kV

遮
断

器
（
保
護
継
電
装
置
の
種
類
）
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表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作
値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度

設
備
点
検

耐
震

重
要

度
判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

電
気

設
備

M
/
C
3
A
-
2
-
1
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
1
-
1
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
2
-
1
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
A
-
1
-
2
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
A
-
1
-
4
Ａ
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
A
-
1
-
4
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
A
-
1
-
5
Ａ
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
A
-
1
-
5
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
A
-
1
-
6
Ａ
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
A
-
1
-
6
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
A
-
2
-
2
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
A
-
2
-
3
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
A
-
2
-
4
Ａ
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
A
-
2
-
4
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
A
-
2
-
5
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
1
-
2
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
1
-
4
Ａ
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
1
-
4
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
1
-
5
Ａ
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
1
-
5
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
1
-
6
Ａ
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
1
-
6
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
2
-
2
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
2
-
3
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
2
-
4
Ａ
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
2
-
4
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

過
電
流
継
電
器

所
内
母
線
負
荷
用
6
.9
kV

遮
断
器
（
保
護
継

電
装
置
の
種
類
）

所
内
母
線
受
電
用
6
.9
kV

遮
断
器
（
保
護
継

電
装
置
の
種
類
）

所
内
母
線
過
電
流

継
電

器

良

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

M
/
C
3
A
-
1
-
1
B
-
5
1

異
常
な
し
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表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作
値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度

設
備
点
検

耐
震

重
要

度
判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

電
気
設
備

所
内
母
線
負
荷
用
6
.9
kV

遮
断
器
（
保
護

継
電
装
置
の
種
類
）

過
電
流
継
電
器

M
/
C
3
B
-
2
-
5
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
B
-
2
-
6
Ａ
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
C
-
3
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
C
-
4
A
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
C
-
4
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
C
-
5
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
C
-
5
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
C
-
6
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
C
-
6
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
C
-
7
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
D
-
4
A
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
D
-
4
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

所
内
母
線
負
荷
用
6
.9
kV

遮
断
器
（
保
護
継

電
装
置
の
種
類
）

過
電
流
継
電
器

M
/
C
3
D
-
5
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
D
-
5
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
D
-
6
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
D
-
6
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
D
-
7
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
H
-
4
A
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
H
-
4
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
A
-
1
-
4
A
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良
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表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作
値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度

設
備
点
検

耐
震

重
要

度
判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

電
気
設
備

所
内
母
線
負
荷
用
6
.9
kV

遮
断
器
（
保
護

継
電
装
置
の
種
類
）

過
電
流
継
電
器

M
/
C
3
S
A
-
1
-
4
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
あ
り
※

5
0
0

1
0

異
常
あ
り
※

否

※
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
単

体
試

験
に
て
過

電
流

継
電

器
Ｔ
相

瞬
時

要
素

（
5
0
）
の

接
触

不
良

を
確

認
し
た
。
ま
た
、
シ
ー
ケ
ン
ス
試
験
（
自
端

試
験

）
に
お
い
て
、
Ｔ
相

瞬
時

要
素

が
実

施
出

来
な
か

っ
た
。
２
相

（
Ｒ
、
Ｔ

相
）
の

う
ち
Ｒ
相

側
に
異

常
は

な
い
こ

と
、
工
場
搬
出
後
の
動
作
確
認
に
お

い
て
当
該
事
象
が
発
生
し
な
か

っ
た

こ
と
、
継

電
器

本
体

の
外

観
点

検
で

損
傷
等
の
異
常
が
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
コ
ン
タ
ク
ト
ブ
ラ
ッ
シ
と

接
点

支
え
の

隙
間

に
異

物
が

入
り
込

ん
だ
事
に
よ
る
接
点
の
接
触
不
良
で

あ
る
と
推
測
し
た
。
ま
た
、
継
電
器
の

取
り
外
し
ま
た
は
工
場
へ
の
移
動
の

際
に
異

物
が

外
れ

、
工

場
で
の

試
験

で
は
当
該
事
象
が
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
と
推

測
し
た
。
当

該
事

象
に
つ
い
て

は
地

震
の

影
響

で
は

な
い
と
判

断
し

た
。
工

場
搬

出
後

の
試

験
時

に
は

当
該
事
象
は
発
生
せ
ず
、
点
検
結
果
に

も
異
常
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
念

の
た
め
当
該
継
電
器
を
新
製
交
換
を

行
っ
た
。

M
/
C
3
S
A
-
1
-
5
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
A
-
1
-
6
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
A
-
2
-
4
A
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
A
-
2
-
4
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
A
-
2
-
5
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
A
-
2
-
6
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
B
-
1
-
2
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
B
-
1
-
4
A
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
B
-
1
-
5
A
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
B
-
1
-
5
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
B
-
1
-
6
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
B
-
2
-
4
A
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
B
-
2
-
4
B
-
4
9
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
B
-
2
-
5
B
-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

D
/
G
　
3
A
　
比

率
差

動
継

電
器

R
4
3
-
8
7
D
G
A

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

D
/
G
　
3
A
　
過

電
流

継
電

器
R
4
3
-
5
1
D
G
A

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

D
/
G
　
3
A
　
逆

電
力

継
電

器
R
4
3
-
6
7
D
G
A

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

D
/
G
　
3
B
　
比

率
差

動
継

電
器

R
4
3
-
8
7
D
G
B

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

D
/
G
　
3
B
　
過

電
流

継
電

器
R
4
3
-
5
1
D
G
B

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

D
/
G
　
3
B
　
逆

電
力

継
電

器
R
4
3
-
6
7
D
G
B

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

電
気
設
備

非
常
用
予
備

発
電
装
置

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
用
6
.9
kV

遮
断
器
（
保

護
継
電
装
置
の
種
類
）

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
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表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作
値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度

設
備
点
検

耐
震

重
要

度
判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

電
気
設
備

非
常
用
予
備

H
P
C
S
　
D
/
G
　
比

率
差

動
継

電
器

R
4
4
-
8
7
D
G
H

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

H
P
C
S
　
D
/
G
　
過

電
流

継
電

器
R
4
4
-
5
1
D
G
H

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

H
P
C
S
　
D
/
G
　
逆

電
力

継
電

器
R
4
4
-
6
7
D
G
H

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

電
気

設
備

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

S
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

T
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

S
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

T
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

S
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

T
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

S
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

T
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

6
6
ｋ
Ｖ
　
甲
母
線

保
護

継
電

器
（
母
線
保
護
比
率
差

動
継

電
器

）
-

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

異
常
な
し

良

6
6
ｋ
Ｖ
　
乙
母
線

保
護

継
電

器
（
母
線
保
護
比
率
差

動
継

電
器

）
-

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

異
常
な
し

良

6
6
ｋ
V
母
線
地
絡

過
電

圧
継

電
器

-
-

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

異
常
な
し

良

発
電

機
界

磁
地

絡
継

電
器

H
2
1
-
P
2
2
5
-
6
4
F

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電

機
電

圧
不

平
衡

継
電

器
H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
6
0
G

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
用
6
.9
kV

遮
断
器
（
保

護
継
電
装
置
の
種
類
）

高
圧
炉
心
ｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｲ
系
ﾃ
ﾞｨ
ｰ
ｾ
ﾞﾙ
発
電
設
備

-

H
1
1
-
P
6
7
5
-
2
-
5
1
L
S
T
-
3
B

低
起
動
変
圧
器
3
Ｓ
Ａ
比

率
差

動
継

電
器

低
起
動
変
圧
器
3
Ｓ
Ｂ
比

率
差

動
継

電
器

H
1
1
-
P
6
7
5
-
2
-
8
7
L
S
T
-
3
B

H
1
1
-
P
6
7
5
-
2
-
5
1
L
S
T
-
3
A

H
1
1
-
P
6
7
5
-
2
-
8
7
L
S
T
-
3
A

低
起
動
変
圧
器
（
保
護
継
電
装
置
の
種
類
）

低
起
動
変
圧
器
受
電
用
6
6
ｋ
Ｖ
遮
断
器
（
保

護
継
電
装
置
の
種
類
）

起
動
母
線
受
電
用
6
.9
kV

遮
断
器
（
保
護
継

電
装
置
の
種
類
）

低
起
動
変
圧
器
受
電
用
6
6
ｋ
Ｖ
遮
断
器

（
保
護
継
電
装
置
の
種
類
）

発
電
機
（
保
護
継
電
装
置
の
種
類
）

低
起
動
変
圧
器
3
Ｓ
Ａ
過

電
流

継
電

器

低
起
動
変
圧
器
3
Ｓ
Ｂ
過

電
流

継
電

器

220



表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作
値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度

設
備
点
検

耐
震

重
要

度
判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

電
気
設
備

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
あ
り
※

5
0
0

1
0

異
常
な
し

否

※
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
Ｒ
相

の
位

相
特

性
（
L
A
G
9
0
°

)の
電

圧
値
が
判
定
基
準
値
を
逸
脱
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
当
該
継
電
器
は

R
,S
,T
の
3
相
が
あ
る
が

、
3
相
と
も
外

観
目
視
上
は
異
常
が
無
く
、
特
性
の

判
定
基
準
逸
脱
が
確
認
さ
れ
た
の
は

Ｒ
相

の
み

で
あ
る
こ
と
、
過

去
に
も
同

様
の
事
象
は
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
素

子
の

経
年

劣
化

が
原

因
で

あ
り
、
地

震
の

影
響

に
よ
る
も
の

で
は

な
い
と
判
断
し
た
。

当
該

発
電

機
後

備
保

護
ｔ継

電
器

の
素
子
を
交
換
し
、
正
常
に
動
作
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

S
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

T
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

S
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

T
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

電
気

設
備

発
電

機
・
変

圧
器

過
励

磁
継

電
器

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
5
9
/
9
5
G

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電

機
逆

相
電

流
継

電
器

1
H
1
1
-
P
7
3
7
-
4
6
G
1

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

異
常
な
し

良

発
電

機
逆

相
電

流
継

電
器

2
H
1
1
-
P
7
3
7
-
4
6
G
2

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

－
－

異
常
な
し

良

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

S
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

T
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
4
4
G

発
電
機
（
保
護
継
電
装
置
の
種
類
）

主
変
圧
器
（
保
護
継
電
装
置
の
種
類
）

発
電
機
並
列
用
5
0
0
kV

遮
断
器
（
保
護
継
電

装
置
の
種
類
）

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
8
7
G
M
T

励
磁
電
源
変
圧
器

比
率

差
動

継
電

器

発
電
機
・
主
変
圧
器

比
率

差
動

継
電

器

H
2
1
-
P
2
2
5
-
8
7
E
T

発
電
機
（
保
護
継
電
装
置
の
種
類
）

発
電
機
並
列
用
5
0
0
kV

遮
断
器
（
保
護
継
電

装
置
の
種
類
）

発
電
機
後
備
保
護

継
電

器
（
距
離
継
電
器
（
過

電
流

保
護

）
）
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表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作
値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度

設
備
点
検

耐
震

重
要

度
判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

電
気
設
備

発
電
機
（
保
護
継
電
装
置
の
種
類
）

発
電
機
並
列
用
5
0
0
kV

遮
断
器
（
保
護
継
電

装
置
の
種
類
）

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
あ
り
※

5
0
0

1
0

異
常
あ
り
※

否

※
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
瞬

時
要

素
の

接
点

動
作

不
良

を
確

認
し
た
。
瞬
時
接
点
の
動
作
不
良
は
、

可
動
接
点
部
が
表
示
器
ブ
ロ
ッ
ク
に

引
っ
か
か
っ
た
た
め
に
、
可
動
接
点

の
動
作
が
遅
れ
て
発
生
し
た
も
の
で

あ
る
。
可

動
接

点
部

の
引

っ
か

か
り

は
、
過

去
の

継
電

器
動

作
の

繰
り
返

し
に
よ
り
可
動
接
点
と
表
示
器
ブ
ロ
ッ

ク
が
接
触
を
繰
り
返
し
た
た
め
に
表

示
器
ブ
ロ
ッ
ク
が
摩
耗
し
て
生
じ
た
も
の

で
あ
り
、
表
示
器
ブ
ロ
ッ
ク
に
摩
耗
痕

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
継
電
器
本
体
に

外
観
上
の
損
傷
は
な
い
こ
と
か
ら
、
地

震
影

響
に
よ
る
も
の

で
は

な
い
と
判

断
し
た
。

表
示
器
の
交
換
を
実
施
し
、
正
常
に

動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

S
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
あ
り
※

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

否

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
瞬

時
要

素
の

表
示

器
ブ
ロ
ッ
ク
の

破
損
を
確
認
し
た
。
継
電
器
の
外
観
上

に
表

示
器

以
外

の
異

常
は

な
か

っ
た

こ
と
、
表
示
器
ブ
ロ
ッ
ク
の
カ
バ
ー
に

は
損
傷
が
な
か
っ
た
こ
と
、
盤
収
納
状

態
で
は
表
示
器
ブ
ロ
ッ
ク
と
接
触
す
る

も
の
が
な
い
こ
と
、
盤
内
に
表
示
器
ブ

ロ
ッ
ク
の
破
損
片
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
過
去
の
点
検
時
等
に
お
い
て
当

該
箇
所
に
力
が
加
わ
り
破
損
し
た
も

の
で
あ
り
地

震
の

影
響

で
は

な
い
と

判
断
し
た
。

表
示
器
の
交
換
を
実
施
し
、
異
常
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

T
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

S
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

T
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

R
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

S
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

T
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電

機
逆

電
力

継
電

器
H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
6
7
G

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電

機
地

絡
継

電
器

1
H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
6
4
G
1

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電

機
地

絡
継

電
器

2
H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
6
4
G
2

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電

機
界

磁
喪

失
継

電
器

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
4
0
G

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

発
電
機
比
率
差
動

継
電

器
Ａ
1

H
2
1
-
P
2
2
5
-
5
1
E

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
8
7
G
A
1

H
1
1
-
P
6
7
5
-
1
-
8
7
G
A
2

励
磁
電
源
変
圧
器

過
電

流
継

電
器

発
電
機
比
率
差
動

継
電

器
Ａ
2

222



表
－

１
　
継

電
器

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

単
体
試
験

（
動
作
値
測
定
）

シ
ー
ケ
ン
ス
試
験

（
自
端
試
験
）

点
検
結
果

点
検
結
果

測
定
値

（
M
Ω
）

判
定
基
準

（
M
Ω
以
上
）

点
検
結
果

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度

設
備
点
検

耐
震

重
要

度
判
定
結
果

機
能
確
認
試
験

基
本
点
検

絶
縁
抵
抗
測
定

外
観
点
検

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

５
０
０
ｋ
V
　
3
号

母
線

保
護

継
電

器
１

（
母
線
保
護
比
率
差

動
継

電
器

）
（
母
線
高
速
後
備
継

電
器

）
（
高
速
後
備
継
電
器

）

-
-

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

異
常
な
し

良

５
０
０
ｋ
V
　
3
号

母
線

保
護

継
電

器
２

（
母
線
保
護
比
率
差

動
継

電
器

）
（
母
線
高
速
後
備
継

電
器

）
（
高
速
後
備
継
電
器

）

-
-

ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

異
常
な
し

良

新
潟
系
統
安
定
化

装
置

Ａ
（
系
統
安
定
化
継
電

装
置

）
N
P
S
S
-
A

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

異
常
な
し

良

新
潟
系
統
安
定
化

装
置

Ｂ
（
系
統
安
定
化
継
電

装
置

）
N
P
S
S
-
B

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

異
常
な
し

良

発
電
機
脱
調
分
離

継
電

器
-

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
A
-
1
-
1
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
A
-
2
-
1
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
B
-
1
-
1
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

M
/
C
3
S
B
-
2
-
1
B
-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

H
P
C
S
　
D
/
G
　
地

絡
検

出
継

電
器

R
4
4
-
6
4
D
G
H

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

H
P
C
S
　
D
/
G
　
界

磁
地

絡
検

出
継

電
器

R
4
4
-
6
4
D
G
F
H

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

H
P
C
S
　
D
/
G
　
過

電
圧

継
電

器
R
4
4
-
5
9
D
G
H

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

D
/
G
　
3
A
　
地

絡
検

出
継

電
器

R
4
3
-
6
4
D
G
A

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

D
/
G
　
3
A
　
界

磁
地

絡
検

出
継

電
器

R
4
3
-
6
4
D
G
F
A

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

D
/
G
　
3
A
　
過

電
圧

継
電

器
R
4
3
-
5
9
D
G
A

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

D
/
G
　
3
B
　
地

絡
検

出
継

電
器

R
4
3
-
6
4
D
G
B

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

D
/
G
　
3
B
　
界

磁
地

絡
検

出
継

電
器

R
4
3
-
6
4
D
G
F
B

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

D
/
G
　
3
B
　
過

電
圧

継
電

器
R
4
3
-
5
9
D
G
B

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

5
0
0

1
0

異
常
な
し

良

非
常
用
予
備

発
電
装
置

起
動
母
線
受
電
用
6
.9
kV

遮
断
器
（
保
護

継
電
装
置
の
種
類
）

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

発
電
機
並
列
用
5
0
0
kV

遮
断
器
（
保
護
継

電
装
置
の
種
類
）

高
圧
炉
心
ｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｲ
系
ﾃ
ﾞｨ
ｰ
ｾ
ﾞﾙ
発
電
設
備

低
起
動
母
線
過
電

流
継

電
器

低
起
動
母
線
過
電

流
継

電
器

電
気
設
備
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２９－３）調整器 

 
(1) 点検対象設備点検結果一覧 

 点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表

－１に示す。 

 
(2) 点検結果および評価 

【基本点検】 
①目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される、「基礎ボルト」、「筐体」、「盤内配線」、

「内蔵器具類」、「基板類」、「母線・導体類」等について目視点検を実施した。 
また、サイリスタトレイ内部の部品の他、盤内各部について目視点検を実施

した。 

 
その結果、主発電機サイリスタ整流器盤について、整流器盤内に設置されて

いるサイリスタトレイの位置がずれていることを確認した。また、主回路部品

に放電痕を確認した。地震による盤全体への衝撃や揺れにより盤内のサイリス

タトレイがずれ、通電中にサイリスタトレイの位置がずれたために放電が発生

したものと判断した。位置がずれたことによりサイリスタトレイから主発電機

界磁巻線へ電源供給ができないため、励磁装置の機能に影響があると判断した。

機能確認結果に異常がなかったこと、事象発生原因および損傷範囲が明らかな

ことから、追加点検は不要と判断した。 
放電痕が確認された主回路部品の交換を行うとともに、サイリスタトレイを

正常位置に復旧した。また、サイリスタトレイの位置ずれ防止のため、止め金

具の幅を大きくする対策を実施した。 
 他の機器について異常は確認されなかった。 

 
②機能確認 

機能確認として、計器、器具類の校正、動作確認、保護リレーの動作確認、

自端試験を実施した。また、絶縁抵抗測定を実施した。その結果、計器・器具

類や保護リレーの異常等のないことを確認した。 

 
③静特性試験 
  調整器の静特性試験を実施した結果、自動電圧調整に関する機能・性能に異

常のないことを確認した。 

   
④動特性試験 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機、非常用ディーゼル発電機（Ａ）、（Ｂ）

について、運転状態において電圧確立確認試験等を実施した。その結果、自動

電圧調整に関する機能、性能に異常のないことを確認した。 
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   【追加点検】 

主発電機サイリスタ整流器盤以外に異常が確認されなかったことから、追加

点検は実施しない。 
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表
－
１
　
調
整
器
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

電
気
特
性
試
験

（
計
器
校
正
、
器
具
動
作
）

（
保
護
リ
レ
ー
動
作
確
認
）

(自
端
試
験
)

点
検
結
果

点
検
結
果

絶
縁
抵
抗
値

判
定
基
準

点
検
結
果

点
検
結
果

点
検
結
果

サ
イ
リ
ス
タ
整
流
器
盤

H
2
1
-
P
2
2
7

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
あ
り
※

異
常
な
し

4
3
0
M
Ω

（
H
2
1
.8
.7
）

2
M
Ω
以
上

-
-

-
否

※
基
本
点
検
（
目
視
点
検
）
の
結
果
、
サ
イ

リ
ス
タ
整
流
器
盤
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
サ

イ
リ
ス
タ
ト
レ
イ
の
位
置
が
ず
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
主
回
路
部
品
に
放
電

痕
を
確
認
し
た
。
地
震
に
よ
る
盤
全
体
へ
の

衝
撃
や
揺
れ
に
よ
り
盤
内
の
サ
イ
リ
ス
タ
ト

レ
イ
が
ず
れ
、
通
電
中
に
サ
イ
リ
ス
タ
ト
レ
イ

の
位
置
が
ず
れ
た
た
め
に
放
電
が
発
生
し

た
も
の
と
判
断
し
た
。
位
置
が
ず
れ
た
こ
と

に
よ
り
サ

イ
リ
ス
タ
ト
レ
イ
か
ら
主
発
電
機
界

磁
巻
線
へ
電
源
供
給
が
で
き
な
い
た
め
、
励

磁
装
置
の
機
能
に
影
響
が
あ
る
と
判
断
し

た
。

放
電
痕
が
確
認
さ
れ
た
主
回
路
部
品
の
交

換
を
行

う
と
と
も
に
、
サ

イ
リ
ス
タ
ト
レ
イ
を
正

常
位
置
に
復
旧
し
た
。
ま
た
、
サ
イ
リ
ス
タ
ト

レ
イ
の
位
置
ず
れ
防
止
の
た
め
、
止
め
金
具

の
幅
を
大
き
く
す
る
対
策
を
実
施
し
た
。

励
磁
制
御
盤

H
2
1
-
P
2
2
5

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ

異
常
な
し

異
常
な
し

-
-

異
常
な
し

-
-

良

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

励
磁
装
置

H
2
1
-
P
6
1
3

H
2
1
-
P
6
1
4

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

2
0
0
Ｍ
Ω

（
H
2
0
.9
.2
2
)

2
Ｍ
Ω
以
上

異
常
な
し

異
常
な
し

-
良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

6
0
0
Ｍ
Ω

（
H
2
0
.7
.2
9
)

2
Ｍ
Ω
以
上

異
常
な
し

異
常
な
し

-
良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

1
0
0
0
Ｍ
Ω

(H
2
0
.1
0
.8
)

2
Ｍ
Ω
以
上

異
常
な
し

異
常
な
し

-
良

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

目
視
点
検

機
器
名
称

基
本
点
検

静
特
性

試
験

動
特
性

試
験

耐
震

重
要
度

設
備
点
検

追
加
点
検

H
2
1
-
P
6
0
3

H
2
1
-
P
6
0
4

励
磁
装
置

所
見

機
器
番
号

機
能
確
認

絶
縁
抵
抗
測
定

種
類

安
全
重
要

度
判
定
結
果

電
気
設
備

発
電
機

非
常
用
予
備
発
電
装
置

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

設
備
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表
－

１
　
原

子
炉

格
納

容
器

お
よ
び
付

属
機

器
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

原
子

炉
格

納
容

器
T
1
1

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し
※

－
未

*
（
漏

え
い
は

，
原

子
炉

格
納

容
器

リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

※
上

部
、
下

部
シ
ア
ラ
グ
に
つ
い
て
は

、
狭

隘
部

の
た
め
目

視
点

検
が

困
難

な
こ
と
か
ら
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
面
側
の
目
視
点
検
に
よ
り
異
常
が
無
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

原
子

炉
格

納
容

器
貫

通
部

（
配

管
貫

通
部

）
-

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

－
未

*
（
漏

え
い
は

，
原

子
炉

格
納

容
器

リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

E
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

X
-
1
0
2

原
子

炉
格

納
施

設

計
装

信
号

（
核

計
装

）

原
子
炉
格
納
施
設

原
子

炉
格

納
容

器
貫

通
部

制
御

・
計

装

X
-
1
0
5

X
-
1
0
4

X
-
1
0
3

所
見

（
＊

　
解

析
完

了
後

、
対

象
選

定
予

定
）

基
本
点
検

漏
え
い

試
験

追
加

点
検

詳
細
点

検

耐
震

重
要
度

設
備
点
検

判
定

結
果

目
視

点
検

作
動

試
験

種
類

安
全

重
要
度

設
備
区
分
（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
番
号

機
器

名
称
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原

子
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格
納

容
器

お
よ
び
付

属
機

器
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

所
見

（
＊

　
解

析
完

了
後

、
対

象
選

定
予

定
）

基
本
点
検

漏
え
い

試
験

追
加

点
検

詳
細
点

検

耐
震

重
要
度

設
備
点
検

判
定

結
果

目
視

点
検

作
動

試
験

種
類

安
全

重
要
度

設
備
区
分
（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
番
号

機
器

名
称

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

あ
り

※
－

異
常

な
し

－
否

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

気
配

線
貫

通
部

の
ケ
ー
ブ
ル

処
理

箱
蓋
の
ボ
ル
ト
2
本
が
折
損
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
8
本
中
2
6
本
は
健
全
あ
り
ボ
ル
ト
に
緩
み
が
な
か
っ
た
こ
と
、
蓋
に
外
観
上

異
常
が
な
く
ガ
タ
つ
き
が
な
か

っ
た
こ
と
、
ボ
ル
ト
の
折
損
箇
所
が
ボ
ル
ト
の

中
間
部
で
あ
っ
た
こ
と
、
過
去
に
も
同
様
な
事
象
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
点

検
等

に
お
い
て
ケ
ー
ブ
ル

処
理

箱
蓋

の
取

付
・
取

外
し
が

繰
り
返

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ボ
ル
ト
が
劣
化
し
折
損
に
至
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
地

震
の

影
響

で
は

な
い
と
判

断
し
た
。
折

損
が

確
認

さ
れ

た
ボ
ル

ト
２
本

の
交

換
を
行

う
予

定
。

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
異

常
な
し

－
良

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ｳ
ｪﾙ

側
-

ク
ラ
ス
１

Ａ
異

常
な
し

－
－

－
良

ｻ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ｼ
ｮﾝ

ﾁ
ｪﾝ

ﾊ
ﾞ側

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
異

常
な
し

－
－

－
良

ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
フ
ロ
ア

-
-

ク
ラ
ス
１

Ａ
異

常
な
し

－
－

－
良

ベ
ン
ト
管

-
-

ク
ラ
ス
１

Ａ
異

常
な
し

－
－

－
良

A
ク
ラ
ス
1

A
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
良

B
ク
ラ
ス
1

A
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
良

C
ク
ラ
ス
1

A
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
良

T
1
1
-
N
O
-

F
0
2
5

原
子
炉
格
納
施
設

原
子

炉
格

納
容

器
貫

通
部

制
御

・
計

装

真
空

破
壊

弁

圧
力

低
減

装
置

そ
の

他
の

安
全

装
置

原
子
炉
格
納
施
設

X
-
3
0
0

X
-
1
0
0

X
-
1
0
1

特
別

高
圧

動
力

原
子

炉
格

納
容

器
ス
プ
レ
イ
管

原
子

炉
格

納
容

器
貫

通
部

低
圧

動
力
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備
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果
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覧

所
見
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解

析
完
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後

、
対

象
選

定
予

定
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本
点
検

漏
え
い

試
験

追
加

点
検

詳
細
点

検

耐
震

重
要
度

設
備
点
検

判
定

結
果

目
視

点
検

作
動

試
験

種
類

安
全

重
要
度

設
備
区
分
（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器
番
号

機
器

名
称

D
ク
ラ
ス
1

A
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
良

E
ク
ラ
ス
1

A
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
良

F
ク
ラ
ス
1

A
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
良

G
ク
ラ
ス
1

A
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
良

H
ク
ラ
ス
1

A
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
良

J
ク
ラ
ス
1

A
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
良

K
ク
ラ
ス
1

A
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
良

L
ク
ラ
ス
1

A
異

常
な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

－
良

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
－

－
良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
－

－
良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
－

－
良

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ス
ト
レ
ー
ナ

E
2
2
-

D
0
1
0

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
－

－
良

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ス
ト
レ
ー
ナ

E
2
1
-

D
0
0
1

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し

－
－

－
良

放
射

線
管

理
設

備
生

体
し
ゃ
へ

い
装

置
原

子
炉

し
ゃ
へ

い
壁

-
-

ク
ラ
ス
１

Ｂ
異

常
な
し

－
－

－
良

原
子
炉
格
納
施
設

圧
力

低
減

装
置

そ
の

他
の

安
全

装
置

真
空

破
壊

弁
T
1
1
-
N
O
-

F
0
2
5

E
1
1
-

D
0
0
1

2
個
/
組

原
子
炉
冷
却
系
統

設
備

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

ス
ト
レ
ー
ナ
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３０）原子炉格納容器および付属機器 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を

表－１に示す。 

 
（２）点検結果および評価 

    【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される、「原子炉格納容器本

体」「原子炉格納容器貫通部」「真空破壊弁」「ダイヤフラムフロア」「ベン

ト管（水中部可能な範囲（最大応力点含む））」「原子炉格納容器スプレイ管」

「残留熱除去系ストレーナ」「高圧炉心スプレイ系ストレーナ」「低圧炉心

スプレイ系ストレーナ」「原子炉遮へい壁」等について損傷の有無を確認す

るため、目視点検を実施した。点検の結果、次の事象を確認した。 

 
電気配線貫通部（電気ペネトレーション）のケーブル処理箱（X-300B）

について、蓋のボルト２本の折損を確認した。28 本中 26 本健全でありボ

ルトに緩みがなかったこと、蓋に外観上異常がなくガタつきがなかったこ

と、ボルトの折損箇所がボルトの中間部であったこと、過去にも同様な事

象が確認されていることから、点検等においてケーブル処理箱蓋の取付・

取外しが繰り返されたことにより、ボルトが劣化し折損に至ったものと推

定され、地震の影響ではないと判断し、追加点検は不要とした。 

 
また、工事計画書範囲外ではあるが、原子炉しゃへい壁内のシールドプ

ラグ（スライド式）が地震の影響により崩れ、水位計装配管の保温材に接

触している事象を確認した。水位計装配管については、保温取外し後に目

視点検等を行い、異常のないことを確認している。シールドプラグについ

ては原形復旧すると共に、シールドプラグ（スライド式）固定方法の改善

を実施した。 

 
他の機器（部位）に異常は確認されなかった。 

 
上部、下部シアラグは狭隘部にあり、目視点検が困難なため、代替とし

て、原子炉格納容器内面側からの目視点検および、地震応答解析の評価に

より健全性を確認する予定である。 
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② 作動試験 

・真空破壊弁 

損傷の有無を確認するため作動試験を実施した。その結果、作動機能に

異常のないことを確認した。 

 
・ストレーナ 

ストレーナの機能については、ＥＣＣＳポンプ作動試験時にポンプの性

能を確認した。その結果、ストレーナの機能に異常のないことを確認した。 

 
③ 漏えい試験 

      ・原子炉格納容器貫通部（配管貫通部を除く） 
        損傷の有無を確認するため貫通部を加圧し外部漏えいの有無と圧力降

下を測定する漏えい試験を実施した結果，いずれの貫通部も判定基準を

満足し異常がないことを確認した。 

         
・真空破壊弁 

        二重シールガスケット部を加圧し外部漏えいの有無と圧力降下を測定

する漏えい試験を実施した結果、全ての弁について判定基準を満足し、

異常がないことを確認した。 

 
今後、原子炉格納容器（配管貫通部含む）の漏えい確認を実施する。 

 
【追加点検】 

基本点検において追加点検が必要となる異常は確認されていないため、追

加点検は実施しない。 
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３１）アキュムレータ 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 
なお、制御棒駆動系水圧制御ユニット（アキュムレータ）については、制御棒

駆動機構と合わせて評価を実施する。 
 

（２）点検結果および評価 
【基本点検】 

① 目視点検 
地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される「本体」、「支持脚」、「管

台」等について目視点検を実施した。その結果、以下の異常が確認された。 

 
目視点検において、主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ

（B21-A001N）のＵバンドとベースプレートとの取付ボルト（固定用Ｗナット

8 本中 1 本）において、上側ナット１個が未取付けであることを確認した。 
8 本中 7 本の固定用ボルトには緩みが確認されていないこと、隣接する設備に

異常が確認されていないこと、アキュムレータ本体に異常は無いことから、地

震の影響でないと判断し、追加点検は不要とした。 
他の機器については、異常は確認されなかった。 

 
   ② 漏えい試験 

主蒸気逃がし安全弁アキュムレータ本体および本体と取合い配管との接続部

について、流体保持機能（バウンダリ機能）を確認するため漏えい試験を実施

した結果、異常は確認されなかった。 

 
 
  【追加点検】 

基本点検において、主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ

（B21-A001N）以外に異常は確認されていないため、追加点検は実施しない。 
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３２）ろ過脱塩器  

 

（１） 点検対象設備点検結果一覧 
点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施する、設備点検結果を表－

１に示す。 

 

（２） 点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される、「容器本体」「支持脚部」

「取合配管との接続部」等について目視点検を実施した。その結果、異常のな

いことを確認した。 

 
② 性能確認 

浄化機能を確認するため、性能試験を実施した。その結果、現段階の点検に

おいて、異常のないことを確認している。 
 残りの機器についても、今後点検を実施する予定である。 
 

③ 漏えい確認 

流体保持機能（バウンダリ）を確認するため、漏えい試験を実施した。その

結果、現段階の点検において、異常のないことを確認している。 
 残りの機器についても、今後点検を実施する予定である。 

 

【追加点検】 
これまで、基本点検において、異常が確認されていないことから、追加点検

は実施しない。 
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解

点
検

点
検

目
的

性
能

確
認

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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３３）ストレーナ・フィルタ 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－１

に示す。 
 

（２）点検結果および評価 
【基本点検】 

① 目視点検 
地震の荷重を受け損傷の可能性が高いとされる、「基礎台部」「本体」「支持脚部」

「管台」等の変形、損傷および漏えい痕の有無等を確認するため、目視点検を実施し

た。その結果、異常のないことを確認した。 

 
② 漏えい確認 

流体保持機能（バウンダリ機能）を確認するため、以下のストレーナ・フィル

タについて、系統運転状態にて漏えい試験を実施した。その結果、「本体」「管台」

「フランジ」等からの漏えいは確認されなかった。 

また、漏えい試験にあわせて、フィルタエレメント類の損傷の有無を確認する

ため、通水（通気）時における状態（異音）を確認した。その結果、異常は確認

されなかった。 

 
 【追加点検】 
    基本点検で異常が確認されていないことから、追加点検は実施しない。 
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表
－
１
　
ス
ト
レ
ー
ナ
・
フ
ィ
ル
タ
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

目
視
点
検

漏
え
い
確
認

非
破

壊
試

験
分

解
点

検

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

―
―

良

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

―
―

良

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

―
―

良

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

―
―

良

E
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

―
―

良

F
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

―
―

良

非
常

用
予

備
発

電
装

置
高

圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

補
機
冷

却
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ
レ
イ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

補
機

冷
却

海
水

系
ス
ト
レ
ー
ナ

P
4
6
-
D
0
0
1

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

―
―

良

廃
棄
設
備

廃
棄
物

処
理

設
備

液
体
廃

棄
物

処
理

系
高
電
導

度
廃

液
系

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
デ
ミ
ス

タ
K
1
3
-
D
0
0
3

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

異
常
な
し

―
―

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

異
常
な
し

―
―

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

異
常
な
し

―
―

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

異
常
な
し

―
―

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

異
常
な
し

―
―

良

追
加

点
検

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

機
器
番
号

所
見

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

ス
ト
レ
ー

ナ
P
4
1
-
D
0
0
1

種
類

安
全
重
要
度

判
定

結
果

耐
震

重
要
度

基
本
点
検

設
備

点
検

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

計
測
制
御
系
統
設
備

制
御
棒

駆
動

系

C
1
2
-
D
0
0
4

C
1
2
-
D
0
0
3

サ
ク
シ
ョ
ン
フ
ィ
ル

タ

制
御

棒
駆

動
水

フ
ィ
ル

タ
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３４）空気抽出器 
 
(1) 点検対象設備点検結果一覧 

      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 
 
(2) 点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される「中間冷却器」、「エゼクタの本体」、「支

持脚」、「フランジ部」、「管台部」について、変形、損傷および漏えい痕の有無等

を確認するため、目視点検を実施した結果、異常は確認されなかった。 
 

② 漏えい試験 
起動停止用蒸気式空気抽出器および中間冷却器については、流体保持機能（バウ

ンダリ）を確認するため、復水器インリーク試験時に合わせて漏えい試験を実施

する。 
 

【追加点検】 
    予め計画する追加点検として、蒸気式空気抽出器について非破壊試験を実施した。 

① 非破壊試験 
蒸気式空気抽出器の支持脚取付部、管台について非破壊試験（浸透探傷試験） 

を実施した結果、異常のないことを確認した。 
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表
-
1
　
空
気
抽
出
器
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

目
視
点
検

漏
え
い
試
験

検
査
目
的

非
破
壊
試
験

分
解
点
検

（
開
放
点
検
）

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
○

異
常
な
し

-
良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
○

異
常
な
し

-
良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
○

異
常
な
し

-
良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

－
○

異
常
な
し

-
良

N
2
1
-
B
0
0
8

-
ク
ラ
ス
3

B

異
常
な
し

未
-

-
-

（
漏
え
い
試
験
は
復
水
器
イ
ン

リ
ー
ク
試
験
時
実
施
）

N
2
1
-
D
0
2
2

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

未
－

－
－

（
漏
え
い
試
験
は
復
水
器
イ
ン

リ
ー
ク
試
験
時
実
施
）

N
2
1
-
D
0
2
3

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常
な
し

未
－

－
－

（
漏
え
い
試
験
は
復
水
器
イ
ン

リ
ー
ク
試
験
時
実
施
）

設
備

区
分

（
１
）

設
備
区

分
（
２
）

蒸
気

式
空

気
抽

出
器

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に

附
属
す
る
熱
交
換

器

蒸
気

タ
ー
ビ
ン

復
水
器
に
係
る
次

の
事

項
起

動
停

止
用

蒸
気

式
空

気
抽

出
器

機
器

名
称

所
見

安
全
重
要
度

耐
震

重
要
度

点
検

内
容

判
定
結
果

追
加
点
検

基
本
点
検

機
器

番
号

種
類

N
2
1
-
D
0
2
0

N
2
1
-
D
0
2
1

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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３５）除湿塔 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 
      点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を  

表－１に示す。 

 
（２）点検結果および評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震時に損傷が想定される「除湿塔本体」、「支持脚」、「取合い配管との接続

部」等について目視点検を実施した。その結果、異常は確認されなかった。 

 
② 漏えい試験 

バウンダリ機能を確認するため、「除湿塔本体」、「取合い配管との接続部」に

ついて漏えい試験を実施した。その結果、漏えいがないことを確認した。 

 
 

【追加点検】 
  基本点検の結果、異常が確認されていないことから、追加点検は実施しない。 
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表
-
１
　
除
湿
塔
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

目
視
点
検

漏
え
い
試
験

非
破
壊
試
験

開
放
点
検
等

A
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異

常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異

常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

C
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異

常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

D
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異

常
な
し

異
常
な
し

－
－

良

計
測

制
御

系
統

設
備

計
装
用
圧
縮
空
気

系

点
検
内
容

判
定
結
果

設
備

区
分

（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

計
装
用
圧
縮
空

気
系

除
湿

装
置

除
湿
塔

P
5
2
-
D
0
1
5

機
器

番
号

種
類

所
見

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

追
加
点
検

基
本

点
検
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３６）タンク 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－１

に示す。 
なお、制御棒駆動系水圧制御ユニット（窒素容器）の基本点検、追加点検について

は、制御棒駆動機構と合わせて評価を実施した。 
 

（２） 点検結果および評価 
【基本点検】 
 ①目視点検 

 地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される、「基礎台」「本体」「支持

脚」等について、目視点検を実施した。その結果、損傷がないことを確認した。 
また、流体保持機能（バウンダリ）の確認として、「本体」「管台」「機器付付

属品（計器含む）」等について、漏えい痕の有無を確認するため、目視点検を実

施した。その結果、漏えい痕のないことを確認した。 

  
 ②漏えい試験 
   流体保持機能（バウンダリ）が確保されていることを確認するため、水張り又

は運転状態での漏えい試験を実施し、「本体」「管台」「機器付付属品（計器含む）」

「フランジ部」等からの漏えいの有無を確認した。 
その結果、現段階において、漏えいのないことを確認しており、今後継続して

点検を実施する。 
 

【追加点検】 
  ①分解点検 

内包する流体が蒸気である等の理由から、予め計画する追加点検として、第６

給水加熱器ドレンタンク（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）について分解点検を実施した。 

その結果、異常は確認されなかった。 
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表
－

１
　
タ
ン
ク
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

漏
え
い

試
験

点
検

目
的

分
解

点
検

計
装
用
圧
縮
空

気
系

計
装

用
圧

縮
空

気
系

空
気

貯
槽

P
5
2
-
A
0
0
1

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

ほ
う
酸
水
注
入

系
ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク

C
4
1
-
A
0
0
1

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

未
-

－
（
漏

え
い
試

験
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

未
-

－
（
漏

え
い
試

験
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

水
圧

制
御

ユ
ニ
ッ
ト
（
窒

素
容

器
）

C
1
2
-
D
0
0
1
-

1
2
8

1
8
5

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常

な
し
※

-
※

-
-
※

-
※

※
水

圧
制

御
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
制

御
棒

駆
動

機
構

と
合

わ
せ

て
評

価

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良

C
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

－
○

異
常

な
し

良

復
水

脱
塩

装
置

陽
イ
オ
ン
樹

脂
再
生
塔

N
2
7
-
D
0
0
3

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

B
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

復
水

脱
塩

装
置

陰
イ
オ
ン
樹

脂
再
生
塔

N
2
7
-
D
0
0
4

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

B
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

A
ク
ラ
ス
2

B
異

常
な
し

未
-

－
（
漏

え
い
試

験
は

気
体

廃
棄

物
処

理
系

イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

実
施

）

B
ク
ラ
ス
2

B
異

常
な
し

未
-

－
（
漏

え
い
試

験
は

気
体

廃
棄

物
処

理
系

イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

実
施

）

気
体
廃
棄
物
処
理
系
前
置
フ
ィ

ル
タ

N
6
2
-
D
0
0
4

-
ク
ラ
ス
2

B
異

常
な
し

未
-

－
（
漏

え
い
試

験
は

気
体

廃
棄

物
処

理
系

イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

実
施

）

A
ク
ラ
ス
2

B
異

常
な
し

未
-

－
（
漏

え
い
試

験
は

気
体

廃
棄

物
処

理
系

イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

実
施

）

B
ク
ラ
ス
2

B
異

常
な
し

未
-

－
（
漏

え
い
試

験
は

気
体

廃
棄

物
処

理
系

イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

実
施

）

A
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異

常
な
し

未
-

－
（
漏

え
い
試

験
は

気
体

廃
棄

物
処

理
系

イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

実
施

）

B
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異

常
な
し

未
-

－
（
漏

え
い
試

験
は

気
体

廃
棄

物
処

理
系

イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

実
施

）

C
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異

常
な
し

未
-

－
（
漏

え
い
試

験
は

気
体

廃
棄

物
処

理
系

イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

実
施

）

D
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異

常
な
し

未
-

－
（
漏

え
い
試

験
は

気
体

廃
棄

物
処

理
系

イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

実
施

）

A
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異

常
な
し

未
-

－
（
漏

え
い
試

験
は

気
体

廃
棄

物
処

理
系

イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

実
施

）

B
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異

常
な
し

未
-

－
（
漏

え
い
試

験
は

気
体

廃
棄

物
処

理
系

イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

実
施

）

追
加
点
検

廃
棄
設
備

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ
ス
再

結
合
器

N
6
2
-
D
0
0
1

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ
ス

フ
ィ
ル
タ

N
6
2
-
D
0
0
6

気
体
廃
棄
物
処

理
系

復
水
浄
化
系

K
1
1
-
A
1
0
3

K
1
1
-
A
0
0
2

気
体
廃
棄
物
処
理
系
活
性
炭
式

希
ガ
ス
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
塔

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ
ス
循

環
水
タ
ン
ク

計
測
制
御
系
統
設

備

タ
ー
ビ
ン
建
屋
低
電
導
度
廃
液
サ

ン
プ

給
水
加
熱
器
ド

レ
ン
ベ
ン
ト
系

第
6
給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
タ
ン
ク

制
御

棒
駆

動
系

ス
ク
ラ
ム
排

出
容

器

原
子
炉
冷
却
系
統

設
備

N
6
2
-
A
0
0
1

N
6
2
-
D
0
0
5

機
器
名
称

機
器
番
号

C
1
2
-
D
0
1
1

液
体
廃
棄
物
処

理
系

タ
ー
ビ
ン
建
屋
高
電
導
度
廃
液
サ

ン
プ

N
2
2
-
A
0
0
1

種
類

所
見

安
全

重
要
度

耐
震

重
要
度

基
本
点
検

点
検
内
容

判
定
結
果

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）
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表
－

１
　
タ
ン
ク
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

目
視

点
検

漏
え
い

試
験

点
検

目
的

分
解

点
検

追
加

点
検

機
器
名
称

機
器
番
号

種
類

所
見

安
全

重
要
度

耐
震

重
要
度

基
本
点
検

点
検
内
容

判
定
結
果

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

廃
棄
物
処
理
設

備 固
体
廃
棄
物
処

理
系

廃
ス
ラ
ッ
ジ
系

復
水
浄
化
系
逆
洗
水
受
タ
ン
ク

K
2
1
-
A
0
0
1

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

原
子
炉
建
屋
付
属
棟
シ
ャ
ワ
ー
ド

レ
ン
サ
ン
プ

K
1
1
-
A
2
0
2

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

サ
ー
ビ
ス
建
屋
高
電
導
度
廃

液
サ
ン
プ

K
1
1
-
A
1
0
4

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

サ
ー
ビ
ス
建
屋
シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン

サ
ン
プ

K
1
1
-
A
2
0
1

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

廃
棄
物
処
理
設

備 液
体
廃
棄
物
処

理
系

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン

系

シ
ャ
ワ
ー
ド
レ
ン
系
受
タ
ン
ク

K
1
6
-
A
0
0
2

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
－

良

高
電
導
度
廃
液
系
蒸
留
水
タ
ン
ク

K
1
3
-
A
0
0
2

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

高
電
導
度
廃
液
系
濃
縮
装
置
蒸

発
缶

K
1
3
-
D
0
0
2

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

C
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
高
電
導
度
廃
液
サ

ン
プ

K
1
1
-
A
1
0
5

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
低
電
導
度
廃
液
サ

ン
プ

K
1
1
-
A
0
0
3

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

A
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

B
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

C
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異

常
な
し

異
常

な
し

-
－

良

濃
縮
廃
液
タ
ン
ク

K
2
2
-
A
0
0
1

K
1
1
-
A
0
0
1

廃
棄
設
備

液
体
廃
棄
物
処

理
系

廃
棄
物
処
理
設

備 液
体
廃
棄
物
処

理
系

放
射
性
ド
レ
ン

移
送
系

廃
棄
物
処
理
設

備 液
体
廃
棄
物
処

理
系

高
電
導
度
廃
液

系廃
棄
物
貯
蔵
設

備

K
1
1
-
A
1
0
1

原
子
炉
建
屋
付
属
棟
低
電
導
度

廃
液
サ
ン
プ

原
子
炉
建
屋
付
属
棟
高
電
導
度

廃
液
サ
ン
プ

高
電
導
度
廃
液
系
収
集
タ
ン
ク

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
高
電
導

度
廃
液
サ
ン
プ

K
1
3
-
A
0
0
1

K
1
1
-
A
1
0
2

○
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
△

：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い
た
め
実

施
す
る
追

加
点

検
□

：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

加
点

検
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３７）計装ラック 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－１

に示す。 
 

（２） 点検対象設備および結果 
   【基本点検】 

①目視点検 
地震により損傷が発生すると想定される、「計装ラックの基礎ボルト・連結ボル

ト」、「筐体・扉・照明器具・スペースヒータ」「計器・配管」等について、収納機

器の損傷、継手部からの漏えい痕の確認、ボルトの緩み等の観点で目視点検を実

施した。 
 その結果、計装ラックの筐体や収納機器等に損傷のないことを確認した。 

 
②漏えい確認 
 系統運転圧力にて漏えい確認を実施した。 
その結果、漏えいの無いことを確認した。 

 
 

【追加点検】 

   基本点検において異常は確認されなかったため、追加点検は実施しない。 
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表
－
１
　
計
装
ラ
ッ
ク
　
設
備
点
検
結
果
一
覧
表

目
視

点
検

漏
え
い

確
認

原
子
炉
系
(Ⅰ

Ａ
)計

装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
０
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し
※

異
常
な
し

－
良

原
子
炉
系
（
Ⅰ
Ｂ
）
計
装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
０
２

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し
※

異
常
な
し

－
良

原
子
炉
系
（
Ⅱ
Ａ
）
計
装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
０
３

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し
※

異
常
な
し

－
良

原
子
炉
系
（
Ⅱ
Ｂ
）
計
装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
０
４

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し
※

異
常
な
し

－
良

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ⅰ
Ａ
）
計
装

ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
０
５

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ⅰ
Ｂ
）
計
装

ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
０
６

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ⅱ
Ａ
）
計
装

ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
０
７

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ⅱ
Ｂ
）
計
装

ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
０
８

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
（
Ａ
系
）
計
装
ラ
ッ

ク
Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
０
９

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
（
Ｂ
系
）
計
装
ラ
ッ

ク
Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
１
０

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

主
蒸
気
流
量
（
Ⅰ
Ａ
）
計
装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
１
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

主
蒸
気
流
量
（
Ⅰ
Ｂ
）
計
装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
１
２

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

主
蒸
気
流
量
（
Ⅱ
Ａ
）
計
装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
１
３

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

主
蒸
気
流
量
（
Ⅱ
Ｂ
）
計
装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
１
４

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
系

（
冷
却
材
再
循
環
流
量
）

原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
系
(Ⅰ

系
)

計
装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
２
０

ク
ラ
ス
３

Ａ
異

常
な
し

異
常
な
し

－
良

Ｐ
Ｌ
Ｒ
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
（
Ⅰ

系
）
計

装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
２
４

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

Ｐ
Ｌ
Ｒ
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
（
Ⅱ

系
）
計

装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
２
５

ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

残
留
熱
除
去
系
（
Ａ
）
計
装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
４
７

ク
ラ
ス
２

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

残
留
熱
除
去
系
（
Ｂ
）
計
装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
４
８

ク
ラ
ス
２

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

残
留
熱
除
去
系
（
Ｃ
）
計
装
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
４
９

ク
ラ
ス
２

Ａ
異

常
な
し

異
常
な
し

－
良

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
（
系

統
流
量
)

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
計
装
ラ
ッ

ク
Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
５
１

ク
ラ
ス
２

Ａ
異

常
な
し

異
常
な
し

－
良

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
計
装
ラ
ッ

ク
Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
５
３

ク
ラ
ス
２

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

残
留
熱
除
去
系
（
系
統
流

量
）

原
子
炉
水
位

主
蒸
気
系
（
主
蒸
気
流
量
）

主
蒸
気
隔
離
弁
（
主
蒸
気
管

流
量
大
）

追
加

点
検

判
定

所
見

計
測
制
御
系
統
設
備

格
納
容
器
圧
力
高

基
本
点
検

原
子
炉
圧
力

原
子
炉
水
位
低

原
子
炉
圧
力
高

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

耐
震

重
要

度
安

全
重

要
度

機
器

番
号

機
器

名
称

原
子
炉
水
位
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表
－
１
　
計
装
ラ
ッ
ク
　
設
備
点
検
結
果
一
覧
表

目
視

点
検

漏
え
い

確
認

追
加

点
検

判
定

所
見

基
本

点
検

設
備
区
分
（
１
）

設
備
区
分
（
２
）

耐
震

重
要

度
安

全
重

要
度

機
器

番
号

機
器

名
称

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
（
系

統
流
量
）

漏
え
い
検
出
系
(Ⅰ

系
)計

装
ラ
ッ

ク
Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
５
５

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
(系

統
流
量
)

原
子
炉

隔
離

時
冷

却
系

計
装

ラ
ッ

ク
Ｈ
２
２
－
Ｐ
０
６
３

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
（
ろ

過
脱
塩
器
入
口
導
電
率
）

（
ろ
過

脱
塩

器
出

口
導

電
率
）

原
子
炉
水
導
電
率
計
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
４
５
５

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異

常
な
し

異
常
な
し

－
良

復
水
浄
化
系
復
水

ろ
過

装
置

入
口

導
電

率
脱
塩
装
置
出
口
導
電
率

復
水
浄
化
系
導
電
率
計
ラ
ッ
ク

Ｈ
２
２
－
Ｐ
５
１
８

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異

常
な
し

異
常
な
し

－
良

主
蒸
気
系
（
主
蒸
気
圧
力
）

Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
計
器
架
台

Ｈ
２
２
－
Ｐ
７
０
１

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｂ
異

常
な
し

異
常
な
し

－
良

復
水
系
（
復
水
流
量
）

復
水
脱
塩

装
置

出
口

流
量

計
器

架
台

Ｈ
２
２
－
Ｐ
７
０
８

ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｂ
異

常
な
し

異
常
な
し

－
良

原
子
炉

保
護

用
主

蒸
気

圧
力

（
Ａ
）
計
器
架
台

Ｈ
２
２
－
Ｐ
７
１
０

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

－
良

原
子
炉

保
護

用
主

蒸
気

圧
力

（
Ｂ
）
計
器
架
台

Ｈ
２
２
－
Ｐ
７
１
１

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ
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３８）制御盤・電源盤 

 
（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を

表－１に示す。 

 
 （２）点検結果および評価 

【基本点検】 
①制御盤・電源盤 

・目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される、「基礎ボルト」、「筐体」、「配線」、

「内蔵器具類（遮断器含む）」、「母線・導体類」の目視点検を実施し、損傷・

緩み等の有無を確認した。その結果、次の事象が確認された。 

 

ディーゼル発電機用 6.9kV 遮断器 M/C3D(4A)において、制御接触器のア

ークシュートが損傷していることが確認された。 

 破損していた制御接触器のアークシュートは焼成品であるため、焼成巣

等の製造時の内在欠陥が遮断器の開閉振動により経年的に表面化したも

のと推察される（焼成品内部の巣等の欠陥は、焼成品において一般に確認

されている事象である）こと、遮断器内の取付位置にて他の構造物等に接

触する可能性はないこと、および同様の事象が地震前にも確認されている

ことから、地震の影響によるものではないと判断し、追加点検は不要とし

た。 

 

起動母線受電用 6.9kV 遮断器 M/C3SB-2(1B)において、真空遮断器（VCB）

の投入コイル固定用ガイドピンが折損していることが確認された。 

 同一電源盤内の他の遮断器には異常がなかったこと、ガイドピンは２本

あるが折損が確認されたのは１本のみだったこと、同様の事象が地震以前

にも確認されていることから、開閉動作時の振動により応力が繰り返し加

わったために折損したものであり、地震の影響によるものではないと判断

し、追加点検は不要とした。 

 

格納容器内雰囲気モニタ盤において、端子部の接続確認を実施したと

ころ、計器用ラックシャーシ裏面に入線されているアースケーブルの圧

着端子に折損を２箇所確認した。また、ひびのある圧着端子を１箇所確

認した。 
当該箇所は定検時に模擬信号入力のため、当該ケーブルをよけて、試

験ケーブルを繰り返し接続替えをすることから、圧着端子部に応力がか

かり、折損したものと考えられる。また、ケーブル自体の重量は軽く、

地震によるケーブルの揺れで端子の折損・ひびを引き起こすような応力

は発生しないと考えられることから、地震の影響によるものではないと

判断し、追加点検は不要とした。 

 
他の機器について、異常は確認されなかった。 
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・機能確認 
機能確認として、計器、器具類の校正、動作確認、遮断器の単体動作確

認、保護リレーの動作確認、試験を実施し、設定値のずれ・動作不良等の

有無を確認した。また、絶縁抵抗測定を実施した。その結果、次の事象が

確認された。 

 
ディーゼル発電機用 6.9kV 遮断器 M/C3C(5A)において、補助リレーの導

通不良が確認された。 

接点接触状態で導通が不良であることから接点表面に酸化被膜が形成

されたことが原因と考えられること、補助リレーの外観に異常がないこと、

過去にも同様の事象を確認していることから、地震の影響ではないと判断

し、追加点検は不要とした。 

 

他の機器について、異常は確認されなかった。 

 
②充電器 

   ・目視点検 
地震により損傷が発生すると想定される、筐体、配線、内蔵器具類、母線、

導体等の目視点検を実施した。その結果、次の事象が確認された。 

 
直流 250Ｖ充電器常用（R42-P007）において、マグネットスイッチ用

サージアブソーバのリード線が断線していることが確認された。 
当該充電器盤の他サージアブソーバ（8 個）には断線がなかったこと、

充電器盤に外観構造上の異常はなかったこと、当該のリード線自体の重量

は軽く、地震によるリード線の揺れで断線を引き起こすような応力は発生

しないと考えられることから、経年劣化によるものと推察され、地震の影

響ではないと判断し、追加点検は不要とした。 

 
直流 250Ｖ充電器予備（R42-P012）において、マグネットスイッチ用

サージアブソーバの液漏れが確認された。サージアブソーバ（コンデンサ）

の液漏れであり、コンデンサの液漏れは過去にも確認されている事象であ

ること（経年劣化したコンデンサの一般的な事象）であり、経年劣化によ

るものであり、地震の影響ではないと判断した。 

 
他の機器については、異常は確認されなかった。 
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     ・機能確認 
機能確認として、脈動電圧および波形の確認、浮動、均等充電時の電圧、

電流確認、垂下特性等の確認を実施した。その結果、次の事象が確認され

た。 
直流 125V 充電器３Ｂ（R42-P001）において、直流過電流継電器の単

体動作試験にて動作不良が確認された。 
継電器の外観に異常はなかったこと、同一電源盤に取付けられている他

の継電器に異常は見られず、過去に他号機の同型継電器でも同様の動作不

良が確認されていることから、継電器の内部回路（コンデンサ部）の経年

劣化と考えられ、地震の影響ではないと判断し、追加点検は不要とした。 

 
直流 125VHPCS 充電器常用（R42-P003）において、７２Ｃ１の配線用

遮断器（ＭＣＣＢ）トリップ試験においてトリップ後、配線用遮断器がリ

セットできないことが確認された。 
配線用遮断器の外観に異常はなく、過去にも同様の事象を確認してい

ることからマイクロスイッチ部のグリス固着が原因であると考えられ、地

震の影響ではなく経年劣化によるものと判断し、追加点検は不要とした。 

 
他の機器については、異常は確認されなかった。 

 
③原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置（PLR-INV） 
・目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される、筐体、配線、内蔵器具類、母線、

導体等の目視点検を実施した。その結果、次の事象が確認された。 

 
原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置 A において、出力変圧

器盤の接地形計器用変圧器（GPT）ヒューズホルダー取付け用ネジ部の損

傷が確認された。 
点検等においてヒューズの取外し、取付けが繰り返されたことにより、

ホルダーを固定しているネジにストレスが掛かりネジ部の損傷に至った

ものと推定され、また他の接地形計器用変圧器、ホルダーには異常が確認

されていないことから、地震の影響によるものではないと判断し、追加点

検は不要とした。 
 
他の機器については、異常は確認されなかった。 

 
 

・機能確認 
機能確認として、計器、器具類の校正、動作確認、保護リレーの動作確

認・試験を実施し、設定値のずれ、動作不良等の有無を確認した。また、

絶縁抵抗測定を実施した。その結果、異常は確認されなかった。 
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【追加点検】 

  ①制御盤・電源盤 
   基本点検において、ディーゼル発電機用 6.9kV 遮断器 M/C3D(4A)および

M/C3C(5A)、起動母線受電用 6.9kV 遮断器 M/C3SB-2(1B)、格納容器内雰囲気モ

ニタ盤以外に異常は確認されなかったことから、追加点検は実施しない。 

 
  ②充電器 
   基本点検において、直流 250V 充電器常用および予備、直流 125V 充電器、

直流 125VHPCS 充電器常用以外に異常は確認されなかったことから、追加点

検は実施しない。 

 
③原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置（PLR-INV） 
 基本点検において、原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置 A 以外

に異常は確認されなかったことから、追加点検は実施しない。 
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チ
ャ

ン
ネ

ル
盤

安
全

保
護

系

出
力

領
域

計
測

装
置

安
全

保
護

系
中

間
領

域
計

測
装

置
プ

ロ
セ

ス
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備

出
力

領
域

モ
ニ

タ
盤

安
全

保
護

系

計
測

制
御

系
統

設
備

計
測

制
御

系
統

設
備

放
射

線
管

理
設

備
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表
－

１
　

制
御

盤
・
電

源
盤

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

電
気

特
性

試
験

（
計

器
校

正
、

器
具

動
作

）
（
遮

断
器

動
作

確
認

）
（
保

護
リ

レ
ー

動
作

確
認

）

点
検

結
果

点
検

結
果

絶
縁

抵
抗

値
（
M

Ω
）

判
定

基
準

（
M

Ω
以

上
）

点
検

結
果

所
見

機
能

確
認

絶
縁

抵
抗

測
定

種
類

安
全

重
要

度

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
機

器
番

号

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

目
視

点
検

機
器

名
称

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）

S
/
B

床
漏

え
い

検
出

現
場

盤
H

2
1
-
P

6
7
3

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
-

-
-

-
良

R
/
A

床
漏

え
い

検
出

現
場

盤
H

2
1
-
P

6
7
0

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
-

-
-

-
良

A
n
/
A

床
漏

え
い

検
出

現
場

盤
H

2
1
-
P

6
7
2
A

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
-

-
-

-
良

T
/
B

床
漏

え
い

検
出

現
場

盤
H

2
1
-
P

6
7
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

Ｃ
異

常
な

し
-

-
-

-
良

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備

放
射

線
モ

ニ
タ

盤
H

1
1
-
P

6
0
4

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

-
-

-
-

良

H
1
1
-
P

6
3
8

-
ク

ラ
ス

２
Ａ

異
常

な
し

-
-

-
-

良

H
1
1
-
P

6
3
9

-
ク

ラ
ス

２
Ａ

異
常

あ
り

-
-

-
-

否

格
納

容
器

内
雰

囲
気

モ
ニ

タ
盤

に
お

い
て

、
端

子
部

の
接

続
確

認
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

計
器

用
ラ

ッ
ク

シ
ャ

ー
シ

裏
面

に
入

線
さ

れ
て

い
る

ア
ー

ス
ケ

ー
ブ

ル
の

圧
着

端
子

に
折

損
を

２
箇

所
確

認
し

た
。

ま
た

、
ひ

び
の

あ
る

圧
着

端
子

を
１

箇
所

確
認

し
た

。
当

該
箇

所
は

定
検

時
に

模
擬

信
号

入
力

の
た

め
、

当
該

ケ
ー

ブ
ル

を
よ

け
て

、
試

験
ケ

ー
ブ

ル
を

繰
り

返
し

接
続

替
え

を
す

る
こ

と
か

ら
、

圧
着

端
子

部
に

応
力

が
か

か
り

、
折

損
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
ケ

ー
ブ

ル
自

体
の

重
量

は
軽

く
、

地
震

に
よ

る
ケ

ー
ブ

ル
の

揺
れ

で
端

子
の

折
損

・
ひ

び
を

引
き

起
こ

す
よ

う
な

応
力

は
発

生
し

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。
折

損
及

び
ひ

び
の

確
認

さ
れ

た
端

子
部

（
３

箇
所

）
に

つ
い

て
、

再
端

末
処

理
を

実
施

し
た

。
再

端
末

処
理

実
施

後
、

導
通

確
認

及
び

取
付

状
態

の
確

認
を

行
い

、
異

常
の

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
Ａ

C
8
1
-
P

0
0
1

A
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

あ
り

未
未

未
-

否

（
作

動
・
機

能
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
出

力
変

圧
器

盤
の

接
地

形
計

器
用

変
圧

器
（
Ｇ

Ｐ
Ｔ

）
ヒ

ュ
ー

ズ
ホ

ル
ダ

ー
取

付
け

用
ネ

ジ
部

の
損

傷
を

確
認

し
た

。
点

検
等

に
お

い
て

ヒ
ュ

ー
ズ

の
取

外
し

・
取

付
が

繰
り

返
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

ホ
ル

ダ
ー

を
固

定
し

て
い

る
ネ

ジ
に

ス
ト

レ
ス

が
掛

か
り

ネ
ジ

部
の

損
傷

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
、

ま
た

他
の

接
地

形
計

器
用

変
圧

器
（
Ｇ

Ｐ
Ｔ

）
、

ホ
ル

ダ
ー

に
は

異
常

が
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
接

地
形

計
器

用
変

圧
器

（
Ｇ

Ｐ
Ｔ

）
の

ネ
ジ

部
が

損
傷

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
接

地
形

計
器

用
変

圧
器

（
Ｇ

Ｐ
Ｔ

）
の

交
換

を
行

う
。

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
Ｂ

C
8
1
-
P

0
0
1

B
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

未
未

未
-

（
作

動
・
機

能
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

計
測

制
御

系
統

設
備

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置

廃
棄

設
備

放
射

線
管

理
設

備

漏
え

い
の

検
出

装
置

及
び

警
報

装
置

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

の
漏

え
い

の
検

出
装

置
及

び
警

報
装

置

格
納

容
器

内
雰

囲
気

モ
ニ

タ
盤

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備
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表
－

１
　

制
御

盤
・
電

源
盤

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

電
気

特
性

試
験

（
計

器
校

正
、

器
具

動
作

）
（
遮

断
器

動
作

確
認

）
（
保

護
リ

レ
ー

動
作

確
認

）

点
検

結
果

点
検

結
果

絶
縁

抵
抗

値
（
M

Ω
）

判
定

基
準

（
M

Ω
以

上
）

点
検

結
果

所
見

機
能

確
認

絶
縁

抵
抗

測
定

種
類

安
全

重
要

度

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
機

器
番

号

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

目
視

点
検

機
器

名
称

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）

直
流

2
5
0
V

充
電

器
常

用
R

4
2
-
P

0
0
7

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
-

-
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
マ

グ
ネ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
の

リ
ー

ド
線

の
断

線
を

確
認

し
た

。
当

該
充

電
器

盤
の

他
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
（
8
個

）
に

は
断

線
が

な
か

っ
た

こ
と

、
充

電
器

盤
に

外
観

構
造

上
の

異
常

は
な

か
っ

た
こ

と
、

当
該

の
リ

ー
ド

線
自

体
の

重
量

は
軽

く
、

地
震

に
よ

る
リ

ー
ド

線
の

揺
れ

で
断

線
を

引
き

起
こ

す
よ

う
な

応
力

は
発

生
し

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

察
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
の

交
換

を
実

施
し

た
。

直
流

2
5
0
V

充
電

器
予

備
R

4
2
-
P

0
1
2

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
-

-
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
マ

グ
ネ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
か

ら
の

液
漏

れ
を

確
認

し
た

。
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
（
コ

ン
デ

ン
サ

）
の

液
漏

れ
で

あ
り

、
コ

ン
デ

ン
サ

の
液

漏
れ

は
過

去
に

も
確

認
さ

れ
て

い
る

事
象

（
経

年
劣

化
し

た
コ

ン
デ

ン
サ

の
一

般
的

な
事

象
）
で

あ
る

こ
と

か
ら

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

サ
ー

ジ
ア

ブ
ソ

ー
バ

の
交

換
を

実
施

し
た

。

直
流

1
2
5
V

充
電

器
　

3
A

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

直
流

1
2
5
V

充
電

器
　

3
B

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

異
常

あ
り

-
-

-
否

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
直

流
過

電
流

継
電

器
（
７

６
－

１
）
の

単
体

動
作

試
験

に
て

動
作

不
良

を
確

認
し

た
。

継
電

器
の

外
観

に
異

常
は

な
く
、

同
一

電
源

盤
に

取
り

付
け

ら
れ

て
い

る
他

の
継

電
器

に
異

常
は

見
ら

れ
ず

、
過

去
に

他
号

機
の

同
型

継
電

器
で

も
同

様
の

動
作

不
良

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
継

電
器

の
内

部
回

路
（
コ

ン
デ

ン
サ

部
）
の

経
年

劣
化

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
継

電
器

を
交

換
し

、
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

直
流

1
2
5
V

充
電

器
　

予
備

R
4
2
-
P

0
1
0

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良

直
流

1
2
5
V

H
P
C

S
充

電
器

常
用

R
4
2
-
P

0
0
3

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

異
常

あ
り

-
-

-
否

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
７

２
C

１
の

配
線

用
遮

断
器

（
M

C
C

B
）
ト

リ
ッ

プ
試

験
に

お
い

て
ト

リ
ッ

プ
後

、
リ

セ
ッ

ト
で

き
な

い
事

象
を

確
認

し
た

。
配

線
用

遮
断

器
の

外
観

に
異

常
は

な
く
、

過
去

に
も

同
様

の
事

象
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

マ
イ

ク
ロ

ス
イ

ッ
チ

部
の

グ
リ

ス
固

着
が

原
因

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
く
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

配
線

用
遮

断
器

（
M

C
C

B
）
の

内
部

清
掃

・
手

入
れ

を
実

施
し

、
正

常
に

動
作

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

直
流

1
2
5
V

H
P
C

S
充

電
器

予
備

R
4
2
-
P

0
1
1

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

プ
ラ

ン
ト

バ
イ

タ
ル

C
V

C
F
　

3
A

A
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

プ
ラ

ン
ト

バ
イ

タ
ル

C
V

C
F
　

3
B

B
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

そ
の

他
の

発
電

装
置

R
4
2
-
P

0
0
1

R
4
6
-
P

0
0
2

蓄
電

池
及

び
充

電
器

バ
イ

タ
ル

交
流

電
源

設
備
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表
－

１
　

制
御

盤
・
電

源
盤

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

電
気

特
性

試
験

（
計

器
校

正
、

器
具

動
作

）
（
遮

断
器

動
作

確
認

）
（
保

護
リ

レ
ー

動
作

確
認

）

点
検

結
果

点
検

結
果

絶
縁

抵
抗

値
（
M

Ω
）

判
定

基
準

（
M

Ω
以

上
）

点
検

結
果

所
見

機
能

確
認

絶
縁

抵
抗

測
定

種
類

安
全

重
要

度

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
機

器
番

号

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

目
視

点
検

機
器

名
称

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
Ａ

-
1

M
/
C

3
A

-
1

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

2
0
0
0

5
0

-
良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
Ａ

-
2

M
/
C

3
A

-
2

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

2
0
0
0

5
0

-
良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
Ｂ

-
1

M
/
C

3
B

-
1

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

2
0
0
0

5
0

-
良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
Ｂ

-
2

M
/
C

3
B

-
2

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

2
0
0
0

5
0

-
良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
Ｃ

M
/
C

3
C

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

異
常

あ
り

2
0
0
0

5
0

-
否

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
真

空
遮

断
器

（
５

Ａ
）
に

お
い

て
、

補
助

リ
レ

ー
の

導
通

不
良

を
確

認
し

た
。

接
点

接
触

状
態

で
導

通
が

不
良

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

接
点

表
面

に
酸

化
被

膜
が

形
成

さ
れ

た
こ

と
が

原
因

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

、
補

助
リ

レ
ー

の
外

観
に

異
常

が
な

い
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

の
事

象
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

補
助

リ
レ

ー
の

交
換

を
行

い
、

動
作

状
態

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
Ｄ

M
/
C

3
D

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

あ
り

異
常

な
し

2
0
0
0

5
0

-
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
真

空
遮

断
器

（
４

Ａ
）
に

お
い

て
，

制
御

接
触

器
の

ア
ー

ク
シ

ュ
ー

ト
が

損
傷

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

破
損

し
て

い
た

制
御

接
触

器
の

ア
ー

ク
シ

ュ
ー

ト
は

焼
成

品
で

あ
る

た
め

、
焼

成
巣

等
の

製
造

時
の

内
在

欠
陥

が
遮

断
器

の
開

閉
振

動
に

よ
り

経
年

的
に

表
面

化
し

た
も

の
と

推
察

さ
れ

る
（
焼

成
品

内
部

の
巣

等
の

欠
陥

は
、

焼
成

品
に

お
い

て
一

般
に

確
認

さ
れ

て
い

る
事

象
で

あ
る

）
こ

と
、

遮
断

器
内

の
取

付
位

置
に

お
い

て
は

他
の

構
造

物
等

に
接

触
す

る
可

能
性

は
な

い
こ

と
、

お
よ

び
同

様
の

事
象

が
地

震
前

に
も

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
制

御
接

触
器

の
ア

ー
ク

シ
ュ

ー
ト

の
交

換
を

行
い

、
動

作
状

態
に

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
Ｈ

M
/
C

3
H

-
ク

ラ
ス

１
Ａ

ｓ

異
常

な
し

異
常

な
し

2
0
0
0

5
0

-
良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
Ｓ

Ａ
-
1

M
/
C

3
S
A

-
1

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

2
0
0
0

5
0

-
良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
Ｓ

Ａ
-
2

M
/
C

3
S
A

-
2

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

2
0
0
0

5
0

-
良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
Ｓ

Ｂ
-
1

M
/
C

3
S
B

-
1

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

2
0
0
0

5
0

-
良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
Ｓ

Ｂ
-
2

M
/
C

3
S
B

-
2

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

あ
り

異
常

な
し

2
0
0
0

5
0

-
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
真

空
遮

断
器

（
１

Ｂ
）
（
V

C
B

）
の

投
入

コ
イ

ル
固

定
用

ガ
イ

ド
ピ

ン
が

折
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

同
一

電
源

盤
内

の
他

の
遮

断
器

に
は

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
、

ガ
イ

ド
ピ

ン
は

２
本

あ
る

が
折

損
が

確
認

さ
れ

た
の

は
１

本
の

み
だ

っ
た

こ
と

、
同

様
の

事
象

が
地

震
以

前
に

も
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
開

閉
動

作
時

の
振

動
に

よ
り

応
力

が
繰

り
返

し
加

わ
っ

た
た

め
に

折
損

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

折
損

し
た

ガ
イ

ド
ピ

ン
の

交
換

し
、

真
空

遮
断

器
の

動
作

確
認

に
よ

り
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
開

閉
動

作
に

よ
る

振
動

防
止

対
策

を
実

施
し

た
。

電
気

設
備

所
内

母
線

受
電

用
6
.9

kV
遮

断
器

起
動

母
線

受
電

用
6
.9

kV
遮

断
器

所
内

母
線

-
起

動
母

線
連

絡
用

6
.9

kV
遮

断
器

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9

kV
遮

断
器

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

用
6
.9

kV
遮

断
器

256



表
－

１
　

制
御

盤
・
電

源
盤

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

電
気

特
性

試
験

（
計

器
校

正
、

器
具

動
作

）
（
遮

断
器

動
作

確
認

）
（
保

護
リ

レ
ー

動
作

確
認

）

点
検

結
果

点
検

結
果

絶
縁

抵
抗

値
（
M

Ω
）

判
定

基
準

（
M

Ω
以

上
）

点
検

結
果

所
見

機
能

確
認

絶
縁

抵
抗

測
定

種
類

安
全

重
要

度

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
機

器
番

号

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

目
視

点
検

機
器

名
称

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）

所
内

変
圧

器
3
A

N
G

R
盤

3
A

-
1

H
2
1
-
P

2
3
1

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

ー
１

次
側

：
2
0
0
M

Ω
２

次
側

：
5
0
0
M

Ω
１

次
－

２
次

間
：
5
0
0
M

Ω
5
0

-
良

所
内

変
圧

器
3
A

N
G

R
盤

3
A

-
2

H
2
1
-
P

2
3
2

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

ー
１

次
側

：
2
0
0
M

Ω
２

次
側

：
5
0
0
M

Ω
１

次
－

２
次

間
：
5
0
0
M

Ω
5
0

-
良

所
内

変
圧

器
3
B

N
G

R
盤

3
B

-
1

H
2
1
-
P

2
3
3

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

ー
１

次
側

：
2
0
0
M

Ω
２

次
側

：
5
0
0
M

Ω
１

次
－

２
次

間
：
5
0
0
M

Ω
5
0

-
良

所
内

変
圧

器
3
B

N
G

R
盤

3
B

-
2

H
2
1
-
P

2
3
4

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

ー
１

次
側

：
2
0
0
M

Ω
２

次
側

：
5
0
0
M

Ω
１

次
－

２
次

間
：
5
0
0
M

Ω
5
0

-
良

低
起

動
変

圧
器

N
G

R
盤

3
S
A

-
1

H
2
1
-
P

2
3
8

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

ー
１

次
側

：
2
0
0
M

Ω
２

次
側

：
5
0
0
M

Ω
１

次
－

２
次

間
：
5
0
0
M

Ω
5
0

-
良

低
起

動
変

圧
器

N
G

R
盤

3
S
A

-
2

H
2
1
-
P

2
3
9

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

ー
１

次
側

：
2
0
0
M

Ω
２

次
側

：
5
0
0
M

Ω
１

次
－

２
次

間
：
5
0
0
M

Ω
5
0

-
良

低
起

動
変

圧
器

N
G

R
盤

3
S
B

-
1

H
2
1
-
P

2
4
0

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

ー
１

次
側

：
2
0
0
M

Ω
２

次
側

：
5
0
0
M

Ω
１

次
－

２
次

間
：
5
0
0
M

Ω
5
0

-
良

低
起

動
変

圧
器

N
G

R
盤

3
S
B

-
2

H
2
1
-
P

2
4
1

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

ー
１

次
側

：
2
0
0
M

Ω
２

次
側

：
5
0
0
M

Ω
１

次
－

２
次

間
：
5
0
0
M

Ω
5
0

-
良

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
主

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
所

内
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
所

内
母

線
受

電
用

6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

発
電

機
・
変

圧
器

保
護

継
電

器
盤

H
1
1
-
P

6
7
5
-
1

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

中
性

点
接

地
装

置
（
発

電
機

，
主

変
圧

器
）

発
電

機
中

性
点

接
地

装
置

H
2
1
-
P

2
3
0

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

ー
１

次
側

：
2
0
0
0
M

Ω
２

次
側

：
5
0
0
M

Ω
１

次
－

２
次

間
：
5
0
0
M

Ω
5
0

-
良

工
事

用
変

圧
器

保
護

盤
-

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

6
6
kV

 母
線

保
護

盤
１

-
-

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良

6
6
kV

 母
線

保
護

盤
２

-
-

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良

6
6
kV

 母
線

地
絡

後
備

盤
-

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

電
気

設
備

2
号

工
事

用
変

圧
器

受
電

用
6
6
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

中
性

点
接

地
装

置
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表
－

１
　

制
御

盤
・
電

源
盤

　
設

備
点

検
結

果
一

覧

電
気

特
性

試
験

（
計

器
校

正
、

器
具

動
作

）
（
遮

断
器

動
作

確
認

）
（
保

護
リ

レ
ー

動
作

確
認

）

点
検

結
果

点
検

結
果

絶
縁

抵
抗

値
（
M

Ω
）

判
定

基
準

（
M

Ω
以

上
）

点
検

結
果

所
見

機
能

確
認

絶
縁

抵
抗

測
定

種
類

安
全

重
要

度

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
機

器
番

号

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

目
視

点
検

機
器

名
称

設
備

区
分

（
１

）
設

備
区

分
（
２

）

主
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

主
変

圧
器

後
備

保
護

盤
-

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

低
起

動
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
低

起
動

変
圧

器
受

電
用

6
6
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
起

動
母

線
受

電
用

6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

低
起

動
変

圧
器

保
護

継
電

器
盤

H
1
1
-
P

6
7
5
-
2

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

６
６

ｋ
V

　
甲

母
線

保
護

盤
－

－
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

６
６

ｋ
V

　
乙

母
線

保
護

盤
－

－
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

６
６

ｋ
V

　
母

線
分

離
盤

－
－

ク
ラ

ス
３

Ｃ
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

発
電

機
逆

相
過

電
流

保
護

継
電

器
盤

H
1
1
-
P

7
3
7

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

5
0
0
ｋ
V

3
号

母
線

保
護

盤
１

-
-

ク
ラ

ス
３

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

5
0
0
ｋ
V

3
号

母
線

保
護

盤
２

-
-

ク
ラ

ス
３

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

3
号

発
電

機
脱

調
分

離
盤

-
-

ク
ラ

ス
３

Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

新
潟

系
統

安
定

化
装

置
A

N
P

S
S
-
A

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

新
潟

系
統

安
定

化
装

置
B

N
P

S
S
-
B

-
ク

ラ
ス

３
Ｃ

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
良

電
気

設
備

低
起

動
変
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４０）燃料体（燃料集合体およびチャンネルボックス） 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－１

－１、表－１－２に示す。 

 
（２） 点検結果および評価 

【基本点検】 
① 炉内配置点検 

炉心上部からの取付状況を確認することにより、チャンネルボックス変位過大に

よるチャンネルファスナの損傷、脱落の有無等確認の観点から、炉内配置点検を実

施した。その結果、チャンネルファスナ脱落等の異常は確認されなかった。 

 
② 目視点検 

「燃料棒および、チャンネルボックスの変形」等を確認するため、目視点検を実

施した。その結果、燃料の崩壊熱除去可能な形状の維持に影響を及ぼす燃料棒の変

形、および制御棒挿入性に影響を及ぼすチャンネルボックスの変形等の異常は確認

されなかった。 
チャンネルファスナについては、炉内配置点検にて異常が無いことを確認してい

るが、念のため、外観目視点検にて損傷・脱落の有無を確認した。その結果、異常

のないことを再確認した。 

 
【追加点検】 

基本点検において、燃料集合体、チャンネルボックスに異常は確認されていない

ことから、追加点検は実施しない。 
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４１）再結合装置 

 

（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 

 

（２）点検結果および評価 

【基本点検】 

① 目視点検 

ブロアについては、地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される「ケ

ーシング」「ケーシング取付ボルト」等について目視点検を実施した。その結果、

異常のないことを確認した。 

ヒータボックスについては、地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定さ

れる「本体」「フランジ部」「支持構造物」について目視点検を実施した。その

結果、異常がないことを確認した。 

 

また、可燃性ガス濃度制御系可搬式再結合装置および加熱器についてはヒー

ターボックスに内包され目視点検が困難であるため、代替点検として漏えい確

認および作動確認・機能確認（昇温試験）を実施した。その結果、異常のない

ことを確認した。 

地震応答解析による評価については、評価基準値以内であるかどうか、今後

確認を実施する。 

 

② 漏えい確認 

気密性能およびバウンダリ機能を確認するため、装置を加圧し、装置内のフ

ランジ部、ネジ込み部および弁グランド部等が健全であるかを確認した。 

その結果、可燃性ガス濃度制御系可搬式再結合装置（Ａ）（Ｂ）ともに異常が

ないことを確認した。 

 

③ 作動試験 

ブロワの回転機能および風量・静圧特性機能を確認するため、加熱ヒータを

ＯＦＦとした常温試験運転時の流量、振動および温度を確認した。 

その結果、流量、振動、温度について、下記の通り、異常は確認されなかっ

た。 

 

○ 流量確認 

流量については、入口ガス流量および吸込ガス流量を、ブロワの運転がほ

ぼ安定した状態で採取した。その結果、可燃性ガス濃度制御系可搬式再結合

装置（Ａ）（Ｂ）ともに判定値以上となっており、地震発生以前に採取した数

値と比較しても顕著な変化がないことを確認した。 

267



○ 振動確認 

振動値については、ブロワの運転がほぼ安定した状態で採取した。その結

果、可燃性ガス濃度制御系可搬式再結合装置（Ａ）（Ｂ）ともに判定値を十分

下回っており、地震発生以前に採取した数値と比較しても顕著な変化がない

ことを確認した。 

また、回転機器の状態監視を目的として実施している振動診断において、

地震前後および至近の振動の傾向に大きな変化は見られず、振動速度値・振

動周波数に地震の影響と考えられる回転体のアンバランスや接触等の異常兆

候は確認されなかった。（添付資料参照） 

 

○ 温度確認 

ブロワケーシングにおいて、一定の間隔で温度を採取することにより上昇

傾向を確認し、温度がほぼ安定した状態での温度を判定値と比較した。その

結果、可燃性ガス濃度制御系可搬式再結合装置（Ａ）（Ｂ）ともに許容される

温度を下回っており、地震発生以前に採取した数値と比較しても顕著な変化

がないことを確認した。 
 

④ 機能試験 

ヒータ性能の確認を行うため、加熱ヒータをＯＮとした昇温試験運転時の再

結合器内ガス流量、温度、温度制御到達時間を確認した。 

その結果、流量、温度、温度制御到達時間について、下記の通り、異常は確

認されなかった。 

 

○ 流量確認 

流量については、再結合器内ガス温度が安定した時点において、ブロワ吸込

ガス流量が規定値以上であるかどうか確認した。その結果、可燃性ガス濃度制

御系可搬式再結合装置（Ａ）（Ｂ）ともに規定値以上の流量値となっており、

地震発生以前に採取した数値と比較しても顕著な変化がないことを確認した。 
 

○ 温度確認 

温度については、再結合器内ガス温度が安定した時点において、再結合器内

ガス温度が規定値範囲内であるかどうか確認した。その結果、可燃性ガス濃度

制御系可搬式再結合装置（Ａ）（Ｂ）ともに規定値範囲内の温度となっており、

地震発生以前に採取した数値と比較しても顕著な変化がないことを確認した。 
 

○ 温度制御到達時間確認 

温度制御到達時間については、可燃性ガス濃度制御系を起動させ、再結合

器内ガス温度が温度制御点に到達するまでの時間を確認した。その結果、可

燃性ガス濃度制御系可搬式再結合装置（Ａ）（Ｂ）ともに許容される時間とな

っており、地震発生以前に採取した数値と比較しても顕著な変化がないこと

を確認した。 
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【追加点検】 

基本点検において異常は確認されていないことから、追加点検は実施しない。 
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.1
0
)

2
5
5
以
上

(実
績

か
ら
の

仕
様

)

2
5
5
.3

(H
1
8
.7
.1
)

1
時
間
2
0
分

(H
2
2
.9
.1
0
)

3
時

間
以

内
(原

子
炉

設
置

変
更

許
可

申
請

書
)

1
時

間
2
6
分

(H
1
8
.7
.1
)

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

異
常

な
し

-
-

良

※
ヒ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
に
あ
り
目
視
困

難
な
た
め
，
漏

え
い

確
認

お
よ
び
作

動
確

認
・
機

能
確

認
（
昇

温
試

験
）
に
よ
り

代
替

す
る
。

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

異
常

な
し

-
-

良

※
ヒ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
内
に
あ
り
目
視
困

難
な
た
め
，
漏

え
い

確
認

お
よ
び
作

動
確

認
・
機

能
確

認
（
昇

温
試

験
）
に
よ
り

代
替

す
る
。

□
：
基

本
点

検
結

果
異

常
が

あ
り
実

施
す
る
追

△
：
地

震
応

答
解

析
で
評

価
基

準
を
満

足
し
な
い

○
：
予

め
実

施
す
る
追

加
点

検

基
本

点
検

設
備

点
検

判
定

結
果

追
加

点
検

分
解

点
検

異
音

確
認

所
見

今
回

記
録

機
能

試
験

温
度

制
御

到
達

時
間

（
h
)

再
結

合
器

内
ガ
ス
温

度
ブ
ロ
ア
吸

込
ガ
ス
流

量

点
検

目
的

点
検

結
果

今
回

記
録

今
回

記
録

異
臭

確
認

 
 

漏
え
い
確

認
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系
起

動
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添
付
資
料

測
定

値
測

定
値

測
定

値
管

理
値

（
Ｈ
Ｚ
）

（
Ｈ
Ｚ
）

未

正
常

（
地

震
前

後
及

び
至

近
の

振
動

値
の

変
化

は
通

常
見

ら
れ

る
変

化
の

程
度

で
あ
る
）

速
度

（
ｍ
ｍ
/
s)

測
定
日

評
価

特
異

周
波
数

未無

可
燃

性
ガ
ス
濃

度
制

御
系

可
搬

式
再

結
合

装
置

ブ
ロ
ワ
（
Ｂ
）

T
4
9
-
C
0
0
1
B

再
結

合
装

置
ク
ラ
ス
１

可
燃

性
ガ
ス
濃

度
制

御
系

可
搬

式
再

結
合

装
置

ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）

T
4
9
-
C
0
0
1
A

再
結

合
装

置

備
考

地
震
前

測
定
日

速
度

(m
m
/
s)

回
転

周
波
数

地
震
後

測
定
日

診
断
結
果

地
震

後
至

近
（
H
2
2
.9
.2
9
ま
で
）

Ａ
H
1
9
.7
.1
1

機
器

名
称

部
位

機
種

安
全
重
要
度

耐
震
重
要
度

ク
ラ
ス
１

機
器

番
号

キ
ャ
ン

（
フ
ラ
ン
ジ
）

３
号

機
　
振

動
診

断
結

果
一

覧
表

（
再

結
合

装
置

）

H
2
2
.9
.2
9

Ａ
H
1
9
.7
.1
1

地
震
時

の
運
転

状
況

速
度

（
ｍ
ｍ
/
s)

停
止
中

H
2
2
.6
.2
4

キ
ャ
ン

（
フ
ラ
ン
ジ
）

0
.9
4

0
.4
0

0
.7
3

0
.4
3

停
止
中

H
2
2
.9
.1
0

0
.4
6

未
4
9
.2

4
9
.2

7
.1

7
.1
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４２）電気ヒータ 

 

（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 

 

（２）点検結果および評価 
 【基本点検】 
    地震発生時に可燃性ガス濃度制御系再結合装置加熱器Ａは４号機側に設置され

ていたため、基本点検は４号機にて実施した。 
① 目視点検 

地震により損傷が発生すると想定される、「ヒータ外観（端子箱、リード線外

観、ヒータ、取付ボルト）」について可能な範囲で目視点検を実施した。その結

果、異常のないことを確認した。 

 
なお、機器内部に収納されているヒータ本体については目視点検が困難であ

ることから、以下の導通試験、絶縁抵抗測定によりヒータに損傷がないことを

確認した。 

 
②導通試験 

ヒータの導通試験（抵抗測定）を実施した。その結果、ヒータに断線等の異

常のないことを確認した。 

 
③絶縁抵抗測定 

ヒータの絶縁抵抗測定を実施した。その結果、絶縁性能が十分確保されてい

ることを確認した。 

 
【追加点検】 

基本点検で異常は確認されていないことから、追加点検は実施しない。 
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表
－

１
　
電

気
ヒ
ー
タ
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

導
通
試
験

点
検
結
果

点
検
結
果

絶
縁
抵
抗
値

（
M
Ω
）

判
定
基

準
（
M
Ω
以

上
）

点
検
結
果

原
子

炉
格

納
施

設
可

燃
性

ガ
ス
濃

度
制

御
系

可
燃

性
ガ
ス
濃

度
制

御
系

再
結

合
装

置
加

熱
器

-
A

ク
ラ
ス
1

A

異
常

な
し
※

異
常

な
し

1
0
0
0

5
-

良

※
ヒ
ー
タ
本

体
は

機
器

内
蔵

品
で
あ
り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ
る
が

，
導

通
試

験
や

絶
縁

抵
抗

測
定

の
結

果
が

許
容

値
以

内
で
あ
る
こ
と
を
も
っ

て
，
健

全
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
ま
た
、
地

震
応

答
解

析
に
よ
る
評

価
よ

り
、
評

価
基

準
値

以
内

で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

地
震
発
生
時
に
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
再
結
合
装
置
加
熱
器
Ａ
は
４

号
機

側
に
設

置
さ
れ

て
い
た
た
め
，
基

本
点

検
は

４
号

機
に
て
実

施
し
た
。

-
B

ク
ラ
ス
1

A

異
常

な
し
※

異
常

な
し

1
5
0

5
-

良

※
ヒ
ー
タ
本

体
は

機
器

内
蔵

品
で
あ
り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ
る
が

，
導

通
試

験
や

絶
縁

抵
抗

測
定

の
結

果
が

許
容

値
以

内
で
あ
る
こ
と
を
も
っ

て
，
健

全
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
ま
た
、
地

震
応

答
解

析
に
よ
る
評

価
よ

り
、
評

価
基

準
値

以
内

で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

判
定
結
果

所
見

機
能
確
認 絶

縁
抵
抗
測
定

設
備
点
検

基
本
点
検

追
加
点
検

目
視
点
検

安
全

重
要
度

耐
震

重
要
度

設
備
区
分
（
１
）

設
備

区
分

（
２
）

機
器

名
称

機
器
番
号

種
類
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４３）特殊フィルタ 

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

   点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－

１に示す。 
 

（２） 点検結果および評価 

  【基本点検】 
①目視点検 

非常用ガス処理系フィルタ（非常用ガス処理系高性能粒子フィルタ、よう素用

チャコールフィルタ）、ＭＣＲ再循環フィルタについて、地震の荷重を受け損傷

の可能性が高いと想定される、「装置本体」、「装置支持部」、「取合配管との接続

部」、「機器付計器」、「装置内部のフィルタ」等の変形、損傷の有無等を確認する

ため、目視点検を実施した。その結果、変形、損傷等の異常がないことを確認し

た。 

 
②作動確認 

非常用ガス処理系フィルタ（非常用ガス処理系高性能粒子フィルタ、よう素用

チャコールフィルタ）内のスペースヒータ、ヒータファンを運転した結果、作動

に異常のないことを確認した。 

 
③漏えい確認 

非常用ガス処理系フィルタ（非常用ガス処理系高性能粒子フィルタ、よう素用

チャコールフィルタ）、ＭＣＲ再循環フィルタについて、流体保持機能（バウン

ダリ機能）を確認するため、系統運転状態にて「装置本体」、「取合配管との接続

部」等からの漏えい確認を実施した結果、異常のないことを確認した。 

 
④機能確認 

よう素除去機能を確認するため、機能確認を実施し、機器付計器について系統

運転状態にて指示値が正常であること、総合効率試験によりフィルタの除去効率

を確認し、異常の無いことを確認した。 
また、非常用ガス処理系高性能粒子フィルタ、よう素用チャコールフィルタの

ヒータについては温度制御に異常のないことを確認した。 

 
 【追加点検】 
    基本点検で異常が確認されていないことから、追加点検は実施しない。 
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表
-
1
　
特

殊
フ
ィ
ル

タ
　
設

備
点

検
結

果
一

覧

追
加
点
検

目
視

点
検

作
動

確
認

漏
え
い
確

認
機
能
確
認

分
解
点
検

中
央
制
御
室
換
気
空

調
系

M
C
R
再

循
環

フ
ィ
ル

タ
U
4
1
-
D
5
7
4

-
ク
ラ
ス
１

Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常
な
し

-
良

非
常

用
ガ
ス
処

理
系

非
常

用
ガ
ス
処

理
系

フ
ィ
ル

タ
T
2
2
-
D
0
0
2

-
ク
ラ
ス
１

Ａ

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常
な
し

-
良

放
射

線
管

理
設

備

機
器

番
号

機
器
名
称

設
備

区
分

（
２
）

設
備

区
分

（
１
）

判
定
結
果

所
見

種
類

基
本

点
検設

備
点

検

耐
震

重
要

度
安

全
重

要
度

1

276



【支持構造物】 
４４）支持構造物（基礎ボルト）  

 
（１） 点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施する、設備点検結果を表－1

に示す。 

 

（２） 点検結果及び評価 

【基本点検】 
① 目視点検 

地震の荷重を受け損傷の可能性が高いと想定される、「基礎ボルト」「基礎定着部

（グラウト部及び基礎コンクリート部）」「支持脚」等について、目視点検を実施し

た。使用済燃料貯蔵ラックの基礎ボルトについては、応力評価を行い、許容応力に

対して裕度の小さい基礎ボルトを代表箇所として選定し点検を行った。また、主変

圧器、所内変圧器３Ａ、３Ｂについては、予め計画する追加点検に包含して実施し

た。その結果、以下の事象を確認した。 
 

下記機器の基礎定着部（グラウト部）に、微小なひび割れを確認した。当該事

象はグラウト部の乾燥収縮に起因する可能性も考えられるが、地震に起因するひ

び割れの可能性も否定できないため、地震影響ありと判断した。また、グラウト

部に確認されたひび割れは微細であるうえ、グラウト部は強度部材でないことか

ら、当該事象は構造強度に影響ないと判断し、追加点検は不要とした。 

・ 原子炉補機冷却海水ポンプ（Ａ）～（Ｄ） 

・ 高圧炉心スプレイ系ディーゼル補機冷却海水ポンプ 

・ 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

・ 高圧タービン 

・ 復水器（Ａ） 

 

新燃料貯蔵設備のラックの固定用ボルト全ボルト９２本中、６本に緩みを確認

した。地震の影響を確認するため、追加点検を実施した。 

 
復水器（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）の各摺動脚基礎ボルト用ワッシャー全数(１２個）に、

軽微な変形を確認した。ワッシャーの変形は軽微であり、接触痕や打痕等他の部

位と接触した形跡がなく、ボルト自体にも損傷がないことから、地震の影響で変

形したものではなく、運転時の入熱等の影響により、経年的に歪んだものと判断

し、追加点検は不要とした。 
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下記の給水加熱器において、摺動脚とライナープレートの間に隙間を確認した。

運転、停止の熱変化の繰返しによる経年的な脚部の変形による損傷原因も考えら

れるが、地震の影響も否定できない。支持機能を有する固定脚を含め、脚部の機

能維持への地震の影響を確認するため、基礎ボルトの追加点検を実施した。 
・第３給水加熱器（Ａ）～（Ｃ） 
・第４給水加熱器（Ａ）～（Ｃ） 
・第５給水加熱器（Ａ）（Ｃ） 
・第６給水加熱器（Ａ）（Ｃ） 

 
下記の給水加熱器において、摺動脚基礎ボルトのナットに傾きを確認した。し

かし、当該ボルトの変形等の損傷は確認されておらず、下部のナット溶接部に割

れ等も無かったこと等から、施工当初から若干傾いて取付けられていたことが原

因であると判断し、地震の影響はなく、追加点検は不要と判断した。 
・第３給水加熱器（Ｂ）、第４給水加熱器（Ｂ）：４本中１本 
・第４給水加熱器（Ａ）          ：４本中２本  

 

下記の給水加熱器において、摺動脚の基礎ボルトに曲がりを確認した。地震の

影響により基礎ボルトが曲がったと考えられ、機能影響を確認するため、地震に

よりボルトの伸びが発生しやすい固定脚のボルトについて追加点検を実施した。 
・第５給水加熱器（Ａ）   ：４本中３本 
・第５給水加熱器（Ｂ）（Ｃ） ：４本中１本 

 
主変圧器の基礎ボルト全 16 本に折損、所内変圧器３Ｂ基礎ボルト４本中２本に、

曲がりを確認した。地震の揺れにより過大な応力が加わり折損等したものであり、

地震の影響によるものであると評価した。ボルト折損等により構造強度に影響が

あると判断し、埋込みベースを交換し、変圧器基礎部と埋込みベースを直接溶接

した。 

 
他機器の基礎ボルトについて、異常は確認されなかった。 

 
以下の機器は、基礎ボルトがグラウト内に埋め込まれており、直接目視にて点

検することが困難であるが、基礎ボルトが損傷するほどの地震力を受けた場合、

基礎ボルト廻りのグラウトや塗膜にも割れが生じることから、グラウト部の目視

点検にて、健全性を確認した。 

・原子炉補機冷却海水系ポンプ 

・高圧スプレイ系ディーゼル海水ポンプ 

・循環水ポンプ 

・計装ラック 
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また、原子炉圧力容器基礎ボルト内側については、狭隘部にある等の理由によ

り目視点検困難であることから、代替点検として目視点検が可能な外側基礎ボル

ト（地震時の加わる荷重は、内側に比べ外側基礎ボルトのほうが大きいと考えら

れる）６０本に対し目視点検を実施した。 

 

② 打診試験 
基礎定着部（グラウト部及び基礎コンクリート部）に対して打診試験を実施し

た。その結果、以下の事象を確認した。 

 
高圧炉心スプレイ系ディーゼル補機冷却海水ポンプグラウト部の一部にて、異

音を確認した。当該事象は、グラウト表層部のハツリ調査を実施し、異音が消失

したことから、異音発生箇所はグラウト表層部のみであり、地震時に想定される

基礎ボルトを起点とした損傷パターンと異なることから、グラウトの乾燥収縮等

に起因したものと考えられ、地震による影響ではないと判断し、構造強度にも影

響がないと判断した。 

 

新燃料貯蔵設備のラックの固定用ボルトの目視点検で確認された緩み（全ボル

ト９２本中、６本に緩みあり）について、緩みに起因すると考えられる打音を確

認した。地震の影響を確認するため、追加点検を実施した。 

 
復水器（Ａ）の摺動脚基礎ボルト用ダブルナット全１２本中２本に、緩みを確

認した。緩みは摺動脚基礎ボルト全１２本中２本であり、局所的であることから、

運転中の熱変動により締付けトルクが低減したことが原因で緩んだものと考えら

れ、ボルト自体に損傷がないことから、地震の影響によるものではないと判断し、

追加点検は不要とした。 

 
他機器の基礎ボルトについて、異常は確認されなかった。 

 
 

【追加点検】 
基本点検で異常が確認された、以下の機器について、それぞれ、追加点検を実

施した。その結果、以下の事象を確認した。 

 
新燃料貯蔵設備のラックの固定用ボルトについて、抜き取りの際にかじりが確

認され表面が荒れた２本を除く４本のボルトについて追加点検（浸透探傷試験）

を実施した。その結果、浸透指示模様は確認されなかった。今後、地震影響およ

び機能維持への影響について評価を実施する。 
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   下記の摺動脚とライナープレートの間に隙間、摺動脚基礎ボルトのナットに傾

きまたは曲がりを確認した給水加熱器の基礎ボルトについて、追加点検（超音波

探傷試験）を実施した。その結果、異常が無かったことから、機能維持への影響

は無いと判断した。 
・第３給水加熱器（Ａ）～（Ｃ） 
・第４給水加熱器（Ａ）～（Ｃ） 
・第５給水加熱器（Ａ）～（Ｃ） 
・第６給水加熱器（Ａ）（Ｃ） 

 
① 詳細目視点検・超音波探傷試験・トルク確認 

一般的に地震力による影響が大きいと考えられる部位として、フロア毎及び機

種毎に対象機器を選定し、予め計画する追加点検として、各機器に設置される基

礎ボルトの全数に対し詳細目視点検を実施した。また、各機器に設置される基礎

ボルトの１０％員数に対し、超音波探傷試験、トルク確認を、現場状況に応じて

実施した結果、異常は確認されなかった。 
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。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

グ
ラ

ウ
ト

お
よ

び
基

礎
台

の
割

れ
や

塗
膜

の
剥

離
・
剥

落
な

ど
を

伴
う

こ
と

か
ら

、
代

替
と

し
て

基
礎

ボ
ル

ト
近

傍
の

モ
ル

タ
ル

部
の

目
視

点
検

を
実

施
し

、
健

全
性

を
確

認
し

た
。

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
経

年
的

な
乾

燥
収

縮
等

に
起

因
す

る
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
グ

ラ
ウ

ト
は

構
造

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
部

材
（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
ひ

び
に

対
し

て
は

硬
化

剤
を

注
入

し
、

そ
の

後
グ

ラ
ウ

ト
全

面
へ

の
硬

化
剤

塗
布

を
実

施
し

た
。
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

ポ
ン

プ
P

4
1
-
C

0
0
1

D
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
あ

り
※

異
常

な
し

-
-

否
基

礎
ボ

ル
ト

は
グ

ラ
ウ

ト
内

に
埋

め
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

グ
ラ

ウ
ト

お
よ

び
基

礎
台

の
割

れ
や

塗
膜

の
剥

離
・
剥

落
な

ど
を

伴
う

こ
と

か
ら

、
代

替
と

し
て

基
礎

ボ
ル

ト
近

傍
の

モ
ル

タ
ル

部
の

目
視

点
検

を
実

施
し

、
健

全
性

を
確

認
し

た
。

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
経

年
的

な
乾

燥
収

縮
等

に
起

因
す

る
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
グ

ラ
ウ

ト
は

構
造

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
部

材
（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
ひ

び
に

対
し

て
は

硬
化

剤
を

注
入

し
、

そ
の

後
グ

ラ
ウ

ト
全

面
へ

の
硬

化
剤

塗
布

を
実

施
し

た
。

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
E
1
1
-
C

0
0
1

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

ポ
ン

プ
G

3
1
-
C

0
0
1

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
E
2
2
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
E
2
1
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
良
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

非
常

用
予

備
発

電
装

置
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
デ

ィ
ー

ゼ
ル

補
機

冷
却

海
水

系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

P
4
6
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
あ

り
※

異
常

あ
り

※
-

-
否

基
礎

ボ
ル

ト
は

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
め

込
ま

れ
て

お
り

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

グ
ラ

ウ
ト

お
よ

び
基

礎
台

の
割

れ
や

塗
膜

の
剥

離
・
剥

落
な

ど
を

伴
う

こ
と

か
ら

、
代

替
と

し
て

基
礎

ボ
ル

ト
近

傍
の

モ
ル

タ
ル

部
の

目
視

点
検

を
実

施
し

、
健

全
性

を
確

認
し

た
。

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
経

年
的

な
乾

燥
収

縮
等

に
起

因
す

る
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
グ

ラ
ウ

ト
は

構
造

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
部

材
（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

に
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ま
た

、
基

本
点

検
（
打

診
試

験
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
か

ら
異

音
を

確
認

し
た

。
表

層
部

の
ハ

ツ
リ

調
査

を
実

施
し

た
結

果
、

異
音

箇
所

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

層
部

の
み

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

乾
燥

収
縮

に
起

因
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
に

よ
る

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

熱
交

換
器

建
屋

に
設

置
し

て
あ

る
機

器
は

、
海

水
に

よ
る

塩
害

及
び

結
露

水
か

ら
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

保
護

の
観

点
か

ら
、

ひ
び

に
対

し
て

は
硬

化
剤

を
注

入
し

、
異

音
箇

所
に

対
し

て
は

グ
ラ

ウ
ト

に
よ

る
補

修
を

実
施

し
た

。
そ

の
後

グ
ラ

ウ
ト

部
全

面
へ

の
硬

化
剤

塗
布

を
実

施
し

た
。

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
A

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

良

D
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

復
水

給
水

系
A

ク
ラ

ス
3

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

良

P
2
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
原

子
炉

補
機

冷
却

水
ポ

ン
プ

（
2
）
横

形
ポ

ン
プ

　
支

持
構

造
物

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
N

2
1
-
C

0
0
2

タ
ー

ビ
ン

駆
動

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

N
2
1
-
C

0
0
7
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
E
5
1
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

復
水

器
に

係
る

次
の

事
項

復
水

器
真

空
ポ

ン
プ

N
2
1
-
C

0
0
5

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

B
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

廃
棄

設
備

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

K
2
1
-
C

1
0
1

K
2
1
-
C

3
0
1

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
粉

末
樹

脂
沈

降
分

離
槽

デ
カ

ン
ト

ポ
ン

プ

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

に
附

属
す

る
給

水
処

理
設

備

純
水

移
送

ポ
ン

プ

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系
廃

ス
ラ

ッ
ジ

系

使
用

済
樹

脂
槽

デ
カ

ン
ト

ポ
ン

プ

気
体

廃
棄

物
処

理
系

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
真

空
ポ

ン
プ

補
給

水
系

復
水

移
送

ポ
ン

プ
P

1
3
-
C

0
0
1

N
2
1
-
C

0
0
8

N
6
2
-
C

0
0
1

P
1
1
-
C

0
0
1

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

廃
棄

設
備

ス
ラ

ッ
ジ

移
送

ポ
ン

プ
K
2
1
-
C

2
0
2

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
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否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

割
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
経

年
的

な
乾

燥
収

縮
等

に
起

因
す

る
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
グ

ラ
ウ

ト
は

構
造

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
部

材
（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
構

造
強

度
に

影
響

が
な

い
微

細
な

ひ
び

割
れ

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

補
修

等
は

実
施

し
な

い
。

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関
R

4
4
-
C

0
0
1

H
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

良

内
燃

機
関

に
附

属
す

る
煙

突
R

4
4
-
D

0
0
7

H
ク

ラ
ス

３
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

H
-
1

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

H
-
2

ノ
ン

ク
ラ

ス
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

H
-
1

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

H
-
2

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

燃
料

デ
ィ

タ
ン

ク
R

4
4
-
A

0
0
5

H
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

R
4
3
-
C

0
0
1

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関

内
燃

機
関

に
附

属
す

る
煙

突
R

4
3
-
D

0
0
7

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

空
気

だ
め

R
4
4
-
A

0
0
4

空
気

圧
縮

機
R

4
4
-
C

0
0
5

（
1
1
）
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

　
支

持
構

造
物

（
基

礎
ボ

ル
ト

）
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

非
常

用
予

備
発

電
装

置
A

-
1

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
-
2

ノ
ン

ク
ラ

ス
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
-
1

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
-
2

ノ
ン

ク
ラ

ス
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
-
1

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
-
2

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
-
1

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
-
2

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
良

燃
料

デ
ィ

タ
ン

ク
R

4
3
-
A

0
0
5

空
気

圧
縮

機
R

4
3
-
C

0
0
5

空
気

だ
め

R
4
3
-
A

0
0
4

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
R

4
3
-
C

0
0
1

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

高
圧

タ
ー

ビ
ン

Ｎ
3
1
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
-

否
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
中

間
軸

受
台

基
礎

部
（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

割
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
グ

ラ
ウ

ト
部

の
保

護
塗

装
面

の
み

の
剥

離
で

あ
り

、
経

年
的

な
も

の
と

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

も
否

定
で

き
な

い
。

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

基
礎

ボ
ル

ト
の

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
中

間
軸

受
台

基
礎

部
（
ソ

ー
ル

プ
レ

ー
ト

）
の

新
製

交
換

を
実

施
し

た
。

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

電
気

設
備

発
電

機
発

電
機

本
体

-
-

ク
ラ

ス
3

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

原
子

炉
圧

力
容

器
基

礎
ボ

ル
ト

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

※
異

常
な

し
※

異
常

な
し

異
常

な
し

良
※

　
内

周
側

基
礎

ボ
ル

ト
は

狭
隘

部
の

た
め

目
視

点
検

が
困

難
な

こ
と

か
ら

、
外

周
側

基
礎

ボ
ル

ト
（
地

震
時

の
加

わ
る

荷
重

は
，

内
側

に
比

べ
外

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
方

が
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る

）
６

０
本

の
目

視
点

検
及

び
打

診
試

験
を

実
施

し
、

健
全

性
を

確
認

し
た

。

原
子

炉
圧

力
容

器
付

属
構

造
物

（
1
4
）
主

タ
ー

ビ
ン

　
支

持
構

造
物

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

（
1
5
）
発

電
機

　
支

持
構

造
物

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

低
圧

タ
ー

ビ
ン

N
3
1
-
C

0
0
2

（
1
9
）
原

子
炉

圧
力

容
器

及
び

付
属

機
器

　
支

持
構

造
物

（
基

礎
ボ

ル
ト

）
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

燃
料

設
備

燃
料

貯
蔵

設
備

新
燃

料
貯

蔵
設

備
-

-
ク

ラ
ス

2
C

異
常

あ
り

異
常

あ
り

-
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

（
全

９
２

本
）
の

う
ち

、
６

本
に

緩
み

を
確

認
し

た
。

基
本

点
検

（
打

診
試

験
）
の

結
果

、
緩

み
が

確
認

さ
れ

た
基

礎
ボ

ル
ト

６
本

に
緩

み
に

起
因

す
る

と
み

ら
れ

る
打

音
が

確
認

さ
れ

た
。

追
加

点
検

（
浸

透
探

傷
試

験
）
の

結
果

、
浸

透
指

示
模

様
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
今

後
地

震
影

響
、

機
能

維
持

へ
の

影
響

等
に

つ
い

て
評

価
を

実
施

す
る

。

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

蒸
化

器
N

3
3
-
B

0
0
1

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

復
水

器
N

3
3
-
B

0
0
2

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

に
附

属
す

る
熱

交
換

器

（
2
2
）
燃

料
ラ

ッ
ク

　
支

持
構

造
物

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

（
2
3
）
熱

交
換

器
　

支
持

構
造

物
（
基

礎
ボ

ル
ト

）
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

廃
棄

設
備

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
加

熱
器

K
1
3
-
D

0
0
1

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
復

水
器

K
1
3
-
B

0
0
1

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

廃
棄

物
処

設
備 液

体
廃

棄
物

処
理

系
高

電
導

度
廃

液
系

N
6
2
-
B

0
0
1

N
6
2
-
B

0
0
3

気
体

廃
棄

物
処

理
系

脱
湿

塔
N

6
2
-
B

0
0
4

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
復

水
器

N
6
2
-
B

0
0
2

気
体

廃
棄

物
処

理
系

気
体

廃
棄

物
処

理
系

除
湿

冷
却

器

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
予

熱
器
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

E
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

F
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
再

生
熱

交
換

器

G
3
1
-
B

0
0
1

-
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

非
常

用
予

備
発

電
装

置
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
デ

ィ
ー

ゼ
ル

補
機

冷
却

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

系
熱

交
換

器

P
2
6
-
B

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

G
3
1
-
B

0
0
2

燃
料

設
備

燃
料

プ
-
ル

冷
却

浄
化

系
燃

料
プ

-
ル

冷
却

浄
化

系
熱

交
換

器
G

4
1
-
B

0
0
1

P
2
1
-
B

0
0
1

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
熱

交
換

器

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
非

再
生

熱
交

換
器

E
1
1
-
B

0
0
1
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

復
水

器
に

係
る

次
の

事
項

復
水

器
N

6
1
-
B

0
0
1

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

あ
り

-
-

否
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

軽
微

な
ひ

び
割

れ
及

び
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
全

数
（
1
2
個

）
に

歪
み

が
確

認
さ

れ
た

。
グ

ラ
ウ

ト
は

構
造

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
部

材
（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

基
礎

ボ
ル

ト
の

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
硬

化
剤

に
よ

る
補

修
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

摺
動

脚
基

礎
ボ

ル
ト

用
ワ

ッ
シ

ャ
ー

に
つ

い
て

は
、

復
水

器
の

熱
移

動
の

た
め

固
定

さ
れ

て
お

ら
ず

、
目

視
点

検
に

お
い

て
、

ワ
ッ

シ
ャ

ー
が

接
触

痕
や

打
痕

等
他

の
部

位
と

接
触

し
た

形
跡

が
無

く
、

地
震

の
影

響
で

歪
ん

だ
と

は
考

え
に

く
い

た
め

、
運

転
中

の
熱

等
の

影
響

に
よ

り
、

経
年

的
に

歪
ん

だ
も

の
と

判
断

し
た

。

ま
た

、
基

本
点

検
（
打

診
試

験
）
に

お
い

て
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

全
１

２
本

中
２

本
に

緩
み

が
確

認
さ

れ
た

。
緩

み
は

局
所

的
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
運

転
中

の
熱

変
動

に
よ

り
締

付
け

ト
ル

ク
が

低
減

し
た

こ
と

が
原

因
で

緩
ん

だ
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
ボ

ル
ト

自
体

に
損

傷
が

な
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
ダ

ブ
ル

ナ
ッ

ト
の

締
付

け
を

実
施

予
定

。

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
-

否
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
に

軽
微

な
変

形
が

確
認

さ
れ

た
。

摺
動

脚
基

礎
ボ

ル
ト

用
ワ

ッ
シ

ャ
ー

に
つ

い
て

は
、

復
水

器
の

熱
移

動
の

た
め

固
定

さ
れ

て
お

ら
ず

、
目

視
点

検
に

お
い

て
、

ワ
ッ

シ
ャ

ー
が

接
触

痕
や

打
痕

等
他

の
部

位
と

接
触

し
た

形
跡

が
無

く
、

地
震

の
影

響
で

歪
ん

だ
と

は
考

え
に

く
い

た
め

、
運

転
中

の
熱

等
の

影
響

に
よ

り
、

経
年

的
に

歪
ん

だ
も

の
と

判
断

し
た

。

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
-

否
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
全

数
（
1
2
個

）
に

歪
み

が
確

認
さ

れ
た

。
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
に

つ
い

て
は

、
復

水
器

の
熱

移
動

の
た

め
固

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、

目
視

点
検

に
お

い
て

、
ワ

ッ
シ

ャ
ー

が
接

触
痕

や
打

痕
等

他
の

部
位

と
接

触
し

た
形

跡
が

無
く
、

地
震

の
影

響
で

歪
ん

だ
と

は
考

え
に

く
い

た
め

、
運

転
中

の
熱

等
の

影
響

に
よ

り
、

経
年

的
に

歪
ん

だ
も

の
と

判
断

し
た

。

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

湿
分

分
離

器
N

3
5
-
D

0
0
1

（
2
4
）
復

水
器

、
給

水
加

熱
器

、
湿

分
分

離
器

　
支

持
構

造
物

（
基

礎
ボ

ル
ト

）
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

第
1
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
1

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

第
2
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
2

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

第
3
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
3

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

第
4
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
4

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

の
ナ

ッ
ト

に
傾

き
（
４

本
中

２
本

）
を

確
認

し
た

。
引

き
続

き
目

視
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
ず

、
当

該
基

礎
ボ

ル
ト

が
傾

い
て

取
付

け
ら

れ
て

い
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

当
該

ボ
ル

ト
の

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

施
工

当
初

か
ら

若
干

の
傾

い
て

取
付

け
ら

れ
て

い
た

こ
と

、
下

部
の

ナ
ッ

ト
溶

接
部

に
割

れ
等

が
無

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

の
ナ

ッ
ト

に
傾

き
（
４

本
中

１
本

）
を

確
認

し
た

。
引

き
続

き
目

視
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
ず

、
当

該
基

礎
ボ

ル
ト

が
傾

い
て

取
付

け
ら

れ
て

い
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

当
該

ボ
ル

ト
の

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

施
工

当
初

か
ら

若
干

の
傾

い
て

取
付

け
ら

れ
て

い
た

こ
と

、
下

部
の

ナ
ッ

ト
溶

接
部

に
割

れ
等

が
無

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

第
4
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
4

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

第
5
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
5

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
４

本
中

3
本

）
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

摺
動

脚
の

基
礎

ボ
ル

ト
は

ナ
ッ

ト
と

脚
と

の
間

に
隙

間
が

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
振

動
に

よ
り

脚
と

ナ
ッ

ト
が

接
触

し
変

形
に

至
っ

た
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
基

礎
ボ

ル
ト

の
曲

が
り

は
軽

微
で

あ
り

、
脚

の
摺

動
を

妨
げ

な
い

こ
と

、
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
結

果
、

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

当
該

機
器

の
構

造
強

度
・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

曲
が

り
が

確
認

さ
れ

た
基

礎
ボ

ル
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

予
定

。

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
４

本
中

1
本

）
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

摺
動

脚
の

基
礎

ボ
ル

ト
は

ナ
ッ

ト
と

脚
と

の
間

に
隙

間
が

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
振

動
に

よ
り

脚
と

ナ
ッ

ト
が

接
触

し
変

形
に

至
っ

た
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
基

礎
ボ

ル
ト

の
曲

が
り

は
軽

微
で

あ
り

、
脚

の
摺

動
を

妨
げ

な
い

こ
と

、
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
結

果
、

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

当
該

機
器

の
構

造
強

度
・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

曲
が

り
が

確
認

さ
れ

た
基

礎
ボ

ル
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

予
定

。
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

第
5
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
5

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
４

本
中

1
本

）
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

摺
動

脚
の

基
礎

ボ
ル

ト
は

ナ
ッ

ト
と

脚
と

の
間

に
隙

間
が

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
振

動
に

よ
り

脚
と

ナ
ッ

ト
が

接
触

し
変

形
に

至
っ

た
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
基

礎
ボ

ル
ト

の
曲

が
り

は
軽

微
で

あ
り

、
脚

の
摺

動
を

妨
げ

な
い

こ
と

、
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
結

果
、

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

当
該

機
器

の
構

造
強

度
・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

曲
が

り
が

確
認

さ
れ

た
基

礎
ボ

ル
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

予
定

。

第
6
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
6

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

第
6
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
6

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

異
常

な
し

-
異

常
な

し
否

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

第
6
給

水
加

熱
器

ド
レ

ン
冷

却
器

N
2
1
-
B

0
0
7

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

310



表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
入

力
変

圧
器

A

C
8
1
-
J
0
0
1
A

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
入

力
変

圧
器

B

C
8
1
-
J
0
0
1
B

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

電
気

設
備

変
圧

器
主

変
圧

器
S
1
1
-
M

T
R

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

-
-

-
否

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
１

６
本

が
折

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
揺

れ
に

よ
り

、
過

大
な

応
力

が
加

わ
り

基
礎

ボ
ル

ト
が

折
損

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

変
圧

器
固

定
用

基
礎

ボ
ル

ト
が

折
損

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
機

械
性

能
に

影
響

有
り

と
判

断
し

た
。

埋
め

込
み

ベ
ー

ス
を

交
換

し
、

変
圧

器
基

礎
部

と
埋

め
込

み
ベ

ー
ス

を
直

接
溶

接
し

た
。

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

-
-

-
良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

-
-

-
否

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
４

本
中

２
本

に
曲

が
り

を
確

認
し

た
。

揺
れ

に
よ

り
、

過
大

な
応

力
が

加
わ

り
基

礎
ボ

ル
ト

が
曲

が
っ

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
変

圧
器

固
定

用
基

礎
ボ

ル
ト

が
曲

が
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

機
械

性
能

に
影

響
有

り
と

判
断

し
た

。
埋

め
込

み
ベ

ー
ス

を
交

換
し

、
変

圧
器

基
礎

部
と

埋
め

込
み

ベ
ー

ス
を

直
接

溶
接

し
た

。

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

所
内

変
圧

器
R

1
1
-
H

T
R

-
3

低
起

動
変

圧
器

S
1
2
-

L
S
T
r3

S

（
2
6
）
変

圧
器

　
支

持
構

造
物

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

計
測

制
御

系
統

設
備

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

直
流

2
5
0
V

蓄
電

池
-

ク
ラ

ス
3

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

直
流

1
2
5
V

蓄
電

池
3
A

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
-

-
-

良

直
流

1
2
5
V

蓄
電

池
3
B

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
-

-
-

良

直
流

1
2
5
V

H
P

C
S

蓄
電

池
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
-

-
良

電
気

設
備

2
号

工
事

用
変

圧
器

受
電

用
6
6
kV

遮
断

器

＃
2
工

事
用

変
圧

器
受

電
用

遮
断

器
O

1
1
9

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

低
起

動
変

圧
器

3
S
A

遮
断

器
O

3
S
A

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

低
起

動
変

圧
器

3
S
B

遮
断

器
O

3
S
B

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

発
電

機
並

列
用

5
0
0
kV

遮
断

器

＃
3
B

A
N

K
遮

断
器

O
2
3

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

低
起

動
変

圧
器

受
電

用
6
6
ｋ

Ｖ
遮

断
器

そ
の

他
の

発
電

装
置

蓄
電

池
及

び
充

電
器

R
4
2

（
2
7
）
蓄

電
池

　
支

持
構

造
物

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

（
2
8
）
遮

断
器

　
支

持
構

造
物

（
基

礎
ボ

ル
ト

）
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

A

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

D

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
良

B

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

D

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

A

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

D

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

サ
イ

リ
ス

タ
制

御
盤

H
2
1
-
P

2
2
7

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

励
磁

制
御

盤
H

2
1
-
P

2
2
5

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

電
気

設
備

発
電

機

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
地

震
加

速
度

大
）

水
平

方
向

地
震

加
速

度
検

出
器

（
Ｔ

．
Ｍ

．
Ｓ

．
Ｌ

．
-
3
2
．

5
ｍ

）

C
7
1
-
D

0
0
1

水
平

方
向

地
震

加
速

度
検

出
器

（
Ｔ

．
Ｍ

．
Ｓ

．
Ｌ

．
1
2
．

8
ｍ

）

C
7
1
-
D

0
0
2

鉛
直

方
向

地
震

加
速

度
検

出
器

（
Ｔ

．
Ｍ

．
Ｓ

．
Ｌ

．
-
3
2
．

5
ｍ

）

C
7
1
-
D

0
0
3

（
2
9
）
計

器
、

継
電

器
、

調
整

器
、

検
出

器
、

変
換

器
　

支
持

構
造

物
（
基

礎
ボ

ル
ト

）

計
測

制
御

系
統

設
備
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表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備

点
検

結
果

一
覧

目
視

点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
確

認
非

破
壊

検
査

所
見

機
器

番
号

種
類

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

設
備

区
分

（
1
）

設
備

区
分

（
2
）

機
器

名
称

設
備

点
検

基
本

点
検

追
加

点
検

判
定

結
果

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

H
2
1
-
P

6
1
3

H
2
1
-
P

6
1
4

-
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

棒
駆

動
系

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

(ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
)

C
1
2
-
D

0
0
1
-

1
2
5

1
8
5

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
浄

化
系

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

D
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

E
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

復
水

脱
塩

装
置

復
水

脱
塩

塔
N

2
7
-
D

0
0
1

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

D
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

E
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

F
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

非
常

用
予

備
発

電
装

置

N
2
6
-
D

0
0
1

復
水

ろ
過

装
置

復
水

ろ
過

器

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

H
2
1
-
P

6
0
3

H
2
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処
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0
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-
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シ
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異
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ャ
ワ

ー
ド

レ
ン

系

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

受
タ

ン
ク

K
1
6
-
A

0
0
2

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

高
電

導
度

廃
液

系
蒸

留
水

タ
ン

ク
K
1
3
-
A

0
0
2

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
蒸

発
缶

K
1
3
-
D

0
0
2

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良

廃
棄

物
処

設
備 液

体
廃

棄
物

処
理

系
高

電
導

度
廃

液
系

濃
縮

廃
液

タ
ン

ク
K
2
2
-
A

0
0
1

廃
棄

物
貯

蔵
設

備

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ

K
1
1
-
A

0
0
1

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ

K
1
1
-
A

1
0
2

廃
棄

物
処

設
備 液

体
廃

棄
物

処
理

系
放

射
性

ド
レ

ン
移

送
系

319



表
-
1
　

基
礎

ボ
ル

ト
　

設
備
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検
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点
検

打
診

試
験

ト
ル

ク
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査
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備
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検
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追
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備
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-
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-
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-
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-
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-
-
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計
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制
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系
統

設
備

原
子

炉
水

位
原

子
炉

圧
力

原
子

炉
系

(Ⅰ
A

)計
装

ラ
ッ

ク
Ｈ

2
2
-
Ｐ

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
※

計
装

ラ
ッ

ク
の

基
礎

ボ
ル

ト
は

、
グ

ラ
ウ

ト
内

に
埋

込
ま

れ
て

お
り

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
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認

し
た
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原
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Ⅰ

B
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計
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ラ
ッ
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Ｐ
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1
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※
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ウ
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目
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点
検
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困

難
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あ
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し

か
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、
損

傷
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礎
ボ

ル
ト
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損
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す
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震

力
を

受
け

た
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合
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モ
ル

タ
ル

の
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れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全
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を

確
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し
た

。
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（
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計
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ラ
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Ｐ
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1
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目
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検
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し
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損

傷
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礎
ボ

ル
ト
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損
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す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
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膜
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検
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収
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膜
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検
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Ⅱ
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目
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点
検
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難
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あ
る
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損
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損
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膜
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検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
（
B

系
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
1
0

-
ク

ラ
ス

3
A

s
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
※

計
装

ラ
ッ

ク
の

基
礎

ボ
ル

ト
は

、
グ

ラ
ウ

ト
内

に
埋

込
ま

れ
て

お
り

目
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点
検
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困

難
で
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損

傷
（
基

礎
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ル
ト

の
損
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等
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す

る
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震

力
を

受
け
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合
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タ
ル

の
割

れ
や
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膜

の
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れ
、

剥
れ

な
ど

を
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う
こ

と
か
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替

と
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て
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ル
部
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目

視
点

検
を

実
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し
、

ボ
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ト
の

健
全

性
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認
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。
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気
系

（
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流
量

）
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気
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弁

（
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気

管
流
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）
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流
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（
Ⅰ

A
）
計
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ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
1
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ラ
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1
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な

し
※

異
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良
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計
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ラ
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ク
の

基
礎

ボ
ル

ト
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ウ

ト
内

に
埋

込
ま

れ
て

お
り

目
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点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

主
蒸

気
流

量
（
Ⅰ

B
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
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0
1
2

-
ク

ラ
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1
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常
な

し
※

異
常

な
し
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良
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計
装

ラ
ッ

ク
の

基
礎

ボ
ル
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、
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ウ
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に
埋

込
ま

れ
て
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目
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点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等
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す

る
ほ

ど
の
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震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

主
蒸

気
流

量
（
Ⅱ

A
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
1
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s
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常
な

し
※

異
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な
し
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計
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ラ
ッ
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目
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点
検
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困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
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検
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す
る
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検
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損
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損
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膜
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検
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(Ⅰ
系

)計
装

ラ
ッ

ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
2
0

-
ク

ラ
ス

3
A

異
常

な
し

※
異

常
な

し
-

-
良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

Ｐ
Ｌ

Ｒ
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

（
Ⅰ

系
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
2
4

-
ク

ラ
ス

3
A

s
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
※

計
装

ラ
ッ

ク
の

基
礎

ボ
ル

ト
は

、
グ

ラ
ウ

ト
内

に
埋

込
ま

れ
て

お
り

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た
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Ｐ
Ｌ

Ｒ
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

（
Ⅱ

系
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
2
5
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ク

ラ
ス

3
A
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常
な

し
※

異
常

な
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-
-

良
※

計
装

ラ
ッ

ク
の

基
礎

ボ
ル

ト
は

、
グ

ラ
ウ

ト
内

に
埋

込
ま

れ
て

お
り

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

原
子

炉
水

位
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熱
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ッ
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2
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Ｐ
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4
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ラ
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な

し
-

-
-

良

残
留

熱
除

去
系

（
B

）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
4
8

-
ク

ラ
ス

2
A

s
異

常
な

し
-

-
-

良

残
留

熱
除

去
系

（
C

）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
4
9

-
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

-
-

-
良

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（
系

統
流

量
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
5
1

-
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

-
-

-
良

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

計
装

ラ
ッ

ク
Ｈ

2
2
-
Ｐ

0
5
3

-
ク

ラ
ス

2
A

s
異

常
な

し
-

-
-

良
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ク
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非
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（
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検
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本
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検

追
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判
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計
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制
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系
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設
備

原
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炉
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却
材

浄
化
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（
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統
流

量
）

漏
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系
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系

)計
装

ラ
ッ

ク
Ｈ

2
2
-
Ｐ

0
5
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-
ノ

ン
ク

ラ
ス

A
s

異
常

な
し

※
異

常
な

し
-

-
良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
(系

統
流

量
)

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
6
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
-

-
-

良

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
（
ろ

過
脱

塩
器

入
口

導
電

率
）

（
ろ

過
脱

塩
器

出
口

導
電

率
）

-
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
※

計
装

ラ
ッ

ク
の

基
礎

ボ
ル

ト
は

、
グ

ラ
ウ

ト
内

に
埋

込
ま

れ
て

お
り

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

復
水

浄
化

系
復

水
　

ろ
過

装
置

入
口

導
電

率
　

脱
塩

装
置

出
口

導
電

率

Ｈ
2
2
-
Ｐ

5
1
8

-
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
※

計
装

ラ
ッ

ク
の

基
礎

ボ
ル

ト
は

、
グ

ラ
ウ

ト
内

に
埋

込
ま

れ
て

お
り

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

主
蒸

気
系

（
主

蒸
気

圧
力

）
Ｍ

Ｓ
Ｐ

Ｓ
計

器
架

台
Ｈ

2
2
-
Ｐ

7
0
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

B
異

常
な

し
-

-
-

良

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

復
水

浄
化

系
導

電
率

計
ラ

ッ
ク

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

原
子

炉
水

導
電

率
計

ラ
ッ

ク
Ｈ

2
2
-
Ｐ

4
5
5
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検
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追
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統
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復
水

脱
塩
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計
器
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台

Ｈ
2
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Ｐ
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0
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ス
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-
-

良

原
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蒸
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（
A
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台

Ｈ
2
2
-
Ｐ

7
1
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ラ
ス

1
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し
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-
-

良

原
子

炉
保

護
用
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蒸

気
圧

力
（
B
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計

器
架

台

Ｈ
2
2
-
Ｐ

7
1
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
-

-
-

良

Ｍ
Ｓ

ＩＶ
閉

用
復

水
器

器
内

圧
力

（
A

）
計

器
架

台

Ｈ
2
2
-
Ｐ

7
0
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ク

ラ
ス

1
A
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Ｍ
Ｓ
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蒸
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Ｈ
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検
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。
し
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し

、
損

傷
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礎
ボ

ル
ト

の
損
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等
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す
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の
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を
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ル

タ
ル
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れ
や

塗
膜
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割

れ
、
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な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
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い
、

ボ
ル

ト
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健
全

性
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認

し
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原
子

炉
保
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加
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弁
急

閉
計

器
架

台
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2

Ｈ
2
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-
Ｐ

7
2
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1
A

s
異

常
な

し
※

異
常
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込
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て
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視

点
検
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困
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で

あ
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し
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し

、
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傷
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ボ

ル
ト

の
損
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ル
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や
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膜
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、
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な
ど

を
伴
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と
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代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
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目

視
点

検
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実
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す
る

と
と
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、
地

震
応

答
解
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に

よ
る

評
価

を
行
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、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
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。

給
水

系
（
給

水
流

量
）

原
子

炉
給

水
流

量
計

器
架

台
Ｈ

2
2
-
Ｐ

8
2
6

-
ク

ラ
ス

3
B
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な
し
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良

C
Ｒ

D
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ク
ラ
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器
（
A

）
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位
計
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架

台

Ｈ
2
2
-
Ｐ

8
5
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ラ
ス

1
A
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常
な

し
-

-
-

良

C
Ｒ

D
ス

ク
ラ

ム
排

出
容
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（
B

）
水

位
計

器
架

台

Ｈ
2
2
-
Ｐ

8
5
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ク

ラ
ス

1
A
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な

し
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-

良

ス
ク

ラ
ム

デ
ィ

ス
チ

ャ
-
ジ

ボ
リ

ュ
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ム

水
位

高
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し
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し
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損
傷
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基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す
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の

地
震

力
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受
け

た
場

合
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モ
ル

タ
ル

の
割

れ
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塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
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こ

と
か

ら
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代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。
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【支持構造物】 

４５）配管支持構造物  

 

（１）点検対象設備点検結果一覧 

点検・評価計画書に記載の点検対象設備に対して実施した、設備点検結果を表－１に

示す。 

 

（２）点検検結果及び評価 

【基本点検】 

① 目視点検 

地震の影響により損傷する可能性が高いと想定される「サポート」、「架構部」、

「後打ち金物定着部」等について、目視点検を実施した。その結果、 

 

・ 補給水系主配管４の支持構造物において、サポート上のＵボルトが僅かに変形

していることを確認した。当該配管は、純水補給水系であり、大きな熱変位や

振動が発生する系統ではなく、地震によりダクトに変位が生じている箇所であ

ったため、地震の影響でＵボルトが変形したものと判断した。配管の健全性を

確認するため、追加点検要と判断した。なお、当該部位は、貫通部第一支持点

であり、予め計画する追加点検を予定していた。 
 

・ 主蒸気系主配管２の支持構造物（オイルスナッバ：SNO-MS301-S48)において、

油の滴下を確認した。オイルスナッバ本体等に変形・損傷等は確認されておら

ず、継手部のオイルシールが経年劣化し、にじみ出た油が給油管を伝って僅か

に垂れたものと考えられるため、地震の影響はないと判断し、追加点検は実施

しないこととした。 

  

・ 補助ボイラーに附属する管外経 150mm 以上の管のうち、主配管１の配管サポー

トクランプとサポート鋼材に接触による変形を確認した。地震の影響により、

配管サポートクランプとサポート鋼材が接触し、変形が生じたと判断した。今

後構造強度・機能維持への影響を確認するため、追加点検を実施する。 

   他の支持構造物について、異常は確認されなかった。 

 

【追加点検】 

① 詳細目視点検、非破壊検査（浸透探傷試験） 

・基本点検の結果異常が確認された、次のサポートについて、追加点検を実施した。 

 

補給水系主配管４サポートについては、予め計画する追加点検にて浸透探傷試験

を実施した。その結果、異常は確認されなかったため、機能に影響は無いと判断

したが、当該Ｕボルトについては、念のため交換を実施する予定である。 
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補助ボイラーに附属する管外経 150mm 以上の管 主配管１については今後、追加

点検を実施し、構造強度・機能維持への影響を確認する予定である。 

 

・建屋貫通部に施設される配管近傍のサポート（配管に順ずる箇所）について、予め

計画する追加点検を実施した。その結果、下記の事象を確認した。 

 

廃スラッジ系主配管支持構造物において、当該配管サポート溶接部に線状指示

模様を確認した。当該指示模様は、溶接部端部に生じたクレータ割れ（凝固時の

収縮歪による引張応力により開口する、溶接部の高温割れ）であり、溶接施工不

良に伴う事象であると判断したことから、本事象は地震の影響ではないと判断し

た。 

その他の機器について、異常は確認されなかった。 

 

・ 内包する流体が蒸気である等の理由により、現時点で運転圧による漏えい確認が

実施できない配管の配管支持構造物について、予め計画する追加点検を実施した。

その結果、異常は確認されなかった。 
 

② 低速走行試験 

   ・ 内包する流体が蒸気である等の理由により、現時点で運転時の指示値が確認でき

ないメカニカルスナッバについて、追加点検を実施した。その結果、次の事象を

確認した。 

 

主蒸気系主配管２の支持構造物（メカニカルスナッバ：MS301-M05C)の低速走行

試験において、動作不良を確認した。原因究明のため、追加点検として分解点検

を実施した。 

     その他の機器について、異常は確認されなかった。 
 

    ・ 地震応答解析の結果、他の箇所に比べて地震の影響が比較的大きいメカニカルス

ナッバについて、予め計画する追加点検として低速走行試験を実施予定である。 

 

③ 分解点検 

低速走行試験で異常が確認された主蒸気系主配管２の支持構造物（メカニカル

スナッバ：MS301-M05C)について、グリースの劣化による部品（ボールネジ）の固

着を確認した。各部に変形等がないことから、地震の影響によるものではないと

判断した。 

現状、その他のメカニカルスナッバにおいて、異常は確認されていないことか

ら、分解点検は実施しない。 
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可
搬

式
再
結
合

装
置

内
配
管

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
異
常
な
し

ー
良

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

ー
異
常
な
し

ー
良

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ベ
ン
ト

系
主
配
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
１

A
s

異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

良

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
３

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
４

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

良

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
３

-
ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

復
水
浄
化
系

主
配
管

-
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

抽
気
系

主
配
管

-
ク
ラ
ス
３

B
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

原
子
炉
格
納
施
設

可
燃

性
ガ
ス
濃

度
制

御
系

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系

不
活

性
ガ
ス
系

種
類

計
測
制
御
系
統
設
備

制
御
棒
駆
動
系

計
装
用
圧
縮
空
気
系

ほ
う
酸
水
注
入
系

所
見

(＊
地
震
応
答
解
析
完
了
後
、
対
象
選
定
予
定
)

追
加

点
検

設
備
区
分
（
１
）

判
定
結
果

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
設
備
区
分
（
２
）

安
全

重
要

度
機
器

名
称

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

残
留
熱
除
去
系

原
子
炉
冷
却
系
統
設

備
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表
－
１
　
配
管
支
持
構
造
物
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

基
本

点
検

目
視

点
検

非
破

壊
検

査
低

速
走

行
試

験
分
解
点
検

種
類

所
見

(＊
地
震
応
答
解
析
完
了
後
、
対
象
選
定
予
定
)

追
加

点
検

設
備
区
分
（
１
）

判
定
結
果

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
設
備
区
分
（
２
）

安
全

重
要

度
機
器

名
称

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
＊

ー

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
２

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
＊

ー

主
配
管
３

-
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
４

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

良

原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
系

主
配
管

１
-

ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
＊

ー

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
＊

ー

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
1

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
＊

ー

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
2

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
異
常
な
し

ー
良

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
１

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
蒸
気
流

量
制

限
器

A
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
蒸
気
流

量
制

限
器

B
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
蒸
気
流

量
制

限
器

C
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
蒸
気
流

量
制

限
器

D
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
異
常
な
し

ー
良

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異

常
あ
り
＊

１
異
常
な
し

異
常
あ
り

＊
２

異
常
な
し

否
＊
１
：
基
本
点
検
（
目
視
点
検
）
に
お
い
て
、
オ
イ
ル
ス
ナ
ッ
バ

（
S
N
O
-
M
S
3
0
1
-
S
4
8
)よ

り
油

の
滴

下
を
確

認
し
た
。
オ
イ
ル

ス
ナ
ッ
バ

自
体

の
外

観
に
異

常
は

認
め
ら
れ

ず
、
オ
イ
ル

ス
ナ
ッ
バ
本
体
等
に
変
形
・
損
傷
等
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
継

手
部

の
オ
イ
ル

シ
ー
ル

が
経

年
劣

化
し
、
に
じ
み

出
た

油
が

給
油

管
を
伝

っ
て
僅

か
に
垂

れ
た
も
の

と
考

え
ら
れ

る
た
め
、
地

震
の

影
響

で
は

な
い
と
判

断
し
た
。
通

常
保

全
と
し

て
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

＊
２
：
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
（
低

速
走

行
試

験
）
の

結
果

、
オ
イ
ル

ス
ナ
ッ
バ

（
M
S
3
0
1
-
M
0
5
C
）
に
、
固

着
に
よ
る
動

作
不
良
を
確
認
し
た
。
固
着
の
原
因
は
グ
リ
ー
ス
の
劣
化
に

よ
る
部
品
（
ボ
ー
ル
ネ
ジ
）
の
固
着
で
あ
り
、
ま
た
、
各
部
に
変

形
等

が
な
い
こ
と
か

ら
、
地

震
の

影
響

に
よ
る
も
の

で
は

な
い

と
判
断
し
た
。
通
常
保
全
と
し
て
手
入
れ
を
実
施
し
た
。

主
配
管
３

-
ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
４

-
ク
ラ
ス
３

Ａ
異
常
な
し

ー
異
常
な
し

ー
良

主
配
管
５

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
異
常
な
し

ー
良

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系

復
水
給
水
系

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

主
蒸
気
系

原
子
炉
冷
却
系

統
設

備
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表
－
１
　
配
管
支
持
構
造
物
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

基
本

点
検

目
視

点
検

非
破

壊
検

査
低

速
走

行
試

験
分
解
点
検

種
類

所
見

(＊
地
震
応
答
解
析
完
了
後
、
対
象
選
定
予
定
)

追
加

点
検

設
備
区
分
（
１
）

判
定
結
果

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
設
備
区
分
（
２
）

安
全

重
要

度
機
器

名
称

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
１

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

良

主
配
管
３

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
４

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
あ
り

異
常
な
し

ー
異
常
な
し

否
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
当

該
配

管
サ

ポ
ー
ト
上

の
Ｕ
ボ
ル
ト
が
変
形
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

予
め
計

画
す
る
追

加
点

検
（
詳

細
目

視
点

検
、
浸

透
探

傷
試

験
）
の
結
果
、
異
常
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

当
該

配
管

は
、
純

水
補

給
水

系
で
あ
り
、
大

き
な
熱

変
位

や
振
動
が
発
生
す
る
系
統
で
は
な
く
、
地
震
に
よ
り
ダ
ク
ト
に
変

位
が

生
じ
て
い
る
箇

所
で
あ
っ
た
た
め
、
地

震
の

影
響

で
Ｕ
ボ

ル
ト
が
変
形
し
た
も
の
と
判
断
し
た
。
Ｕ
ボ
ル
ト
の
交
換
を
実

施
予
定
。

ク
ロ
ス
ア
ラ
ウ
ン

ド
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
異
常
な
し

ー
良

第
１
抽
気
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

第
２
抽
気
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

第
３
抽
気
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

第
４
抽
気
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

リ
ー
ド
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

給
水
加
熱

器
ド

レ
ン
ベ
ン
ト
系

の
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

タ
-
ビ
ン
グ
ラ
ン

ド
蒸
気

系
の

管
-

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

タ
-
ビ
ン
補

助
蒸

気
系
の
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

抽
気
系
の

管
-

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
異
常
な
し

ー
良

復
水
器
空

気
抽

出
系
の
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

復
水
給
水

系
の

管
-

ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

補
給
水
系

蒸
気

タ
-
ビ
ン

蒸
気

タ
-
ビ
ン

蒸
気
タ
-
ビ
ン
に
附
属
す
る

管

原
子
炉
冷
却
系

統
設

備
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表
－
１
　
配
管
支
持
構
造
物
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

基
本

点
検

目
視

点
検

非
破

壊
検

査
低

速
走

行
試

験
分
解
点
検

種
類

所
見

(＊
地
震
応
答
解
析
完
了
後
、
対
象
選
定
予
定
)

追
加

点
検

設
備
区
分
（
１
）

判
定
結
果

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
設
備
区
分
（
２
）

安
全

重
要

度
機
器

名
称

気
体
廃
棄
物
処
理
系

主
配
管

-
ク
ラ
ス
２

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

良

廃
棄
物
処
設
備

固
体
廃
棄
物
処
理
系

廃
ス
ラ
ッ
ジ
系

主
配
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
あ
り

ー
ー

否
予

め
計

画
す
る
追

加
点

検
（
浸

透
探

傷
検

査
）
を
実

施
し
た

結
果
、
サ
ポ
ー
ト
溶
接
部
に
線
状
指
示
模
様
を
確
認
し
た
。

当
該
指
示
模
様
は
、
溶
接
部
端
部
に
生
じ
た
ク
レ
ー
タ
割
れ

（
溶
接
部
の
高
温
割
れ
で
あ
り
、
凝
固
時
の
収
縮
歪
に
よ
る

引
張
応
力
に
よ
り
開
口
す
る
）
で
あ
り
、
溶
接
施
工
不
良
に
伴

う
事
象
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
浸
透
探
傷
検
査
の
結

果
、
当

該
指

示
模

様
以

外
に
異

常
は

確
認

さ
れ

て
お
ら
ず
、

配
管

、
サ

ポ
ー
ト
、
Ｕ
ボ
ル

ト
の

変
形

、
損

傷
、
移

動
痕

等
も

確
認

さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
地

震
の

影
響

で
は

な
い
と
判

断
し
た
。

溶
接

補
修

を
実

施
予

定
。

廃
棄
物
処
理
設
備

圧
力
抑
制
室
プ
-
ル
水
排
水

系

主
配
管

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

廃
棄
物
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
処
理
系

シ
ャ
ワ
-
ド
レ
ン
系

主
配
管

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

良

廃
棄
物
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
処
理
系

高
電
導
度
廃
液
系

主
配
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

良

廃
棄
物
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
処
理
系

低
電
導
度
廃
液
系

主
配
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

良

廃
棄
物
処
理
設
備

固
体
廃
棄
物
処
理
系

濃
縮
廃
液
系

主
配
管

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

良

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
３

Ｃ
異

常
あ
り

未
ー

ー
否

（
漏

え
い
試

験
は

復
水

器
イ
ン
リ
ー
ク
試

験
時

に
実

施
）

基
本

点
検

の
結

果
、
配

管
サ

ポ
ー
ト
ク
ラ
ン
プ
と
サ

ポ
ー
ト
鋼

材
の

接
触

跡
を
確

認
し
た
。
近

傍
の

配
管

溶
接

部
、
取

合
金

物
サ

ポ
ー
ト
の

異
常

は
確

認
さ
れ

な
か

っ
た
。
今

後
、
地

震
の

影
響

、
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
を
確

認
す
る
た

め
、
追
加
点
検
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

主
配
管
２

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
２

Ａ
異
常
な
し

ー
＊

ー

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

補
助

ボ
イ
ラ
-

燃
料
設
備

燃
料
プ
-
ル
冷
却
浄
化
系

補
助
ボ
イ
ラ
-
に
附
属
す
る

管 外
経

1
5
0
ｍ
ｍ
以

上
の

管

廃
棄
設
備

廃
棄
設
備
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表
－
１
　
配
管
支
持
構
造
物
　
設
備
点
検
結
果
一
覧

基
本

点
検

目
視

点
検

非
破

壊
検

査
低

速
走

行
試

験
分
解
点
検

種
類

所
見

(＊
地
震
応
答
解
析
完
了
後
、
対
象
選
定
予
定
)

追
加

点
検

設
備
区
分
（
１
）

判
定
結
果

設
備

点
検

耐
震

重
要

度
設
備
区
分
（
２
）

安
全

重
要

度
機
器

名
称

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
＊

ー

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
３

Ｂ
異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

良

主
配
管
３

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｂ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
４

-
ノ
ン
ク
ラ
ス

Ｃ
異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
１

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

主
配
管
２

-
ク
ラ
ス
３

Ａ
ｓ

異
常
な
し

ー
ー

ー
良

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
デ
ィ
-
ゼ

ル 補
機
冷
却
水
系

主
配
管

-
ク
ラ
ス
１

Ａ
ｓ

異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

良

放
射

線
管

理
設

備
非

常
用

ガ
ス
処

理
系

主
配

管
-

ク
ラ
ス
１

Ａ
異
常
な
し

異
常
な
し

ー
ー

良

非
常
用
予
備
発
電

装
置

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
デ
ィ
-
ゼ

ル 補
機
冷
却
海
水
系

廃
棄
設
備

廃
棄
物
処
理
設
備

液
体
廃
棄
物
処
理
系

放
射
性
ド
レ
ン
移
送
系
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設備点検により異常が確認された設備一覧表 



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
1
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え

い
確

認

目
視

：
異

常
な

し
作

動
：
異

常
な

し
漏

え
い

：
異

常
な

し

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。
-

分
解

点
検

浸
透

探
傷

試
験

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

イ
ン

ペ
ラ

に
浸

食
、

イ
ン

ペ
ラ

、
シ

ャ
フ

ト
、

イ
ン

ペ
ラ

キ
ー

、
イ

ン
ペ

ラ
ナ

ッ
ト

に
腐

食
、

イ
ン

ペ
ラ

、
マ

フ
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
、

マ
フ

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

キ
ー

、
イ

ン
ペ

ラ
キ

ー
に

浸
透

指
示

模
様

が
確

認
さ

れ
た

。

目
視

点
検

打
診

試
験

目
視

：
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
打

診
：
異

常
な

し

ひ
び

割
れ

の
状

況
は

微
細

で
あ

り
、

剥
離

、
剥

落
に

至
る

よ
う

な
も

の
で

は
な

い
た

め
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

2

B
目

視
点

検
打

診
試

験
目

視
：
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
打

診
：
異

常
な

し

ひ
び

割
れ

の
状

況
は

微
細

で
あ

り
、

剥
離

、
剥

落
に

至
る

よ
う

な
も

の
で

は
な

い
た

め
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

3

C
目

視
点

検
打

診
試

験
目

視
：
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
打

診
：
異

常
な

し

ひ
び

割
れ

の
状

況
は

微
細

で
あ

り
、

剥
離

、
剥

落
に

至
る

よ
う

な
も

の
で

は
な

い
た

め
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

4

D
目

視
点

検
打

診
試

験
目

視
：
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
打

診
：
異

常
な

し

ひ
び

割
れ

の
状

況
は

微
細

で
あ

り
、

剥
離

、
剥

落
に

至
る

よ
う

な
も

の
で

は
な

い
た

め
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

6

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

復
水

器
に

係
る

次
の

事
項

循
環

水
ポ

ン
プ

N
7
1
-
C

0
0
1

A
立

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
3

C
目

視
点

検
作

動
試

験
漏

え
い

確
認

目
視

：
異

常
な

し
作

動
：
未

実
施

漏
え

い
：
未

実
施

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。
-

分
解

点
検

浸
透

探
傷

試
験

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

イ
ン

ペ
ラ

に
浸

透
指

示
模

様
が

確
認

さ
れ

た
。

7

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ

P
2
1
-
C

0
0
1

C
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
1

A
s

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え

い
確

認

目
視

：
異

常
な

し
作

動
：
異

常
な

し
漏

え
い

：
異

常
な

し

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。
-

分
解

点
検

浸
透

探
傷

試
験

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

イ
ン

ペ
ラ

に
浸

透
指

示
模

様
が

確
認

さ
れ

た
。

8

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

設
備 液

体
廃

棄
物

処
理

系
低

電
導

度
廃

液
系

低
電

導
度

廃
液

系
収

集
ポ

ン
プ

K
1
2
-
C

0
0
1

A
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
3

B
目

視
点

検
作

動
試

験
漏

え
い

確
認

目
視

：
異

常
な

し
作

動
：
異

常
な

し
漏

え
い

：
起

動
時

に
、

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

部
よ

り
極

僅
か

な
リ

ー
ク

を
確

認
し

た
。

地
震

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
分

解
点

検
を

実
施

し
た

。
要

分
解

点
検

ポ
ン

プ
、

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

の
分

解
点

検
を

実
施

し
た

結
果

、
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

9

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
N

2
1
-
C

0
0
2

B
横

形
ポ

ン
プ

ク
ラ

ス
3

B
目

視
点

検
作

動
試

験
漏

え
い

確
認

目
視

点
検

：
異

常
な

し
作

動
試

験
：
未

実
施

漏
え

い
確

認
：
未

実
施

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。
-

分
解

点
検

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

上
下

半
ケ

ー
シ

ン
グ

内
面

に
浸

食
が

確
認

さ
れ

た
。

ク
ラ

ス
1

5

機
器

名
称

非
常

用
予

備
発

電
装

置

1№

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

設
備

区
分

（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

-
-

機
器

番
号

種 類

A
s

否
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
デ

ィ
-

ゼ
ル

補
機

冷
却

海
水

系

機
種

P
4
1
-
C

0
0
1

A

P
4
6
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
立

形
ポ

ン
プ

A
s耐

震
重

要
度

目
視

点
検

打
診

試
験

目
視

：
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
打

診
：
一

部
異

音
が

確
認

さ
れ

た
。

ひ
び

割
れ

及
び

異
音

の
状

況
は

、
剥

離
、

剥
落

に
至

る
よ

う
な

も
の

で
は

な
い

た
め

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

立
形

ポ
ン

プ

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

（
基

礎
ボ

ル
ト

）



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
2
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

1
0

復
水

給
水

系
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
駆

動
用

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

N
3
8
-
C

0
0
1

B
ポ

ン
プ

駆
動

用
タ

ー
ビ

ン
ク

ラ
ス

3
B

目
視

点
検

目
視

：
異

常
な

し
基

本
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
分

解
点

検
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

ロ
ー

タ
の

バ
ラ

ン
ス

ウ
ェ

イ
ト

に
浸

食
が

確
認

さ
れ

た
。

1
2

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

電
動

機

B
3
1
-
C

0
0
1

B
電

動
機

ク
ラ

ス
3

C
目

視
点

検
作

動
試

験
漏

え
い

確
認

目
視

：
電

動
機

上
部

右
側

（
Ｐ

Ｌ
Ｒ

－
０

０
２

－
１

２
２

Ｓ
）の

メ
カ

ニ
カ

ル
ス

ナ
ッ

バ
取

合
い

部
の

球
面

軸
受

が
ず

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

作
動

：
未

実
施

漏
え

い
：
未

実
施

地
震

の
影

響
か

ど
う

か
、

原
因

を
究

明
す

る
た

め
、

追
加

点
検

を
実

施
す

る
。

要
分

解
点

検
現

在
、

追
加

点
検

を
実

施
中

で
あ

る
。

1
4

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
電

動
機

E
1
1
-
C

0
0
1

C
電

動
機

ク
ラ

ス
1

A
s

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え

い
確

認

目
視

：
電

動
機

下
部

油
面

計
の

ガ
ラ

ス
窓

境
界

部
下

部
に

油
に

じ
み

を
確

認
し

た
。

作
動

：
異

常
な

し
漏

え
い

：
異

常
な

し

外
観

上
、

油
面

計
の

ガ
ラ

ス
窓

に
割

れ
・
ヒ

ビ
等

の
異

常
が

見
ら

れ
な

い
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
油

面
計

内
パ

ッ
キ

ン
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

1
5

A
電

動
機

ク
ラ

ス
3

B
目

視
点

検
作

動
試

験
漏

え
い

確
認

目
視

：
電

動
機

排
油

配
管

サ
イ

ト
グ

ラ
ス

の
境

界
部

に
油

に
じ

み
を

確
認

し
た

。
作

動
：
未

実
施

漏
え

い
：
未

実
施

外
観

上
、

サ
イ

ト
グ

ラ
ス

に
割

れ
・
ヒ

ビ
等

の
異

常
が

見
ら

れ
な

い
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
サ

イ
ト

グ
ラ

ス
の

パ
ッ

キ
ン

の
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

1
6

B
電

動
機

ク
ラ

ス
3

B
目

視
点

検
作

動
試

験
漏

え
い

確
認

目
視

：
異

常
な

し
作

動
：
未

実
施

漏
え

い
：
未

実
施

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。
-

分
解

点
検

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

反
負

荷
側

機
外

側
オ

イ
ル

リ
ン

グ
の

捻
れ

の
判

定
基

準
値

逸
脱

を
確

認
し

た
。

1
1

1
3

電
動

機

ク
ラ

ス
3

電
動

機

分
解

点
検

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

分
解

点
検

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

目
視

：
異

常
な

し
作

動
：
異

常
な

し
漏

え
い

：
異

常
な

し

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

A C-

N
2
1
-
C

0
0
2

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

電
動

機

・
ス

ペ
ー

ス
ヒ

ー
タ

端
子

箱
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

コ
ネ

ク
タ

が
、

ケ
ー

ブ
ル

解
線

の
た

め
に

取
り

外
し

た
際

に
破

損
し

た
。

・
フ

リ
ン

ジ
ャ

ー
の

取
付

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
締

め
代

が
な

く
ガ

タ
つ

く
状

況
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え

い
確

認

要
電

動
機

の
軸

受
廻

り
の

状
況

を
確

認
す

る
た

め
、

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
が

必
要

と
判

断
し

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

目
視

：
電

動
機

の
負

荷
側

軸
受

部
の

油
切

り
周

辺
に

油
に

じ
み

、
軸

受
下

部
に

油
溜

り
を

確
認

し
た

。
作

動
：
未

実
施

漏
え

い
：
未

実
施

ク
ラ

ス
1

A
s

A
s

ク
ラ

ス
1

B

-

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え

い
確

認

目
視

：
異

常
な

し
作

動
：
異

常
な

し
漏

え
い

：
異

常
な

し

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

-
・
固

定
子

楔
1
3
箇

所
に

許
容

緩
み

（
楔

長
さ

の
3
0
％

未
満

）
を

確
認

し
た

。
・
上

部
油

冷
管

の
配

管
接

続
部

よ
り

、
リ

ー
ク

を
確

認
し

た
。

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え

い
確

認

電
動

機

・
固

定
子

楔
2
0
箇

所
に

緩
み

（
楔

長
さ

3
0
%

以
上

の
緩

み
：
2
箇

所
、

楔
長

さ
3
0
%
未

満
の

緩
み

：
1
8
箇

所
）
を

確
認

し
た

。
・
負

荷
側

機
外

側
・
反

負
荷

側
機

内
側

オ
イ

ル
リ

ン
グ

の
捻

れ
の

判
定

基
準

値
逸

脱
を

確
認

し
た

。
・
電

動
機

軸
受

廻
り

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

分
解

点
検

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

1
7

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

電
動

機

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

）

P
4
1
-
C

0
0
1

E
2
2
-
C

0
0
1

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
電

動
機

復
水

給
水

系

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
3
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

1
9

廃
棄

設
備

液
体

廃
棄

物
処

理
系

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

K
1
1
-
C

1
0
1

B
電

動
機

ク
ラ

ス
3

B
目

視
点

検
作

動
試

験
漏

え
い

確
認

目
視

：
異

常
な

し
作

動
：
異

常
な

し
漏

え
い

：
異

常
な

し

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。
-

分
解

点
検

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

ブ
ラ

ケ
ッ

ト
内

径
寸

法
が

許
容

値
を

逸
脱

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

2
0

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

主
要

弁
E
2
1
-
M

O
-

F
0
0
3

-
弁

ク
ラ

ス
1

A
s

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え

い
確

認

目
視

：
異

常
な

し
作

動
：
異

常
な

し
漏

え
い

：
弁

の
シ

ー
ト

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。

地
震

に
よ

る
原

子
炉

の
停

止
に

伴
い

原
子

炉
圧

力
容

器
側

の
圧

力
が

小
さ

く
な

っ
た

た
め

、
シ

ー
ト

面
の

当
た

り
が

変
化

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
地

震
影

響
、

機
能

影
響

の
有

無
を

確
認

す
る

た
め

、
追

加
点

検
を

実
施

す
る

。

要
分

解
点

検
現

在
、

分
解

点
検

を
実

施
中

で
あ

る
。

2
2

空
気

圧
縮

機
R

4
4
-
C

0
0
5

H
- 2

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
ク

ラ
ス

3
A

s
目

視
点

検
作

動
試

験
漏

え
い

確
認

目
視

：
異

常
な

し
作

動
：
異

常
な

し
漏

え
い

：
異

常
な

し

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。
-

分
解

点
検

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

3
段

ピ
ス

ト
ン

連
接

棒
ピ

ン
軸

受
け

の
転

動
体

（
ベ

ア
リ

ン
グ

ロ
ー

ラ
ー

）
に

脱
落

を
確

認
し

た
。

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え

い
確

認

目
視

：
巻

線
温

度
端

子
箱

用
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
コ

ネ
ク

タ
（
電

線
管

側
）
の

2
個

に
ひ

び
割

れ
、

破
損

を
確

認
し

た
。

作
動

：
異

常
な

し
漏

え
い

：
異

常
な

し

地
震

時
に

は
当

該
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
コ

ネ
ク

タ
の

周
り

に
接

触
す

る
よ

う
な

物
が

な
か

っ
た

こ
と

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
に

は
損

傷
が

な
か

っ
た

こ
と

、
巻

線
温

度
指

示
に

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

点
検

以
前

に
地

震
以

外
の

偶
発

的
な

要
因

に
よ

り
当

該
コ

ネ
ク

タ
に

何
ら

か
の

物
品

が
接

触
し

た
た

め
に

発
生

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（
基

礎
ボ

ル
ト

）

目
視

点
検

打
診

試
験

目
視

：
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
打

診
：
異

常
な

し

ひ
び

割
れ

の
状

況
は

微
細

で
あ

り
、

剥
離

、
剥

落
に

至
る

よ
う

な
も

の
で

は
な

い
た

め
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

R
4
4
-
C

0
0
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

ク
ラ

ス
3

B

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
電

動
機

A
s

N
2
1
-
C

0
0
8

ク
ラ

ス
1

A
s

B H

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
Ｈ

R
4
4
-
C

0
0
1

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え

い
確

認

目
視

点
検

作
動

試
験

漏
え

い
確

認

-
目

視
：
異

常
な

し
作

動
：
未

実
施

漏
え

い
：
未

実
施

目
視

：
異

常
な

し
作

動
：
異

常
な

し
漏

え
い

：
№

9
始

動
弁

に
シ

ー
ト

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
後

に
、

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
を

実
施

し
、

№
9
始

動
弁

に
シ

ー
ト

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
各

部
に

変
形

が
な

い
こ

と
、

弁
ケ

ー
ス

と
弁

棒
と

の
シ

ー
ト

面
に

当
た

り
の

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

弁
組

み
込

み
時

の
締

め
付

け
等

に
よ

り
シ

ー
ト

面
の

当
た

り
が

変
化

し
た

も
の

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

無
い

と
考

え
、

追
加

点
検

は
不

要
と

判
断

し
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

ク
ラ

ス
1

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機

電
動

機

-
分

解
点

検
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

分
解

点
検

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

№
8
燃

料
弁

の
ニ

ー
ド

ル
弁

先
端

に
折

損
を

確
認

し
た

。

・
負

荷
側

内
側

下
部

及
び

反
負

荷
側

メ
タ

ル
側

下
部

の
油

切
り

に
ク

ラ
ッ

ク
を

確
認

し
た

。
・
反

負
荷

側
機

外
側

オ
イ

ル
リ

ン
グ

の
捻

れ
の

判
定

基
準

値
逸

脱
を

確
認

し
た

。
・
固

定
子

楔
2
箇

所
に

緩
み

（
楔

長
さ

3
0
％

以
上

）
を

確
認

し
た

。
・
固

定
子

コ
イ

ル
に

コ
ロ

ナ
放

電
痕

を
確

認
し

た
。

2
1

1
8

2
3

非
常

用
予

備
発

電
装

置

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
4
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

高
圧

タ
ー

ビ
ン

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

目
視

点
検

打
診

試
験

目
視

：
中

間
軸

受
台

基
礎

部
（
グ

ラ
ウ

ト
部

）
に

ひ
び

を
確

認
し

た
。

中
間

軸
受

台
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
上

の
保

護
塗

装
面

の
一

部
に

剥
離

を
確

認
し

た
が

、
グ

ラ
ウ

ト
部

に
は

進
展

し
て

い
な

か
っ

た
。

打
診

：
異

常
な

し

ひ
び

割
れ

の
状

況
は

微
細

で
あ

り
、

剥
離

、
剥

落
に

至
る

よ
う

な
も

の
で

は
な

い
た

め
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

保
護

塗
装

面
の

剥
離

は
グ

ラ
ウ

ト
部

に
は

進
展

し
て

お
ら

ず
、

グ
ラ

ウ
ト

部
の

ひ
び

割
れ

の
状

況
も

微
細

で
あ

り
、

グ
ラ

ウ
ト

の
剥

離
、

剥
落

に
至

る
よ

う
な

も
の

で
は

な
い

た
め

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

2
4

-
目

視
点

検
-

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

、
油

切
り

と
ロ

ー
タ

が
接

触
し

損
傷

し
た

も
の

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

目
視

：
油

切
り

歯
先

の
損

傷
、

ロ
ー

タ
に

接
触

跡
を

確
認

し
た

。
蒸

気
タ

ー
ビ

ン
蒸

気
タ

ー
ビ

ン
N

3
1
-
C

0
0
1

高
圧

タ
ー

ビ
ン

B
主

タ
ー

ビ
ン

ク
ラ

ス
3

分
解

点
検

浸
透

探
傷

試
験

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
に

お
い

て
、

・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
オ

イ
ル

シ
ー

ル
リ

ン
グ

に
割

れ
・
中

間
軸

受
台

キ
ー

に
隙

間
、

変
形

、
割

れ ・
高

圧
車

室
キ

ー
に

隙
間

・
前

部
軸

受
台

キ
ー

に
隙

間
・
車

室
の

移
動

（
ワ

イ
ヤ

リ
ン

グ
計

測
結

果
に

よ
る

）
・
中

間
軸

受
台

、
低

圧
車

室
水

平
面

に
段

差 ・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
全

段
に

接
触

痕
・
高

圧
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
ロ

ー
タ

に
接

触
跡

・
ロ

ー
タ

位
相

角
検

出
用

ブ
ロ

ッ
ク

に
接

触
跡 ・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
内

、
外

輪
に

接
触

跡
・
＃

2
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

ホ
ワ

イ
ト

メ
タ

ル
と

ロ
ー

タ
ジ

ャ
ー

ナ
ル

部
に

接
触

跡
・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
全

段
に

接
触

跡
・
＃

１
、

2
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

外
輪

締
付

ボ
ル

ト
の

緩
み

・
＃

１
ス

ラ
ス

ト
軸

受
球

面
に

当
た

り
不

良
・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
球

面
間

隙
の

管
理

値
外

れ ・
浸

透
探

傷
試

験
の

結
果

、
ノ

ズ
ル

（
３

、
７

段
タ

ー
ビ

ン
側

）
に

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
5
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

低
圧

タ
ー

ビ
ン

N
3
1
-
C

0
0
2

-
目

視
点

検
A

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

、
油

切
り

と
ロ

ー
タ

が
接

触
し

損
傷

し
た

も
の

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

ク
ラ

ス
3

主
タ

ー
ビ

ン
B

目
視

：
油

切
り

歯
先

、
廻

り
止

め
支

持
金

具
の

損
傷

、
ロ

ー
タ

に
接

触
跡

を
確

認
し

た
。

分
解

点
検

浸
透

探
傷

試
験

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
に

お
い

て
、

・
高

圧
、

低
圧

Ａ
間

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

ガ
ー

ド
と

ロ
ー

タ
に

接
触

跡
・
高

圧
、

低
圧

Ａ
間

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

ガ
ー

ド
取

付
ボ

ル
ト

に
損

傷
・
９

～
１

４
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
１

５
～

１
７

段
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
に

接
触

痕 ・
内

車
、

外
車

軸
方

向
固

定
キ

ー
に

変
形

・
外

部
車

室
キ

ー
（
軸

方
向

固
定

キ
ー

、
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

）
に

隙
間

、
変

形
・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

に
変

形
・
内

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

に
隙

間
、

か
じ

り
・
内

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

取
付

ボ
ル

ト
に

変
形

・
車

室
の

移
動

（
ワ

イ
ヤ

リ
ン

グ
計

測
結

果
に

よ
る

）
・
内

部
車

室
、

外
部

車
室

ホ
ー

ル
ド

ダ
ウ

ン
ボ

ル
ト

に
変

形

・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
・
ノ

ズ
ル

パ
ッ

キ
ン

（
全

段
）
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
跡

・
ノ

ズ
ル

ラ
ジ

ア
ル

ス
ト

リ
ッ

プ
に

損
傷

・
＃

3
、

4
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

と
ロ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
部

に
接

触
跡

・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
に

凹
み

跡

・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

（
ス

プ
レ

ー
配

管
含

む
）
溶

接
部

に
浸

透
指

示
模

様
ノ

ズ
ル

（９
、

１
２

、
１

５
段

タ
ー

ビ
ン

側
）に

浸
透

指
示

模
様

・
ノ

ズ
ル

板
（
１

０
、

１
５

段
タ

ー
ビ

ン
側

）
に

欠
損

・
内

部
車

室
ヒ

ー
ト

バ
ッ

フ
ル

止
め

金
具

に
浸

食

を
確

認
し

た
。

2
5



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
6
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

目
視

：
油

切
り

歯
先

の
損

傷
、

ロ
ー

タ
に

接
触

跡
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
浸

透
探

傷
試

験
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

-

2
6

目
視

点
検

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

、
油

切
り

と
ロ

ー
タ

が
接

触
し

損
傷

し
た

も
の

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

N
3
1
-
C

0
0
2

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

B
蒸

気
タ

ー
ビ

ン
低

圧
タ

ー
ビ

ン
B

ク
ラ

ス
3

主
タ

ー
ビ

ン
そ

れ
ぞ

れ
の

部
位

に
お

い
て

、

・
９

～
１

４
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
１

５
～

１
７

段
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
に

接
触

痕 ・
内

車
、

外
車

軸
方

向
固

定
キ

ー
に

変
形

、
か

じ
り

・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

に
隙

間
・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

に
変

形
・
車

室
の

移
動

（
ワ

イ
ヤ

リ
ン

グ
計

測
結

果
に

よ
る

）

・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
（
全

段
）
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
跡

・
＃

５
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

と
ロ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
部

に
接

触
跡

・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
に

凹
み

跡

・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

・ノ
ズ

ル
（１

３
段

タ
ー

ビ
ン

側
、

１
６

段
発

電
機

側
）
に

浸
透

指
示

模
様

・
ノ

ズ
ル

板
（
１

１
段

タ
ー

ビ
ン

側
）
に

欠
損

・
内

部
車

室
ヒ

ー
ト

バ
ッ

フ
ル

止
め

金
具

に
浸

食
・
内

部
車

室
ジ

ョ
イ

ン
ト

シ
ー

ル
ド

板
ス

プ
リ

ン
グ

ワ
ッ

シ
ャ

ー
に

変
形

を
確

認
し

た
。



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
7
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

2
8

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

調
速

装
置

及
び

非
常

調
速

の
種

類

非
常

調
速

装
置

-
-

主
タ

ー
ビ

ン
ク

ラ
ス

3
B

目
視

点
検

目
視

：
異

常
な

し
基

本
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
分

解
点

検
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

非
常

ト
リ

ッ
プ

装
置

ト
リ

ッ
プ

心
棒

に
摩

耗
を

確
認

し
た

。

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

、
油

切
り

と
ロ

ー
タ

が
接

触
し

損
傷

し
た

も
の

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

目
視

点
検

は
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
に

て
実

施
し

た
。

-
ク

ラ
ス

3

2
7

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

C
低

圧
タ

ー
ビ

ン
-

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
に

お
い

て
、

・
内

車
／

外
車

軸
方

向
固

定
キ

ー
に

変
形 ・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

に
隙

間
、

変
形

・
車

室
の

移
動

（
ワ

イ
ヤ

リ
ン

グ
計

測
結

果
に

よ
る

）

・
９

～
１

１
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
１

２
～

１
６

段
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
に

接
触

痕 ・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
・
ノ

ズ
ル

パ
ッ

キ
ン

全
段

に
ロ

ー
タ

と
の

接
触

跡

・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

（
ス

プ
レ

ー
配

管
含

む
）
溶

接
部

に
浸

透
指

示
模

様
・ノ

ズ
ル

（１
７

段
タ

ー
ビ

ン
側

、
１

３
段

発
電

機
側

）
に

浸
透

指
示

模
様

・
ノ

ズ
ル

締
付

け
ボ

ル
ト

１
本

に
浸

食
を

確
認

し
た

。

分
解

点
検

浸
透

探
傷

試
験

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

分
解

点
検

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

-
発

電
機

本
体

-N
3
1
-
C

0
0
2

目
視

：
油

切
り

歯
先

の
損

傷
、

ロ
ー

タ
に

接
触

跡
を

確
認

し
た

。

-

B
ク

ラ
ス

3

発
電

機
電

気
設

備
-

発
電

機

主
タ

ー
ビ

ン
目

視
点

検

＜
軸

受
廻

り
詳

細
点

検
＞

・
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

と
軸

受
廻

り
部

品
の

接
触

に
よ

る
、

シ
ー

ル
ケ

ー
シ

ン
グ

、
内

側
、

外
側

の
各

油
切

り
歯

部
の

変
形

を
確

認
し

た
。

＜
ブ

ラ
シ

ホ
ル

ダ
ー

廻
り

詳
細

点
検

＞
・
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

と
コ

レ
ク

タ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

内
の

ブ
ラ

シ
ホ

ル
ダ

ー
の

接
触

に
よ

る
、

リ
テ

ー
ナ

ー
の

摩
耗

、
変

形
及

び
コ

レ
ク

タ
リ

ン
グ

の
接

触
痕

と
摩

耗
を

確
認

し
た

。
・
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

と
コ

レ
ク

タ
カ

バ
ー

防
風

板
の

接
触

に
よ

る
、

防
風

板
位

置
ず

れ
及

び
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

の
接

触
痕

を
確

認
し

た
。

＜
キ

ー
部

詳
細

点
検

＞
・
脚

板
ラ

イ
ナ

ー
の

は
み

出
し

を
確

認
し

た
。

・
セ

ン
タ

ー
キ

ー
部

の
変

形
を

確
認

し
た

。
・
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
キ

ー
ボ

ル
ト

の
緩

み
を

確
認

し
た

。
＜

固
定

子
本

格
点

検
＞

・
発

電
機

内
ド

レ
ン

警
報

器
に

水
を

確
認

し
た

。

2
9

C



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
8
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

3
0

Ａ
目

視
点

検
作

動
試

験
漏

え
い

確
認

目
視

：
ポ

ン
プ

ケ
ー

シ
ン

グ
ラ

グ
に

設
置

さ
れ

て
い

る
球

面
軸

受
の

外
輪

に
ズ

レ
を

確
認

し
た

。
作

動
：
未

実
施

漏
え

い
：
未

実
施

球
面

軸
受

自
体

に
損

傷
が

な
い

か
等

、
損

傷
状

態
を

把
握

す
る

た
め

に
、

追
加

点
検

を
実

施
す

る
。

要
詳

細
目

視
確

認
追

加
点

検
を

実
施

中
で

あ
る

。

3
1

Ｂ
目

視
点

検
作

動
試

験
漏

え
い

確
認

目
視

：
ポ

ン
プ

ケ
ー

シ
ン

グ
ラ

グ
に

設
置

さ
れ

て
い

る
球

面
軸

受
の

外
輪

に
ズ

レ
を

確
認

し
た

。
作

動
：
未

実
施

漏
え

い
：
未

実
施

球
面

軸
受

自
体

に
損

傷
が

な
い

か
等

、
損

傷
状

態
を

把
握

す
る

た
め

に
、

追
加

点
検

を
実

施
す

る
。

要
詳

細
目

視
確

認
追

加
点

検
を

実
施

中
で

あ
る

。

3
2

燃
料

設
備

燃
料

取
扱

装
置

燃
料

取
替

機
F
1
5
-
E
0
0
1

-
燃

料
取

替
機

ク
ラ

ス
2

B
目

視
点

検
作

動
試

験
目

視
：
異

常
な

し
作

動
：
ブ

リ
ッ

ジ
走

行
用

電
動

機
軸

封
部

ド
レ

ン
穴

よ
り

、
減

速
機

の
潤

滑
油

が
電

動
機

基
礎

上
に

滴
下

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

目
視

点
検

で
は

電
動

機
の

外
観

上
に

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
、

油
の

滴
下

痕
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
が

、
軸

封
部

の
詳

細
な

状
況

を
確

認
す

る
た

め
、

追
加

点
検

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。

要
分

解
点

検
軸

封
部

お
よ

び
オ

イ
ル

シ
ー

ル
の

シ
ー

ル
面

に
損

傷
等

の
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

ト
ロ

リ
部

ケ
ー

ブ
ル

ベ
ア

の
脱

輪
に

つ
い

て
は

、
そ

の
他

部
材

に
損

傷
が

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
地

震
の

影
響

に
よ

り
ケ

ー
ブ

ル
ベ

ア
が

レ
ー

ル
か

ら
脱

輪
し

た
も

の
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

判
断

し
た

。

否
-

-

下
記

箇
所

に
つ

い
て

は
、

・
北

側
走

行
用

ベ
ア

リ
ン

グ
ケ

ー
ス

カ
バ

ー
上

部
（
給

油
口

付
近

）
の

割
れ

に
つ

い
て

は
、

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

過
大

な
荷

重
が

加
わ

り
割

れ
が

発
生

し
た

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

こ
と

・
ケ

ー
ブ

ル
ボ

ッ
ク

ス
ゴ

ム
カ

バ
ー

の
破

れ
に

つ
い

て
は

、
地

震
に

よ
り

ケ
ー

ブ
ル

が
揺

れ
カ

バ
ー

が
破

れ
た

可
能

性
が

あ
る

こ
と

・
北

側
照

明
用

固
定

ボ
ル

ト
ナ

ッ
ト

の
緩

み
に

つ
い

て
は

、
地

震
に

よ
り

照
明

が
振

動
し

、
ボ

ル
ト

が
緩

ん
だ

可
能

性
が

あ
る

こ
と

・
走

行
用

リ
ミ

ッ
タ

ー
ア

ン
グ

ル
ボ

ル
ト

ナ
ッ

ト
の

緩
み

に
つ

い
て

は
、

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

リ
ミ

ッ
タ

ー
ア

ン
グ

ル
材

が
振

動
し

、
ボ

ル
ト

が
緩

ん
だ

可
能

性
が

あ
る

こ
と

・
運

転
席

後
方

ア
ク

リ
ル

板
の

割
れ

に
つ

い
て

は
、

地
震

前
に

は
割

れ
が

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
ア

ク
リ

ル
板

が
割

れ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

判
断

し
た

。

否
-

-

下
記

箇
所

に
つ

い
て

は
、

・
北

側
照

明
銘

板
の

リ
ベ

ッ
ト

外
れ

に
つ

い
て

は
、

リ
ベ

ッ
ト

取
付

け
部

に
錆

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

・
走

行
レ

ー
ル

の
錆

に
つ

い
て

は
、

開
放

さ
れ

た
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

に
隣

接
し

て
い

る
こ

と
か

ら
雨

水
の

浸
入

が
原

因
で

あ
る

発
錆

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

追
加

点
検

不
要

と
し

た
。

否
-

-

B
ク

ラ
ス

2
ク

レ
ー

ン
燃

料
取

扱
装

置
-

燃
料

設
備

U
3
1
-
E
0
0
1

原
子

炉
建

屋
ク

レ
ー

ン
目

視
：
当

該
箇

所
に

て
、

・
ト

ロ
リ

部
ケ

ー
ブ

ル
ベ

ア
の

脱
輪

・
北

側
走

行
用

ベ
ア

リ
ン

グ
ケ

ー
ス

カ
バ

ー
上

部
（
給

油
口

付
近

）
の

割
れ

・
ケ

ー
ブ

ル
ボ

ッ
ク

ス
ゴ

ム
カ

バ
ー

破
れ

・
北

側
照

明
固

定
ボ

ル
ト

ナ
ッ

ト
に

緩
み

・
走

行
リ

ミ
ッ

タ
ー

ア
ン

グ
ル

ボ
ル

ト
ナ

ッ
ト

に
緩

み
・
運

転
席

後
方

ア
ク

リ
ル

板
の

割
れ

・
北

側
照

明
銘

板
の

リ
ベ

ッ
ト

外
れ

・
南

側
走

行
レ

ー
ル

踏
み

面
に

錆
を

確
認

し
た

。

作
動

：
異

常
な

し

目
視

点
検

作
動

試
験

3
3

A
s

ク
ラ

ス
1

再
循

環
ポ

ン
プ

B
3
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

（
支

持
構

造
物

）

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
9
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

3
4

原
子

炉
本

体
原

子
炉

圧
力

容
器

内
部

構
造

物

蒸
気

乾
燥

器
①

蒸
気

乾
燥

器
ユ

ニ
ッ

ト
②

蒸
気

乾
燥

器
ハ

ウ
ジ

ン
グ

-
-

炉
内

構
造

物
ク

ラ
ス

3
A

目
視

点
検

目
視

：
蒸

気
乾

燥
器

の
据

付
用

ガ
イ

ド
近

傍
で

打
痕

及
び

変
形

が
確

認
さ

れ
た

。

蒸
気

乾
燥

機
は

炉
内

に
固

定
さ

れ
る

構
造

に
な

っ
て

お
り

、
地

震
発

生
後

に
蒸

気
乾

燥
機

が
正

規
の

位
置

か
ら

動
い

た
形

跡
が

な
い

こ
と

、
据

付
部

周
辺

の
炉

内
構

造
物

に
変

形
等

の
損

傷
は

な
く
健

全
で

あ
る

こ
と

か
ら

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

3
5

原
子

炉
本

体
原

子
炉

圧
力

容
器

内
部

構
造

物

シ
ュ

ラ
ウ

ド
ヘ

ッ
ド

-
-

炉
内

構
造

物
ク

ラ
ス

3
A

目
視

点
検

目
視

：
シ

ュ
ラ

ウ
ド

ヘ
ッ

ド
の

据
付

用
ガ

イ
ド

近
傍

で
打

痕
及

び
変

形
が

確
認

さ
れ

た
。

シ
ュ

ラ
ウ

ド
ヘ

ッ
ド

は
炉

内
に

固
定

さ
れ

る
構

造
に

な
っ

て
お

り
、

地
震

発
生

後
に

シ
ュ

ラ
ウ

ド
ヘ

ッ
ド

が
正

規
の

位
置

か
ら

動
い

た
形

跡
が

な
い

こ
と

、
据

付
部

周
辺

の
炉

内
構

造
物

に
変

形
等

の
損

傷
は

な
く
健

全
で

あ
る

こ
と

か
ら

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

3
6

計
測

制
御

系
統

設
備

ほ
う

酸
水

注
入

系
主

配
管

2
-

-
配

管
ク

ラ
ス

1
A

目
視

点
検

漏
え

い
確

認
目

視
：
配

管
保

温
材

に
変

形
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

：
異

常
な

し

保
温

材
下

の
配

管
に

損
傷

が
無

い
か

確
認

す
る

た
め

、
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。
要

詳
細

目
視

点
検

保
温

材
を

取
り

外
し

て
詳

細
目

視
点

検
を

実
施

し
た

結
果

、
配

管
に

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

3
7

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

設
備 圧

力
抑

制
室

プ
ー

ル
水

排
水

系

主
配

管
-

-
配

管
ノ

ン
ク

ラ
ス

B
目

視
点

検
漏

え
い

確
認

目
視

：
配

管
か

ら
の

漏
え

い
、

お
よ

び
漏

え
い

痕
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

：
当

該
配

管
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

９
箇

所
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

当
該

配
管

は
、

高
濃

度
の

塩
素

を
含

む
1
号

機
原

子
炉

複
合

建
屋

地
下

5
階

へ
の

流
入

水
を

圧
力

抑
制

室
プ

ー
ル

水
排

水
系

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

へ
移

送
し

た
際

に
、

3
号

機
側

の
配

管
に

も
流

入
し

た
こ

と
に

よ
る

、
塩

素
に

よ
る

腐
食

で
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

く
、

偶
発

的
な

事
象

で
あ

る
。

ピ
ン

ホ
ー

ル
以

外
の

異
常

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

原
因

が
明

ら
か

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

3
8

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
補

給
水

系
主

配
管

４
（
支

持
構

造
物

）
-

-
配

管
ノ

ン
ク

ラ
ス

C
目

視
点

検
目

視
：
当

該
配

管
サ

ポ
ー

ト
上

の
Ｕ

ボ
ル

ト
が

変
形

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

当
該

配
管

は
、

純
水

補
給

水
系

で
あ

り
、

大
き

な
熱

変
位

や
振

動
が

発
生

す
る

系
統

で
は

な
く
、

地
震

に
よ

り
ダ

ク
ト

に
変

位
が

生
じ

て
い

る
箇

所
で

あ
っ

た
た

め
、

地
震

の
影

響
で

Ｕ
ボ

ル
ト

が
変

形
し

た
も

の
と

判
断

し
た

。
配

管
の

健
全

性
を

確
か

め
る

た
め

、
追

加
点

検
要

と
判

断
し

た
。

　
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
予

定
し

て
い

た
。

要
詳

細
目

視
点

検
浸

透
探

傷
試

験
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

詳
細

目
視

点
検

、
浸

透
探

傷
試

験
を

実
施

し
、

サ
ポ

ー
ト

、
配

管
共

に
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

3
9

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

主
配

管
4

-
-

配
管

ク
ラ

ス
3

B
目

視
点

検
漏

え
い

確
認

目
視

：
復

水
給

水
系

配
管

の
ラ

グ
部

に
レ

ス
ト

レ
イ

ン
ト

と
の

擦
れ

跡
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

：
未

実
施

レ
ス

ト
レ

イ
ン

ト
と

の
擦

れ
跡

は
、

配
管

の
熱

移
動

方
向

と
一

致
し

て
お

り
、

近
接

す
る

オ
イ

ル
ス

ナ
ッ

バ
に

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

運
転

、
停

止
時

に
熱

移
動

し
た

際
に

レ
ス

ト
レ

イ
ン

ト
と

擦
れ

て
発

生
し

た
と

考
え

ら
れ

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

否
-

-

S
N

O
-

M
S
3
0
1
-

S
4
8

目
視

点
検

目
視

：
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

よ
り

油
の

滴
下

を
確

認
し

た
。

オ
イ

ル
ス

ナ
ッ

バ
自

体
の

外
観

に
異

常
は

認
め

ら
れ

ず
、

オ
イ

ル
ス

ナ
ッ

バ
本

体
等

に
変

形
等

の
損

傷
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
継

手
部

の
オ

イ
ル

シ
ー

ル
が

経
年

劣
化

し
に

じ
み

出
た

油
が

給
油

管
を

伝
っ

て
、

僅
か

に
垂

れ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
も

の
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

M
S
3
0
1
-

M
0
5
C

目
視

点
検

目
視

：
異

常
な

し
基

本
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
低

速
走

行
試

験
分

解
点

検
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

低
速

走
行

試
験

の
結

果
、

動
作

不
良

が
認

め
ら

れ
た

。

ク
ラ

ス
2

B
-

配
管

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
主

蒸
気

系
主

配
管

2
（
支

持
構

造
物

）

4
0



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
1
0
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

4
1

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系
廃

ス
ラ

ッ
ジ

系

主
配

管
（
支

持
構

造
物

）
-

-
配

管
ク

ラ
ス

3
Ｂ

目
視

点
検

目
視

：
異

常
な

し
基

本
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
詳

細
目

視
点

検
浸

透
探

傷
試

験
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

を
実

施
し

た
結

果
、

サ
ポ

ー
ト

溶
接

部
に

線
状

指
示

模
様

が
確

認
さ

れ
た

。

4
2

補
助

ボ
イ

ラ
ー

補
助

ボ
イ

ラ
ー

に
附

属
す

る
管

外
径

1
5
0
m

m
以

上
の

管

主
配

管
１

（
支

持
構

造
物

）

Ｘ
1
1
0
-

1
7
0
-
0
2

-
配

管
ク

ラ
ス

３
Ｃ

目
視

点
検

目
視

：
配

管
サ

ポ
ー

ト
ク

ラ
ン

プ
と

サ
ポ

ー
ト

鋼
材

の
接

触
跡

を
確

認
し

た
。

近
傍

の
配

管
溶

接
部

、
取

合
金

物
サ

ポ
ー

ト
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

地
震

の
影

響
に

よ
り

配
管

サ
ポ

ー
ト

ク
ラ

ン
プ

と
サ

ポ
ー

ト
鋼

材
に

接
触

に
よ

る
変

形
が

生
じ

た
と

判
断

し
た

。
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
追

加
点

検
を

実
施

す
る

。

要
浸

透
探

傷
試

験
現

在
、

追
加

点
検

の
実

施
を

予
定

し
て

い
る

。

4
3

燃
料

設
備

燃
料

貯
蔵

設
備

新
燃

料
貯

蔵
設

備
（
基

礎
ボ

ル
ト

）

-
-

燃
料

ラ
ッ

ク
類

ク
ラ

ス
2

C
目

視
点

検
打

診
試

験
目

視
：
基

礎
ボ

ル
ト

（
全

９
２

本
）
の

う
ち

、
６

本
に

緩
み

を
確

認
し

た
。

打
診

：
緩

み
が

確
認

さ
れ

た
基

礎
ボ

ル
ト

６
本

に
緩

み
に

起
因

す
る

と
み

ら
れ

る
打

音
が

確
認

さ
れ

た
。

緩
ん

で
い

た
基

礎
ボ

ル
ト

に
つ

い
て

損
傷

の
有

無
を

確
認

す
る

た
め

、
追

加
点

検
要

と
判

断
し

た
。

要
浸

透
探

傷
試

験
抜

き
取

り
の

際
に

か
じ

り
が

確
認

さ
れ

た
２

本
を

除
く
表

面
が

荒
れ

た
４

本
の

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
浸

透
探

傷
試

験
を

行
っ

た
結

果
、

浸
透

指
示

模
様

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

4
4

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

蒸
化

器
N

3
3
-
B

0
0
1

-
目

視
点

検
目

視
：
異

常
な

し
基

本
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
分

解
点

検
浸

透
探

傷
試

験
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

の
結

果
、

内
部

構
造

物
溶

接
部

に
指

示
模

様
を

確
認

し
た

。

4
5

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

復
水

器
N

3
3
-
B

0
0
2

-
目

視
点

検
目

視
：
異

常
な

し
基

本
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
分

解
点

検
浸

透
探

傷
試

験
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

分
解

点
検

の
結

果
、

水
室

内
部

溶
接

線
に

浸
食

を
確

認
し

た
。

グ
ラ

ウ
ト

部
の

ひ
び

割
れ

の
状

況
は

微
細

で
あ

り
、

剥
離

、
剥

落
に

至
る

よ
う

な
ひ

び
の

形
状

で
は

な
い

。
グ

ラ
ウ

ト
の

ひ
び

以
外

に
異

常
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

否
-

-

否
-

-

-

ワ
ッ

シ
ャ

ー
の

歪
み

は
軽

微
で

あ
り

、
ボ

ル
ト

自
体

に
損

傷
も

な
く
、

損
傷

範
囲

が
明

確
で

あ
る

こ
と

か
ら

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。
ま

た
、

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

の
緩

み
に

つ
い

て
は

、
ボ

ル
ト

自
体

に
損

傷
も

な
く
、

か
じ

り
も

発
生

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

目
視

点
検

打
診

試
験

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

ク
ラ

ス
3

復
水

器
A

ク
ラ

ス
3

目
視

：
異

常
な

し
目

視
点

検
復

水
器

N
6
1
-
B

0
0
1

復
水

器
(基

礎
ボ

ル
ト

)
N

6
1
-
B

0
0
1

熱
交

換
器

復
水

器
A

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

復
水

器
に

係
る

次
の

事
項

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

に
附

属
す

る
熱

交
換

器

目
視

：
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
部

）
に

軽
微

な
ひ

び
割

れ
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

摺
動

脚
基

礎
ボ

ル
ト

用
ワ

ッ
シ

ャ
ー

全
数

(１
２

個
）
に

歪
み

を
確

認
し

た
。

打
診

：
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

全
１

２
本

中
２

本
に

緩
み

を
確

認
し

た
。

各
部

位
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

・
器

内
補

強
管

2
本

の
溶

接
部

に
割

れ
・
器

内
抽

気
管

ラ
ギ

ン
グ

に
凹

み
・
上

部
伸

縮
継

手
整

流
板

に
ず

れ
・
器

内
補

強
管

に
浸

食
・
器

内
管

台
ス

リ
ー

ブ
に

浸
食

・
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

に
緩

み
を

確
認

し
た

。

分
解

点
検

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

B BB

ク
ラ

ス
3

4
6



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
1
1
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

復
水

器
(基

礎
ボ

ル
ト

)
N

6
1
-
B

0
0
1

Ｂ
復

水
器

ク
ラ

ス
3

B
目

視
点

検
打

診
試

験
目

視
：
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
全

数
(１

２
個

）
に

歪
み

を
確

認
し

た
。

打
診

：
異

常
な

し

ワ
ッ

シ
ャ

ー
の

歪
み

は
軽

微
で

あ
り

、
ボ

ル
ト

自
体

に
損

傷
も

な
く
、

損
傷

範
囲

が
明

確
で

あ
る

こ
と

か
ら

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

復
水

器
(基

礎
ボ

ル
ト

)
N

6
1
-
B

0
0
1

C
復

水
器

ク
ラ

ス
3

B
目

視
点

検
打

診
試

験
目

視
：
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
全

数
(１

２
個

）
に

歪
み

を
確

認
し

た
。

打
診

：
異

常
な

し

ワ
ッ

シ
ャ

ー
の

歪
み

は
軽

微
で

あ
り

、
ボ

ル
ト

自
体

に
損

傷
も

な
く
、

損
傷

範
囲

が
明

確
で

あ
る

こ
と

か
ら

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

4
9

A
目

視
点

検
目

視
：
異

常
な

し
基

本
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
分

解
点

検
浸

透
探

傷
試

験
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

の
結

果
、

内
部

構
造

物
溶

接
部

に
浸

透
指

示
模

様
を

確
認

し
た

。

5
0

Ｂ
目

視
点

検
目

視
：
異

常
な

し
基

本
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
分

解
点

検
浸

透
探

傷
試

験
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

の
結

果
、

内
部

構
造

物
溶

接
部

に
浸

透
指

示
模

様
を

確
認

し
た

。

5
1

A
目

視
点

検
目

視
：
異

常
な

し
基

本
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
分

解
点

検
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

渦
流

探
傷

試
験

分
解

点
検

に
て

水
室

外
部

マ
ン

ホ
ー

ル
の

ボ
ル

ト
・
ナ

ッ
ト

2
組

に
固

着
が

確
認

さ
れ

た
。

そ
の

他
の

部
品

の
変

形
、

損
傷

等
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

5
2

B
目

視
点

検
目

視
：
異

常
な

し
基

本
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
分

解
点

検
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

渦
流

探
傷

試
験

分
解

点
検

に
て

水
室

外
部

マ
ン

ホ
ー

ル
の

ボ
ル

ト
・
ナ

ッ
ト

2
組

に
固

着
が

確
認

さ
れ

た
。

そ
の

他
の

部
品

の
変

形
、

損
傷

等
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

4
7

復
水

給
水

系

-
分

解
点

検
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

各
部

位
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

・
器

内
抽

気
管

ラ
ギ

ン
グ

に
凹

み
・
タ

ー
ビ

ン
バ

イ
パ

ス
蒸

気
ダ

ン
パ

に
移

動
跡

・
上

部
伸

縮
継

手
整

流
板

に
ず

れ
、

整
流

板
の

タ
ッ

プ
溶

接
部

に
割

れ
・
器

内
補

強
管

に
浸

食
・
器

内
管

台
ス

リ
ー

ブ
に

浸
食

・
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

に
緩

み
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。
目

視
：
異

常
な

し

フ
ラ

ン
ジ

部
の

変
形

及
び

取
付

ボ
ル

ト
に

異
常

は
な

く
、

錆
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
逆

洗
時

等
の

圧
力

変
動

に
よ

り
水

室
フ

ラ
ン

ジ
部

か
ら

漏
え

い
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
今

回
の

地
震

以
前

か
ら

の
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
判

断
で

き
る

こ
と

か
ら

追
加

点
検

は
不

要
と

判
断

し
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

N
6
1
-
B

0
0
1

N
6
1
-
B

0
0
1

ク
ラ

ス
3

N
3
5
-
D

0
0
1

Ｂ C

復
水

器

目
視

点
検

ク
ラ

ス
3

復
水

器

ク
ラ

ス
3

B

目
視

：
水

室
フ

ラ
ン

ジ
部

に
漏

え
い

痕
を

確
認

し
た

。

復
水

器

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

復
水

器
に

係
る

次
の

事
項

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

復
水

器
に

係
る

次
の

事
項

給
水

加
熱

器

湿
分

分
離

器

第
1
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
1

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

復
水

器
B B B

分
解

点
検

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

目
視

点
検

-

4
8

各
部

位
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

、
・
器

内
抽

気
管

ラ
ギ

ン
グ

に
凹

み
・
上

部
伸

縮
継

手
整

流
板

に
ず

れ
・
整

流
板

の
タ

ッ
プ

溶
接

部
に

割
れ

・
器

内
補

強
管

に
浸

食
・
器

内
管

台
ス

リ
ー

ブ
に

浸
食

・
水

室
、

胴
体

エ
キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
指

示
模

様
）

・
水

室
内

面
防

汚
塗

装
に

割
れ

・
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

に
緩

み
を

確
認

し
た

。

ク
ラ

ス
3

湿
分

分
離

器



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
1
2
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

第
3
給

水
加

熱
器

(基
礎

ボ
ル

ト
)

目
視

点
検

打
診

試
験

目
視

：
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

打
診

：
異

常
な

し

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
等

に
よ

る
経

年
的

な
脚

の
変

形
が

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

支
持

機
能

を
有

す
る

固
定

脚
を

含
め

、
脚

部
の

機
能

維
持

へ
の

地
震

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
基

礎
ボ

ル
ト

の
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

要
超

音
波

探
傷

試
験

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
の

超
音

波
探

傷
試

験
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
等

に
よ

る
経

年
的

な
脚

の
変

形
が

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

支
持

機
能

を
有

す
る

固
定

脚
を

含
め

、
脚

部
の

機
能

維
持

へ
の

地
震

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
基

礎
ボ

ル
ト

の
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

要
超

音
波

探
傷

試
験

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
の

超
音

波
探

傷
試

験
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

当
該

ボ
ル

ト
の

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

施
工

当
初

か
ら

若
干

傾
い

て
取

付
け

ら
れ

て
い

た
こ

と
、

下
部

の
ナ

ッ
ト

溶
接

部
に

割
れ

等
が

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

否
-

-

第
3
給

水
加

熱
器

目
視

点
検

目
視

：
異

常
な

し
基

本
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
分

解
点

検
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

渦
流

探
傷

試
験

分
解

点
検

に
て

本
体

座
（
Ｓ

－
6
）
の

ソ
ケ

ッ
ト

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

そ
の

他
の

部
品

の
変

形
、

損
傷

等
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

第
３

給
水

加
熱

器
(基

礎
ボ

ル
ト

)

目
視

点
検

打
診

試
験

目
視

：
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

打
診

：
異

常
な

し

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
等

に
よ

る
経

年
的

な
脚

の
変

形
が

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

支
持

機
能

を
有

す
る

固
定

脚
を

含
め

、
脚

部
の

機
能

維
持

へ
の

地
震

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
基

礎
ボ

ル
ト

の
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

要
超

音
波

探
傷

試
験

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
の

超
音

波
探

傷
試

験
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

5
3

5
4

5
5

-
分

解
点

検
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

渦
流

探
傷

試
験

分
解

点
検

に
て

復
水

出
口

管
溶

接
部

に
ブ

ロ
ー

ホ
ー

ル
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

本
体

座
に

へ
こ

み
を

確
認

し
た

。
そ

の
他

の
部

品
の

変
形

、
損

傷
等

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

分
解

点
検

に
て

本
体

座
に

損
傷

を
確

認
し

た
。

そ
の

他
の

部
品

の
変

形
、

損
傷

等
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

分
解

点
検

（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

渦
流

探
傷

試
験

-
ク

ラ
ス

3
A

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

N
2
1
-
B

0
0
3

C
B

ク
ラ

ス
3

基
本

点
検

で
は

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

な
お

、
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。
目

視
：
異

常
な

し

目
視

：
異

常
な

し

目
視

点
検

B
給

水
加

熱
器

給
水

加
熱

器

B

目
視

：
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

　
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

の
ナ

ッ
ト

に
傾

き
（
４

本
中

１
本

）
を

確
認

し
た

。
ナ

ッ
ト

の
曲

が
り

が
確

認
さ

れ
た

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

目
視

点
検

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

当
該

基
礎

ボ
ル

ト
が

傾
い

て
取

付
け

ら
れ

て
い

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
打

診
：
異

常
な

し

目
視

点
検

打
診

試
験

目
視

点
検

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

第
3
給

水
加

熱
器

給
水

加
熱

器

N
2
1
-
B

0
0
3

第
３

給
水

加
熱

器

B

ク
ラ

ス
3

第
３

給
水

加
熱

器
(基

礎
ボ

ル
ト

)



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
1
3
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
等

に
よ

る
経

年
的

な
脚

の
変

形
が

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

支
持

機
能

を
有

す
る

固
定

脚
を

含
め

、
脚

部
の

機
能

維
持

へ
の

地
震

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
基

礎
ボ

ル
ト

の
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

要
超

音
波

探
傷

試
験

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
の

超
音

波
探

傷
試

験
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

当
該

ボ
ル

ト
の

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

施
工

当
初

か
ら

若
干

傾
い

て
取

付
け

ら
れ

て
い

た
こ

と
、

下
部

の
ナ

ッ
ト

溶
接

部
に

割
れ

等
が

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

否
-

-

第
４

給
水

加
熱

器
目

視
点

検
目

視
：
異

常
な

し
基

本
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
分

解
点

検
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

渦
流

探
傷

試
験

分
解

点
検

に
て

、
本

体
座

（
Ｓ

－
8
）
に

へ
こ

み
を

確
認

し
た

。
そ

の
他

の
部

品
の

変
形

、
損

傷
等

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

当
該

ボ
ル

ト
の

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

施
工

当
初

か
ら

若
干

傾
い

て
取

付
け

ら
れ

て
い

た
こ

と
、

下
部

の
ナ

ッ
ト

溶
接

部
に

割
れ

等
が

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

否
-

-

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
等

に
よ

る
経

年
的

な
脚

の
変

形
が

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

支
持

機
能

を
有

す
る

固
定

脚
を

含
め

、
脚

部
の

機
能

維
持

へ
の

地
震

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
基

礎
ボ

ル
ト

の
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

要
超

音
波

探
傷

試
験

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
の

超
音

波
探

傷
試

験
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

5
6

5
7

B
ク

ラ
ス

3
給

水
加

熱
器

A
目

視
：
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

　
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
４

本
中

２
本

）
を

確
認

し
た

。
ナ

ッ
ト

の
曲

が
り

が
確

認
さ

れ
た

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

目
視

点
検

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

当
該

基
礎

ボ
ル

ト
が

傾
い

て
取

付
け

ら
れ

て
い

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
打

診
：
異

常
な

し

目
視

点
検

打
診

試
験

目
視

点
検

打
診

試
験

目
視

：
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
の

隙
間

を
確

認
し

た
。

　
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
４

本
中

１
本

）
を

確
認

し
た

。
ナ

ッ
ト

の
曲

が
り

が
確

認
さ

れ
た

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

目
視

点
検

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

当
該

基
礎

ボ
ル

ト
が

傾
い

て
取

付
け

ら
れ

て
い

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
打

診
：
異

常
な

し

B
給

水
加

熱
器

ク
ラ

ス
3

N
2
1
-
B

0
0
4

B

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

第
４

給
水

加
熱

器
（
基

礎
ボ

ル
ト

）

第
４

給
水

加
熱

器
(基

礎
ボ

ル
ト

)



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
1
4
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

5
8

第
４

給
水

加
熱

器
（
基

礎
ボ

ル
ト

）

N
2
1
-
B

0
0
4

Ｃ
給

水
加

熱
器

ク
ラ

ス
3

B
目

視
点

検
打

診
試

験
目

視
：
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

打
診

：
異

常
な

し

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
等

に
よ

る
経

年
的

な
脚

の
変

形
が

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

支
持

機
能

を
有

す
る

固
定

脚
を

含
め

、
脚

部
の

機
能

維
持

へ
の

地
震

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
基

礎
ボ

ル
ト

の
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

要
超

音
波

探
傷

試
験

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
の

超
音

波
探

傷
試

験
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
等

に
よ

る
経

年
的

な
脚

の
変

形
が

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

支
持

機
能

を
有

す
る

固
定

脚
を

含
め

、
脚

部
の

機
能

維
持

へ
の

地
震

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
基

礎
ボ

ル
ト

の
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

要
超

音
波

探
傷

試
験

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
の

超
音

波
探

傷
試

験
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

地
震

の
影

響
に

よ
り

基
礎

ボ
ル

ト
が

曲
が

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
に

よ
り

ボ
ル

ト
の

伸
び

が
発

生
し

や
す

い
固

定
脚

の
ボ

ル
ト

に
つ

い
て

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

要
超

音
波

探
傷

試
験

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
の

超
音

波
探

傷
試

験
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

6
0

第
5
給

水
加

熱
器

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

Ｂ
給

水
加

熱
器

ク
ラ

ス
3

B
目

視
点

検
打

診
試

験
目

視
：
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
４

本
中

１
本

）
を

確
認

し
た

。
打

診
：
異

常
な

し

地
震

の
影

響
に

よ
り

基
礎

ボ
ル

ト
が

曲
が

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
に

よ
り

ボ
ル

ト
の

伸
び

が
発

生
し

や
す

い
固

定
脚

の
ボ

ル
ト

に
つ

い
て

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

要
超

音
波

探
傷

試
験

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
の

超
音

波
探

傷
試

験
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
等

に
よ

る
経

年
的

な
脚

の
変

形
が

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

支
持

機
能

を
有

す
る

固
定

脚
を

含
め

、
脚

部
の

機
能

維
持

へ
の

地
震

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
基

礎
ボ

ル
ト

の
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

要
超

音
波

探
傷

試
験

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
の

超
音

波
探

傷
試

験
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

地
震

の
影

響
に

よ
り

基
礎

ボ
ル

ト
が

曲
が

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
に

よ
り

ボ
ル

ト
の

伸
び

が
発

生
し

や
す

い
固

定
脚

の
ボ

ル
ト

に
つ

い
て

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

要
超

音
波

探
傷

試
験

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
の

超
音

波
探

傷
試

験
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

5
9

CA
給

水
加

熱
器

目
視

点
検

打
診

試
験

目
視

：
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
４

本
中

3
本

）
を

確
認

し
た

。
打

診
：
異

常
な

し

目
視

：
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
４

本
中

１
本

）
を

確
認

し
た

。
打

診
：
異

常
な

し

目
視

点
検

打
診

試
験

給
水

加
熱

器

6
1

ク
ラ

ス
3

ク
ラ

ス
3

第
5
給

水
加

熱
器

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

第
5
給

水
加

熱
器

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

N
2
1
-
B

0
0
5

BB



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
1
5
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

第
6
給

水
加

熱
器

目
視

点
検

目
視

：
ラ

ギ
ン

グ
エ

ン
ド

プ
レ

ー
ト

に
割

れ
が

確
認

さ
れ

た
。

ラ
ギ

ン
グ

エ
ン

ド
プ

レ
ー

ト
止

め
ボ

ル
ト

の
ま

わ
り

止
め

溶
接

部
近

傍
に

割
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
割

れ
は

、
溶

接
の

熱
影

響
部

に
発

生
し

た
微

細
な

割
れ

が
起

動
停

止
に

よ
る

熱
変

化
に

よ
っ

て
進

展
し

た
と

推
定

さ
れ

当
該

部
以

外
に

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

地
震

に
よ

る
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
分

解
点

検
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

渦
流

探
傷

試
験

分
解

点
検

に
て

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

第
6
給

水
加

熱
器

(基
礎

ボ
ル

ト
)

目
視

点
検

打
診

試
験

目
視

：
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

打
診

：
異

常
な

し

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
等

に
よ

る
経

年
的

な
脚

の
変

形
が

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

支
持

機
能

を
有

す
る

固
定

脚
を

含
め

、
脚

部
の

機
能

維
持

へ
の

地
震

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
基

礎
ボ

ル
ト

の
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

要
超

音
波

探
傷

試
験

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
の

超
音

波
探

傷
試

験
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

第
6
給

水
加

熱
器

目
視

点
検

目
視

：
異

常
な

し
基

本
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
な

お
、

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

-
分

解
点

検
（
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

浸
透

探
傷

試
験

渦
流

探
傷

試
験

渦
流

探
傷

試
験

に
て

、
伝

熱
管

の
つ

ま
り

（
1
、

0
8
8
本

中
1
本

）
を

確
認

し
た

。
そ

の
他

の
部

品
の

変
形

、
損

傷
等

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

第
6
給

水
加

熱
器

(基
礎

ボ
ル

ト
)

目
視

点
検

打
診

試
験

目
視

：
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

打
診

：
異

常
な

し

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
等

に
よ

る
経

年
的

な
脚

の
変

形
が

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

は
否

定
で

き
な

い
。

支
持

機
能

を
有

す
る

固
定

脚
を

含
め

、
脚

部
の

機
能

維
持

へ
の

地
震

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
基

礎
ボ

ル
ト

の
追

加
点

検
を

実
施

し
た

。

要
超

音
波

探
傷

試
験

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
の

超
音

波
探

傷
試

験
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

6
4

廃
棄

物
処

設
備 液

体
廃

棄
物

処
理

系
低

電
導

度
廃

液
系

低
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
槽

K
1
2
-
A

0
0
3

B
プ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
ク

ラ
ス

3
B

目
視

点
検

漏
え

い
確

認
目

視
：
当

該
サ

ン
プ

ル
槽

天
板

の
ゴ

ム
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

：
異

常
な

し

地
震

時
の

揺
れ

に
よ

っ
て

天
板

が
弾

性
範

囲
内

で
歪

ん
だ

際
に

、
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

た
も

の
と

判
断

し
た

。
パ

ッ
キ

ン
は

み
出

し
以

外
に

変
形

・
損

傷
等

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

6
5

廃
棄

物
処

設
備 液

体
廃

棄
物

処
理

系
高

電
導

度
廃

液
系

高
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
槽

K
1
3
-
A

0
0
3

B
プ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
ク

ラ
ス

3
B

目
視

点
検

漏
え

い
確

認
目

視
：
当

該
サ

ン
プ

ル
槽

天
板

の
ゴ

ム
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

て
い

る
こ

と
、

及
び

極
微

量
の

漏
え

い
痕

を
確

認
し

た
。

漏
え

い
：
異

常
な

し

地
震

時
の

揺
れ

に
よ

っ
て

天
板

が
弾

性
範

囲
内

で
歪

ん
だ

際
に

パ
ッ

キ
ン

が
は

み
出

し
た

こ
と

、
及

び
地

震
に

伴
う

保
有

水
の

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
よ

り
、

当
該

部
か

ら
極

微
量

の
漏

え
い

が
生

じ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

パ
ッ

キ
ン

は
み

出
し

以
外

に
変

形
・
損

傷
等

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

A
ク

ラ
ス

3

B

N
2
1
-
B

0
0
6

C
給

水
加

熱
器

給
水

加
熱

器

6
2

6
3

B
復

水
給

水
系

ク
ラ

ス
3

廃
棄

設
備

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
1
6
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

6
6

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

設
備 液

体
廃

棄
物

処
理

系
シ

ャ
ワ

ー
ド

レ
ン

系

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
系

収
集

槽
K
1
6
-
A

0
0
1

B
プ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
ノ

ン
ク

ラ
ス

B
目

視
点

検
漏

え
い

確
認

目
視

：
当

該
収

集
槽

上
部

マ
ン

ホ
ー

ル
付

近
に

漏
え

い
痕

（
2
箇

所
）
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

漏
え

い
：
異

常
な

し

地
震

時
の

揺
れ

に
よ

っ
て

弾
性

範
囲

内
で

歪
ん

だ
マ

ン
ホ

ー
ル

部
分

か
ら

、
地

震
に

伴
う

保
有

水
の

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
よ

り
、

当
該

部
か

ら
極

微
量

の
漏

え
い

が
生

じ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

漏
え

い
痕

以
外

に
変

形
・
損

傷
等

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

6
7

計
測

制
御

系
統

設
備

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
入

力
変

圧
器

A

C
8
1
-
J
0
0
1

A
変

圧
器

ク
ラ

ス
3

C
-

-
目

視
点

検
は

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
に

て
実

施
し

た
。

-
分

解
点

検
(予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
）

測
温

抵
抗

体
（
予

備
用

）
の

端
子

～
対

地
間

の
絶

縁
抵

抗
値

が
、

0
Ｍ

Ω
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

主
変

圧
器

（
基

礎
ボ

ル
ト

）

基
礎

ボ
ル

ト
全

１
６

本
が

折
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

所
内

変
圧

器
（
基

礎
ボ

ル
ト

）

基
礎

ボ
ル

ト
（
全

４
本

中
の

２
本

）
が

曲
が

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

・
放

圧
装

置
が

動
作

し
、

放
圧

管
か

ら
油

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
ま

た
、

放
圧

弁
が

動
作

し
た

こ
と

に
よ

り
内

部
に

空
気

が
混

入
し

本
体

ガ
ス

検
出

装
置

が
動

作
し

た
。

・
絶

縁
物

と
接

す
る

上
部

及
び

下
部

ヨ
ー

ク
側

脚
の

鉄
心

積
層

面
に

擦
れ

痕
が

確
認

さ
れ

た
。

・
絶

縁
物

、
固

定
金

物
等

の
内

部
部

品
に

ず
れ

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

分
解

点
検

(予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

）

-
目

視
点

検
は

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
に

て
実

施
し

た
。

-
-

ク
ラ

ス
3

C

-
C

・
地

震
の

影
響

に
よ

り
放

圧
装

置
が

動
作

し
、

放
圧

管
か

ら
油

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
・
巻

線
部

の
絶

縁
物

の
一

部
に

ず
れ

が
確

認
さ

れ
た

。

・
地

震
直

後
に

、
変

圧
器

二
次

側
の

接
続

母
線

部
ダ

ク
ト

か
ら

の
火

災
発

生
を

確
認

し
た

。
・
放

圧
装

置
が

動
作

し
、

放
圧

管
か

ら
油

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
・
二

次
ブ

ッ
シ

ン
グ

が
破

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

-

分
解

点
検

(予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

）

-

目
視

点
検

は
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
に

て
実

施
し

た
。

分
解

点
検

(予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

）

-
-

目
視

点
検

は
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
に

て
実

施
し

た
。

-

-

S
1
1
-
M

T
R

R
1
1
-

H
T
R

-
3

主
変

圧
器

所
内

変
圧

器

所
内

変
圧

器

変
圧

器

変
圧

器

変
圧

器

6
8

6
9

7
0

ク
ラ

ス
3

変
圧

器

BA

ク
ラ

ス
3

C
電

気
設

備



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
1
7
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

7
1

A
変

圧
器

ク
ラ

ス
3

C
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
放

圧
装

置
の

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
電

線
管

の
油

溜
り

及
び

放
圧

装
置

の
動

作
を

確
認

し
た

。
機

能
：
異

常
な

し

揺
れ

に
よ

り
放

圧
装

置
が

ご
く
僅

か
に

動
作

し
、

変
圧

器
本

体
油

が
少

し
ず

つ
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
部

に
溜

ま
り

、
徐

々
に

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
電

線
管

を
伝

わ
っ

て
溜

ま
っ

た
も

の
で

あ
る

た
め

、
地

震
の

影
響

と
判

断
し

た
。

放
圧

装
置

の
動

作
は

機
器

保
護

の
た

め
の

動
作

で
あ

り
機

器
の

損
傷

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
追

加
点

検
を

不
要

と
し

た
。

否
-

-

放
圧

管
か

ら
の

油
漏

れ
は

、
揺

れ
に

よ
り

変
圧

器
内

部
の

放
圧

装
置

に
加

わ
る

圧
力

が
変

動
し

た
こ

と
に

よ
り

放
圧

装
置

（
弁

）
が

動
作

し
放

圧
弁

か
ら

漏
油

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

放
圧

装
置

の
動

作
は

機
器

保
護

の
た

め
の

動
作

で
あ

り
機

器
の

損
傷

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
電

線
管

中
継

端
子

箱
の

水
抜

き
穴

よ
り

の
油

漏
れ

は
、

放
圧

装
置

（
弁

）
は

動
作

し
た

が
そ

の
下

流
部

に
あ

る
テ

フ
ロ

ン
薄

膜
が

完
全

に
破

れ
な

か
っ

た
た

め
放

圧
管

か
ら

の
排

油
量

が
少

量
に

な
り

、
放

圧
装

置
内

に
油

が
滞

留
し

、
放

圧
装

置
の

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

の
電

線
管

を
通

じ
て

電
線

管
中

継
端

子
箱

に
流

れ
込

み
端

子
箱

の
水

抜
き

穴
か

ら
漏

油
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

変
圧

器
内

部
の

タ
ッ

プ
リ

ー
ド

押
え

板
の

亀
裂

お
よ

び
固

定
用

絶
縁

ボ
ル

ト
の

破
損

は
、

地
震

の
影

響
に

よ
り

タ
ッ

プ
リ

ー
ド

線
が

振
ら

れ
て

ク
リ

ー
ト

に
力

が
加

わ
り

、
同

じ
ク

リ
ー

ト
に

支
持

さ
れ

て
い

る
剛

性
の

高
い

上
下

渡
り

線
の

押
さ

え
ク

リ
ー

ト
に

力
が

加
わ

り
、

破
損

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
損

傷
範

囲
特

定
の

た
め

、
追

加
点

検
要

と
判

断
し

た
。

要
分

解
点

検
分

解
点

検
の

結
果

、
基

本
点

検
で

確
認

さ
れ

た
部

位
以

外
の

タ
ッ

プ
リ

ー
ド

固
定

用
絶

縁
ボ

ル
ト

、
押

さ
え

ク
リ

ー
ト

に
も

損
傷

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

7
3

そ
の

他
の

発
電

装
置

蓄
電

池
及

び
充

電
器

直
流

2
5
0
V

蓄
電

池
R

4
2

-
蓄

電
池

ク
ラ

ス
3

C
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
N

o
.4

、
N

o
.2

9
、

N
o
.4

5
、

N
o
.4

7
セ

ル
の

測
定

比
重

が
基

準
値

を
逸

脱
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

蓄
電

池
の

外
観

に
異

常
が

な
い

こ
と

、
単

電
池

電
圧

、
総

電
圧

等
は

判
定

基
準

値
以

内
で

あ
る

こ
と

、
過

去
に

も
同

様
の

事
象

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

通
常

使
用

に
よ

る
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

目
視

：
・
放

圧
管

か
ら

の
油

漏
れ

・
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
用

電
線

管
中

継
端

子
箱

の
水

抜
き

穴
か

ら
の

油
漏

れ
・
変

圧
器

内
部

の
タ

ッ
プ

リ
ー

ド
押

え
板

の
亀

裂
・
固

定
用

絶
縁

ボ
ル

ト
の

破
損

を
確

認
し

た
。

機
能

：
異

常
な

し

C
目

視
点

検
機

能
確

認

S
1
2
-

L
S
T
r3

S
変

圧
器

B

低
起

動
変

圧
器

7
2

ク
ラ

ス
3

変
圧

器

電
気

設
備



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
1
8
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

7
4

電
気

設
備

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
発

電
機

固
定

子
冷

却
水

喪
失

検
出

装
置

）

固
定

子
冷

却
水

出
口

温
度

Ｎ
4
3
-
Ｔ

Ｅ
0
1
5

Ｃ
検

出
器

ク
ラ

ス
3

C
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
絶

縁
抵

抗
値

が
判

定
基

準
（
5
Ｍ

Ω
以

上
）
を

逸
脱

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

温
度

検
出

器
に

外
観

上
の

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

温
度

検
出

器
内

部
の

絶
縁

材
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

7
5

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
発

電
機

固
定

子
冷

却
水

温
度

高
検

出
装

置
）

固
定

子
冷

却
水

出
口

温
度

Ｎ
4
3
-
Ｔ

Ｅ
0
1
4

-
検

出
器

ク
ラ

ス
3

C
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
絶

縁
抵

抗
値

が
判

定
基

準
（
5
Ｍ

Ω
以

上
）
を

逸
脱

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

温
度

検
出

器
に

外
観

上
の

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

温
度

検
出

器
内

部
の

絶
縁

材
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

7
6

Ａ
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

モ
ー

ド
ス

イ
ッ

チ
を

「
1
0
E
+
5
」
と

し
た

際
、

ト
リ

ッ
プ

表
示

ラ
ン

プ
の

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

し
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

当
該

モ
ニ

タ
の

外
観

上
異

常
が

無
く
、

校
正

信
号

回
路

の
調

整
を

実
施

し
た

結
果

、
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

の
点

灯
が

正
常

に
確

認
で

き
た

こ
と

か
ら

、
ラ

ン
プ

不
点

は
校

正
信

号
回

路
の

経
年

的
な

ず
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

否
-

-

7
7

Ｂ
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

モ
ー

ド
ス

イ
ッ

チ
を

「
1
0
E
+
5
」
と

し
た

際
、

ト
リ

ッ
プ

表
示

ラ
ン

プ
の

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

し
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

当
該

モ
ニ

タ
の

外
観

上
異

常
が

無
く
、

校
正

信
号

回
路

の
調

整
を

実
施

し
た

結
果

、
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

の
点

灯
が

正
常

に
確

認
で

き
た

こ
と

か
ら

、
ラ

ン
プ

不
点

は
校

正
信

号
回

路
の

経
年

的
な

ず
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

否
-

-

7
8

Ｃ
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

モ
ー

ド
ス

イ
ッ

チ
を

「
1
0
E
+
5
」
と

し
た

際
、

ト
リ

ッ
プ

表
示

ラ
ン

プ
の

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

し
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

当
該

モ
ニ

タ
の

外
観

上
異

常
が

無
く
、

校
正

信
号

回
路

の
調

整
を

実
施

し
た

結
果

、
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

の
点

灯
が

正
常

に
確

認
で

き
た

こ
と

か
ら

、
ラ

ン
プ

不
点

は
校

正
信

号
回

路
の

経
年

的
な

ず
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

否
-

-

7
9

Ｄ
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
の

機
能

確
認

に
お

い
て

、
モ

ー
ド

ス
イ

ッ
チ

を
「
零

調
」
と

し
た

と
こ

ろ
、

ぺ
リ

オ
ド

指
示

が
ダ

ウ
ン

ス
ケ

ー
ル

の
ま

ま
と

な
る

事
象

を
確

認
し

た
。

当
該

ペ
リ

オ
ド

指
示

計
を

軽
く
打

振
し

た
こ

と
に

よ
り

指
示

が
復

帰
し

た
こ

と
及

び
、

外
観

上
異

常
が

無
く
、

他
の

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

に
も

異
常

は
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

ペ
リ

オ
ド

指
示

計
内

部
部

品
の

経
年

劣
化

に
よ

る
機

械
的

な
引

っ
か

か
り

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

C
5
1
-
Ｚ

6
0
1

中
性

子
源

領
域

計
測

装
置

S
Ｒ

Ｍ
ユ

ニ
ッ

ト
A

ク
ラ

ス
2

計
器

計
測

制
御

系
統

設
備



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
1
9
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

8
0

Ｂ
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

各
モ

ー
ド

ス
イ

ッ
チ

の
切

替
と

同
時

に
、

中
間

領
域

モ
ニ

タ
（
IR

M
）
の

指
示

が
変

動
し

レ
ン

ジ
ダ

ウ
ン

の
ラ

ン
プ

が
瞬

時
消

灯
し

、
再

点
灯

す
る

事
象

を
確

認
し

た
。

機
能

：
異

常
な

し

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
異

常
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

、
ま

た
同

様
の

事
象

は
過

去
に

も
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
く
、

中
性

子
源

領
域

モ
ニ

タ
（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
モ

ー
ド

ス
イ

ッ
チ

切
替

時
の

リ
レ

ー
の

接
点

動
作

ノ
イ

ズ
に

よ
る

影
響

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

8
1

Ｆ
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

各
モ

ー
ド

ス
イ

ッ
チ

の
切

替
と

同
時

に
、

中
間

領
域

モ
ニ

タ
（
IR

M
）
の

指
示

が
変

動
し

レ
ン

ジ
ダ

ウ
ン

の
ラ

ン
プ

が
瞬

時
消

灯
し

、
再

点
灯

す
る

事
象

を
確

認
し

た
。

機
能

：
異

常
な

し

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
異

常
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

、
ま

た
同

様
の

事
象

は
過

去
に

も
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
く
、

中
性

子
源

領
域

モ
ニ

タ
（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
モ

ー
ド

ス
イ

ッ
チ

切
替

時
の

リ
レ

ー
の

接
点

動
作

ノ
イ

ズ
に

よ
る

影
響

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

8
2

計
測

制
御

系
統

設
備

出
力

領
域

計
測

装
置

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
中

性
子

束
高

）
（
中

性
子

束
計

装
動

作
不

能
）

A
Ｐ

Ｒ
Ｍ

C
5
1
-
Ｚ

6
5
4

Ｅ
計

器
ク

ラ
ス

1
A

目
視

点
検

機
能

確
認

目
視

：
Ａ

Ｐ
Ｒ

Ｍ
流

量
ユ

ニ
ッ

ト
異

常
警

報
が

発
生

し
、

中
央

操
作

室
主

盤
に

て
F
L
O

W
(A

)比
較

器
異

常
ラ

ン
プ

、
出

力
領

域
モ

ニ
タ

盤
に

て
A

P
R

M
(E

)流
量

比
較

器
異

常
ラ

ン
プ

の
点

灯
を

確
認

し
た

。
機

能
：
異

常
な

し

基
本

点
検

（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
異

常
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

、
お

よ
び

警
報

発
生

時
に

現
場

の
流

量
変

換
器

の
ラ

ッ
ク

入
口

弁
の

操
作

を
実

施
し

て
お

り
、

ラ
ッ

ク
入

口
弁

復
旧

後
に

警
報

が
復

旧
し

た
こ

と
か

ら
、

警
報

発
生

の
要

因
は

ラ
ッ

ク
入

口
弁

操
作

時
の

ラ
ッ

ク
内

の
残

圧
の

影
響

に
よ

る
一

過
性

の
事

象
と

推
定

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

8
3

A
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
指

示
に

一
時

的
な

微
増

変
動

が
確

認
さ

れ
、

微
増

し
た

値
で

安
定

し
た

。
別

に
設

置
さ

れ
て

い
る

排
気

筒
放

射
線

モ
ニ

タ
（
S
C

IN
)の

指
示

に
変

化
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
機

能
：
異

常
な

し

一
時

的
に

指
示

は
上

昇
し

た
が

、
そ

の
後

正
常

な
指

示
に

復
帰

し
た

こ
と

、
ま

た
状

況
調

査
の

結
果

、
指

示
変

動
と

外
気

温
度

と
の

相
関

関
係

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
温

度
変

化
に

よ
る

一
時

的
な

事
象

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

8
4

Ｂ
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
指

示
に

一
時

的
な

微
増

変
動

が
確

認
さ

れ
、

微
増

し
た

値
で

安
定

し
た

。
別

に
設

置
さ

れ
て

い
る

排
気

筒
放

射
線

モ
ニ

タ
（
S
C

IN
)の

指
示

に
変

化
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
機

能
：
異

常
な

し

一
時

的
に

指
示

は
上

昇
し

た
が

、
そ

の
後

正
常

な
指

示
に

復
帰

し
た

こ
と

、
ま

た
状

況
調

査
の

結
果

、
指

示
変

動
と

外
気

温
度

と
の

相
関

関
係

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
温

度
変

化
に

よ
る

一
時

的
な

事
象

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

D
1
1
-

R
E
0
4
3

C
5
1
-
Z
6
0
2

中
間

領
域

計
測

装
置

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
中

性
子

束
高

）
（
中

性
子

計
装

動
作

不
能

）

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

検
出

器
排

気
筒

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｉ

Ｃ
）

ＩＲ
Ｍ

ユ
ニ

ッ
ト

A C
ク

ラ
ス

3

計
器

ク
ラ

ス
1

計
測

制
御

系
統

設
備

放
射

線
管

理
設

備



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
2
0
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

8
5

計
測

制
御

系
統

設
備

中
間

領
域

計
測

装
置

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
中

性
子

束
高

）
（
中

性
子

計
装

動
作

不
能

）

IR
M

（
検

出
器

）
C

5
1
-
IR

M
８ 個

検
出

器
ク

ラ
ス

1
A

目
視

点
検

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

目
視

：
異

常
な

し
機

能
：
検

出
器

A
/
B

/
D

/
G

の
絶

縁
抵

抗
値

が
判

定
基

準
（
1
．

0
Ｅ

6
Ω

以
上

）
を

逸
脱

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

漏
え

い
：
未

実
施

検
出

器
に

外
観

上
の

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

検
出

器
内

部
の

絶
縁

材
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

8
6

所
内

変
圧

器
３

Ｂ
温

度
高

継
電

器

-
-

目
視

点
検

目
視

：
所

内
変

圧
器

３
Ｂ

の
火

災
に

よ
り

、
計

器
の

信
号

ケ
ー

ブ
ル

を
収

納
す

る
端

子
箱

が
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

信
号

ケ
ー

ブ
ル

の
端

子
箱

が
激

し
く
焼

損
し

て
い

る
こ

と
か

ら
継

続
使

用
は

不
可

能
と

判
断

し
、

ま
た

損
傷

原
因

も
明

ら
か

で
あ

る
こ

と
か

ら
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

否
-

-

8
7

所
内

変
圧

器
３

Ｂ
衝

撃
油

圧
継

電
器

-
-

目
視

点
検

目
視

：
所

内
変

圧
器

３
Ｂ

の
火

災
に

よ
り

、
計

器
の

信
号

ケ
ー

ブ
ル

を
収

納
す

る
端

子
箱

が
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

信
号

ケ
ー

ブ
ル

の
端

子
箱

が
激

し
く
焼

損
し

て
い

る
こ

と
か

ら
継

続
使

用
は

不
可

能
と

判
断

し
、

ま
た

損
傷

原
因

も
明

ら
か

で
あ

る
こ

と
か

ら
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

否
-

-

8
8

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

過
電

流
継

電
器

M
/
C

3
S
A

-
1
-
4
B

-
5
0
-

5
1

R
/ T

継
電

器
ク

ラ
ス

3
C

目
視

点
検

機
能

確
認

目
視

：
異

常
な

し
機

能
：
単

体
試

験
に

て
Ｔ

相
瞬

時
要

素
（
5
0
）
の

接
触

不
良

を
確

認
し

た
。

2
相

（
Ｒ

、
Ｔ

相
）
の

う
ち

Ｒ
相

側
に

異
常

は
な

い
こ

と
、

工
場

搬
出

後
の

動
作

確
認

試
験

に
お

い
て

当
該

事
象

が
発

生
し

な
か

っ
た

こ
と

、
継

電
器

本
体

の
外

観
点

検
で

損
傷

等
の

異
常

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

コ
ン

タ
ク

ト
ブ

ラ
ッ

シ
と

接
点

支
え

の
隙

間
に

異
物

が
入

り
込

ん
だ

事
に

よ
る

接
点

の
接

触
不

良
で

あ
る

と
推

測
し

た
。

ま
た

、
継

電
器

の
取

り
外

し
ま

た
は

工
場

へ
の

移
動

の
際

に
異

物
が

外
れ

、
工

場
で

の
試

験
で

は
当

該
事

象
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

と
推

測
し

た
。

当
該

事
象

に
つ

い
て

は
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

8
9

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
主

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

発
電

機
後

備
保

護
継

電
器

（
距

離
継

電
器

（
過

電
流

保
護

）
）

H
1
1
-

P
6
7
5
-
1
-

4
4
G

R
継

電
器

ク
ラ

ス
3

C
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
Ｒ

相
の

位
相

特
性

（
Ｌ

Ａ
Ｇ

9
0
°

）
に

て
判

定
基

準
値

を
逸

脱
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

当
該

継
電

器
は

R
、

S
、

T
の

3
相

が
あ

る
が

、
3
相

と
も

外
観

目
視

上
は

異
常

が
無

く
、

特
性

の
判

定
基

準
逸

脱
が

確
認

さ
れ

た
の

は
Ｒ

相
の

み
で

あ
る

こ
と

及
び

、
過

去
に

も
同

様
の

事
象

は
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
素

子
の

経
年

劣
化

が
原

因
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

所
内

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

ク
ラ

ス
3

C
計

器
電

気
設

備



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
2
1
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

9
0

電
気

設
備

R
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
瞬

時
接

点
の

動
作

不
良

を
確

認
し

た
。

瞬
時

接
点

の
動

作
不

良
は

、
可

動
接

点
部

が
表

示
器

ブ
ロ

ッ
ク

に
引

っ
か

か
っ

た
た

め
に

、
可

動
接

点
の

動
作

が
遅

れ
て

発
生

し
た

も
の

で
あ

る
。

可
動

接
点

部
の

引
っ

か
か

り
は

、
過

去
の

継
電

器
動

作
の

繰
り

返
し

に
よ

り
可

動
接

点
と

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
が

接
触

を
繰

り
返

し
た

た
め

に
表

示
器

ブ
ロ

ッ
ク

が
摩

耗
し

て
生

じ
た

も
の

で
あ

り
、

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
に

摩
耗

痕
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
、

継
電

器
本

体
に

外
観

上
の

損
傷

は
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

9
1

S
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
瞬

時
要

素
の

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
の

破
損

を
確

認
し

た
。

機
能

：
異

常
な

し

継
電

器
の

外
観

上
に

表
示

器
以

外
の

異
常

は
な

か
っ

た
こ

と
、

盤
収

納
状

態
で

は
表

示
器

ブ
ロ

ッ
ク

と
接

触
す

る
も

の
が

な
い

こ
と

、
表

示
器

ブ
ロ

ッ
ク

の
カ

バ
ー

に
は

損
傷

が
な

か
っ

た
こ

と
、

盤
内

に
表

示
器

ブ
ロ

ッ
ク

の
破

損
片

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

過
去

の
点

検
時

等
に

お
い

て
当

該
箇

所
に

力
が

加
わ

り
破

損
し

た
も

の
で

あ
り

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

継
電

器
の

動
作

に
も

異
常

は
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

9
2

発
電

機
サ

イ
リ

ス
タ

整
流

器
盤

H
2
1
-
P

2
2
7

-
調

整
器

ク
ラ

ス
3

C
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
サ

イ
リ

ス
タ

整
流

器
盤

内
設

置
の

サ
イ

リ
ス

タ
ト

レ
イ

の
位

置
ず

れ
が

ず
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

サ
イ

リ
ス

タ
ト

レ
イ

の
位

置
ず

れ
に

伴
う

、
主

回
路

部
品

の
放

電
痕

を
確

認
し

た
。

機
能

：
異

常
な

し

地
震

に
よ

る
盤

全
体

へ
の

衝
撃

や
揺

れ
に

よ
り

、
サ

イ
リ

ス
タ

整
流

器
盤

内
設

置
の

サ
イ

リ
ス

タ
ト

レ
イ

の
位

置
が

ず
れ

た
も

の
で

あ
る

。
機

能
確

認
で

健
全

性
に

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

、
原

因
お

よ
び

損
傷

範
囲

が
明

ら
か

な
た

め
、

追
加

点
検

は
不

要
と

判
断

し
た

。

否
-

-

9
3

K
1
1
-

L
S
0
0
3

A
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
計

器
設

定
値

の
接

断
差

が
計

器
精

度
を

逸
脱

し
て

お
り

、
調

整
で

き
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

機
能

確
認

の
結

果
、

接
断

差
が

計
器

精
度

を
逸

脱
し

て
い

た
が

、
精

度
内

に
調

整
で

き
な

か
っ

た
。

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
液

位
（
K
1
1
-
L
S
0
0
4
）
と

は
同

じ
サ

ン
プ

の
計

器
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

を
否

定
で

き
な

い
た

め
、

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

要
分

解
点

検
浸

透
探

傷
試

験
液

位
計

の
分

解
点

検
を

実
施

し
、

ス
イ

ッ
チ

機
構

部
の

動
作

確
認

お
よ

び
フ

ロ
ー

ト
部

の
浸

透
探

傷
試

験
を

実
施

し
た

結
果

、
計

器
に

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

9
4

K
1
1
-

L
S
0
0
4

A
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
計

器
設

定
値

の
接

断
差

が
計

器
精

度
を

逸
脱

し
て

お
り

、
調

整
で

き
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

機
能

確
認

の
結

果
、

接
断

差
が

計
器

精
度

を
逸

脱
し

て
い

た
が

、
精

度
内

に
調

整
で

き
な

か
っ

た
。

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
液

位
（
K
1
1
-
L
S
0
0
3
）
と

は
同

じ
サ

ン
プ

の
計

器
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

を
否

定
で

き
な

い
た

め
、

追
加

点
検

を
実

施
し

た
。

要
分

解
点

検
浸

透
探

傷
試

験
液

位
計

の
分

解
点

検
を

実
施

し
、

ス
イ

ッ
チ

機
構

部
の

動
作

確
認

お
よ

び
フ

ロ
ー

ト
部

の
浸

透
探

傷
試

験
を

実
施

し
た

結
果

、
計

器
に

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
放

射
性

ド
レ

ン
移

送
系

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

計
器

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
液

位

励
磁

電
源

変
圧

器
過

電
流

継
電

器

H
2
1
-

P
2
2
5
-
5
1
E

継
電

器

ノ
ン

ク
ラ

ス
CC

ク
ラ

ス
3



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
2
2
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

9
5

原
子

炉
格

納
施

設
原

子
炉

格
納

容
器

貫
通

部
制

御
・
計

装
X
-
3
0
0

B
原

子
炉

格
納

容
器

及
び

付
属

機
器

ク
ラ

ス
1

A
s

目
視

点
検

漏
え

い
確

認
目

視
：
電

気
配

線
貫

通
部

の
ケ

ー
ブ

ル
処

理
箱

蓋
の

ボ
ル

ト
2
本

が
折

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

確
認

：
未

実
施

2
8
本

中
2
6
本

は
健

全
で

あ
り

ボ
ル

ト
に

緩
み

は
な

か
っ

た
こ

と
、

蓋
に

外
観

上
異

常
が

な
く
ガ

タ
つ

き
が

な
か

っ
た

こ
と

、
ボ

ル
ト

の
折

損
箇

所
が

ボ
ル

ト
の

中
間

部
で

あ
っ

た
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

な
事

象
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

点
検

等
に

お
い

て
ケ

ー
ブ

ル
処

理
箱

蓋
の

取
付

・
取

外
し

が
繰

り
返

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
ボ

ル
ト

が
劣

化
し

折
損

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

9
6

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
主

蒸
気

系
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

逃
が

し
弁

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

B
2
1
-
A

0
0
1

N
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

ク
ラ

ス
1

A
s

目
視

点
検

漏
え

い
確

認
目

視
：
Ｕ

バ
ン

ド
と

ベ
ー

ス
プ

レ
ー

ト
と

の
取

付
け

ボ
ル

ト
8
本

中
1
本

の
固

定
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

の
う

ち
、

上
側

の
ナ

ッ
ト

1
個

が
未

取
付

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
漏

え
い

：
未

実
施

8
本

中
7
本

の
固

定
用

ボ
ル

ト
に

は
緩

み
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

、
隣

接
す

る
設

備
に

異
常

が
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
、

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
本

体
に

異
常

は
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

な
い

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

9
7

放
射

線
管

理
設

備
プ

ロ
セ

ス
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備

格
納

容
器

内
雰

囲
気

モ
ニ

タ
盤

H
1
1
-
P

6
3
9

-
制

御
盤

・
電

源
盤

ク
ラ

ス
2

A
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
格

納
容

器
雰

囲
気

モ
ニ

タ
盤

の
端

子
部

の
接

続
確

認
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

盤
内

計
器

用
ラ

ッ
ク

シ
ャ

ー
シ

裏
面

に
入

線
さ

れ
て

い
る

ア
ー

ス
ケ

ー
ブ

ル
の

圧
着

端
子

に
折

損
が

2
箇

所
確

認
さ

れ
た

。
ま

た
、

ひ
び

の
あ

る
圧

着
端

子
が

1
箇

所
確

認
さ

れ
た

。
機

能
：
異

常
な

し

当
該

箇
所

は
、

点
検

時
に

模
擬

信
号

入
力

の
た

め
、

当
該

ケ
ー

ブ
ル

を
よ

け
て

、
試

験
ケ

ー
ブ

ル
を

繰
り

返
し

接
続

替
え

を
し

て
い

る
た

め
、

圧
着

端
子

部
に

応
力

が
か

か
り

、
折

損
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
ケ

ー
ブ

ル
自

体
の

重
量

は
軽

く
、

地
震

に
よ

る
ケ

ー
ブ

ル
の

揺
れ

で
端

子
の

折
損

・
ひ

び
を

引
き

起
こ

す
よ

う
な

応
力

は
発

生
し

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

9
8

直
流

2
5
0
V

充
電

器
常

用
R

4
2
-
P

0
0
7

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

3
C

目
視

点
検

機
能

確
認

目
視

：
マ

グ
ネ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
の

リ
ー

ド
線

の
断

線
が

確
認

さ
れ

た
。

機
能

：
異

常
な

し

当
該

充
電

器
盤

の
他

サ
ー

ジ
ア

ブ
ソ

ー
バ

（
8
個

）
に

は
断

線
が

な
か

っ
た

こ
と

、
充

電
器

盤
に

外
観

構
造

上
の

異
常

は
な

か
っ

た
こ

と
、

当
該

の
リ

ー
ド

線
自

体
の

重
量

は
軽

く
、

地
震

に
よ

る
リ

ー
ド

線
の

揺
れ

で
断

線
を

引
き

起
こ

す
よ

う
な

応
力

は
発

生
し

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

9
9

直
流

2
5
0
V

充
電

器
予

備
R

4
2
-
P

0
1
2

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

3
C

目
視

点
検

機
能

確
認

目
視

：
マ

グ
ネ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
（
コ

ン
デ

ン
サ

）
の

液
漏

れ
が

確
認

さ
れ

た
。

機
能

：
異

常
な

し

サ
ー

ジ
ア

ブ
ソ

ー
バ

（
コ

ン
デ

ン
サ

）
の

液
漏

れ
で

あ
り

、
コ

ン
デ

ン
サ

の
液

漏
れ

は
過

去
に

も
確

認
さ

れ
て

い
る

事
象

（
経

年
劣

化
し

た
コ

ン
デ

ン
サ

の
一

般
的

な
事

象
）
で

あ
る

こ
と

か
ら

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

1
0
0

直
流

1
2
5
V

充
電

器
3
B

R
4
2
-
P

0
0
1

B
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

1
A

s
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
直

流
過

電
流

継
電

器
の

単
体

動
作

試
験

に
お

い
て

、
動

作
不

良
が

確
認

さ
れ

た
。

継
電

器
の

外
観

に
異

常
は

な
く
、

同
一

電
源

盤
に

取
り

付
け

ら
れ

て
い

る
他

の
継

電
器

に
異

常
は

見
ら

れ
ず

、
過

去
に

他
号

機
の

同
型

継
電

器
で

も
同

様
の

動
作

不
良

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
内

部
回

路
（
コ

ン
デ

ン
サ

部
）
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

1
0
1

直
流

1
2
5
V

H
P

C
S

充
電

器
常

用

R
4
2
-
P

0
0
3

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

1
A

s
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
7
2
Ｃ

1
の

配
線

用
遮

断
器

（
Ｍ

Ｃ
Ｃ

Ｂ
）
ト

リ
ッ

プ
試

験
に

お
い

て
、

配
線

用
遮

断
器

（
Ｍ

Ｃ
Ｃ

Ｂ
）
ト

リ
ッ

プ
後

、
リ

セ
ッ

ト
で

き
な

い
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

配
線

用
遮

断
器

の
外

観
に

異
常

は
な

く
、

マ
イ

ク
ロ

ス
イ

ッ
チ

部
の

グ
リ

ス
固

着
が

原
因

と
考

え
ら

れ
、

過
去

に
も

同
様

の
事

象
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
く
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

否
-

-

そ
の

他
の

発
電

装
置

蓄
電

池
及

び
充

電
器



設
備

点
検

に
よ

り
異

常
が

確
認

さ
れ

た
設

備
一

覧
表

（
2
3
/
2
3
）

基
本

点
検

基
本

点
検

結
果

考
察

追
加

点
検

要
否

追
加

点
検

追
加

点
検

結
果

機
器

名
称

№
設

備
区

分
（
2
）

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度

基
本

点
検

追
加

点
検

機
器

番
号

種 類
機

種
耐

震
重

要
度

1
0
2

6．
9ｋ

Ｖ
 メ

タ
ク

ラ
 3

Ｓ
B

-
2

M
/
C

3
S
B

-
2

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

3
C

目
視

点
検

機
能

確
認

目
視

：
「
M

/
C

3
S
B

-
2
受

電
」
真

空
遮

断
器

（
V

C
B

）
の

投
入

コ
イ

ル
固

定
用

ガ
イ

ド
ピ

ン
が

折
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

機
能

：
異

常
な

し

同
一

電
源

盤
内

の
他

の
遮

断
器

に
は

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
、

ガ
イ

ド
ピ

ン
は

２
本

あ
る

が
折

損
が

確
認

さ
れ

た
の

は
１

本
の

み
だ

っ
た

こ
と

、
同

様
の

事
象

が
地

震
以

前
に

も
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
開

閉
動

作
時

の
振

動
に

よ
り

応
力

が
繰

り
返

し
加

わ
っ

た
た

め
に

折
損

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

1
0
3

6．
9ｋ

Ｖ
 メ

タ
ク

ラ
 3

Ｃ
M

/
C

3
C

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

1
A

s
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
異

常
な

し
機

能
：
遮

断
器

（
5
Ａ

）
に

お
い

て
補

助
リ

レ
ー

の
導

通
不

良
を

確
認

し
た

。

補
助

リ
レ

ー
の

接
点

に
酸

化
被

膜
が

形
成

さ
れ

導
通

不
良

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
、

補
助

リ
レ

ー
の

外
観

に
異

常
が

な
い

こ
と

、
過

去
に

も
同

様
の

事
象

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
し

た
。

否
-

-

1
0
4

6．
9ｋ

Ｖ
 メ

タ
ク

ラ
 3

Ｄ
M

/
C

3
D

-
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

1
A

s
目

視
点

検
機

能
確

認
目

視
：
遮

断
器

（
４

Ａ
）
に

お
い

て
、

制
御

接
触

器
の

ア
ー

ク
シ

ュ
ー

ト
に

ひ
び

割
れ

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
機

能
：
異

常
な

し

破
損

し
て

い
た

制
御

接
触

器
の

ア
ー

ク
シ

ュ
ー

ト
は

焼
成

品
で

あ
る

た
め

、
焼

成
巣

等
の

製
造

時
の

内
在

し
て

い
た

欠
陥

が
遮

断
器

の
開

閉
振

動
に

よ
り

顕
在

化
し

た
も

の
と

推
察

さ
れ

る
こ

と
、

遮
断

器
内

の
取

付
位

置
に

お
い

て
は

他
の

構
造

物
等

に
接

触
す

る
可

能
性

は
な

い
こ

と
、

お
よ

び
同

様
の

事
象

が
地

震
前

に
も

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

、
追

加
点

検
は

不
要

と
し

た
。

（
焼

成
品

内
部

の
巣

等
の

欠
陥

は
、

焼
成

品
に

お
い

て
一

般
に

確
認

さ
れ

て
い

る
事

象
で

あ
る

。
）

否
-

-

1
0
5

計
測

制
御

系
統

設
備

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
A

C
8
1
-
P

0
0
1

A
制

御
盤

電
源

盤
ク

ラ
ス

3
C

目
視

点
検

機
能

確
認

目
視

：
出

力
変

圧
器

盤
の

接
地

形
計

器
用

変
圧

器
（
Ｇ

Ｐ
Ｔ

）
ヒ

ュ
ー

ズ
ホ

ル
ダ

ー
取

付
け

用
ネ

ジ
部

の
損

傷
が

確
認

さ
れ

た
。

機
能

：
未

実
施

ヒ
ュ

ー
ズ

ホ
ル

ダ
ー

取
付

け
用

ネ
ジ

部
の

損
傷

は
、

点
検

等
に

お
い

て
ヒ

ュ
ー

ズ
の

取
外

し
・
取

付
が

繰
り

返
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

ホ
ル

ダ
ー

を
固

定
し

て
い

る
ネ

ジ
に

ス
ト

レ
ス

が
掛

か
り

ネ
ジ

部
の

損
傷

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
し

た
。

他
の

接
地

形
計

器
用

変
圧

器
（
Ｇ

Ｐ
Ｔ

）
、

ホ
ル

ダ
ー

に
は

異
常

が
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。

否
-

-

電
気

設
備

所
内

母
線

受
電

用
6
.9

kV
遮

断
器

起
動

母
線

受
電

用
6
.9

kV
遮

断
器

所
内

母
線

-
起

動
母

線
連

絡
用

6
.9

kV
遮

断
器

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9

kV
遮

断
器

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

用
6
.9

kV
遮

断
器
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目視点検が困難な箇所に対する点検結果 



№ 機種名 部位名 分類
点検ができ
ない理由

点検ができ
ない部位

点検方法 点検内容
地震応答解析

の有無

1 循環水ポン
プ

③ 埋設 グラウト内に埋
め込まれている
基礎ボルト

基礎ボルト近傍のモ
ルタルの割れ・剥離・
剥落を目視点検によ
り確認

・損傷（基礎ボルトの損傷等）するほどの地
震力を受けた場合、グラウト及び基礎台の
割れや剥離・剥落などを伴うことから、左記
の部位について目視点検を実施し健全性
を確認した。

無

2 原子炉補
機冷却海
水ポンプ
基礎ボルト

③ 埋設 グラウト内に埋
め込まれている
基礎ボルト

基礎ボルト近傍のモ
ルタルの割れ・剥離・
剥落を目視点検によ
り確認

・損傷（基礎ボルトの損傷等）するほどの地
震力を受けた場合、グラウト及び基礎台の
割れや剥離・剥落などを伴うことから、左記
の部位について目視点検を実施し健全性
を確認した。

無

3 高圧炉心
スプレイ
ディーゼル
補機冷却
海水ポンプ
基礎ボルト

③ 埋設 グラウト内に埋
め込まれている
基礎ボルト

・基礎ボルト近傍のモ
ルタルの割れ・剥離・
剥落を目視点検によ
り確認
・地震応答解析

・損傷（基礎ボルトの損傷等）するほどの地
震力を受けた場合、グラウト及び基礎台の
割れや剥離・剥落などを伴うことから、左記
の部位について目視点検を実施し健全性
を確認した。
・地震応答解析による評価により、許容応
力内であることを確認した。

有

4 燃料取替
機

走行用レー
ル の 締 付
けボルト

③ 埋設 グラウト内に埋
め込まれている
締付ボルト

モルタル部割れ及び
塗膜の割れ、剥がれ
の確認による目視点
検

・損傷（基礎ボルトの損傷等）するほどの地
震力を受けた場合、モルタルの割れや塗
膜の割れ、剥れなどを伴うことから、左記
の部位について目視点検を実施し健全性
を確認した。

無

5 原子炉圧
力容器ドレ
ンノズル

① 狭隘部 原子炉圧力容
器ドレンノズル
（N15）

・漏えい試験
・地震応答解析

・漏えい確認により、損傷の有無が確認可
能であり、原子炉圧力容器の通常運転圧
力の1.1倍以上の圧力で漏えい試験を実施
し、異常の無いことを確認する。
・地震応答解析による評価より、評価基準
値内であること確認する。

有

6 原子炉圧
力容器基
礎ボルト

② 狭隘部及
び埋設

内周側基礎ボ
ルト６０本

・外周側基礎ボルト６
０本の目視点検及び
打診試験
・地震応答解析

・外周側基礎ボルト６０本の目視点検及び
打診試験を実施し、健全性を確認する。
（地震時の加わる荷重は，内側に比べ外
側基礎ボルトのほうが大きいと考えられ
る。）
・地震応答解析による評価より、評価基準
値内であること確認した。

有

7 給 水 系 ス
パージャ配
管

② 狭隘部 サーマルスリー
ブ部

・サーマルスリーブに
接続される給水ス
パージャ及びティー部
の目視点検
・地震応答解析

・炉内側からの目視点検により、サーマル
スリーブに接続されたティー部及びスパー
ジャの変形等の有無により、当該部の健
全性を確認し，異常が無いことを確認し
た。
・地震応答解析による評価より、評価基準
値内であることを確認した。

有

8 ジェットポン
プライザー
配管

② 狭隘部 サーマルスリー
ブ部

・サーマルスリーブに
接続されるライザー管
の目視点検
・地震応答解析

・炉内側からの目視点検により、サーマル
スリーブに接続されたライザー管の変形等
の有無により、当該部の健全性を確認し，
異常が無いことを確認した。
・地震応答解析による評価より、評価基準
値内であることを確認した。

有

9 残 留 熱 除
去系（低圧
注水配管）

② 狭隘部 サーマルスリー
ブ部

・サーマルスリーブに
接続される低圧注水
配管の目視点検
・地震応答解析

・炉内側からの目視点検により、サーマル
スリーブに接続された低圧注水配管の変
形等の有無により、当該部の健全性を確
認し，異常が無いことを確認した。
・地震応答解析による評価より、評価基準
値内であることを確認した。

有

10 高圧・低圧
炉心スプレ
イ配管

② 狭隘部 サーマルスリー
ブ部

・サーマルスリーブに
接続される高圧・低圧
炉心スプレイ配管及
びヘッダ部の目視点
検
・地震応答解析

・炉内側からの目視点検により、サーマル
スリーブに接続された高圧・低圧炉心スプ
レイ配管及びヘッダ部の変形等の有無に
より、当該部の健全性を確認し，異常が無
いことを確認した。
・地震応答解析による評価より、評価基準
値内であることを確認した。

有

原子炉圧
力容器及
び付属機
器

① 目視点検が不可であるが、他の基本点検または追加点検で地震影響の検出が可能。

② 点検対象の一部の目視点検で，点検対象全体の健全性を確認。

③ コンクリート等への埋設により，点検対象部位周辺の地震影響の検出を行うことにより点検対象部位の健全性を確認。

目視点検困難で代替点検を実施した箇所

炉内構造
物

立形ポン
プ

1



№ 機種名 部位名 分類
点検ができ
ない理由

点検ができ
ない部位

点検方法 点検内容
地震応答解析

の有無

目視点検困難で代替点検を実施した箇所

11 燃料プール
冷 却 浄 化
系
主配管

① 埋設 建屋躯体埋設
配管

・燃料プールの漏えい
検知管からの漏えい
確認
・躯体側と配管側部
の変位想定箇所の目
視点検

・埋設配管は燃料プール周辺であり、配管
の損傷があった場合、プールの漏えい検
知管より検知可能であるため、漏えい検知
管からの漏えい確認を行う。
・躯体部から出た部分に配管側と躯体側
の変位が発生する可能性が高く、その部
位について目視点検を実施し、異常のない
ことを確認した。

無

12 液 体 廃 棄
物 処 理 系
主配管

② 埋設 ドライウェルサ
ンプ下出口配
管

・漏えい確認 ・ドライウェルサンプの漏えい確認により、
損傷の有無が確認可能であるため、漏え
い確認を実施した。

無

13 原子炉冷
却材浄化
系
主配管

① 狭隘部 原子炉圧力容
器ドレンノズル
との取合配管

・漏えい試験
・地震応答解析

・漏えい確認により、損傷の有無が確認可
能であり、原子炉圧力容器の通常運転圧
力の1.1倍以上の圧力で漏えい試験を実施
し、異常の無いことを確認する。
・地震応答解析による評価より，許容応力
内であることを確認する。

有

14 制御棒駆
動系

① 狭隘部 原子炉圧力容
器生体遮へい
壁からペデスタ
ル

・漏えい試験
・地震応答解析

・漏えい確認により、損傷の有無が確認可
能であり、原子炉圧力容器の通常運転圧
力の1.1倍以上の圧力で漏えい試験を実施
し、異常の無いことを確認する。
・地震応答解析による評価より，許容応力
内であることを確認する。

有

15 ほう酸水注
入系

① 狭隘部 原子炉圧力容
器と注入ライン
配管

・漏えい試験
・地震応答解析

・漏えい確認により、損傷の有無が確認可
能であり、原子炉圧力容器の通常運転圧
力の1.1倍以上の圧力で漏えい試験を実施
し、異常の無いことを確認する。
・地震応答解析による評価より，許容応力
内であることを確認した。

有

16 原子炉格
納容器及
び付属機
器

上部、下部
シアラグ

① 狭隘部 上部、下部シヤ
ラグ

・上部シアラグについ
て原子炉格納容器内
面より目視点検
・地震応答解析

・原子炉格納容器内面側の目視点検によ
り、シアラグの健全性を確認し，異常が無
いことを確認した。
・地震応答解析による評価により、評価基
準値内であることを確認する。

有

17 計装ラック 基礎ボルト ③ 埋設 計装ラックのモ
ルタル内に埋め
込まれている部
分（埋込金物・
チャンネルベー
ス等）

以下の点検で代替目
視点検
・モルタル部割れの有
無
・塗膜の割れ・剥がれ
の有無
・ベース筐体とのズレ
の有無
・地震応答解析

・基礎部が損傷（基礎ボルトの損傷等）す
るほどの地震力を受けた場合、モルタルの
割れやベースと筐体のずれ、筐体の変形
などを伴うことから、モルタル部割れの有
無等について目視点検を実施することで基
礎部の健全性を確認した。
・地震応答解析による評価より，許容応力
内であることを確認した。

有

18 再結合装
置

加熱器
装置内配
管

① 加熱器
ヒータボッ
クス内配管

加熱器
装置内配管

・漏えい試験
・作動試験
・機能試験（昇温試
験）

・損傷するほどの地震力を受けた場合、漏
えい確認および作動試験・機能試験（昇温
試験）の結果に影響が生じる。これらの試
験結果から、異常のないことを確認した。

無

19 電気ヒー
タ

可燃性ガス
濃度制御
系再結合
装置加熱
器ヒータ

① 機器内 ヒータ本体 ・導通試験
・絶縁抵抗測定
・地震応答解析

・導通試験や絶縁抵抗測定により、ヒータ
の損傷（断線等）の有無を確認した。また、
機能確認（通電試験）において電流値を確
認することにより、健全性を確認した。
・地震応答解析による評価より，許容応力
内であることを確認した。

有

① 目視点検が不可であるが、他の基本点検または追加点検で地震影響の検出が可能。
② 点検対象の一部の目視点検で，点検対象全体の健全性を確認。
③ コンクリート等への埋設により，点検対象部位周辺の地震影響の検出を行うことにより点検対象部位の健全性を確認。

配管

2
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追加点検結果一覧表 



追加点検結果一覧表（1／4）

点検範囲 点検機器 点検方法 備考

立形ポンプ 低圧炉心スプレイ系ポンプ 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

立形ポンプ 原子炉補機冷却海水ポンプ(A) 1 台 分解点検 異常あり インペラに侵食、インペラ、シャフト、インペラキー、イン
ペラナットに腐食、インペラ、マフカップリング、マフカップ
リングキー、インペラキーに浸透指示模様を確認した。

熱交換器建屋

立形ポンプ 低圧復水ポンプ(A) 1 台 分解点検 未 タービン建屋

立形ポンプ 循環水ポンプ(A) 1 台 分解点検 異常あり インペラに浸透指示模様を確認した。 循環水建屋

立形ポンプ サービス建屋高電導度廃液サンプポンプ(A) 1 台 分解点検 異常なし － サービス建屋

横形ポンプ 燃料プール冷却浄化系ﾎﾟﾝﾌﾟ(A) 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

横型ポンプ 原子炉補機冷却水ポンプ(C) 1 台 分解点検 異常あり インペラに浸透指示模様を確認した。 熱交換器建屋

横形ポンプ 高圧復水ポンプ(B) 1 台 分解点検 異常あり 上下半ケーシング内面に浸食を確認した。 タービン建屋

往復動ポンプ ほう酸水注入系ポンプ(B) 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

電動機 制御棒駆動水ポンプ電動機(B) 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

電動機 原子炉補機冷却海水ポンプ電動機(A)(B) 2 台 分解点検 異常あり (A)において、スペースヒータ端子箱のフレキシブルコネ
クタ破損、フリンジャーの取付けにあたり、締め代がなく
ガタつく状況であることを確認した。

熱交換器建屋

電動機 原子炉補機冷却水ポンプ電動機(B) 1 台 分解点検 異常なし － 熱交換器建屋

電動機 原子炉冷却材再循環ポンプ電動機(B) 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

電動機 高圧炉心スプレイ系ポンプ電動機 1 台 分解点検 異常あり 固定子巻線の楔に緩み、上部油冷管の配管接続部より
リークを確認した。

原子炉建屋

電動機 高圧復水ポンプ電動機(B)(C) 2 台 分解点検 異常あり (B)にオイルリングに捻れの判定基準値逸脱を確認し
た。(C)に固定子巻線の楔に緩み、オイルリングに捻れ
の判定基準値逸脱を確認した。

タービン建屋

電動機 電動機駆動原子炉給水ポンプ電動機(B) 1 台 分解点検 異常あり 油切り(負荷側内側下部、反負荷側メタル側下部)にク
ラックを、オイルリングに捻れの判定基準値逸脱、固定
子巻線の楔に緩み、固定子巻線コイルにコロナ放電痕
を確認した。

タービン建屋

電動機 復水移送ポンプ電動機(C) 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

電動機 タービン建屋高電導度廃液サンプポンプ電動機(B) 1 台 分解点検 異常なし － タービン建屋

電動機 タービン建屋低電導度廃液サンプポンプ電動機(B) 1 台 分解点検 異常なし － タービン建屋

電動機 原子炉建屋原子炉棟高電導度廃液サンプポンプ電
動機(B)(E)

2 台 分解点検 異常あり (Ｂ)において、ブラケット内径寸法が許容値を逸脱してい
ることを確認した。

原子炉建屋

ファン 非常用ガス処理系排風機(A) 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

ファン Ｔ／B送風機(B) 1 台 分解点検 異常なし － タービン建屋

ファン Ｓ／Bホットラボ送風機(B) 1 台 分解点検 異常なし － サービス建屋

空気圧縮機 計装用圧縮空気系空気圧縮機(A) 1 台 分解点検 異常なし － タービン建屋

弁 主蒸気逃がし安全弁 15 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

弁 主蒸気系主要弁(B21-F002B，003A) 2 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

非常用ディーゼル発電機 ディーゼル機関(H) 1 台 分解点検 異常あり №8燃料弁のニードル弁先端に折損を確認した。 原子炉建屋

非常用ディーゼル発電機 調速装置及び非常調速装置(H) 2 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

非常用ディーゼル発電機 排気タービン過給機(H) 2 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

非常用ディーゼル発電機 機関付清水ポンプ(H) 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

非常用ディーゼル発電機 空気圧縮機(H－２) 1 台 分解点検 異常あり ３段ピストン連接棒ピン軸受けの転動体(ベアリングロー
ラー)に脱落を確認した。

原子炉建屋

非常用ディーゼル発電機 非常用ディーゼル発電機(B) 1 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

制御棒駆動機構 制御棒駆動機構 13 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

アキュムレータ 水圧制御ユニット 4 台 分解点検 異常なし － 原子炉建屋

横形ポンプ 原子炉隔離時冷却系ポンプ 1 台 分解点検 異常なし －

横形ポンプ タービン駆動原子炉給水ポンプ(A)(B) 2 台 分解点検 異常なし －

ポンプ駆動用タービン 原子炉隔離時冷却系ポンプ背圧式蒸気タービン 1 台 分解点検 異常なし －

ポンプ駆動用タービン 原子炉給水ポンプ駆動用蒸気タービン(A)(B) 2 台 分解点検 異常あり (B)に、ロータのバランスウェイトに浸食を確認した。
(A)は点検継続中である。

主タービン 主タービン 6 台 分解点検 異常あり ＜高圧タービン＞
・翼(動翼と静翼)に接触痕
・中間軸受台、前部軸受台、高圧車室キーに隙間、変形
・オイルシールリングに割れ
・車室に移動
等を確認した。
＜低圧タービン＞
・翼(動翼と静翼)に摩耗・接触痕
・各部キーに隙間、変形
・車室に移動
等を確認した。

高・低圧タービンに、通常でも確認されている蒸気による
浸食等を確認した。

＜非常調速装置＞
非常トリップ装置トリップ心棒に損傷確認した。

調速装置については点検を継続中である。

発電機 発電機本体 1 台 分解点検 異常あり ＜軸受廻り詳細点検＞
・軸受廻り油切りの変形を確認した。
＜ブラシホルダー廻り詳細点検＞
・リテーナーの摩耗、変形及びコレクタリングの接触痕と
摩耗を確認した。
・防風板位置ずれ及び回転子シャフトの接触痕を確認し
た。
＜キー部、基礎ボルト詳細点検＞
・脚板ライナーの飛び出しを確認した。
・コレクタ側アライメントキーボルトの緩みを確認した。
・センターキー部の変形を確認した。
＜固定子本格点検＞
・発電機内ドレン警報器に水を確認した。

【動的機器】機種および建屋ごとに代表１機器等

【動的機器】駆動源が蒸気である等の理由により，作動試験が実施出来ない機器

結果数量



追加点検結果一覧表（2／4）

点検範囲 点検機器 点検方法 備考結果数量

配管 制御棒駆動系 1 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 放射線ドレン移送系 4 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 低電導度廃液系 1 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 高電導度廃液系 15 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 廃スラッジ系 13 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 濃縮廃液系 12 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 シャワードレン系 7 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 主蒸気系 4 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 復水給水系 2 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 気体廃棄物処理系 3 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 補給水系 13 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 原子炉補機冷却水系 14 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 高圧炉心スプレイディーゼル
補機冷却水系

6 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 計装用圧縮空気系 5 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 所内蒸気系 16 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 非常用ガス処理系 2 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 不活性ガス系 12 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 主蒸気系(原子炉建屋) 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

配管 主蒸気系(タービン建屋) 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

配管 抽気系 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

配管 補助蒸気系 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

配管 給水加熱器ドレン系 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

配管 給水加熱器ベント系 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

配管 原子炉隔離時冷却系 1 系統 詳細目視点検 異常なし －

熱交換器 グランド蒸気蒸化器 1 台 分解点検 異常あり 内部構造物溶接部に浸透指示模様を確認した。

熱交換器 グランド蒸気復水器 1 台 分解点検 異常あり 水室内部溶接部に浸食を確認した。

復水器，給水加熱器，湿
分分離器

第１給水加熱器(A)(B) 2 台 分解点検 異常あり (A)(B)において、ボルト・ナットの固着を確認した。

復水器，給水加熱器，湿
分分離器

第２給水加熱器(A)(B) 2 台 分解点検 異常なし －

復水器，給水加熱器，湿
分分離器

第３給水加熱器(A)(B)(C) 3 台 分解点検 異常あり (A)において、復水出口管溶接部にブローホール、本体
座にへこみを確認した。
(B)において、本体座に損傷を確認した。
(C)において、本体座のソケット溶接部に浸透指示模様
を確認した。

復水器，給水加熱器，湿
分分離器

第４給水加熱器(A)(B)(C) 3 台 分解点検 異常あり (B)において、本体座にへこみを確認した。

復水器，給水加熱器，湿
分分離器

第５給水加熱器(A)(B)(C) 3 台 分解点検 異常なし －

復水器，給水加熱器，湿
分分離器

第６給水加熱器(A)(B)(C) 3 台 分解点検 異常あり (C)において、渦流探傷試験にて、スケールが原因の伝
熱管のつまりを確認した。

復水器，給水加熱器，湿
分分離器

第6給水加熱器ドレン冷却器(A)(B)(C) 3 台 分解点検 異常なし －

復水器，給水加熱器，湿
分分離器

湿分分離器(A)(B) 2 台 分解点検 異常あり (A)(B)に内部構造物溶接部に浸透指示模様を確認し
た。

空気抽出器 蒸気式空気抽出器(A)(B) 4 台 分解点検 異常なし －

タンク 第６給水加熱器ドレンタンク
(A)(B)(C)

3 台 分解点検 異常なし －

【配管】内包する流体が蒸気である等の理由により，現時点で運転圧による漏えいができない箇所

【復水器等】内包する流体が蒸気である等の理由により，現時点で運転圧による漏えい確認ができない箇所

【配管】建屋貫通部に施設される箇所



追加点検結果一覧表（3／4）

点検範囲 点検機器 点検方法 備考結果数量

24 詳細目視点検

3 超音波探傷試験

12 詳細目視点検

2 超音波探傷試験

30 詳細目視点検

4 超音波探傷試験
トルク確認

6 詳細目視点検

2 超音波探傷試験

10 詳細目視点検

2 トルク確認

10 詳細目視点検

2 超音波探傷試験
トルク確認

20 詳細目視点検

2 超音波探傷試験

10 詳細目視点検

2 超音波探傷試験
トルク確認

44 詳細目視点検

4 超音波探傷試験

120 詳細目視点検

12 超音波探傷試験
トルク確認

12 詳細目視点検

2 超音波探傷試験
トルク確認

8 詳細目視点検

2 超音波探傷試験
トルク確認

4 詳細目視点検

2 トルク確認

740 詳細目視点検

80 超音波探傷試験

16 詳細目視点検

2 超音波探傷試験
トルク確認

4 詳細目視点検

2 超音波探傷試験
トルク確認

16 詳細目視点検

4 超音波探傷試験
トルク確認

18 詳細目視点検

2 超音波探傷試験
トルク確認

24 詳細目視点検

3 超音波探傷試験

4 詳細目視点検

2 トルク確認

10 詳細目視点検

2 トルク確認

配管 制御棒駆動系 1 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 放射線ドレン移送系 4 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 低電導度廃液系 1 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 高電導度廃液系 15 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 廃スラッジ系 13 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常あり サポート溶接部に指示模様を確認した。. ・貫通部数

配管 濃縮廃液系 12 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 シャワードレン系 7 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 主蒸気系 4 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 復水給水系 2 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 気体廃棄物処理系 3 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 補給水系 13 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 原子炉補機冷却水系 14 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 高圧炉心スプレイディーゼル
補機冷却水系

6 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 計装用圧縮空気系 5 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 所内蒸気系 16 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 非常用ガス処理系 2 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

配管 不活性ガス系 12 箇所 詳細目視点検
浸透探傷試験

異常なし － ・貫通部数

【支持構造物等】建屋貫通部に施設される配管近傍のサポ-ト等(配管に準ずる箇所)

 【基礎部】機種ごとに代表１機器および原子炉建屋フロアごとに代表１機器

原子炉建屋

原子炉建屋

原子炉建屋

原子炉建屋

熱交換器建屋

タービン建屋

タービン建屋

原子炉建屋

原子炉建屋

熱交換器建屋

タービン建屋

タービン建屋

原子炉建屋

タービン建屋

原子炉建屋

原子炉建屋

タービン建屋

原子炉建屋

立形ﾎﾟﾝﾌﾟ 低圧炉心スプレイ系ポンプ

原子炉給水ポンプ駆動用蒸気タービン(A)

原子炉補機冷却水ポンプ(C)

異常なし －

－異常なし

制御盤，電源盤，充電器

ほう酸水注入系貯蔵タンク
本

本

本

蒸気式空気抽出器(A)(B)
(中間冷却器含) 本

アキュームレータ 水圧制御ユニット

ろ過脱塩器

本

原子炉建屋

空気抽出器

本
MCR再循環フィルタ特殊フィルタ

タンク

R/A床漏えい検出現場盤

ストレーナ／フィルタ 原子炉補機冷却海水系
ストレーナ(A) 本

本

本

本

タービン建屋

原子炉建屋

横形ﾎﾟﾝﾌﾟ

本

除湿塔

本

計装用圧縮空気系除湿装置除湿塔(A)

本

本

本

本

計器・継電器・調整器・検
出器・変換器

主ﾀｰﾋﾞﾝ 低圧タービン(A)

原子炉圧力容器基礎ボルト原子炉圧力容器

復水器、給水加熱器
、湿分分離器

熱交換器 残留熱除去系熱交換器(A)

C71-D002A
Ｒ／B上部水平方向地震加速度

計装用圧縮空気系空気圧縮機(A)

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機

非常用ガス処理系排風機(A)

ディーゼル機関(H)

空気圧縮機

ﾎﾟﾝﾌﾟ駆動用ﾀｰﾋﾞﾝ

ファン

電動機 電動機駆動給水ポンプ(A)電動機

本

原子炉冷却材浄化系
ろ過脱塩器(A)

本

本

第１給水加熱器(A)

本

本

非常用ディーゼル発電機(B)

異常なし －

異常なし －

－異常なし

異常なし －

－異常なし

異常なし －

異常なし －

－異常なし

異常なし －

異常なし -

異常なし －

異常なし －

異常なし －

異常なし －

異常なし －

異常なし －

－異常なし

異常なし －

異常なし －



追加点検結果一覧表（4／4）

点検範囲 点検機器 点検方法 備考結果数量

メカニカルスナッバ 原子炉建屋設置 13 台 低速走行試験 異常なし － 主蒸気系、ほう酸水
注入系、高圧炉心
スプレイ系、原子炉
冷却材再循環系、
可燃性ガス濃度制
御系

メカニカルスナッバ タービン建屋設置 11 台 低速走行試験 異常あり 主蒸気系主配管２において、低速走行試験の結果、固
着による動作不良を確認した。

主蒸気系、抽気系

復水器，給水加熱器，湿
分分離器

復水器(A)(B)(C) 3 台 分解点検 異常あり 復水器(A)(B)(C)に上部伸縮継手整流板のずれ、内部構
造物のへこみ、(Ａ)に器内補強管の溶接部に割れ、
(B)(C)にタップ溶接部の割れ、(B)にタービンバイパス蒸
気ダンパの移動痕等を確認した。点検を継続中である。

原子炉冷却材再循環ポンプ可変周波数電源装置入
力変圧器(A)(B)

2 台 目視点検※
分解点検

異常あり (A)において、測温抵抗体(予備用)の端子～対地間の絶
縁抵抗値が０ＭΩであることを確認した。

※追加点検に包含
して実施

主変圧器 1 台 目視点検※
分解点検

異常あり ・基礎ボルトの折損を確認した。
・放圧装置の動作および本体ガス検出装置の動作を確
認した。
・内部部品にずれを確認した。
・上部及び下部ヨーク側脚の鉄心積層面に擦れ痕を確
認した。

※追加点検に包含
して実施

所内変圧器(A)(B) 2 台 目視点検※
分解点検

異常あり (A)において、
・巻線部の絶縁物の一部にずれを確認した。
・放圧装置が動作し、放圧管からの油漏れを確認した。
(B)において、
・基礎ボルトの曲がりを確認した。
・二次ブッシングの破損を確認した。
・放圧装置が動作し、放圧管からの油漏れを確認した。

※追加点検に包含
して実施

【復水器・変圧器】構造が複雑でかつ性能に対する地震力の影響が懸念される機器

【支持構造物等】内包する流体が蒸気である等の理由により，現時点で運転時の指示値の確認が出来ない箇所

変圧器
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３号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に 

係る総合評価 

  



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

※
1

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

2
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
、

漏
え

い
は

給
復

水
系

水
張

り
直

前
に

実
施

）
※

１
基

礎
ボ

ル
ト

は
グ

ラ
ウ

ト
内

に
埋

め
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

グ
ラ

ウ
ト

お
よ

び
基

礎
台

の
割

れ
や

塗
膜

の
剥

離
・
剥

落
な

ど
を

伴
う

こ
と

か
ら

、
代

替
と

し
て

基
礎

ボ
ル

ト
近

傍
の

モ
ル

タ
ル

部
の

目
視

点
検

を
実

施
し

、
健

全
性

を
確

認
し

た
。

※
２

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
イ

ン
ペ

ラ
に

浸
透

指
示

模
様

が
確

認
さ

れ
た

。
浸

透
指

示
模

様
は

海
水

に
よ

る
局

部
的

な
腐

食
に

起
因

す
る

円
形

指
示

模
様

で
あ

り
、

過
去

の
点

検
に

お
い

て
同

様
の

事
象

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

、
当

該
箇

所
に

変
形

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
経

年
的

な
劣

化
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

腐
食

、
浸

透
指

示
模

様
が

強
度

上
問

題
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

、
腐

食
箇

所
に

つ
い

て
補

修
剤

の
充

填
を

実
施

し
た

。
試

運
転

時
に

お
い

て
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

※
異

常
な

し
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
、

漏
え

い
は

給
復

水
系

水
張

り
直

前
に

実
施

）
※

基
礎

ボ
ル

ト
は

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
め

込
ま

れ
て

お
り

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

グ
ラ

ウ
ト

お
よ

び
基

礎
台

の
割

れ
や

塗
膜

の
剥

離
・
剥

落
な

ど
を

伴
う

こ
と

か
ら

、
代

替
と

し
て

基
礎

ボ
ル

ト
近

傍
の

モ
ル

タ
ル

部
の

目
視

点
検

を
実

施
し

、
健

全
性

を
確

認
し

た
。

C
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

※
異

常
な

し
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
、

漏
え

い
は

給
復

水
系

水
張

り
直

前
に

実
施

）
※

基
礎

ボ
ル

ト
は

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
め

込
ま

れ
て

お
り

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

グ
ラ

ウ
ト

お
よ

び
基

礎
台

の
割

れ
や

塗
膜

の
剥

離
・
剥

落
な

ど
を

伴
う

こ
と

か
ら

、
代

替
と

し
て

基
礎

ボ
ル

ト
近

傍
の

モ
ル

タ
ル

部
の

目
視

点
検

を
実

施
し

、
健

全
性

を
確

認
し

た
。

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

○
未

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
、

漏
え

い
は

給
復

水
系

水
張

り
後

に
実

施
）

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
、

漏
え

い
は

給
復

水
系

水
張

り
後

に
実

施
）

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
、

漏
え

い
は

給
復

水
系

水
張

り
後

に
実

施
）

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

D
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

廃
棄

設
備

液
体

廃
棄

物
処

理
系

K
1
1
-
C

1
0
3

タ
-
ビ

ン
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ

機
器

番
号

（
1
）
立

形
ポ

ン
プ

蒸
気

タ
-
ビ

ン

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

復
水

器
に

係
る

次
の

事
項

循
環

水
ポ

ン
プ

N
7
1
-
C

0
0
1

低
圧

復
水

ポ
ン

プ
N

2
1
-
C

0
0
1

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

D
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

D
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

D
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

液
体

廃
棄

物
処

理
系

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系

K
1
1
-
C

2
0
1

K
1
1
-
C

0
0
2

タ
-
ビ

ン
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ

サ
-
ビ

ス
建

屋
シ

ャ
ワ

-
ド

レ
ン

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

K
1
1
-
C

2
0
2

K
1
1
-
C

1
0
2

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

K
1
1
-
C

0
0
1

K
1
1
-
C

1
0
4

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

サ
-
ビ

ス
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ

2
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

否

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
1

※
2

異
常

な
し

-
-

否
原

動
機

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

(対
策

完
了

)

※
１

基
礎

ボ
ル

ト
は

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
め

込
ま

れ
て

お
り

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

グ
ラ

ウ
ト

お
よ

び
基

礎
台

の
割

れ
や

塗
膜

の
剥

離
・
剥

落
な

ど
を

伴
う

こ
と

か
ら

、
代

替
と

し
て

基
礎

ボ
ル

ト
近

傍
の

モ
ル

タ
ル

部
の

目
視

点
検

を
実

施
し

、
健

全
性

を
確

認
し

た
。

※
２

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
経

年
的

な
乾

燥
収

縮
等

に
起

因
す

る
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
グ

ラ
ウ

ト
は

構
造

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
部

材
（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

基
礎

グ
ラ

ウ
ト

の
打

診
試

験
結

果
に

異
常

は
無

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

に
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ひ
び

に
対

し
て

は
硬

化
剤

を
注

入
し

、
そ

の
後

ｸ
ﾞﾗ

ｳ
ﾄ全

面
へ

の
硬

化
剤

塗
布

を
実

施
し

た
。

良
良

A
s

ク
ラ

ス
1

A

異
常

あ
り

※
1

※
2

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
3

○
異

常
な

し

※
１

基
礎

ボ
ル

ト
は

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
め

込
ま

れ
て

お
り

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

グ
ラ

ウ
ト

お
よ

び
基

礎
台

の
割

れ
や

塗
膜

の
剥

離
・
剥

落
な

ど
を

伴
う

こ
と

か
ら

、
代

替
と

し
て

基
礎

ボ
ル

ト
近

傍
の

モ
ル

タ
ル

部
の

目
視

点
検

を
実

施
し

、
健

全
性

を
確

認
し

た
。

※
２

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
経

年
的

な
乾

燥
収

縮
等

に
起

因
す

る
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
グ

ラ
ウ

ト
は

構
造

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
部

材
（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
ひ

び
に

対
し

て
は

硬
化

剤
を

注
入

し
、

そ
の

後
ｸ
ﾞﾗ

ｳ
ﾄ全

面
へ

の
硬

化
剤

塗
布

を
実

施
し

た
。

※
３

　
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
イ

ン
ペ

ラ
に

浸
食

、
イ

ン
ペ

ラ
、

シ
ャ

フ
ト

、
イ

ン
ペ

ラ
キ

ー
、

イ
ン

ペ
ラ

ナ
ッ

ト
に

腐
食

、
イ

ン
ペ

ラ
、

マ
フ

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

、
マ

フ
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
キ

ー
、

イ
ン

ペ
ラ

キ
ー

に
浸

透
指

示
模

様
が

確
認

さ
れ

た
。

イ
ン

ペ
ラ

の
浸

食
は

漂
砂

の
影

響
に

よ
る

経
年

的
な

劣
化

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
各

部
の

浸
透

指
示

模
様

は
海

水
に

よ
る

局
部

的
な

腐
食

に
起

因
す

る
円

形
指

示
模

様
で

あ
り

、
過

去
の

点
検

に
お

い
て

同
様

の
事

象
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
、

当
該

箇
所

に
変

形
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

経
年

的
な

劣
化

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
浸

食
、

腐
食

、
浸

透
指

示
模

様
が

強
度

上
問

題
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

こ
と

か
ら

、
手

入
れ

後
復

旧
を

実
施

し
、

試
運

転
に

お
い

て
も

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

良
(対

策
完

了
)

原
動

機
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

ポ
ン

プ
P

4
1
-
C

0
0
1

3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
1

※
2

異
常

な
し

-
-

否
原

動
機

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

(対
策

完
了

)

※
１

基
礎

ボ
ル

ト
は

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
め

込
ま

れ
て

お
り

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

グ
ラ

ウ
ト

お
よ

び
基

礎
台

の
割

れ
や

塗
膜

の
剥

離
・
剥

落
な

ど
を

伴
う

こ
と

か
ら

、
代

替
と

し
て

基
礎

ボ
ル

ト
近

傍
の

モ
ル

タ
ル

部
の

目
視

点
検

を
実

施
し

、
健

全
性

を
確

認
し

た
。

※
２

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
経

年
的

な
乾

燥
収

縮
等

に
起

因
す

る
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
グ

ラ
ウ

ト
は

構
造

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
部

材
（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

基
礎

グ
ラ

ウ
ト

の
打

診
試

験
結

果
に

異
常

は
無

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

に
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ひ
び

に
対

し
て

は
硬

化
剤

を
注

入
し

、
そ

の
後

ｸ
ﾞﾗ

ｳ
ﾄ全

面
へ

の
硬

化
剤

塗
布

を
実

施
し

た
。

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
1

※
2

異
常

な
し

-
-

否
原

動
機

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

(対
策

完
了

)

※
１

基
礎

ボ
ル

ト
は

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
め

込
ま

れ
て

お
り

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

グ
ラ

ウ
ト

お
よ

び
基

礎
台

の
割

れ
や

塗
膜

の
剥

離
・
剥

落
な

ど
を

伴
う

こ
と

か
ら

、
代

替
と

し
て

基
礎

ボ
ル

ト
近

傍
の

モ
ル

タ
ル

部
の

目
視

点
検

を
実

施
し

、
健

全
性

を
確

認
し

た
。

※
２

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
経

年
的

な
乾

燥
収

縮
等

に
起

因
す

る
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
グ

ラ
ウ

ト
は

構
造

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
部

材
（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

基
礎

グ
ラ

ウ
ト

の
打

診
試

験
結

果
に

異
常

は
無

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

に
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ひ
び

に
対

し
て

は
硬

化
剤

を
注

入
し

、
そ

の
後

ｸ
ﾞﾗ

ｳ
ﾄ全

面
へ

の
硬

化
剤

塗
布

を
実

施
し

た
。

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
原

動
機

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
原

動
機

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
原

動
機

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

未
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

未
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
E
2
2
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
原

動
機

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
E
2
1
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

原
動

機
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
良

良

P
4
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

ポ
ン

プ
G

3
1
-
C

0
0
1

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
E
1
1
-
C

0
0
1

4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

D
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

E
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

F
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

非
常

用
予

備
発

電
装

置
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
デ

ィ
-
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

P
4
6
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
1

※
2

異
常

あ
り

※
2

-
-

否
基

礎
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
良

良
(対

策
完

了
)

※
１

基
礎

ボ
ル

ト
は

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
め

込
ま

れ
て

お
り

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

。
し

か
し

、
損

傷
（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

グ
ラ

ウ
ト

お
よ

び
基

礎
台

の
割

れ
や

塗
膜

の
剥

離
・
剥

落
な

ど
を

伴
う

こ
と

か
ら

、
代

替
と

し
て

基
礎

ボ
ル

ト
近

傍
の

モ
ル

タ
ル

部
の

目
視

点
検

を
実

施
し

、
健

全
性

を
確

認
し

た
。

※
２

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

が
確

認
さ

れ
た

。
経

年
的

な
乾

燥
収

縮
等

に
起

因
す

る
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
グ

ラ
ウ

ト
は

構
造

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
部

材
（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

に
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ま
た

、
基

本
点

検
（
打

診
試

験
）
の

結
果

、
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
か

ら
異

音
を

確
認

し
た

。
表

層
部

の
ハ

ツ
リ

調
査

を
実

施
し

た
結

果
、

異
音

箇
所

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

層
部

の
み

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

乾
燥

収
縮

に
起

因
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
に

よ
る

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

熱
交

換
器

建
屋

に
設

置
し

て
あ

る
機

器
は

、
海

水
に

よ
る

塩
害

及
び

結
露

水
か

ら
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

保
護

の
観

点
か

ら
、

ひ
び

に
対

し
て

は
硬

化
剤

を
注

入
し

、
異

音
箇

所
に

対
し

て
は

グ
ラ

ウ
ト

に
よ

る
補

修
を

実
施

し
た

。
そ

の
後

グ
ラ

ウ
ト

部
全

面
へ

の
硬

化
剤

塗
布

を
実

施
し

た
。

廃
棄

設
備

液
体

廃
棄

物
処

理
系

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ

K
1
1
-
C

1
0
1

5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
原

動
機

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
原

動
機

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
原

動
機

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

(対
策

完
了

)

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
イ

ン
ペ

ラ
に

浸
透

指
示

模
様

が
確

認
さ

れ
た

。
イ

ン
ペ

ラ
の

付
け

根
部

・
端

部
に

円
形

及
び

線
状

指
示

模
様

が
点

在
し

て
い

る
。

指
示

模
様

は
い

ず
れ

も
比

較
的

軽
微

で
深

さ
も

浅
く
，

各
部

に
変

形
等

の
損

傷
も

な
い

こ
と

か
ら

、
経

年
的

な
運

転
に

よ
る

流
体

の
影

響
と

手
入

れ
に

よ
る

内
在

欠
陥

の
顕

在
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

浸
透

指
示

模
様

が
確

認
さ

れ
た

イ
ン

ペ
ラ

の
付

け
根

部
・
端

部
の

手
入

れ
並

び
に

溶
接

補
修

を
実

施
し

、
試

運
転

に
お

い
て

も
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
原

動
機

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
上

下
半

ケ
ー

シ
ン

グ
内

面
に

浸
食

が
確

認
さ

れ
た

。
ポ

ン
プ

運
転

時
、

高
流

速
水

に
よ

る
渦

流
に

よ
っ

て
表

面
が

経
年

的
に

浸
食

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

過
去

の
点

検
に

お
い

て
も

同
様

の
事

象
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
、

浸
食

以
外

に
変

形
等

の
損

傷
は

流
体

に
よ

り
表

面
が

経
年

的
に

浸
食

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

浸
食

以
外

の
変

形
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

地
震

に
よ

る
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
浸

食
箇

所
の

溶
接

補
修

及
び

グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

に
よ

る
補

修
を

実
施

し
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
E
5
1
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

基
礎

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

N
2
1
-
C

0
0
2

タ
-
ビ

ン
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
N

2
1
-
C

0
0
7

P
1
3
-
C

0
0
1

（
2
）
横

形
ポ

ン
プ 復

水
給

水
系

補
給

水
系

復
水

移
送

ポ
ン

プ

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ

高
圧

復
水

ポ
ン

プ

N
2
1
-
C

0
0
8

P
2
1
-
C

0
0
1

6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
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原
子

力
発

電
所

　
第

３
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機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

復
水

器
に

係
る

次
の

事
項

復
水

器
真

空
ポ

ン
プ

N
2
1
-
C

0
0
5

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
漏

え
い

は
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
試

験
時

実
施

）

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

ス
ラ

ッ
ジ

移
送

ポ
ン

プ
K
2
1
-
C

2
0
2

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

P
1
1
-
C

0
0
1

廃
棄

設
備

N
6
2
-
C

0
0
1

蒸
気

タ
-
ビ

ン

蒸
気

タ
-
ビ

ン
に

附
属

す
る

給
水

処
理

設
備

純
水

移
送

ポ
ン

プ

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系 廃
ス

ラ
ッ

ジ
系

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
粉

末
樹

脂
沈

降
分

離
槽

デ
カ

ン
ト

ポ
ン

プ

K
2
1
-
C

1
0
1

気
体

廃
棄

物
処

理
系

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
真

空
ポ

ン
プ

K
1
6
-
C

0
0
2

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系
収

集
ポ

ン
プ

K
1
6
-
C

0
0
1

K
2
1
-
C

3
0
1

復
水

浄
化

系
逆

洗
水

移
送

ポ
ン

プ
K
2
1
-
C

0
0
1

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系
受

ポ
ン

プ

使
用

済
樹

脂
槽

デ
カ

ン
ト

ポ
ン

プ

7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

高
電

導
度

廃
液

系
蒸

留
水

ポ
ン

プ
K
1
3
-
C

0
0
2

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
循

環
ポ

ン
プ

K
1
3
-
C

2
5
1

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
異

常
な

し
□

異
常

な
し

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
漏

え
い

確
認

）
の

結
果

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
部

よ
り

極
僅

か
な

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ポ

ン
プ

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
部

に
異

常
は

無
か

っ
た

。
ポ

ン
プ

、
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
の

外
観

点
検

、
分

解
点

検
で

は
異

常
は

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
地

震
発

生
か

ら
本

事
象

が
確

認
さ

れ
る

ま
で

の
ポ

ン
プ

運
転

時
に

は
リ

ー
ク

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

地
震

後
に

起
動

・
停

止
を

繰
り

返
し

た
こ

と
に

よ
り

、
摺

動
面

の
状

態
が

経
年

的
に

変
化

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
を

交
換

し
、

確
認

運
転

に
よ

り
漏

え
い

の
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

非
常

用
予

備
発

電
装

置
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
デ

ィ
-
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ

P
2
6
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
ポ

ン
プ

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

廃
棄

設
備

K
1
2
-
C

0
0
3

低
電

導
度

廃
液

系
収

集
ポ

ン
プ

K
1
2
-
C

0
0
1

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 高
電

導
度

廃
液

系

高
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
ポ

ン
プ

K
1
3
-
C

0
0
3

高
電

導
度

廃
液

系
収

集
ポ

ン
プ

K
1
3
-
C

0
0
1

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 低
電

導
度

廃
液

系

低
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
ポ

ン
プ

濃
縮

廃
液

ポ
ン

プ
K
2
2
-
C

0
0
1

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

棒
駆

動
系

制
御

棒
駆

動
水

ポ
ン

プ
C

1
2
-
C

0
0
1

燃
料

プ
-
ル

冷
却

浄
化

系
燃

料
プ

-
ル

冷
却

浄
化

系
ポ

ン
プ

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系 濃
縮

廃
液

系

G
4
1
-
C

0
0
1

燃
料

設
備

8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
背

圧
式

蒸
気

タ
-
ビ

ン

E
5
1
-
C

0
0
2

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

基
礎

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
未

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ロ

ー
タ

の
バ

ラ
ン

ス
ウ

ェ
イ

ト
に

浸
食

を
確

認
し

た
。

蒸
気

に
よ

る
浸

食
で

あ
り

、
過

去
の

点
検

時
か

ら
当

該
箇

所
に

確
認

さ
れ

て
い

る
蒸

気
に

よ
る

浸
食

で
あ

る
こ

と
、

浸
食

以
外

の
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

バ
ラ

ン
ス

ウ
ェ

イ
ト

の
交

換
を

実
施

し
た

。

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

（
3
）
往

復
動

式
ポ

ン
プ

計
測

制
御

系
統

設
備

ほ
う

酸
水

注
入

系
ほ

う
酸

水
注

入
系

ポ
ン

プ

復
水

給
水

系
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
駆

動
用

蒸
気

タ
-
ビ

ン

（
4
）
ポ

ン
プ

駆
動

用
タ

-
ビ

ン

C
4
1
-
C

0
0
1

N
3
8
-
C

0
0
1

9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

棒
駆

動
系

制
御

棒
駆

動
水

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

電
動

機

ほ
う

酸
水

注
入

系
C

4
1
-
C

0
0
1

G
3
1
-
C

0
0
1

C
1
2
-
C

0
0
1

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

ポ
ン

プ
電

動
機

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

（
5
）
電

動
機

ほ
う

酸
水

注
入

系
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

電
動

機

＊
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ本

体
と

合
わ

せ
て

構
造

強
度

評
価

／
動

的
機

能
維

持
評

価
を

実
施

＊
良

＊
良

＊

1
0
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
良

(対
策

完
了

)

※ ・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ス

ペ
ー

ス
ヒ

ー
タ

端
子

箱
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

コ
ネ

ク
タ

を
ケ

ー
ブ

ル
解

線
の

た
め

に
取

り
外

し
た

際
に

、
コ

ネ
ク

タ
部

の
破

損
を

確
認

し
た

。
点

検
時

の
ケ

ー
ブ

ル
解

線
、

結
線

に
伴

う
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
コ

ネ
ク

タ
取

外
し

、
取

付
け

を
繰

り
返

し
行

っ
た

際
に

生
じ

る
ス

ト
レ

ス
に

よ
り

劣
化

が
進

ん
で

い
た

と
考

え
ら

れ
、

電
動

機
基

礎
お

よ
び

電
動

機
、

ス
ペ

ー
ス

ヒ
ー

タ
端

子
箱

の
外

観
に

異
常

が
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
コ

ネ
ク

タ
を

交
換

し
、

取
り

付
け

状
態

に
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
フ

リ
ン

ジ
ャ

ー
の

取
付

け
に

あ
た

り
、

締
め

代
が

な
く

ガ
タ

つ
く
状

況
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

分
解

時
に

フ
リ

ン
ジ

ャ
ー

の
取

付
状

態
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
、

分
解

後
の

目
視

点
検

に
て

回
転

子
シ

ャ
フ

ト
等

に
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
フ

リ
ン

ジ
ャ

ー
の

取
外

し
、

取
付

け
の

繰
り

返
し

に
よ

る
摩

耗
が

原
因

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
フ

リ
ン

ジ
ャ

ー
を

交
換

後
、

電
動

機
単

体
試

験
に

て
確

認
運

転
を

実
施

し
、

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
機

能
，

漏
え

い
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

※
未

未
異

常
な

し
異

常
な

し
○ □

未
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
機

能
，

漏
え

い
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
※

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

上
部

右
側

（Ｐ
Ｌ

Ｒ
－

０
０

２
－

１
２

２
Ｓ

）の
メ

カ
ニ

カ
ル

ス
ナ

ッ
バ

取
合

い
部

の
球

面
軸

受
が

ず
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

良
＊

＊
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ本

体
と

合
わ

せ
て

構
造

強
度

評
価

／
動

的
機

能
維

持
評

価
を

実
施

良
＊

＊

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ﾎ
ﾟ

ﾝ
ﾌ
ﾟ電

動
機

P
2
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ電

動
機

B
3
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

）

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ電

動
機

P
4
1
-
C

0
0
1

＊
良

＊
良

＊
＊

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ本

体
と

合
わ

せ
て

構
造

強
度

評
価

／
動

的
機

能
維

持
評

価
を

実
施

1
1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾎ
ﾟ

ﾝ
ﾌ
ﾟ電

動
機

E
2
2
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
＊

良
＊

良
＊

＊
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ本

体
と

合
わ

せ
て

構
造

強
度

評
価

／
動

的
機

能
維

持
評

価
を

実
施

良
(対

策
完

了
)

※ ・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
固

定
子

楔
1
3
箇

所
に

許
容

緩
み

（
楔

長
さ

の
3
0
％

未
満

）
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

楔
の

緩
み

は
、

固
定

子
巻

線
の

楔
の

劣
化

収
縮

に
よ

り
発

生
す

る
も

の
で

あ
り

、
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

緩
み

楔
（
1
3
本

）
に

つ
い

て
、

エ
ポ

キ
シ

レ
ジ

ン
塗

布
を

実
施

し
、

打
音

試
験

に
て

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
、

漏
え

い
確

認
）
の

結
果

、
上

部
油

冷
管

の
配

管
接

続
部

よ
り

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。
配

管
接

続
部

（
ろ

う
付

け
部

）
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

顕
在

化
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

上
部

油
冷

管
の

当
該

リ
ー

ク
箇

所
に

つ
い

て
、

取
替

を
実

施
し

漏
え

い
試

験
に

て
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
否

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

下
部

油
面

計
の

ガ
ラ

ス
窓

境
界

部
下

部
に

油
に

じ
み

を
確

認
し

た
。

外
観

上
、

油
面

計
の

ガ
ラ

ス
窓

に
割

れ
・
ヒ

ビ
等

の
異

常
が

見
ら

れ
な

い
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
油

面
計

内
パ

ッ
キ

ン
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

油
に

じ
み

箇
所

に
コ

ー
キ

ン
グ

処
理

を
行

い
、

油
に

じ
み

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

低
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

低
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾎ
ﾟ

ﾝ
ﾌ
ﾟ電

動
機

E
2
1
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
＊

良
＊

良
＊

＊
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ本

体
と

合
わ

せ
て

構
造

強
度

評
価

／
動

的
機

能
維

持
評

価
を

実
施

良

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

残
留

熱
除

去
系

E
1
1
-
C

0
0
1

残
留

熱
除

去
系

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

電
動

機

＊
良

＊
良

＊
＊

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ本

体
と

合
わ

せ
て

構
造

強
度

評
価

／
動

的
機

能
維

持
評

価
を

実
施

1
2
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

※
未

未
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

※
基

本
点

検
(目

視
点

検
)の

結
果

、
電

動
機

軸
受

排
油

配
管

サ
イ

ト
グ

ラ
ス

の
う

ち
、

電
動

機
側

サ
イ

ト
グ

ラ
ス

の
境

界
部

に
油

に
じ

み
を

確
認

し
た

。
外

観
上

、
サ

イ
ト

グ
ラ

ス
に

割
れ

・
ヒ

ビ
等

の
異

常
が

見
ら

れ
な

い
こ

と
、

過
去

に
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

サ
イ

ト
グ

ラ
ス

の
パ

ッ
キ

ン
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

油
に

じ
み

箇
所

に
コ

ー
キ

ン
グ

処
理

を
行

い
、

油
に

じ
み

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
反

負
荷

側
機

外
側

オ
イ

ル
リ

ン
グ

の
捻

れ
の

判
定

基
準

値
逸

脱
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

ま
た

地
震

発
生

前
に

も
実

施
し

て
い

る
同

型
他

号
機

の
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

長
期

運
転

継
続

に
よ

り
オ

イ
ル

リ
ン

グ
が

回
転

時
に

軸
受

の
台

金
と

接
触

し
て

摩
耗

し
、

摩
耗

に
よ

り
空

隙
が

広
が

り
ガ

タ
ツ

キ
が

生
じ

て
オ

イ
ル

リ
ン

グ
の

捻
れ

へ
至

っ
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
オ

イ
ル

リ
ン

グ
を

交
換

し
、

取
付

状
態

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

否

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
N

2
1
-
C

0
0
2

高
圧

復
水

ポ
ン

プ
電

動
機

C

復
水

給
水

系

異
常

あ
り

※
1

B
ク

ラ
ス

3

未
○ □

異
常

な
し

異
常

な
し

未

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

※
1
 基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

動
機

の
負

荷
側

軸
受

部
の

油
切

り
周

辺
に

油
に

じ
み

、
軸

受
下

部
に

油
溜

り
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
軸

受
部

の
油

切
り

、
及

び
シ

ャ
フ

ト
に

お
い

て
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

か
ら

、
ベ

ー
パ

ー
（
油

と
空

気
の

混
合

気
体

）
に

よ
る

油
が

周
辺

に
付

着
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

軸
受

部
周

辺
の

拭
き

取
り

清
掃

を
実

施
し

、
油

に
じ

み
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

※
2

・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
固

定
子

楔
２

０
箇

所
に

緩
み

（
楔

長
さ

3
0
%
以

上
の

緩
み

：
2
箇

所
、

楔
長

さ
3
0
%
未

満
の

許
容

緩
み

：
1
8
箇

所
）
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

楔
の

緩
み

は
固

定
子

巻
線

の
楔

の
劣

化
収

縮
に

よ
り

発
生

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
、

ま
た

過
去

の
点

検
に

お
い

て
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
固

定
子

楔
の

打
ち

換
え

を
実

施
し

、
打

音
試

験
に

よ
り

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
負

荷
側

機
外

側
・
反

負
荷

側
機

内
側

オ
イ

ル
リ

ン
グ

に
つ

い
て

捻
れ

の
判

定
基

準
値

逸
脱

を
確

認
し

た
。

分
解

点
検

時
に

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
ず

、
ま

た
地

震
発

生
前

に
も

実
施

し
て

い
る

同
型

他
号

機
の

過
去

の
点

検
に

お
い

て
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

。
し

た
が

っ
て

、
長

期
運

転
継

続
に

よ
り

オ
イ

ル
リ

ン
グ

が
回

転
時

に
軸

受
の

台
金

と
接

触
し

て
摩

耗
し

、
摩

耗
に

よ
り

空
隙

が
広

が
り

ガ
タ

ツ
キ

が
生

じ
て

オ
イ

ル
リ

ン
グ

の
捻

れ
へ

至
っ

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

オ
イ

ル
リ

ン
グ

を
交

換
し

、
取

付
状

態
に

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

-
-

-
異

常
あ

り
※

2

1
3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

否

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

補
給

水
系

B

電
動

機
駆

動
原

子
炉

給
水

ポ
ン

プ
電

動
機

異
常

な
し

異
常

な
し

ク
ラ

ス
3

B

N
2
1
-
C

0
0
8

未
未

異
常

な
し

○

（
作

動
・
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

※ ・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
負

荷
側

内
側

下
部

及
び

反
負

荷
側

メ
タ

ル
側

下
部

の
油

切
り

に
ク

ラ
ッ

ク
を

確
認

し
た

。
電

動
機

の
外

観
及

び
軸

受
部

や
回

転
子

の
表

面
に

損
傷

等
の

異
常

は
な

く
、

過
去

に
も

同
構

造
の

電
動

機
に

お
い

て
油

切
り

の
ク

ラ
ッ

ク
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
油

切
り

の
経

年
的

な
劣

化
に

加
え

て
、

電
動

機
分

解
時

に
お

い
て

油
切

り
取

外
し

時
に

加
え

た
外

力
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

負
荷

側
内

側
下

部
及

び
反

負
荷

側
メ

タ
ル

側
下

部
の

油
切

り
を

交
換

し
、

正
常

の
状

態
に

復
旧

し
た

。

・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
反

負
荷

側
機

外
側

オ
イ

ル
リ

ン
グ

の
捻

れ
の

判
定

基
準

値
逸

脱
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

ま
た

地
震

発
生

前
に

も
実

施
し

て
い

る
同

型
他

号
機

の
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

長
期

運
転

継
続

に
よ

り
オ

イ
ル

リ
ン

グ
が

回
転

時
に

軸
受

の
台

金
と

接
触

し
て

摩
耗

し
、

摩
耗

に
よ

り
空

隙
が

広
が

り
ガ

タ
ツ

キ
が

生
じ

て
オ

イ
ル

リ
ン

グ
の

捻
れ

へ
至

っ
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
オ

イ
ル

リ
ン

グ
を

交
換

し
、

取
付

状
態

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
固

定
子

楔
2
箇

所
に

緩
み

（
楔

長
さ

3
0
%
以

上
の

緩
み

）
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

楔
の

緩
み

は
固

定
子

巻
線

の
楔

の
劣

化
収

縮
に

よ
り

発
生

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
、

ま
た

過
去

の
点

検
に

お
い

て
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
固

定
子

楔
の

打
ち

換
え

を
実

施
し

、
打

音
試

験
に

よ
り

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

・
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
固

定
子

コ
イ

ル
に

コ
ロ

ナ
放

電
痕

を
確

認
し

た
。

電
動

機
の

外
観

目
視

上
お

よ
び

固
定

子
巻

線
に

は
損

傷
は

な
く
、

コ
ロ

ナ
放

電
痕

は
コ

イ
ル

表
面

に
塵

埃
等

が
付

着
し

て
発

生
す

る
こ

と
、

過
去

の
点

検
に

お
い

て
も

同
様

な
事

象
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

塵
埃

等
の

除
去

と
補

修
塗

装
を

実
施

し
、

正
常

に
復

旧
し

た
。

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

-
-

-

復
水

移
送

ポ
ン

プ
電

動
機

P
1
3
-
C

0
0
1

燃
料

設
備

G
4
1
-
C

0
0
1

燃
料

プ
-
ル

冷
却

浄
化

系
燃

料
プ

-
ル

冷
却

浄
化

系
ポ

ン
プ

電
動

機

異
常

あ
り

※

1
4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

D
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

D
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

内
径

寸
法

が
許

容
値

を
逸

脱
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

ず
、

回
転

子
に

も
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

、
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
な

事
象

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ブ
ラ

ケ
ッ

ト
の

溶
射

修
理

を
実

施
し

、
確

認
運

転
に

て
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

D
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

E
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

F
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

廃
棄

設
備

液
体

廃
棄

物
処

理
系

K
1
1
-
C

1
0
3

K
1
1
-
C

0
0
2

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

K
1
1
-
C

1
0
1

気
体

廃
棄

物
処

理
系

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
真

空
ポ

ン
プ

電
動

機

N
6
2
-
C

0
0
1

タ
-
ビ

ン
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

タ
-
ビ

ン
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

1
5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

高
電

導
度

廃
液

系
蒸

留
水

ポ
ン

プ
電

動
機

K
1
3
-
C

0
0
2

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
循

環
ポ

ン
プ

電
動

機

K
1
3
-
C

2
5
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系
受

ポ
ン

プ
電

動
機

K
1
6
-
C

0
0
2

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系
収

集
ポ

ン
プ

電
動

機
K
1
6
-
C

0
0
1

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系

サ
-
ビ

ス
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

ポ
ン

プ
電

動
機

K
1
1
-
C

1
0
4

サ
-
ビ

ス
建

屋
シ

ャ
ワ

-
ド

レ
ン

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

K
1
1
-
C

2
0
1

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

K
1
1
-
C

2
0
2

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 高
電

導
度

廃
液

系

高
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
ポ

ン
プ

電
動

機
K
1
3
-
C

0
0
3

高
電

導
度

廃
液

系
収

集
ポ

ン
プ

電
動

機
K
1
3
-
C

0
0
1

1
6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

ス
ラ

ッ
ジ

移
送

ポ
ン

プ
電

動
機

K
2
1
-
C

2
0
2

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系
低

電
導

度
廃

液
系

低
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
ポ

ン
プ

電
動

機
K
1
2
-
C

0
0
3

低
電

導
度

廃
液

系
収

集
ポ

ン
プ

電
動

機
K
1
2
-
C

0
0
1

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系 濃
縮

廃
液

系

濃
縮

廃
液

ポ
ン

プ
電

動
機

K
2
2
-
C

0
0
1

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系 廃
ス

ラ
ッ

ジ
系

使
用

済
樹

脂
槽

デ
カ

ン
ト

ポ
ン

プ
電

動
機

K
2
1
-
C

3
0
1

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
粉

末
樹

脂
沈

降
分

離
槽

デ
カ

ン
ト

ポ
ン

プ
電

動
機

K
2
1
-
C

1
0
1

復
水

浄
化

系
逆

洗
水

移
送

ポ
ン

プ
電

動
機

K
2
1
-
C

0
0
1

1
7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

D
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

D
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

電
動

機

P
4
6
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
＊

良
＊

良
＊

＊
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ本

体
と

合
わ

せ
て

構
造

強
度

評
価

／
動

的
機

能
維

持
評

価
を

実
施

良

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
電

動
機

P
2
6
-
C

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
＊

良
＊

良
＊

＊
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ本

体
と

合
わ

せ
て

構
造

強
度

評
価

／
動

的
機

能
維

持
評

価
を

実
施

良

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

K
1
1
-
C

1
0
2

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
ポ

ン
プ

電
動

機

K
1
1
-
C

0
0
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

系
（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
デ

ィ
-
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
系

を
含

む
）

非
常

用
予

備
発

電
装

置

1
8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

放
射

線
管

理
設

備

（
6
）
フ

ァ
ン

換
気

設
備

モ
ニ

タ
建

屋
換

気
空

調
系

Ｍ
／

B
送

風
機

U
4
1
-
C

9
0
1

換
気

設
備

サ
-
ビ

ス
建

屋
換

気
空

調
系

（
ホ

ッ
ト

ラ
ボ

区
域

）

Ｓ
／

B
ホ

ッ
ト

ラ
ボ

送
風

機
U

4
1
-
C

4
0
3

Ｓ
／

B
排

風
機

U
4
1
-
C

4
0
2

タ
-
ビ

ン
建

屋
換

気
空

調
系

Ｔ
／

B
送

風
機

U
4
1
-
C

2
0
1

Ｔ
／

Ｂ
排

風
機

U
4
1
-
C

2
0
2

1
9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

D
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

D
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

パ
-
ジ

用
排

風
機

U
4
1
-
C

1
0
4

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
基

礎
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
基

礎
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
原

動
機

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
原

動
機

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
基

礎
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
基

礎
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

基
礎

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
基

礎
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
良

良

対
象

機
器

な
し

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

原
子

炉
建

屋
換

気
空

調
系

Ｒ
／

B
送

風
機

U
4
1
-
C

1
0
1

Ｒ
／

B
排

風
機

U
4
1
-
C

1
0
2

中
央

制
御

室
換

気
空

調
系

M
C

R
送

風
機

U
4
1
-
C

5
0
1

M
C

R
排

風
機

U
4
1
-
C

5
0
2

M
C

R
再

循
環

送
風

機
U

4
1
-
C

5
0
3

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
風

機
T
2
2
-
C

0
0
1

（
7
）
冷

凍
機

放
射

線
管

理
設

備

2
0
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

計
測

制
御

系
統

設
備

計
装

用
圧

縮
空

気
系

計
装

用
圧

縮
空

気
系

空
気

貯
槽

安
全

弁
P

5
2
-
F
0
0
8

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
3
1
-
A

O
-

F
0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

T
3
1
-
A

O
-

F
0
0
2

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

T
3
1
-
A

O
-

F
0
0
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

T
3
1
-
A

O
-

F
0
1
0

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

T
3
1
-
A

O
-

F
0
1
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

T
3
1
-
A

O
-

F
0
1
2

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

T
3
1
-
A

O
-

F
0
1
6

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

T
3
1
-
A

O
-

F
0
1
9

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

T
3
1
-
A

O
-

F
0
2
0

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

T
3
1
-
A

O
-

F
0
2
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

T
3
1
-
A

O
-

F
0
2
2

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

原
子

炉
格

納
施

設

（
9
）
弁

計
測

制
御

系
統

設
備

計
装

用
圧

縮
空

気
系

計
装

用
圧

縮
空

気
系

空
気

圧
縮

機
P

5
2
-
C

0
0
1

（
8
）
空

気
圧

縮
器 不

活
性

ガ
ス

系
主

要
弁

T
3
1
-
A

O
-

F
0
0
4

T
3
1
-
A

O
-

F
0
0
5

2
1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
良

N
3
6
-
F
0
2
2

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

N
3
6
-
F
0
2
3

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

起
動

用
グ

ラ
ン

ド
蒸

気
減

圧
弁

N
3
3
-
F
0
0
6

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
、

復
水

器
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

蒸
気

タ
-
ビ

ン
に

附
属

す
る

管

原
子

炉
格

納
施

設
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

蒸
気

タ
-
ビ

ン

主
要

弁
T
4
9
-
M

O
-

F
0
0
1

T
4
9
-
M

O
-

F
0
0
3

T
4
9
-
M

O
-

F
0
0
7

T
4
9
-
M

O
-

F
0
0
8

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

蒸
化

器
加

熱
蒸

気
減

圧
弁

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

減
圧

弁
N

3
3
-
F
0
0
2

-
-

良
＊

＊
T
4
9
-
F
0
0
7
B

弁
（
応

答
の

大
き

い
配

管
に

付
属

）
に

て
代

表

2
2
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
、

復
水

器
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
、

復
水

器
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

所
内

蒸
気

系
タ

-
ビ

ン
建

屋
入

口
減

圧
弁

P
6
1
-
F
2
0
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
、

復
水

器
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

所
内

蒸
気

系
タ

-
ビ

ン
建

屋
入

口
安

全
弁

P
6
1
-
F
2
1
4

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
、

復
水

器
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

所
内

蒸
気

系
原

子
炉

建
屋

入
口

減
圧

弁
P

6
1
-
P

C
V

-
F
0
5
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

所
内

温
水

系
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
熱

交
換

器
入

口
減

圧
弁

P
6
1
-
P

C
V

-
F
0
6
9

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

所
内

蒸
気

系
原

子
炉

建
屋

入
口

安
全

弁
P

6
1
-
F
0
5
4

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

補
助

ボ
イ

ラ
-

補
助

ボ
イ

ラ
-
に

附
属

す
る

管
安

全
弁

濃
縮

装
置

加
熱

器
入

口
安

全
弁

K
1
3
-
F
3
1
6

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

補
助

ボ
イ

ラ
-

補
助

ボ
イ

ラ
-
に

附
属

す
る

管
減

圧
装

置

濃
縮

装
置

加
熱

器
入

口
減

圧
弁

K
1
3
-
F
3
1
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

蒸
気

タ
-
ビ

ン
蒸

気
タ

-
ビ

ン
に

附
属

す
る

管
グ

ラ
ン

ド
蒸

気
蒸

化
器

加
熱

蒸
気

安
全

弁
N

3
6
-
F
0
1
0

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

管
安

全
弁

N
3
3
-
F
0
1
1

補
助

ボ
イ

ラ
-

補
助

ボ
イ

ラ
-
に

附
属

す
る

管

補
助

ボ
イ

ラ
-
に

附
属

す
る

設
備

の
減

圧
装

置
及

び
安

全
弁

2
3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良

C
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

C
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

C
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
原

子
炉

格
納

容
器

リ
ー

ク
試

験
直

前
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
原

子
炉

格
納

容
器

リ
ー

ク
試

験
直

前
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

1
A

s
異

常
な

し
異

常
な

し
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

E
1
1
-
N

O
-

F
0
0
7

残
留

熱
除

去
系

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

E
1
1
-
M

O
-

F
0
1
3

E
1
1
-
M

O
-

F
0
2
1

E
1
1
-
M

O
-

F
0
2
8

E
1
1
-
M

O
-

F
0
2
4

E
1
1
-
M

O
-

F
0
2
5

E
1
1
-
N

O
-

F
0
2
9

主
要

弁
E
1
1
-
M

O
-

F
0
0
1

E
1
1
-
M

O
-

F
0
0
4

E
1
1
-
M

O
-

F
0
0
6

E
1
1
-
M

O
-

F
0
1
2

-
-

良
＊

＊
E
1
1
-
F
0
0
4
B

弁
（
応

答
の

大
き

い
配

管
に

付
属

）
に

て
代

表

2
4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

E
5
1
-
M

O
-

F
0
0
4

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

E
5
1
-
A

O
-

F
0
0
5

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

E
5
1
-
N

O
-

F
0
0
6

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

未
未

-
-

-
-

（
作

動
，

漏
え

い
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

E
5
1
-
M

O
-

F
0
0
7

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

E
5
1
-
M

O
-

F
0
0
8

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

E
5
1
-
M

O
-

F
0
0
9

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

E
5
1
-
M

O
-

F
0
1
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

E
5
1
-
M

O
-

F
0
1
2

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

未
異

常
な

し
-

-
-

-

（
作

動
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
直

前
に

実
施

）

G
3
1
-
M

O
-

F
0
0
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

G
3
1
-
M

O
-

F
0
0
4

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

E
2
2
-
M

O
-

F
0
0
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

E
2
2
-
N

O
-

F
0
0
4

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

E
2
2
-
M

O
-

F
0
0
6

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
良

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

復
水

給
水

系
主

要
弁

B
2
1
-
A

O
-

F
0
5
1

B
2
1
-
F
0
5
2

B
3
1
-
M

O
-

F
0
0
1

B
3
1
-
M

O
-

F
0
0
2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
主

要
弁

主
要

弁

主
要

弁

主
要

弁

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

良
＊

＊
E
2
2
-
F
0
0
6
弁

（
応

答
の

大
き

い
配

管
に

付
属

）
に

て
代

表

2
5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

E
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

F
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

G
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

H
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

J
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

K
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

L
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

M
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

N
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

P
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

Q
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
主

蒸
気

系
B

2
1
-
N

O
-

F
0
0
1

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁

-
-

良
＊

＊
B

2
1
-
F
0
0
1
B

弁
（
応

答
の

大
き

い
配

管
に

付
属

）
に

て
代

表

2
6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

（
１

）
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

未
異

常
な

し
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

（
２

）
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

未
異

常
な

し
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

（
３

）
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

未
異

常
な

し
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

E
2
1
-
M

O
-

F
0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
良

E
2
1
-
M

O
-

F
0
0
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

-
□

未
否

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）
※

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
の

結
果

、
シ

ー
ト

パ
ス

が
確

認
さ

れ
た

。
現

在
、

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
を

実
施

中
で

あ
る

。

E
2
1
-
N

O
-

F
0
0
4

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
主

蒸
気

系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

主
要

弁
B

2
1
-
N

O
-

F
0
0
2

B
2
1
-
A

O
-

F
0
0
3

N
3
7
-
F
0
0
1

主
要

弁

タ
-
ビ

ン
バ

イ
パ

ス
弁

-
-

良
＊

＊
B

2
1
-
F
0
0
2
A

弁
（
応

答
の

大
き

い
配

管
に

付
属

）
に

て
代

表

-
-

良
＊

＊
E
2
1
-
F
0
0
4
弁

（
応

答
の

大
き

い
配

管
に

付
属

）
に

て
代

表

2
7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

K
1
1
-
A

O
-

F
0
0
2

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

K
1
1
-
A

O
-

F
0
0
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

K
1
1
-
A

O
-

F
1
0
2

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

K
1
1
-
A

O
-

F
1
0
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

良

対
象

機
器

な
し

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

計
測

制
御

系
統

設
備

主
蒸

気
内

側
隔

離
弁

（
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
）

主
蒸

気
外

側
隔

離
弁

（
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
）

B
2
1
-
N

O
-

F
0
0
2

(L
S
1
)

B
2
1
-
N

O
-

F
0
0
2

(L
S
2
)

廃
棄

設
備

液
体

廃
棄

物
処

理
系

主
要

弁

（
1
0
）
ダ

ン
パ

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
主

蒸
気

隔
離

弁
閉

）

B
2
1
-
A

O
-

F
0
0
3

(L
S
1
)

B
2
1
-
A

O
-

F
0
0
3

(L
S
2
)

-
-

良
＊

＊
B

2
1
-
F
0
0
2
A

弁
（
応

答
の

大
き

い
配

管
に

付
属

）
に

て
代

表

2
8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾃ
ﾞｨ

-
ｾ

ﾞﾙ
発

電
設

備

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾃ
ﾞｨ

-
ｾ

ﾞﾙ
発

電
機

R
4
4
-
C

0
0
1

H
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

あ
り

※
1

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
2

異
常

な
し

-
-

否
機

関
側

軸
受

台
下

部
ﾍ

ﾞｰ
ｽ

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

(対
策

完
了

)

※
１

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
、

巻
線

温
度

端
子

箱
用

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

コ
ネ

ク
タ

（
電

線
管

側
）
の

2
個

に
ひ

び
割

れ
、

破
損

を
確

認
し

た
。

地
震

時
に

は
当

該
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
コ

ネ
ク

タ
の

周
り

に
接

触
す

る
よ

う
な

物
が

な
か

っ
た

こ
と

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
に

は
損

傷
が

な
か

っ
た

こ
と

、
巻

線
温

度
指

示
に

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

点
検

以
前

に
地

震
以

外
の

偶
発

的
な

要
因

に
よ

り
当

該
コ

ネ
ク

タ
に

何
ら

か
の

物
品

が
接

触
し

た
た

め
に

発
生

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
コ

ネ
ク

タ
の

交
換

を
実

施
し

、
取

付
状

態
に

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

※
２

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

割
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
経

年
的

な
乾

燥
収

縮
等

に
起

因
す

る
事

象
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

地
震

の
影

響
は

否
定

で
き

な
い

。
 グ

ラ
ウ

ト
は

構
造

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
部

材
（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
構

造
強

度
に

影
響

が
な

い
微

細
な

ひ
び

割
れ

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

補
修

等
は

実
施

し
な

い
。

デ
ィ

-
ゼ

ル
機

関
R

4
4
-
C

0
0
1

H
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
1

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

2
否

基
礎

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

(対
策

完
了

)

※
１

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
後

に
、

基
本

点
検

（
漏

え
い

確
認

）
を

実
施

し
、

№
9
始

動
弁

に
シ

ー
ト

リ
ー

ク
を

確
認

し
た

。
分

解
点

検
時

に
各

部
に

変
形

が
な

い
こ

と
、

弁
ケ

ー
ス

と
弁

棒
と

の
シ

ー
ト

面
に

当
た

り
の

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

弁
組

み
込

み
時

の
締

め
付

け
等

に
よ

り
シ

ー
ト

面
の

当
た

り
が

変
化

し
た

も
の

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

無
い

と
判

断
し

た
。

当
該

弁
を

予
備

品
と

交
換

し
、

漏
え

い
確

認
に

お
い

て
始

動
弁

に
シ

ー
ト

リ
ー

ク
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

※
２

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
№

8
燃

料
弁

の
ニ

ー
ド

ル
弁

先
端

に
折

損
を

確
認

し
た

。
破

面
観

察
の

結
果

、
微

細
な

傷
を

起
点

に
し

た
運

転
に

伴
う

疲
労

に
よ

り
、

折
損

に
至

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
予

備
品

の
燃

料
弁

と
交

換
を

行
い

、
無

負
荷

運
転

時
に

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

内
燃

機
関

に
附

属
す

る
煙

突
R

4
4
-
D

0
0
7

H
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

機
関

付
清

水
ポ

ン
プ

R
4
4
-
C

0
0
7

H
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

○
異

常
な

し
良

-
-

良
良

H
-
1

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

胴
板

良
-

良

H
-
2

ノ
ン

ク
ラ

ス
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ノ

ン
ク

ラ
ス

）
良

R
4
4
-
F
0
7
0

H
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
＊

良
＊

-
＊

空
気

だ
め

に
て

代
表

良

R
4
4
-
Ｆ

0
7
1

H
ノ

ン
ク

ラ
ス

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ノ

ン
ク

ラ
ス

）
良

非
常

用
予

備
発

電
装

置

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
設

備

（
1
1
）
非

常
用

デ
ィ

-
ゼ

ル
発

電
機

R
4
4
-
A

0
0
4

空
気

だ
め

の
安

全
弁

空
気

だ
め

2
9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

H
-
1

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ク

ラ
ス

３
）

良

H
-
2

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ク

ラ
ス

３
）

良
(対

策
完

了
)

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
摩

耗
に

よ
る

3
段

ピ
ス

ト
ン

連
接

棒
ピ

ン
軸

受
け

の
転

動
体

（
ベ

ア
リ

ン
グ

ロ
ー

ラ
ー

）
に

脱
落

を
確

認
し

た
。

空
気

圧
縮

機
の

運
転

に
伴

い
、

ベ
ア

リ
ン

グ
ロ

ー
ラ

ー
の

ベ
ア

リ
ン

グ
と

の
嵌

め
合

い
部

（
ベ

ア
リ

ン
グ

ロ
ー

ラ
ー

端
部

）
が

摩
耗

し
脱

落
し

た
も

の
で

あ
り

、
摩

耗
以

外
の

変
形

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
当

該
ピ

ス
ト

ン
連

接
棒

ピ
ン

軸
受

け
の

交
換

を
実

施
し

、
圧

縮
機

試
運

転
に

お
い

て
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
速

装
置

R
4
4
-
C

0
0
1

付
属

H
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

○
異

常
な

し
良

-
-

良
良

燃
料

デ
ィ

タ
ン

ク
R

4
4
-
A

0
0
5

H
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

ｽ
ｶ
ｰ

ﾄ
良

-
良

操
作

側
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

○
異

常
な

し
良

-
-

良
良

発
電

機
側

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

○
異

常
な

し
良

-
-

良
良

非
常

調
速

装
置

R
4
4
-
C

0
0
1

付
属

H
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

○
異

常
な

し
良

-
-

良
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
基

礎
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
基

礎
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
良

良

A
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

B
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

A
-
1

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

胴
板

良
-

良

A
-
2

ノ
ン

ク
ラ

ス
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ノ

ン
ク

ラ
ス

）
良

B
-
1

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

胴
板

良
-

良

B
-
2

ノ
ン

ク
ラ

ス
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ノ

ン
ク

ラ
ス

）
良

非
常

用
予

備
発

電
装

置

非
常

用
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
設

備
デ

ィ
-
ゼ

ル
機

関

空
気

圧
縮

機
R

4
4
-
C

0
0
5

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
設

備

空
気

だ
め

内
燃

機
関

に
附

属
す

る
煙

突

機
関

付
清

水
ポ

ン
プ

R
4
4
-

C
0
0
1
H

付
属

排
気

タ
-
ビ

ン
過

給
機

R
4
3
-
D

0
0
7

R
4
3
-
C

0
0
7

R
4
3
-
A

0
0
4

R
4
3
-
C

0
0
1

3
0
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
＊

良
＊

-
＊

空
気

だ
め

に
て

代
表

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
＊

良
＊

-
＊

空
気

だ
め

に
て

代
表

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ノ

ン
ク

ラ
ス

）
良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ノ

ン
ク

ラ
ス

）
良

A
-
1

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ク

ラ
ス

３
）

良

A
-
2

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ク

ラ
ス

３
）

良

B
-
1

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ク

ラ
ス

３
）

良

B
-
2

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ク

ラ
ス

３
）

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

ス
カ

ー
ト

良
-

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

ス
カ

ー
ト

良
-

良

A
-
R

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

A
-
Ｌ

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

B
-
R

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

B
-
Ｌ

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
軸

受
台

下
部

ﾍ
ﾞｰ

ｽ
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

軸
受

台
下

部
ﾍ

ﾞｰ
ｽ

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

良
良

非
常

用
予

備
発

電
装

置
非

常
用

デ
ィ

-
ゼ

ル
発

電
設

備

非
常

用
ﾃ
ﾞｨ

-
ｾ

ﾞﾙ
発

電
設

備
非

常
用

ﾃ
ﾞｨ

-
ｾ

ﾞﾙ
発

電
機

R
4
3
-
C

0
0
1

空
気

圧
縮

機

空
気

だ
め

の
安

全
弁

R
4
3
-
C

0
0
1

付
属

R
4
3
-
C

0
0
1

付
属

R
4
3
-
Ｆ

0
7
1

R
4
3
-
C

0
0
5

排
気

タ
-
ビ

ン
過

給
機

非
常

調
速

装
置

調
速

装
置

燃
料

デ
ィ

タ
ン

ク

R
4
3
-
C

0
0
1

付
属

R
4
3
-
A

0
0
5

R
4
3
-
F
0
7
0

3
1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

材
制

御
棒

-
1
8
5

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

※
未

-
-

-
-

-
-

-

良
（
燃

料
集

合
体

の
相

対
変

位
が

、
試

験
に

よ
り

挿
入

性
が

確
認

さ
れ

た
相

対
変

位
以

下
で

あ
る

こ
と

を
確

認
）

（
作

動
試

験
は

燃
料

装
荷

後
に

実
施

予
定

）
※

　
炉

内
配

置
及

び
外

観

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

材
駆

動
装

置
制

御
棒

駆
動

機
構

B
1
1
-
D

0
0
8

1
8
5

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

未
未

-
-

○
異

常
な

し
ｽ

ﾀ
ﾌ
ﾞﾁ

ｭ
ｰ

ﾌ
ﾞ

良
-

（
作

動
最

終
確

認
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）
（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

（
1
2
）
制

御
棒

（
1
3
）
制

御
棒

駆
動

機
構

3
2
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

蒸
気

タ
-
ビ

ン
蒸

気
タ

-
ビ

ン
ク

ラ
ス

3

異
常

あ
り

※
3

○
異

常
な

し
異

常
あ

り
※

2

-
Ｎ

3
1
-
C

0
0
1

高
圧

タ
-
ビ

ン

-
-

異
常

あ
り

※
1

B

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

-
-

-

※
１

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

影
響

と
考

え
ら

れ
る

、
油

切
り

歯
先

に
損

傷
、

ロ
ー

タ
に

接
触

跡
を

確
認

し
た

。

※
２

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
中

間
軸

受
台

基
礎

部
（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

ひ
び

割
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
グ

ラ
ウ

ト
部

の
保

護
塗

装
面

の
み

の
剥

離
で

あ
り

、
経

年
的

な
も

の
と

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

も
否

定
で

き
な

い
。

グ
ラ

ウ
ト

は
構

造
強

度
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

部
材

（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

基
礎

ボ
ル

ト
の

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
中

間
軸

受
台

基
礎

部
（
ソ

ー
ル

プ
レ

ー
ト

）
の

新
製

交
換

を
実

施
し

た
。

※
３

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

影
響

と
考

え
ら

れ
る

、
・
中

間
軸

受
台

キ
ー

に
隙

間
、

変
形

、
割

れ
・
高

圧
車

室
キ

ー
に

隙
間

・
前

部
軸

受
台

キ
ー

に
隙

間
・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
オ

イ
ル

シ
ー

ル
リ

ン
グ

に
割

れ
・
車

室
の

移
動

・
中

間
軸

受
台

、
低

圧
車

室
水

平
面

に
段

差
・
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
全

段
に

接
触

痕
・
高

圧
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
高

圧
ロ

ー
タ

に
接

触
跡

・
高

圧
ロ

ー
タ

位
相

角
検

出
用

ブ
ロ

ッ
ク

に
接

触
跡

・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
内

、
外

輪
に

接
触

跡
・
＃

2
、

ス
ラ

ス
ト

軸
受

ホ
ワ

イ
ト

メ
タ

ル
と

ロ
ー

タ
ジ

ャ
ー

ナ
ル

部
に

接
触

跡
・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
・
ノ

ズ
ル

パ
ッ

キ
ン

全
段

に
ロ

ー
タ

と
の

接
触

跡
・
＃

１
、

2
ス

ラ
ス

ト
軸

受
外

輪
締

付
ボ

ル
ト

の
緩

み
を

確
認

し
た

。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

確
認

さ
れ

た
、

・
＃

１
ス

ラ
ス

ト
軸

受
球

面
の

当
た

り
不

良
・
ス

ラ
ス

ト
軸

受
球

面
間

隙
の

管
理

値
外

れ
は

、
通

常
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

・
ノ

ズ
ル

（
３

、
７

段
タ

ー
ビ

ン
側

）
の

浸
透

指
示

模
様

（
線

状
指

示
模

様
）

は
、

以
前

実
施

し
た

溶
接

箇
所

の
母

材
と

の
境

界
が

蒸
気

に
よ

る
浸

食
等

に
よ

り
顕

在
化

し
た

も
の

で
、

通
常

の
点

検
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
に

つ
い

て
、

損
傷

に
応

じ
、

加
工

修
復

、
取

替
え

、
修

復
を

行
い

、
原

形
復

旧
を

実
施

す
る

。

（
1
4
）
主

タ
-
ビ

ン

否

3
3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
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第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

低
圧

タ
-
ビ

ン
N

3
1
-
C

0
0
2

蒸
気

タ
-
ビ

ン
蒸

気
タ

-
ビ

ン
※

１
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

影
響

と
考

え
ら

れ
る

、
油

切
り

歯
先

、
廻

り
止

め
支

持
金

具
に

損
傷

、
ロ

ー
タ

に
接

触
跡

を
確

認
し

た
。

※
２

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

影
響

と
考

え
ら

れ
る

、
・
９

～
１

４
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
１

５
～

１
７

段
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
に

接
触

痕
・
内

部
車

室
、

外
部

車
室

軸
方

向
固

定
キ

ー
に

変
形

・
外

部
車

室
キ

ー
（
軸

方
向

固
定

キ
ー

、
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

）
に

隙
間

、
変

形
・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

に
変

形 ・
内

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

に
隙

間
、

か
じ

り ・
内

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

取
付

ボ
ル

ト
に

変
形

・
車

室
の

移
動

・
内

車
、

外
車

ホ
ー

ル
ド

ダ
ウ

ン
ボ

ル
ト

に
変

形
・
高

圧
、

低
圧

Ａ
間

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

ガ
ー

ド
と

ロ
ー

タ
に

接
触

跡
・
高

圧
、

低
圧

Ａ
間

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

ガ
ー

ド
取

付
ボ

ル
ト

に
損

傷
・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
（
全

段
）
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
跡

・
ノ

ズ
ル

ラ
ジ

ア
ル

ス
ト

リ
ッ

プ
に

損
傷

・
＃

3
、

4
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

と
ロ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
部

に
接

触
跡

を
確

認
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

確
認

さ
れ

た
、

・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

（
ス

プ
レ

ー
配

管
含

む
）
溶

接
部

の
浸

透
指

示
模

様
（
円

形
及

び
線

状
指

示
模

様
）
は

、
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

・
ノ

ズ
ル

の
浸

透
指

示
模

様
（
線

状
指

示
模

様
）
は

、
以

前
実

施
し

た
溶

接
箇

所
の

母
材

と
の

境
界

が
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

顕
在

化
し

た
も

の
で

あ
り

、
上

記
を

含
め

、
・
ノ

ズ
ル

板
の

欠
損

（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
・
内

部
車

室
ヒ

ー
ト

バ
ッ

フ
ル

止
め

金
具

の
浸

食
（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
の

凹
み

跡
（
運

転
中

振
動

に
よ

る
軽

微
な

凹
み

）
は

、
通

常
の

点
検

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
各

部
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
に

つ
い

て
、

損
傷

に
応

じ
、

加
工

修
復

、
取

替
え

、
修

復
を

行
い

、
原

形
復

旧
を

実
施

す
る

。

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

-
異

常
な

し
異

常
な

し
○

異
常

あ
り

※
2

ク
ラ

ス
3

B

異
常

あ
り

※
1

-

A

否

3
4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

蒸
気

タ
-
ビ

ン
蒸

気
タ

-
ビ

ン
低

圧
タ

-
ビ

ン
N

3
1
-
C

0
0
2

※
１

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

影
響

と
考

え
ら

れ
る

、
油

切
り

歯
先

に
損

傷
、

ロ
ー

タ
に

接
触

跡
を

確
認

し
た

。

※
２

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

影
響

と
考

え
ら

れ
る

、
・
９

～
１

４
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
１

５
～

１
７

段
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
に

接
触

痕
・
内

部
車

室
／

外
部

車
室

軸
方

向
固

定
キ

ー
に

変
形

、
か

じ
り

・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

に
隙

間
・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

に
変

形 ・
車

室
の

移
動

・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
（
全

段
）
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
跡

・
＃

５
軸

受
ホ

ワ
イ

ト
メ

タ
ル

と
ロ

ー
タ

ジ
ャ

ー
ナ

ル
部

に
接

触
跡

を
確

認
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

確
認

さ
れ

た
、

・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

溶
接

部
の

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
及

び
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

・
ノ

ズ
ル

の
浸

透
指

示
模

様
（
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
以

前
実

施
し

た
溶

接
箇

所
の

母
材

と
の

境
界

が
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

顕
在

化
し

た
も

の
で

あ
り

、
上

記
を

含
め

、
・
ノ

ズ
ル

板
の

欠
損

（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
・
内

部
車

室
ヒ

ー
ト

バ
ッ

フ
ル

止
め

金
具

の
浸

食
（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
・
内

部
車

室
ジ

ョ
イ

ン
ト

シ
ー

ル
ド

板
ス

プ
リ

ン
グ

ワ
ッ

シ
ャ

ー
の

変
形

・
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

キ
ー

嵌
合

部
の

凹
み

跡
（
運

転
中

振
動

に
よ

る
軽

微
な

凹
み

）
は

、
通

常
の

点
検

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
ま

た
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
に

つ
い

て
、

損
傷

に
応

じ
、

加
工

修
復

、
取

替
え

、
修

復
を

行
い

、
原

形
復

旧
を

実
施

す
る

。

B

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

2
異

常
あ

り
※

1
-

-

ク
ラ

ス
3

B

否

3
5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

調
速

装
置

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
-

-
-

○
未

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

非
常

調
速

装
置

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
-

-
-

○
異

常
あ

り
※

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
非

常
ト

リ
ッ

プ
装

置
ト

リ
ッ

プ
心

棒
に

摩
耗

を
確

認
し

た
。

本
事

象
に

つ
い

て
は

、
定

例
的

に
行

う
作

動
試

験
に

よ
り

ト
リ

ッ
プ

心
棒

が
摩

耗
し

た
も

の
で

あ
り

、
通

常
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

事
象

で
あ

る
こ

と
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
ト

リ
ッ

プ
心

棒
の

取
替

え
を

行
っ

た
。

N
3
1
-
C

0
0
2

低
圧

タ
-
ビ

ン
蒸

気
タ

-
ビ

ン
蒸

気
タ

-
ビ

ン
C

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

異
常

あ
り

※
1

※
１

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

影
響

と
考

え
ら

れ
る

、
油

切
り

歯
先

に
損

傷
、

ロ
ー

タ
に

接
触

跡
を

確
認

し
た

。

※
２

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
地

震
の

影
響

と
考

え
ら

れ
る

、
・
内

部
車

室
／

外
部

車
室

軸
方

向
固

定
キ

ー
に

変
形

・
外

部
車

室
軸

直
角

方
向

固
定

キ
ー

に
隙

間
、

変
形

・
車

室
の

移
動

・
９

～
１

１
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
１

２
～

１
６

段
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
に

接
触

痕
・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
全

段
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
跡

・
９

～
１

１
段

翼
（
動

翼
と

静
翼

）
に

摩
耗

・
１

２
～

１
６

段
翼

（
動

翼
と

静
翼

）
に

接
触

痕
・
内

部
車

室
と

ノ
ズ

ル
ク

ラ
ッ

シ
ュ

ピ
ン

に
接

触
跡

・
グ

ラ
ン

ド
パ

ッ
キ

ン
、

ノ
ズ

ル
パ

ッ
キ

ン
全

段
に

ロ
ー

タ
と

の
接

触
跡

を
確

認
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

確
認

さ
れ

た
、

・
外

部
車

室
、

内
部

車
室

（
ス

プ
レ

ー
配

管
含

む
）
溶

接
部

の
浸

透
指

示
模

様
（
円

形
及

び
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

・
ノ

ズ
ル

の
浸

透
指

示
模

様
（
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
以

前
実

施
し

た
溶

接
箇

所
の

母
材

と
の

境
界

が
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

顕
在

化
し

た
も

の
で

あ
り

、
上

記
を

含
め

・
ノ

ズ
ル

締
付

け
ボ

ル
ト

の
浸

食
（
蒸

気
に

よ
る

浸
食

）
は

、
通

常
の

点
検

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
ま

た
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
に

つ
い

て
、

損
傷

に
応

じ
、

加
工

修
復

、
取

替
え

、
修

復
を

行
い

、
原

形
復

旧
を

実
施

す
る

。

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

-
-

-
異

常
あ

り
※

2
○

調
速

装
置

及
び

非
常

調
速

の
種

類

否

3
6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検
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第
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機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

あ
り

※
未

未
-

-
□

未
否

（
作
動
・
機
能
，
漏
え
い
は
，
原
子
炉
圧
力
容
器

リ
ー
ク
試
験
時
に
実
施
）

※
基
本
点
検
（
目
視
点
検
）
の
結
果
、
ポ
ン
プ

ケ
ー
シ
ン
グ
ラ
グ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
球
面
軸
受

の
外
輪
に
ズ
レ
を
確
認
し
た
。

追
加
点
検
（
詳
細
目
視
確
認
）
に
つ
い
て
実
施

中
。

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

あ
り

※
未

未
-

-
□

未
否

（
作
動
・
機
能
，
漏
え
い
は
，
原
子
炉
圧
力
容
器

リ
ー
ク
試
験
時
に
実
施
）

※
基
本
点
検
（
目
視
点
検
）
の
結
果
、
ポ
ン
プ

ケ
ー
シ
ン
グ
ラ
グ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
球
面
軸
受

の
外
輪
に
ズ
レ
を
確
認
し
た
。

追
加
点
検
（
詳
細
目
視
確
認
）
に
つ
い
て
実
施

中
。

-

○
-

ク
ラ

ス
3

異
常

な
し

電
気

設
備

発
電

機

異
常

な
し

-

-
-

発
電

機
本

体

異
常

あ
り

※
1

C

異
常

あ
り

※
2

※
1
目

視
点

検
は

、
追

加
点

検
に

て
実

施

※
2
 予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
以

下
の

事
象

を
確

認
し

た
。

・
発

電
機

内
ド

レ
ン

警
報

器
に

水
を

確
認

し
た

。
発

電
機

機
内

は
水

素
、

固
定

子
巻

線
は

水
に

よ
り

冷
却

し
て

い
る

が
、

地
震

前
よ

り
、

固
定

子
巻

線
の

ピ
ン

ホ
ー

ル
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

発
電

機
機

内
側

か
ら

固
定

子
冷

却
水

側
へ

の
水

素
漏

え
い

傾
向

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
運

転
中

は
固

定
子

冷
却

水
圧

力
よ

り
も

発
電

機
機

内
圧

力
の

方
が

高
い

が
、

停
止

後
に

水
素

を
空

気
に

置
換

す
る

際
は

固
定

子
冷

却
水

圧
力

の
方

が
高

く
な

る
。

し
た

が
っ

て
、

地
震

後
の

停
止

時
に

水
素

を
空

気
へ

置
換

を
行

っ
た

際
に

、
固

定
子

巻
線

の
ピ

ン
ホ

ー
ル

を
介

し
て

固
定

子
冷

却
水

が
発

電
機

機
内

側
の

ド
レ

ン
警

報
器

へ
混

入
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ド
レ

ン
警

報
器

内
の

水
抜

き
及

び
、

予
め

設
定

し
た

修
理

計
画

に
基

づ
き

固
定

子
コ

イ
ル

の
修

理
を

実
施

し
た

。

・
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

と
軸

受
廻

り
部

品
の

接
触

に
よ

る
、

シ
ー

ル
ケ

ー
シ

ン
グ

、
内

側
、

外
側

の
各

油
切

り
歯

部
の

変
形

を
確

認
し

た
。

揺
れ

に
よ

り
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

が
軸

受
廻

り
部

品
と

接
触

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
主

要
構

成
部

品
に

大
き

な
損

傷
は

な
く
、

油
切

り
の

変
形

は
発

電
機

の
運

転
継

続
に

支
障

を
き

た
す

事
象

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
軸

受
廻

り
に

求
め

ら
れ

る
回

転
機

能
に

影
響

す
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

当
該

油
切

り
の

歯
部

に
つ

い
て

交
換

を
実

施
し

た
。

・
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

と
コ

レ
ク

タ
ハ

ウ
ジ

ン
グ

内
の

ブ
ラ

シ
ホ

ル
ダ

ー
の

接
触

に
よ

る
、

リ
テ

ー
ナ

ー
の

摩
耗

、
変

形
お

よ
び

コ
レ

ク
タ

リ
ン

グ
の

接
触

痕
と

摩
耗

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
回

転
子

シ
ャ

フ
ト

と
コ

レ
ク

タ
カ

バ
ー

防
風

板
の

接
触

に
よ

る
、

防
風

板
位

置
ず

れ
お

よ
び

回
転

子
シ

ャ
フ

ト
の

接
触

痕
を

確
認

し
た

。
揺

れ
に

よ
り

回
転

子
シ

ャ
フ

ト
が

ブ
ラ

シ
ホ

ル
ダ

ー
廻

り
構

成
品

と
接

触
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

損
傷

箇
所

が
主

要
な

機
能

を
担

う
部

位
で

は
な

い
こ

と
、

損
傷

も
軽

微
な

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

ブ
ラ

シ
ホ

ル
ダ

ー
廻

り
に

求
め

ら
れ

る
出

力
性

能
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
接

触
が

確
認

さ
れ

た
ブ

ラ
シ

ホ
ル

ダ
ー

、
コ

レ
ク

タ
カ

バ
ー

防
風

板
に

つ
い

て
は

交
換

等
の

修
理

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。

・
地

震
の

揺
れ

に
よ

る
セ

ン
タ

ー
キ

ー
部

の
変

形
、

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

キ
ー

ボ
ル

ト
の

緩
み

等
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

発
電

機
の

脚
部

に
て

目
視

点
検

を
実

施
し

た
結

果
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

脚
板

下
ラ

イ
ナ

ー
の

飛
び

出
し

等
を

確
認

し
た

。
何

れ
の

損
傷

も
軽

微
な

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

基
礎

部
の

構
造

強
度

へ
の

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
損

傷
の

あ
っ

た
部

品
に

つ
い

て
は

補
修

あ
る

い
は

交
換

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

-
否

-
-

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

B
3
1
-
C

0
0
1

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

（
1
5
）
発

電
機

（
1
6
）
再

循
環

ポ
ン

プ

3
7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

燃
料

設
備

燃
料

取
扱

装
置

燃
料

取
替

機
F
1
5
-
E
0
0
1

-
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
1

-
異

常
な

し
※

2
異

常
な

し
□

異
常

な
し

否
構

造
物

フ
レ

ー
ム

良
-

良
(対

策
完

了
)

※
１

　
基

本
点

検
（
作

動
試

験
）
の

結
果

、
ブ

リ
ッ

ジ
走

行
用

電
動

機
軸

封
部

ド
レ

ン
穴

よ
り

、
減

速
機

の
潤

滑
油

が
電

動
機

基
礎

上
に

滴
下

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

目
視

点
検

で
は

電
動

機
の

外
観

上
に

異
常

が
な

く
、

油
の

滴
下

痕
も

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

、
追

加
点

検
の

結
果

、
軸

封
部

お
よ

び
オ

イ
ル

シ
ー

ル
の

シ
ー

ル
面

に
損

傷
等

の
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
オ

イ
ル

シ
ー

ル
部

の
ゴ

ミ
噛

み
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

な
い

と
判

断
し

た
。

軸
封

部
の

オ
イ

ル
シ

ー
ル

を
交

換
し

、
確

認
運

転
に

て
軸

封
部

か
ら

の
油

漏
れ

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

※
２

　
走

行
レ

ー
ル

の
締

付
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

燃
料

設
備

燃
料

取
扱

装
置

原
子

炉
建

屋
ク

レ
-
ン

U
3
1
-
E
0
0
1

-
ク

ラ
ス

2
B

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

-
-

-
-

否
ク

レ
ー

ン
ガ

ー
ダ

良
-

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
、

下
記

を
確

認
し

た
。

○
地

震
の

影
響

が
確

認
さ

れ
、

機
能

影
響

が
あ

る
と

判
断

し
た

・
ト

ロ
リ

部
ケ

ー
ブ

ル
ベ

ア
の

脱
輪

○
地

震
の

影
響

は
確

認
さ

れ
た

が
、

機
能

影
響

に
つ

い
て

は
無

い
と

判
断

し
た

・
北

側
走

行
用

ベ
ア

リ
ン

グ
ケ

ー
ス

カ
バ

ー
上

部
（
給

油
口

付
近

）
に

割
れ

・
ケ

ー
ブ

ル
ボ

ッ
ク

ス
ゴ

ム
カ

バ
ー

の
破

れ
・
北

側
照

明
用

固
定

ボ
ル

ト
ナ

ッ
ト

に
緩

み
・
走

行
用

リ
ミ

ッ
タ

ー
ア

ン
グ

ル
ボ

ル
ト

ナ
ッ

ト
緩

み
・
運

転
席

後
方

ア
ク

リ
ル

板
の

割
れ

○
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
・
北

側
照

明
銘

板
リ

ベ
ッ

ト
の

外
れ

・
南

側
走

行
レ

ー
ル

踏
み

面
に

錆

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、
交

換
、

締
め

付
け

等
を

実
施

し
、

原
形

復
旧

を
実

施
し

た
。

６
号

機
で

確
認

さ
れ

た
走

行
伝

動
用

継
手

（
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ジ

ョ
イ

ン
ト

の
ク

ロ
ス

ピ
ン

）
破

損
の

水
平

展
開

と
し

て
当

該
部

の
浸

透
探

傷
検

査
を

行
っ

た
が

指
示

模
様

も
無

く
特

に
異

常
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

（
1
7
）
燃

料
取

替
機

（
1
8
）
ク

レ
-
ン

3
8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

円
筒

胴
良

-

ス
カ

ー
ト

良
-

再
循

環
水

出
口

ノ
ズ

ル
-

主
蒸

気
ノ

ズ
ル

-

給
水

ノ
ズ

ル
-

上
蓋

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
-

ブ
ラ

ケ
ッ

ト
類

（
ー

）
-

原
子

炉
圧

力
容

器
ス

タ
ビ

ラ
イ

ザ
-

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

良
-

良

制
御

棒
駆

動
機

構
ハ

ウ
ジ

ン
グ

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

ｽ
ﾀ
ﾌ
ﾞﾁ

ｭ
ｰ

ﾌ
ﾞ

良
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

制
御

棒
駆

動
機

構
ハ

ウ
ジ

ン
グ

支
持

金
具

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
ｽ

ﾌ
ﾟﾗ

ｲ
ｽ

ﾌ
ﾟﾚ

ｰ
ﾄ

良
-

良

中
性

子
束

計
測

ハ
ウ

ジ
ン

グ
-

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
計

測
管

貫
通

部
シ

-
ル

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

原
子

炉
格

納
容

器
ス

タ
ビ

ラ
イ

ザ
-

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良

原
子

炉
圧

力
容

器
基

礎
ボ

ル
ト

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

※
異

常
な

し
○

異
常

な
し

良
基

礎
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
-

良

※
　

内
周

側
基

礎
ボ

ル
ト

は
狭

隘
部

の
た

め
目

視
点

検
が

困
難

な
こ

と
か

ら
、

外
周

側
基

礎
ボ

ル
ト

（
地

震
時

の
加

わ
る

荷
重

は
，

内
側

に
比

べ
外

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
方

が
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る

）
６

０
本

の
目

視
点

検
及

び
打

診
試

験
を

実
施

し
、

健
全

性
を

確
認

し
た

。

炉
心

支
持

構
造

物
シ

ュ
ラ

ウ
ド

サ
ポ

-
ト

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
レ

グ
良

-
良

（
漏

え
い

は
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

※
１

　
原

子
炉

圧
力

容
器

ド
レ

ン
ノ

ズ
ル

（
N

1
5
）
は

狭
隘

部
に

あ
り

、
目

視
点

検
が

困
難

な
た

め
代

替
と

し
て

漏
え

い
確

認
（
原

子
炉

圧
力

容
器

ﾘ
ｰ

ｸ
試

験
）
を

行
い

健
全

性
を

確
認

す
る

。
そ

の
他

の
部

位
に

つ
い

て
は

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

※
２

　
地

震
応

答
解

析
の

結
果

に
よ

り
実

施
部

位
を

選
定

す
る

。

-

原
子

炉
圧

力
容

器
付

属
構

造
物

（
1
9
）
原

子
炉

圧
力

容
器

及
び

付
属

機
器

原
子

炉
圧

力
容

器
付

属
構

造
物

原
子

炉
本

体
B

1
1
-
D

0
0
3

-
原

子
炉

圧
力

容
器

原
子

炉
圧

力
容

器
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

※
1

-
未

-
○

未 ※
２

3
9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

原
子

炉
圧

力
容

器
付

属
構

造
物

差
圧

検
出

・
ほ

う
酸

水
注

入
系

配
管

（
テ

ィ
-
よ

り
N

1
1
ノ

ズ
ル

ま
で

の
外

管
）

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
パ

イ
プ

良
-

良

蒸
気

乾
燥

器
①

蒸
気

乾
燥

器
ユ

ニ
ッ

ト ②
蒸

気
乾

燥
器

ハ
ウ

ジ
ン

グ

-
-

ク
ラ

ス
3

A

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
-

-
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

3
）

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
蒸

気
乾

燥
器

の
据

付
用

ガ
イ

ド
近

傍
で

打
痕

及
び

変
形

が
確

認
さ

れ
た

。
蒸

気
乾

燥
器

は
炉

内
に

固
定

さ
れ

る
構

造
に

な
っ

て
お

り
、

地
震

発
生

後
に

蒸
気

乾
燥

器
が

正
規

の
位

置
か

ら
動

い
た

形
跡

が
な

い
こ

と
、

据
付

部
周

辺
の

炉
内

構
造

物
に

変
形

等
の

損
傷

は
な

く
健

全
で

あ
る

こ
と

か
ら

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。
構

造
強

度
・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
蒸

気
乾

燥
器

変
形

部
に

つ
い

て
今

後
バ

リ
取

り
等

の
処

置
を

行
い

、
継

続
使

用
す

る
こ

と
と

す
る

。

シ
ュ

ラ
ウ

ド
ヘ

ッ
ド

-
-

ク
ラ

ス
3

A

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
-

-
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

3
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
シ

ュ
ラ

ウ
ド

ヘ
ッ

ド
の

据
付

用
ガ

イ
ド

近
傍

で
打

痕
が

確
認

さ
れ

た
。

地
震

発
生

後
に

シ
ュ

ラ
ウ

ド
ヘ

ッ
ド

が
正

規
の

位
置

か
ら

動
い

た
形

跡
が

な
い

こ
と

、
据

付
部

周
辺

の
炉

内
構

造
物

に
変

形
等

の
損

傷
は

な
く
健

全
で

あ
る

こ
と

か
ら

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。
構

造
強

度
・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
と

す
る

。

気
水

分
離

器
及

び
ス

タ
ン

ド
パ

イ
プ

①
気

水
分

離
器

②
ス

タ
ン

ド
パ

イ
プ

-
-

ク
ラ

ス
3

A

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ク

ラ
ス

3
）

良

給
水

ス
パ

-
ジ

ャ
-

-
ク

ラ
ス

3
A

異
常

な
し

※
-

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

3
）

良

※
サ

ー
マ

ル
ス

リ
ー

ブ
部

は
目

視
点

検
が

困
難

な
た

め
，

代
替

と
し

て
，

サ
ー

マ
ル

ス
リ

ー
ブ

に
接

続
さ

れ
た

テ
ィ

ー
部

及
び

ス
パ

ー
ジ

ャ
の

変
形

等
の

有
無

に
よ

り
当

該
部

の
健

全
性

を
確

認
し

，
異

常
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ス
パ

-
ジ

ャ
-

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
ヘ

ッ
ダ

良
-

良

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ス
パ

-
ジ

ャ
-

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
ヘ

ッ
ダ

良
-

良

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
-

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

※
-

-
-

-
-

-
良

ラ
イ

ザ
ブ

レ
ー

ス
良

-
良

※
サ

ー
マ

ル
ス

リ
ー

ブ
部

は
目

視
点

検
が

困
難

な
た

め
，

代
替

と
し

て
，

サ
ー

マ
ル

ス
リ

ー
ブ

に
接

続
さ

れ
た

ラ
イ

ザ
ー

管
の

変
形

等
の

有
無

に
よ

り
当

該
部

の
健

全
性

を
確

認
し

，
異

常
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
子

炉
本

体

原
子

炉
圧

力
容

器
内

部
構

造
物

（
2
0
）
炉

内
構

造
物

4
0
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

残
留

熱
除

去
系

配
管

（
原

子
炉

圧
力

容
器

内
部

）

-
-

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

※
-

-
-

-
-

-
良

リ
ン

グ
良

-
良

※
サ

ー
マ

ル
ス

リ
ー

ブ
部

は
目

視
点

検
が

困
難

な
た

め
，

代
替

と
し

て
，

サ
ー

マ
ル

ス
リ

ー
ブ

に
接

続
さ

れ
た

低
圧

注
水

配
管

の
変

形
等

の
有

無
に

よ
り

当
該

部
の

健
全

性
を

確
認

し
，

異
常

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
配

管
（
原

子
炉

圧
力

容
器

内
部

）

-
-

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

※
-

-
-

-
-

-
良

パ
イ

プ
良

-
良

※
サ

ー
マ

ル
ス

リ
ー

ブ
部

は
目

視
点

検
が

困
難

な
た

め
，

代
替

と
し

て
，

サ
ー

マ
ル

ス
リ

ー
ブ

に
接

続
さ

れ
た

テ
ィ

ー
部

及
び

ス
パ

ー
ジ

ャ
の

変
形

等
の

有
無

に
よ

り
当

該
部

の
健

全
性

を
確

認
し

，
異

常
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
配

管
（
原

子
炉

圧
力

容
器

内
部

）

-
-

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

※
-

-
-

-
-

-
良

パ
イ

プ
良

-
良

※
サ

ー
マ

ル
ス

リ
ー

ブ
部

は
目

視
点

検
が

困
難

な
た

め
，

代
替

と
し

て
，

サ
ー

マ
ル

ス
リ

ー
ブ

に
接

続
さ

れ
た

テ
ィ

ー
部

及
び

ス
パ

ー
ジ

ャ
の

変
形

等
の

有
無

に
よ

り
当

該
部

の
健

全
性

を
確

認
し

，
異

常
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

差
圧

検
出

・
ほ

う
酸

水
注

入
系

配
管

（
原

子
炉

圧
力

容
器

内
部

）

-
-

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
パ

イ
プ

良
-

良

中
性

子
束

計
測

案
内

管
-

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良

炉
心

シ
ュ

ラ
ウ

ド
-

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
下

部
胴

良
-

良

上
部

格
子

板
-

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
ｸ
ﾞﾘ

ｯ
ﾄﾞ

ﾌ
ﾟﾚ

ｰ
ﾄ

良
-

良

炉
心

支
持

板
-

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
支

持
板

良
-

良

燃
料

支
持

金
具

①
中

央
燃

料
支

持
金

具 ②
周

辺
燃

料
支

持
金

具

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
燃

料
支

持
金

具
良

-
良

制
御

棒
案

内
管

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
長

手
中

央
部

良
-

良

原
子

炉
圧

力
容

器
内

部
構

造
物

原
子

炉
本

体

炉
心

支
持

構
造

物

4
1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

主
配

管
2

-
-

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

※
-

未
-

-
○

異
常

な
し

（
漏

え
い

試
験

は
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

※
原

子
炉

圧
力

容
器

と
注

入
ラ

イ
ン

配
管

の
部

分
は

、
狭

隘
部

の
た

め
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
こ

と
、

漏
え

い
確

認
に

よ
り

損
傷

の
有

無
が

確
認

可
能

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

原
子

炉
圧

力
容

器
の

通
常

運
転

圧
力

の
1
.1

倍
以

上
の

圧
力

で
漏

え
い

試
験

を
実

施
し

、
異

常
の

無
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

ま
た

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

よ
り

許
容

応
力

内
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
1

A

異
常

あ
り

※
-

異
常

な
し

-
-

□
異

常
な

し
否

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
当

該
配

管
の

保
温

材
に

変
形

を
生

じ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

本
事

象
は

、
地

震
に

よ
り

仮
置

物
品

が
移

動
し

、
当

該
配

管
保

温
材

に
接

触
し

た
も

の
で

あ
る

。
当

該
配

管
へ

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
追

加
点

検
と

し
て

保
温

材
を

取
り

外
し

、
配

管
の

詳
細

目
視

点
検

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

尚
、

保
温

材
に

つ
い

て
は

取
替

を
実

施
し

た
。

主
配

管
3

-
-

ク
ラ

ス
3

A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

※
-

未
-

-
-

-

（
漏

え
い

試
験

は
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

※
原

子
炉

圧
力

容
器

生
体

遮
へ

い
壁

か
ら

ペ
デ

ス
タ

ル
の

部
分

は
、

狭
隘

部
の

た
め

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

こ
と

、
漏

え
い

確
認

に
よ

り
損

傷
の

有
無

が
確

認
可

能
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
原

子
炉

圧
力

容
器

の
通

常
運

転
圧

力
の

1
.1

倍
以

上
の

圧
力

で
漏

え
い

試
験

を
実

施
し

、
異

常
の

無
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

ま
た

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

よ
り

許
容

応
力

内
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
1

B

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

。
）

主
配

管
3

-
-

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

（
漏

え
い

は
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト
復

旧
（
水

張
）
時

に
実

施
）

主
配

管
4

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
未

-
-

○
異

常
な

し
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト
復

旧
（
水

張
）
時

に
実

施
）

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

棒
駆

動
系

（
2
1
）
配

管

ほ
う

酸
水

注
入

系

計
装

用
圧

縮
空

気
系

S
L
C

-
1
0
1

良
-

余
裕

が
少

な
い

配
管

を
選

定

4
2
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
未

-
-

○
異

常
な

し

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
格

納
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

。
）

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

主
配

管
3

-
-

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

-
未

-
-

○
異

常
な

し
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
格

納
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

。
）

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

可
搬

式
再

結
合

装
置

内
配

管

-
-

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系
可

搬
式

再
結

合
装

置
に

て
代

表
良

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
良

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
良

給
水

加
熱

器
ド

レ
ン

ベ
ン

ト
系

主
配

管
-

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

R
S
W

-
0
0
6

良
-

余
裕

が
少

な
い

配
管

を
選

定
良

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
R

C
W

-
0
1
4

良
-

余
裕

が
少

な
い

配
管

を
選

定
良

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

主
配

管
3

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

主
配

管
4

-
-

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

良
-

余
裕

が
少

な
い

配
管

を
選

定
F
C

S
-
0
0
4

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

原
子

炉
格

納
施

設
不

活
性

ガ
ス

系

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系

4
3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

。
）

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良

主
配

管
3

-
-

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

復
水

浄
化

系
主

配
管

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
り

後
実

施
）

抽
気

系
主

配
管

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

復
水

給
水

系
主

配
管

1
-

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
2

A
s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

主
配

管
3

-
-

ク
ラ

ス
2

B

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
、

給
復

水
系

水
張

時
に

実
施

時
）

主
配

管
4

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

あ
り

※
-

未
-

-
○

異
常

な
し

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
、

給
復

水
系

水
張

時
に

実
施

時
）

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
復

水
給

水
系

配
管

の
ラ

グ
部

に
レ

ス
ト

レ
イ

ン
ト

と
の

擦
れ

跡
を

確
認

し
た

。
擦

れ
跡

は
配

管
の

熱
移

動
方

向
と

一
致

し
て

お
り

、
近

接
す

る
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

運
転

、
停

止
時

に
熱

移
動

し
た

際
に

レ
ス

ト
レ

イ
ン

ト
と

擦
れ

て
発

生
し

た
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

。
）

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
未

-
-

○
異

常
な

し
-

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

。
）

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

※
-

未
-

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）
※

原
子

炉
圧

力
容

器
ド

レ
ン

ノ
ズ

ル
と

の
取

合
配

管
の

部
分

は
、

狭
隘

部
の

た
め

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
漏

え
い

確
認

に
よ

り
損

傷
の

有
無

が
確

認
可

能
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
原

子
炉

圧
力

容
器

の
通

常
運

転
圧

力
の

1
.1

倍
以

上
の

圧
力

で
漏

え
い

試
験

を
実

施
し

、
異

常
の

無
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

ま
た

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

よ
り

許
容

応
力

内
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
2

B

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

-

R
H

R
-
0
0
9

良
-

余
裕

が
少

な
い

配
管

を
選

定

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
残

留
熱

除
去

系

4
4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
未

-
-

○
異

常
な

し
H

P
C

S
-
0
0
1

良
-

余
裕

が
少

な
い

配
管

を
選

定

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

。
）

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
1

B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

主
蒸

気
流

量
制

限
器

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

。
）

主
蒸

気
流

量
制

限
器

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

。
）

主
蒸

気
流

量
制

限
器

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

。
）

主
蒸

気
流

量
制

限
器

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

。
）

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
未

-
-

○
異

常
な

し
M

S
-
0
0
1

良
-

余
裕

が
少

な
い

配
管

を
選

定

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
2

B

異
常

あ
り

※
1

-
-

-
-

○ □
異

常
あ

り
※

2
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
１

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
、

オ
イ

ル
ス

ナ
ッ

バ
（
S
N

O
-
M

S
3
0
1
-
S
4
8
)よ

り
油

の
滴

下
を

確
認

し
た

。
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

自
体

の
外

観
に

異
常

は
認

め
ら

れ
ず

、
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

本
体

等
に

変
形

・
損

傷
等

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
継

手
部

の
オ

イ
ル

シ
ー

ル
が

経
年

劣
化

し
、

に
じ

み
出

た
油

が
給

油
管

を
伝

っ
て

僅
か

に
垂

れ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

通
常

保
全

と
し

て
手

入
れ

を
実

施
し

た
。

※
２

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
低

速
走

行
試

験
）
の

結
果

、
オ

イ
ル

ス
ナ

ッ
バ

（
M

S
3
0
1
-
M

0
5
C

）
に

、
固

着
に

よ
る

動
作

不
良

を
確

認
し

た
。

固
着

の
原

因
は

グ
リ

ー
ス

の
劣

化
に

よ
る

部
品

（
ボ

ー
ル

ネ
ジ

）
の

固
着

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

等
が

な
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
通

常
保

全
と

し
て

手
入

れ
を

実
施

し
た

。

主
配

管
3

-
-

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ク

ラ
ス

３
）

良

主
配

管
4

-
-

ク
ラ

ス
3

A

異
常

な
し

-
-

-
-

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

主
配

管
5

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
-

-
-

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

＊
良

＊
-

＊
主

蒸
気

系
配

管
に

て
代

表

B
2
1
-
F
E
0
0
1

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

主
蒸

気
系

4
5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

。
）

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

主
配

管
3

-
-

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

主
配

管
4

-
-

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

あ
り

※
-

異
常

な
し

-
-

○
□

異
常

な
し

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
当

該
配

管
サ

ポ
ー

ト
上

の
Ｕ

ボ
ル

ト
が

変
形

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
詳

細
目

視
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
異

常
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

当
該

配
管

は
、

純
水

補
給

水
系

で
あ

り
、

大
き

な
熱

変
位

や
振

動
が

発
生

す
る

系
統

で
は

な
く
、

地
震

に
よ

り
ダ

ク
ト

に
変

位
が

生
じ

て
い

る
箇

所
で

あ
っ

た
た

め
、

地
震

の
影

響
で

Ｕ
ボ

ル
ト

が
変

形
し

た
も

の
と

判
断

し
た

。
Ｕ

ボ
ル

ト
の

交
換

を
実

施
予

定
。

ク
ロ

ス
ア

ラ
ウ

ン
ド

管
-

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

-
-

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

第
1
抽

気
管

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

第
2
抽

気
管

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

第
3
抽

気
管

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

第
4
抽

気
管

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

リ
-
ド

管
-

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

余
裕

が
少

な
い

配
管

を
選

定
-

良
L
P

C
S
-
1
0
1

蒸
気

タ
-
ビ

ン

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

補
給

水
系

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

蒸
気

タ
-
ビ

ン

4
6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

給
水

加
熱

器
ド

レ
ン

ベ
ン

ト
系

の
管

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

タ
-
ビ

ン
グ

ラ
ン

ド
蒸

気
系

の
管

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
未

-
-

○
異

常
な

し
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
時

実
施

）

タ
-
ビ

ン
補

助
蒸

気
系

の
管

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

抽
気

系
の

管
-

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

-
-

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

復
水

器
空

気
抽

出
系

の
管

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
時

実
施

）

復
水

給
水

系
の

管
-

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
給

復
水

系
水

張
時

実
施

）

蒸
気

タ
-
ビ

ン
に

附
属

す
る

管
蒸

気
タ

-
ビ

ン

4
7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

気
体

廃
棄

物
処

理
系

主
配

管
-

-
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

-
-

○
異

常
な

し
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

後
に

実
施

）

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系 廃
ス

ラ
ッ

ジ
系

主
配

管
-

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

あ
り

※
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
浸

透
探

傷
検

査
）
を

実
施

し
た

結
果

、
サ

ポ
ー

ト
溶

接
部

に
線

状
指

示
模

様
を

確
認

し
た

。
当

該
指

示
模

様
は

、
溶

接
部

端
部

に
生

じ
た

ク
レ

ー
タ

割
れ

（
溶

接
部

の
高

温
割

れ
で

あ
り

、
凝

固
時

の
収

縮
歪

に
よ

る
引

張
応

力
に

よ
り

開
口

す
る

）
で

あ
り

、
溶

接
施

工
不

良
に

伴
う

事
象

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
ま

た
、

浸
透

探
傷

検
査

の
結

果
、

当
該

指
示

模
様

以
外

に
異

常
は

確
認

さ
れ

て
お

ら
ず

、
配

管
、

サ
ポ

ー
ト

、
Ｕ

ボ
ル

ト
の

変
形

、
損

傷
、

移
動

痕
等

も
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
溶

接
補

修
を

実
施

予
定

。

廃
棄

物
処

理
設

備
圧

力
抑

制
室

プ
-

ル
水

排
水

系

主
配

管
-

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

あ
り

※
-

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
の

結
果

，
当

該
配

管
に

ピ
ン

ホ
ー

ル
が

９
箇

所
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
当

該
配

管
は

、
高

濃
度

の
塩

素
を

含
む

１
号

機
原

子
炉

複
合

建
屋

地
下

５
階

へ
の

流
入

水
を

圧
力

抑
制

室
プ

ー
ル

水
排

水
系

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

へ
移

送
し

た
際

に
、

３
号

機
側

の
配

管
に

も
流

入
し

た
こ

と
に

よ
る

、
塩

素
に

よ
る

腐
食

で
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

地
震

の
影

響
で

は
な

く
、

偶
発

的
な

事
象

で
あ

る
。

ピ
ン

ホ
ー

ル
以

外
の

異
常

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

当
該

配
管

の
取

替
を

実
施

し
た

。

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系

主
配

管
-

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 高
電

導
度

廃
液

系

主
配

管
-

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 低
電

導
度

廃
液

系

主
配

管
-

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系 濃
縮

廃
液

系

主
配

管
-

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

廃
棄

設
備

4
8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

あ
り

※
-

未
-

-
○ □

未
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

試
験

は
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

※
基

本
点

検
の

結
果

、
配

管
サ

ポ
ー

ト
ク

ラ
ン

プ
と

サ
ポ

ー
ト

鋼
材

の
接

触
跡

を
確

認
し

た
。

近
傍

の
配

管
溶

接
部

、
取

合
金

物
サ

ポ
ー

ト
の

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

今
後

、
地

震
の

影
響

、
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

、
追

加
点

検
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

主
配

管
2

-
-

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

試
験

は
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
2

A

異
常

な
し

※
-

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

※
一

部
配

管
が

埋
設

さ
れ

て
い

る
部

分
（
建

屋
躯

体
埋

設
配

管
）
は

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

が
、

埋
設

配
管

は
燃

料
プ

ー
ル

周
辺

で
あ

り
、

配
管

の
損

傷
が

あ
っ

た
場

合
、

プ
ー

ル
の

漏
え

い
検

知
管

よ
り

検
知

可
能

で
あ

る
た

め
、

漏
え

い
検

知
管

か
ら

の
漏

え
い

確
認

を
行

う
。

ま
た

、
躯

体
部

か
ら

出
た

部
分

に
配

管
側

と
躯

体
側

の
変

位
が

発
生

す
る

可
能

性
が

高
く
、

そ
の

部
位

に
つ

い
て

目
視

点
検

を
実

施
し

た
。

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

※
-

異
常

な
し

-
-

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

※
一

部
配

管
が

埋
設

さ
れ

て
い

る
部

分
（
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
サ

ン
プ

下
出

口
配

管
）
は

目
視

点
検

が
困

難
で

あ
る

が
、

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

サ
ン

プ
の

漏
え

い
確

認
に

よ
り

損
傷

の
有

無
が

確
認

可
能

で
あ

る
た

め
、

漏
え

い
確

認
を

実
施

し
た

。

主
配

管
3

-
-

ノ
ン

ク
ラ

ス
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

主
配

管
4

-
-

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

主
配

管
1

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

H
P

S
W

-
0
0
3

良
-

余
裕

が
少

な
い

配
管

を
選

定
良

主
配

管
2

-
-

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

系

主
配

管
-

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
H

P
C

W
-
0
0
3

良
-

余
裕

が
少

な
い

配
管

を
選

定
良

放
射

線
管

理
設

備
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
主

配
管

-
-

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
○

異
常

な
し

良
S
G

T
S
-
0
0
1

乾
燥

装
置

良
-

余
裕

が
少

な
い

配
管

を
選

定
良

補
助

ボ
イ

ラ
-

非
常

用
予

備
発

電
装

置

廃
棄

設
備

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
系

補
助

ボ
イ

ラ
-
に

附
属

す
る

管
外

経
1
5
0
ｍ

ｍ
以

上
の

管

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系

燃
料

設
備

燃
料

プ
-
ル

冷
却

浄
化

系

4
9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

燃
料

貯
蔵

設
備

新
燃

料
貯

蔵
設

備
-

ク
ラ

ス
2

C

異
常

な
し

-
-

異
常

あ
り

※
異

常
あ

り
※

□
異

常
な

し
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

（
全

９
２

本
）
の

う
ち

、
６

本
に

緩
み

を
確

認
し

た
。

基
本

点
検

（
打

診
試

験
）
の

結
果

、
緩

み
が

確
認

さ
れ

た
基

礎
ボ

ル
ト

６
本

に
緩

み
に

起
因

す
る

と
み

ら
れ

る
打

音
が

確
認

さ
れ

た
。

追
加

点
検

（
浸

透
探

傷
試

験
）
の

結
果

、
浸

透
指

示
模

様
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
今

後
地

震
影

響
、

機
能

維
持

へ
の

影
響

等
に

つ
い

て
評

価
を

実
施

す
る

。

使
用

済
燃

料
貯

蔵
ラ

ッ
ク

-
ク

ラ
ス

2
A

s

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
ラ

ッ
ク

本
体

良
-

良

制
御

棒
・
破

損
燃

料
貯

蔵
ラ

ッ
ク

-
ク

ラ
ス

2
A

s

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
ラ

ッ
ク

本
体

良
-

良

制
御

棒
貯

蔵
ラ

ッ
ク

-
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

制
御

棒
貯

蔵
ハ

ン
ガ

-
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

燃
料

設
備

（
2
2
）
燃

料
ラ

ッ
ク

類
-

使
用

済
燃

料
貯

蔵
設

備

5
0
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

蒸
化

器
N

3
3
-
B

0
0
1

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
内

部
構

造
物

溶
接

部
に

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

浸
透

指
示

模
様

（
線

状
指

示
模

様
）

に
つ

い
て

は
、

蒸
気

に
よ

る
浸

食
等

に
よ

り
内

在
欠

陥
が

顕
在

化
し

た
も

の
で

あ
り

、
ま

た
、

各
部

に
変

形
、

損
傷

等
が

無
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
内

部
構

造
物

溶
接

部
の

溶
接

補
修

を
実

施
す

る
。

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

復
水

器
N

3
3
-
B

0
0
2

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
水

室
内

部
溶

接
部

に
浸

食
を

確
認

し
た

。
浸

食
に

つ
い

て
は

、
通

常
の

点
検

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
事

象
で

あ
り

、
ま

た
、

各
部

に
変

形
等

が
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

水
室

内
部

溶
接

部
の

溶
接

補
修

を
実

施
す

る
。

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

C
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
加

熱
器

K
1
3
-
D

0
0
1

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
復

水
器

K
1
3
-
B

0
0
1

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

気
体

廃
棄

物
処

理
系

除
湿

冷
却

器

N
6
2
-
B

0
0
2

N
6
2
-
B

0
0
1

気
体

廃
棄

物
処

理
系 廃

棄
物

処
理

設
備

液
体

廃
棄

物
処

理
系 高

電
導

度
廃

液
系

蒸
気

タ
-
ビ

ン

（
2
3
）
熱

交
換

器

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
予

熱
器

N
6
2
-
B

0
0
3

廃
棄

設
備

蒸
気

タ
-
ビ

ン
に

附
属

す
る

熱
交

換
器

気
体

廃
棄

物
処

理
系

脱
湿

塔
N

6
2
-
B

0
0
4

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
復

水
器

5
1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

胴
板

良
-

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

胴
板

良
-

良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

胴
板

良
-

良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

胴
板

良
-

良

E
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

胴
板

良
-

良

F
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

胴
板

良
-

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
○

異
常

な
し

良
胴

板
良

-
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

胴
板

良
-

良

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
再

生
熱

交
換

器
G

3
1
-
B

0
0
1

-
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

非
常

用
予

備
発

電
装

置
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
デ

ィ
-
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

系
熱

交
換

器

P
2
6
-
B

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

胴
板

良
-

良

G
3
1
-
B

0
0
2

P
2
1
-
B

0
0
1

E
1
1
-
B

0
0
1

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
熱

交
換

器

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
非

再
生

熱
交

換
器

残
留

熱
除

去
系

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

燃
料

設
備

燃
料

プ
-
ル

冷
却

浄
化

系
燃

料
プ

-
ル

冷
却

浄
化

系
熱

交
換

器
G

4
1
-
B

0
0
1

5
2
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

否

蒸
気

タ
-
ビ

ン
復

水
器

に
係

る
次

の
事

項
復

水
器

N
6
1
-
B

0
0
1

異
常

あ
り

※
1

異
常

あ
り

※
3

○
-

B

異
常

あ
り

※
2

未
-

異
常

な
し

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

-
-

（
漏

え
い

は
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

※
１

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
基

礎
部

（
グ

ラ
ウ

ト
）
に

軽
微

な
ひ

び
割

れ
及

び
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
全

数
（
1
2
個

）
に

歪
み

が
確

認
さ

れ
た

。
グ

ラ
ウ

ト
は

構
造

強
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
部

材
（
設

計
上

、
グ

ラ
ウ

ト
は

考
慮

し
な

い
）
で

あ
り

、
基

礎
グ

ラ
ウ

ト
の

剥
落

が
な

か
っ

た
こ

と
、

基
礎

ボ
ル

ト
の

打
診

試
験

結
果

に
異

常
は

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
に

影
響

は
な

い
と

判
断

し
た

。
硬

化
剤

に
よ

る
補

修
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

摺
動

脚
基

礎
ボ

ル
ト

用
ワ

ッ
シ

ャ
ー

に
つ

い
て

は
、

復
水

器
の

熱
移

動
の

た
め

固
定

さ
れ

て
お

ら
ず

、
目

視
点

検
に

お
い

て
、

ワ
ッ

シ
ャ

ー
が

接
触

痕
や

打
痕

等
他

の
部

位
と

接
触

し
た

形
跡

が
無

く
、

地
震

の
影

響
で

歪
ん

だ
と

は
考

え
に

く
い

た
め

、
運

転
中

の
熱

等
の

影
響

に
よ

り
、

経
年

的
に

歪
ん

だ
も

の
と

判
断

し
た

。

※
２

基
本

点
検

（
打

診
試

験
）
に

お
い

て
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

全
１

２
本

中
２

本
に

緩
み

が
確

認
さ

れ
た

。
緩

み
は

局
所

的
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
運

転
中

の
熱

変
動

に
よ

り
締

付
け

ト
ル

ク
が

低
減

し
た

こ
と

が
原

因
で

緩
ん

だ
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
ボ

ル
ト

自
体

に
損

傷
が

な
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
ダ

ブ
ル

ナ
ッ

ト
の

締
付

け
を

実
施

予
定

。

※
３

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
、

補
強

管
と

器
内

抽
気

管
ラ

ギ
ン

グ
が

接
触

し
た

こ
と

に
よ

る
凹

み
、

上
部

伸
縮

継
手

整
流

板
の

ず
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

器
内

補
強

管
の

浸
食

、
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

の
緩

み
、

補
強

管
溶

接
割

れ
を

確
認

し
た

。
補

強
管

の
割

れ
に

つ
い

て
は

、
現

在
損

傷
原

因
を

調
査

中
で

あ
る

。
器

内
補

強
管

の
浸

食
に

つ
い

て
は

通
常

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
各

部
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
ま

た
、

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

の
緩

み
に

つ
い

て
は

、
運

転
中

の
熱

変
動

に
よ

り
締

付
け

ト
ル

ク
が

低
減

し
た

こ
と

が
原

因
で

緩
ん

だ
も

の
と

考
え

ら
れ

、
ボ

ル
ト

、
散

水
箱

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

各
部

に
つ

い
て

、
交

換
、

手
入

れ
、

修
復

を
実

施
す

る
。

（
2
4
）
復

水
器

、
給

水
加

熱
器

、
湿

分
分

離
器

ク
ラ

ス
3

A

5
3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

否

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

蒸
気

タ
-
ビ

ン
復

水
器

に
係

る
次

の
事

項

異
常

あ
り

※
2

-
-

-

B

異
常

な
し

-
未

異
常

あ
り

※
1

異
常

な
し

○

（
漏

え
い

は
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

※
１

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
全

数
（
1
2
個

）
に

歪
み

が
確

認
さ

れ
た

。
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
に

つ
い

て
は

、
復

水
器

の
熱

移
動

の
た

め
固

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、

目
視

点
検

に
お

い
て

、
ワ

ッ
シ

ャ
ー

が
接

触
痕

や
打

痕
等

他
の

部
位

と
接

触
し

た
形

跡
が

無
く
、

地
震

の
影

響
で

歪
ん

だ
と

は
考

え
に

く
い

た
め

、
運

転
中

の
熱

等
の

影
響

に
よ

り
、

経
年

的
に

歪
ん

だ
も

の
と

判
断

し
た

。

※
２

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

る
、

補
強

管
と

器
内

抽
気

管
ラ

ギ
ン

グ
が

接
触

し
た

こ
と

に
よ

る
凹

み
、

タ
ー

ビ
ン

バ
イ

パ
ス

蒸
気

ダ
ン

パ
の

移
動

跡
、

上
部

伸
縮

継
手

整
流

板
の

ず
れ

、
整

流
板

の
タ

ッ
プ

溶
接

部
の

割
れ

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
器

内
補

強
管

の
浸

食
、

散
水

箱
取

付
ボ

ル
ト

用
ダ

ブ
ル

ナ
ッ

ト
の

緩
み

を
確

認
し

た
。

器
内

補
強

管
の

浸
食

に
つ

い
て

は
通

常
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

経
年

的
な

も
の

で
あ

り
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ま
た

、
散

水
箱

取
付

ボ
ル

ト
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

の
緩

み
に

つ
い

て
は

、
運

転
中

の
熱

変
動

に
よ

り
締

付
け

ト
ル

ク
が

低
減

し
た

こ
と

が
原

因
で

緩
ん

だ
も

の
と

考
え

ら
れ

、
ボ

ル
ト

、
散

水
箱

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

各
部

に
つ

い
て

、
交

換
、

手
入

れ
、

修
復

を
実

施
す

る
。

復
水

器
N

6
1
-
B

0
0
1

B
ク

ラ
ス

3

5
4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検
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基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

否

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
内

部
構

造
物

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
及

び
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

で
、

通
常

の
点

検
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

経
年

的
な

事
象

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

等
が

な
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
内

部
構

造
物

溶
接

部
の

溶
接

補
修

を
実

施
す

る
。

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
内

部
構

造
物

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
及

び
線

状
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
蒸

気
に

よ
る

浸
食

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

で
、

通
常

の
点

検
で

も
確

認
さ

れ
て

い
る

経
年

的
な

事
象

で
あ

り
、

ま
た

、
各

部
に

変
形

等
が

な
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
内

部
構

造
物

溶
接

部
の

溶
接

補
修

を
実

施
す

る
。

異
常

あ
り

※
3

-

蒸
気

タ
-
ビ

ン
復

水
器

に
係

る
次

の
事

項
復

水
器

N
6
1
-
B

0
0
1

○
異

常
あ

り
※

2
未

-
異

常
あ

り
※

1

（
漏

え
い

は
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
）

※
1
目

視
点

検
に

お
い

て
水

室
フ

ラ
ン

ジ
部

に
漏

え
い

痕
を

確
認

し
た

。
水

室
フ

ラ
ン

ジ
部

に
変

形
及

び
取

付
ボ

ル
ト

に
異

常
は

な
く
、

錆
が

発
生

し
て

い
る

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

逆
洗

時
等

の
圧

力
変

動
に

よ
り

水
室

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
漏

え
い

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

※
2
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
に

お
い

て
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
全

数
（
1
2
個

）
に

歪
み

が
確

認
さ

れ
た

。
摺

動
脚

基
礎

ボ
ル

ト
用

ワ
ッ

シ
ャ

ー
に

つ
い

て
は

、
復

水
器

の
熱

移
動

の
た

め
固

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、

目
視

点
検

に
お

い
て

、
ワ

ッ
シ

ャ
ー

が
接

触
痕

や
打

痕
等

他
の

部
位

と
接

触
し

た
形

跡
が

無
く
、

地
震

の
影

響
で

歪
ん

だ
と

は
考

え
に

く
い

た
め

、
運

転
中

の
熱

等
の

影
響

に
よ

り
、

経
年

的
に

歪
ん

だ
も

の
と

判
断

し
た

。

※
3
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
、

浸
透

探
傷

検
査

）
を

実
施

し
た

結
果

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

る
、

補
強

管
と

器
内

抽
気

管
ラ

ギ
ン

グ
が

接
触

し
た

こ
と

に
よ

る
凹

み
、

上
部

伸
縮

継
手

整
流

板
の

ず
れ

、
整

流
板

の
タ

ッ
プ

溶
接

部
の

割
れ

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
器

内
補

強
管

の
浸

食
、

水
室

、
胴

体
エ

キ
ス

パ
ン

シ
ョ

ン
溶

接
部

の
浸

透
指

示
模

様
（
円

形
指

示
模

様
）
、

水
室

内
面

防
汚

塗
装

に
割

れ
、

散
水

箱
取

付
ボ

ル
ト

用
ダ

ブ
ル

ナ
ッ

ト
の

緩
み

を
確

認
し

た
。

・
器

内
補

強
管

の
浸

食
に

つ
い

て
は

通
常

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
経

年
的

な
も

の
で

あ
り

、
各

部
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

・
水

室
、

胴
体

エ
キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

溶
接

部
の

浸
透

指
示

模
様

（
円

形
指

示
模

様
）
に

つ
い

て
は

、
手

入
れ

等
に

よ
り

内
在

欠
陥

が
顕

在
化

し
た

も
の

で
あ

り
、

各
部

に
変

形
等

が
無

い
こ

と
・
水

室
内

面
防

汚
塗

装
に

割
れ

は
経

年
的

に
確

認
さ

れ
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

か
つ

他
プ

ラ
ン

ト
に

於
い

て
も

経
年

劣
化

事
象

と
し

て
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

・
ダ

ブ
ル

ナ
ッ

ト
の

緩
み

に
つ

い
て

は
、

運
転

中
の

熱
変

動
に

よ
り

締
付

け
ト

ル
ク

が
低

減
し

た
こ

と
が

原
因

で
緩

ん
だ

も
の

と
考

え
ら

れ
、

ボ
ル

ト
、

散
水

箱
に

変
形

等
が

無
い

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
各

部
に

つ
い

て
、

交
換

、
手

入
れ

、
修

復
を

実
施

す
る

。

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

-
-

B

蒸
気

タ
-
ビ

ン
蒸

気
タ

-
ビ

ン
湿

分
分

離
器

N
3
5
-
D

0
0
1

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

5
5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検
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地
震

後
の
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健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
水

室
外

部
マ

ン
ホ

ー
ル

の
ボ

ル
ト

・
ナ

ッ
ト

2
組

に
固

着
が

確
認

さ
れ

た
。

プ
ラ

ン
ト

起
動

・
停

止
に

よ
る

熱
・
圧

力
変

動
の

影
響

に
よ

り
、

カ
ジ

リ
が

生
じ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
当

該
ボ

ル
ト

に
変

形
、

割
れ

が
無

か
っ

た
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ボ
ル

ト
・
ナ

ッ
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

。

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

※
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
水

室
外

部
マ

ン
ホ

ー
ル

の
ボ

ル
ト

・
ナ

ッ
ト

2
組

に
固

着
が

確
認

さ
れ

た
。

プ
ラ

ン
ト

起
動

・
停

止
に

よ
る

熱
・
圧

力
変

動
の

影
響

に
よ

り
、

カ
ジ

リ
が

生
じ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

、
当

該
ボ

ル
ト

に
変

形
、

割
れ

が
無

か
っ

た
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ボ
ル

ト
・
ナ

ッ
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

。

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

否

-

※
１

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

※
２

：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
分

解
点

検
に

て
復

水
出

口
管

溶
接

部
に

ブ
ロ

ー
ホ

ー
ル

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
本

体
座

に
へ

こ
み

を
確

認
し

た
。

ブ
ロ

ー
ホ

ー
ル

は
、

内
在

し
て

い
た

も
の

が
浸

食
等

に
よ

り
表

面
化

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
、

本
体

座
の

へ
こ

み
は

建
設

時
に

給
水

加
熱

器
取

付
後

、
ラ

ギ
ン

グ
を

取
付

る
際

に
使

用
し

た
ガ

ス
等

の
熱

影
響

で
溶

け
込

ん
だ

も
の

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

本
体

座
の

損
傷

に
つ

い
て

は
補

修
を

実
施

す
る

。
ブ

ロ
ー

ホ
ー

ル
に

つ
い

て
は

構
造

強
度

・
機

能
維

持
に

関
し

て
影

響
は

な
い

こ
と

か
ら

、
継

続
使

用
す

る
。

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

A
N

2
1
-
B

0
0
3

第
3
給

水
加

熱
器

復
水

給
水

系
第

1
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
2

N
2
1
-
B

0
0
1

第
2
給

水
加

熱
器

-
異

常
な

し

B
ク

ラ
ス

3

○ □
異

常
な

し
異

常
あ

り
※

1
-

-
異

常
あ

り
※

2
-

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

5
6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
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価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

否

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

あ
り

※
1

異
常

な
し

○ □
異

常
あ

り
※

2
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

※
１

：
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

※
２

：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
分

解
点

検
に

て
本

体
座

（
Ｓ

－
6
）
の

ソ
ケ

ッ
ト

溶
接

部
に

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

配
管

の
熱

変
位

に
よ

る
応

力
集

中
部

に
指

示
模

様
が

で
て

い
る

こ
と

、
及

び
当

該
座

の
み

に
本

事
象

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
当

該
部

の
補

修
溶

接
を

実
施

す
る

。

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
B

ク
ラ

ス
3

-
異

常
な

し
異

常
あ

り
※

1
-

異
常

あ
り

※
2

○ □
異

常
な

し
-

B
※

１
：
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

※
２

：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
分

解
点

検
に

て
本

体
座

（
Ｓ

－
6
）
に

浸
食

及
び

浸
透

指
示

模
様

を
確

認
し

た
。

浸
食

に
つ

い
て

は
蒸

気
に

よ
る

浸
食

と
考

え
ら

れ
、

浸
透

指
示

模
様

は
配

管
の

熱
変

位
に

よ
る

応
力

集
中

部
に

指
示

模
様

が
で

て
い

る
こ

と
、

及
び

当
該

座
の

み
に

本
事

象
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

浸
食

に
つ

い
て

は
健

全
性

評
価

を
行

い
必

要
に

応
じ

て
補

修
を

行
う

。
ま

た
、

浸
透

指
示

模
様

に
つ

い
て

は
補

修
を

行
う

。

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

-
-

N
2
1
-
B

0
0
3

第
3
給

水
加

熱
器

復
水

給
水

系

5
7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
○ □

異
常

な
し

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

の
ナ

ッ
ト

に
傾

き
（
４

本
中

２
本

）
を

確
認

し
た

。
引

き
続

き
目

視
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
ず

、
当

該
基

礎
ボ

ル
ト

が
傾

い
て

取
付

け
ら

れ
て

い
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

当
該

ボ
ル

ト
の

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

施
工

当
初

か
ら

若
干

傾
い

て
取

付
け

ら
れ

て
い

た
こ

と
、

下
部

の
ナ

ッ
ト

溶
接

部
に

割
れ

等
が

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

否

B
ク

ラ
ス

3
B

N
2
1
-
B

0
0
4

復
水

給
水

系
原

子
炉

冷
却

系
統

設
備

※
１

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

の
ナ

ッ
ト

に
傾

き
（
４

本
中

１
本

）
を

確
認

し
た

。
引

き
続

き
目

視
点

検
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
ず

、
当

該
基

礎
ボ

ル
ト

が
傾

い
て

取
付

け
ら

れ
て

い
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

当
該

ボ
ル

ト
の

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
て

お
ら

ず
、

施
工

当
初

か
ら

若
干

傾
い

て
取

付
け

ら
れ

て
い

た
こ

と
、

下
部

の
ナ

ッ
ト

溶
接

部
に

割
れ

等
が

無
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

※
2
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
を

実
施

し
た

結
果

、
分

解
点

検
に

て
、

本
体

座
（
Ｓ

－
8
）
に

へ
こ

み
を

確
認

し
た

。
本

体
座

の
へ

こ
み

は
建

設
時

に
給

水
加

熱
器

取
付

後
、

ラ
ギ

ン
グ

を
取

付
る

際
に

使
用

し
た

ガ
ス

等
の

熱
影

響
で

溶
け

込
ん

だ
も

の
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

へ
こ

み
部

の
補

修
を

実
施

す
る

。

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

-
-

-
異

常
あ

り
※

2
○ □

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
1

-
-

異
常

な
し

第
4
給

水
加

熱
器

5
8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

第
4
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
4

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
○ □

異
常

な
し

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

否

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
○

異
常

な
し

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
４

本
中

1
本

）
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

摺
動

脚
の

基
礎

ボ
ル

ト
は

ナ
ッ

ト
と

脚
と

の
間

に
隙

間
が

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
振

動
に

よ
り

脚
と

ナ
ッ

ト
が

接
触

し
変

形
に

至
っ

た
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
基

礎
ボ

ル
ト

の
曲

が
り

は
軽

微
で

あ
り

、
脚

の
摺

動
を

妨
げ

な
い

こ
と

、
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
結

果
、

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

当
該

機
器

の
構

造
強

度
・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

曲
が

り
が

確
認

さ
れ

た
基

礎
ボ

ル
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

予
定

。

第
5
給

水
加

熱
器

復
水

給
水

系
原

子
炉

冷
却

系
統

設
備

N
2
1
-
B

0
0
5

A
B

ク
ラ

ス
3

-
異

常
な

し
○ □

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

異
常

な
し

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
４

本
中

3
本

）
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

摺
動

脚
の

基
礎

ボ
ル

ト
は

ナ
ッ

ト
と

脚
と

の
間

に
隙

間
が

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
振

動
に

よ
り

脚
と

ナ
ッ

ト
が

接
触

し
変

形
に

至
っ

た
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
基

礎
ボ

ル
ト

の
曲

が
り

は
軽

微
で

あ
り

、
脚

の
摺

動
を

妨
げ

な
い

こ
と

、
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
結

果
、

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

当
該

機
器

の
構

造
強

度
・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

曲
が

り
が

確
認

さ
れ

た
基

礎
ボ

ル
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

予
定

。

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

-
-

-

5
9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

第
5
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
5

否

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

※
1

-
-

異
常

あ
り

※
2

異
常

な
し

○ □
異

常
な

し
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

※
1
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
ラ

ギ
ン

グ
エ

ン
ド

プ
レ

ー
ト

の
割

れ
を

確
認

し
た

。
割

れ
は

ラ
ギ

ン
グ

エ
ン

ド
プ

レ
ー

ト
止

め
ボ

ル
ト

の
ま

わ
り

止
め

溶
接

部
近

傍
に

発
生

し
て

お
り

、
溶

接
の

熱
影

響
部

に
発

生
し

た
微

細
な

割
れ

が
起

動
停

止
に

よ
る

熱
変

化
に

よ
っ

て
進

展
し

た
と

推
定

さ
れ

、
過

去
の

点
検

に
お

い
て

も
同

様
の

事
象

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

、
当

該
部

に
確

認
さ

れ
た

割
れ

以
外

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

地
震

に
よ

る
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
ラ

ギ
ン

グ
エ

ン
ド

プ
レ

ー
ト

の
修

理
を

実
施

す
る

。

※
２

：
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

第
6
給

水
加

熱
器

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

※
-

-
異

常
な

し
-

○ □
異

常
な

し
異

常
な

し

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

の
基

礎
ボ

ル
ト

に
曲

が
り

（
４

本
中

1
本

）
を

確
認

し
た

。
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

摺
動

脚
の

基
礎

ボ
ル

ト
は

ナ
ッ

ト
と

脚
と

の
間

に
隙

間
が

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
振

動
に

よ
り

脚
と

ナ
ッ

ト
が

接
触

し
変

形
に

至
っ

た
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
基

礎
ボ

ル
ト

の
曲

が
り

は
軽

微
で

あ
り

、
脚

の
摺

動
を

妨
げ

な
い

こ
と

、
追

加
点

検
（
超

音
波

探
傷

試
験

）
結

果
、

基
礎

ボ
ル

ト
（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

当
該

機
器

の
構

造
強

度
・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

た
。

曲
が

り
が

確
認

さ
れ

た
基

礎
ボ

ル
ト

の
交

換
を

実
施

す
る

予
定

。

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

-
-

N
2
1
-
B

0
0
6

6
0
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

第
6
給

水
加

熱
器

N
2
1
-
B

0
0
6

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

あ
り

※
1

異
常

な
し

○ □
異

常
あ

り
※

2
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
１

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
摺

動
脚

と
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

間
に

隙
間

を
確

認
し

た
。

追
加

点
検

（
超

音
波

探
傷

試
験

）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
数

（
固

定
脚

、
摺

動
脚

）
に

異
常

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

運
転

、
停

止
の

熱
変

化
の

繰
返

し
に

よ
る

経
年

的
な

脚
部

の
変

形
も

考
え

ら
れ

る
が

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
変

形
も

否
定

で
き

な
い

。
摺

動
側

脚
部

の
変

形
は

、
給

水
加

熱
器

の
熱

移
動

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
く
、

摺
動

側
基

礎
ボ

ル
ト

の
超

音
波

探
傷

試
験

に
よ

り
、

異
常

も
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
上

の
影

響
は

無
い

と
判

断
し

、
継

続
使

用
す

る
。

な
お

、
固

定
側

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い

て
も

、
超

音
波

探
傷

試
験

を
実

施
し

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

※
２

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
渦

流
探

傷
試

験
）
を

実
施

し
た

結
果

、
ス

ケ
ー

ル
が

原
因

の
伝

熱
管

の
つ

ま
り

（
1
,0

8
8
本

中
1
本

）
を

確
認

し
た

。
伝

熱
管

内
の

ス
ケ

ー
ル

の
付

着
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

つ
ま

り
が

確
認

さ
れ

た
伝

熱
管

に
閉

止
栓

処
置

を
実

施
し

た
。

閉
止

栓
処

置
を

実
施

し
、

取
付

状
態

に
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

第
6
給

水
加

熱
器

ド
レ

ン
冷

却
器

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
給

水
系

N
2
1
-
B

0
0
7

6
1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
補

給
水

系
復

水
貯

蔵
槽

P
1
3
-
A

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

-
ル

F
3
1
-
V

0
0
1

-
ク

ラ
ス

2
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

キ
ャ

ス
ク

ピ
ッ

ト
F
3
1
-
V

0
0
4

-
ク

ラ
ス

2
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

廃
棄

設
備

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
粉

末
樹

脂
沈

降
分

離
槽

使
用

済
樹

脂
槽

K
2
1
-
A

3
0
1

K
2
1
-
A

1
0
1

燃
料

設
備

使
用

済
燃

料
貯

蔵
設

備

（
2
5
）
プ

-
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ

廃
棄

物
貯

蔵
設

備

6
2
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

あ
り

※
-

異
常

な
し

-
-

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
当

該
収

集
槽

上
部

マ
ン

ホ
ー

ル
付

近
に

漏
え

い
痕

（
２

箇
所

）
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

地
震

時
の

揺
れ

に
よ

っ
て

弾
性

範
囲

内
で

歪
ん

だ
マ

ン
ホ

ー
ル

部
分

か
ら

保
有

水
の

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
よ

り
極

微
量

の
漏

え
い

が
生

じ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

漏
え

い
痕

が
確

認
さ

れ
た

箇
所

の
拭

き
取

り
を

実
施

し
た

。
漏

え
い

痕
以

外
に

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

拭
き

取
り

を
実

施
し

た
。

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

※
-

異
常

な
し

-
-

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
当

該
サ

ン
プ

ル
槽

天
板

の
ゴ

ム
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

て
い

る
こ

と
及

び
極

微
量

の
漏

え
い

痕
を

確
認

し
た

。
地

震
時

の
揺

れ
に

よ
っ

て
天

板
が

弾
性

範
囲

内
で

歪
ん

だ
際

に
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

た
こ

と
、

及
び

地
震

に
伴

う
保

有
水

の
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
に

よ
り

当
該

部
か

ら
極

微
量

の
漏

え
い

が
生

じ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

漏
え

い
痕

が
確

認
さ

れ
た

箇
所

の
拭

き
取

り
及

び
ゴ

ム
パ

ッ
キ

ン
の

交
換

を
実

施
し

た
。

パ
ッ

キ
ン

の
は

み
出

し
以

外
に

変
形

等
の

損
傷

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

構
造

強
度

・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

拭
き

取
り

及
び

ゴ
ム

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
を

実
施

し
た

。

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

あ
り

※
-

異
常

な
し

-
-

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
当

該
サ

ン
プ

ル
槽

天
板

の
ゴ

ム
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
地

震
時

の
揺

れ
に

よ
っ

て
天

板
が

弾
性

範
囲

内
で

歪
ん

だ
際

に
パ

ッ
キ

ン
が

は
み

出
し

た
も

の
と

判
断

し
た

。
パ

ッ
キ

ン
の

は
み

出
し

以
外

に
変

形
等

の
損

傷
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
構

造
強

度
・
機

能
維

持
へ

の
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

ゴ
ム

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
を

実
施

し
た

。

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系
収

集
槽

廃
棄

設
備

高
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
槽

低
電

導
度

廃
液

系
収

集
槽

K
1
2
-
A

0
0
3

低
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
槽

K
1
3
-
A

0
0
3

K
1
6
-
A

0
0
1

K
1
2
-
A

0
0
1

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 高
電

導
度

廃
液

系

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 低
電

導
度

廃
液

系

6
3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
入

力
変

圧
器

A

C
8
1
-
J
0
0
1

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

※
1

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
あ

り
※

2
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
1
 目

視
点

検
は

追
加

点
検

に
て

実
施

※
2
 予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
測

温
抵

抗
体

（
予

備
用

）
の

端
子

～
対

地
間

の
絶

縁
抵

抗
値

が
、

０
M

Ω
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

測
温

抵
抗

体
の

カ
バ

ー
の

腐
食

に
よ

り
シ

ー
ル

機
能

が
低

下
し

内
部

に
水

分
が

浸
入

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

測
温

抵
抗

体
を

交
換

し
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
入

力
変

圧
器

B

C
8
1
-
J
0
0
1

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

※
1

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

※
1
目

視
点

検
は

追
加

点
検

に
て

実
施

否

主
変

圧
器

変
圧

器
電

気
設

備

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置

（
2
6
）
変

圧
器

ク
ラ

ス
3

-
S
1
1
-
M

T
R

-
異

常
あ

り
※

1

C

○
-

異
常

あ
り

※
2

-
-

-
異

常
あ

り
※

3

※
1
目

視
点

検
は

追
加

点
検

に
て

実
施

※
2
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
１

６
本

が
折

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
揺

れ
に

よ
り

、
過

大
な

応
力

が
加

わ
り

基
礎

ボ
ル

ト
が

折
損

し
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

変
圧

器
固

定
用

基
礎

ボ
ル

ト
が

折
損

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
機

械
性

能
に

影
響

有
り

と
判

断
し

た
。

埋
め

込
み

ベ
ー

ス
を

交
換

し
、

変
圧

器
基

礎
部

と
埋

め
込

み
ベ

ー
ス

を
直

接
溶

接
し

た
。

※
3
 予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
以

下
の

事
象

を
確

認
し

た
。

・
放

圧
装

置
（
弁

）
が

動
作

し
、

放
圧

管
か

ら
油

漏
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
ま

た
、

放
圧

弁
が

動
作

し
た

こ
と

に
よ

り
内

部
に

空
気

が
混

入
し

本
体

ガ
ス

検
出

装
置

が
動

作
し

た
。

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

変
圧

器
内

部
の

放
圧

装
置

に
加

わ
る

圧
力

が
変

動
し

た
こ

と
に

よ
り

放
圧

装
置

が
動

作
し

放
圧

弁
か

ら
漏

油
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
ガ

ス
検

出
器

の
動

作
に

つ
い

て
は

、
油

中
ガ

ス
分

析
の

結
果

に
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

及
び

変
圧

器
内

部
に

放
電

痕
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
変

圧
器

内
部

で
ガ

ス
が

発
生

し
た

も
の

で
は

な
く
、

放
圧

装
置

の
動

作
に

伴
っ

て
空

気
が

混
入

し
動

作
に

至
っ

た
も

の
と

判
断

し
た

。
放

圧
装

置
の

動
作

は
、

変
圧

器
本

体
を

保
護

す
る

為
の

動
作

で
あ

り
機

器
の

損
傷

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
機

械
性

能
等

に
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

放
圧

装
置

の
交

換
を

実
施

し
た

。
・
地

震
の

影
響

に
よ

る
と

考
え

ら
れ

る
内

部
固

定
金

物
の

ず
れ

の
痕

跡
や

、
油

道
を

確
保

す
る

た
め

の
ス

ペ
ー

サ
の

飛
び

出
し

等
が

確
認

さ
れ

た
。

変
圧

器
内

部
の

固
定

金
物

に
ず

れ
が

生
じ

た
こ

と
か

ら
機

械
性

能
等

に
影

響
有

り
と

判
断

し
た

。
内

部
部

品
の

ず
れ

を
修

復
す

る
と

と
も

に
、

絶
縁

物
の

ず
れ

防
止

対
策

と
し

て
絶

縁
物

の
固

縛
を

実
施

し
た

。
・
絶

縁
物

と
接

す
る

上
部

及
び

下
部

ヨ
ー

ク
側

脚
の

鉄
心

積
層

面
に

擦
れ

痕
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

、
絶

縁
物

と
接

す
る

上
部

及
び

下
部

ヨ
ー

ク
側

脚
の

鉄
心

積
層

面
に

摺
れ

が
生

じ
た

も
の

と
判

断
し

た
。

鉄
心

積
層

面
の

擦
れ

痕
が

あ
る

こ
と

か
ら

絶
縁

性
能

に
影

響
有

り
と

判
断

し
た

。
損

傷
し

た
鉄

心
の

交
換

し
、

正
常

に
復

旧
し

た
。

良
(対

策
完

了
)

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

計
測

制
御

系
統

設
備

-

6
4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎
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羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

※
1

-
-

異
常

な
し

-
○

異
常

あ
り

※
2

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
1
 目

視
点

検
は

追
加

点
検

に
て

実
施

※
2
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
以

下
の

事
象

を
確

認
し

た
。

・
放

圧
装

置
が

動
作

し
、

放
圧

管
か

ら
油

漏
れ

を
確

認
し

た
。

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

変
圧

器
内

部
の

放
圧

装
置

に
加

わ
る

圧
力

が
変

動
し

た
こ

と
に

よ
り

放
圧

装
置

が
動

作
し

放
圧

弁
か

ら
漏

油
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
放

圧
装

置
の

動
作

は
、

変
圧

器
本

体
を

保
護

す
る

為
の

動
作

で
あ

り
機

器
の

損
傷

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
機

械
性

能
等

に
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

放
圧

装
置

の
交

換
を

実
施

し
た

。
・
巻

線
部

の
絶

縁
物

の
一

部
に

ず
れ

が
確

認
さ

れ
た

。
本

来
等

間
隔

に
配

置
さ

れ
て

い
る

絶
縁

物
に

地
震

の
揺

れ
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

ず
れ

が
生

じ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
絶

縁
物

の
配

列
ず

れ
で

あ
り

、
巻

線
に

ず
れ

は
無

い
こ

と
か

ら
、

巻
線

距
離

に
変

化
は

無
く
絶

縁
性

能
等

に
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。
絶

縁
物

の
ず

れ
を

修
復

し
、

ず
れ

防
止

対
策

と
し

て
絶

縁
物

の
固

縛
を

実
施

し
た

。

否

電
気

設
備

変
圧

器

B

-
異

常
あ

り
※

2
-

-
異

常
あ

り
※

1

C
ク

ラ
ス

3

異
常

あ
り

※
3

○
-

-
-

※
1
 目

視
点

検
は

追
加

点
検

に
て

実
施

※
2
 予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
基

礎
ボ

ル
ト

全
４

本
中

２
本

に
曲

が
り

確
認

し
た

。
揺

れ
に

よ
り

、
過

大
な

応
力

が
加

わ
り

基
礎

ボ
ル

ト
が

曲
が

っ
た

も
の

で
あ

り
、

地
震

の
影

響
で

あ
る

と
判

断
し

た
。

変
圧

器
固

定
用

基
礎

ボ
ル

ト
が

曲
が

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
機

械
性

能
に

影
響

有
り

と
判

断
し

た
。

埋
め

込
み

ベ
ー

ス
を

交
換

し
、

変
圧

器
基

礎
部

と
埋

め
込

み
ベ

ー
ス

を
直

接
溶

接
し

た
。

※
 3

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
分

解
点

検
）
の

結
果

、
以

下
の

事
象

を
確

認
し

た
。

・
放

圧
装

置
が

動
作

し
、

放
圧

管
か

ら
の

油
漏

れ
が

確
認

さ
れ

た
。

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

変
圧

器
内

部
の

放
圧

装
置

に
加

わ
る

圧
力

が
変

動
し

た
こ

と
に

よ
り

放
圧

装
置

が
動

作
し

放
圧

弁
か

ら
漏

油
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
放

圧
装

置
の

動
作

は
、

変
圧

器
本

体
を

保
護

す
る

為
の

動
作

で
あ

り
機

器
の

損
傷

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
機

械
性

能
等

に
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

放
圧

装
置

の
交

換
を

実
施

し
、

正
常

に
復

旧
し

た
。

・
地

震
直

後
に

、
変

圧
器

二
次

側
の

接
続

母
線

部
ダ

ク
ト

か
ら

の
火

災
発

生
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

外
観

目
視

点
検

の
結

果
、

二
次

ブ
ッ

シ
ン

グ
が

破
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

地
震

に
よ

る
過

大
な

揺
れ

を
受

け
、

二
次

側
接

続
母

線
部

ダ
ク

ト
基

礎
が

沈
下

し
た

た
め

接
続

母
線

ダ
ク

ト
が

直
接

ブ
ッ

シ
ン

グ
に

接
触

し
、

ブ
ッ

シ
ン

グ
の

破
損

に
至

っ
た

も
の

で
あ

る
。

ま
た

、
ブ

ッ
シ

ン
グ

破
損

部
か

ら
の

漏
油

に
地

絡
等

の
火

花
が

引
火

し
て

火
災

が
発

生
し

た
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
あ

る
と

判
断

し
た

。
二

次
ブ

ッ
シ

ン
グ

が
破

損
し

て
い

る
こ

と
か

ら
絶

縁
性

能
上

影
響

有
り

と
判

断
し

た
。

ブ
ッ

シ
ン

グ
を

含
め

、
変

圧
器

の
交

換
を

実
施

し
た

。
火

災
の

対
策

と
し

て
、

基
礎

不
等

沈
下

を
防

止
す

る
た

め
に

接
続

母
線

ダ
ク

ト
基

礎
の

杭
基

礎
化

と
、

変
圧

器
基

礎
と

の
一

体
化

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
ブ

ッ
シ

ン
グ

の
破

損
お

よ
び

地
絡

を
防

止
す

る
た

め
に

、
変

圧
器

取
合

部
の

変
位

吸
収

量
の

増
加

、
ダ

ク
ト

接
続

部
の

位
置

変
更

、
ダ

ク
ト

内
面

の
絶

縁
強

化
を

実
施

し
た

。

良
(対

策
完

了
)

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

R
1
1
-
H

T
R

-
3

所
内

変
圧

器

6
5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検
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第

３
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機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
 基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
放

圧
装

置
の

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
電

線
管

の
油

溜
り

及
び

放
圧

装
置

の
動

作
を

確
認

し
た

。
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
、

放
圧

装
置

が
ご

く
僅

か
に

動
作

し
、

変
圧

器
本

体
油

が
少

し
ず

つ
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
部

に
溜

ま
り

、
徐

々
に

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
電

線
管

を
伝

わ
っ

て
溜

ま
っ

た
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
放

圧
装

置
に

関
し

て
は

、
変

圧
器

本
体

を
保

護
す

る
為

の
動

作
で

あ
り

、
機

器
の

損
傷

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
機

器
性

能
等

に
影

響
は

な
く
、

ま
た

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

に
関

し
て

は
、

絶
縁

抵
抗

に
異

常
が

な
い

こ
と

か
ら

絶
縁

性
能

等
に

影
響

な
い

と
判

断
し

た
。

放
圧

装
置

の
交

換
を

実
施

し
、

正
規

の
状

態
に

復
旧

し
た

。

否

電
気

設
備

変
圧

器

異
常

あ
り

※
1

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
あ

り
※

2
□

-
-

-

※
1
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
以

下
の

事
象

が
確

認
さ

れ
た

。
・
放

圧
装

置
が

動
作

し
、

放
圧

管
及

び
リ

ミ
ッ

ト
ス

イ
ッ

チ
用

電
線

管
中

継
端

子
箱

の
水

抜
き

穴
か

ら
の

油
漏

れ
が

確
認

さ
れ

た
。

放
圧

管
か

ら
の

油
漏

れ
は

、
地

震
の

揺
れ

に
よ

り
変

圧
器

内
部

の
放

圧
装

置
に

加
わ

る
圧

力
が

変
動

し
た

こ
と

に
よ

り
放

圧
装

置
（
弁

）
が

動
作

し
て

放
圧

弁
か

ら
漏

油
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
電

線
管

中
継

端
子

箱
の

水
抜

き
穴

よ
り

の
油

漏
れ

は
、

放
圧

装
置

（
弁

）
は

動
作

し
た

が
そ

の
下

流
部

に
あ

る
テ

フ
ロ

ン
薄

膜
が

完
全

に
破

れ
な

か
っ

た
た

め
放

圧
管

か
ら

の
排

油
量

が
少

量
に

な
り

、
放

圧
装

置
内

に
油

が
滞

留
し

、
放

圧
装

置
の

リ
ミ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

の
電

線
管

を
通

じ
て

電
線

管
中

継
端

子
箱

に
流

れ
込

み
端

子
箱

の
水

抜
き

穴
か

ら
漏

油
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
と

判
断

し
た

。
放

圧
装

置
の

動
作

は
、

変
圧

器
本

体
を

保
護

す
る

為
の

動
作

で
あ

り
機

器
の

損
傷

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
機

械
性

能
等

に
影

響
は

な
い

と
判

断
し

た
。

放
圧

装
置

の
交

換
を

実
施

し
、

正
規

の
状

態
に

復
旧

し
た

。

・
タ

ッ
プ

リ
ー

ド
押

え
板

の
亀

裂
お

よ
び

固
定

用
絶

縁
ボ

ル
ト

の
破

損
を

確
認

し
た

。
損

傷
範

囲
特

定
の

た
め

、
追

加
点

検
（
工

場
内

部
目

視
点

検
）
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

※
２

：
追

加
点

検
（
工

場
内

部
目

視
点

検
）
の

結
果

、
基

本
点

検
で

確
認

さ
れ

た
以

外
の

部
位

の
タ

ッ
プ

リ
ー

ド
固

定
用

絶
縁

ボ
ル

ト
、

押
さ

え
ク

リ
ー

ト
に

ク
ラ

ッ
ク

等
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

、
タ

ッ
プ

リ
ー

ド
線

が
振

ら
れ

て
ク

リ
ー

ト
に

力
が

加
わ

り
、

同
じ

ク
リ

ー
ト

に
支

持
さ

れ
て

い
る

剛
性

の
高

い
上

下
渡

り
線

の
押

さ
え

ク
リ

ー
ト

に
力

が
加

わ
り

、
押

さ
え

ク
リ

ー
ト

が
割

れ
て

絶
縁

ボ
ル

ト
が

破
損

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

タ
ッ

プ
リ

ー
ド

の
押

さ
え

に
使

用
し

て
い

る
ク

リ
ー

ト
等

の
損

傷
で

あ
る

が
複

数
箇

所
で

固
定

し
て

い
る

た
め

機
械

性
能

・
絶

縁
性

能
に

は
影

響
な

い
と

判
断

し
た

。
ク

リ
ー

ト
部

の
強

化
と

し
て

、
損

傷
が

確
認

さ
れ

た
押

え
ク

リ
ー

ト
及

び
絶

縁
ボ

ル
ト

に
つ

い
て

材
質

変
更

を
実

施
し

交
換

を
行

い
、

正
常

に
復

旧
し

た
。

良
(対

策
完

了
)

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

低
起

動
変

圧
器

S
1
2
-

L
S
T
r3

S

6
6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

直
流

2
5
0
V

蓄
電

池
R

4
2

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

否
-

-
-

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
N

o
.4

,N
o
.2

9
,N

o
.4

5
,N

o
.4

7
セ

ル
の

測
定

比
重

が
基

準
値

を
逸

脱
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
蓄

電
池

の
外

観
に

異
常

が
な

い
こ

と
、

単
電

池
電

圧
、

総
電

圧
、

電
解

液
温

度
等

も
判

定
基

準
値

以
内

で
あ

る
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

の
事

象
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

震
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
く
、

通
常

使
用

に
よ

る
経

年
劣

化
と

判
断

し
た

。
予

め
設

定
し

た
取

替
計

画
に

基
づ

き
、

当
該

セ
ル

を
含

む
全

1
2
0
台

の
蓄

電
池

取
替

を
実

施
し

、
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

直
流

1
2
5
V

蓄
電

池
　

3
A

R
4
2

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

良
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
-

良

直
流

1
2
5
V

蓄
電

池
　

3
B

R
4
2

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

良
＊

良
＊

-
＊

直
流

1
2
5
V

蓄
電

池
3
A

に
て

代
表

良

直
流

1
2
5
V

H
P

C
S
蓄

電
池

R
4
2

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

良
＊

良
＊

-
＊

直
流

1
2
5
V

蓄
電

池
3
A

に
て

代
表

良

2
号

工
事

用
変

圧
器

受
電

用
6
6
kV

遮
断

器

＃
2
工

事
用

変
圧

器
受

電
用

遮
断

器
O

1
1
9

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

低
起

動
変

圧
器

3
S
A

遮
断

器
O

3
S
A

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

低
起

動
変

圧
器

3
S
B

遮
断

器
O

3
S
B

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
並

列
用

5
0
0
kV

遮
断

器
＃

3
B

A
N

K
遮

断
器

O
2
3

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

（
2
8
）
遮

断
器

そ
の

他
の

発
電

装
置

蓄
電

池
及

び
充

電
器

（
2
7
）
蓄

電
池

電
気

設
備

低
起

動
変

圧
器

受
電

用
6
6
ｋ
Ｖ

遮
断

器

6
7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

Ｅ
ク

ラ
ス

3
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

A
-
1

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

A
-
2

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

B
-
1

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

B
-
2

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

C
-
1

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

C
-
2

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

D
-
1

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

D
-
2

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

計
測

制
御

系
統

設
備

B
2
1
-
Ｆ

Ｔ
0
0
1

Ｐ
Ｌ

Ｒ
ポ

ン
プ

吸
込

流
量

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
原

子
炉

冷
却

材
再

循
環

系
冷

却
材

再
循

環
流

量
）

原
子

炉
水

位
（
狭

帯
域

）

主
蒸

気
管

流
量

原
子

炉
圧

力
容

器
水

位
計

測
装

置
（
原

子
炉

水
位

）

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
原

子
炉

水
位

低
）

そ
の

他
の

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

(原
子

炉
水

位
低

)

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

(原
子

炉
水

位
低

)

（
2
9
）
計

器
、

継
電

器
、

調
整

器
、

検
出

器
、

変
換

器

B
2
1
-
Ｌ

Ｔ
0
2
4

B
3
1
-
Ｆ

Ｔ
0
0
3

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
主

蒸
気

系
主

蒸
気

流
量

）

6
8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

B
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

C
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

原
子

炉
圧

力
容

器
水

位
計

測
装

置
（
原

子
炉

水
位

）

A
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

B
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

C
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

D
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）

計
測

制
御

系
統

設
備

原
子

炉
圧

力
容

器
水

位
計

測
装

置
（
原

子
炉

水
位

）

B
2
1
-
Ｌ

Ｔ
0
3
8

B
2
1
-
Ｌ

Ｔ
0
6
1

原
子

炉
圧

力
容

器
水

位
計

測
装

置
（
原

子
炉

水
位

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(原

子
炉

水
位

低
)

原
子

炉
圧

力
容

器
水

位
計

測
装

置
（
原

子
炉

水
位

）

そ
の

他
の

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

(原
子

炉
水

位
低

)

主
蒸

気
隔

離
弁

（
原

子
炉

水
位

低
）

B
2
1
-
Ｌ

Ｔ
0
2
6

B
2
1
-
Ｌ

Ｔ
0
3
1

B
2
1
-
Ｌ

Ｔ
0
3
6

原
子

炉
水

位
（
狭

帯
域

）

6
9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
A

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

原
子

炉
圧

力
容

器
水

位
計

測
装

置
（
原

子
炉

水
位

）

A
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

B
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

計
測

制
御

系
統

設
備

原
子

炉
水

位
（
狭

帯
域

）
B

2
1
-
Ｌ

S
6
2
4

B
2
1
-
Ｌ

Ｔ
0
3
7

B
2
1
-
Ｌ

Ｔ
0
4
4

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）

原
子

炉
圧

力
容

器
水

位
計

測
装

置
（
原

子
炉

水
位

）

残
留

熱
除

去
系

(原
子

炉
水

位
低

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(原

子
炉

水
位

低
)（

A
，

C
の

み
）

自
動

減
圧

系
(原

子
炉

水
位

低
)

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
原

子
炉

水
位

低
）

そ
の

他
の

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

(原
子

炉
水

位
低

)

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

(原
子

炉
水

位
低

)

7
0
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
-
2

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
-
2

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
-
2

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
-
2

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

計
測

制
御

系
統

設
備

B
2
1
-
Ｌ

S
6
3
1

B
2
1
-
Ｌ

S
6
2
6

B
2
1
-
Ｌ

S
6
3
7

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
そ

の
他

の
原

子
炉

格
納

容
器

隔
離

弁
(原

子
炉

水
位

低
)

主
蒸

気
隔

離
弁

（
原

子
炉

水
位

低
）

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）

残
留

熱
除

去
系

(原
子

炉
水

位
低

)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(原

子
炉

水
位

低
)（

A
，

C
の

み
）

自
動

減
圧

系
(原

子
炉

水
位

低
)

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(原

子
炉

水
位

低
)

7
1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

2
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

2
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
2
1
-
Ｐ

Ｔ
0
5
9

-
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

B
2
1
-
Ｐ

Ｔ
0
6
2

-
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

A
-
1

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
-
1

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
-
1

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
-
1

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

計
測

制
御

系
統

設
備

B
2
1
-
Ｐ

S
6
2
3

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
原

子
炉

圧
力

）

B
2
1
-
Ｐ

Ｔ
0
5
1

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
原

子
炉

圧
力

）

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
原

子
炉

圧
力

高
）

B
2
1
-
Ｐ

Ｔ
0
2
3

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
原

子
炉

圧
力

高
）

原
子

炉
圧

力

原
子

炉
圧

力

7
2
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

2
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

2
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
(低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

　
系

統
流

量
)

Ｌ
Ｐ

C
Ｓ

系
統

流
量

Ｅ
2
1
-
Ｆ

Ｔ
0
0
6

-
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

　
系

統
流

量
）

Ｈ
Ｐ

C
Ｓ

系
統

流
量

Ｅ
2
2
-
Ｆ

Ｔ
0
0
7
-
2

-
ク

ラ
ス

2
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
）

Ｈ
Ｐ

C
Ｓ

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
Ｅ

2
2
-
Ｐ

Ｔ
0
0
6

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ノ

ン
ク

ラ
ス

）
良

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

　
系

統
流

量
）

C
Ｕ

Ｗ
入

口
流

量
Ｅ

3
1
-
Ｆ

Ｔ
0
0
1

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ノ

ン
ク

ラ
ス

）
良

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

　
系

統
流

量
）

Ｒ
C

ＩC
系

統
流

量
Ｅ

5
1
-
Ｆ

Ｔ
0
0
4

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

計
測

制
御

系
統

設
備

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
）

Ｒ
Ｈ

Ｒ
系

統
流

量
Ｅ

1
1
-
Ｆ

Ｔ
0
0
5

一
次

冷
却

材
温

度
計

測
装

置
（
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
）

Ｒ
Ｈ

Ｒ
熱

交
換

器
入

口
温

度
Ｅ

1
1
-
Ｔ

Ｅ
0
0
8

一
次

冷
却

材
温

度
計

測
装

置
（
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
出

口
温

度
）

Ｒ
Ｈ

Ｒ
熱

交
換

器
出

口
温

度
Ｅ

1
1
-
Ｔ

Ｅ
0
1
0

7
3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
）

Ｒ
C

ＩC
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

Ｅ
5
1
-
Ｐ

Ｔ
0
0
3

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ノ

ン
ク

ラ
ス

）
良

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
駆

動
用

蒸
気

タ
-
ビ

ン
入

口
蒸

気
圧

力
）

Ｒ
C

ＩC
タ

-
ビ

ン
入

口
圧

力
Ｅ

5
1
-
Ｐ

Ｔ
0
0
7

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ノ

ン
ク

ラ
ス

）
良

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

D
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

計
測

制
御

系
統

設
備

一
次

冷
却

材
温

度
計

測
装

置
（
原

子
炉

冷
却

材
再

循
環

系
　

冷
却

材
再

循
環

水
温

度
）

Ｐ
Ｌ

Ｒ
ポ

ン
プ

吸
込

温
度

B
3
1
-
Ｔ

Ｅ
0
0
5

一
次

冷
却

材
圧

力
計

測
装

置
（
主

蒸
気

系
　

主
蒸

気
圧

力
）

主
蒸

気
圧

力
Ｎ

1
1
-
Ｐ

Ｔ
0
0
3

一
次

冷
却

材
温

度
計

測
装

置
（
主

蒸
気

系
　

主
蒸

気
温

度
）

主
蒸

気
タ

-
ビ

ン
入

口
温

度
Ｎ

1
1
-
Ｔ

Ｅ
0
0
6

7
4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
-
1

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
-
2

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
-
1

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
-
2

ク
ラ

ス
3

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
復

水
系

　
復

水
流

量
）

復
水

脱
塩

装
置

出
口

流
量

Ｎ
2
1
-
Ｆ

Ｔ
0
2
3

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

一
次

冷
却

材
水

質
計

測
装

置
（
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

　
ろ

過
脱

塩
器

入
口

導
電

率
）

原
子

炉
水

　
導

電
率

Ｐ
9
1
-
C

Ｅ
-
Ｒ

B
0
3
A

（
A

）
-

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

計
測

制
御

系
統

設
備

一
次

冷
却

材
流

量
計

測
装

置
（
給

水
系

　
給

水
流

量
）

原
子

炉
給

水
流

量
Ｎ

2
1
-
Ｆ

Ｔ
0
8
7

第
1
給

水
加

熱
器

出
口

給
水

温
度

Ｎ
2
1
-
Ｔ

Ｅ
0
8
6

一
次

冷
却

材
水

質
計

測
装

置
（
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

　
ろ

過
脱

塩
器

出
口

導
電

率
）

C
Ｕ

Ｗ
　

Ｆ
／

D
出

口
導

電
率

Ｐ
9
1
-
C

Ｅ
-
Ｒ

B
0
4

一
次

冷
却

材
温

度
計

測
装

置
（
給

水
系

　
給

水
温

度
）

7
5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

一
次

冷
却

材
水

質
計

測
装

置
（
復

水
浄

化
系

復
水

ろ
過

装
置

入
口

導
電

率
）

復
水

ろ
過

装
置

入
口

導
電

率
Ｐ

9
1
-
C

Ｅ
-
Ｔ

B
0
5
A

（
A

）
-

ノ
ン

ク
ラ

ス
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

一
次

冷
却

材
水

質
計

測
装

置
（
復

水
浄

化
系

復
水

脱
塩

装
置

出
口

導
電

率
）

復
水

脱
塩

装
置

出
口

導
電

率
Ｐ

9
1
-
C

Ｅ
-
Ｔ

B
0
7
A

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

1
C

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

1
D

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

2
A

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

2
B

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良
-

-
良

良

1
A

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

1
B

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

2
C

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

2
D

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

1
A

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

1
B

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

2
C

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

2
D

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

計
測

制
御

系
統

設
備

ス
ク

ラ
ム

排
出

容
器

水
位

（
レ

ベ
ル

ス
イ

ッ
チ

）
C

1
2
-
Ｌ

S
0
1
6

ス
ク

ラ
ム

排
出

容
器

水
位

（
差

圧
検

出
器

）
C

1
2
-
Ｌ

Ｔ
0
1
6

C
1
2
-
Ｌ

S
6
1
6

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（ス

ク
ラ

ム
デ

ィ
ス

チ
ャ

-
ジ

ボ
リ

ュ
-
ム

水
位

高
）

7
6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
-
1

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

良
＊

＊
水

平
方

向
地

震
加

速
度

検
出

器
(T

.M
.S

.L
. 
12

.8
m

)に
て

代
表

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

良
＊

＊
水

平
方

向
地

震
加

速
度

検
出

器
(T

.M
.S

.L
. 
12

.8
m

)に
て

代
表

良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

良
＊

＊
水

平
方

向
地

震
加

速
度

検
出

器
(T

.M
.S

.L
. 
12

.8
m

)に
て

代
表

良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

良
＊

＊
水

平
方

向
地

震
加

速
度

検
出

器
(T

.M
.S

.L
. 
12

.8
m

)に
て

代
表

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
○

異
常

な
し

良
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

良
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

良
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

良
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

良
＊

＊
水

平
方

向
地

震
加

速
度

検
出

器
(T

.M
.S

.L
. 
12

.8
m

)に
て

代
表

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

良
＊

＊
水

平
方

向
地

震
加

速
度

検
出

器
(T

.M
.S

.L
. 
12

.8
m

)に
て

代
表

良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

良
＊

＊
水

平
方

向
地

震
加

速
度

検
出

器
(T

.M
.S

.L
. 
12

.8
m

)に
て

代
表

良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

良
＊

＊
水

平
方

向
地

震
加

速
度

検
出

器
(T

.M
.S

.L
. 
12

.8
m

)に
て

代
表

良

計
測

制
御

系
統

設
備

鉛
直

方
向

地
震

加
速

度
検

出
器

（
Ｔ

．
Ｍ

．
Ｓ

．
Ｌ

．
　

-
3
2
．

5
ｍ

）

C
7
1
-
D

0
0
3

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
高

）

そ
の

他
の

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

(ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

高
)

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

(ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

高
)

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

C
7
1
-
Ｐ

Ｔ
0
0
2

C
7
1
-
Ｐ

S
6
0
2

水
平

方
向

地
震

加
速

度
検

出
器

（
Ｔ

．
Ｍ

．
Ｓ

．
Ｌ

．
　

-
3
2
．

5
ｍ

）

C
7
1
-
D

0
0
1

水
平

方
向

地
震

加
速

度
検

出
器

（
Ｔ

．
Ｍ

．
Ｓ

．
Ｌ

．
　

1
2
．

8
ｍ

）

C
7
1
-
D

0
0
2

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
地

震
加

速
度

大
）

7
7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

止
め

弁
（
Ｍ

Ｓ
Ｖ

-
1
～

4
）

原
子

炉
保

護
用

-
1
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

止
め

弁
（
Ｍ

Ｓ
Ｖ

-
1
～

4
）

原
子

炉
保

護
用

-
1
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

止
め

弁
（
Ｍ

Ｓ
Ｖ

-
1
～

4
）

原
子

炉
保

護
用

-
1
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

止
め

弁
（
Ｍ

Ｓ
Ｖ

-
1
～

4
）

原
子

炉
保

護
用

-
1
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

止
め

弁
（
Ｍ

Ｓ
Ｖ

-
1
～

4
）

原
子

炉
保

護
用

-
1
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

止
め

弁
（
Ｍ

Ｓ
Ｖ

-
1
～

4
）

原
子

炉
保

護
用

-
1
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

止
め

弁
（
Ｍ

Ｓ
Ｖ

-
1
～

4
）

原
子

炉
保

護
用

-
1
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

止
め

弁
（
Ｍ

Ｓ
Ｖ

-
1
～

4
）

原
子

炉
保

護
用

-
1
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

計
測

制
御

系
統

設
備

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
主

蒸
気

止
め

弁
閉

）

主
蒸

気
止

め
弁

（
Ｍ

Ｓ
Ｖ

-
1
～

4
）
原

子
炉

保
護

用
-
2

Ｎ
3
2
-
Ｐ

Ｏ
S
1
1
5

主
蒸

気
止

め
弁

（
Ｍ

Ｓ
Ｖ

-
1
～

4
）
原

子
炉

保
護

用
-
1

Ｎ
3
2
-
Ｐ

Ｏ
S
1
2
0

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
（
蒸

気
加

減
弁

急
速

閉
）

第
1
～

4
蒸

気
加

減
弁

急
速

作
動

電
磁

弁
作

動
用

Ｎ
3
2
-
Ｐ

Ｏ
S
1
1
3

蒸
気

加
減

弁
（
C

Ｖ
-
1
～

4
）
急

閉
用

Ｎ
3
2
-
Ｐ

S
0
2
2

7
8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

計
測

制
御

系
統

設
備

残
留

熱
除

去
系

(ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

高
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
高

)（
A

，
C

の
み

）

自
動

減
圧

系
(ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
高

)

B
2
1
-
Ｐ

S
6
4
7

B
2
1
-
Ｐ

S
6
4
8

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

B
2
1
-
Ｐ

Ｔ
0
4
8

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
(ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
高

)

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

B
2
1
-
Ｐ

Ｔ
0
4
7

7
9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に
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良
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ク

ラ
ス
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A
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常

な
し

異
常

な
し
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-
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-

-
良
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-
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し
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＊

＊
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検
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＊
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検
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し
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＊
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検
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＊

＊
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検
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蒸

気
管

（
B

）
差

圧
Ｅ

3
1
-
D

Ｐ
Ｔ
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検
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検
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点

検
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分

（
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果
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果
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位
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点
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果
機
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称
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ス
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A
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異
常
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し

異
常

な
し
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-
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-
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良

-
-

良
＊

＊
ス
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位
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器
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し
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-
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-
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良
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-
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＊

＊
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位
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圧
検

出
器
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良

C
ク

ラ
ス

1
A
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異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排
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容

器
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位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良
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ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代
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良

B
ク

ラ
ス

1
A
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異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排
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容

器
水

位
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圧
検

出
器
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代
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ク

ラ
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1
A
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異
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異
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＊
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ラ
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圧
検
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異
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-
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＊
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ラ
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圧
検
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＊
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検
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＊
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検
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＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検
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＊
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＊
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＊
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検
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＊
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検
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果
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ク

ラ
ス

1
A
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異
常
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し
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常
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し
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-
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-

-
良

-
-

良
＊
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1
A
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良
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-

良
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1
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-
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異
常
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-
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-

良
良
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s
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-

良
良
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s
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良
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-

良
良
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s
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-
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良
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1
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な
し
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良
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検
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-
-

良
＊
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検
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1
A
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異
常
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異
常
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-
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良

-
-

良
＊
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漏
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検
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（
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A
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異
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な
し

-
-

-
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-
-

良
＊

＊
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（
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1
A
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良
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検
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検
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常
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異
常
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-
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良

-
-

良
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検
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定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

計
測

制
御

系
統

設
備

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
ト

ン
ネ

ル
温

度
高

）

主
蒸

気
管

区
域

漏
え

い
検

出
（
周

囲
温

度
）

Ｅ
3
1
-
Ｔ

Ｅ
1
4
0

Ｅ
3
1
-
Ｔ

Ｅ
1
4
1

Ｅ
3
1
-
Ｔ

Ｅ
1
4
2

Ｅ
3
1
-
Ｔ

Ｅ
1
4
3

8
3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
主

蒸
気

管
区

域
漏

え
い

検
出

（
換

気
出

口
温

度
）
に

て
代

表
良

計
測

制
御

系
統

設
備

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
ト

ン
ネ

ル
温

度
高

）

主
蒸

気
管

区
域

漏
え

い
検

出
（
周

囲
温

度
）

Ｅ
3
1
-
Ｔ

Ｅ
1
4
4

Ｅ
3
1
-
Ｔ

Ｅ
1
4
5

Ｅ
3
1
-
Ｔ

Ｅ
1
4
6

Ｅ
3
1
-
Ｔ

Ｅ
1
4
7

8
4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
ト

ン
ネ

ル
温

度
高

）

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
水

位
（
差

圧
検

出
器

）
に

て
代

表
良

Ｅ
3
1
-
Ｔ

S
6
0
1

主
蒸

気
隔

離
弁

（
復

水
器

真
空

度
低

）

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
圧

力
低

）

計
測

制
御

系
統

設
備

復
水

器
器

内
圧

力
（
Ｍ

Ｓ
ＩＶ

閉
用

）
Ｎ

3
6
-
Ｐ

Ｔ
0
2
6

Ｎ
3
6
-
Ｐ

S
6
2
6

各
所

蒸
気

漏
え

い
温

度

主
蒸

気
タ

-
ビ

ン
入

口
圧

力
-
1
～

4
Ｎ

1
1
-
Ｐ

Ｔ
0
0
5

Ｎ
1
1
-
Ｐ

S
6
0
5

8
5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

未
異

常
な

し
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
機

能
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

未
異

常
な

し
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
機

能
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

C
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

未
異

常
な

し
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
機

能
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

未
異

常
な

し
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
機

能
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

未
異

常
な

し
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
機

能
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

C
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

未
異

常
な

し
-

-
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
機

能
は

タ
ー

ビ
ン

組
立

後
実

施
）

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
絶

縁
抵

抗
値

の
低

下
が

確
認

さ
れ

た
。

温
度

検
出

器
に

外
観

上
の

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

温
度

検
出

器
内

部
の

絶
縁

材
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

，
地

震
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

で
は

な
い

。
当

該
温

度
検

出
器

の
交

換
を

実
施

し
た

。

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
水

素
純

度
低

検
出

装
置

）

水
素

ガ
ス

／
炭

酸
ガ

ス
純

度
Ｎ

4
2
-
Ｈ

2
Ｔ

0
0
5

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

水
素

ガ
ス

冷
却

器
入

口
ガ

ス
温

度
（
タ

-
ビ

ン
側

）
Ｎ

4
1
-
Ｔ

Ｅ
0
7
3

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

水
素

ガ
ス

冷
却

器
入

口
ガ

ス
温

度
（
コ

レ
ク

タ
側

）

Ｎ
4
1
-
Ｔ

Ｅ
0
7
6

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

水
素

ガ
ス

冷
却

器
出

口
ガ

ス
温

度
（
タ

-
ビ

ン
側

）
Ｎ

4
1
-
Ｔ

Ｅ
0
7
5

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

水
素

ガ
ス

冷
却

器
出

口
ガ

ス
温

度
（
コ

レ
ク

タ
側

）

Ｎ
4
1
-
Ｔ

Ｅ
0
7
8

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｎ
4
2
-
Ｐ

S
0
0
6

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｎ
4
2
-
Ｐ

S
0
0
7

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
発

電
機

固
定

子
冷

却
水

温
度

高
検

出
装

置
）

固
定

子
冷

却
水

出
口

温
度

Ｎ
4
3
-
Ｔ

Ｅ
0
1
4

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
絶

縁
抵

抗
値

の
低

下
が

確
認

さ
れ

た
。

温
度

検
出

器
に

外
観

上
の

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

温
度

検
出

器
内

部
の

絶
縁

材
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

，
地

震
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

で
は

な
い

。
当

該
温

度
検

出
器

の
交

換
を

実
施

し
た

。

主
タ

-
ビ

ン
軸

受
給

油
圧

力
（
タ

-
ビ

ン
側

ス
ラ

ス
ト

保
護

装
置

作
動

ＩＮ
Ｔ

用
）

Ｎ
3
4
-
Ｐ

S
0
5
1

主
タ

-
ビ

ン
軸

受
給

油
圧

力
（
発

電
機

側
ス

ラ
ス

ト
保

護
装

置
作

動
ＩＮ

Ｔ
用

）

Ｎ
3
4
-
Ｐ

S
0
5
4

Ｎ
4
3
-
Ｐ

Ｔ
0
1
2

固
定

子
冷

却
水

出
口

温
度

Ｎ
4
3
-
Ｔ

Ｅ
0
1
5

固
定

子
冷

却
水

入
口

圧
力

電
気

設
備

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
ス

ラ
ス

ト
軸

受
摩

耗
検

出
装

置
）

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
水

素
温

度
高

検
出

装
置

）

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
水

素
圧

力
高

低
検

出
装

置
）

機
内

水
素

ガ
ス

圧
力

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
発

電
機

固
定

子
冷

却
水

喪
失

検
出

装
置

）

8
6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

S
Ｒ

Ｍ
（
検

出
器

）
C

5
1
-
S
Ｒ

Ｍ
4
個

ク
ラ

ス
2

A

異
常

な
し

未
未

-
-

-
-

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾁ
ｭ
ｰ

ﾌ
ﾞ

良
-

（
作

動
・
機

能
は

原
子

炉
復

旧
後

に
実

施
。

）
（
燃

料
装

荷
後

プ
ラ

ト
ー

測
定

を
実

施
。

）
（
漏

え
い

は
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
。

）

A
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
-

否
-

-
良

良
(対

策
完

了
)

※
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

モ
ー

ド
ス

イ
ッ

チ
を

「
1
0
E
+
5
」
と

し
た

際
、

ト
リ

ッ
プ

表
示

ラ
ン

プ
の

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

し
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
当

該
モ

ニ
タ

の
外

観
上

異
常

が
無

く
、

校
正

信
号

回
路

の
調

整
を

実
施

し
た

結
果

、
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

の
点

灯
が

正
常

に
確

認
で

き
た

こ
と

か
ら

、
ラ

ン
プ

不
点

は
校

正
信

号
回

路
の

経
年

的
な

ず
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

B
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
-

否
-

-
良

良
(対

策
完

了
)

※
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

モ
ー

ド
ス

イ
ッ

チ
を

「
1
0
E
+
5
」
と

し
た

際
、

ト
リ

ッ
プ

表
示

ラ
ン

プ
の

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

し
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
当

該
モ

ニ
タ

の
外

観
上

異
常

が
無

く
、

校
正

信
号

回
路

の
調

整
を

実
施

し
た

結
果

、
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

の
点

灯
が

正
常

に
確

認
で

き
た

こ
と

か
ら

、
ラ

ン
プ

不
点

は
校

正
信

号
回

路
の

経
年

的
な

ず
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

C
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
-

否
-

-
良

良
(対

策
完

了
)

※
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
機

能
試

験
に

て
、

モ
ー

ド
ス

イ
ッ

チ
を

「
1
0
E
+
5
」
と

し
た

際
、

ト
リ

ッ
プ

表
示

ラ
ン

プ
の

レ
ベ

ル
高

ラ
ン

プ
が

点
灯

し
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
当

該
モ

ニ
タ

の
外

観
上

異
常

が
無

く
、

校
正

信
号

回
路

の
調

整
を

実
施

し
た

結
果

、
レ

ベ
ル

高
ラ

ン
プ

の
点

灯
が

正
常

に
確

認
で

き
た

こ
と

か
ら

、
ラ

ン
プ

不
点

は
校

正
信

号
回

路
の

経
年

的
な

ず
れ

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
追

加
点

検
は

不
要

と
判

断
し

た
。

D
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
-

否
-

-
良

良
(対

策
完

了
)

※
「
零

調
」
選

択
時

，
ペ

リ
オ

ド
指

示
が

ダ
ウ

ン
ス

ケ
ー

ル
の

ま
ま

と
な

る
事

象
が

確
認

さ
れ

た
。

当
該

ペ
リ

オ
ド

指
示

計
を

軽
く
打

振
し

た
こ

と
に

よ
り

復
帰

し
た

こ
と

及
び

外
観

上
異

常
が

無
い

こ
と

か
ら

ペ
リ

オ
ド

指
示

計
内

部
部

品
の

経
年

劣
化

に
よ

る
機

械
的

な
引

っ
か

か
り

で
あ

り
，

地
震

の
影

響
に

よ
る

も
の

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

当
該

ペ
リ

オ
ド

指
示

計
の

交
換

を
実

施
し

，
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

S
Ｒ

Ｍ
ユ

ニ
ッ

ト
C

5
1
-
Ｚ

6
0
1

計
測

制
御

系
統

設
備

中
性

子
源

領
域

計
測

装
置

8
7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

ＩＲ
Ｍ

（
検

出
器

）
C

5
1
-
ＩＲ

Ｍ
8
個

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
未

-
-

-
-

否
ﾄﾞ

ﾗ
ｲ
ﾁ
ｭ
ｰ

ﾌ
ﾞ

良
-

（
漏

え
い

は
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
。

）
※

検
出

器
C

h
.A

/
B

/
D

/
G

に
絶

縁
抵

抗
値

の
低

下
が

確
認

さ
れ

た
。

検
出

器
に

外
観

上
の

異
常

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

検
出

器
内

部
の

絶
縁

材
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

，
地

震
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

で
は

な
い

。
当

該
検

出
器

の
絶

縁
材

の
交

換
を

実
施

し
た

。

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

-
-

-
-

否
-

-
良

＊
＊

中
性

子
源

領
域

モ
ニ

タ
（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

(対
策

完
了

)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
中

性
子

源
領

域
計

測
装

置
の

各
モ

ー
ド

ス
イ

ッ
チ

の
切

り
替

え
と

同
時

に
レ

ン
ジ

ダ
ウ

ン
ラ

ン
プ

が
瞬

時
消

灯
し

，
再

点
灯

す
る

事
象

が
確

認
さ

れ
た

。
リ

レ
ー

接
点

動
作

ノ
イ

ズ
に

よ
る

も
の

で
地

震
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

で
は

な
い

。
基

本
点

検
結

果
に

問
題

無
い

こ
と

及
び

、
指

示
変

動
は

中
性

子
束

レ
ベ

ル
よ

り
十

分
小

さ
い

レ
ベ

ル
で

あ
る

こ
と

か
ら

対
策

不
要

と
判

断
し

た
。

C
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

Ｅ
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

Ｆ
ク

ラ
ス

1
A

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

-
-

-
-

否
-

-
良

＊
＊

中
性

子
源

領
域

モ
ニ

タ
（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

(対
策

完
了

)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
中

性
子

源
領

域
計

測
装

置
の

各
モ

ー
ド

ス
イ

ッ
チ

の
切

り
替

え
と

同
時

に
レ

ン
ジ

ダ
ウ

ン
ラ

ン
プ

が
瞬

時
消

灯
し

，
再

点
灯

す
る

事
象

が
確

認
さ

れ
た

。
リ

レ
ー

接
点

動
作

ノ
イ

ズ
に

よ
る

も
の

で
地

震
に

よ
り

発
生

し
た

も
の

で
は

な
い

。
基

本
点

検
結

果
に

問
題

無
い

こ
と

及
び

、
指

示
変

動
は

中
性

子
束

レ
ベ

ル
よ

り
十

分
小

さ
い

レ
ベ

ル
で

あ
る

こ
と

か
ら

対
策

不
要

と
判

断
し

た
。

Ｇ
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

Ｈ
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

C
5
1
-
Ｚ

6
0
2

ＩＲ
Ｍ

ユ
ニ

ッ
ト

計
測

制
御

系
統

設
備

中
間

領
域

計
測

装
置 原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

信
号

（
中

性
子

束
高

）
（
中

性
子

束
計

装
動

作
不

能
）

8
8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

Ｌ
Ｐ

Ｒ
Ｍ

（
検

出
器

）
C

5
1
-
Ｌ

Ｐ
Ｒ

Ｍ
1
7
2
個

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

異
常

な
し

未
-

-
-

-
ｶ
ﾊ

ﾞｰ
ﾁ
ｭ
ｰ

ﾌ
ﾞ

良
-

（
漏

え
い

は
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
。

）

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

Ｅ
ク

ラ
ス

1
A

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

-
-

-
-

否
-

-
良

＊
＊

中
性

子
源

領
域

モ
ニ

タ
（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

(対
策

完
了

)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
流

量
ユ

ニ
ッ

ト
比

較
器

異
常

ラ
ン

プ
の

点
灯

を
確

認
し

た
。

・
基

本
点

検
（
機

能
試

験
）
の

結
果

、
異

常
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

・
警

報
発

生
時

に
現

場
の

流
量

変
換

器
の

ラ
ッ

ク
入

口
弁

の
操

作
を

実
施

し
て

お
り

ラ
ッ

ク
入

口
弁

復
旧

後
に

警
報

が
復

旧
し

た
こ

と
か

ら
、

警
報

発
生

の
要

因
は

ラ
ッ

ク
入

口
弁

操
作

時
の

ラ
ッ

ク
内

の
残

圧
の

影
響

に
よ

る
一

過
性

の
事

象
と

推
定

し
、

地
震

に
よ

り
発

生
し

た
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
当

初
計

画
ど

お
り

，
当

該
ユ

ニ
ッ

ト
含

む
出

力
領

域
モ

ニ
タ

の
更

新
を

実
施

し
た

。

Ｆ
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

未
-

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
機

能
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

後
の

案
内

管
復

旧
後

に
実

施
。

）

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

未
-

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
機

能
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

後
の

案
内

管
復

旧
後

に
実

施
。

）

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

未
-

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
機

能
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

後
の

案
内

管
復

旧
後

に
実

施
。

）

D
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

未
-

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
機

能
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

後
の

案
内

管
復

旧
後

に
実

施
。

）

Ｅ
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

未
-

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
機

能
は

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

後
の

案
内

管
復

旧
後

に
実

施
。

）

出
力

領
域

計
測

装
置 原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

信
号

（
中

性
子

束
高

）
（
中

性
子

束
計

装
動

作
不

能
）

Ｒ
B

Ｍ
ユ

ニ
ッ

ト

Ｌ
Ｐ

Ｒ
Ｍ

C
5
1
-
Ｚ

6
5
5

C
5
1
-
Ｚ

6
5
6

C
5
1
-
Ｚ

6
5
4

A
Ｐ

Ｒ
Ｍ

移
動

式
炉

心
内

計
測

装
置

Ｔ
ＩＰ

（
検

出
器

）
C

5
1
-
Ｎ

Ｅ
0
0
8

計
測

制
御

系
統

設
備

8
9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
燃

料
取

替
エ

リ
ア

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

に
て

代
表

良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
燃

料
取

替
エ

リ
ア

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

に
て

代
表

良

C
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
燃

料
取

替
エ

リ
ア

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

に
て

代
表

良

D
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
燃

料
取

替
エ

リ
ア

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

に
て

代
表

良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

-
良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

-
良

C
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

-
良

D
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

-
良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
燃

料
取

替
エ

リ
ア

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

に
て

代
表

良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
燃

料
取

替
エ

リ
ア

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

に
て

代
表

良

C
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
燃

料
取

替
エ

リ
ア

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

に
て

代
表

良

D
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
燃

料
取

替
エ

リ
ア

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

に
て

代
表

良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
中

性
子

源
領

域
モ

ニ
タ

（
Ｓ

Ｒ
Ｍ

）
に

て
代

表
良

計
測

制
御

系
統

設
備

放
射

線
管

理
設

備
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

信
号

（
主

蒸
気

管
放

射
能

高
）

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
放

射
能

高
)

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

主
蒸

気
管

放
射

線
モ

ニ
タ

非
常

用
ガ

ス
処

理
系 （
原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

放
射

能
高

）

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

D
1
1
-
Ｚ

6
0
3

D
1
1
-
Ｚ

6
2
2

燃
料

取
替

エ
リ

ア
排

気
放

射
線

モ
ニ

タ
D

1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
2
2

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
0
3

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
0
1

D
1
1
-
Ｚ

6
0
1

原
子

炉
建

屋
換

気
空

調
系

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

9
0
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

排
ガ

ス
放

射
線

モ
ニ

タ
（
排

ガ
ス

除
湿

冷
却

器
出

口
）
対

数

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
8
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

排
ガ

ス
放

射
線

モ
ニ

タ
（
排

ガ
ス

除
湿

冷
却

器
出

口
）
線

形

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
8
2

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

復
水

器
及

び
復

水
器

真
空

ポ
ン

プ
排

ガ
ス

放
射

線
モ

ニ
タ

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
1
0
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

D
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

-
-

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
指

示
に

、
一

時
的

な
微

増
変

動
が

確
認

さ
れ

た
。

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
異

常
は

な
く
、

ま
た

モ
ニ

タ
建

屋
の

温
度

計
測

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
指

示
変

動
と

外
気

温
度

と
の

相
関

関
係

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

温
度

補
償

の
誤

差
範

囲
内

で
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
対

策
は

実
施

し
な

い
。

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

-
-

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
指

示
に

、
一

時
的

な
微

増
変

動
が

確
認

さ
れ

た
。

基
本

点
検

（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
異

常
は

な
く
、

ま
た

モ
ニ

タ
建

屋
の

温
度

計
測

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
指

示
変

動
と

外
気

温
度

と
の

相
関

関
係

が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

温
度

補
償

の
誤

差
範

囲
内

で
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
対

策
は

実
施

し
な

い
。

放
射

線
管

理
設

備
プ

ロ
セ

ス
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備

排
ガ

ス
放

射
線

モ
ニ

タ
（
活

性
炭

式
希

ガ
ス

ホ
-

ル
ド

ア
ッ

プ
塔

出
口

）

気
体

廃
棄

物
処

理
系

設
備

エ
リ

ア
排

気
放

射
線

モ
ニ

タ

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
4
1

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
4
3

排
気

筒
放

射
線

モ
ニ

タ
（
ＩC

）

排
気

筒
放

射
線

モ
ニ

タ
（
Ｓ

C
ＩＮ

）

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
9
1

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
1
1
1

9
1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
5
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
5
2

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
水

系
放

射
線

モ
ニ

タ

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
5
5

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
燃

料
取

替
エ

リ
ア

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

に
て

代
表

良

B
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
燃

料
取

替
エ

リ
ア

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

に
て

代
表

良

A
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
燃

料
取

替
エ

リ
ア

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

に
て

代
表

良

B
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
燃

料
取

替
エ

リ
ア

排
気

放
射

線
モ

ニ
タ

に
て

代
表

良

漏
え

い
検

出
系

ダ
ス

ト
放

射
線

モ
ニ

タ
Ｅ

3
1
-
Ｒ

Ｅ
1
0
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ド
レ

ン
（
Ｌ

C
Ｗ

）
放

射
線

モ
ニ

タ
D

1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
2
3

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ド
レ

ン
（
Ｈ

C
Ｗ

）
放

射
線

モ
ニ

タ
D

1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
2
4

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

液
体

廃
棄

物
処

理
系

排
水

放
射

線
モ

ニ
タ

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
6
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

放
射

線
管

理
設

備
D

1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
1
1

D
1
1
-
Ｒ

Ｅ
0
0
2

D
2
3
-
Ｒ

Ｅ
0
0
6

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
ｶ
ﾞｽ

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｉ

C
）

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
ｶ
ﾞｽ

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｓ

C
ＩＮ

）

D
2
3
-
Ｒ

Ｅ
0
0
5

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
放

射
線

モ
ニ

タ

9
2
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

Ｒ
／

A
　

3
Ｆ

　
南

西
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
0
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

原
子

炉
区

域
（
A

）
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
0
2

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

原
子

炉
区

域
（
B

）
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
0
3

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｒ
／

A
　

3
Ｆ

　
南

東
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
0
4

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

燃
料

貯
蔵

プ
-
ル

エ
リ

ア
（
A

）
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
0
5

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

燃
料

貯
蔵

プ
-
ル

エ
リ

ア
（
B

）
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
0
6

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｒ
／

A
　

2
Ｆ

　
北

東
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
0
7

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｒ
／

A
　

2
Ｆ

　
南

東
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
0
8

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
Ｕ

Ｗ
・
Ｆ

Ｐ
C

操
作

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
0
9

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｒ
／

A
　

機
器

搬
出

入
口

D
2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
1
0

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｍ
S
ＩＶ

バ
ル

ブ
ラ

ッ
ピ

ン
グ

室
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
1
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
Ｒ

D
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト
エ

リ
ア

（
A

）
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
1
2

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
Ｒ

D
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト
エ

リ
ア

（
B

）
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
1
3

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｒ
／

A
　

B
1
Ｆ

　
南

東
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
1
4

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

計
装

ラ
ッ

ク
室

（
A

）
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
1
5

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

計
装

ラ
ッ

ク
室

（
B

）
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
1
6

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｒ
／

A
　

B
2
Ｆ

　
南

東
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
1
7

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

放
射

線
管

理
設

備
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

（
原

子
炉

建
屋

放
射

線
モ

ニ
タ

）

9
3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

Ｔ
ＩＰ

装
置

室
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
1
8

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｔ
ＩＰ

駆
動

装
置

室
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
1
9

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
Ｒ

D
補

修
室

D
2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
2
0

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

炉
水

サ
ン

プ
リ

ン
グ

室
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
2
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｒ
／

A
　

B
3
Ｆ

　
南

東
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
2
2

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｒ
／

A
　

B
4
Ｆ

　
南

東
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
2
3

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｒ
／

A
　

B
5
Ｆ

　
南

西
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
2
4

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｒ
／

A
　

B
5
Ｆ

　
北

西
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
2
5

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

中
央

制
御

室
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
3
4

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

雑
固

体
置

場
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
3
5

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

ド
ラ

ム
搬

出
入

口
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
3
6

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ｎ

／
A

　
B

1
Ｆ

　
北

東
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
3
7

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ｎ

／
A

　
B

2
Ｆ

　
南

東
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
3
8

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ｎ

／
A

　
B

3
Ｆ

　
北

側
通

路
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
3
9

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ｎ

／
A

　
B

4
Ｆ

　
北

西
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
4
0

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ｎ

／
A

　
B

5
Ｆ

　
南

東
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
4
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
（
原

子
炉

建
屋

放
射

線
モ

ニ
タ

）

放
射

線
管

理
設

備

9
4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

Ｔ
／

B
　

機
器

搬
出

入
口

D
2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
2
6

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｔ
／

B
　

オ
ペ

レ
-
テ

ィ
ン

グ
フ

ロ
ア

D
2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
2
7

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

復
水

ろ
過

脱
塩

装
置

制
御

盤
室

D
2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
2
8

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

復
水

系
サ

ン
プ

リ
ン

グ
ラ

ッ
ク

室
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
2
9

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｔ
／

B
　

B
1
Ｆ

　
南

東
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
3
0

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｔ
／

B
　

B
2
Ｆ

　
北

東
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
3
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

排
ガ

ス
モ

ニ
タ

室
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
3
2

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

Ｔ
／

B
　

B
3
Ｆ

　
北

東
側

エ
リ

ア
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
3
3

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
（
モ

ニ
タ

建
屋

放
射

線
モ

ニ
タ

）

モ
ニ

タ
建

屋
D

2
1
-
Ｒ

Ｅ
0
4
2

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系
受

タ
ン

ク
液

位
K
1
6
-
L
S
0
1
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

放
射

線
管

理
設

備

廃
棄

設
備

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
（
タ

-
ビ

ン
建

屋
放

射
線

モ
ニ

タ
）

廃
棄

物
貯

蔵
設

備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系

K
2
2
-
L
S
0
0
1

使
用

済
樹

脂
槽

液
位

K
2
1
-
L
S
3
0
2

K
1
6
-
L
S
0
0
1

濃
縮

廃
液

タ
ン

ク
液

位

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
粉

末
樹

脂
沈

降
分

離
槽

液
位

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系
収

集
槽

液
位

K
2
1
-
L
S
1
0
1

9
5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

K
1
1
-
L
S
1
1
6

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

K
1
1
-
L
S
1
1
5

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

K
1
1
-
L
S
2
0
2

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

K
1
1
-
L
S
2
0
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

K
1
1
-
L
S
2
0
6

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

K
1
1
-
L
S
2
0
5

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

高
電

導
度

廃
液

系
蒸

留
水

タ
ン

ク
液

位
K
1
3
-
L
S
0
0
4

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 低
電

導
度

廃
液

系

K
1
3
-
L
S
0
0
8

高
電

導
度

廃
液

系
収

集
タ

ン
ク

液
位

低
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
槽

液
位

サ
ー

ビ
ス

建
屋

シ
ャ

ワ
ー

ド
レ

ン
サ

ン
プ

液
位 原

子
炉

建
屋

付
属

棟
シ

ャ
ワ

-
ド

レ
ン

サ
ン

プ
液

位

K
1
3
-
L
S
0
0
1

K
1
2
-
L
S
0
0
1

K
1
2
-
L
S
0
0
8

低
電

導
度

廃
液

系
収

集
槽

液
位

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 高
電

導
度

廃
液

系

高
電

導
度

廃
液

系
サ

ン
プ

ル
槽

液
位

サ
-
ビ

ス
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系

9
6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系 廃
ス

ラ
ッ

ジ
系

復
水

浄
化

系
逆

洗
水

受
タ

ン
ク

液
位

K
2
1
-
L
S
0
0
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

-
-

□
異

常
な

し
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
接

断
差

が
計

器
精

度
を

逸
脱

し
て

い
た

。
追

加
点

検
（
浸

透
探

傷
試

験
）
の

結
果

、
異

常
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

た
め

、
計

器
の

経
年

劣
化

と
判

断
し

、
計

器
交

換
を

行
っ

た
。

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

-
-

□
異

常
な

し
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
接

断
差

が
計

器
精

度
を

逸
脱

し
て

い
た

。
追

加
点

検
（
浸

透
探

傷
試

験
）
の

結
果

、
異

常
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

た
め

、
計

器
の

経
年

劣
化

と
判

断
し

、
計

器
交

換
を

行
っ

た
。

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

廃
棄

設
備

K
1
1
-
L
S
0
0
3

K
1
1
-
L
S
1
0
4

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
液

位

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系

K
1
1
-
L
S
1
0
3

K
1
1
-
L
S
0
0
4

9
7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系

廃
棄

設
備

K
1
1
-
L
S
1
0
8

K
1
1
-
L
S
0
0
7

K
1
1
-
L
S
1
1
2

K
1
1
-
L
S
1
1
1

タ
-
ビ

ン
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
液

位

タ
-
ビ

ン
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

K
1
1
-
L
S
1
0
7

K
1
1
-
L
S
0
0
8

9
8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

サ
-
ビ

ス
建

屋
シ

ャ
ワ

-
ド

レ
ン

サ
ン

プ
液

位
K
1
1
-
L
S
2
0
3

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

サ
-
ビ

ス
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

K
1
1
-
L
S
1
1
7

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

サ
ン

プ
液

位

K
1
1
-
L
S
2
0
7

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

廃
棄

設
備

漏
え

い
の

検
出

装
置

及
び

警
報

装
置

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

の
漏

え
い

の
検

出
装

置
及

び
警

報
装

置

K
1
1
-
L
S
1
0
5

K
1
1
-
L
S
0
0
5

K
1
1
-
L
S
0
0
9

K
1
1
-
L
S
1
1
3

タ
-
ビ

ン
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
液

位

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
液

位

タ
-
ビ

ン
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

液
位

K
1
1
-
L
S
1
0
9

9
9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

2
号

工
事

用
変

圧
器

受
電

用
6
6
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

ガ
ス

圧
力

低
継

電
器

（
警

報
）

-
O

1
1
9

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

O
3
S
A

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

O
3
S
B

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
並

列
用

5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

ガ
ス

圧
力

低
継

電
器

（
警

報
）

-
O

23
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

1
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

2
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

3
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

1
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

2
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

3
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
6
ｋ
Ｖ

　
母

線
保

護
継

電
器

１
（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
6
ｋ
Ｖ

　
母

線
保

護
継

電
器

２
（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
6
ｋ
V

母
線

地
絡

過
電

圧
継

電
器

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

電
気

設
備

工
事

用
変

圧
器

過
電

流
継

電
器

5
1
P

工
事

用
変

圧
器

比
率

差
動

継
電

器

低
起

動
変

圧
器

受
電

用
6
6
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

2
号

工
事

用
変

圧
器

受
電

用
6
6
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

ガ
ス

圧
力

低
継

電
器

（
警

報
）

8
7-

1
0
0
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

6
6
ｋ
Ｖ

　
甲

母
線

保
護

継
電

器
（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
6
ｋ
Ｖ

　
乙

母
線

保
護

継
電

器
（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
6
ｋ
V

母
線

地
絡

過
電

圧
継

電
器

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

主
変

圧
器

温
度

高
継

電
器

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

主
変

圧
器

衝
撃

油
圧

継
電

器
-

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

主
変

圧
器

中
性

点
過

電
流

継
電

器
3
5
1
G

N
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

電
気

設
備

H
1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
8
7
M

T
主

変
圧

器
比

率
差

動
継

電
器

主
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

主
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

低
起

動
変

圧
器

受
電

用
6
6
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

-

1
0
1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

所
内

変
圧

器
3
A

温
度

高
継

電
器

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

所
内

変
圧

器
3
B

温
度

高
継

電
器

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
-

-
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
所

内
変

圧
器

３
Ｂ

の
火

災
に

よ
り

、
計

器
の

信
号

ケ
ー

ブ
ル

を
収

納
す

る
端

子
箱

が
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
地

震
時

に
変

圧
器

と
接

続
母

線
ダ

ク
ト

の
基

礎
と

が
不

等
沈

下
し

た
た

め
に

、
二

次
ブ

ッ
シ

ン
グ

が
ダ

ク
ト

と
接

触
し

て
碍

管
が

破
損

し
、

破
損

部
か

ら
の

漏
油

に
地

絡
等

の
火

花
が

引
火

し
て

発
生

し
た

火
災

に
伴

い
端

子
箱

が
焼

損
し

た
。

変
圧

器
の

交
換

修
理

に
あ

わ
せ

て
計

器
の

新
製

交
換

を
行

い
，

正
常

に
動

作
す

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

所
内

変
圧

器
3
A

衝
撃

油
圧

継
電

器
-

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

所
内

変
圧

器
3
B

衝
撃

油
圧

継
電

器
-

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
-

-
否

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
所

内
変

圧
器

３
Ｂ

の
火

災
に

よ
り

、
計

器
の

信
号

ケ
ー

ブ
ル

を
収

納
す

る
端

子
箱

が
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
地

震
時

に
変

圧
器

と
接

続
母

線
ダ

ク
ト

の
基

礎
と

が
不

等
沈

下
し

た
た

め
に

、
二

次
ブ

ッ
シ

ン
グ

が
ダ

ク
ト

と
接

触
し

て
碍

管
が

破
損

し
、

破
損

部
か

ら
の

漏
油

に
地

絡
等

の
火

花
が

引
火

し
て

発
生

し
た

火
災

に
伴

い
端

子
箱

が
焼

損
し

た
。

変
圧

器
の

交
換

修
理

に
あ

わ
せ

て
計

器
の

新
製

交
換

を
行

い
，

正
常

に
動

作
す

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

電
気

設
備

所
内

変
圧

器
3
B

比
率

差
動

継
電

器

H
1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
8
7
H

T
-

3
A

所
内

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

所
内

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
所

内
母

線
受

電
用

6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

所
内

変
圧

器
3
A

過
電

流
継

電
器

所
内

変
圧

器
3
B

過
電

流
継

電
器

H
1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
5
1
H

T
-

3
A

H
1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
5
1
H

T
-

3
B

所
内

変
圧

器
3
A

比
率

差
動

継
電

器

H
1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
8
7
H

T
-

3
B

1
0
2
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

M
/
C

3
A

-
1
-

3
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
2
-

3
A

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
1
-

3
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
2
-

3
A

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
C

-
1
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

M
/
C

3
C

-
2
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

M
/
C

3
D

-
1
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

M
/
C

3
D

-
2
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

M
/
C

3
H

-
1
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

M
/
C

3
H

-
2
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

M
/
C

3
S
A

-
1
-
2
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
A

-
1
-
5
A

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
A

-
2
-
2
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
A

-
2
-
5
A

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
B

-
2
-
2
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
B

-
2
-
5
A

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

電
気

設
備

所
内

母
線

-
起

動
母

線
連

絡
用

6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

連
絡

母
線

過
電

流
継

電
器

1
0
3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

M
/
C

3
A

-
1
-

1
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
2
-

1
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
1
-

1
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
2
-

1
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
1
-

2
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
1
-

4
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
1
-

4
B

-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
1
-

5
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
1
-

5
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
1
-

6
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
1
-

6
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
2
-

2
B

-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
2
-

3
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
2
-

4
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
2
-

4
B

-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
A

-
2
-

5
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

所
内

母
線

過
電

流
継

電
器

過
電

流
継

電
器

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

所
内

母
線

受
電

用
6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

電
気

設
備

1
0
4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

M
/
C

3
B

-
1
-

2
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
1
-

4
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
1
-

4
B

-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
1
-

5
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
1
-

5
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
1
-

6
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
1
-

6
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
2
-

2
B

-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
2
-

3
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
2
-

4
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
2
-

4
B

-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
2
-

5
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
B

-
2
-

6
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
C

-
3
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
ク

ラ
ス

３
）

良

M
/
C

3
C

-
4
A

-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
C

-
4
B

-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

過
電

流
継

電
器

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

電
気

設
備

1
0
5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

M
/
C

3
C

-
5
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
C

-
5
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
C

-
6
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
C

-
6
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
C

-
7
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
D

-
4
A

-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
D

-
4
B

-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
D

-
5
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
D

-
5
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
D

-
6
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
D

-
6
B

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
D

-
7
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
H

-
4
A

-
4
9
-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
良

M
/
C

3
H

-
4
B

-
5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

M
/
C

3
S
A

-
1
-
4
A

-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

過
電

流
継

電
器

電
気

設
備

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

1
0
6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

M
/
C

3
S
A

-
1
-
4
B

-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
単

体
試

験
に

て
過

電
流

継
電

器
Ｔ

相
瞬

時
要

素
（
5
0
）
の

接
触

不
良

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
シ

ー
ケ

ン
ス

試
験

（
自

端
試

験
）
に

お
い

て
、

Ｔ
相

瞬
時

要
素

が
実

施
出

来
な

か
っ

た
。

２
相

（
Ｒ

、
Ｔ

相
）
の

う
ち

Ｒ
相

側
に

異
常

は
な

い
こ

と
、

工
場

搬
出

後
の

動
作

確
認

に
お

い
て

当
該

事
象

が
発

生
し

な
か

っ
た

こ
と

、
継

電
器

本
体

の
外

観
点

検
で

損
傷

等
の

異
常

が
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

コ
ン

タ
ク

ト
ブ

ラ
ッ

シ
と

接
点

支
え

の
隙

間
に

異
物

が
入

り
込

ん
だ

事
に

よ
る

接
点

の
接

触
不

良
で

あ
る

と
推

測
し

た
。

ま
た

、
継

電
器

の
取

り
外

し
ま

た
は

工
場

へ
の

移
動

の
際

に
異

物
が

外
れ

、
工

場
で

の
試

験
で

は
当

該
事

象
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

と
推

測
し

た
。

当
該

事
象

に
つ

い
て

は
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

工
場

搬
出

後
の

試
験

時
に

は
当

該
事

象
は

発
生

せ
ず

、
点

検
結

果
に

も
異

常
が

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

が
、

念
の

た
め

当
該

継
電

器
を

新
製

交
換

を
行

っ
た

。

M
/
C

3
S
A

-
1
-
5
B

-
5
0
-

5
1

R
/T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
A

-
1
-
6
B

-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
A

-
2
-
4
A

-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
A

-
2
-
4
B

-
4
9
-

5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
A

-
2
-
5
B

-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
A

-
2
-
6
B

-
4
9
-

5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
B

-
1
-
2
B

-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
B

-
1
-
4
A

-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
B

-
1
-
5
A

-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
B

-
1
-
5
B

-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
B

-
1
-
6
B

-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
B

-
2
-
4
A

-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
B

-
2
-
4
B

-
4
9
-

5
0
-
5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
B

-
2
-
5
B

-
5
0
-

5
1

R
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

電
気

設
備

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

過
電

流
継

電
器

1
0
7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

D
/
G

　
3
A

　
比

率
差

動
継

電
器

R
4
3
-

8
7
D

G
A

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

D
/
G

　
3
A

　
過

電
流

継
電

器
R

4
3
-

5
1
D

G
A

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

D
/
G

　
3
A

　
逆

電
力

継
電

器
R

4
3
-

6
7
D

G
A

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

D
/
G

　
3
B

　
比

率
差

動
継

電
器

R
4
3
-

8
7
D

G
B

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

D
/
G

　
3
B

　
過

電
流

継
電

器
R

4
3
-

5
1
D

G
B

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

D
/
G

　
3
B

　
逆

電
力

継
電

器
R

4
3
-

6
7
D

G
B

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

H
P

C
S
　

D
/
G

　
比

率
差

動
継

電
器

R
4
4
-

8
7
D

G
H

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

H
P

C
S
　

D
/
G

　
過

電
流

継
電

器
R

4
4
-

5
1
D

G
H

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

H
P

C
S
　

D
/
G

　
逆

電
力

継
電

器
R

4
4
-

6
7
D

G
H

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

低
起

動
変

圧
器

3
S
A

温
度

高
継

電
器

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

低
起

動
変

圧
器

3
S
B

温
度

高
継

電
器

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

低
起

動
変

圧
器

3
S
A

衝
撃

油
圧

継
電

器
-

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

低
起

動
変

圧
器

3
S
B

衝
撃

油
圧

継
電

器
-

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

電
気

設
備

非
常

用
予

備
発

電
装

置

低
起

動
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

デ
ィ

-
ゼ

ル
発

電
機

用
6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
非

常
用

デ
ィ

-
ゼ

ル
発

電
設

備

デ
ィ

-
ゼ

ル
発

電
機

用
6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
高

圧
炉

心
ｽ

ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾃ
ﾞｨ

-
ｾ

ﾞﾙ
発

電
設

備

1
0
8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
界

磁
地

絡
継

電
器

H
2
1
-
P

2
2
5
-

6
4
F

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
電

圧
不

平
衡

継
電

器
H

1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
6
0
G

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

低
起

動
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
低

起
動

変
圧

器
受

電
用

6
6
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
起

動
母

線
受

電
用

6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

電
気

設
備

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

低
起

動
変

圧
器

3
S
B

過
電

流
継

電
器

低
起

動
変

圧
器

3
S
B

比
率

差
動

継
電

器

低
起

動
変

圧
器

3
S
A

比
率

差
動

継
電

器

低
起

動
変

圧
器

3
S
A

過
電

流
継

電
器

H
1
1
-
P

6
7
5
-

2
-
8
7
L
S
T
-

3
A

H
1
1
-
P

6
7
5
-

2
-
8
7
L
S
T
-

3
B

H
1
1
-
P

6
7
5
-

2
-
5
1
L
S
T
-

3
A

H
1
1
-
P

6
7
5
-

2
-
5
1
L
S
T
-

3
B

1
0
9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
Ｒ

相
の

位
相

特
性

（
L
A

G
9
0
°

)の
電

圧
値

が
判

定
基

準
値

を
逸

脱
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
当

該
継

電
器

は
R

,S
,T

の
3

相
が

あ
る

が
、

3
相

と
も

外
観

目
視

上
は

異
常

が
無

く
、

特
性

の
判

定
基

準
逸

脱
が

確
認

さ
れ

た
の

は
Ｒ

相
の

み
で

あ
る

こ
と

、
過

去
に

も
同

様
の

事
象

は
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
素

子
の

経
年

劣
化

が
原

因
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
当

該
発

電
機

後
備

保
護

ｔ継
電

器
の

素
子

を
交

換
し

、
正

常
に

動
作

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
・
変

圧
器

過
励

磁
継

電
器

H
1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
5
9
/
9
5
G

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
逆

相
電

流
継

電
器

1
H

1
1
-
P

7
3
7
-

4
6
G

1
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
逆

相
電

流
継

電
器

2
H

1
1
-
P

7
3
7
-

4
6
G

2
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

電
気

設
備

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
主

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

励
磁

電
源

変
圧

器
比

率
差

動
継

電
器

発
電

機
後

備
保

護
継

電
器

（
距

離
継

電
器

（
過

電
流

保
護

）
）

発
電

機
・
主

変
圧

器
比

率
差

動
継

電
器

H
1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
4
4
G

H
1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
8
7
G

M
T

H
2
1
-
P

2
2
5
-

8
7
E
T

1
1
0
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

-
-

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
瞬

時
要

素
の

接
点

動
作

不
良

を
確

認
し

た
。

瞬
時

接
点

の
動

作
不

良
は

、
可

動
接

点
部

が
表

示
器

ブ
ロ

ッ
ク

に
引

っ
か

か
っ

た
た

め
に

、
可

動
接

点
の

動
作

が
遅

れ
て

発
生

し
た

も
の

で
あ

る
。

可
動

接
点

部
の

引
っ

か
か

り
は

、
過

去
の

継
電

器
動

作
の

繰
り

返
し

に
よ

り
可

動
接

点
と

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
が

接
触

を
繰

り
返

し
た

た
め

に
表

示
器

ブ
ロ

ッ
ク

が
摩

耗
し

て
生

じ
た

も
の

で
あ

り
、

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
に

摩
耗

痕
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
、

継
電

器
本

体
に

外
観

上
の

損
傷

は
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
表

示
器

の
交

換
を

実
施

し
、

正
常

に
動

作
す

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

-
-

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
瞬

時
要

素
の

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
の

破
損

を
確

認
し

た
。

継
電

器
の

外
観

上
に

表
示

器
以

外
の

異
常

は
な

か
っ

た
こ

と
、

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
の

カ
バ

ー
に

は
損

傷
が

な
か

っ
た

こ
と

、
盤

収
納

状
態

で
は

表
示

器
ブ

ロ
ッ

ク
と

接
触

す
る

も
の

が
な

い
こ

と
、

盤
内

に
表

示
器

ブ
ロ

ッ
ク

の
破

損
片

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

過
去

の
点

検
時

等
に

お
い

て
当

該
箇

所
に

力
が

加
わ

り
破

損
し

た
も

の
で

あ
り

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
表

示
器

の
交

換
を

実
施

し
、

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

電
気

設
備

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

発
電

機
比

率
差

動
継

電
器

A
1

励
磁

電
源

変
圧

器
過

電
流

継
電

器

H
1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
8
7
G

A
1

H
2
1
-
P

2
2
5
-

5
1
E

1
1
1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

R
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
逆

電
力

継
電

器
H

1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
6
7
G

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
地

絡
継

電
器

1
H

1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
6
4
G

1
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
地

絡
継

電
器

2
H

1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
6
4
G

2
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
界

磁
喪

失
継

電
器

H
1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
4
0
G

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
比

率
差

動
継

電
器

A
2

H
1
1
-
P

6
7
5
-

1
-
8
7
G

A
2

電
気

設
備

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

1
1
2
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

5
0
0
ｋ
V

　
3
号

母
線

保
護

継
電

器
1

（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）
（
母

線
高

速
後

備
継

電
器

）
（
高

速
後

備
継

電
器

）

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

5
0
0
ｋ
V

　
3
号

母
線

保
護

継
電

器
2

（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）
（
母

線
高

速
後

備
継

電
器

）
（
高

速
後

備
継

電
器

）

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

新
潟

系
統

安
定

化
装

置
A

（
系

統
安

定
化

継
電

装
置

）

N
P

S
S
-
A

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

新
潟

系
統

安
定

化
装

置
B

（
系

統
安

定
化

継
電

装
置

）

N
P

S
S
-
B

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
脱

調
分

離
継

電
器

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
A

-
1
-
1
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
A

-
2
-
1
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
B

-
1
-
1
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

M
/
C

3
S
B

-
2
-
1
B

-
5
1

R
/
S
/
T

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

起
動

母
線

受
電

用
6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

発
電

機
並

列
用

5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

電
気

設
備

低
起

動
母

線
過

電
流

継
電

器

低
起

動
母

線
過

電
流

継
電

器

1
1
3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

H
P

C
S
　

D
/
G

　
地

絡
検

出
継

電
器

R
4
4
-

6
4
D

G
H

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

H
P

C
S
　

D
/
G

　
界

磁
地

絡
検

出
継

電
器

R
4
4
-

6
4
D

G
F
H

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

H
P

C
S
　

D
/
G

　
過

電
圧

継
電

器
R

4
4
-

5
9
D

G
H

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

D
/
G

　
3
A

　
地

絡
検

出
継

電
器

R
4
3
-

6
4
D

G
A

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

D
/
G

　
3
A

　
界

磁
地

絡
検

出
継

電
器

R
4
3
-

6
4
D

G
F
A

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

D
/
G

　
3
A

　
過

電
圧

継
電

器
R

4
3
-

5
9
D

G
A

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

D
/
G

　
3
B

　
地

絡
検

出
継

電
器

R
4
3
-

6
4
D

G
B

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

D
/
G

　
3
B

　
界

磁
地

絡
検

出
継

電
器

R
4
3
-

6
4
D

G
F
B

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

D
/
G

　
3
B

　
過

電
圧

継
電

器
R

4
3
-

5
9
D

G
B

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

良
＊

＊
過

電
流

継
電

器
に

て
代

表
良

非
常

用
予

備
発

電
装

置
高

圧
炉

心
ｽ

ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾃ
ﾞｨ

-
ｾ

ﾞﾙ
発

電
設

備

非
常

用
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
設

備

1
1
4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

サ
イ

リ
ス

タ
整

流
器

盤
H

2
1
-
P

2
2
7

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
サ

イ
リ

ス
タ

整
流

器
盤

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
サ

イ
リ

ス
タ

ト
レ

イ
の

位
置

が
ず

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
主

回
路

部
品

に
放

電
痕

を
確

認
し

た
。

地
震

に
よ

る
盤

全
体

へ
の

衝
撃

や
揺

れ
に

よ
り

盤
内

の
サ

イ
リ

ス
タ

ト
レ

イ
が

ず
れ

、
通

電
中

に
サ

イ
リ

ス
タ

ト
レ

イ
の

位
置

が
ず

れ
た

た
め

に
放

電
が

発
生

し
た

も
の

と
判

断
し

た
。

位
置

が
ず

れ
た

こ
と

に
よ

り
サ

イ
リ

ス
タ

ト
レ

イ
か

ら
主

発
電

機
界

磁
巻

線
へ

電
源

供
給

が
で

き
な

い
た

め
、

励
磁

装
置

の
機

能
に

影
響

が
あ

る
と

判
断

し
た

。
放

電
痕

が
確

認
さ

れ
た

主
回

路
部

品
の

交
換

を
行

う
と

と
も

に
、

サ
イ

リ
ス

タ
ト

レ
イ

を
正

常
位

置
に

復
旧

し
た

。
ま

た
、

サ
イ

リ
ス

タ
ト

レ
イ

の
位

置
ず

れ
防

止
の

た
め

、
止

め
金

具
の

幅
を

大
き

く
す

る
対

策
を

実
施

し
た

。

励
磁

制
御

盤
H

2
1
-
P

2
2
5

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾃ
ﾞｨ

-
ｾ

ﾞﾙ
発

電
設

備

H
2
1
-
P

6
1
3

H
2
1
-
P

6
1
4

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ＊
良

＊
-

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

発
電

機

H
2
1
-
P

6
0
3

H
2
1
-
P

6
0
4

励
磁

装
置

非
常

用
デ

ィ
-
ゼ

ル
発

電
設

備

非
常

用
予

備
発

電
装

置

電
気

設
備

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

-
良

＊
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

1
1
5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ｳ

ｪﾙ

ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯ
ｼ
ｮﾝ

ﾁ
ｪﾝ

ﾊ
ﾞ

上
部

ｼ
ﾔ

ﾗ
ｸ
ﾞ

下
部

ｼ
ﾔ

ﾗ
ｸ
ﾞ

原
子

炉
格

納
容

器
貫

通
部

（
配

管
貫

通
部

）

-
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
格

納
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

管
台

良
-

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

管
台

良
-

良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

管
台

良
-

良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

管
台

良
-

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表
良

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
格

納
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）
※

上
部

、
下

部
シ

ア
ラ

グ
に

つ
い

て
は

、
狭

隘
部

の
た

め
目

視
点

検
が

困
難

な
こ

と
か

ら
、

原
子

炉
格

納
容

器
内

面
側

の
目

視
点

検
に

よ
り

異
常

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

-
-

-
-

-
未

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

※

原
子

炉
格

納
容

器
貫

通
部

原
子

炉
格

納
容

器
T
1
1

X
-
1
0
4

X
-
1
0
5

X
-
1
0
3

信
号

（
核

計
装

）

計
装

原
子

炉
格

納
施

設

（
3
0
）
原

子
炉

格
納

容
器

及
び

付
属

機
器

原
子

炉
格

納
施

設

1
1
6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表
良

E
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表
良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

＊
良

＊
-

＊
X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

あ
り

※
-

異
常

な
し

-
-

-
-

否
＊

良
＊

-
＊

X
-
1
0
0
, 
X
-
1
0
1
, 
X
-
1
0
4
に

て
代

表

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
電

気
配

線
貫

通
部

の
ケ

ー
ブ

ル
処

理
箱

蓋
の

ボ
ル

ト
2
本

が
折

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
2
8
本

中
2
6
本

は
健

全
で

あ
り

ボ
ル

ト
に

緩
み

が
な

か
っ

た
こ

と
、

蓋
に

外
観

上
異

常
が

な
く
ガ

タ
つ

き
が

な
か

っ
た

こ
と

、
ボ

ル
ト

の
折

損
箇

所
が

ボ
ル

ト
の

中
間

部
で

あ
っ

た
こ

と
、

過
去

に
も

同
様

な
事

象
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

点
検

等
に

お
い

て
ケ

ー
ブ

ル
処

理
箱

蓋
の

取
付

・
取

外
し

が
繰

り
返

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
ボ

ル
ト

が
劣

化
し

折
損

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
折

損
が

確
認

さ
れ

た
ボ

ル
ト

２
本

の
交

換
を

行
う

予
定

。

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

管
台

良
-

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

管
台

良
-

良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

管
台

良
-

良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

管
台

良
-

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

管
台

良
-

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

管
台

良
-

良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

管
台

良
-

良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

管
台

良
-

良

原
子

炉
格

納
容

器
貫

通
部

原
子

炉
格

納
施

設

X
-
3
0
0

低
圧

動
力

制
御

・
計

装

X
-
1
0
1

X
-
1
0
0

特
別

高
圧

動
力

X
-
1
0
2

1
1
7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ｳ

ｪﾙ
側

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良

ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯ
ｼ
ｮﾝ

ﾁ
ｪﾝ

ﾊ
ﾞ側

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

フ
ロ

ア
-

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良

ベ
ン

ト
管

-
-

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良

A
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

B
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

C
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

D
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

E
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

F
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

G
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

H
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

J
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

K
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

L
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

良

原
子

炉
格

納
施

設

圧
力

低
減

装
置

そ
の

他
の

安
全

装
置

真
空

破
壊

弁
T
1
1
-
N

O
-

F
0
2
5

圧
力

低
減

装
置

そ
の

他
の

安
全

装
置

原
子

炉
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
管

1
1
8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
ア

ウ
タ

ー
リ

ム
良

－
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
ア

ウ
タ

ー
リ

ム
良

－
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
ア

ウ
タ

ー
リ

ム
良

－
良

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ス
ト

レ
-
ナ

E
2
2
-
D

0
1
0

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
ア

ウ
タ

ー
リ

ム
良

－
良

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ス
ト

レ
-
ナ

E
2
1
-
D

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
ア

ウ
タ

ー
リ

ム
良

－
良

放
射

線
管

理
設

備
生

体
し

ゃ
へ

い
装

置
原

子
炉

し
ゃ

へ
い

壁
-

-
ク

ラ
ス

1
B

異
常

な
し

-
-

-
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

残
留

熱
除

去
系

ス
ト

レ
-

ナ
E
1
1
-
D

0
0
1

2
個

/
組

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
残

留
熱

除
去

系

1
1
9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

棒
駆

動
系

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

(ｱ
ｷ

ｭ
ﾑ

ﾚ
-ﾀ

)
C

1
2
-
D

0
0
1
-

1
2
5

1
8
5

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
ボ

ル
ト

良
-

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

C
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

D
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

H
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

J
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
　

良

N
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

P
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

Q
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

主
蒸

気
系

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
-
タ

B
2
1
-
A

0
0
2

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

（
3
1
）
ア

キ
ュ

ム
レ

-
タ

1
2
0
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

E
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

F
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

G
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

H
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

J
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

K
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

L
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

M
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

N
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

あ
り

※
-

異
常

な
し

-
-

-
-

否
ボ

ル
ト

良
-

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
Ｕ

バ
ン

ド
と

ベ
ー

ス
プ

レ
ー

ト
と

の
取

付
け

ボ
ル

ト
8
本

中
1
本

の
固

定
用

ダ
ブ

ル
ナ

ッ
ト

の
う

ち
、

上
側

の
ナ

ッ
ト

1
個

が
未

取
付

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
8
本

中
7
本

の
固

定
用

ボ
ル

ト
に

は
緩

み
が

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

、
及

び
下

側
に

あ
る

ベ
ー

ス
プ

レ
ー

ト
の

固
定

用
ダ

ブ
ル

ナ
ッ

ト
は

緩
ん

で
お

ら
ず

、
近

隣
箇

所
に

地
震

に
よ

る
変

形
等

が
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

な
い

と
判

断
し

た
。

未
取

付
で

あ
っ

た
箇

所
に

固
定

用
ダ

ブ
ル

ナ
ッ

ト
の

取
付

を
実

施
し

た
。

P
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

Q
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

ボ
ル

ト
良

-
良

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
逃

が
し

弁
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
-
タ

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
主

蒸
気

系
B

2
1
-
A

0
0
1

1
2
1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
性

能
、

漏
え

い
は

、
給

復
水

系
水

張
り

後
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
性

能
、

漏
え

い
は

、
給

復
水

系
水

張
り

後
に

実
施

）

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
性

能
、

漏
え

い
は

、
給

復
水

系
水

張
り

後
に

実
施

）

D
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
性

能
、

漏
え

い
は

、
給

復
水

系
水

張
り

後
に

実
施

）

E
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
性

能
、

漏
え

い
は

、
給

復
水

系
水

張
り

後
に

実
施

）

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
性

能
、

漏
え

い
は

、
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
時

に
実

施
）

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
性

能
、

漏
え

い
は

、
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
時

に
実

施
）

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
性

能
、

漏
え

い
は

、
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
時

に
実

施
）

D
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
性

能
、

漏
え

い
は

、
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
時

に
実

施
）

E
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
性

能
、

漏
え

い
は

、
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
時

に
実

施
）

F
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
性

能
、

漏
え

い
は

、
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
時

に
実

施
）

G
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
性

能
、

漏
え

い
は

、
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
時

に
実

施
）

H
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

未
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
性

能
、

漏
え

い
は

、
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
時

に
実

施
）

N
2
6
-
D

0
0
1

N
2
7
-
D

0
0
1

復
水

ろ
過

装
置

復
水

ろ
過

器

復
水

脱
塩

装
置

復
水

脱
塩

塔

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備
復

水
浄

化
系

（
3
2
）
ろ

過
脱

塩
器

1
2
2
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
○

異
常

な
し

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 高
電

導
度

廃
液

系

高
電

導
度

廃
液

系
脱

塩
塔

K
1
3
-
D

0
0
4

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

G
3
1
-
D

0
0
3

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

燃
料

設
備

燃
料

プ
-
ル

冷
却

浄
化

系
燃

料
プ

-
ル

冷
却

浄
化

系
ろ

過
脱

塩
器

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

ろ
過

脱
塩

器

G
4
1
-
D

0
1
1

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系
ろ

過
器

K
1
6
-
D

0
0
1

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 低
電

導
度

廃
液

系

低
電

導
度

廃
液

系
ろ

過
器

K
1
2
-
D

0
0
1

低
電

導
度

廃
液

系
脱

塩
塔

K
1
2
-
D

0
0
2

1
2
3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
○

異
常

な
し

良
基

礎
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
-

良

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

基
礎

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

-
良

C
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

基
礎

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

-
良

D
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

基
礎

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

-
良

E
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

基
礎

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

-
良

F
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

基
礎

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

-
良

非
常

用
予

備
発

電
装

置
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
デ

ィ
-
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

デ
ィ

-
ゼ

ル
補

機
冷

却
海

水
系

ス
ト

レ
-
ナ

P
4
6
-
D

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

基
礎

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

-
良

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 高
電

導
度

廃
液

系

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
デ

ミ
ス

タ
K
1
3
-
D

0
0
3

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

（
3
3
）
ス

ト
レ

-
ナ

、
フ

ィ
ル

タ
原

子
炉

冷
却

系
統

設
備

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

ス
ト

レ
-
ナ

P
4
1
-
D

0
0
1

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

棒
駆

動
系

サ
ク

シ
ョ

ン
フ

ィ
ル

タ
C

1
2
-
D

0
0
3

制
御

棒
駆

動
水

フ
ィ

ル
タ

C
1
2
-
D

0
0
4

1
2
4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

-
-

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

-
-

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

N
2
1
-
B

0
0
8

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
試

験
時

実
施

）

N
2
1
-
D

0
2
2

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
試

験
時

実
施

）

N
2
1
-
D

0
2
3

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
復

水
器

イ
ン

リ
ー

ク
試

験
時

実
施

）

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
○

異
常

な
し

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

D
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

（
3
4
）
空

気
抽

出
器

蒸
気

タ
-
ビ

ン

N
2
1
-
D

0
2
1

復
水

器
に

係
る

次
の

事
項

起
動

停
止

用
蒸

気
式

空
気

抽
出

器

計
測

制
御

系
統

設
備

計
装

用
圧

縮
空

気
系

N
2
1
-
D

0
2
0

（
3
5
）
除

湿
塔

蒸
気

タ
-
ビ

ン
に

附
属

す
る

熱
交

換
器

蒸
気

式
空

気
抽

出
器

計
装

用
圧

縮
空

気
系

除
湿

装
置

除
湿

塔
P

5
2
-
D

0
1
5

1
2
5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

計
装

用
圧

縮
空

気
系

計
装

用
圧

縮
空

気
系

空
気

貯
槽

P
5
2
-
A

0
0
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

ほ
う

酸
水

注
入

系
ほ

う
酸

水
注

入
系

貯
蔵

タ
ン

ク
C

4
1
-
A

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
○

異
常

な
し

良
基

礎
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ

良
-

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
未

-
-

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
リ

ー
ク

試
験

時
に

実
施

）

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

（
窒

素
容

器
）

C
1
2
-
D

0
0
1
-

1
2
8

1
8
5

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

※
-
※

-
※

異
常

な
し

※
異

常
な

し
※

○
異

常
な

し
※

良
ボ

ル
ト

良
-

良

※
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト
と

し
て

制
御

棒
駆

動
機

構
と

合
わ

せ
て

評
価

予
め

計
画

す
る

追
加

点
検

（
基

礎
ボ

ル
ト

）
で

実
施

し
た

部
位

は
ア

キ
ュ

ー
ム

レ
ー

タ
（
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト
）

と
同

部
位

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

復
水

脱
塩

装
置

陽
イ

オ
ン

樹
脂

再
生

塔
N

2
7
-
D

0
0
3

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

復
水

脱
塩

装
置

陰
イ

オ
ン

樹
脂

再
生

塔
N

2
7
-
D

0
0
4

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

計
測

制
御

系
統

設
備

制
御

棒
駆

動
系

給
水

加
熱

器
ド

レ
ン

ベ
ン

ト
系

（
3
6
）
タ

ン
ク

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

ス
ク

ラ
ム

排
出

容
器

C
1
2
-
D

0
1
1

第
6
給

水
加

熱
器

ド
レ

ン
タ

ン
ク

N
2
2
-
A

0
0
1

復
水

浄
化

系

1
2
6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

気
体

廃
棄

物
処

理
系

前
置

フ
ィ

ル
タ

N
6
2
-
D

0
0
4

-
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

C
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

D
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

A
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

B
ク

ラ
ス

2
B

異
常

な
し

-
未

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

（
漏

え
い

は
気

体
廃

棄
物

処
理

系
イ

ン
リ

ー
ク

試
験

時
実

施
）

廃
棄

設
備

液
体

廃
棄

物
処

理
系

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
再

結
合

器
N

6
2
-
D

0
0
1

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
フ

ィ
ル

タ
N

6
2
-
D

0
0
6

タ
-
ビ

ン
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

タ
-
ビ

ン
建

屋
低

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

K
1
1
-
A

0
0
2

気
体

廃
棄

物
処

理
系

K
1
1
-
A

1
0
3

気
体

廃
棄

物
処

理
系

活
性

炭
式

希
ガ

ス
ホ

-
ル

ド
ア

ッ
プ

塔

N
6
2
-
D

0
0
5

気
体

廃
棄

物
処

理
系

排
ガ

ス
循

環
水

タ
ン

ク
N

6
2
-
A

0
0
1

1
2
7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

廃
棄

物
処

理
設

備
固

体
廃

棄
物

処
理

系 廃
ス

ラ
ッ

ジ
系

復
水

浄
化

系
逆

洗
水

受
タ

ン
ク

K
2
1
-
A

0
0
1

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

サ
ン

プ
K
1
1
-
A

2
0
2

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

サ
-
ビ

ス
建

屋
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

K
1
1
-
A

1
0
4

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

サ
-
ビ

ス
建

屋
シ

ャ
ワ

-
ド

レ
ン

サ
ン

プ
K
1
1
-
A

2
0
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

廃
棄

設
備

K
2
2
-
A

0
0
1

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 放
射

性
ド

レ
ン

移
送

系

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
K
1
1
-
A

0
0
1

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
K
1
1
-
A

1
0
2

廃
棄

物
貯

蔵
設

備
濃

縮
廃

液
タ

ン
ク

1
2
8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

廃
棄

設
備

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系

シ
ャ

ワ
-
ド

レ
ン

系
受

タ
ン

ク
K
1
6
-
A

0
0
2

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

高
電

導
度

廃
液

系
蒸

留
水

タ
ン

ク
K
1
3
-
A

0
0
2

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

高
電

導
度

廃
液

系
濃

縮
装

置
蒸

発
缶

K
1
3
-
D

0
0
2

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
K
1
1
-
A

1
0
5

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

低
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ
K
1
1
-
A

0
0
3

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

A
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

B
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
高

電
導

度
廃

液
サ

ン
プ

K
1
1
-
A

1
0
1

高
電

導
度

廃
液

系
収

集
タ

ン
ク

K
1
3
-
A

0
0
1

廃
棄

物
処

理
設

備
液

体
廃

棄
物

処
理

系 高
電

導
度

廃
液

系

廃
棄

設
備

液
体

廃
棄

物
処

理
系

1
2
9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

原
子

炉
系

(Ⅰ
A

)計
装

ラ
ッ

ク
Ｈ

2
2
-
Ｐ

0
0
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

原
子

炉
系

（
Ⅰ

B
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
0
2

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

原
子

炉
系

（
Ⅱ

A
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
0
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

原
子

炉
系

（
Ⅱ

B
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
0
4

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ⅰ

A
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
0
5

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
良

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ⅰ

B
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
0
6

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
良

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ⅱ

A
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
0
7

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
良

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ⅱ

B
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
0
8

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
良

計
測

制
御

系
統

設
備

原
子

炉
圧

力
原

子
炉

水
位

低
原

子
炉

圧
力

高

格
納

容
器

圧
力

高

（
3
7
）
計

装
ラ

ッ
ク

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

-
良

＊
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

-
良

＊
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

1
3
0
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
（
A

系
）

計
装

ラ
ッ

ク
Ｈ

2
2
-
Ｐ

0
0
9

-
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ク

ラ
ス

３
）

良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
（
B

系
）

計
装

ラ
ッ

ク
Ｈ

2
2
-
Ｐ

0
1
0

-
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ク

ラ
ス

３
）

良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

主
蒸

気
流

量
（
Ⅰ

A
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
1
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

主
蒸

気
流

量
（
Ⅰ

B
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
1
2

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

主
蒸

気
流

量
（
Ⅱ

A
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
1
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

主
蒸

気
流

量
（
Ⅱ

B
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
1
4

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

（
冷

却
材

再
循

環
流

量
）

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
系

(Ⅰ
系

)計
装

ラ
ッ

ク
Ｈ

2
2
-
Ｐ

0
2
0

-
ク

ラ
ス

3
A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ク

ラ
ス

３
）

良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

主
蒸

気
系

（
主

蒸
気

流
量

）

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
流

量
大

）

原
子

炉
水

位
計

測
制

御
系

統
設

備

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

-
良

＊
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

1
3
1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

Ｐ
Ｌ

Ｒ
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

（
Ⅰ

系
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
2
4

-
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ク

ラ
ス

３
）

良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

Ｐ
Ｌ

Ｒ
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

（
Ⅱ

系
）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
2
5

-
ク

ラ
ス

3
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ク

ラ
ス

３
）

良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

残
留

熱
除

去
系

（
A

）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
4
7

-
ク

ラ
ス

2
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
良

残
留

熱
除

去
系

（
B

）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
4
8

-
ク

ラ
ス

2
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
良

残
留

熱
除

去
系

（
C

）
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
4
9

-
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
良

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（
系

統
流

量
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
5
1

-
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

良
＊

-
＊

形
状

毎
の

代
表

を
評

価
良

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

計
装

ラ
ッ

ク
Ｈ

2
2
-
Ｐ

0
5
3

-
ク

ラ
ス

2
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

良
＊

-
＊

形
状

毎
の

代
表

を
評

価
良

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
（
系

統
流

量
）

漏
え

い
検

出
系

(Ⅰ
系

)
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
5
5

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

A
s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
ノ

ン
ク

ラ
ス

）
良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

計
測

制
御

系
統

設
備

原
子

炉
水

位

残
留

熱
除

去
系

（
系

統
流

量
）

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

-
良

＊
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

1
3
2
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
(系

統
流

量
)

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
計

装
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

0
6
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

良
＊

-
＊

形
状

毎
の

代
表

を
評

価
良

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
（
ろ

過
脱

塩
器

入
口

導
電

率
）

（
ろ

過
脱

塩
器

出
口

導
電

率
）

原
子

炉
水

導
電

率
計

ラ
ッ

ク
Ｈ

2
2
-
Ｐ

4
5
5

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

復
水

浄
化

系
復

水
ろ

過
装

置
入

口
導

電
率

脱
塩

装
置

出
口

導
電

率

復
水

浄
化

系
導

電
率

計
ラ

ッ
ク

Ｈ
2
2
-
Ｐ

5
1
8

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

主
蒸

気
系

（
主

蒸
気

圧
力

）
Ｍ

Ｓ
Ｐ

Ｓ
計

器
架

台
Ｈ

2
2
-
Ｐ

7
0
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

復
水

系
（
復

水
流

量
）

復
水

脱
塩

装
置

出
口

流
量

計
器

架
台

Ｈ
2
2
-
Ｐ

7
0
8

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

原
子

炉
保

護
用

主
蒸

気
圧

力
（
A

）
計

器
架

台
Ｈ

2
2
-
Ｐ

7
1
0

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
良

原
子

炉
保

護
用

主
蒸

気
圧

力
（
B

）
計

器
架

台
Ｈ

2
2
-
Ｐ

7
1
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
良

Ｍ
Ｓ

ＩＶ
閉

用
復

水
器

器
内

圧
力

（
A

）
計

器
架

台
Ｈ

2
2
-
Ｐ

7
0
4

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
良

Ｍ
Ｓ

ＩＶ
閉

用
復

水
器

器
内

圧
力

（
B

）
計

器
架

台
Ｈ

2
2
-
Ｐ

7
0
5

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
良

主
蒸

気
隔

離
弁

（
主

蒸
気

管
圧

力
低

）

主
蒸

気
隔

離
弁

（
復

水
器

真
空

度
低

）

計
測

制
御

系
統

設
備

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

-
良

＊
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

-
良

＊
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

1
3
3
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

原
子

炉
保

護
用

加
減

弁
急

閉
計

器
架

台
-
1

Ｈ
2
2
-
Ｐ

7
2
0

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

原
子

炉
保

護
用

加
減

弁
急

閉
計

器
架

台
-
2

Ｈ
2
2
-
Ｐ

7
2
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
地

震
応

答
解

析
に

よ
る

評
価

を
行

い
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

給
水

系
（
給

水
流

量
）

原
子

炉
給

水
流

量
計

器
架

台
Ｈ

2
2
-
Ｐ

8
2
6

-
ク

ラ
ス

3
B

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｂ

ク
ラ

ス
）

良

C
Ｒ

D
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
（
A

）
水

位
計

器
架

台
Ｈ

2
2
-
Ｐ

8
5
0

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
良

C
Ｒ

D
ス

ク
ラ

ム
排

出
容

器
（
B

）
水

位
計

器
架

台
Ｈ

2
2
-
Ｐ

8
5
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
良

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
発

電
機

固
定

子
冷

却
水

喪
失

検
出

装
置

）

固
定

子
冷

却
水

計
装

ラ
ッ

ク
Ｈ

2
2
-
Ｐ

2
3
6

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
水

素
純

度
低

検
出

装
置

）

保
護

継
電

装
置

の
種

類
（
水

素
圧

力
高

低
検

出
装

置
）

水
素

ガ
ス

計
装

ラ
ッ

ク
Ｈ

2
2
-
Ｐ

2
3
5

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
※

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

※
計

装
ラ

ッ
ク

の
基

礎
ボ

ル
ト

は
、

グ
ラ

ウ
ト

内
に

埋
込

ま
れ

て
お

り
目

視
点

検
が

困
難

で
あ

る
。

し
か

し
、

損
傷

（
基

礎
ボ

ル
ト

の
損

傷
等

）
す

る
ほ

ど
の

地
震

力
を

受
け

た
場

合
、

モ
ル

タ
ル

の
割

れ
や

塗
膜

の
割

れ
、

剥
れ

な
ど

を
伴

う
こ

と
か

ら
、

代
替

と
し

て
モ

ル
タ

ル
部

の
目

視
点

検
を

実
施

し
、

ボ
ル

ト
の

健
全

性
を

確
認

し
た

。

蒸
気

加
減

弁
急

速
閉 ス

ク
ラ

ム
デ

ィ
ス

チ
ャ

-
ジ

ボ
リ

ュ
-
ム

水
位

高

電
気

設
備

計
測

制
御

系
統

設
備

-
良

＊
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ＊

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

-
良

＊

1
3
4
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

圧
力

制
御

主
タ

-
ビ

ン
Ｅ

Ｈ
C

盤
H

1
2
-
P

6
8
5

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

H
1
1
-
P

6
0
9

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

H
1
1
-
P

6
1
1

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

B
系

・
C

系
残

留
熱

除
去

系
盤

H
1
2
-
P

6
1
8

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

格
納

容
器

内
側

隔
離

弁
盤

H
1
2
-
P

6
2
2

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

格
納

容
器

外
側

隔
離

弁
盤

H
1
2
-
P

6
2
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
盤

H
1
2
-
P

6
2
5

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

A
系

自
動

減
圧

系
盤

H
1
2
-
P

6
2
8

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
・
A

系
残

留
熱

除
去

系
盤

H
1
2
-
P

6
2
9

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

B
系

自
動

減
圧

系
盤

H
1
2
-
P

6
3
1

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

H
1
2
-
P

6
4
3

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

H
1
2
-
P

6
4
4

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

H
1
1
-
P

6
6
1
-

1
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

H
1
1
-
P

6
6
1
-

2
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

H
1
1
-
P

6
6
2
-

1
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

H
1
1
-
P

6
6
2
-

2
-

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

H
1
2
-
P

6
6
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

H
1
2
-
P

6
6
4

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

H
1
2
-
P

6
6
5

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

H
1
1
-
P

6
3
2

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

H
1
1
-
P

6
4
2

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

（
3
8
）
制

御
盤

、
電

源
盤

計
測

制
御

系
統

設
備

安
全

保
護

系

漏
え

い
検

出
系

盤

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ＊
良

＊
-

原
子

炉
緊

急
停

止
系

盤 Ｓ
Ｇ

Ｔ
Ｓ

・
Ｆ

C
Ｓ

盤

ト
リ

ッ
プ

チ
ャ

ン
ネ

ル
盤

1
3
5
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

給
水

制
御

給
水

流
量

制
御

系
盤

H
1
2
-
P

6
1
2
-

1
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

H
1
1
-
P

6
0
8
-

1
-

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

H
1
1
-
P

6
0
8
-

2
-

ク
ラ

ス
1

A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

制
御

棒
位

置
制

御
制

御
棒

監
視

制
御

盤
H

1
1
-
P

6
1
5

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

H
1
1
-
P

6
3
5

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

H
1
1
-
P

6
3
6

-
ク

ラ
ス

1
A

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

計
測

制
御

系
統

設
備

原
子

炉
再

循
環

流
量

制
御

原
子

炉
再

循
環

流
量

制
御

系
盤

H
1
2
-
P

6
1
2
-

2
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

S
/
B

床
漏

え
い

検
出

現
場

盤
H

2
1
-
P

6
7
3

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

R
/
A

床
漏

え
い

検
出

現
場

盤
H

2
1
-
P

6
7
0

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

○
異

常
な

し
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

A
n
/
A

床
漏

え
い

検
出

現
場

盤
H

2
1
-

P
6
7
2
A

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

T
/
B

床
漏

え
い

検
出

現
場

盤
H

2
1
-
P

6
7
1

-
ノ

ン
ク

ラ
ス

C

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備

放
射

線
モ

ニ
タ

盤
H

1
1
-
P

6
0
4

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

H
1
1
-
P

6
3
8

-
ク

ラ
ス

2
A

異
常

な
し

-
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

H
1
1
-
P

6
3
9

-
ク

ラ
ス

2
A

異
常

あ
り

※
-

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
否

良
(対

策
完

了
)

※
格

納
容

器
内

雰
囲

気
モ

ニ
タ

盤
に

お
い

て
、

端
子

部
の

接
続

確
認

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
計

器
用

ラ
ッ

ク
シ

ャ
ー

シ
裏

面
に

入
線

さ
れ

て
い

る
ア

ー
ス

ケ
ー

ブ
ル

の
圧

着
端

子
に

折
損

を
２

箇
所

確
認

し
た

。
ま

た
、

ひ
び

の
あ

る
圧

着
端

子
を

１
箇

所
確

認
し

た
。

当
該

箇
所

は
定

検
時

に
模

擬
信

号
入

力
の

た
め

、
当

該
ケ

ー
ブ

ル
を

よ
け

て
、

試
験

ケ
ー

ブ
ル

を
繰

り
返

し
接

続
替

え
を

す
る

こ
と

か
ら

、
圧

着
端

子
部

に
応

力
が

か
か

り
、

折
損

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

ケ
ー

ブ
ル

自
体

の
重

量
は

軽
く
、

地
震

に
よ

る
ケ

ー
ブ

ル
の

揺
れ

で
端

子
の

折
損

・
ひ

び
を

引
き

起
こ

す
よ

う
な

応
力

は
発

生
し

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
、

追
加

点
検

は
不

要
と

し
た

。
折

損
及

び
ひ

び
の

確
認

さ
れ

た
端

子
部

（
３

箇
所

）
に

つ
い

て
、

再
端

末
処

理
を

実
施

し
た

。
再

端
末

処
理

実
施

後
、

導
通

確
認

及
び

取
付

状
態

の
確

認
を

行
い

、
異

常
の

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

廃
棄

設
備

漏
え

い
の

検
出

装
置

及
び

警
報

装
置

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

の
漏

え
い

の
検

出
装

置
及

び
警

報
装

置

計
測

制
御

系
統

設
備

放
射

線
管

理
設

備

計
測

制
御

系
統

設
備

放
射

線
管

理
設

備
S
R

M
／

IR
M

盤

安
全

保
護

系

出
力

領
域

計
測

装
置

出
力

領
域

モ
ニ

タ
盤

安
全

保
護

系

中
間

領
域

計
測

装
置 プ

ロ
セ

ス
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備

格
納

容
器

内
雰

囲
気

モ
ニ

タ
盤

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

-
良

＊
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

-
良

＊
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

＊
形

状
毎

の
代

表
を

評
価

-
良

＊
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

1
3
6
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
A

C
8
1
-
P

0
0
1

A
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

※
未

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

（
作

動
・
機

能
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

リ
ー

ク
試

験
時

に
実

施
。

）
※

基
本

点
検

（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
出

力
変

圧
器

盤
の

接
地

形
計

器
用

変
圧

器
（
Ｇ

Ｐ
Ｔ

）
ヒ

ュ
ー

ズ
ホ

ル
ダ

ー
取

付
け

用
ネ

ジ
部

の
損

傷
を

確
認

し
た

。
点

検
等

に
お

い
て

ヒ
ュ

ー
ズ

の
取

外
し

・
取

付
が

繰
り

返
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

ホ
ル

ダ
ー

を
固

定
し

て
い

る
ネ

ジ
に

ス
ト

レ
ス

が
掛

か
り

ネ
ジ

部
の

損
傷

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
、

ま
た

他
の

接
地

形
計

器
用

変
圧

器
（
Ｇ

Ｐ
Ｔ

）
、

ホ
ル

ダ
ー

に
は

異
常

が
確

認
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
接

地
形

計
器

用
変

圧
器

（
Ｇ

Ｐ
Ｔ

）
の

ネ
ジ

部
が

損
傷

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
接

地
形

計
器

用
変

圧
器

（
Ｇ

Ｐ
Ｔ

）
の

交
換

を
行

う
。

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置
B

C
8
1
-
P

0
0
1

B
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

未
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

直
流

2
5
0
V

充
電

器
常

用
R

4
2
-
P

0
0
7

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

，
マ

グ
ネ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
の

リ
ー

ド
線

が
断

線
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
当

該
充

電
器

盤
の

他
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
（
8
個

）
に

は
断

線
が

な
か

っ
た

こ
と

、
充

電
器

盤
に

外
観

構
造

上
の

異
常

は
な

か
っ

た
こ

と
、

当
該

の
リ

ー
ド

線
自

体
の

重
量

は
軽

く
、

地
震

に
よ

る
リ

ー
ド

線
の

揺
れ

で
断

線
を

引
き

起
こ

す
よ

う
な

応
力

は
発

生
し

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
推

察
さ

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
の

交
換

を
実

施
し

た
。

直
流

2
5
0
V

充
電

器
予

備
R

4
2
-
P

0
1
2

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
マ

グ
ネ

ッ
ト

ス
イ

ッ
チ

用
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
か

ら
の

液
漏

れ
を

確
認

し
た

。
サ

ー
ジ

ア
ブ

ソ
ー

バ
（
コ

ン
デ

ン
サ

）
の

液
漏

れ
で

あ
り

、
コ

ン
デ

ン
サ

の
液

漏
れ

は
過

去
に

も
確

認
さ

れ
て

い
る

事
象

（
経

年
劣

化
し

た
コ

ン
デ

ン
サ

の
一

般
的

な
事

象
）
で

あ
る

こ
と

か
ら

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

で
は

な
い

と
判

断
し

た
。

サ
ー

ジ
ア

ブ
ソ

ー
バ

の
交

換
を

実
施

し
た

。

直
流

1
2
5
V

充
電

器
　

3
A

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

-
良

直
流

1
2
5
V

充
電

器
　

3
B

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

否
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

良
＊

-
＊

1
2
5
V

充
電

器
3
A

に
て

代
表

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
直

流
過

電
流

継
電

器
（
7
6
-
1
）
の

単
体

動
作

試
験

に
て

動
作

不
良

を
確

認
し

た
。

継
電

器
の

外
観

に
異

常
は

な
く
、

同
一

電
源

盤
に

取
り

付
け

ら
れ

て
い

る
他

の
継

電
器

に
異

常
は

見
ら

れ
ず

、
過

去
に

他
号

機
の

同
型

継
電

器
で

も
同

様
の

動
作

不
良

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
継

電
器

の
内

部
回

路
（
コ

ン
デ

ン
サ

部
）
の

経
年

劣
化

と
考

え
ら

れ
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
継

電
器

を
交

換
し

、
正

常
に

動
作

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

直
流

1
2
5
V

充
電

器
　

予
備

R
4
2
-
P

0
1
0

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ＊
良

＊
-

＊
1
2
5
V

充
電

器
3
A

に
て

代
表

良

直
流

1
2
5
V

H
P

C
S
充

電
器

常
用

R
4
2
-
P

0
0
3

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

否
取

付
ﾎ

ﾞﾙ
ﾄ＊

良
＊

-
＊

1
2
5
V

充
電

器
3
A

に
て

代
表

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
７

２
C

１
の

配
線

用
遮

断
器

（
M

C
C

B
）
ト

リ
ッ

プ
試

験
に

お
い

て
ト

リ
ッ

プ
後

、
リ

セ
ッ

ト
で

き
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
配

線
用

遮
断

器
の

外
観

に
異

常
は

な
く
、

過
去

に
も

同
様

の
事

象
を

確
認

し
て

い
る

こ
と

か
ら

マ
イ

ク
ロ

ス
イ

ッ
チ

部
の

グ
リ

ス
固

着
が

原
因

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

、
地

震
の

影
響

で
は

な
く
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
判

断
し

た
。

配
線

用
遮

断
器

の
内

部
清

掃
・
手

入
れ

を
実

施
し

、
正

常
に

動
作

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

直
流

1
2
5
V

H
P

C
S
充

電
器

予
備

R
4
2
-
P

0
1
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ＊
良

＊
-

＊
1
2
5
V

充
電

器
3
A

に
て

代
表

良

原
子

炉
冷

却
材

再
循

環
ポ

ン
プ

可
変

周
波

数
電

源
装

置

蓄
電

池
及

び
充

電
器

そ
の

他
の

発
電

装
置

計
測

制
御

系
統

設
備

R
4
2
-
P

0
0
1

1
3
7
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

プ
ラ

ン
ト

バ
イ

タ
ル

C
V

C
F
　

3
A

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

-
良

プ
ラ

ン
ト

バ
イ

タ
ル

C
V

C
F
　

3
B

B
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

取
付

ﾎ
ﾞﾙ

ﾄ
良

-
良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
A

-
1

M
/
C

3
A

-
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
A

-
2

M
/
C

3
A

-
2

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
B

-
1

M
/
C

3
B

-
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
B

-
2

M
/
C

3
B

-
2

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
C

M
/
C

3
C

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

あ
り

※
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

否
-

-
良

真
空

遮
断

器
に

つ
い

て
評

価
良

(対
策

完
了

)

※
基

本
点

検
（
機

能
確

認
）
の

結
果

、
真

空
遮

断
器

（
５

Ａ
）
に

お
い

て
、

補
助

リ
レ

ー
の

導
通

不
良

を
確

認
し

た
。

接
点

接
触

状
態

で
導

通
が

不
良

で
あ

る
こ

と
か

ら
接

点
表

面
に

酸
化

被
膜

が
形

成
さ

れ
た

こ
と

が
原

因
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
、

補
助

リ
レ

ー
の

外
観

に
異

常
が

な
い

こ
と

、
過

去
に

も
同

様
の

事
象

を
確

認
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
補

助
リ

レ
ー

の
交

換
を

行
い

、
動

作
に

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
D

M
/
C

3
D

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

否
-

-
良

真
空

遮
断

器
に

つ
い

て
評

価
良

(対
策

完
了

)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
真

空
遮

断
器

（
４

Ａ
）
に

お
い

て
，

制
御

接
触

器
の

ア
ー

ク
シ

ュ
ー

ト
が

損
傷

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

破
損

し
て

い
た

制
御

接
触

器
の

ア
ー

ク
シ

ュ
ー

ト
は

焼
成

品
で

あ
る

た
め

、
焼

成
巣

等
の

製
造

時
の

内
在

欠
陥

が
遮

断
器

の
開

閉
振

動
に

よ
り

経
年

的
に

表
面

化
し

た
も

の
と

推
察

さ
れ

る
こ

と
、

遮
断

器
内

の
取

付
位

置
に

お
い

て
は

他
の

構
造

物
等

に
接

触
す

る
可

能
性

は
な

い
こ

と
、

お
よ

び
同

様
の

事
象

が
地

震
前

に
も

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

地
震

の
影

響
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
制

御
接

触
器

の
ア

ー
ク

シ
ュ

ー
ト

を
交

換
を

行
い

、
動

作
状

態
に

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
Ｈ

M
/
C

3
H

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

良
真

空
遮

断
器

に
つ

い
て

評
価

良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
S
A

-
1

M
/
C

3
S
A

-
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
S
A

-
2

M
/
C

3
S
A

-
2

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
S
B

-
1

M
/
C

3
S
B

-
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
．

9
ｋ
Ｖ

 メ
タ

ク
ラ

 3
S
B

-
2

M
/
C

3
S
B

-
2

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

あ
り

※
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

否
-

-
-

解
析

対
象

外
（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良
(対

策
完

了
)

※
基

本
点

検
（
目

視
点

検
）
の

結
果

、
真

空
遮

断
器

（
１

Ｂ
）
（
V

C
B

）
の

投
入

コ
イ

ル
固

定
用

ガ
イ

ド
ピ

ン
の

折
損

確
認

し
た

。
同

一
電

源
盤

内
の

他
の

遮
断

器
に

は
異

常
が

な
か

っ
た

こ
と

、
ガ

イ
ド

ピ
ン

は
２

本
あ

る
が

折
損

が
確

認
さ

れ
た

の
は

１
本

の
み

だ
っ

た
こ

と
、

同
様

の
事

象
が

地
震

以
前

に
も

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

開
閉

動
作

時
の

振
動

に
よ

り
応

力
が

繰
り

返
し

加
わ

っ
た

た
め

に
折

損
し

た
も

の
で

あ
り

、
地

震
の

影
響

に
よ

る
も

の
で

は
な

い
と

判
断

し
た

。
折

損
し

た
ガ

イ
ド

ピ
ン

の
交

換
し

、
真

空
遮

断
器

の
動

作
確

認
に

よ
り

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

開
閉

動
作

に
よ

る
振

動
防

止
対

策
を

実
施

し
た

。

所
内

母
線

受
電

用
6
.9

kV
遮

断
器

起
動

母
線

受
電

用
6
.9

kV
遮

断
器

所
内

母
線

-
起

動
母

線
連

絡
用

6
.9

kV
遮

断
器

所
内

母
線

負
荷

用
6
.9

kV
遮

断
器

デ
ィ

-
ゼ

ル
発

電
機

用
6
.9

kV
遮

断
器

そ
の

他
の

発
電

装
置

電
気

設
備

バ
イ

タ
ル

交
流

電
源

設
備

R
4
6
-
P

0
0
2

1
3
8
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

所
内

変
圧

器
3
A

N
G

R
盤

3
A

-
1

H
2
1
-
P

2
3
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

所
内

変
圧

器
3
A

N
G

R
盤

3
A

-
2

H
2
1
-
P

2
3
2

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

所
内

変
圧

器
3
B

N
G

R
盤

3
B

-
1

H
2
1
-
P

2
3
3

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

所
内

変
圧

器
3
B

N
G

R
盤

3
B

-
2

H
2
1
-
P

2
3
4

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

低
起

動
変

圧
器

N
G

R
盤

3
S
A

-
1

H
2
1
-
P

2
3
8

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

低
起

動
変

圧
器

N
G

R
盤

3
S
A

-
2

H
2
1
-
P

2
3
9

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

低
起

動
変

圧
器

N
G

R
盤

3
S
B

-
1

H
2
1
-
P

2
4
0

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

低
起

動
変

圧
器

N
G

R
盤

3
S
B

-
2

H
2
1
-
P

2
4
1

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
主

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
所

内
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
所

内
母

線
受

電
用

6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

発
電

機
・
変

圧
器

保
護

継
電

器
盤

H
1
1
-
P

6
7
5
-

1
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

中
性

点
接

地
装

置
（
発

電
機

，
主

変
圧

器
）

発
電

機
中

性
点

接
地

装
置

H
2
1
-
P

2
3
0

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

電
気

設
備

中
性

点
接

地
装

置

1
3
9
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

工
事

用
変

圧
器

保
護

盤
-

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
6
kV

 母
線

保
護

盤
１

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
6
kV

 母
線

保
護

盤
２

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
6
kV

 母
線

地
絡

後
備

盤
-

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

主
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

主
変

圧
器

後
備

保
護

盤
-

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

低
起

動
変

圧
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
低

起
動

変
圧

器
受

電
用

6
6
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
起

動
母

線
受

電
用

6
.9

kV
遮

断
器

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

低
起

動
変

圧
器

保
護

継
電

器
盤

H
1
1
-
P

6
7
5
-

2
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

電
気

設
備

2
号

工
事

用
変

圧
器

受
電

用
6
6
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

1
4
0
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

電
気

設
備

6
6
ｋ
V

　
甲

母
線

保
護

盤
-

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
6
ｋ
V

　
乙

母
線

保
護

盤
-

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

6
6
ｋ
V

　
母

線
分

離
盤

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

発
電

機
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
発

電
機

並
列

用
5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

発
電

機
逆

相
過

電
流

保
護

継
電

器
盤

H
1
1
-
P

7
3
7

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

5
0
0
ｋ
V

 　
3
号

母
線

保
護

盤
1

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

5
0
0
ｋ
V

　
3
号

母
線

保
護

盤
2

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

3
号

発
電

機
脱

調
分

離
盤

-
-

ク
ラ

ス
3

C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

新
潟

系
統

安
定

化
装

置
A

N
P

S
S
-
A

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

新
潟

系
統

安
定

化
装

置
B

N
P

S
S
-
B

-
ク

ラ
ス

3
C

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

-
-

-
良

-
-

-
解

析
対

象
外

（
Ｃ

ク
ラ

ス
）

良

低
起

動
変

圧
器

受
電

用
6
6
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

発
電

機
並

列
用

5
0
0
kV

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

1
4
1
/
1
4
3

（
注

）
　

○
：
予

め
計

画
す

る
追

加
点

検
　

△
：
解

析
結

果
　

に
よ

り
実

施
す

る
追

加
点

検
　

□
：
基

本
点

検
の

結
果

実
施

す
る

追
加

点
検



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
　

新
潟

県
中

越
沖

地
震

後
の

設
備

健
全

性
に

係
る

総
合

評
価

 

基
本

点
検

動
的

機
能

維
持

評
価

目
視

点
検

打
診

試
験

点
検

目
的

（
注

）
点

検
結

果

設
備

区
分

（
1
）

安
全

重
要

度
耐

震
重

要
度

目
視

点
検

機
器

番
号

  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

総
合

評
価

追
加

点
検

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
選

定
理

由

　
　

　
設

備
点

検

設
備

区
分

（
2
）

判
定

結
果

判
定

結
果

地
震

応
答

解
析

構
造

強
度

評
価

評
価

部
位

作
動

試
験

機
能

確
認

漏
え

い
確

認

基
礎

ボ
ル

ト
種

類
点

検
結

果
機

器
名

称

高
圧

炉
心

ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
系

ﾃ
ﾞｨ

-
ｾ

ﾞﾙ
発

電
機

制
御

盤
H

2
1
-
P

6
1
1

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

中
性

点
接

地
装

置
H

2
1
-
P

6
1
8

-
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

非
常

用
ﾃ
ﾞｨ

-
ｾ

ﾞﾙ
発

電
機

3
A

制
御

盤
A

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

非
常

用
ﾃ
ﾞｨ

-
ｾ

ﾞﾙ
発

電
機

3
B

制
御

盤
B

ク
ラ

ス
1

A
s

異
常

な
し

異
常

な
し

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良

A
ク

ラ
ス

1
A

s

異
常

な
し

異
常

な
し
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所内変圧器（B）の総合評価結果について 



1 

所内変圧器（Ｂ）の総合評価結果について 
 

１．事象の概要 

 所内変圧器（B）は、地震時に接続母線ダクト部から火災が発生した。この所内変圧器

（B）の設備点検において確認された事象のうち、健全性に影響を与えると考えられる事

象を以下に示す。 
（１）二次ブッシングの碍管の破損 

   目視点検の結果、二次ブッシングの碍管の破損を確認した。 
 

（２）基礎ボルトの変形 

   目視点検の結果、基礎ボルトの変形を確認した。 

 

２．原因究明および健全性評価 

  （１）二次ブッシングの碍管の破損 

     地震時に変圧器と接続母線ダクトの基礎とが不等沈下したために、二次ブッシング

がダクトと接触し、碍管が破損した。破損部からの漏油に地絡等の火花が引火し、火

災が発生したと推定される。以上より、本事象は地震の影響によるものと判断した。

ブッシング破損により絶縁機能を満足しないため、機能への影響有りと判断した。 
 

（２）基礎ボルトの変形 

     地震時の揺れにより基礎ボルトが過大な応力を受け、変形したと推定されることか

ら、地震の影響によるものと判断した。変圧器の支持機能を満足しないため、機能へ

の影響有りと判断した。 

 

３．対策 

 ・変圧器の取替を実施した。 

 ・火災対策として、基礎不等沈下を防止するために接続母線ダクト基礎の杭基礎化と、

変圧器基礎との一体化を実施した。また、地絡を防止するために、変圧器取合部の変

位吸収量の増加、ダクト接続部の位置変更、ダクト内面の絶縁強化を実施した。 

・基礎固定部を、ボルト構造から溶接構造に変更した。 

 

添付資料-2-2-1

－火災に伴う温度高継電器、衝撃油圧継電器の損傷について－ 

  所内変圧器（B）の火災に伴い、所内変圧器（B）温度高継電器、衝撃油圧継電器の

信号ケーブルを収納する端子箱が焼損していることを確認した。温度高継電器、衝撃油

圧継電器本体には、ずれや変形等の地震影響と考えられる損傷はなかったが、端子箱の

焼損により信号ケーブルが損傷を受けたため、信号出力機能に影響があると判断した。

変圧器の交換修理にあわせて計器および端子箱の新製交換を行い、正常に動作するこ

とを確認した 
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所内変圧器 

対策後 

基礎ボルトの変形

防火壁 

所内変圧器 
接続母線ダクト

火災発生後の変圧器 

二次ブッシングの破損 

碍管の割れ

基礎ボルトの変形 

接続母線ダクトの沈下

変圧器基礎 

タービン建屋 

基礎部の一体化

杭基礎形式

  

 

 

所内変圧器 

変圧器基礎 
基礎 

沈下 

対策前 

タービン建屋 

 

ダクト

不等沈下発生時 

接触 

不等沈下発生時
ダクト接続部

の位置の変更

ダクト内面の絶縁強化

（絶縁シートの取付）

変位吸収量の増加 

火災に伴う温度高継電器、衝撃油圧継電器の損傷 

対策の概要 

所内変圧器（Ｂ）で確認された主な事象の概要 

ブッシング 

端子箱の焼損 変圧器正面図

端子箱

防火壁

防火壁

温度高継電器

衝撃油圧継電器

約17cmの不等沈下 
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主変圧器の総合評価結果について 



1 

主変圧器の総合評価結果について 
 

１．事象の概要 

  主変圧器の設備点検において確認された事象のうち、健全性に影響を与えると考えられる

事象を以下に示す。 
（１）基礎ボルトの折損 

（２）鉄心積層面の摺れ痕 

（３）内部固定金物のずれ 

 

２．原因究明および健全性評価 

  （１）基礎ボルトの折損 

     地震時の過大な応力により基礎ボルトが折損した。変圧器の支持機能を満足しない

ため、機能への影響有りと判断した。 

  （２）鉄心積層面の摺れ痕 

     地震の影響により、鉄心積層面が周囲の絶縁物と摺れたと判断した。鉄心積層面の

絶縁被覆が剥がれたことより、変圧器の絶縁性能に影響有りと判断した。 

（３）内部固定金物のずれ 

   地震の影響により内部固定金物がずれたと判断した。固定金物がずれたため、変圧

器の機械性能に影響有りと判断した。 

 

３．対策 

鉄心の修理および内部部品のずれの修復を行うとともに、基礎固定部を、ボルト構造から

溶接構造に変更した。 
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（１）基礎ボルトの折損 

（３）内部固定金物のずれ 

内部固定金物(上部) 

内部固定金物(下部) 

巻線 

鉄心 

（２）鉄心積層面の摺れ痕 

鉄心 
摺れ痕 

内部固定金物(下部) 

絶縁シート 

底板 

ずれ方向

ずれの痕跡
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主タービンの総合評価結果について 
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主タービンの総合評価結果について 
 

 

１．事象の概要 

 

柏崎刈羽原子力発電所３号機（以下３号機）における蒸気タービンについては、駆動源及び内包する

流体が蒸気であるため、プラント停止中に作動試験や運転圧による漏洩確認ができない設備であること

から、予め計画する追加点検（分解点検）を実施した。その結果、確認された主な事象は以下の通りで

ある。 

 （１）高圧タービン、低圧タービンの動翼と静翼の接触（別紙－１参照） 

・ 高圧タービン、低圧タービンの一部に動翼と静翼の接触による摩耗、接触痕が確認された。 

  （２）オイルシールリング、中間軸受台の損傷（別紙－２参照） 

・ スラスト軸受（主タービンの軸を軸方向に拘束する軸受）に取付けられているオイルシールリ

ングの折損が確認された。 

・ 中間軸受台（高、低圧タービン間の軸受台）の固定キーに変形が確認された。 

（３）軸受、軸受油切りの損傷（別紙－３参照） 

・ スラスト軸受、ジャーナル軸受（主タービンの軸荷重を支持する軸受）に軽微な接触痕が確認

された。 

・ 軸受油切りの歯（軸受台内の潤滑油漏洩防止）とタービンロータに軽微な接触痕が確認された。 

  （４）車室固定キーの損傷（別紙－３参照） 

・ 内部車室と外部車室を固定するキーに変形や位置ずれが確認された。 

  （５）高圧車室および低圧車室のずれ（別紙－４参照） 

・ 高圧車室および低圧車室の位置ずれが確認された。 

 

２．原因究明 

高圧タービン、低圧タービンの動翼と静翼の接触、オイルシールリング・中間軸受台の損傷、ジャー

ナル軸受・軸受油切りの損傷、車室固定キーの損傷、高圧車室および低圧車室のずれについては、地震

の影響により発生したものと考えられる。 

高圧車室および低圧車室のずれ以外の損傷については、先行して点検を実施した柏崎刈羽原子力発電

所５、６、７号機においても、同様の不適合が確認されている。また３号機は地震発生時運転中であっ

たため、動翼と静翼の一部に摩耗が確認されており、損傷の程度は同様に運転中であった７号機と同程

度であった。 

   なお１号機は地震発生時、高圧車室および低圧車室（Ａ）、（Ｃ）は分解点検中であったが、据え付け

られていた低圧車室（Ｂ）に車室の移動が確認されている。 

 

３．健全性評価および対策 

各部の機器の損傷に応じて取替又は補修を行った。具体的な処置は以下の通り。 

 

・ 高圧タービン、低圧タービンの動翼と静翼の接触については、手入れを実施した。また、摩耗

が著しい低圧タービン（Ａ）（Ｂ）９・１０・１１段動翼については、取替を実施した。 

・ オイルシールリングについては、取替を実施した。 

・ 中間軸受台については、基礎部の点検を実施しソールプレートの取替を実施した。 

・ スラスト軸受、ジャーナル軸受については、ホワイトメタル面の補修を実施した。 

・ 軸受油切りについては、歯先の手入れ又は歯の取替を実施した。 

・ 車室固定キーについては、取替、補修及び間隙調整を実施した。 

・ 高圧車室および低圧車室の位置修正を実施した。 
 

以  上 
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別紙 １ 

高圧タービンの動翼と静翼の接触（代表例） 

 
静翼

8段 7段 6段 5段 4段 3段 2段 1段 1段 2段 3段 4段 5段 6段 7段 8段

動翼

ｼｭﾗｳﾄﾞ部

緑色：静翼（ノズルダイヤフラム）
黄色：動翼（タービンロータ）
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○ ：翼先端部（シュラウド部）
○ ：翼付け根部ﾗｼﾞｱﾙｽﾋﾟﾙｽﾄﾘｯﾌﾟ

タービン側発電機側

静翼

8段 7段 6段 5段 4段 3段 2段 1段 1段 2段 3段 4段 5段 6段 7段 8段

動翼

緑色：静翼（ノズルダイヤフラム）
黄色：動翼（タービンロータ）

：翼先端部（シュラウド部）
○ ：翼付け根部
○

ﾗｼﾞｱﾙｽﾋﾟﾙｽﾄﾘｯﾌﾟ

ｼｭﾗｳﾄﾞ部

タービン側発電機側

動翼 静翼
翼付け根部 左記対応部位 接触痕（光沢のみ）
シュラウド部 〃 〃

２ 〃 〃 〃
３ 〃 〃 〃
４ 〃 〃 〃
５ 〃 〃 〃
６ 〃 〃 〃
７ 〃 〃 〃
８ 〃 〃 〃

翼付け根部 左記対応部位 接触痕（光沢のみ）
シュラウド部 〃 〃

２ 〃 〃 〃
３ 〃 〃 〃
４ 〃 〃 〃
５ 〃 〃 〃
６ 〃 〃 〃
７ 〃 〃 〃
８ 〃 〃 〃

１

１

タ
　
ビ
ン
側

発
電
機
側

状況段数
接触部位

（光沢のみ） 

接触痕  

（光沢のみ） 

接触痕  

ラジアルスピルストリップ 

タービン側 

発電機 高圧 
車室 

低圧車室 
（Ｃ）

発電機側 

低圧車室 
（Ｂ）

低圧車室 
（Ａ）



 

低圧（Ａ）タービンの動翼と静翼の接触（代表例） 

17 段 16 段 15 段 14 段 13 段 12 段 11 段 10 段 9段 9段 10 段 11 段 12 段 13 段 14 段 15 段 16 段 17 段 

ｼｭﾗｳﾄﾞ部

緑色：静翼（ノズルダイヤフラム）

黄色：動翼（タービンロータ）
○ ：翼先端部（シュラウド部）

○ ：翼付け根部

ﾗｼﾞｱﾙｽﾋﾟﾙｽﾄﾘｯﾌﾟ 

タービン側 発電機側 

動翼静翼 

17 段 16 段 15 段 14 段 13 段 12 段 11 段 10 段 9段 9段 10 段 11 段 12 段 13 段 14 段 15 段 16 段 17 段 

ｼｭﾗｳﾄﾞ部

緑色：静翼（ノズルダイヤフラム）

黄色：動翼（タービンロータ）
○ ：翼先端部（シュラウド部）

○ ：翼付け根部

ﾗｼﾞｱﾙｽﾋﾟﾙｽﾄﾘｯﾌﾟ ﾗｼﾞｱﾙｽﾋﾟﾙｽﾄﾘｯﾌﾟ 

タービン側 発電機側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
動翼先端部（シュラウド部）

ラジアルスピルストリップ 

磨耗 

第１２段タービン側 

接触痕 

動翼付け根部

第９段タービン側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 動翼 静翼
シュラウド部 左記対応部位 摩耗
翼付け根部 〃 摩耗

１０ シュラウド部 〃 摩耗

１１ シュラウド部 〃 摩耗
１２ 湿分分離翼部※ 〃 摩耗

翼付け根部 〃 接触痕（光沢のみ）
湿分分離翼部 〃 摩耗
翼付け根部 〃 接触痕（光沢のみ）

湿分分離翼部 〃 摩耗
１５ 翼付け根部 〃 接触痕（光沢のみ）
１６ 翼付け根部 〃 接触痕（光沢のみ）
１７ 翼先端部 〃 接触痕（光沢のみ）

シュラウド部 左記対応部位 摩耗
翼付け根部 〃 摩耗

１０ シュラウド部 〃 摩耗

１１ シュラウド部 〃 摩耗
翼付け根部 〃 接触痕（光沢のみ）

湿分分離翼部 〃 摩耗
翼付け根部 〃 接触痕（光沢のみ）

湿分分離翼部 〃 摩耗
翼付け根部 〃 接触痕（光沢のみ）

湿分分離翼部 〃 摩耗
１５ 翼付け根部 〃 接触痕（光沢のみ）
１６ 翼付け根部 〃 接触痕（光沢のみ）
１７ 翼先端部 〃 接触痕（光沢のみ）

タ
ー

ビ
ン
側

状況段数
接触部位

９

１３

１４

１２

１３

１４

発
電
機
側

９

 

 タービン側

高圧

車室

低圧車室 
（Ｃ） 

低圧車室 
（Ｂ） （Ａ）

低圧車室
発電機 

 
発電機側 
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低圧（Ｂ）タービンの動翼と静翼の接触（代表例） 
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動翼 静翼
シュラウド部 左記対応部位 摩耗
翼付け根部 〃 摩耗

１０ シュラウド部 〃 摩耗

１１ シュラウド部 〃 摩耗
１２ 湿分分離翼部※ 〃 摩耗
１３ 湿分分離翼部 〃 摩耗

翼付け根部 〃 接触痕（光沢のみ）
湿分分離翼部 〃 摩耗

１６ 翼付け根部 〃 接触痕（光沢のみ）
シュラウド部 左記対応部位 摩耗
翼付け根部 〃 摩耗

１０ シュラウド部 〃 摩耗

１１ シュラウド部 〃 摩耗
１２ 湿分分離翼部※ 〃 摩耗
１３ 湿分分離翼部 〃 摩耗

翼付け根部 〃 接触痕（光沢のみ）
湿分分離翼部 〃 摩耗

１６ 翼付け根部 〃 接触痕（光沢のみ）
１７ 翼先端部 〃 接触痕（光沢のみ）

タ
ー

ビ
ン
側

９

１４

発
電
機
側

１４

９

状況段数
接触部位

タービン側

発電機 高圧

車室

低圧車室 
（Ｃ）

発電機側 

低圧車室 
（Ｂ） 

低圧車室

（Ａ）

動翼先端部（シュラウド部）

動翼付け根部

第９段発電機側 

ラジアルスピルストリップ 

第１２段発電機側 

磨耗 

接触痕 

静翼 

17 段 16 段 15 段 14 段 13 段 12 段 11 段 10 段 9段 9段 10 段 11 段 12 段 13 段 14 段 15 段 16 段 17 段 

ｼｭﾗｳﾄﾞ部

緑色：静翼（ノズルダイヤフラム）
黄色：動翼（タービンロータ）
○ ：翼先端部（シュラウド部）
○ ：翼付け根部

ﾗｼﾞｱﾙｽﾋﾟﾙｽﾄﾘｯﾌﾟ 

タービン側 発電機側 

静翼 動翼

緑色：静翼（ノズルダイヤフラム）

ﾗｼﾞｱﾙｽﾋﾟﾙｽﾄﾘｯﾌﾟ 

17 段 16 段 15 段 14 段 13 段 12 段 11 段 10 段 9段 9段 10 段 11 段 12 段 13 段 14 段 15 段 16 段 17 段 

ｼｭﾗｳﾄﾞ部

黄色：動翼（タービンロータ）
ﾗｼﾞｱﾙｽﾋﾟﾙｽﾄﾘｯﾌﾟ ○ ：翼先端部（シュラウド部）

○ ：翼付け根部

タービン側 発電機側 



 

低圧（Ｃ）タービンの動翼と静翼の接触（代表例） 
 

静翼

17段 16段 15段 14段 13段 12段 11段 10段 9段 9段 10段 11段 12段 13段 14段 15段 16段 17段

動翼

ｼｭﾗｳﾄﾞ部

緑色：静翼（ノズルダイヤフラム）
黄色：動翼（タービンロータ）
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○ ：翼先端部（シュラウド部） ﾗｼﾞｱﾙｽﾋﾟﾙｽﾄﾘｯﾌﾟ

タービン側発電機側

静翼

17段 16段 15段 14段 13段 12段 11段 10段 9段 9段 10段 11段 12段 13段 14段 15段 16段 17段

動翼緑色：静翼（ノズルダイヤフラム）
黄色：動翼（タービンロータ）

：翼先端部（シュラウド部） ﾗｼﾞｱﾙｽﾋﾟﾙｽﾄﾘｯﾌﾟﾗｼﾞｱﾙｽﾋﾟﾙｽﾄﾘｯﾌﾟ○

ｼｭﾗｳﾄﾞ部

タービン側発電機側

タービン側

発電機 高圧

車室

低圧車室 
（Ｃ） 

発電機側 

低圧車室 
（Ｂ） 

低圧車室

（Ａ）

ラジアルスピルストリップ 

動翼先端部 

（シュラウド部） 

磨耗 

接触痕（光沢のみ） 

動翼 静翼

９ シュラウド部 左記対応部位 摩耗

１０ シュラウド部 〃 摩耗

１１ シュラウド部 〃 摩耗

９ シュラウド部 左記対応部位 摩耗

１０ シュラウド部 〃 摩耗

１１ シュラウド部 〃 摩耗

タ
ー

ビ
ン
側

発
電
機
側

状況段数
接触部位



別紙 ２ 

オイルシールリング、中間軸受台の損傷（代表例） 
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 発電機 高圧車室 低圧車室(A) 低圧車室(B) 低圧車室(C) 

発電機側 オイルシールリング タービン側 

 

 

上 半

下 半

高圧ロータ ｵｲﾙｼｰﾙﾘﾝｸﾞ

ｽﾗｽﾄﾎﾞｰﾙ

ｽﾗｽﾄﾘﾝｸﾞ

ｽﾗｽﾄ軸受台座

ｽﾗｽﾄ軸受

調整ﾗｲﾅ(ｼﾑ)

ｵｲﾙｶﾞｰﾄﾞ

スラスト軸受（上半）

タービン側 発電機側

スラスト軸受（上半）

タービン側 発電機側

オイルシールリング（タービン側）オイルシールリング（タービン側） オイルシールリング（発電機側）オイルシールリング（発電機側）

 

 

タービン側 

発電機 高圧車室 低圧車室(A)低圧車室(B)低圧車室(C)

発電機側 中間軸受台基礎部

キーに隙間を確認した 

中間軸受台基礎部 



別紙 ３ 

軸受、軸受油切りの損傷（代表例） 
低圧タービンＡ 

スラスト軸受 
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高圧タービン 低圧タービンＢ 低圧タービン

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低圧タービン車室の損傷

 

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 

ジャーナル軸受 

軸受油切 
ジャーナル軸受 ジャーナル軸受の接触痕 

タービン軸（タービンロータ） 
油切り・タービンロータの接触痕 

軸受ケーシング

 

低圧タービン車室支持構造概略図（鳥瞰図）

外部車

内部車室

固定キー

タービン基礎

基礎ボルト

タービン軸

内部車室固定



別紙 ４ 

高圧車室および低圧車室のずれ

 

低圧
車室
(Ｃ)

発電機

低圧
車室
(Ｂ)

低圧
車室
(Ａ)

高圧
車室

北

南東

西

車室の位置修正図

(mm)

東

西

0

-4

+2

-2

車室位置
修正ライン
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原子炉建屋クレーンの総合評価結果について 

  



添付資料-2-2-4 

 
原子炉建屋クレーンの総合評価結果について 

 
１．はじめに 

柏崎刈羽原子力発電所３号機における原子炉建屋クレーンについては、設備点検を実施

した結果、数カ所に異常が確認された。各々の事象について地震影響の有無を判断すると

共に原因と対策を以下に纏めたものである。 

 

２．事象の評価 

２．１ クレーントロリのケーブルベアがレールから脱輪 

（１）事象の概要 

トロリ部のケーブルベアレールからケーブルベアの車輪が脱輪していた。 

（２）原因究明 

その他部材に損傷が確認されておらず、地震の影響によりケーブルベアがレールか

ら脱輪したものと判断した。 

（３）健全性評価及び対策 

ケーブルベアの外観点検を行い損傷・変形等は確認されなかった。ケーブルベアを

レール上に復旧し、作動試験を行い異常のないことを確認した。 

 

２．２ 北側走行用ベアリングカバーの割れ 

（１）事象の概要 

北側走行用ベアリングカバー上部（給油口付近）に割れが確認された。 

（２）原因究明 

その他ベアリング部材に損傷が確認されておらず、地震の揺れにより過大な荷重が

加わり割れが発生したと考えられることから地震の影響によるものと判断した。 

（３）健全性評価及び対策 

ベアリングカバーはクレーンの構造・強度部材ではないこと、ベアリングの異常、

内部のグリス漏れが確認されなかったことからクレーンの構造強度・機能維持に影響

はないと判断した。当該ベアリングカバーを交換し、作動試験を行い異常のないこと

を確認した。 

1 



２．３ ケーブルボックスゴムカバーの破れ 

（１）事象の概要 

ケーブルボックスゴムカバーの一部が破れ、下部に落下していた。 

（２）原因究明 

地震によりケーブルが揺れカバーが破れた可能性があることから、地震の影響と判

断した。 

（３）健全性評価及び対策 

ゴムカバーの破れは部分的であり、ケーブルの機能に影響を与えるものでないこと

からクレーンへの構造強度・機能維持に影響はないと判断した。当該ゴムカバーの交

換・取付を行い、取付状態に異常のないことを確認した。 

 

２．４ 北側照明用固定ボルトナット緩み 

（１）事象の概要 

北側照明器具を固定しているボルトナットに緩みが確認された。 

（２）原因究明 

地震により照明器具が振動し、ボルトナットが緩んだ可能性があることから、地震

の影響と判断した。 

（３）健全性評価及び対策 

ボルトナットの緩みが照明器具の落下に至る様なものでなかった。また、当該ボル

トナットはクレーンへの構造強度・機能維持に関係のない部材である。当該ボルトナ

ットの再締め付けを行い、取付状態に異常のないことを確認した。 

 

２．５ 走行用リミッターアングルボルトの緩み 

（１）事象の概要 

北側ランウエイ上に設置してある走行用リミッターアングルボルトに緩みが確認さ

れた。 

（２）原因究明 

地震により走行用リミッターアングル材が振動し、ボルトナットが緩んだ可能性が

あることから、地震の影響と判断した。 

（３）健全性評価及び対策 

走行用リミッター機能に影響がなかったことからクレーンの構造強度・機能維持に

影響はないと判断した。当該ボルトナットの再締め付けを行い、取付状態に異常のな

いことを確認した。 

2 
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２．６ 運転席後方アクリル板の割れ 

（１）事象の概要 

クレーン上運転席後方のアクリル板に割れが確認された。 

（２）原因究明 

地震前には割れが確認されておらず、地震の揺れによりアクリル板が割れたと判断

した。 

（３）健全性評価及び対策 

運転席廻りのアクリル板は運転席を保護するための部材であり、アクリル板の割れ

によるクレーン機能への影響はない。当該アクリル板の交換を行い取付状態に異常の

ないことを確認した。 

 

２．７ 北側照明銘板のリベット外れ 

（１）事象の概要 

北側照明器具に取り付けられていた銘板のリベット１本が外れていた。 

（２）原因究明 

当該リベット取付部に錆が確認されていること、地震により大きな力が加わる箇所

でないことから錆によりリベットが外れたと考えられ、地震の影響でないと判断した。 

（３）健全性評価及び対策 

銘板の再取付を行った。 

 

２．８ 南側走行レールの錆 

（１）事象の概要 

南側走行レール踏み面に錆が確認された。 

（２）原因究明 

発錆箇所は開放されたブローアウトパネルに隣接していることから雨水の浸入によ

るものと判断した。 

（３）健全性評価及び対策 

レール踏み面の錆の除去・手入れを行い、走行レールに異常のないことを確認した。 

 

以  上 
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別紙１ 

 
 
 

北側走行用ベアリングカバー割れ ケーブルボックスゴムカバー破れ クレーントロリケーブルベア脱輪 

 
 

 

図１ 原子炉建屋クレーンに確認された事象 

照明固定用ボルトの緩み 運転席後方アクリル板損傷 走行リミッターアングルボルト緩み 
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サイリスタ整流器盤のサイリスタトレイの総合評価結果について 

 
１．事象の概要 

 主発電機の励磁装置のうち、サイリスタ整流器盤内にあるサイリスタトレイの位置

がずれていることを確認した。（全８４トレイのうち、６５トレイで位置ずれを確認） 

 また、サイリスタトレイ裏面にある接触子と盤本体側の導体において放電痕を確認

した。 

 

２．原因究明 

 地震時の揺れによりサイリスタトレイの位置がずれ、トレイ裏面の接触子が導体か

ら外れたと考えられることから、地震の影響であると判断した。 

また、放電痕については、トレイ接触子及び盤導体が外れる際、放電（アーク）が

発生したと考えられ、地震影響であると判断した。 

  

３．健全性評価及び対策 

 サイリスタトレイの位置ずれについては、トレイ接触子と盤導体が外れたことによ

り、トレイから主発電機界磁巻線へ電源供給ができなくなることから、励磁装置の機

能に影響があると判断した。トレイ接触子と盤導体の放電痕については、接触不良や

抵抗値の増加に繋がる恐れがあるため、励磁装置の機能に影響があると判断した。 

 復旧については、放電が確認されたトレイ接触子及び盤導体について交換を実施し、

サイリスタトレイを正常な位置に戻し、絶縁抵抗測定及び確認試験等を実施し、当該

サイリスタ整流器盤の機能，性能について確認した。 

 また、本事象についての対策としては、サイリスタトレイの位置ずれを防止する役

割をする止め金具について、幅の拡大、板厚の増加等を実施した。 

 

図１．サイリスタ整流器盤 

サイリスタトレイ
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 （ａ）サイリスタトレイの位置ずれ      （ｂ）接触子の外れと放電痕 

図２．サイリスタトレイ位置ずれと放電痕 

 

             

        

 

図３．本事象対策状況 

最大 103mm のずれ 

トレイ裏面 盤本体側導体 

外れ 

接触子 

放電痕 

24mm 50mm

対策前 対策後接触が浅い
幅広とし、接触面を大きくする

中間部をネジで固定 

板厚を厚くする Ｌ字型 Ｕ字型 
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主発電機の総合評価結果について 
 

 

１．事象の概要 

 主発電機は、駆動源が蒸気でありプラント停止中に作動試験等が出来ない設備であるこ

とから、予め計画する追加点検（分解点検）を実施し、主な不適合として以下を確認した。 

（１） 軸受廻りにおいて、回転子シャフトと軸受廻り油切りとの接触痕、油切り

の変形を確認。 

（２） ブラシホルダー廻りにおいて、ブラシホルダー廻りの構成部品と回転子コ

レクタリング部の接触による、コレクタハウジング防風板の位置ずれ、リ

テーナーの摩耗、変形等を確認。 

（３） キー部において、センターキー部の変形、アライメント調整座の取付ボル

トの緩み、発電機脚板下ライナーの飛び出し等を確認。 

 

２．原因究明 

 これら不適合のうち、軸受廻りやブラシホルダー廻りで確認された接触等は、主発電機

の回転子および固定子フレームが揺れたために発生したものであり、地震の影響によるも

のと判断した。 

また、キー部の損傷は、主発電機の固定子フレームが揺れたことにより脚部に荷重がか

かったものと考えられることから、地震の影響によるものと判断した。 

 

３．健全性評価及び対策案 

 軸受廻りで確認された回転子シャフトと油切りの接触傷、油切りの変形については、程

度は軽度なものであり、即、発電機の運転継続に支障をきたす事象ではなく、軸受廻りに

求められる回転機能に影響するものではない。 

 ブラシホルダー廻りの損傷については、損傷の確認された部位が主要な機能を担う部位

ではなく、また損傷の程度も軽度なものであったことから、ブラシホルダー廻りに求めら

れる出力性能に影響はない。 

 キー部については、確認された損傷は何れも軽微なものであることから、基礎部に求め

られる構造強度への影響はない。 

 損傷、変形が確認された部品については、交換または補修を実施中である。
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主発電機外形図 

固定子フレーム 

回転子 

軸受廻り(1)

固定子 

ブラシホルダー廻り(2)

キー部（カバー内部）(3) 

軸受シャフト部の拡大図 油切と回転子の接触 

センターキー部外形 センターキー部の変形 

 (1) 

 (2) 

 (3) 

タービンへ 

軸受廻りで確認された事象 

ブラシホルダー廻り拡大図 

キー部で確認された損傷 

ブラシホルダー廻りで確認された事象 

防風板と回転子の接触 

 

接触傷 

油切り 

防風板 

接触傷 

変形 

センターキー 

油切りの変形

防風板の 
位置ずれ 
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ほう酸水注入系配管の仮置き材接触事象の総合評価結果について 
 

１．事象の概要 

   新潟県中越沖地震後の設備点検において、原子炉建屋地下２階の試験用機材を仮置

保管する室内において、ほう酸水注入系配管の保温材が変形していることを確認した。 

 

２．原因究明 

   地震時の揺れにより仮置保管物品が移動し、当該配管の保温材に接触した結果、保

温材が変形したものと考えられることから、地震の影響であると判断した。 

 

３．健全性評価及び対策 

   保温材の変形が確認されたことから、配管への損傷影響の有無を確認するため、保

温材を外し詳細目視点検を実施し、配管に変形がないことを確認した。 

   また、本事象の対策として、保温材変形に至った当該配管については、保温材の交

換、及び室内の仮置保管物品（重量物）の固定や、当該配管自体を金属製保護柵にて囲

む対策を実施した。 

   なお、本事象のように、仮置保管された状態で地震が発生した場合には、仮置保管

物品の転倒、移動等により周辺の機器に影響を及ぼす可能性があるため、発電所内に仮

置保管されている全ての物品について、状況調査を行い、固定や固縛等の対策を実施す

るとともに社内マニュアルに仮置保管物品を固定・固縛することを明確化した。 

 

       

 

             

 

保温材変形状況 

変形した保温材 

本事象対策状況 

保温材交換 

及び 

金属製保護柵設置 

仮置保管物品固定具 
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柏崎刈羽原子力発電所３号機 他号機と共用する設備の点検・評価について 

   

１．はじめに 

柏崎刈羽原子力発電所３号機については、「柏崎刈羽原子力発電所３号機 新潟県中

越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価計画書」に基づき機器レベルでの設備点検

を実施してきた。今後、地震応答解析、系統レベル設備点検、プラント全体の機能試

験への移行に際し、起動、運転に必要となる共用設備について健全性の確認を実施す

る。これまでとりまとめた結果の概要を以下の通り示す。 

これらの共用設備については工事計画書に記載のある申請号機において詳細に報告

する。なお，今回の報告対象を以下の範囲とする。 

① ３号機で工認記載している共用設備の健全性評価については，３号機機器レ

ベルの点検・評価報告書において記載する。 

② 工認記載が１，５，６，７号機の共用設備の健全性評価については既にその

報告を実施していることから，記載対象から外した。 

③ 工認記載が２，４号機の共用設備については，１，５，６，７号機で報告し

ている設備でも再掲した。（再掲した機器については，別添２において○印

を付与） 

 

２．設備点検 

設備点検では各号機で定めた，機種ごとの地震の影響による損傷形態に応じた点検

方法を選定し、これに基づき要領書を定めて実施した。点検・評価計画書に記載のあ

る点検実施数と点検対象機器※1 数については下表の通り。結果については、総合評価

で考察する。 

※1 電気事業法に基づく事業用電気工作物の工事計画書に記載のある全ての設備、および、耐震

上考慮している支持構造物等 

  

 基本点検対象機器の数 
原子炉安全上重要な 

機器※2 の数 
目視点検 94／94（全て完了） ０ 
作動試験 
機能試験 

85／85（全て完了） ０ 

漏えい試験 21／21（全て完了） ０ 

基本点検完了 94／94（全て完了） ０ 

※2 原子炉安全上重要な機器：重要度分類クラス 1 および 2 の設備で耐震クラスが As、A のも

のおよびその他動的地震動による耐震評価の対象としているもの 

 

３．地震応答解析 

地震応答解析の対象となるのは原子炉安全上重要な設備であり、３号機の共用設備

において対象機器はない。 

参考資料-1
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４．総合評価結果 

設備点検として、点検対象総数 94 機器に対し健全性評価を行い、7 機器に不適合が

確認されたが、いずれも原子炉安全を阻害する可能性はなく、部品の取替、補修、手

入れ等により原形に復旧することで対応した。 

不適合が確認された 7 機器のうち，6 機器は地震に起因するものであった。さらに

その中で構造強度や機能維持へ影響を及ぼす可能性のあるものは 1 機器であったが、

表-１にまとめるとおり、いずれも補修、取替により原形復旧できる事象であった※1。 

※1 詳細は、別添 1 設備点検で異常が確認された設備に関する総合評価一覧表を参照。 

 

表-1 他号機と共用する設備の不適合および対応状況について 

機器（工認記載号機） 確認された不適合 復旧対応状況 

給水ポンプ 
（2 号機） 

・吐出フランジ部に，にじみを確

認した。 
・フランジパッキンの交換を実施

した。 

3 号高起動変圧器 
（4 号機） 

・巻線、絶縁物のずれを確認した。
・巻線、絶縁物のずれを修復し、

ずれ防止のため固縛を実施した。

補助ボイラ用変圧器 
（2 号機） 

・放圧装置の動作を確認した。放

圧装置が動作したことより変圧

器内部に空気が混入しガス検出

装置（接続箱用）が動作した。 

・放圧装置の交換を実施した。 

３号高起動変圧器 
中性点接地装置 

（4 号機） 

・絶縁油が脈動したことで継電器

が動作し，フロートがスティック

した。 

・油面低下継電器の交換修理を実

施した。 

補助ボイラに附属す

る管 蒸気だめ 
（2 号機） 

・支持脚取付ボルト（ナット）の

極僅かな緩み（４本中３本）を確

認した。 

・ボルト（ナット）の締付けを実

施した。 

補助ボイラ(3A) 
脱気器胴 
（2 号機） 

・支持脚取付ボルト（ナット）の

極僅かな緩み（４本中２本）及び，

ライナーのずれを確認した。 

補助ボイラ(3A) 
蒸気ドラム胴 
（2 号機） 

・支持脚取付ボルト（ナット）の

極僅かな緩み（４本中３本）及び，

ライナーのずれを確認した。 

・ボルト（ナット）の締付け及び

ライナーの再設定を実施した。 

 構造強度や機能維持へ影響を及ぼす可能性のあるもの
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５．まとめ 

共用設備に関しても同等に健全性について点検と評価を実施した。一部の機器に地

震の影響と考えられる影響を確認したが，これらの設備については、部品の取替、補

修、手入れ等により原形に復旧することで対応が完了している。 

 

別添 1 設備点検で異常が確認された設備に関する総合評価一覧表 

別添 2 柏崎刈羽原子力発電所３号機の共用設備に関する総合評価 

 以 上 
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る
圧

力
が

変
動

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
判

断
し
た
。

有

変
圧
器
本
体
を
保
護

す
る
為

の
動

作
で
あ
り
機
器
の

損
傷

で
は

な
い
こ

と
か
ら
，
機
械
性
能

等
に
は

影
響

な
い
と
判
断
し
た
。

良
-

放
圧
装
置
の
交
換
を
実
施
し
，
正
規
の
状
態
に
復
旧
し
た
。

3
号
高
起
動
変
圧
器

S
1
2
-

#
3
H
S
T
R

-
4
号
機

巻
線
が
約
5
m
m
程
度
ズ
レ
て
い
た
。
ま
た
，

絶
縁
物
の
ズ
レ
が
確
認
さ
れ
た
。

-

本
来
等
間
隔
に
配
置
さ
れ
て
い
る
絶
縁
物
に
揺
れ

に
よ
る
も
の

と
考

え
ら
れ

る
ズ
レ
が

生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
，
地
震
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
判
断
し
た
。

有

巻
線
に
ズ
レ
が
発
生

し
た
こ
と
か

ら
，
絶

縁
性

能
等

に
影

響
あ
り
と
判

断
し
た
。

否

　
　
　
　
要

巻
線

お
よ
び
絶

縁
物

の
ズ
レ
を

修
復

す
る
。

巻
線
お
よ
び
絶
縁
物
の
ズ
レ
を
修
復
し
，
ズ
レ
防
止
対
策
と
し
て
絶
縁
物
の
固

縛
を
実

施
し
た
。

（
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
６
号
機
及
び
７
号
機
「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の

設
備

健
全

性
に
係

る
点

検
・
評

価
報

告
書

」
に
お
い
て
報

告
済

）

中
性
点
接
地
装
置

（
高
起
動
変
圧
器
）
3
号
高
起
動
変
圧
器
中

性
点
接
地
装
置

S
1
2
-

#
3
H
S
T
R
-

N
G
R

－
4
号
機

基
本
点
検
（
作
動
試
験
）
の
結
果
，
油
面
低

下
継
電
器
が
動
作
し
た
。
ま
た
，
油
面
が
正

常
レ
ベ
ル

で
も
当
該
継
電
器
は
復
帰
し
な

か
っ
た
。

-

地
震

の
影

響
に
よ
り
絶

縁
油

が
脈

動
し
た
こ
と
で
継

電
器

が
動

作
し
た
。
地

震
の

揺
れ

に
よ
り
フ
ロ
ー
ト
が

ス
テ
ィ
ッ
ク
し
た
た
め
，
復
帰
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

有

絶
縁
油
の
脈
動
は
地

震
時

の
一

時
的
な
も
の
と
判
断
し
た
。
ま
た
油
面

低
下
継
電
器
は
警
報
用
で
あ
り
，
油

面
の

監
視

に
は

油
面

計
が

あ
る
た

め
，
中
性
点
接
地
装
置
の
機
能
に

は
問
題
な
い
と
判

断
し
た
。

良
-

油
面
低
下
継
電
器
の
交
換
修
理
を
実
施
し
，
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
６
号
機
及
び
７
号
機
「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の

設
備

健
全

性
に
係

る
点

検
・
評

価
報

告
書

」
に
お
い
て
報

告
済

）

補
助

ボ
イ
ラ
に
附

属
す
る
管

蒸
気
だ
め

蒸
気
だ
め

P
6
2
-
D
2
0
3

3
A

2
号
機

　
基
本
点
検
（
目
視
点
検
）
の
結
果
，
地
震
後

の
パ

ト
ロ
-
ル

に
お
い
て
支

持
脚

取
付

ボ
ル

ト
（
ナ
ッ
ト
）
の

極
僅
か
な
緩
み
（
4
本
中
3
本
）
を

確
認
し
た
。

　
　
追
加
点
検
（
超
音
波
探
傷
試
験
，
現
場

点
検

）
の

結
果

，
器

ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
の

移
動

痕
は
無
く
，
支
持
脚
及
び
取
付
ボ
ル
ト
等
の

損
傷
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

-

ボ
ル
ト
（
ナ
ッ
ト
）
の
極
僅
か
な
緩
み
は
，
長
期
間
の

使
用

に
伴

う
熱

膨
張

収
縮

の
繰

り
返

し
に
よ
る
も
の

と
も
考
え
ら
れ

る
が
，
地
震
の
影
響
も
否
定
で
き
な

い
と
判
断
し
た
。

有

蒸
気
だ
め
本
体
の
損
傷
で
は
な
い

た
め
，
そ
の
構
造
強
度
・
機
能
へ
の

影
響
は
な
い
と
判
断
し
た
。
ま
た
，

ボ
ル

ト
（
ナ
ッ
ト
）
の

緩
み

は
極

僅
か

で
あ
り
，
締
結
力
は
確
保
さ
れ
て
い

た
と
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
，
運
転

時
の
支
持
機
能
に
影

響
は

な
い
と

判
断
し
た
。

良
-

ボ
ル

ト
（
ナ
ッ
ト
）
の

締
付

け
を
実

施
し
た
。

な
お
，
念
の
た
め
ボ
ル
ト
全
数
に
つ
い
て
非
破
壊
検
査
を
実
施
し
，
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

補
助

ボ
イ
ラ
(3
A
)

胴
脱
気
器
胴

P
6
2
-
D
2
0
1

3
A

2
号
機

　
基
本
点
検
（
目
視
点
検
）
の
結
果
，
地
震
後

の
パ

ト
ロ
-
ル

に
お
い
て
支

持
脚

取
付

ボ
ル

ト
（
ナ
ッ
ト
）
の

極
僅
か
な
緩
み
（
4
本
中
2
本
）
及

び
，
ラ
イ
ナ
ー
の
ず
れ
を
確
認
し
た
。

　
追
加
点
検
（
超
音
波
探
傷
試
験
，
現
場
点

検
）
の

結
果

，
機

器
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
の

移
動

痕
は
無
く
，
支
持
脚
及
び
取
付
ボ
ル
ト
等
の

損
傷
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
，
ベ
ー
ス

プ
レ
ー
ト
の

移
動

痕
，
支

持
脚

・
取

付
ボ
ル

ト
等
の
損
傷
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

-

　
ボ
ル
ト
（
ナ
ッ
ト
）
の
極
僅
か
な
緩
み
は
，
長
期
間
の

使
用

に
伴

う
熱

膨
張

収
縮

の
繰

り
返

し
に
よ
る
も
の

と
も
考
え
ら
れ

る
が
，
地
震
の
影
響
も
否
定
で
き
な

い
と
判
断
し
た
。

　
ラ
イ
ナ
ー
の
ず
れ
は
，
長
期
間
の
使
用
に
よ
る
振

動
等
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
，
地
震
の
影

響
も
否
定
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

有

脱
気
器
胴
本
体
の

損
傷

で
は

な
い

た
め
，
胴
の
構
造
強
度
・
機
能
へ
の

影
響
は
な
い
と
判
断
し
た
。
ま
た
，

ボ
ル

ト
（
ナ
ッ
ト
）
の

緩
み

は
極

僅
か

で
あ
り
，
締
結
力
は
確
保
さ
れ
て
い

た
と
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
，
運
転

時
の
支
持
機
能
に
影

響
は

な
い
と

判
断
し
た
。

良
-

ボ
ル

ト
（
ナ
ッ
ト
）
の

締
付

け
及

び
ラ
イ
ナ
ー
の

再
設

定
を
実

施
し
た
。

な
お
，
念
の
た
め
ボ
ル
ト
全
数
に
つ
い
て
非
破
壊
検
査
を
実
施
し
，
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

蒸
気
ド
ラ
ム
胴

P
6
2
-
D
2
0
2

3
A

2
号
機

　
基
本
点
検
（
目
視
点
検
）
の
結
果
，
地
震
後

の
パ

ト
ロ
-
ル

に
お
い
て
支

持
脚

取
付

ボ
ル

ト
（
ナ
ッ
ト
）
の

極
僅
か
な
緩
み
（
4
本
中
3
本
）
及

び
，
ラ
イ
ナ
ー
の
ず
れ
を
確
認
し
た
。

　
追
加
点
検
（
超
音
波
探
傷
試
験
，
現
場
点

検
）
の

結
果

，
機

器
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
の

移
動

痕
は
無
く
，
支
持
脚
及
び
取
付
ボ
ル
ト
等
の

損
傷
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
，
ベ
ー
ス

プ
レ
ー
ト
の

移
動

痕
，
支

持
脚

・
取

付
ボ
ル

ト
等
の
損
傷
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

-

　
ボ
ル
ト
（
ナ
ッ
ト
）
の
極
僅
か
な
緩
み
は
，
長
期
間
の

使
用

に
伴

う
熱

膨
張

収
縮

の
繰

り
返

し
に
よ
る
も
の

と
も
考
え
ら
れ

る
が
，
地
震
の
影
響
も
否
定
で
き
な

い
と
判
断
し
た
。

　
ラ
イ
ナ
ー
の
ず
れ
は
，
長
期
間
の
使
用
に
よ
る
振

動
等
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
，
地
震
の
影

響
も
否
定
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

有

蒸
気
ド
ラ
ム
胴
本
体
の
損
傷
で
は

な
い
た
め
，
胴
の
構
造
強
度
・
機
能

へ
の
影
響
は
な
い
と
判

断
し
た
。
ま

た
，
ボ
ル

ト
（
ナ
ッ
ト
）
の

緩
み

は
極

僅
か
で
あ
り
，
締
結
力
は
確
保
さ
れ

て
い
た
と
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
，
運

転
時
の
支
持
機
能
に
影

響
は

な
い

と
判
断
し
た
。

良
-

ボ
ル

ト
（
ナ
ッ
ト
）
の

締
付

け
及

び
ラ
イ
ナ
ー
の

再
設

定
を
実

施
し
た
。

な
お
，
念
の
た
め
ボ
ル
ト
全
数
に
つ
い
て
非
破
壊
検
査
を
実
施
し
，
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

点
検
評
価

計
画
書

機
器
一
覧

設
備
区
分
(2
)

設
備
点
検
結
果

対
応

策
機
器
名
称

地
震
応
答

解
析
結
果

機
器
番
号

種
類

総
合
評
価

損
傷
原
因
の
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
考

健
全
性

評
価

（
追

加
評

価
）

（
4
3
）
補

助
ボ
イ
ラ
ー
　

（
3
8
）
制

御
盤

・
電

源
盤

変
圧
器

（
2
）
横

型
ポ
ン
プ
　

（
2
6
）
変

圧
器

t1185339
タイプライターテキスト
別添1

t1185339
タイプライターテキスト



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
の

共
用

設
備

に
関

す
る

総
合

評
価

(1
/
8
)

A
ク

ラ
ス

3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
あ

り
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良
（
対

策
完

了
）

ポ
ン

プ
試

運
転

時
に

吐
出

フ
ラ

ン
ジ

パ
ッ

キ
ン

の
劣

化
に

伴
う

、
に

じ
み

を
確

認
し

た
。

パ
ッ

キ
ン

の
交

換
を

実
施

し
た

。
○

B
ク

ラ
ス

3
C

2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良
○

A
ク

ラ
ス

3
C

2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良
○

B
ク

ラ
ス

3
C

2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良
○

純
水

移
送

ポ
ン

プ
P

1
1
-
C

0
0
1

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良
○

純
水

移
送

ポ
ン

プ
P

1
1
-
C

0
0
1

C
ノ

ン
ク

ラ
ス

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良
○

A
ク

ラ
ス

3
C

2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良
○

B
ク

ラ
ス

3
C

2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良
○

A
ク

ラ
ス

3
C

2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良
○

B
ク

ラ
ス

3
C

2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
良

良
○

P
6
2
-
F
2
1
0
9

3
A

ク
ラ

ス
3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良
○

P
6
2
-
F
2
1
1
0

3
A

ク
ラ

ス
3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
良

良
○

所
内

蒸
気

系
配

管
－

－
ク

ラ
ス

3
C

2
号

機
異

常
な

し
-

異
常

な
し

-
-

-
-

良
良

○

主
蒸

気
管

－
－

ク
ラ

ス
3

C
2
号

機
異

常
な

し
-

異
常

な
し

-
-

-
-

良
良

○

給
水

管
－

－
ク

ラ
ス

3
C

2
号

機
異

常
な

し
-

異
常

な
し

-
-

-
-

良
良

○

補
助

ボ
イ

ラ
ー

用
変

圧
器

P
6
2
-
J
0
0
3
A

3
A

ノ
ン

ク
ラ

ス

C
2
号

機
異

常
あ

り
※

1
-

-
異

常
な

し
異

常
な

し
○

異
常

あ
り

否
良

（
対

策
完

了
）

※
1
　

目
視

点
検

は
追

加
点

検
に

て
実

施
※

2
　

地
震

の
影

響
に

よ
る

放
圧

装
置

の
動

作
を

確
認

し
た

。
放

圧
装

置
が

動
作

し
た

こ
と

に
よ

り
変

圧
器

内
部

に
空

気
が

混
入

し
、

ガ
ス

検
出

装
置

（
接

続
箱

用
）
が

動
作

し
た

。
油

中
ガ

ス
分

析
を

実
施

し
た

結
果

、
地

震
前

後
で

差
異

が
な

い
こ

と
か

ら
変

圧
器

内
部

で
ガ

ス
が

発
生

し
た

も
の

で
な

い
。

放
圧

装
置

の
交

換
を

実
施

し
た

。

○

3
号

高
起

動
変

圧
器

S
1
2
-
＃

3
H

S
T
R

-
ク

ラ
ス

3

Ｃ
4
号

機
異

常
あ

り
※

1
-

-
異

常
な

し
-

○
異

常
あ

り
※

2
否

良
（
対

策
完

了
）

※
1
　

目
視

点
検

，
追

加
点

検
に

て
実

施
※

2
　

地
震

の
影

響
に

よ
り

、
巻

線
が

5
m

m
程

度
ズ

レ
て

い
た

。
ま

た
、

絶
縁

物
の

ズ
レ

が
確

認
さ

れ
た

。
巻

線
お

よ
び

絶
縁

物
の

ズ
レ

を
修

復
し

、
ズ

レ
防

止
対

策
と

し
て

絶
縁

物
の

固
縛

を
実

施
し

た
。

○

点
検

目
的

（
注

）

基
本

点
検

補
助

ボ
イ

ラ
ー

（
2
1
）
配

管

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

に
附

属
す

る
給

水
処

理
設

備

点
検

評
価

計
画

書
機

器
一

覧

（
2
）
横

形
ポ

ン
プ

（
2
6
）
変

圧
器

設
備

区
分

（
1
）

耐
震

重
要

度
設

備
区

分
（
2
）

機
器

名
称

機
器

番
号

安
全

弁

給
水

ポ
ン

プ

追
加

点
検

目
視

点
検

設
備

点
検

点
検

結
果

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
作

動
試

験
機

能
確

認
漏

え
い

確
認

目
視

点
検

1
，

5
，

6
、

7
号

機
共

用
設

備
で

の
報

告
（
有

：
「
○

」
／

無
：
「
－

」
）

（
9
）
弁

（
5
）
電

動
機

補
助

ボ
イ

ラ
ー

用
安

全
弁

点
検

結
果

　
　

　
　

　
総

合
評

価

補
助

ボ
イ

ラ
ー

種
類

安
全

重
要

度

補
助

ボ
イ

ラ
ー

に
附

属
す

る
給

水
設

備 給
水

ポ
ン

プ
P

6
2
-
C

2
0
2

P
6
2
-
C

2
0
1

P
6
2
-
C

2
0
2

循
環

ポ
ン

プ

給
水

ポ
ン

プ
電

動
機

循
環

ポ
ン

プ
電

動
機

打
診

試
験

基
礎

ボ
ル

ト

P
6
2
-
C

2
0
1

補
助

ボ
イ

ラ
ー

に
附

属
す

る
給

水
設

備 給
水

ポ
ン

プ

補
助

ボ
イ

ラ
ー

補
助

ボ
イ

ラ
ー

補
助

ボ
イ

ラ
ー

に
附

属
す

る
管

外
径

1
5
0
m

m
以

上
の

管

電
気

設
備

変
圧

器

t1185339
タイプライターテキスト
別添2

t1185339
タイプライターテキスト
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第

３
号

機
の

共
用

設
備

に
関

す
る

総
合

評
価

(2
/
8
)

点
検

目
的

（
注

）

基
本

点
検

点
検

評
価

計
画

書
機

器
一

覧
設

備
区

分
（
1
）

耐
震

重
要

度
設

備
区

分
（
2
）

機
器

名
称

機
器

番
号

追
加

点
検

目
視

点
検

設
備

点
検

点
検

結
果

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
作

動
試

験
機

能
確

認
漏

え
い

確
認

目
視

点
検

1
，

5
，

6
、

7
号

機
共

用
設

備
で

の
報

告
（
有

：
「
○

」
／

無
：
「
－

」
）

点
検

結
果

　
　

　
　

　
総

合
評

価
種

類
安

全
重

要
度

打
診

試
験

基
礎

ボ
ル

ト

補
助

ボ
イ

ラ
-
用

6
6
kV

遮
断

器
3
A

補
助

ﾎ
ﾞｲ

ﾗ
-
 遮

断
器

O
1
1
8

－
ク

ラ
ス

3
C

2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

5
B

-
6
B

S
E
C

遮
断

器
O

5
0

-
ク

ラ
ス

3
Ｃ

4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

6
B

-
7
B

S
E
C

遮
断

器
O

6
0

-
ク

ラ
ス

3
Ｃ

4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

南
新

潟
幹

線
1
号

遮
断

器
O

3
-

ク
ラ

ス
3

Ｃ
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

南
新

潟
幹

線
2
号

遮
断

器
O

4
-

ク
ラ

ス
3

Ｃ
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

3
号

高
起

動
変

圧
器

受
電

用
5
0
0
kV

遮
断

器

3
号

高
起

動
変

圧
器

受
電

用
遮

断
器

O
8
3

-
ク

ラ
ス

3

Ｃ
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

母
線

受
電

用
6
6
kV

遮
断

器
3
号

高
起

動
変

圧
器

遮
断

器
O

1
1
3

-
ク

ラ
ス

3

Ｃ
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

補
助

ボ
イ

ラ
ー

用
変

圧
器

温
度

高
継

電
器

P
6
2
-

T
IS

2
0
2
A

3A
ク

ラ
ス

3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

補
助

ボ
イ

ラ
ー

用
変

圧
器

衝
撃

油
圧

継
電

器
P

6
2
-
9
6
P

A
3
A

ク
ラ

ス
3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

補
助

ボ
イ

ラ
ー

用
変

圧
器

比
率

差
動

継
電

器
P

6
2
-
8
7
H

B
3
A

ク
ラ

ス
3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

補
助

ボ
イ

ラ
ー

用
変

圧
器

過
電

流
継

電
器

P
6
2
-
5
0
H

B
3
A

ク
ラ

ス
3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

ｶ
ﾞｽ

圧
力

低
継

電
器

（
警

報
）

-
-

ク
ラ

ス
3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

補
助

ボ
イ

ラ
-
用

変
圧

器
方

向
地

絡
継

電
器

6
7

-
ク

ラ
ス

3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

（
2
8
）
遮

断
器

電
気

設
備

（
2
9
）
計

器
・
検

出
器

・
継

電
器

線
路

用
5
0
0
ｋ
V

遮
断

器

母
線

用
5
0
0
kV

遮
断

器

補
助

ボ
イ

ラ
-
用

6
6
kV

遮
断

器
(保

護
継

電
装

置
の

種
類

)

変
圧

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
補

助
ボ

イ
ラ

-
用

6
6
kV

遮
断

器
(保

護
継

電
装

置
の

種
類

)

電
気

設
備

変
圧

器
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崎
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電
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第

３
号

機
の

共
用

設
備

に
関

す
る

総
合

評
価

(3
/
8
)

点
検

目
的

（
注

）

基
本

点
検

点
検

評
価

計
画

書
機

器
一

覧
設

備
区

分
（
1
）

耐
震

重
要

度
設

備
区

分
（
2
）

機
器

名
称

機
器

番
号

追
加

点
検

目
視

点
検

設
備

点
検

点
検

結
果

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
作

動
試

験
機

能
確

認
漏

え
い

確
認

目
視

点
検

1
，

5
，

6
、

7
号

機
共

用
設

備
で

の
報

告
（
有

：
「
○

」
／

無
：
「
－

」
）

点
検

結
果

　
　

　
　

　
総

合
評

価
種

類
安

全
重

要
度

打
診

試
験

基
礎

ボ
ル

ト

O
5
0

－
ク

ラ
ス

3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

O
6
0

－
ク

ラ
ス

3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

O
3

－
ク

ラ
ス

3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

O
4

－
ク

ラ
ス

3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

3
号

高
起

動
変

圧
器

受
電

用
5
0
0
K
V

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

ｶ
ﾞｽ

圧
力

低
継

電
器

（
警

報
）

－
－

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

母
線

受
電

用
6
6
kV

遮
断

器
（
3
号

高
起

動
変

圧
器

よ
り

）
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

ｶ
ﾞｽ

圧
力

低
継

電
器

（
警

報
）

－
－

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

3
号

高
起

動
変

圧
器

温
度

高
継

電
器

（
警

報
用

）
-

-
ク

ラ
ス

3

Ｃ
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

3
号

高
起

動
変

圧
器

衝
撃

油
圧

継
電

器
（
警

報
用

）

-
-

ク
ラ

ス
3

Ｃ
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

母
線

用
5
0
0
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

5
0
0
ｋ
Ｖ

5
号

母
線

保
護

継
電

器
1

（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）
（
母

線
高

速
後

備
継

電
器

）
（
高

速
後

備
継

電
器

）

－
－

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

線
路

用
5
0
0
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

ｶ
ﾞｽ

圧
力

低
継

電
器

（
警

報
）

母
線

用
5
0
0
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

ｶ
ﾞｽ

圧
力

低
継

電
器

（
警

報
）

3
号

高
起

動
変

圧
器 （
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

電
気

設
備



柏
崎

刈
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原
子
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発

電
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第

３
号

機
の

共
用

設
備

に
関

す
る

総
合

評
価

(4
/
8
)

点
検

目
的

（
注

）

基
本

点
検

点
検

評
価

計
画

書
機

器
一

覧
設

備
区

分
（
1
）

耐
震

重
要

度
設

備
区

分
（
2
）

機
器

名
称

機
器

番
号

追
加

点
検

目
視

点
検

設
備

点
検

点
検

結
果

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
作

動
試

験
機

能
確

認
漏

え
い

確
認

目
視

点
検

1
，

5
，

6
、

7
号

機
共

用
設

備
で

の
報

告
（
有

：
「
○

」
／

無
：
「
－

」
）

点
検

結
果

　
　

　
　

　
総

合
評

価
種

類
安

全
重

要
度

打
診

試
験

基
礎

ボ
ル

ト

母
線

用
5
0
0
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

5
0
0
ｋ
Ｖ

5
号

母
線

保
護

継
電

器
2

（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）
（
母

線
高

速
後

備
継

電
器

）
（
高

速
後

備
継

電
器

）

－
－

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

5
号

母
線

分
離

継
電

器
－

－
ク

ラ
ス

3
C

4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

6
号

母
線

保
護

継
電

器
1

（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）
（
母

線
高

速
後

備
継

電
器

）

－
－

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

6
号

母
線

保
護

継
電

器
2

（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）
（
母

線
高

速
後

備
継

電
器

）

－
－

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

6
号

母
線

分
離

継
電

器
－

－
ク

ラ
ス

3
C

4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

7
号

母
線

保
護

継
電

器
1

（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）
（
母

線
高

速
後

備
継

電
器

）
（
高

速
後

備
継

電
器

）

－
－

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

7
号

母
線

保
護

継
電

器
2

（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）
（
母

線
高

速
後

備
継

電
器

）
（
高

速
後

備
継

電
器

）

－
－

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

7
号

母
線

分
離

継
電

器
－

－
ク

ラ
ス

3
C

4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

南
新

潟
幹

線
1
号

（
デ

ジ
タ

ル
形

電
流

差
動

継
電

器
）
（
短

絡
距

離
方

向
継

電
器

　
第

1
～

第
4
段

）
（
地

絡
距

離
方

向
継

電
器

　
第

1
～

第
4
段

）

－
－

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

南
新

潟
幹

線
2
号

（
デ

ジ
タ

ル
形

電
流

差
動

継
電

器
）
（
短

絡
距

離
方

向
継

電
器

　
第

1
～

第
4
段

）
（
地

絡
距

離
方

向
継

電
器

　
第

1
～

第
4
段

）

－
－

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

線
路

用
5
0
0
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

電
気

設
備



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
の

共
用

設
備

に
関

す
る

総
合

評
価

(5
/
8
)

点
検

目
的

（
注

）

基
本

点
検

点
検

評
価

計
画

書
機

器
一

覧
設

備
区

分
（
1
）

耐
震

重
要

度
設

備
区

分
（
2
）

機
器

名
称

機
器

番
号

追
加

点
検

目
視

点
検

設
備

点
検

点
検

結
果

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
作

動
試

験
機

能
確

認
漏

え
い

確
認

目
視

点
検

1
，

5
，

6
、

7
号

機
共

用
設

備
で

の
報

告
（
有

：
「
○

」
／

無
：
「
－

」
）

点
検

結
果

　
　

　
　

　
総

合
評

価
種

類
安

全
重

要
度

打
診

試
験

基
礎

ボ
ル

ト

3
号

高
起

動
変

圧
器

比
率

差
動

継
電

器
-

-
ク

ラ
ス

3

Ｃ
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

3
号

高
起

動
変

圧
器

過
電

流
継

電
器

-
-

ク
ラ

ス
3

Ｃ
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

3
号

高
起

動
変

圧
器

中
性

点
過

電
流

継
電

器
-

-
ク

ラ
ス

3

Ｃ
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

母
線

地
絡

過
電

圧
継

電
器

6
4

－
ク

ラ
ス

3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

6
6
kV

 母
線

保
護

継
電

器
　

1
（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）

6
6
kV

B
P

R
(1

)
－

ク
ラ

ス
3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

6
6
kV

 母
線

保
護

継
電

器
　

2
（
母

線
保

護
比

率
差

動
継

電
器

）

6
6
kV

B
P

R
(2

)
－

ク
ラ

ス
3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

1
ク

ラ
ス

3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

2
ク

ラ
ス

3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

3
ク

ラ
ス

3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

1
ク

ラ
ス

3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

2
ク

ラ
ス

3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

3
ク

ラ
ス

3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

補
助

ﾎ
ﾞｲ

ﾗ
ー

用
変

圧
器

地
絡

過
電

圧
継

電
器

6
4

－
ク

ラ
ス

3
C

2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
-

-
-

良
良

○

補
助

ﾎ
ﾞｲ

ﾗ
ー

用
変

圧
器

過
電

流
継

電
器

5
1
L

5
1
H

補
助

ﾎ
ﾞｲ

ﾗ
ー

用
6
6
kV

遮
断

器
(保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

母
線

受
電

用
6
6
K
V

遮
断

器
(3

号
高

起
動

変
圧

器
よ

り
）

（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

補
助

ﾎ
ﾞｲ

ﾗ
ｰ

用
6
6
kV

遮
断

器
(保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

電
気

設
備

3
号

高
起

動
変

圧
器

受
電

用
5
0
0
K
V

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）
母

線
受

電
用

6
6
K
V

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
の

共
用

設
備

に
関

す
る

総
合

評
価

(6
/
8
)

点
検

目
的

（
注

）

基
本

点
検

点
検

評
価

計
画

書
機

器
一

覧
設

備
区

分
（
1
）

耐
震

重
要

度
設

備
区

分
（
2
）

機
器

名
称

機
器

番
号

追
加

点
検

目
視

点
検

設
備

点
検

点
検

結
果

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
作

動
試

験
機

能
確

認
漏

え
い

確
認

目
視

点
検

1
，

5
，

6
、

7
号

機
共

用
設

備
で

の
報

告
（
有

：
「
○

」
／

無
：
「
－

」
）

点
検

結
果

　
　

　
　

　
総

合
評

価
種

類
安

全
重

要
度

打
診

試
験

基
礎

ボ
ル

ト

変
圧

器
補

助
ボ

イ
ラ

-
用

6
6
kV

遮
断

器
(保

護
継

電
装

置
の

種
類

)

補
助

ボ
イ

ラ
ー

（
3
A

）
Ｏ

Ｌ
Ｔ

C
制

御
盤

H
2
1
-
P

6
4
9
A

3
A

ク
ラ

ス
3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

補
助

ボ
イ

ラ
-
用

6
6
kV

遮
断

器
(保

護
継

電
装

置
の

種
類

)

補
助

ボ
イ

ラ
ー

3
A

回
線

保
護

盤
-

-
ク

ラ
ス

3

C
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

5
号

母
線

保
護

盤
1

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

5
号

母
線

保
護

盤
2

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

5
号

母
線

分
離

盤
－

-
ク

ラ
ス

3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

6
号

母
線

保
護

盤
1

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

6
号

母
線

保
護

盤
2

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

6
号

母
線

分
離

盤
－

-
ク

ラ
ス

3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

7
号

母
線

保
護

盤
1

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

7
号

母
線

保
護

盤
2

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

5
0
0
ｋ
Ｖ

7
号

母
線

分
離

盤
－

-
ク

ラ
ス

3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

（
3
8
）
制

御
盤

・
電

源
盤

電
気

設
備

母
線

用
5
0
0
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）



柏
崎

刈
羽

原
子

力
発

電
所

　
第

３
号

機
の

共
用

設
備

に
関

す
る

総
合

評
価

(7
/
8
)

点
検

目
的

（
注

）

基
本

点
検

点
検

評
価

計
画

書
機

器
一

覧
設

備
区

分
（
1
）

耐
震

重
要

度
設

備
区

分
（
2
）

機
器

名
称

機
器

番
号

追
加

点
検

目
視

点
検

設
備

点
検

点
検

結
果

分
解

点
検

非
破

壊
検

査
作

動
試

験
機

能
確

認
漏

え
い

確
認

目
視

点
検

1
，

5
，

6
、

7
号

機
共

用
設

備
で

の
報

告
（
有

：
「
○

」
／

無
：
「
－

」
）

点
検

結
果

　
　

　
　

　
総

合
評

価
種

類
安

全
重

要
度

打
診

試
験

基
礎

ボ
ル

ト

南
新

潟
幹

線
1
号

（
主

1
）

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

南
新

潟
幹

線
1
号

（
主

2
）

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

南
新

潟
幹

線
1
号

（
後

備
1
）

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

南
新

潟
幹

線
1
号

（
後

備
2
）

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

南
新

潟
幹

線
2
号

（
主

1
）

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

南
新

潟
幹

線
2
号

（
主

2
）

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

南
新

潟
幹

線
2
号

（
後

備
1
）

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

南
新

潟
幹

線
2
号

（
後

備
2
）

－
-

ク
ラ

ス
3

C
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

3
号

高
起

動
変

圧
器

主
保

護
盤

（
1
系

）
-

-
ク

ラ
ス

3

Ｃ
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

3
号

高
起

動
変

圧
器

主
保

護
盤

（
2
系

）
-

-
ク

ラ
ス

3

Ｃ
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

3
号

高
起

動
変

圧
器

後
備

盤
-

-
ク

ラ
ス

3

Ｃ
4
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

6
6
K
V

母
線

地
絡

後
備

盤
-

-
ク

ラ
ス

3

Ｃ
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

6
6
K
V

母
線

保
護

盤
1

-
-

ク
ラ

ス
3

Ｃ
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

6
6
K
V

母
線

保
護

盤
2

-
-

ク
ラ

ス
3

Ｃ
2
号

機
異

常
な

し
異

常
な

し
-

異
常

な
し

異
常

な
し

-
-

良
良

○

中
性

点
接

地
装

置
（
高

起
動

変
圧

器
）

3
号

高
起

動
変

圧
器

中
性

点
接

地
装

置
S
1
2
-
＃

3
H

S
T
R

-
N

G
R

-
ク

ラ
ス

3

Ｃ
4
号

機
異

常
な

し
異

常
あ

り
※

-
異

常
な

し
異

常
な

し
-

-
否

良
（
対

策
完

了
）

※
地

震
の

影
響

で
絶

縁
油

が
脈

動
し

た
た

め
油

面
低

下
継

電
器

が
動

作
し

た
。

絶
縁

油
の

液
位

が
正

常
液

位
に

復
帰

し
た

後
も

、
当

該
継

電
器

は
復

帰
し

な
か

っ
た

。
こ

の
た

め
、

油
面

低
下

継
電

器
の

交
換

を
実

施
し

た
。

○

電
気

設
備

線
路

用
5
0
0
ｋ
Ｖ

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

3
号

高
起

動
変

圧
器 （
保

護
継

電
装

置
の

種
類

）

母
線

受
電

用
6
6
K
V

遮
断

器
（
保

護
継

電
装

置
の

種
類
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